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一
、
本
論
文
に
使
用
し
た
典
拠
の
う
ち
、
法
然
房
源
空
以
外
の
真
宗
七
高
僧
の
著
作
は
、『
真
宗
聖
教
全
書
』（
大
八
木
興
文
堂
）
を
用
い
、
親
鸞
の
著
作
、
及
び
『
歎
異
抄
』『
歎
徳
文
』
な
ど
の
真
宗
列
祖
の
著
作
は
、『
定
本
親
鸞
聖
人
全
集
』（
法
蔵
館
）
を
用
い
た
。 
一
、『
選
択
本
願
念
仏
集
』
は
往
生
院
本
を
底
本
と
す
る
『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
第
一
巻
（
本
願
寺
出
版
社
）
を
用
い
、
そ
の
他
の
法
然
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
石
井
教
道
編
『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』（
平
楽
寺
書
店
）
を
用
い
た
。
ま
た
、
法
然
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、『
法
然
上
人
伝
全
集
』（
法
然
上
人
伝
全
集
刊
行
会
）
を
用
い
た
。 
一
、
典
拠
に
漢
文
、
及
び
片
仮
名
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
漢
文
、
及
び
片
仮
名
の
ま
ま
引
用
し
た
。
た
だ
し
、
本
文
中
に
短
い
文
を
引
用
す
る
場
合
に
限
り
、
適
宜
、
書
き
下
し
文
、
及
び
平
仮
名
に
改
め
た
。 
一
、
左
訓
は
省
略
し
て
、
必
要
な
場
合
に
限
り
、
本
論
中
に
引
用
し
た
。 
一
、
訓
点
が
十
分
附
さ
れ
て
い
な
い
漢
文
の
典
拠
に
は
、
適
宜
、
書
き
下
し
文
を
併
記
し
た
。 
一
、
典
拠
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
漢
文
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
左
訓
は
省
略
し
た
。
ま
た
特
殊
な
記
号
を
用
い
た
右
訓
に
関
し
て
は
、
適
宜
、
現
行
の
仮
名
に
改
め
た
（「└
」
→
「
コ
ト
」
な
ど
）。 
一
、
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
使
用
し
た
。
た
だ
し
、
例
外
と
し
て
常
用
外
の
漢
字
を
残
し
た
も
の
が
あ
る
（「
測
」
→
「
惻
」
な
ど
）。
ま
た
、
近
年
の
著
作
で
敢
え
て
常
用
外
の
漢
字
を
使
用
し
て
い
る
典
拠
の
場
合
も
、
例
外
と
し
て
常
用
外
の
漢
字
を
残
し
た
も
の
が
あ
る
。 
一
、
引
用
し
た
諸
著
作
の
典
拠
は
、
註
に
載
せ
、『
真
宗
聖
典
』（
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
出
版
部
）
所
収
の
典
籍
に
関
し
て
は
該
当
頁
を
併
記
し
た
。 
一
、
註
は
部
ご
と
に
番
号
を
附
し
、
各
部
末
に
ま
と
め
て
載
せ
た
。
た
だ
し
、
序
、
跋
、
及
び
副
論
文
は
別
に
附
し
た
。 
一
、
人
名
へ
の
敬
称
は
省
略
し
た
。 
一
、
出
典
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
略
記
し
た
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1 
 
序 
  
『
仏
説
無
量
寿
経
』（
以
下
、『
大
経
』
と
称
す
）
の
第
十
八
願
と
そ
の
成
就
文
に
「
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
１
」（
以
下
、
唯
除
の
文
と
称
す
２
）
と
い
う
経
言
が
あ
る
こ
と
は
、
古
く
か
ら
の
問
題
で
あ
っ
た
。
特
に
『
仏
説
観
無
量
寿
経
』（
以
下
、『
観
経
』
と
称
す
）
の
下
品
下
生
の
経
説
と
の
矛
盾
と
思
わ
れ
る
点
に
つ
い
て
は
、
諸
師
が
論
を
展
開
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
３
。 
本
論
文
は
、
こ
の
唯
除
の
文
の
意
義
を
、
選
択
本
願
を
説
く
法
然
房
源
空
（
一
一
三
三
―
一
二
一
二
）
の
教
え
を
聞
思
し
た
親
鸞
（
一
一
七
三
―
一
二
六
二
）
が
ど
の
よ
う
に
了
解
し
た
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
親
鸞
は
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』（
以
下
、『
教
行
信
証
』
と
称
す
）「
顕
浄
土
真
実
信
文
類
三
」（
以
下
、「
信
巻
」
と
称
す
〈
他
巻
も
同
様
に
略
称
を
用
い
る
〉）
の
巻
末
近
く
に
、『
大
般
涅
槃
経
』（
以
下
、『
涅
槃
経
』
と
称
す
）
の
経
説
を
承
け
て
、
主
題
的
に
唯
除
の
文
に
つ
い
て
思
索
し
て
い
る
。
本
論
文
で
は
、
特
に
こ
の
箇
所
の
親
鸞
の
思
索
に
聞
く
こ
と
で
、
唯
除
の
文
の
意
義
を
考
え
た
い
。 
さ
て
、
唯
除
の
文
の
意
義
に
つ
い
て
あ
る
先
学
は
、
回
心
を
教
示
す
る
契
機
と
な
る
文
と
捉
え
て
い
る
４
。
つ
ま
り
、
本
願
が
五
逆
と
誹
謗
正
法
で
あ
る
自
己
を
自
覚
せ
し
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
本
願
に
乗
托
し
て
生
き
る
者
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 
こ
の
よ
う
な
見
解
と
一
線
を
画
す
も
の
と
し
て
、
曽
我
量
深
の
教
示
が
あ
る
。
曽
我
は
、
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）、
真
宗
大
谷
派
の
安
居
（
七
月
八
日
―
八
月
五
日
）
に
お
い
て
、『
教
行
信
証
』
の
「
信
巻
」
を
講
じ
た
際
、
唯
除
の
文
と
第
二
十
願
と
の
関
係
を
指
摘
し
て
い
る
５
。
す
な
わ
ち
、
信
仰
の
あ
ゆ
み
に
お
い
て
唯
除
の
文
の
意
義
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 
 
こ
れ
を
承
け
て
延
塚
知
道
は
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）、『
教
行
信
証
―
そ
の
構
造
と
核
心
―
』
と
題
す
る
書
に
お
い
て
、 
三
毒
五
悪
の
悲
化
段
は
、
第
十
八
願
の
最
後
の
「
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
」
と
い
う
、
釈
尊
の
抑
止
と
い
う
意
味
を
持
つ
教
誡
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
の
唯
除
の
文
は
、
第
十
九
願
か
ら
第
十
八
願
へ
の
転
入
だ
け
で
は
な
く
、
第
二
十
願
か
ら
第
十
八
願
へ
の
転
入
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
教
説
で
は
な
か
ろ
う
か
。
６ 
と
述
べ
て
、
唯
除
の
文
が
回
心
に
関
わ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
の
信
仰
の
あ
ゆ
み
に
お
い
て
重
要
な
意
義
を
も
つ
経
言
で
あ
る
こ
2 
 
と
を
教
示
し
て
い
る
。 
 
し
か
し
、
曽
我
に
よ
る
安
居
で
は
、
自
身
が
八
月
五
日
の
満
講
式
に
て
、「
曇
鸞
大
師
の
『
往
生
論
註
』
の
八
番
問
答
、
な
ら
び
に
善
導
大
師
の
『
散
善
義
』
の
下
品
下
生
に
つ
い
て
の
釈
文
に
つ
い
て
は
、
拝
読
す
る
時
間
が
な
か
っ
た
７
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
信
仰
の
あ
ゆ
み
に
お
け
る
唯
除
の
文
の
意
義
を
、
親
鸞
が
そ
れ
を
主
題
的
に
探
究
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
、
す
な
わ
ち
、 
夫
 
レ
拠ヨル
ニ
二
諸
大
乗
 
ニ
一
説
 
ケ
リ
二
難
化
 
ノ
機
 
ヲ
一
今
『
大
経
 
ニ
ハ
』
言ヒ
二
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
 
ト
一
或
 
ハ
言ノタ
マ
ヘ
リ
二
唯
除
造
無
間
悪
業
誹
謗
正
法
及
諸
聖
人
 
ト
一
『
観
経
 
ニ
ハ
』
明
 
シ
テ
二
五
逆
 
ノ
往
生
 
ヲ
一
不ス
三
説
二
謗
法
 
ヲ
一
『
涅
槃
経
 
ニ
ハ
』
説
 
ケ
リ
三
難
治
 
ノ
機
 
ト
與トヲ
二
病
一
斯
 
レ
等ラノ
真
教
云イカ
何ンカ
思
量
邪
 
セ
ム
ヤ
８ 
と
い
う
問
い
と
、
こ
の
問
い
以
下
の
展
開
す
る
言
説
に
沿
っ
て
講
ず
る
時
間
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。 
 
ま
た
延
塚
は
、
自
身
の
書
の
「
は
じ
め
に
」
に
、 
 
 
こ
の
書
は
『
教
行
信
証
』
の
各
論
に
つ
い
て
の
研
究
で
は
な
い
。
ま
ず
、
親
鸞
が
『
教
行
信
証
』
を
書
く
全
体
の
方
法
論
を
確
か
め
た
か
っ
た
。（
中
略
）
本
書
は
、
こ
の
よ
う
な
『
教
行
信
証
』
の
全
体
像
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
親
鸞
の
方
法
や
主
題
が
明
確
に
な
ら
な
け
れ
ば
、『
教
行
信
証
』
の
逐
一
の
文
章
の
講
読
が
で
き
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
９ 
と
そ
の
研
究
目
的
を
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
親
鸞
の
唯
除
の
文
に
関
す
る
先
の
問
い
と
そ
れ
以
下
に
展
開
す
る
文
類
の
詳
細
（
各
論
）
に
つ
い
て
は
論
じ
て
い
な
い
。 
 
本
論
文
で
私
は
、
両
師
の
教
示
を
承
け
て
、
特
に
信
仰
の
あ
ゆ
み
の
な
か
で
見
出
さ
れ
る
唯
除
の
文
の
意
義
を
、
親
鸞
の
視
点
に
立
っ
て
考
え
た
い
と
思
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
論
文
で
は
、「
信
巻
」
巻
末
近
く
に
展
開
す
る
唯
除
の
文
に
関
す
る
問
い
を
読
み
進
め
る
前
に
、
親
鸞
が
唯
除
の
文
に
着
目
す
る
所
以
を
確
か
め
た
い
。
そ
れ
は
、
法
然
に
教
え
を
賜
っ
た
親
鸞
の
視
点
か
ら
、
そ
の
問
い
を
読
む
た
め
に
不
可
欠
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 
 
よ
っ
て
、
本
論
文
は
二
部
構
成
と
し
て
、
第
一
部
に
お
い
て
「
本
願
の
仏
道
―
「
唯
除
の
文
」
研
究
の
視
座
―
」
と
題
し
、
親
鸞
が
唯
除
の
文
に
着
目
す
る
所
以
を
確
か
め
、
第
二
部
に
お
い
て
「
因
願
の
「
唯
除
の
文
」
探
究
―
本
願
の
仏
道
の
あ
ゆ
み
の
内
実
―
」
と
題
し
、
先
に
示
し
た
問
い
を
基
点
と
す
る
「
信
巻
」
の
思
索
を
、
そ
の
問
い
の
性
質
を
確
か
め
た
う
え
で
読
み
進
め
る
こ
と
と
す
る
。 
序 
 
3 
 
 
ま
ず
第
一
部
で
は
、
親
鸞
が
唯
除
の
文
に
着
目
す
る
所
以
を
、
特
に
法
然
と
親
鸞
（『
選
択
本
願
念
仏
集
』〈
以
下
、『
選
択
集
』
と
称
す
〉
と
『
教
行
信
証
』）
の
師
資
相
承
の
な
か
で
考
察
す
る
。
後
に
論
じ
る
よ
う
に
、
法
然
は
『
選
択
集
』
で
第
十
八
願
を
引
用
す
る
際
、
唯
除
の
文
を
省
い
て
い
る
。
そ
の
法
然
の
教
え
を
聞
思
し
た
親
鸞
は
、
対
し
て
、『
教
行
信
証
』
や
そ
の
他
の
著
作
に
お
い
て
唯
除
の
文
を
重
要
視
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
両
者
の
着
目
の
差
異
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
の
在
り
方
の
異
な
り
に
基
づ
く
と
い
う
見
解
も
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
親
鸞
は
肉
食
妻
帯
の
生
活
を
送
り
、
特
に
流
罪
以
降
に
「
ゐ
な
か
の
ひ
と
ぐ
１
０
」
と
交
際
す
る
な
か
で
、
徹
底
的
に
自
己
を
見
つ
め
た
こ
と
は
疑
い
得
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
に
親
鸞
の
唯
除
の
文
へ
の
着
目
が
あ
る
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
こ
の
見
解
は
ま
こ
と
に
傾
聴
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
唯
除
の
文
へ
の
着
目
が
個
々
の
状
況
や
行
為
だ
け
に
起
因
す
る
こ
と
に
な
り
、
仏
道
の
あ
ゆ
み
に
お
け
る
唯
除
の
文
の
意
義
が
個
々
に
と
っ
て
同
質
の
も
の
と
は
言
え
な
く
な
る
。
こ
こ
に
、
親
鸞
が
唯
除
の
文
に
着
目
し
た
の
は
、
流
刑
地
で
の
生
活
や
肉
食
妻
帯
と
い
っ
た
生
活
環
境
、
あ
る
い
は
鋭
く
自
身
を
見
つ
め
る
個
人
の
眼
だ
け
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、「
無
上
の
信
心
１
１
」
を
教
え
ら
れ
、「
真
の
知
識
１
２
」
に
遇
い
、
そ
の
仏
道
を
あ
ゆ
ま
ん
と
す
る
な
か
に
必
然
す
る
課
題
で
あ
っ
た
か
ら
と
考
え
る
べ
き
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 
 
そ
し
て
第
二
部
で
は
、
そ
の
親
鸞
の
着
目
の
所
以
を
承
け
た
う
え
で
、
先
に
示
し
た
問
い
と
、
そ
の
問
い
に
「
報
へ
て
噵
１
３
」
う
も
の
と
し
て
置
か
れ
る
曇
鸞
の
文
、
善
導
の
文
、『
往
生
拾
因
』
に
基
づ
く
五
逆
に
つ
い
て
の
文
に
含
蓄
さ
れ
る
親
鸞
の
思
索
を
考
察
す
る
。
そ
の
な
か
で
本
願
の
仏
道
を
あ
ゆ
む
機
に
お
い
て
、
唯
除
の
文
が
い
か
な
る
意
義
を
も
つ
経
言
で
あ
る
の
か
を
そ
の
思
索
に
聞
き
、
考
え
た
い
と
思
う
こ
と
で
あ
る
。 
 
こ
れ
以
上
の
第
一
部
と
第
二
部
の
概
要
と
内
容
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
緒
言
を
附
し
て
い
る
の
で
そ
ち
ら
に
譲
り
た
い
が
、
こ
こ
で
本
論
文
が
「
親
鸞
の
視
点
か
ら
」
を
副
題
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
少
し
記
し
て
お
き
た
い
。 
本
論
文
は
、
真
宗
学
を
専
攻
す
る
筆
者
が
、
特
に
「
信
巻
」
の
記
述
に
基
づ
き
な
が
ら
論
を
進
め
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
「
親
鸞
の
視
点
か
ら
」
と
示
す
こ
と
は
不
要
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
敢
え
て
こ
の
副
題
を
附
し
た
こ
と
に
は
、
主
に
次
の
よ
う
な
理
由
が
あ
る
。
一
点
目
は
、
特
に
第
一
部
に
お
い
て
、
法
然
の
教
え
を
聞
く
親
鸞
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
な
か
で
、
法
然
や
法
然
の
門
弟
な
ど
の
幾
人
か
の
仏
者
と
親
鸞
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
関
わ
り
を
俯
瞰
的
4 
 
に
、
あ
る
い
は
第
三
者
的
に
論
じ
る
の
で
は
な
く
、
親
鸞
の
視
点
に
立
っ
て
考
え
た
い
か
ら
で
あ
る
。
二
点
目
は
、
特
に
第
二
部
に
お
い
て
、『
教
行
信
証
』
に
引
用
さ
れ
る
経
論
釈
を
、
あ
く
ま
で
引
用
す
る
親
鸞
の
視
点
に
立
っ
て
読
み
進
め
た
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
三
点
目
が
、『
教
行
信
証
』
を
一
つ
の
読
物
と
し
て
読
み
進
め
る
の
で
は
な
く
、『
教
行
信
証
』
を
著
す
親
鸞
の
視
点
に
立
っ
て
読
み
た
い
か
ら
で
あ
る
。 
 
金
子
大
栄
が
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
１
４
、『
真
宗
学
序
説
』
に
て
、 
親
鸞
聖
人
の
著
述
を
研
究
す
る
の
は
真
宗
学
で
な
く
し
て
、
親
鸞
聖
人
の
学
び
方
を
学
ぶ
の
が
真
宗
学
で
あ
る
。
１
５ 
と
道
破
し
て
い
る
こ
と
に
導
か
れ
て
、
親
鸞
を
一
人
の
仏
者
と
し
て
私
が
論
じ
る
の
で
は
な
く
、
親
鸞
の
視
点
に
立
っ
て
『
教
行
信
証
』
を
読
み
進
め
た
い
と
思
う
こ
と
で
あ
る
。 
             
序 
 
5 
 
註 
 
１ 
『
真
聖
全
』
一
・
九
頁
・
二
四
頁
〔『
聖
典
』
一
八
頁
・
四
四
頁
〕 
２ 
「
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
」
の
経
言
は
、「
抑
止
文
」（
山
辺
習
学
・
赤
沼
智
善
『
教
行
信
証
講
義
』
信
証
の
巻
・
九
三
八
頁
）
等
の
名
称
を
用
い
て
示
す
こ
と
も
あ
る
が
、
無
論
、
そ
の
よ
う
に
名
を
付
け
て
呼
称
す
る
こ
と
に
は
解
釈
が
加
わ
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
論
文
で
は
、
基
本
的
に
「
唯
除
の
文
」
と
い
う
原
文
に
沿
う
呼
称
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
文
脈
に
よ
っ
て
は
「
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
」
と
い
う
経
言
の
ま
ま
の
表
記
を
用
い
る
場
合
も
あ
る
。 
３ 
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
第
二
部
第
一
章
で
言
及
す
る
。 
４ 
た
と
え
ば
、
松
井
憲
一
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
 
  
 
 
信
を
問
題
に
し
て
謗
法
を
不
生
と
す
る
内
面
の
意
義
は
、
善
導
が
『
法
事
讃
』
に
「
謗
法
闡
提
、
廻
心
す
れ
ば
皆
往
く
」
と
い
う
如
く
、
罪
の
自
覚
に
立
脚
し
て
廻
心
を
教
示
し
た
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
唯
除
が
廻
心
を
教
示
す
る
契
機
と
な
る
の
は
、「
五
逆
の
つ
み
び
と
を
き
ら
い
、
謗
法
の
お
も
き
と
が
を
し
ら
せ
む
」
と
い
う
本
願
の
道
理
に
遇
っ
て
、
自
己
の
逆
謗
的
存
在
性
を
去
来
現
の
内
観
に
お
い
て
実
感
す
る
か
ら
で
あ
る
。 
（「
本
願
に
お
け
る
唯
除
の
意
味
」『
真
宗
研
究
』
十
三
・
六
三
頁
） 
５ 
曽
我
量
深
『
教
行
信
証
「
信
の
巻
」
聴
記
』『
曽
我
量
深
選
集
』
八
・
一
二
三
―
一
二
九
頁
等
参
照
。 
６ 
延
塚
知
道
『
教
行
信
証
―
そ
の
構
造
と
核
心
―
』
二
二
七
頁 
７ 
曽
我
量
深
『
教
行
信
証
「
信
の
巻
」
聴
記
』『
曽
我
量
深
選
集
』
八
・
四
五
〇
頁 
８ 
『
定
親
全
』
一
・
一
八
四
頁
〔『
聖
典
』
二
七
二
頁
〕 
９ 
延
塚
知
道
『
教
行
信
証
―
そ
の
構
造
と
核
心
―
』ⅱ
頁 
１
０ 
『
一
念
多
念
文
意
』『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
・
一
五
二
頁
〔『
聖
典
』
五
四
六
頁
〕・『
唯
信
鈔
文
意
』『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
・
一
八
三
頁
〔『
聖
典
』
五
五
九
頁
〕 
１
１ 
こ
の
表
現
は
、『
高
僧
和
讃
』
源
空
讃
の
第
十
一
首
に
依
っ
た
。 
  
諸
仏
し
よ
ぶ
ち
方
便
は
う
べ
ん
と
き
い
た
り 
源
空
ぐ
ゑ
ん
く
ひ
じ
り
と
し
め
し
つ
ゝ 
 
 
 
無
上
の
信
心
お
し
え
て
ぞ 
 
涅
槃
ね
ち
は
ん
の
か
ど
お
ば
ひ
ら
き
け
る         
 
 
 
 
 
（『
定
親
全
』
二
・
和
讃
篇
・
一
三
二
頁
〔『
聖
典
』
四
九
九
頁
〕） 
１
２ 
こ
の
表
現
は
、『
高
僧
和
讃
』
源
空
讃
の
第
十
二
首
に
依
っ
た
。 
        
真しん
の
知
識しき
に
あ
ふ
こ
と
は 
6 
 
  
 
 
 
か
た
き
が
な
か
に
な
ほ
か
た
し 
 
 
 
 
流る
転てん
輪りん
回ゑ
の
き
わ
な
き
は 
 
 
 
 
疑ぎ
情じや
う
の
さ
は
り
に
し
く
ぞ
な
き 
 
 
 
 
 
 
 
 
（『
定
親
全
』
二
・
和
讃
篇
・
一
三
二
頁
〔『
聖
典
』
四
九
九
頁
〕） 
１
３ 
『
定
親
全
』
一
・
一
八
四
頁
〔『
聖
典
』
二
七
二
頁
〕 
１
４ 
こ
の
年
号
は
文
献
書
院
が
こ
の
書
を
出
版
し
た
年
で
あ
る
。
な
お
、
講
述
は
そ
の
前
年
に
行
わ
れ
て
い
る
。 
１
５ 
金
子
大
栄
『
真
宗
学
序
説
』
三
〇
頁 
          
第
一
部 
本
願
の
仏
道
―
「
唯
除
の
文
」
研
究
の
視
座
― 
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緒
言 
 
 
第
一
部
で
は
、
親
鸞
が
唯
除
の
文
に
着
目
す
る
所
以
を
、
法
然
の
『
選
択
集
』
か
ら
親
鸞
の
『
教
行
信
証
』
へ
と
い
う
師
資
相
承
の
な
か
で
考
察
す
る
。
親
鸞
は
「
信
巻
」
で
『
大
経
』
第
十
八
願
文
と
そ
の
成
就
文
に
記
さ
れ
て
い
る
「
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
」
の
文
言
に
甚
深
の
注
意
を
払
い
、
特
に
「
信
巻
」
後
半
で
は
唯
除
の
文
に
つ
い
て
主
題
的
に
論
を
進
め
て
い
る
。
対
し
て
、
師
で
あ
る
法
然
は
、
主
著
で
あ
る
『
選
択
集
』
に
お
い
て
唯
除
の
文
を
一
切
記
さ
ず
、
他
の
著
述
に
お
い
て
も
多
く
の
場
合
こ
の
文
を
記
し
て
い
な
い
。
こ
の
差
異
を
一
体
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
な
の
か
。 
法
然
教
義
よ
り
親
鸞
教
義
へ
の
継
承
と
展
開
を
論
ず
る
と
き
の
重
要
な
課
題
と
し
て
、
浅
井
成
海
に
よ
っ
て
、
本
願
観
、
回
向
観
、
諸
行
観
、
人
間
観
、
利
益
の
問
題
、
仏
身
仏
土
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
就
中
、
本
願
観
に
つ
い
て
は
、
一
願
建
立
か
ら
五
願
建
立
１
、
及
び
本
願
成
就
文
の
受
容
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
２
。『
選
択
集
』
と
『
教
行
信
証
』
に
あ
ら
わ
れ
る
両
者
の
本
願
観
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
既
出
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
第
一
に
、
法
然
は
第
十
八
願
一
つ
を
『
選
択
集
』
で
掲
げ
る
の
に
対
し
３
、
親
鸞
は
『
教
行
信
証
』
で
各
巻
に
異
な
る
本
願
を
標
挙
に
掲
げ
て
構
成
し
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
４
。
第
二
に
、
法
然
は
諸
著
述
に
お
い
て
、
第
十
八
願
の
因
願
文
を
重
視
し
、
成
就
文
に
あ
ま
り
注
意
を
払
わ
な
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
に
対
し
、
親
鸞
は
因
願
文
を
引
用
す
る
場
合
に
は
第
十
八
願
に
限
ら
ず
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
、
因
願
文
と
と
も
に
成
就
文
を
併
引
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
５
。
こ
の
二
つ
の
差
異
は
、「
差
異
」
と
い
う
よ
り
、
浅
井
の
指
摘
の
と
お
り
「
継
承
と
展
開
」
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 
し
か
し
な
が
ら
、
両
者
の
唯
除
の
文
へ
の
着
目
の
差
異
は
、「
継
承
と
展
開
」
と
い
う
よ
り
も
、「
差
異
」
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
近
年
、
藤
本
淨
彦
は
、 
戒
律
を
守
り
禅
定
に
入
り
智
慧
を
獲
得
す
る
こ
と
（
三
学
）
に
規
範
を
置
く
ゆ
え
に
み
ず
か
ら
を
「
三
学
の
器
も
の
に
非
ず
」
9 
 
と
告
白
し
た
師
の
法
然
に
み
ず
か
ら
を
照
射
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
出
家
僧
で
あ
り
な
が
ら
恵
信
尼
を
妻
と
す
る
み
ず
か
ら
の
生
き
ざ
ま
へ
と
厳
し
く
反
照
さ
れ
る
重
い
自
己
把
握
が
意
識
化
さ
れ
て
い
る
と
み
な
す
の
は
独
断
で
あ
ろ
う
か
。
親
鸞
の
第
十
八
願
理
解
が
孕
む
特
徴
的
断
面
で
あ
る
。
６ 
と
述
べ
て
、
戒
律
を
守
る
法
然
と
、
肉
食
妻
帯
の
生
活
者
で
あ
る
親
鸞
と
い
う
両
者
の
生
活
実
態
の
違
い
に
、
唯
除
の
文
へ
の
着
目
の
差
異
を
見
て
い
る
。
ま
た
、
両
者
の
生
活
実
態
の
違
い
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
な
論
も
成
り
立
つ
。
法
然
に
は
、 
 
 
 
わ
れ
ら
（
我
等
）
罪
業
お
も
（
重
）
し
と
い
へ
（
云
）
ど
も
、
い
ま
だ
五
逆
を
つ
く
（
造
）
ら
ず
、
７ 
 
 
五
逆
オ
モ
ツ
ク
ラ
サ
ル
ワ
レ
ラ
、
弥
陀
ノ
名
号
ヲ
称
念
セ
ム
ニ
、
往
生
ウ
タ
カ
フ
ヘ
カ
ラ
ス
。
８ 
と
い
う
よ
う
に
、
自
身
を
非
五
逆
者
と
位
置
付
け
て
い
る
言
葉
が
残
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
親
鸞
に
は
そ
れ
に
類
す
る
言
葉
が
見
つ
か
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
生
活
実
態
そ
の
も
の
の
違
い
だ
け
で
は
な
く
、
両
者
は
「
唯
除
く
」
と
言
わ
れ
る
対
象
で
あ
る
五
逆
の
自
覚
に
も
違
い
が
あ
る
と
い
う
論
で
あ
る
。 
も
ち
ろ
ん
、
親
鸞
に
お
け
る
自
己
凝
視
が
非
常
に
鋭
い
と
い
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
も
し
両
者
の
唯
除
の
文
へ
の
着
目
の
差
異
が
、
両
者
の
生
活
実
態
の
違
い
や
五
逆
の
自
覚
の
違
い
に
の
み
基
づ
く
の
で
あ
れ
ば
、
唯
除
の
文
に
関
す
る
両
者
の
見
解
は
断
絶
し
て
い
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
は
親
鸞
の
唯
除
の
文
へ
の
着
目
は
、
法
然
の
『
選
択
集
』
か
ら
親
鸞
の
『
教
行
信
証
』
へ
の
師
資
相
承
の
な
か
で
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
第
一
部
に
お
い
て
、『
教
行
信
証
』
後
述
（
以
下
、〈
後
序
〉
と
称
す
９
）
に
記
さ
れ
る
真
影
の
図
画
に
注
目
し
な
が
ら
論
じ
た
い
。
そ
こ
に
私
は
、
親
鸞
が
唯
除
の
文
に
着
目
す
る
所
以
を
探
る
手
が
か
り
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 
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第
一
章 
親
鸞
の
「
唯
除
の
文
」
の
着
目
―
〈
後
序
〉
に
記
さ
れ
る
真
影
の
図
画
を
手
が
か
り
と
し
て
― 
   
第
一
節 
由
来
の
縁
―
『
選
択
集
』
の
書
写
と
真
像
の
図
画
― 
  
『
教
行
信
証
』
に
記
さ
れ
る
信
仰
自
覚
は
、「
回
心
」
と
い
う
仏
道
に
お
け
る
根
本
体
験
を
原
点
と
し
て
い
る
。
親
鸞
は
〈
後
序
〉
に
、
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
の
体
験
を
、 
然
 
ニ
愚
禿
釈
 
ノ
鸞
建
仁
辛
シ
ン 
酉
イ
ウ
ノ
暦
レ
キ 
棄
ス
テ 
二
雑
行
 
 
ヲ
一
於テ
帰
 
ス
二
本
願
 
ニ
一
１
０ 
と
明
確
に
自
身
の
言
葉
に
よ
っ
て
記
し
て
い
る
が
、
親
鸞
が
「
本
願
に
帰
す
」
と
述
べ
た
内
容
は
、
具
体
的
に
は
生
涯
の
師
で
あ
る
法
然
と
の
値
遇
を
契
機
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
帰
本
願
の
記
述
は
、『
選
択
集
』
の
書
写
を
許
さ
れ
た
と
い
う
次
の
記
述
と
一
連
の
文
章
と
な
っ
て
い
る
１
１
。 
元
久
乙キノ
ト
ノ
丑
 
ノ
歳
蒙
 
フ
リ
二
恩
恕
シ
ヨ
ヲ
一
於
書
 
シ
キ
二
選
択
 
ヲ
一
同
 
シ
キ
年
 
ノ
初ソ
夏カ
中
旬
第
四
日ニ
『
選
択
本
願
念
仏
集
 
ノ
』
内
題
 
ノ
字
并
 
ニ
南
無
阿
弥
陀
仏
往
生
之
業
念
仏
為
本
 
ト
与ト
二
釈
 
ノ
綽
空
 
ノ
字
一
以
 
テ
二
空
 
ノ
真
筆
 
ヲ
一
令メタ
マ
ヒ
キ
三
書
二
之
 
ヲ
一
同
 
シ
キ
日
空
之
真
影エイ
申
預アツ
カ
リ
テ
奉
 
マ
ツ
ル
二
図
画
 
ヱ
シ
一
同
二
年
閏
七
月
下
旬
第
九
日
真
影
エ
イ
ノ
銘
 
ニ
以
二
真
筆
 
ヲ
一
令
四
書
三
南
無
阿
弥
陀
仏
 
ト
与
 
ト
ヲ
二
若
我
成
仏
十
方
衆
生
称
我
名
号
下
至
十
声
若
不
生
者
不
取
正
覚
彼
仏
今
現
在
成
仏
当
知
本
誓
重
願
不
虚
衆
生
称
念
必
得
往
生
之
真
文
一
又
依
 
テ
二
夢
 
ノ
告
 
ニ
一
改
 
メ
テ
二
綽
空
 
ノ
字
 
ヲ
一
同
 
シ
キ
日
以
 
テ
二
御
筆
 
ヲ
一
令
 
メ
タ
マ
ヒ
三
書
二
名
之 
字
 
ヲ
一
畢
 
ヌ･
本
師
聖
人
今
年
 
ハ･
七
旬
三
 
ノ
御
歳
也
、『
選
択
本
願
念
仏
集
』
者ハ･
依
 
テ
二
禅
定
博
陸
法月
名輪
円殿
照兼
 実
之
教
命
カ
ウ
メ
イ
ニ
一
所
三
令
 
ル
二
選
集
 
 
セ
一
也
、
真
宗
 
ノ
簡
要
念
仏
 
ノ
奥アウ
義
摂
三
在
 
セ
リ
于ニ
二
斯
一
見
者
 
ノ
易
 
シ
□二
諭
サ
ト
リ
一
誠
 
ニ
是
 
レ
希
有
最
勝
之
華クワ
文･
無
上
甚
深
之
宝
典
也
渉
ワ
タ
リ
□二
年
 
ヲ
一
渉
 
テ
□二
日ヲ
一 
蒙
 
フ
ル
二
其
 
ノ
教
誨
 
ヲ
一
之
人
雖
 
モ
二
千
万
 
ト
一
云
 
ヒ
□二
親
 
ト
一
云
 
ヒ
二
疎
 
ソ
ト
一
獲ウル
二
此
 
ノ
見
写
 
ヲ
一
之
徒
 
モ
カ
ラ
甚
 
タ
以
 
テ
難
 
シ
爾
 
ル
ニ
既
 
テ
ニ
書
二
写
シ
ヤ
シ
製
作
セ
イ
サ
ク
ヲ
一
図
二
画
 
セ
リ
真
影
 
ヲ
一
是
専
念
正
業
之
徳
也
、
是
決
定
往
生
之
徴チ
也
、
仍
ヨ
ン
テ
抑
 
テ
二
悲
喜
之
涙
 
ヲ
一
註
 
ス
二
由
来
之
縁
 
ヲ
一
１
２ 
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親
鸞
は
、
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）、
法
然
よ
り
『
選
択
集
』
の
書
写
を
許
さ
れ
た
。
そ
し
て
同
年
四
月
十
四
日
、
み
ず
か
ら
が
書
写
し
た
『
選
択
集
』
の
内
題
と
し
て
「
選
択
本
願
念
仏
集
」
と
、
標
宗
の
文
で
あ
る
「
南
無
阿
弥
陀
仏 
往
生
之
業 
念
仏
為
本
」、
さ
ら
に
当
時
の
親
鸞
の
名
で
あ
る
「
釈
の
綽
空
１
３
」
の
字
を
法
然
の
直
筆
で
書
き
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
１
４
。 
同
日
、
親
鸞
は
法
然
の
絵
像
を
借
り
受
け
、
そ
れ
を
図
画
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。
同
年
閏
七
月
二
十
九
日
、
親
鸞
は
完
成
し
た
新
し
い
絵
像
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
「
若
我
成
仏
十
方
衆
生 
称
我
名
号
下
至
十
声 
若
不
生
者
不
取
正
覚 
彼
仏
今
現
在
成
仏 
当
知
本
誓
重
願
不
虚 
衆
生
称
念
必
得
往
生
」
の
銘
文
を
、
こ
れ
も
ま
た
法
然
の
直
筆
で
書
き
入
れ
て
も
ら
っ
た
。
こ
の
真
影
の
図
画
に
関
す
る
出
来
事
の
詳
細
に
つ
い
て
、
親
鸞
は
『
選
択
集
』
の
書
写
の
記
述
に
連
続
し
て
接
続
詞
も
置
か
ず
に
記
し
て
い
る
。 
こ
の
後
、
親
鸞
は
自
身
の
改
名
に
つ
い
て
言
及
し
、
続
い
て
法
然
の
当
時
の
年
齢
と
『
選
択
集
』
執
筆
（
撰
集
）
の
経
緯
を
述
べ
る
。
そ
し
て
、
言
葉
を
尽
く
し
て
『
選
択
集
』
を
讃
え
、
さ
ら
に
続
け
て
法
然
の
教
え
を
蒙
る
人
は
多
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
見
写
を
許
さ
れ
た
者
は
極
め
て
少
数
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
、『
選
択
集
』
の
書
写
を
許
さ
れ
た
こ
と
を
感
動
を
も
っ
て
述
べ
て
い
る
。 
し
か
し
て
親
鸞
は
、「
爾
る
に
既
に
製
作
を
書
写
し
、
真
影
を
図
画
せ
り
」
と
、『
選
択
集
』
の
書
写
と
真
影
の
図
画
に
再
度
言
及
し
、
こ
の
二
つ
の
事
柄
を
「
専
念
正
業
の
徳
」「
決
定
往
生
の
徴
」「
由
来
の
縁
」
で
あ
る
と
確
か
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
来
、『
選
択
集
』
の
書
写
に
つ
い
て
は
、『
教
行
信
証
』
の
執
筆
と
の
関
係
の
な
か
で
重
要
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
真
影
の
図
画
と
『
教
行
信
証
』
の
執
筆
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
皆
往
院
鳳
嶺
は
、 
 
然
ル
ニ
吾
祖
ソ
ノ
上
ニ
真
影
ヲ
免
許
シ
タ
マ
フ
。
コ
レ
格
別
ノ
御
シ
タ
シ
ミ
ナ
リ
。
浄
土
参
リ
ノ
安
心
決
定
ノ
印
可
ノ
為
ニ
与
ヘ
タ
マ
フ
所
ナ
リ
。
１
５ 
と
「
そ
の
上
」（『
選
択
集
』
の
書
写
の
上
）
真
影
の
図
画
を
す
る
こ
と
を
「
格
別
の
御
し
た
し
み
」「
浄
土
参
り
の
安
心
決
定
の
印
可
の
為
」
と
読
み
取
り
、『
教
行
信
証
』
の
執
筆
と
の
関
連
性
を
指
摘
し
て
い
な
い
。『
選
択
集
』
の
書
写
と
い
う
決
定
的
な
『
教
行
信
証
』
の
執
筆
の
理
由
に
、
あ
る
意
味
に
お
い
て
こ
の
こ
と
は
隠
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
真
影
の
図
画
12 
 
と
『
教
行
信
証
』
の
執
筆
と
の
関
係
は
、
こ
の
文
章
の
勢
い
、
並
び
に
構
造
か
ら
し
て
極
め
て
大
き
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。 
改
め
て
一
連
の
文
章
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、「
真
」
の
字
の
多
さ
に
驚
く
こ
と
で
あ
る
１
６
。
一
度
目
１
７
の
『
選
択
集
』
の
書
写
と
真
影
の
図
画
の
記
述
で
は
、『
選
択
集
』
の
書
写
に
関
し
て
、
法
然
の
直
筆
を
「
真、
筆
」
と
記
し
、
続
く
真
影
の
図
画
に
関
し
て
は
、
法
然
の
絵
像
を
「
真、
影
」
と
二
回
呼
称
し
、『
選
択
集
』
の
書
写
の
と
き
の
記
述
と
同
様
に
法
然
の
直
筆
を
「
真、
筆
」
と
呼
ぶ
。
さ
ら
に
そ
の
真
影
の
銘
文
を
「
真、
文
」
と
し
て
受
け
取
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
改
名
等
の
記
述
の
後
、
親
鸞
は
再
び
こ
の
『
選
択
集
』
の
書
写
と
真
影
の
図
画
に
つ
い
て
述
べ
る
際
、『
選
択
集
』
を
「
真、
宗
の
簡
要
」
が
摂
在
す
る
書
と
述
べ
、
絵
像
を
も
う
一
度
「
真、
影
」
と
記
す
の
で
あ
る
。 
こ
の
一
連
の
記
述
の
な
か
で
、
真
影
の
銘
が
法
然
の
直
筆
で
あ
る
こ
と
を
示
す
「
銘
 
ニ
以
二
真
筆
 
ヲ
一
令
四
書
三
」
と
い
う
箇
所
は
、
初
め
に
「
銘
令
書
」
と
書
か
れ
、
後
に
そ
の
右
に
「
以
真
筆
」
の
三
文
字
と
訓
点
を
補
記
（
以
下
、
三
字
補
記
と
称
す
）
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
み
た
い
１
８
。
ま
た
近
年
の
研
究
に
よ
っ
て
、「
真
影
エ
イ
ノ
銘
 
ニ
」
の
右
訓
１
９
は
初
め
に
「
ニ
」
で
は
な
く
、「
ハ
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
後
に
書
き
改
め
ら
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
２
０
。
こ
の
二
点
の
変
更
に
よ
っ
て
―
特
に
三
字
補
記
を
中
心
と
し
て
―
親
鸞
は
真
影
の
銘
が
法
然
の
直
筆
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
よ
う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
三
字
補
記
に
よ
っ
て
『
選
択
集
』
の
書
写
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
「
以
 
テ
二
空
 
ノ
真
筆
 
ヲ
一
」
と
ほ
ぼ
同
様
に
な
る
。
つ
ま
り
、
真
影
の
図
画
―
特
に
真
影
の
銘
―
の
意
義
を
『
選
択
集
』
の
書
写
の
意
義
と
同
基
準
レ
ヴ
ェ
ル
に
し
て
い
る
補
記
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
さ
て
、
そ
の
「
真
」
の
字
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
何
か
。
親
鸞
は
「
真
」
の
概
念
を
幾
つ
か
の
箇
所
で
記
し
て
い
る
。「
信
巻
」
で
は
、
真
仏
弟
子
を
釈
す
る
な
か
で
、 
真
 
ノ
言
 
ハ
対
 
シ
二
偽
 
ニ
一
対
 
ス
ル
二
仮
 
ニ
一
也
、
２
１ 
と
確
か
め
、『
愚
禿
鈔
』
二
教
対
と
二
機
対
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、 
 
 
真
仮
対
２
２ 
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実
虚
対 
真
偽
対
２
３ 
と
確
か
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
讃
阿
弥
陀
仏
偈
和
讃
」
第
二
十
三
首
の
「
真
実
」
の
二
字
に
は
、 
 
 
ま
こ
と 
み
と
な
る 
 
し
ん
は
く
ゐ
な
ら
す 
け
な
ら
す 
く
ゐ
は
い
つ
は
る
反 
へ
つ
ら
ふ
反 
し
ん
は
か
り
な
ら
す 
し
ち
は
こ
な
ら
す 
む
な
し
か
ら
す
２
４ 
と
の
左
訓
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
確
か
め
に
よ
っ
て
、
親
鸞
に
お
い
て
「
真
」
は
「
ま
こ
と
」
で
あ
り
、「
偽
（
い
つ
は
る
、
へ
つ
ら
ふ
）」
と
「
仮
（
か
り
）」
に
対
す
る
概
念
で
あ
る
と
窺
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、「
真
筆
」「
真
影
」「
真
文
」
の
「
真
」
が
、「
真
実、
」
と
い
う
意
味
を
含
ん
で
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
「
筆
」「
影
」「
文
」
に
「
真
」
の
字
を
冠
す
る
の
は
、
そ
の
「
ま
こ
と
」
が
「
み
と
な
る
」
と
い
う
意
、
す
な
わ
ち
「
実
」
と
い
う
実
際
に
衆
生
に
は
た
ら
く
と
い
う
―
真
に
し
て
実
な
る
―
動
的
な
意
味
を
含
ん
で
い
る
と
も
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
２
５
。 
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
に
親
鸞
は
、「
真
」
と
い
う
文
字
を
綿
密
な
確
か
め
の
も
と
、
使
用
し
て
い
る
。
無
論
、「
真
」
と
い
う
字
の
数
で
、
そ
の
記
述
内
容
の
重
要
性
を
は
か
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、〈
後
序
〉
の
文
章
の
流
れ
や
構
造
、
三
字
補
記
な
ど
を
鑑
み
れ
ば
、
帰
本
願
と
『
選
択
集
』
の
書
写
と
と
も
に
、
真
像
の
図
画
も
「
由
来
の
縁
」
で
あ
る
と
読
む
べ
き
こ
と
は
、
至
極
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
文
章
は
、「
仍
っ
て
悲
喜
の
涙
を
抑
え
て
由
来
の
縁
を
註
す
」
と
一
旦
の
区
切
り
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
も
、
真
影
の
図
画
は
『
教
行
信
証
』
の
執
筆
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
 
次
節
で
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
一
旦
先
行
研
究
を
も
と
に
、『
選
択
集
』
の
書
写
と
『
教
行
信
証
』
の
執
筆
と
の
関
係
を
確
か
め
た
い
。
そ
の
う
え
で
後
節
に
て
改
め
て
真
影
の
図
画
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。 
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第
二
節 
『
選
択
集
』
の
書
写
と
『
教
行
信
証
』
の
執
筆 
 
第
一
項 
親
鸞
の
視
点
か
ら
見
た
『
選
択
集
』
の
核
心 
  
す
で
に
引
用
し
た
箇
所
で
あ
る
が
、
親
鸞
は
、 
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
者ハ･
依
 
テ
二
禅
定
博
陸
法月
名輪
円殿
照兼
 実
之
教
命
カ
ウ
メ
イ
ニ
一
所
三
令
 
ル
二
選
集
 
 
セ
一
也
、
真
宗
簡
要
念
仏
 
ノ
奥アウ
義
摂
三
在
 
セ
リ
于ニ
二
斯
一
見
者
 
ノ
易
 
シ
□二
諭
サ
ト
リ
一
誠
 
ニ
是
 
レ
希
有
最
勝
之
華クワ
文･
無
上
甚
深
之
宝
典
也 
と
述
べ
、
法
然
の
『
選
択
集
』
の
執
筆
（
選
集
）
の
由
来
を
明
確
に
し
て
、
次
に
そ
の
内
容
を
讃
え
て
い
る
。
こ
の
『
選
択
集
』
に
関
す
る
記
述
は
、
そ
の
記
述
位
置
か
ら
い
っ
て
も
、
内
容
や
語
調
か
ら
い
っ
て
も
、
よ
く
『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
『
選
択
集
』
の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 
 
し
か
し
な
が
ら
―
多
く
の
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
あ
る
が
―
八
割
強
が
引
文
で
構
成
さ
れ
る
２
６
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
、
、
』
に
お
い
て
、『
選
択
集
』
の
引
文
は
非
常
に
少
な
い
。「
行
巻
」
に
、 
 
 
『
選
択
本
願
念
仏
集
 
ニ
』
集源
 空
云
 
ク
南
無
阿
弥
陀
仏
念往
仏生
為之
 
 
 
二
本業
 
 
 
一 
 
又
云ク
夫
 
レ
速
 
カ
ニ
欲
 
ハ
ヽ
三
離
 
ム
ト
二
生
死
 
ヲ
一
二
種
 
ノ
勝
法
 
ノ
中
 
ニ
且
 
シ
ハ
ラ
ク
閣
 
サ
シ
オ
キ
テ
二
聖
道
門
 
ヲ
一
選
 
テ
入
 
レ
二
浄
土
門
 
ニ
一
欲
 
ハ
ヽ
三
入
 
ト
二
浄
土
門
 
ニ
一
正
雑
二
行
 
ノ
中
 
ニ
且
 
ク
抛ナケ
ウ
テ
ヽ
□二
諸
 
ノ
雑
行
 
ヲ
一
選
 
テ
応
 
シ
三
帰
 
ス
二
正
行
 
ニ
一
欲
 
ハ
ヽ
四
修
 
セ
ム
ト
三
於
二
正
行
一
正
助
二
業
 
ノ
中
 
ニ
猶ナホ
傍カタ
ワ
ラ
ニ
シ
テ
三
於
二
助
業
一
選
 
テ
応
 
シ
三
専
 
ラ
ス
二
正
定
一
正
定
之
業
 
ト
者ハ
即
是
称
 
ス
ル
ナ
リ
二
仏
 
ノ
名
 
ヲ
一
称
名
 
ハ･
必･
得ウ
二
生
 
ヲ
一 
依
 
ル
カ
二
仏
 
ノ
本
願
 
ニ
一
故
 
ニ
ト
上已
２
７ 
と
示
さ
れ
る
『
選
択
集
』
の
題
号
と
撰
号
、
標
宗
の
文
、
及
び
総
結
三
選
の
文
と
い
う
一
連
の
一
箇
所
の
み
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
〈
後
序
〉
に
お
け
る
讃
嘆
に
比
し
て
、
こ
の
引
文
の
少
な
さ
に
つ
い
て
は
、
当
然
疑
問
が
起
こ
る
も
の
で
あ
る
２
８
。
香
月
院
深
励
は
、 
 
 
今
吾
祖
選
択
集
一
部
を
不
レ
残
ラ
引
く
か
は
り
に
。
一
部
の
綱
要
た
る
此
の
二
文
を
御
引
き
な
さ
れ
た
も
の
な
り
。
２
９ 
と
述
べ
、
こ
の
引
文
は
『
選
択
集
』
一
部
を
す
べ
て
引
用
す
る
こ
と
と
同
様
の
意
義
が
あ
る
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
３
０
。 
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こ
の
見
解
と
一
線
を
画
す
も
の
と
し
て
、
本
多
弘
之
は
、
こ
の
文
に
つ
い
て
「
親
鸞
と
法
然
と
の
課
題
の
共
通
性
と
問
題
意
識
の
合
致
と
を
示
し
て
い
３
１
」
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
延
塚
知
道
は
、
こ
の
文
を
「
法
然
か
ら
受
け
取
っ
た
親
鸞
の
課 
題
３
２
」
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
と
見
定
め
て
い
る
。
両
者
は
と
も
に
、
総
結
三
選
の
文
を
『
選
択
集
』
全
体
の
意
と
し
て
で
は
な
く
、
こ
の
箇
所
に
こ
そ
『
教
行
信
証
』
を
執
筆
す
る
「
課
題
」
が
あ
る
と
い
う
見
解
で
あ
る
。 
 
こ
の
見
解
に
し
て
延
塚
は
、『
教
行
信
証
』
を
構
造
的
に
読
み
解
く
研
究
を
近
年
発
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
「
正
信
念
仏
偈
」
源
空
章
の
次
の
文
を
、『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
『
選
択
集
』
か
ら
の
も
う
一
箇
所
の
引
文
で
あ
る
と
い
う
指
摘
は
、
強
く
注
意
を
ひ
く
も
の
で
あ
る
３
３
。 
 
 
還カへ
ル
二
来
コ
ト
ハ 
生
死
輪
転
 
ノ
家
 
ニ
一
 
 
 
      
決
 
ス
ル
ニ
以
 
テ
二
疑
情
 
ヲ
一
為
 
ス
二
所
止
 
ト
一 
 
 
速
 
ヤ
カ
ニ
入
 
ル
コ
ト
ハ
二
寂
静
無
為
 
ノ
楽ミヤ
コ
ニ
一 
必
 
ス
以
 
テ
二
信
心
 
ヲ
一
為
 
ス
ト
イ
ヘ
リ
二
能
入
 
ト
一
３
４ 
（
次
に
示
す
『
選
択
集
』
原
文
と
比
べ
て
、
□
が
親
鸞
が
加
え
た
箇
所
、
網
掛
け
部
分
が
変
更
し
た
箇
所
で
あ
る
。） 
こ
の
文
は
、
深
心
に
つ
い
て
の
法
然
の
私
釈
で
あ
る
、 
 
 
当
 
ニ
レ
知
 
ル
、
生
死
之
家
 
ニ
ハ
以
 
テ
レ
疑
 
ヲ
為
二
所-
止
 
ト
一
、
涅
槃
之
城ミヤ
コ
ニ
ハ
以
 
テ
レ
信
 
ヲ
為
二
能-
入
 
ト
一
。
３
５ 
と
い
う
「
三
心
章
」
の
文
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
二
文
を
見
比
べ
て
み
る
と
、
□
や
網
掛
け
で
示
し
た
と
お
り
、
幾
つ
か
の
変
更
点
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
親
鸞
の
受
け
取
り
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
考
察
さ
れ
て
い
る
３
６
。
ま
た
親
鸞
は
、
総
結
三
選
の
文
を
、「『
選
択
本
願
念
仏
集
』
源
空
集
云
く
、
、
」
と
引
用
を
指
示
し
て
か
ら
記
す
の
に
対
し
、「
正
信
念
仏
偈
」
に
つ
い
て
は
、 
 
 
爾
者
 
ハ
帰
 
シ
二
大
聖
 
ノ
真
言
 
ニ
一
閲エチ
シ
テ
二
大
祖
 
ノ
解
釈
 
ニ
一
信
二-
知
 
シ
テ
仏
恩
 
ノ
深
遠
 
ナ
ル
ヲ
一
作
 
テ
二
『
正
信
念
仏
偈
 
ヲ
』
一
曰
 
ク
３
７ 
と
そ
の
偈
前
に
「
作
て
曰
、
、
、
く、
」
と
述
べ
、
そ
の
偈
が
『
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
』（
以
下
、『
浄
土
論
』
と
称
す
）「
総
説
分
」
の
ご
と
く
、「
論
」
の
発
話
基
準
ス
ピ
ー
チ
・
レ
ヴ
ェ
ル
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
う
え
で
、
記
し
て
い
る
。
当
然
、
こ
の
偈
を
「
作
」
り
「
曰
」
う
主
語
は
親
鸞
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
源
空
章
の
文
を
『
選
択
集
』
か
ら
の
直
接
的
な
引
文
と
は
言
い
難
い
。 
し
か
し
な
が
ら
、
延
塚
の
論
点
は
、
む
し
ろ
こ
の
源
空
章
の
文
に
は
総
結
三
選
の
文
と
同
様
、
、
、
、
、
、
、
、
、
に、
、『
選
択
集
』
か
ら
承
け
た
「
課
題
」
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が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
延
塚
は
、
そ
う
言
う
こ
と
が
で
き
る
証
左
と
し
て
、『
尊
号
真
像
銘
文
』
正
嘉
本
（
広
本
）
に
「
比
叡
山
延
暦
寺
宝
幢
院
黒
谷
源
空
聖
人
の
真
像
３
８
」
の
銘
文
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
次
の
文
を
提
示
し
て
い
る
３
９
。 
 
 
『
選
択
せ
ん
ぢ
や
く
本
願
ほ
ん
ぐ
わ
ん
念
仏
ね
む
ぶ
ち
集しふ
』に
云
 
は
く
。
南
無
な
む
阿
弥
陀
わ
み
だ
仏ぶち
、
往
生
わ
う
じ
や
う
之し
業ごふ
、
念
仏
為ゐ
本ほん
。
文 
 
 
又
曰
。
夫ふ
速そく
欲よく
離り
生
し
や
う
死じ
、
二
種しゆ
勝
し
よ
う
法ぼふ
中ちう
、
且
閣
た
ん
か
く
聖
し
や
う
道
門
だ
う
も
ん
、
選
入
せ
ん
に
ふ
浄
じ
や
う
土ど
門もん
、
欲
入
よ
く
に
ふ
浄
じ
や
う
土ど
門もん
。
正
し
や
う
雑ざふ
二
行
ぎ
や
う
中ちう
、
且たん
抛はう
諸
雑
し
よ
ざ
ふ
行
ぎ
や
う
、
選
応
せ
ん
お
う
帰くゐ
正
し
や
う
行
ぎ
や
う
。
欲
修
よ
く
し
ゆ
於お
正
し
や
う
行
ぎ
や
う
、
正
助じよ
二
業
中
ご
ふ
ち
う
、
猶ゆ
傍ばう
於お
助
業
じ
よ
ご
ふ
、
選せん
応おう
専せん
正
定
し
や
う
ぢ
や
う
。
正
定
し
や
う
ぢ
や
う
之し
業
者
ご
ふ
し
や
、
則そく
是ぜ
称
し
よ
う
仏
名
み
や
う
、
称
名
し
や
う
み
や
う
必ひち
得とく
生
し
や
う
、
依え
仏
本ほん
願
ぐ
わ
ん
故こ
。
文 
 
 
又また
曰
い
は
く
。
当たう
知ち
、
生
し
や
う
死じ
之
家
し
け
以
疑
為
い
ぎ
ゐ
所しよ
止し
、
涅
槃
ね
ち
は
ん
之し
城
じ
や
う
、
以い
信しん
為ゐ
能
入
の
う
に
ふ
。
文
４
０ 
以
上
の
点
を
鑑
み
て
、
源
空
章
の
文
は
『
選
択
集
』
か
ら
の
直
接
的
な
引
文
と
は
言
え
な
い
が
、「
当
知
」
と
述
べ
る
法
然
の
教
説
に
応
答
し
た
親
鸞
の
言
説
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
こ
れ
を
『
教
行
信
証
』
の
執
筆
に
関
す
る
重
要
な
間
接
的
引
文
（
あ
る
い
は
、
応
答
的
引
文
）
と
言
い
得
る
だ
ろ
う
。 
ま
た
、
も
う
一
点
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
こ
で
総
結
三
選
の
文
と
「
三
心
章
」
の
文
が
、「
又
曰、
」
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
４
１
。
先
述
の
と
お
り
、
親
鸞
が
『
教
行
信
証
』
に
文
類
を
引
用
す
る
と
き
、「
曰
」
の
字
を
使
用
す
る
の
は
「
論
」
の
格
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
対
し
て
『
尊
号
真
像
銘
文
』
で
は
、
名
畑
崇
が
「
和
語
聖
教
で
は
文
体
の
う
え
で
敬
語
が
き
わ
だ
つ
な
か
で
『
銘
文
』
に
お
い
て
は
、
ひ
と
き
わ
敬
語
が
目
に
と
ま
る
４
２
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、『
教
行
信
証
』
で
は
「
曰
」
が
使
わ
れ
な
い
幾
つ
か
の
書
（
あ
る
い
は
、
そ
れ
を
著
し
た
諸
師
）
に
も
そ
の
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、『
尊
号
真
像
銘
文
』
に
お
け
る
発
話
ス
ピ
ー
チ
基
準
・
レ
ヴ
ェ
ル
を
示
す
文
字
を
、『
教
行
信
証
』
の
そ
れ
と
全
く
同
じ
よ
う
に
考
え
る
こ
と
に
は
飛
躍
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
４
３
。
し
か
し
な
が
ら
、
親
鸞
が
銘
文
と
し
て
掲
げ
る
と
き
、
そ
こ
に
尊
号
に
相
応
し
た
言
葉
と
し
て
甚
深
の
敬
意
を
払
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
晩
年
の
親
鸞
は
、
幾
度
も
こ
の
法
然
の
教
説
に
謝
念
を
感
じ
て
い
た
こ
と
が
偲
ば
れ
る
こ
と
で
あ
る
。 
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さ
て
、
こ
の
二
文
を
延
塚
は
、「
法
然
か
ら
受
け
取
っ
た
親
鸞
の
課
題
４
４
」
と
指
摘
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
課
題
の
内
実
と
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
総
結
三
選
の
文
に
つ
い
て
は
、「「
不
回
向
の
行
」
を
本
願
力
回
向
に
転
換
す
る
と
い
う
こ
と
４
５
」
で
あ
り
、「
三
心
章
」
の
文
に
つ
い
て
は
、「
他
力
の
信
心
は
大
涅
槃
に
能
入
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
４
６
」
で
あ
る
。 
こ
こ
で
は
、
そ
の
「
課
題
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
考
え
た
い
の
で
あ
る
が
、
す
で
に
総
結
三
選
の
文
に
は
、
「
本
願
に
依
る
が
故
に
」
と
た
だ
念
仏
の
選
び
の
根
拠
に
本
願
力
が
示
さ
れ
、「
三
心
章
」
の
文
に
も
信
を
も
っ
て
涅
槃
に
能
入
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
「
課
題
」
と
い
う
の
は
、
決
し
て
法
然
が
解
け
な
か
っ
た
課
題
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
親
鸞
に
と
っ
て
は
、
法
然
が
す
で
に
喝
破
し
て
い
た
事
柄
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
、
親
鸞
が
直
面
し
た
課
題
に
お
い
て
、
再
構
築
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
二
箇
所
の
引
文
の
示
す
「
課
題
」
と
は
、「
真
宗
の
簡
要
」
が
摂
在
す
る
と
も
述
べ
ら
れ
る
『
選
択
集
』
か
ら
親
鸞
が
読
み
取
っ
た
「
核
心
」
と
も
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
 
 
第
二
項 
親
鸞
に
よ
る
『
選
択
集
』
の
再
構
築 
 
親
鸞
に
と
っ
て
法
然
は
、 
 
 
親
鸞
に
お
き
て
は
、
た
ゞ
念
仏
し
て
弥
陀
に
た
す
け
ら
れ
ま
ひ
ら
す
べ
し
と
、
よ
き
ひ
と
の
お
ほ
せ
を
か
ふ
り
て
信
ず
る
ほ
か
に
、
別
の
子
細
な
き
な
り
。
４
７ 
と
い
う
晩
年
の
言
葉
か
ら
も
了
解
で
き
る
よ
う
に
、
生
涯
の
師
で
あ
っ
た
。
ま
た
、 
 
聞
 
テ
二
賢
者
 
ノ
信
 
ヲ
一 
顕
 
ス
二
愚
禿
ト
ク
ガ
心
 
ヲ
一
４
８ 
と
い
う
『
愚
禿
鈔
』
上
・
下
巻
の
劈
頭
の
言
葉
が
端
的
に
示
す
よ
う
に
、
徹
底
し
て
法
然
の
教
え
を
聞
き
４
９
、
そ
の
聞
い
た
と
こ
ろ
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を
根
本
に
据
え
て
本
願
を
根
拠
と
す
る
念
仏
の
仏
道
の
意
味
を
開
顕
し
た
の
が
親
鸞
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、 
『
教
行
信
証
』
は
『
選
択
集
』
に
足
ら
ざ
る
も
の
を
補
う
た
め
で
も
な
け
れ
ば
、『
選
択
集
』
の
誤
り
を
訂
す
た
め
で
も
な
く
、
ひ
と
へ
に
「
雑
行
を
棄
て
て
本
願
に
帰
す
」
と
い
う
廻
心
の
原
点
に
立
っ
て
、
仏
恩
の
深
き
こ
と
を
念
じ
、
師
教
の
恩
厚
を
仰
い
で
、
撰
述
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、
宗
祖
は
元
祖
を
「
真
宗
興
隆
の
大
祖
」
と
仰
ぎ
、
又
「
真
宗
の
教
証
を
片
州
に
興
す
」
と
も
讃
嘆
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、『
教
行
信
証
』
は
却
っ
て
『
選
択
集
』
の
精
神
を
明
ら
か
に
す
る
為
の
撰
述
で
あ
っ
て
、
古
来
『
選
択
集
』
を
註
釈
し
た
も
の
が
『
教
行
信
証
』
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
所
以
も
こ
こ
に
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
両
書
の
間
に
は
選
択
本
願
の
念
仏
を
明
か
に
す
る
と
い
う
根
本
精
神
に
お
い
て
は
毫
末
も
差
違
が
あ
る
は
ず
は
な
い
。
そ
れ
が
両
書
を
論
ず
る
場
合
の
根
本
の
立
場
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
５
０ 
『
選
択
集
』
の
伝
統
な
く
し
て
『
教
行
信
証
』
の
己
証
は
あ
り
得
な
い
。
そ
れ
故
に
思
想
史
と
し
て
見
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
思
想
的
発
展
と
お
さ
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
信
仰
の
事
実
と
し
て
み
た
場
合
に
は
、
源
空
法
師
は
飽
く
迄
真
宗
興
隆
の
大
祖
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
純
一
な
師
資
相
承
の
あ
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
５
１ 
と
い
う
稲
葉
秀
賢
の
見
解
は
、
親
鸞
の
視
点
か
ら
見
た
『
選
択
集
』
と
『
教
行
信
証
』
の
関
係
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
再
三
述
べ
た
よ
う
に
、『
教
行
信
証
』
に
は
ほ
と
ん
ど
『
選
択
集
』
の
文
が
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
、
加
来
雄
之
が
師
資
相
承
を
「
遺
産
相
続
５
２
」
と
い
う
概
念
を
用
い
な
が
ら
、 
 
 
遺
産
を
食
い
潰
す
こ
と
は
、
相
続
で
は
な
い
。
相
続
と
は
、
贈
与
さ
れ
た
遺
産
を
、
受
け
止
め
、
選
び
取
り
、
再
構
築
し
、
活
用
し
、
そ
れ
を
次
の
世
代
に
手
渡
し
て
い
く
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
５
３ 
 
 
遺
産
相
続
は
、
応
答
責
任
を
と
も
な
う
。
私
た
ち
は
、
無
数
の
贈
与
さ
れ
た
遺
産
の
な
か
か
ら
、
相
続
す
べ
き
遺
産
を
、
選
び
と
っ
た
以
上
、
遺
産
を
無
駄
に
浪
費
し
た
り
、
放
置
し
て
過
去
の
遺
産
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
私
た
ち
は
、
遺
産
を
活
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
遺
産
を
み
ず
か
ら
の
生
き
る
時
代
社
会
の
な
か
で
運
用
し
再
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
５
４ 
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と
述
べ
る
と
お
り
で
あ
る
と
思
う
。
す
な
わ
ち
親
鸞
は
、『
選
択
集
』
に
聞
き
、
み
ず
か
ら
の
生
き
る
時
代
社
会
の
な
か
で
、
法
然
の
教
え
を
再
構
築
し
た
の
で
あ
る
。
私
は
「
顕
浄
土
真
実
信
文
類
序
」（
以
下
、「
別
序
」
と
称
す
）
の
次
の
一
節
は
そ
の
こ
と
を
端
的
に
表
現
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
了
解
し
た
い
。 
 
 
欣
 
フ
二
浄
邦ヲ
一
徒
衆
厭
 
フ
二
穢
域ヲ
一
庶シヨ
類
雖
 
モ
三
加
 
フ
ト
二
取
捨
 
ヲ
一
莫レト
三
生
 
コ
ト
二
毀
謗
 
ヲ
一
矣
５
５ 
従
来
、
こ
の
言
葉
は
「
毀
謗
を
生
ず
る
こ
と
莫
れ
」
に
力
点
が
あ
る
も
の
と
し
て
解
説
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
５
６
。
そ
れ
自
体
は
誤
り
と
は
言
え
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
親
鸞
が
「
取
捨
を
加
ふ
と
雖
も
」
と
述
べ
る
積
極
性
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
遠
く
善
導
（
六
一
三
―
六
八
一
）
は
、 
 
 
一
句
一
字
 
モ
不
レ
可
 
カ
ラ
二
加
減
 
ス
一
。
欲
 
ハ
ン
レ
写
 
サ
ン
ト
者
 
ハ
、
一
 
ニ
如
 
ク
セ
ヨ
二
経
法
 
ノ
一
。
応
 
ニ
レ
知
 
ル
。
５
７ 
と
強
い
語
調
で
『
観
経
四
帖
疏
』（
以
下
、『
観
経
疏
』
と
称
す
）
を
閉
じ
て
い
る
。
親
鸞
は
そ
の
こ
と
を
熟
知
し
て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
な
ぜ
「
取
捨
を
加
ふ
と
雖
も
」
と
述
べ
る
の
か
。『
教
行
信
証
徴
決
』
に
は
「
卑
見
の
辞
５
８
」
と
い
う
了
解
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
私
は
そ
う
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
の
箇
所
に
親
鸞
の
学
仏
道
の
方
法
論
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
金
子
大
栄
が
『
真
宗
学
序
説
』
に
お
い
て
、 
 
 
ま
づ
対
象
を
大
聖
の
真
言
、
即
ち
、
真
実
の
言
葉
と
定
め
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
真
実
の
教
、『
大
無
量
寿
経
』
で
あ
る
。
七
高
僧
の
解
釈
は
真
宗
学
問
の
方
法
で
あ
る
５
９ 
と
道
破
す
る
よ
う
に
、
親
鸞
は
七
高
僧
に
真
宗
学
問
の
方
法
を
学
ん
だ
の
で
あ
る
。
親
鸞
は
七
高
僧
の
言
葉
を
た
だ
単
に
そ
の
ま
ま
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
私
は
「
取
捨
を
加
ふ
と
雖
も
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
、「
卑
見
の
辞
」
や
「
取
捨
ま
で
は
許
す
け
れ
ど
も
」
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
親
鸞
自
身
が
『
選
択
集
』
に
聞
き
入
り
、
み
ず
か
ら
が
直
面
し
た
課
題
に
お
い
て
、
そ
の
聞
い
た
と
こ
ろ
を
再
構
築
し
て
開
顕
す
る
、
、
、
、
、
、
、
、
、
と
い
う
親
鸞
の
学
仏
道
の
方
法
論
と
受
け
と
め
た
い
。 
も
し
、
こ
の
よ
う
に
了
解
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
、
親
鸞
が
「
取
捨
を
加
ふ
と
雖
も
」
と
述
べ
る
の
は
、「
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
序
」（
以
下
、｢
総
序｣
と
称
す
）
に
、 
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爰
コ
ヽ
ニ
愚
禿
釈
 
ノ
親
鸞
慶ヨロ
コ
ハ
シ
イ
哉カナ
西セイ
蕃ハン
月
支
 
ノ
聖
典
東
夏カ
日シチ
域ヰキ
ノ
師
釈
 
ニ
難
 
シ
テ
二
遇
一
今
得
 
タ
リ
二
遇
 
コ
ト
ヲ
一
難
 
シ
テ
二
聞
一
已
 
ニ
得
 
タ
リ
二
聞
 
コ
ト
ヲ
一
６
０ 
 
と
示
さ
れ
る
「
遇
い
難
く
し
て
今
遇
う
こ
と
を
得
」「
聞
き
難
く
し
て
已
に
聞
く
こ
と
を
得
た
」「
西
蕃
月
支
の
聖
典
」
及
び
「
東
夏
日
域
の
師
釈
」
に
、「
取
捨
を
加
ふ
と
雖
も
、
毀
謗
を
生
ず
る
こ
と
莫
れ
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
り
わ
け
『
選
択
集
』
は
、
そ
の
開
版
後
に
『
於
一
向
専
修
宗
選
択
集
中
摧
邪
輪
』（
以
下
、『
摧
邪
輪
』
と
称
す
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
哢
言
・
毀
謗
に
晒
さ
れ
た
書
で
あ
る
。
そ
の
点
か
ら
見
る
と
、
親
鸞
が
「
別
序
」
に
そ
う
述
べ
た
と
き
、
最
も
意
識
さ
れ
た
の
は
『
摧
邪
輪
』
で
あ
り
、『
選
択
集
』
に
「
取
捨
を
加
ふ
と
雖
も
、
毀
謗
を
生
ず
る
こ
と
莫
れ
」
と
い
う
意
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、『
教
行
信
証
』
は
、｢
総
序｣
に
記
さ
れ
る
「
聖
典
」
及
び
「
師
釈
」
の
伝
灯
に
連
な
る
書
で
あ
る
か
ら
、『
教
行
信
証
』
に
「
取
捨
を
加
ふ
と
雖
も
、
毀
謗
を
生
ず
る
こ
と
莫
れ
」
と
い
う
意
味
で
、
後
世
の
私
た
ち
が
了
解
す
る
こ
と
も
間
違
い
と
は
言
え
な
い
け
れ
ど
も
。 
 
以
上
、
不
十
分
で
は
あ
る
が
、
親
鸞
の
視
点
か
ら
見
た
『
選
択
集
』
の
書
写
と
『
教
行
信
証
』
の
執
筆
と
の
関
係
を
考
察
し
て
き
た
。
安
冨
信
哉
は
、 
聖
人
は
、
本
書
の
見
写
を
許
さ
れ
た
こ
と
を
も
っ
て
、「
決
定
往
生
之
徴
」
と
断
言
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
経
典
の
付
嘱
と
同
意
義
を
も
っ
た
も
の
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
た
。
元
来
、
付
嘱
（
付
嘱
、
嘱
累
）
と
は
、
釈
尊
が
、
教
法
を
後
世
の
衆
生
へ
流
布
せ
し
め
ん
と
し
て
、
最
も
信
頼
す
る
弟
子
に
託
す
る
こ
と
で
あ
る
。（
中
略
）
親
鸞
に
は
『
選
択
集
』
は
、
経
典
に
も
等
し
い
、 
「
希
有
最
勝
之
華
文
、
無
上
甚
深
之
宝
典
」（『
教
行
信
証
』
後
序
）
で
あ
っ
た
。『
選
択
集
』
の
付
属
は
、
親
鸞
に
は
、
こ
の
教
え
を
末
世
に
流
通
す
べ
き
仏
弟
子
の
使
命
を
託
さ
れ
た
も
の
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
６
１ 
と
述
べ
て
、『
選
択
集
』
の
書
写
の
意
義
を
「
付
嘱
」
と
し
て
確
か
め
、
そ
こ
に
親
鸞
の
使
命
を
見
出
し
て
い
る
。
こ
こ
に
縷
々
述
べ
て
き
た
『
選
択
集
』
の
書
写
と
『
教
行
信
証
』
の
執
筆
と
の
関
係
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
親
鸞
が
「
決
定
往
生
の
徴
」
等
と
述
べ
る
の
は
、『
選
択
集
』
の
書
写
に
つ
い
て
だ
け
で
は
な
く
、
前
節
で
指
摘
し
た
よ
う
に
真
影
の
図
画
を
含
ん
で
い
る
。
し
た
が
っ
て
次
節
で
は
、
真
影
の
図
画
と
『
教
行
信
証
』
の
執
筆
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。 
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第
三
節 
真
影
の
図
画
と
『
教
行
信
証
』
の
執
筆 
 
第
一
項 
真
影
の
銘 
  
親
鸞
は
、〈
後
序
〉
に
『
教
行
信
証
』
の
執
筆
の
由
来
の
縁
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
６
２
、
帰
本
願
や
『
選
択
集
』
の
書
写
と
い
う
出
来
事
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
論
考
は
数
多
く
あ
る
も
の
の
、
真
影
の
図
画
に
関
し
て
は
、『
教
行
信
証
』
の
執
筆
と
の
関
係
の
な
か
で
主
題
的
に
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
う
一
度
親
鸞
自
身
の
言
葉
の
う
え
に
確
か
め
て
み
る
と
、 
爾
 
ル
ニ
既
 
テ
ニ
書
二
写
シ
ヤ
シ
製
作
セ
イ
サ
ク
ヲ
一
図
二
画
 
セ
リ
真
影
 
ヲ
一
是
専
念
正
業
之
徳
也
、
是
決
定
往
生
之
徴チ
也
、
仍
ヨ
ン
テ
抑
 
テ
二
悲
喜
之
涙
 
ヲ
一
註
 
ス
二
由
来
之
縁
 
ヲ
一 
と
『
選
択
集
』
の
書
写
に
並
ん
で
、
真
影
の
図
画
を
「
専
念
正
業
の
徳
」「
決
定
往
生
の
徴
」、
ま
た
「
由
来
の
縁
」
で
あ
る
と
明
確
に
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
本
章
第
一
節
で
確
か
め
た
よ
う
に
、
親
鸞
の
「
真
」
の
字
の
使
い
方
や
三
字
補
記
に
注
意
し
て
み
て
も
、
真
影
の
図
画
は
『
教
行
信
証
』
の
執
筆
と
の
関
係
に
お
い
て
、『
選
択
集
』
の
書
写
と
同
基
準
レ
ヴ
ェ
ル
の
重
要
性
を
も
つ
。 
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
真
影
の
図
画
が
重
要
な
の
で
あ
ろ
う
か
。〈
後
序
〉
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
師
の
絵
像
を
図
画
す
る
と
い
う
事
柄
は
、
信
楽
峻
麿
に
よ
っ
て
、 
真
影
を
図
画
さ
せ
て
門
弟
に
付
与
す
る
と
い
う
形
式
は
、
そ
れ
以
前
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
、
法
然
独
自
の
発
想
に
よ
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。（
中
略
）
こ
の
こ
と
を
通
し
て
、
師
弟
の
契
り
を
強
固
な
も
の
と
し
な
が
ら
、
法
然
の
念
仏
教
団
の
組
織
化
が
は
か
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
も
、
充
分
に
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
６
３ 
と
言
わ
れ
る
。
ま
た
安
冨
信
哉
は
、 
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親
鸞
は
、
入
門
四
年
後
に
『
選
択
集
』
書
写
だ
け
で
な
く
、
真
影
を
図
画
す
る
と
い
う
栄
誉
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）
真
影
図
画
ま
で
許
さ
れ
た
の
は
、
門
下
で
も
異
例
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
６
４ 
 
 
と
述
べ
て
、『
選
択
集
』
の
書
写
と
と
も
に
真
影
の
図
画
を
許
さ
れ
た
こ
と
が
異
例
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
『
選
択
集
』
の
見
写
を
許
さ
れ
る
こ
と
は
法
然
門
下
の
な
か
で
も
極
少
数
に
限
ら
れ
、
そ
の
な
か
で
も
親
鸞
は
伝
授
の
最
も
早
い
一
人
で
あ
る
の
だ
か
ら
６
５
、
こ
の
こ
と
は
異
例
中
の
異
例
と
も
い
う
べ
き
史
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
親
鸞
が
〈
後
序
〉
に
真
影
の
図
画
に
つ
い
て
述
べ
る
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、「
強
固
と
な
っ
た
師
弟
の
契
り
」
を
誇
る
も
の
で
も
、「
異
例
」
を
示
し
て
自
己
の
正
統
性
を
示
す
も
の
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
あ
く
ま
で
こ
の
事
柄
は
、『
教
行
信
証
』
の
執
筆
の
「
由
来
の
縁
」
な
の
で
あ
る
。 
 
親
鸞
は
、『
尊
号
真
像
銘
文
』
で
幾
人
か
の
仏
者
の
絵
像
を
「
真
影
」
も
し
く
は
「
真
像
」
と
記
し
て
い
る
。
親
鸞
が
綿
密
な
確
か
め
の
も
と
に
「
真
」
の
字
を
使
う
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
だ
が
、
親
鸞
が
こ
こ
で
影
・
像
に
「
真
」
の
字
を
冠
す
る
の
は
、
そ
の
影
・
像
自
体
が
「
ま
こ
と
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
偶
像
崇
拝
と
い
う
意
味
に
陥
る
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
そ
の
影
・
像
と
し
て
示
さ
れ
る
人
物
に
よ
っ
て
教
え
ら
れ
る
内
実
が
、「
真
」
で
あ
る
法
そ
の
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。 
親
鸞
が
法
然
を
、 
 
智
慧
ち
ゑ
光
く
わ
う
の
ち
か
ら
よ
り 
 
本
師
源
ぐ
ゑ
ん
空く
あ
ら
わ
れ
て 
 
 
浄
土
真
宗
を
ひ
ら
き
つ
ゝ 
 
選
択
せ
ん
ち
や
く
本
願
の
べ
た
ま
ふ
６
６ 
と
「
本
師
」
と
示
す
の
は
、
た
だ
単
に
素
晴
ら
し
い
先
生
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。「
本
師
」
と
は
、
仏
格
を
あ
ら
わ
す
語
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
私
自
身
に
真
に
し
て
実
な
る
仏
道
の
あ
ゆ
み
が
始
ま
る
こ
と
を
も
っ
て
、
そ
れ
を
教
導
し
た
師
（
教
主
）
を
「
本
師
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
ろ
う
６
７
。
親
鸞
は
こ
こ
に
「
選
択
本
願
」
と
い
う
語
に
凝
集
し
て
示
す
よ
う
な
法
然
の
教
え
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
選
択
本
願
の
教
え
と
の
邂
逅
は
、 
23 
 
 
 
真しん
の
知
識しき
に
あ
ふ
こ
と
は 
 
か
た
き
が
な
か
に
な
ほ
か
た
し 
流る
転てん
輪りん
回ゑ
の
き
わ
な
き
は 
 
 
疑ぎ
情
じ
や
う
の
さ
は
り
に
し
く
ぞ
な
き
６
８ 
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
「
真
の
知
識
に
あ
ふ
こ
と
」
で
あ
る
。
ま
た
、
親
鸞
は
法
然
に
出
遇
わ
な
け
れ
ば
、 
 
 
曠くわ
う
劫ごふ
多た
生
し
や
う
の
あ
ひ
だ
に
も 
 
 
出
し
ゆ
つ
離り
の
強がう
縁えん
し
ら
ざ
り
き 
 
 
本
師
源
ぐ
ゑ
ん
空く
い
ま
さ
ず
ば 
 
 
こ
の
た
び
む
な
し
く
す
ぎ
な
ま
し
６
９ 
と
「
む
な
し
く
す
ぎ
」
て
い
た
と
述
べ
る
こ
と
は
、「
真
の
知
識
に
あ
」
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
「
む
な
し
く
す
ぎ
」
な
い
生
を
得
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
７
０
。
つ
ま
り
、
親
鸞
が
〈
後
序
〉
に
お
い
て
、
法
然
の
絵
像
を
「
真
影
」
と
呼
び
、
直
筆
を
「
真
筆
」
と
示
す
こ
と
は
、
そ
の
絵
像
に
記
さ
れ
た
「
真
文
」（
真
の
知
識
が
含
蓄
さ
れ
た
文
）
に
そ
の
理
由
が
あ
る
と
了
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
金
子
大
栄
は
銘
文
の
意
義
に
つ
い
て
、 
 
 
お
名
号
を
拝
み
、
真
影
を
礼
拝
す
る
に
つ
け
て
、
思
ひ
合
は
す
べ
き
言
葉
を
記
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
７
１ 
と
端
的
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
「
思
ひ
合
は
す
べ
き
言
葉
」
に
よ
っ
て
、
親
鸞
は
絵
像
を
「
真
影
」
と
し
て
受
け
取
っ
た
の
で
あ
ろ
う
７
２
。 
以
上
の
こ
と
か
ら
、
真
影
の
図
画
が
『
教
行
信
証
』
の
執
筆
の
「
由
来
の
縁
」
で
あ
る
の
は
、
法
然
が
賛
銘
に
記
し
た
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
『
往
生
礼
讃
偈
』（
以
下
、『
往
生
礼
讃
』
と
称
す
）
の
い
わ
ゆ
る
本
願
加
減
の
文
が
中
心
的
理
由
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
三
字
補
記
が
こ
の
文
に
掛
か
っ
て
い
る
こ
と
も
証
左
の
一
つ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。 
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第
二
項 
法
然
と
『
往
生
礼
讃
』
の
〈
本
願
加
減
の
文
〉 
  
こ
こ
で
『
往
生
礼
讃
』
の
い
わ
ゆ
る
本
願
加
減
の
文
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
文
は
『
往
生
礼
讃
』
に
お
い
て
、 
又
如
 
シ
二
『
無
量
寿
経
 
ニ
』
云
 
フ
ガ
一
。
若
 
シ
我
成
仏
 
セ
ン
ニ
、
十
方
 
ノ
衆
生
、
称
 
セ
ン
コ
ト
二
我
 
ガ
名
号
 
ヲ
一
、
下
至
 
ル
マ
デ
二
十
声
 
ニ
一
、
若
 
シ
不
 
バ
レ
生
 
レ
者
不
レ
取
 
ラ
二
正
覚
 
ヲ
一
。
彼
 
ノ
仏
今
現
 
ニ
在
 
マ
シ
テ
世
成
仏
 
シ
下
ヘ
リ
。
当
 
ニ
レ
知
 
ル
、
本
誓
重
願
不
 
ル
コ
ト
ヲ
レ
虚
 
シ
カ
ラ
、
衆
生
称
念
 
ス
レ
バ
必
 
ズ
得
 
ト
二
往
生
 
ヲ
一
。
７
３ 
と
善
導
が
『
大
経
』
に
説
か
れ
る
願
意
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
を
法
然
は
、『
選
択
集
』「
本
願
章
」
に
次
の
よ
う
な
文
脈
で
引
用
し
て
い
る
。 
弥
陀
如
来
不
下
以
 
テ
二
余
行
 
ヲ
一
為
中
往
生
 
ノ
本
願
 
ト
上
、
唯
以
 
テ
二
念
仏
 
ヲ
一
為
 
タ
マ
ヘ
ル
二
往
生
 
ノ
本
願
 
ト
一
之
文 
『
無
量
寿
経
 
ノ
』
上
 
ニ
云
 
ク
、「
設
 
ヒ
我
得
 
タ
ラ
ム
ニ
レ
仏
 
ヲ
、
十
方
 
ノ
衆
生
、
至
 
シ
レ
心
 
ヲ
信-
楽
 
シ
テ
、
欲
 
シ
テ
レ
生
 
ゼ
ム
ト
二
我
 
ガ
国
 
ニ
一
、
乃
至
十
念
 
セ
ム
ニ
、
若
 
シ
不
 
ト
イ
ハ
バ
レ
生
 
ゼ
者
、
不
 
ト
レ
取
 
ラ
二
正
覚
 
ヲ
一
。」 
『
観
念
法
門
 
ニ
』
引
 
キ
テ
二
上
 
ノ
文
 
ヲ
一
云
 
ク
、「
若
 
シ
我
成
 
ラ
ム
ニ
レ
仏
 
ニ
、
十
方
 
ノ
衆
生
、
願
 
ジ
テ
レ
生
 
ゼ
ム
ト
二
我
 
ガ
国
 
ニ
一
、
称
 
ス
ル
コ
ト
二
我
 
ガ
名
号
 
ヲ
一
、
下
至
 
ラ
ム
ニ
二
十
声
 
ニ
一
、 
乗
 
リ
テ
二
我
 
ガ
願
力
 
ニ
一
、
若
 
シ
不
 
ハ
レ
生
 
ゼ
者
、
不
 
ト
レ
取
 
ラ
二
正
覚
 
ヲ
一
。」 
『
往
生
礼
讃
 
ニ
』
同
 
ジ
キ
引
 
キ
テ
二
上
 
ノ
文
 
ヲ
一
云
 
ク
、
「
若
 
シ
我
成
 
ラ
ム
ニ
レ
仏
 
ニ
、
十
方
 
ノ
衆
生
、
称
 
ス
ル
コ
ト
二
我
 
ガ
名
号
 
ヲ
一
、
下
至
 
ル
マ
デ
二
十
声
 
ニ
一
、
若
 
シ
不
 
ハ
レ
生
 
ゼ
者
、 
不
 
ト
レ
取
 
ラ
二
正
覚
 
ヲ
一
。
彼
 
ノ
仏
今
現
 
ニ
在
 
シ
テ
レ
世
 
ニ
成
 
リ
タ
マ
ヘ
リ
レ
仏
 
ニ
。
当
 
ニ
レ
知
 
ル
、
本
誓
重
願
不
レ
虚
 
シ
カ
ラ
、
衆
生
称
念
 
ス
レ
バ
必
 
ズ
得
 
ト
二
往
生
 
ス
ル
コ
ト
ヲ
一
。」
７
４ 
『
大
経
』
第
十
八
願
文
、『
観
念
阿
弥
陀
仏
相
海
三
昧
功
徳
法
門
７
５
』（
以
下
、『
観
念
法
門
』
と
称
す
）
の
い
わ
ゆ
る
本
願
加
減
の
文
、
そ
し
て
『
往
生
礼
讃
』
の
い
わ
ゆ
る
本
願
加
減
の
文
と
続
く
こ
の
引
文
群
に
よ
っ
て
、
法
然
は
、
弥
陀
如
来
が
余
行
を
も
っ
て
往
生
の
本
願
と
せ
ず
、
た
だ
念
仏
を
も
っ
て
往
生
の
本
願
と
し
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
が
、
こ
の
順
序
に
は
法
然
の
第
十
八
願
の
了
解
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 
同
章
の
私
釈
で
、
法
然
は
、 
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問
 
ヒ
テ
曰
 
ク
、『
経
 
ニ
ハ
』
云
 
フ
二
「
十
念
 
ト
」
一
、
釈
 
ニ
ハ
云
 
フ
二
「
十
声
 
ト
」
一
。
念
声
之
義
如-
何
。
答
 
ヘ
テ
曰
 
ク
、
念
声
 
ハ
是
一
 
ナ
リ
。
何
 
ヲ-
以
 
テ
カ
得
 
ル
レ
知
 
ル
コ
ト
ヲ
。『
観
経
 
ノ
』
下
品
下
生
 
ニ
云
 
ク
、「
令
 
メ
テ
二
声
 
ヲ
シ
テ
不
 
ラ
一レ 
絶
 
エ
、
具
二-
足
 
シ
テ
十
念
 
ヲ
一
、
称
 
セ
バ
二
南
無
阿
弥
陀
仏
 
ト
一
、
称
 
ス
ル
ガ
二
仏
 
ノ
名
 
ヲ
一
故
 
ニ
、
於
 
テ
二
念
々
 
ノ
中
 
ニ
一
除
 
ク
ト
二
八
十
億
劫
 
ノ
生
死
之
罪
 
ヲ
一
。」
今
依
 
ル
ニ
二
此
 
ノ
文
 
ニ
一
、
声
 
ハ
是
念
 
ナ
リ
、
念
 
ハ
則
 
チ
是
声
 
ナ
リ
。
其
 
ノ
意
明
 
ケ
ン
矣
。
７
６ 
と
念
仏
の
「
念
」
と
「
声
」
と
が
同
義
で
あ
る
こ
と
を
問
答
に
よ
っ
て
確
認
し
て
い
る
７
７
。
今
こ
の
「
本
願
章
」
冒
頭
の
引
文
群
を
見
て
も
、
善
導
に
依
っ
て
、
第
十
八
願
文
の
「
乃
至
十
念
」
の
意
は
「
下
至
十
声
」
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。 
ま
た
、『
観
念
法
門
』
か
ら
『
往
生
礼
讃
』
へ
の
展
開
と
し
て
、
ひ
と
つ
に
は
、「
願
生
我
国
」
の
一
句
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
こ
こ
に
も
本
願
の
意
は
、
心
念
で
は
な
く
称
名
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
法
然
の
了
解
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
『
西
方
指
南
抄
』
に
も
、 
問とふ
。
念
仏
の
行
者
ぎ
や
う
じ
や
等ら
、
日にち
別べち
の
所しよ
作さ
に
お
い
て
、
こ
ゑ
を
た
て
ゝ
申
人
も
候
。
こ
ゝ
ろ
に
念
じ
て
、
か
ず
を
と
る
人
も
候
、
い
づ
れ
を
か
よ
く
候
べ
き
。
答
こ
た
ふ
。
そ
れ
は
口くち
に
も
名
号
み
や
う
が
う
を
と
な
へ
、
こ
ゝ
ろ
に
も
名
号
み
や
う
が
う
を
念
ず
る
こ
と
な
れ
ば
、
い
づ
れ
も
往
生
の
業ごふ
に
は
な
る
べ
し
。
た
ゞ
し
仏
の
本
願
の
称
名
し
よ
う
み
や
う
の
願
な
る
が
ゆ
へ
に
、
こ
ゑ
を
あ
ら
わ
す
べ
き
な
り
、
か
る
が
ゆ
へ
に
、 
『
経
き
や
う
』
に
は
、「
こ
ゑ
を
た
え
ず
、
十
念
せ
よ
」
と
と
き
、『
釈
』
に
は
「
称
し
や
う
我が
名
号
み
や
う
が
う
下
至
げ
し
十
声
じ
ふ
し
や
う
」
と
釈
し
や
く
し
た
ま
へ
り
。
７
８ 
と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
法
然
は
往
生
の
業
と
し
て
「
こ
ゝ
ろ
に
も
名
号
を
念
ず
る
こ
と
」
を
一
旦
は
認
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
本
願
に
は
称
名
（
声
）
が
誓
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
懇
切
に
説
い
て
い
る
７
９
。 
 
も
う
ひ
と
つ
に
は
、「
彼
仏
今
現
在
世
成
仏
当
知
本
誓
重
願
不
虚
」
と
本
願
の
成
就
を
意
味
す
る
文
が
附
加
さ
れ
て
い
る
点
が
指
摘
で
き
る
。
法
然
の
成
就
に
関
す
る
同
章
で
の
教
説
に
つ
い
て
は
後
に
言
及
す
る
が
、
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
法
然
は
第
十
八
願
で
あ
る
念
仏
往
生
の
願
が
成
就
し
て
い
る
こ
と
を
、 
念
仏
往
生
 
ノ
願
成
就
 
ノ
文
云
 
フ
下
「
諸
 
ノ
有
 
リ
テ
二
衆
生
一
、
聞
 
キ
テ
二
其
 
ノ
名
号
 
ヲ
一
、
信
心
歓
喜
 
シ
テ
、
乃
至
一
念
至
 
シ
テ
レ
心
 
ヲ
回-
向
 
シ
テ
願
 
ズ
レ
バ
レ
生
 
ゼ
ム
ト
二
彼
 
ノ
国
 
ニ
一
、
即
 
チ 
得
 
テ
二
往
生
 
ヲ
一
、
住
 
ス
ト
中
不
退
転
 
ニ
上
」
是
也
。
８
０ 
と
第
十
八
願
成
就
文
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
（
た
だ
し
こ
こ
に
唯
除
の
文
は
引
か
れ
て
い
な
い
８
１
）。
そ
し
て
改
め
て
、 
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故
 
ニ
善
導
云
 
ク
、「
彼
 
ノ
仏
今
現
 
ニ
在
 
シ
テ
レ
世
 
ニ
成
 
リ
タ
マ
ヘ
リ
レ
仏
 
ニ
。
当
 
ニ
レ
知
 
ル
、
本
誓
重
願
不
レ
虚
 
シ
カ
ラ
、
衆
生
称-
念
 
ス
レ
バ
必
 
ズ
得
 
ト
二
往
生
 
ヲ
一
」
已
上
８
２ 
と
本
願
の
成
就
を
『
往
生
礼
讃
』
の
い
わ
ゆ
る
本
願
加
減
の
文
の
後
半
の
文
言
に
よ
っ
て
確
か
め
て
い
る
。
こ
の
確
か
め
を
鑑
み
れ
ば
、『
往
生
礼
讃
』
の
い
わ
ゆ
る
本
願
加
減
の
文
に
本
願
成
就
を
示
す
教
言
が
あ
る
こ
と
は
、
法
然
に
と
っ
て
本
願
の
意
を
受
け
取
る
う
え
で
、
非
常
に
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。 
周
知
の
よ
う
に
、
曽
我
量
深
は
、
こ
の
『
往
生
礼
讃
』
の
い
わ
ゆ
る
本
願
加
減
の
文
の
意
義
を
「
復
元
の
文
８
３
」
と
い
う
呼
称
を
用
い
て
教
示
し
て
い
る
。
こ
の
教
示
は
、
選
択
本
願
の
最
も
根
源
的
な
願
い
を
復
元
し
た
も
の
が
こ
の
文
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
善
導
が
第
十
八
願
文
に
自
身
の
了
解
に
よ
っ
て
文
言
を
加
減
し
た
も
の
が
、
こ
の
文
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
む
し
ろ
全
く
逆
で
、
こ
の
文
に
端
的
に
表
現
さ
れ
る
、
法
蔵
菩
薩
が
一
番
初
め
に
感
得
し
た
本
願
の
願
心
が
、
四
十
八
願
と
し
て
構
築
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
８
４
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
単
な
る
曽
我
の
一
了
解
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。『
往
生
礼
讃
』
の
い
わ
ゆ
る
本
願
加
減
の
文
が
、
そ
の
原
文
に
お
い
て
、 
如
 
シ
二
『
無
量
寿
経
 
ニ
』
云
 
フ
ガ
一
。
８
５ 
と
第
十
八
願
文
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
や
、『
観
経
疏
』「
玄
義
分
」
で
は
、 
『
無
量
寿
経
 
ニ
』
云
 
ク
。
法
蔵
比
丘
、
在
 
マ
シ
テ
二
世
饒
王
仏
 
ノ
所
 
ニ
一
、
行
 
ジ
下
ヒ
シ
二
菩
薩
 
ノ
道
 
ヲ
一
時
、
発
 
シ
テ
二
四
十
八
願
 
ヲ
一
、
一
一
 
ノ
願
 
ニ
言
 
ハ
ク
、
８
６ 
と
述
べ
ら
れ
た
う
え
で
、
い
わ
ゆ
る
本
願
加
減
の
文
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
文
は
四
十
八
願
の
そ
れ
ぞ
れ
に
託
さ
れ
て
い
る
根
本
の
願
心
を
、
善
導
が
表
現
し
た
も
の
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
法
然
も
そ
の
よ
う
に
読
み
取
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
法
然
の
言
う
第
十
八
願
と
は
、
四
十
八
願
中
の
第
十
八
願
で
は
な
く
、
善
導
が
復
元
し
た
弥
陀
如
来
の
最
も
根
源
的
な
願
い
が
第
十
八
願
に
あ
た
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
し
た
が
っ
て
、『
往
生
礼
讃
』
の
こ
の
文
を
「
本
願
加
減
の
文
」
と
表
現
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
残
る
が
、
あ
ま
り
に
伝
統
的
な
呼
称
で
あ
る
の
で
、〈
後
序
〉
と
同
様
に
、〈
本
願
加
減
の
文
〉
と
い
う
表
記
を
以
下
に
用
い
る
）。 
こ
れ
ら
の
こ
と
に
よ
っ
て
、『
往
生
礼
讃
』
の
〈
本
願
加
減
の
文
〉
は
法
然
の
本
願
観
を
凝
集
的
に
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
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え
ら
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
法
然
は
、
こ
の
『
往
生
礼
讃
』
の
〈
本
願
加
減
の
文
〉
に
照
ら
さ
れ
て
第
十
八
願
を
了
解
し
、
そ
の
願
を
「
念
仏
往
生
の
願
」
の
名
で
呼
ぶ
の
で
あ
ろ
う
８
７
。
し
た
が
っ
て
、
法
然
は
選
択
本
願
の
願
心
を
、
第
十
八
願
文
と
同
等
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
、
こ
の
『
往
生
礼
讃
』
の
〈
本
願
加
減
の
文
〉
か
ら
聞
き
取
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
８
８
。 
 
さ
て
こ
こ
で
、
親
鸞
の
視
点
に
立
ち
戻
っ
て
真
影
の
図
画
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
再
三
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
真
影
の
図
画
に
際
し
て
、
親
鸞
が
法
然
か
ら
賛
銘
に
賜
っ
た
言
説
は
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
『
往
生
礼
讃
』
の
〈
本
願
加
減
の
文
〉
で
あ
っ
た
。
親
鸞
は
、
こ
の
〈
本
願
加
減
の
文
〉
を
法
然
の
本
願
観
を
端
的
に
示
す
も
の
と
し
て
受
け
と
め
、
こ
の
教
言
に
基
づ
い
て
法
然
が
第
十
八
願
を
「
念
仏
往
生
の
願
」
の
名
で
呼
び
、『
選
択
集
』
に
「
本
願
章
」
を
開
説
し
て
い
る
と
了
解
し
た
に
違
い
な
い
。
ま
た
、
そ
の
教
言
の
前
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
賛
銘
は
念
仏
者
の
信
仰
自
覚
と
無
関
係
に
本
願
を
伝
え
る
も
の
で
は
な
く
、念
仏
す
る
と
こ
ろ
に
感
得
さ
れ
る
本
願
の
は
た
ら
き
を
伝
え
る
文
で
あ
る
と
、親
鸞
は
受
け
と
め
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
〈
本
願
加
減
の
文
〉
は
、
法
然
が
あ
ゆ
む
仏
道
を
根
源
的
に
成
り
立
た
せ
る
願
心
を
あ
ら
わ
し
た
教
説
で
あ
る
と
、
親
鸞
に
見
定
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
の
文
は
、
法
然
の
真
影
（
真
像
）
に
記
さ
れ
た
賛
銘
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
先
ほ
ど
の
金
子
の
表
現
に
倣
っ
て
言
え
ば
、
親
鸞
に
と
っ
て
「
法
然
の
真
影
を
礼
拝
す
る
に
つ
け
て
、
思
い
合
わ
す
言
葉
」
と
受
け
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 
『
往
生
礼
讃
』
の
〈
本
願
加
減
の
文
〉
は
『
尊
号
真
像
銘
文
』
に
銘
文
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
親
鸞
に
と
っ
て
真
像
の
銘
文
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
延
塚
は
、『
尊
号
真
像
銘
文
』
に
示
さ
れ
る
『
選
択
集
』
か
ら
選
び
出
さ
れ
た
銘
文
を
一
つ
の
証
左
と
し
て
、
総
結
三
選
の
文
だ
け
で
は
な
く
、「
正
信
念
仏
偈
」
源
空
章
の
文
も
『
選
択
集
』
か
ら
の
引
文
で
あ
る
と
述
べ
、『
教
行
信
証
』
の
課
題
を
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
親
鸞
に
と
っ
て
こ
の
〈
本
願
加
減
の
文
〉
も
法
然
か
ら
の
引
文
に
匹
敵
す
る
言
説
（
法
然
教
学
の
核
心
）
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
８
９
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
文
は
『
教
行
信
証
』
に
引
用
さ
れ
る
『
選
択
集
』
か
ら
の
二
箇
所
の
引
文
と
同
様
に
、『
教
行
信
証
』
を
執
筆
す
る
背
景
で
あ
る
法
然
教
学
の
核
心
で
あ
る
と
い
う
点
で
、「
由
来
の
縁
」
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 
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第
四
節 
王
本
願
を
信
の
願
と
し
て 
 
第
一
項 
第
十
八
願
名
の
相
承 
 
前
節
で
確
か
め
た
よ
う
に
、『
往
生
礼
讃
』
の
〈
本
願
加
減
の
文
〉
は
法
然
の
本
願
観
を
端
的
に
示
す
も
の
と
親
鸞
に
受
け
と
め
ら
れ
、
親
鸞
は
こ
の
銘
文
を
法
然
よ
り
賜
っ
た
こ
と
を
、
帰
本
願
の
体
験
、『
選
択
集
』
の
書
写
に
並
ん
で
、『
教
行
信
証
』
の
執
筆
の
「
由
来
の
縁
」
と
し
て
示
し
て
い
る
。
法
然
は
第
十
八
願
を
『
選
択
集
』「
本
願
章
」
の
冒
頭
に
引
用
し
、
次
に
『
観
念
法
門
』
の
〈
本
願
加
減
の
文
〉、
続
い
て
真
影
の
銘
の
典
拠
で
も
あ
る
『
往
生
礼
讃
』
の
〈
本
願
加
減
の
文
〉
を
連
引
す
る
。
こ
の
順
序
か
ら
も
、
法
然
は
、
特
に
『
往
生
礼
讃
』
の
〈
本
願
加
減
の
文
〉
に
照
ら
さ
れ
て
、
第
十
八
願
を
了
解
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
窺
わ
れ
た
。
こ
の
本
願
観
に
よ
っ
て
、
法
然
は
第
十
八
願
を
「
念
仏
往
生
の
願
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
が
、
こ
の
願
名
の
ほ
か
に
法
然
の
第
十
八
願
観
を
端
的
に
伝
え
る
言
葉
と
し
て
、「
特
留
章
」
に
示
さ
れ
る
「
本
願
の
中
の
王
」
が
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 
法
然
は
、 
 
 
問
 
ヒ
テ
曰
 
ク
、
既
 
ニ
云
 
フ
下
「
我
以
 
テ
二
慈
悲
 
ヲ
一
哀
愍
 
シ
テ
、
特
 
ニ
留
 
メ
テ
二
此
 
ノ
経
 
ヲ
一
止
住
 
ス
ル
コ
ト
百
歳
 
ナ
ラ
ム
ト
」
上
。
若
 
シ
爾
 
ラ
バ
者
釈
尊
以
 
テ
二
慈
悲
 
ヲ
一
而
 
モ
留
 
メ
タ
マ
ハ
ム
ニ
二
経
教
 
ヲ
一
、
何
 
レ
ノ
経
何
 
レ
ノ
教
 
カ
、
而
 
モ
不
 
ラ
ム
レ
留
 
ラ
也
。
而
 
ル
ヲ
何
 
ゾ
不
 
シ
テ
レ
留
 
メ
二
余
経
 
ヲ
一
、
唯
留
 
メ
タ
マ
フ
二
此
 
ノ
経
 
ヲ
一
乎
。
答
 
ヘ
テ
曰
 
ク
、
縦
 
ヒ
雖
 
モ
レ
留
 
ム
ト
二
何
 
レ
ノ
経
 
ヲ
一
、
別
 
シ
テ
指
 
サ
バ
二
一
経
 
ヲ
一
者
、
亦
不
レ
避
 
ラ
二
此
 
ノ
難
 
ヲ
一
。
但
 
シ
特
 
ニ
留
 
ム
ル
二
此
 
ノ
経
 
ヲ
一
、
有
 
ル
二
其
 
ノ
深
 
キ
意
一
歟
。
若
 
シ
依
 
ラ
バ
二
善
導
和
尚
 
ノ
意
 
ニ
一
者
、
此
 
ノ
経
之
中
 
ニ
已
 
ニ
説
 
ケ
リ
二
弥
陀
如
来
 
ノ
念
仏
往
生
 
ノ
本
願
 
ヲ
一
。
釈
迦
慈
悲
 
ヲ
モ
テ
為
 
ニ
レ
留
 
メ
ム
ガ
二
念
仏
 
ヲ
一
、
殊
 
ニ
留
 
メ
タ
マ
フ
二
此
 
ノ
経
 
ヲ
一
。
余
経
之
中
 
ニ
ハ
未
 
ダ
レ
説
 
カ
二
弥
陀
如
来
 
ノ
念
仏
往
生
 
ノ
本
願
 
ヲ
一
。
故
 
ニ
釈
尊
慈
悲
 
ヲ
以
 
テ
而
不
レ
留
 
メ
タ
マ
ハ
レ
之
 
ヲ
也
。
凡
 
ソ
四
十
八
願
皆
雖
 
モ
二
本
願
 
ナ
リ
ト
一
、
殊
 
ニ
以
 
テ
二
念
仏
 
ヲ
一
為
二
往
生
 
ノ
規
 
ト
一
。
故
 
ニ
善
導
釈
 
シ
テ
云
 
ク
、「
弘
誓
多
 
ク
シ
テ
レ
門
四
十
八
 
ナ
レ
ド
モ
、
偏
 
ニ
標アラ
ハ
シ
テ
二
念
仏
 
ヲ
一
最
 
モ
為
レ
親
 
シ
ト
。
人
能
 
ク
念
 
ズ
レ
バ
レ
仏
 
ヲ
仏
還
 
リ
テ
念
 
ジ
タ
マ
フ
。
専
心
 
ニ
想
 
ヘ
バ
レ
仏
 
ヲ
、
仏
知
 
リ
タ
マ
フ
ト
レ
人
 
ヲ
。」
上已
故
 
ニ
知
 
リ
ヌ
、
四
十
八
願
之
中
 
ニ
、
既
 
ニ
以
 
テ
二
念
仏
往
生
之
願
 
ヲ
一
而
為
 
ト
イ
フ
コ
ト
ヲ
二
本
願
中
之
王
 
ト
一
也
。
是
 
ヲ-
以
 
テ
釈
迦
 
ノ
慈
悲
、
特
 
ニ
以
 
テ
二
此
 
ノ
経
 
ヲ
一
止-
住
 
ス
ル
コ
ト
百
歳
 
ス
ル
也
。
９
０ 
と
述
べ
て
、
釈
尊
が
ほ
か
の
経
を
留
め
ず
、『
大
経
』
だ
け
を
留
め
て
「
止
住
す
る
こ
と
百
歳
な
ら
む
」
と
説
く
理
由
を
示
し
て
い
る
。
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同
章
の
前
段
で
法
然
は
、「
此
の
経
（『
大
経
』）
の
「
止
住
」
と
は
、
即
ち
念
仏
の
止
住
９
１
」
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
箇
所
で
法
然
は
、
ほ
か
の
経
で
は
な
く
『
大
経
』
の
み
を
釈
尊
が
留
め
た
理
由
を
、
善
導
に
依
り
な
が
ら
、
念
仏
往
生
の
願
を
説
く
か
ど
う
か
の
一
点
で
見
定
め
て
い
る
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
四
十
八
願
を
す
べ
て
本
願
で
あ
る
と
確
認
し
な
が
ら
も
、
念
仏
の
み
が
「
往
生
の
規
」
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
第
十
八
願
を
「
本
願
の
中
の
王
」
と
言
う
点
で
あ
ろ
う
。
法
然
は
『
選
択
集
』
に
お
い
て
、
こ
の
王
本
願
と
位
置
付
け
た
第
十
八
願
一
つ
（
四
十
八
願
中
の
第
十
八
願
で
は
な
く
、
善
導
が
「
復
元
」
し
た
最
も
根
源
的
な
弥
陀
如
来
の
願
心
と
し
て
の
、
で
あ
る
）
を
掲
げ
、
仏
道
を
称
名
念
仏
一
つ
に
先
鋭
化
す
る
こ
と
で
、
民
衆
に
仏
道
を
開
示
（
浄
土
宗
独
立
）
し
た
の
で
あ
る
。 
対
し
て
親
鸞
は
、『
教
行
信
証
』
各
巻
の
標
挙
に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
本
願
を
掲
げ
る
。
そ
し
て
、
法
然
が
王
本
願
と
し
た
第
十
八
願
を
親
鸞
は
、「
信
巻
」
の
標
挙
に
「
至
心
信
楽
の
願
９
２
」
の
名
で
掲
げ
、
大
信
釈
で
は
「
往
相
信
心
の
願
９
３
」
の
名
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
信
の
願
と
し
て
了
解
す
る
の
で
あ
る
９
４
。
ま
た
緒
言
で
述
べ
た
よ
う
に
、
親
鸞
は
成
就
文
に
甚
深
の
注
意
を
払
い
『
教
行
信
証
』
を
構
成
し
て
い
る
。
就
中
、「
信
巻
」
に
は
、
第
十
八
願
成
就
文
が
随
所
に
配
置
さ
れ
て
い
る
９
５
。
親
鸞
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
成
就
文
に
注
意
を
払
う
の
か
。
親
鸞
に
と
っ
て
成
就
と
は
い
か
な
る
事
態
を
意
味
す
る
の
か
。 
親
鸞
に
と
っ
て
の
「
成
就
」
を
、
ま
ず
は
法
然
に
出
遇
う
前
の
視
点
か
ら
考
え
て
み
た
い
の
で
あ
る
が
、
親
鸞
の
比
叡
山
で
の
修
学
に
つ
い
て
は
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
親
鸞
自
身
は
記
し
て
お
ら
ず
、
歴
史
的
史
料
も
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
か
ら
不
明
瞭
で
あ
る
。
し
か
し
『
歎
異
抄
』
や
『
歎
徳
文
』
に
、
親
鸞
の
言
葉
と
し
て
、 
 
 
 
い
づ
れ
の
行
も
お
よ
び
が
た
き
身
９
６ 
 
 
雖
レ
凝
二
定
水
一
識
浪
頻
動
、
雖
レ
観
二
心
月
一
妄
雲
猶
覆
。
９
７ 
 
 
〈
定
水
を
こ
ら
す
と
い
へ
ど
も
識
浪
し
き
り
に
う
ご
き
、
心
月
を
観
ず
と
い
へ
ど
も
妄
雲
な
を
お
ほ
ふ
。
９
８
〉 
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
親
鸞
は
比
叡
山
で
諸
行
に
励
ん
だ
故
に
、
そ
の
行
を
成
就
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
な
い
身
心
の
問
題
に
突
き
当
た
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
行
に
取
り
組
む
若
き
親
鸞
は
、
未
だ
「
成
就
し
な
い
」
と
い
う
決
定
が
30 
 
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
成
就
す
る
か
ど
う
か
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
不
安
に
苛
ま
れ
る
こ
と
が
実
情
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
か
に
教
理
が
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
成
就
す
る
か
ど
う
か
が
不
安
定
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
道
は
理
想
を
憧
憬
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
具
体
性
を
も
た
な
い
。
し
か
し
親
鸞
が
求
め
た
も
の
は
、『
歎
徳
文
』
に
、 
 
 
祈
二
解
脱
之
径
路
一
、
求
二
真
実
之
知
識
一
。
９
９ 
〈
解
脱
の
径
路
を
い
の
り
、
真
実
の
知
識
を
も
と
む
。
１
０
０
〉 
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
自
己
の
救
済
と
無
関
係
な
真
理
で
は
な
か
っ
た
。「
径
路
」「
真
実
の
知
識
」
と
い
う
語
が
示
す
よ
う
に
、
親
鸞
は
実
際
に
自
己
に
は
た
ら
く
具
体
性
を
も
つ
仏
道
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
親
鸞
に
と
っ
て
法
然
の
「
お
ほ
せ
１
０
１
」
と
の
出
遇
い
は
、『
教
行
信
証
』
に
帰
本
願
の
体
験
と
し
て
述
べ
ら
れ
、『
歎
異
抄
』
に
「
念
仏
ま
ふ
さ
ん
と
お
も
ひ
た
つ
こ
ゝ
ろ
の
お
こ
る
１
０
２
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
信
心
獲
得
と
い
う
具
体
性
（
回
心
）
か
ら
始
ま
る
仏
道
と
の
出
遇
い
を
意
味
し
た
。
こ
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
本
願
成
就
の
経
説
は
、
現
実
的
な
体
験
の
教
証
と
い
う
意
味
を
も
つ
。
ま
た
、
こ
の
『
大
経
』
下
巻
に
説
か
れ
る
本
願
成
就
の
経
説
は
、
親
鸞
の
発
見
と
言
う
よ
り
、
む
し
ろ
法
然
の
言
説
を
聞
い
た
親
鸞
に
己
証
さ
れ
た
も
の
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
法
然
は
『
選
択
集
』
に
お
い
て
、
第
十
八
願
の
成
就
文
を
「
念
仏
往
生
の
願
成
就
の
文
」
と
し
て
示
し
て
い
る
（
繰
り
返
す
が
、
こ
こ
に
唯
除
の
文
は
引
か
れ
て
い
な
い
）。
親
鸞
は
法
然
の
示
す
成
就
文
に
、
み
ず
か
ら
の
体
験
の
根
源
的
な
意
味
を
聞
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
親
鸞
は
こ
の
文
を
説
話
と
し
て
で
は
な
く
、「
念
仏
ま
ふ
さ
ん
と
お
も
ひ
た
つ
こ
ゝ
ろ
」
の
発
起
の
体
験
に
、
本
願
が
現
に
生
き
生
き
と
躍
動
し
て
い
る
事
実
を
言
い
当
て
た
も
の
と
し
て
読
む
に
至
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。 
た
だ
し
、
親
鸞
が
「
念
仏
ま
ふ
さ
ん
と
お
も
ひ
た
つ
こ
ゝ
ろ
」
の
発
起
の
意
味
を
尋
ね
た
成
就
文
は
、
第
十
八
願
成
就
文
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
第
十
八
願
成
就
文
は
、
周
知
の
と
お
り
、
第
十
七
願
成
就
文
と
一
連
の
文
に
な
っ
て
い
る
。
親
鸞
は
こ
の
第
十
七
願
と
第
十
八
願
の
成
就
文
を
、『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
広
本
１
０
３
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 
称しや
う
名
み
や
う
信
楽
し
ん
げ
う
の
悲
願
ひ
ぐ
わ
ん
成
就
じ
や
う
じ
ゆ
文
の
も
ん
。『
経
き
や
う
』に
言
、
の
た
ま
は
く「
十
方
恒
沙
ご
う
じ
や
の
諸
仏
し
よ
ぶ
ち
如
来
に
よ
ら
い
、
皆みな
共
と
も
に
讃さん
二
嘆だん
し
た
ま
ふ
無
量
む
り
や
う
寿じゆ
仏
 
の
威ゐ
神じん
功く
徳どく
不
可
思
ふ
か
し
議ぎな
る
を
一
諸
有
あ
ら
ゆ
る
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衆しゆ
生
じ
や
う
聞
き
ゝ
て
二
其その
名
号
 
を
一
信
心
歓
喜
く
わ
ん
ぎ
乃
至
し
て
な
い
し
一
念ねむ
せ
む
、
至
心
し
し
む
回え
向
、
か
う
し
た
ま
へ
り
願ぐわ
ん
ず
れ
ば
三
生むま
れ
ん
と
二
彼かの
国くに
ゝ
一
即すな
わ
ち
得え
二
往
生
 
を
一
住
ぢ
ゆ
せ
む
二
不ふ
退たい
転てん
に
一
、
唯たゞ
除のぞ
く
と
下
五ご
逆ぐゐ
や
く
誹ひ
中-
謗はう
す
る
を
正
法
し
や
う
ぼ
ふ
を
上
。」
文
１
０
４ 
 
 
親
鸞
は
、
名
号
を
聞
く
こ
と
に
よ
る
獲
信
と
は
、
第
十
八
願
の
成
就
で
あ
る
と
自
覚
し
た
と
同
時
に
、
第
十
八
願
成
就
文
に
説
か
れ
る
「
其
の
名
号
」
と
は
、
諸
仏
が
讃
嘆
す
る
名
号
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
法
然
が
讃
嘆
す
る
選
択
本
願
の
念
仏
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
確
信
し
た
。
つ
ま
り
、
親
鸞
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
現
前
の
法
然
が
選
択
本
願
の
念
仏
を
説
い
て
い
る
事
実
こ
そ
、「
諸
仏
如
来
」
が
「
無
量
寿
仏
の
威
神
功
徳
不
可
思
議
な
る
を
讃
嘆
し
た
ま
ふ
」
と
説
か
れ
て
い
る
第
十
七
願
成
就
文
の
最
も
具
体
的
な
相
な
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
親
鸞
の
信
の
表
白
は
「
念
仏
ま
ふ
さ
ん
と
お
も
ひ
た
つ
こ
ゝ
ろ
」
と
名
号
が
離
れ
な
い
し
、『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
で
は
「
称
名
信
楽
の
悲
願
成
就
の
文
」
と
一
つ
の
成
就
文
と
し
て
記
す
の
で
あ
ろ
う
。 
 
こ
の
よ
う
に
し
て
、
親
鸞
は
本
願
成
就
（
第
十
七
・
第
十
八
願
成
就
）
の
文
に
立
脚
し
た
１
０
５
。
こ
の
立
場
か
ら
因
願
を
見
た
と
き
、
行
信
は
「
念
仏
ま
ふ
さ
ん
と
お
も
ひ
た
つ
こ
ゝ
ろ
」
と
し
て
不
離
な
が
ら
も
、
法
に
属
す
る
「
真
実
の
行
願
」
と
、
機
に
属
す
る
「
真
実
の
信
願
」
と
が
見
定
め
ら
れ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
１
０
６
。
こ
の
こ
と
は
次
の
「
行
巻
」
の
一
文
に
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。 
凡
 
ソ
就
 
テ
二
誓
願
 
ニ
一
有
 
リ
二
真
実
 
ノ
行
信
一
亦
有
 
リ
二
方
便
 
ノ
行
信
一
其
 
ノ
真
実
 
ノ
行
願
者
諸
仏
称
名
 
ノ
願
 
ナ
リ
其
 
ノ
真
実
 
ノ
信
願
者ハ
至
心
信
楽
 
ノ
願
 
ナ
リ
斯
 
レ
乃
 
チ
選
択
本
願
之
行
信
也
。
１
０
７ 
こ
こ
で
親
鸞
は
、
本
願
に
「
真
実
の
行
信
」
と
「
方
便
の
行
信
」
が
あ
る
と
し
た
う
え
で
、「
真
実
の
行
願
」（
第
十
七
願
）
を
「
諸
仏
称
名
の
願
」
と
呼
び
、「
真
実
の
信
願
」（
第
十
八
願
）
を
「
至
心
信
楽
の
願
」
と
呼
ぶ
。
そ
し
て
や
は
り
そ
の
二
つ
は
、「
選
択
本
願
の
行
信
」
と
し
て
離
れ
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
親
鸞
は
両
願
（
第
十
七
・
第
十
八
願
）
の
成
就
に
立
脚
し
て
、
行
の
願
と
信
の
願
の
二
願
を
見
定
め
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
で
は
、「
称
名
信
楽
の
悲
願
成
就
の
文
」
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
前
に
は
「
諸
仏
称
名
の
悲
願
」（「
称
名
の
悲
願
」）
が
置
か
れ
、
後
に
は
「
念
仏
往
生
の
悲
願
」（「
信
楽
の
悲
願
」）
が
置
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 
さ
て
今
、
そ
の
「
称
名
信
楽
の
悲
願
成
就
の
文
」
の
後
に
引
か
れ
て
い
る
第
十
八
願
に
注
目
し
て
み
た
い
。 
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ま
た
真
実
し
ん
じ
ち
信
心
し
ん
じ
む
あ
り
、
す
な
わ
ち
念
仏
往
生
の
悲ひ
願
ぐ
わ
ん
に
あ
ら
わ
れ
た
り
。
信
楽げう
の
悲ひ
願
ぐ
わ
ん
は
、『
大
経
だ
い
き
や
う
』
に
の
た
ま
は
く
、「
設
た
と
ひ
我われ
得
 
ら
む
に
二
仏
 
を
一
十
方
 
の
衆
生
 
し
ゆ
じ
や
う
、 
至し
心しむ
信
楽げう
し
て
、
欲おも
ふ
て
下
生むま
れ
ん
と
中
我わが
国くに
ゝ
上
、
乃ない
至し
十
念
 
せ
む
、
若もし
不ず
二
生
む
ま
れ
一
者ば
、
不じと
三
取とら
二
正
覚
し
や
う
が
く
を
一
。
唯たゞ 
除のぞ
か
ん
と
三
五ご
逆ぐゐ
や
く
と
誹ひ
二
謗はう
せ
ん
を
正
法
し
や
う
ぼ
ふ
を
一
。」
文
１
０
８ 
親
鸞
は
、
真
実
信
心
が
あ
ら
わ
れ
る
第
十
八
願
を
、
善
導
・
法
然
の
伝
統
に
連
な
る
「
念
仏
往
生
の
悲
願
」
と
い
う
願
名
に
よ
っ
て
ま
ず
確
認
す
る
。
親
鸞
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
引
用
す
る
第
十
八
願
を
「
信
楽
の
悲
願
」
の
願
名
に
改
め
て
い
る
（
こ
こ
で
は
唯
除
の
文
も
記
し
て
い
る
）。
こ
れ
に
よ
っ
て
親
鸞
の
信
心
は
、
た
し
か
に
法
然
の
本
願
観
で
あ
る
『
往
生
礼
讃
』
の
〈
本
願
加
減
の
文
〉
に
照
ら
さ
れ
た
第
十
八
願
に
よ
っ
て
発
起
し
た
と
言
い
得
る
の
で
あ
る
が
、
ひ
と
た
び
発
起
し
て
み
れ
ば
、
第
十
八
願
は
信
の
願
で
あ
る
と
親
鸞
に
よ
っ
て
見
定
め
ら
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
「
信
巻
」
大
信
釈
の
次
の
御
自
釈
に
よ
っ
て
も
明
白
で
あ
る
。 
斯
 
ノ
心
即
 
チ
是
 
レ
出
 
タ
リ
三
於
 
ヨ
リ
二
念
仏
往
生
之
願
一
斯
 
ノ
大
願
 
ヲ
名
 
ク
二
選
択
本
願
 
ト
一
亦
名
 
ク
二
本
願
三
心
之
願
 
ト
一
復
名
 
ク
二
至
心
信
楽
之
願
 
ト
一
亦
可
 
キ
名
 
ク
二
往
相
信
心
之
願
 
ト
一
也
、
１
０
９ 
親
鸞
は
、
み
ず
か
ら
に
発
起
し
た
信
心
で
あ
る
「
斯
の
心
」
を
、
念
仏
往
生
の
願
の
回
向
成
就
で
あ
る
と
ま
ず
確
認
す
る
。
こ
の
と
き
、
こ
の
「
念
仏
往
生
の
願
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
法
然
の
本
願
観
を
最
も
端
的
に
言
い
当
て
た
『
往
生
礼
讃
』
の
〈
本
願
加
減
の
文
〉
そ
の
も
の
と
了
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
御
自
釈
に
よ
っ
て
も
、
親
鸞
は
真
影
に
記
さ
れ
た
銘
文
を
、
み
ず
か
ら
に
発
起
し
た
信
の
源
で
あ
る
願
心
を
端
的
に
述
べ
た
真
文
と
し
て
受
け
取
っ
た
と
言
い
得
る
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
親
鸞
は
そ
の
「
念
仏
往
生
の
願
」
を
、「
選
択
本
願
」「
本
願
三
心
の
願
」「
至
心
信
楽
の
願
」「
往
相
信
心
の
願
」
と
次
々
に
異
な
る
願
名
で
呼
ぶ
。
こ
れ
ら
の
願
名
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て
多
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
ま
で
の
論
を
踏
ま
え
て
、
少
し
く
考
え
て
み
た
い
。 
「
念
仏
往
生
の
願
」
は
法
然
が
善
導
の
意
を
汲
み
取
っ
て
述
べ
る
願
名
で
あ
り
、
そ
う
呼
ぶ
と
き
、
そ
の
願
の
内
容
は
真
影
の
銘
文
で
あ
る
『
往
生
礼
讃
』
の
〈
本
願
加
減
の
文
〉
と
同
意
義
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
願
名
で
呼
ぶ
と
き
、
至
心
信
楽
欲
生
と
唯
除
の
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文
は
含
ま
れ
な
い
と
了
解
し
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。「
選
択
本
願
」
は
法
然
独
自
の
命
名
で
あ
り
、
法
然
の
説
く
称
名
念
仏
は
、
如
来
選
択
の
本
願
の
念
仏
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
端
的
に
示
す
願
名
で
あ
る
。
皆
往
院
鳳
嶺
は
、「
念
仏
往
生
の
願
」
は
「
行
ば
か
り
で
名
を
立
て
た
も
の
１
１
０
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
の
「
選
択
本
願
」
と
い
う
願
名
は
「
三
信
十
念
を
こ
め
て
立
つ
る
故
に
行
と
信
と
に
通
ず
る
１
１
１
」
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
後
の
三
つ
の
願
名
は
、
伝
統
的
に
は
、
親
鸞
己
証
の
願
名
と
言
わ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
１
１
２
。
た
だ
し
曽
我
量
深
は
、「
往
相
信
心
の
願
」
に
の
み
「
名
づ
く
可
き
な
り
」
と
「
可
」
の
字
が
あ
る
こ
と
に
着
目
し
て
、「
往
相
信
心
の
願
」
だ
け
が
親
鸞
の
己
証
の
願
名
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
１
１
３
。
順
序
が
前
後
す
る
が
、「
至
心
信
楽
の
願
」
は
「
信
巻
」
の
標
挙
に
も
掲
げ
ら
れ
る
願
名
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
明
恵
房
高
弁
（
一
一
七
三
―
一
二
三
二
）
が
第
十
八
願
を
「
至
心
信
楽
の
文
１
１
４
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
と
の
関
連
も
、
近
年
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
１
１
５
。
ま
た
、
鳳
嶺
の
、 
 
前
二
名
ハ
元
祖
相
承
ナ
リ
念
仏
往
生
ト
選
択
本
願
ト
ナ
リ
。
後
三
名
ハ
吾
祖
ノ
御
己
証
ニ
シ
テ
信
心
ニ
約
シ
テ
願
名
ヲ
立
テ
タ
モ
ノ
ナ
リ
。
１
１
６ 
 
次
ノ
三
名
ハ
十
八
願
ヲ
信
バ
カ
リ
デ
釈
ス
ル
ガ
一
通
リ
ナ
リ
。
１
１
７ 
と
い
う
指
摘
は
、
後
の
三
つ
の
願
名
を
親
鸞
の
己
証
の
願
名
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
問
題
が
残
る
が
、
信
心
に
約
し
て
の
願
名
で
あ
る
と
言
う
こ
と
は
傾
聴
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 
ま
た
、
こ
の
三
つ
の
願
名
の
次
第
を
「
本
願
三
心
を
信
楽
さ
ら
に
信
心
に
帰
結
す
る
願
名
の
展
開
１
１
８
」
と
捉
え
る
安
冨
信
哉
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
推
し
て
言
え
ば
、「
本
願
三
心
の
願
」
と
「
至
心
信
楽
の
願
」
は
本
願
に
約
し
た
願
名
で
あ
る
が
、「
往
相
信
心
の
願
」
だ
け
が
親
鸞
に
発
起
し
た
信
心
に
約
し
た
願
名
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
私
は
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
も
、「
往
相
信
心
の
願
」
が
親
鸞
己
証
の
願
名
で
あ
る
と
言
い
得
る
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
他
者
が
こ
れ
ま
で
述
べ
て
い
な
い
親
鸞
の
独
創
の
願
名
と
い
う
意
味
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
身
に
発
起
し
た
信
心
と
い
う
視
座
（
す
な
わ
ち
、
本
願
成
就
の
視
座
）
か
ら
名
付
け
た
名
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
、「
己
証
」
の
願
名
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 
 
さ
て
、「
往
相
信
心
の
願
」
に
つ
い
て
も
う
少
し
言
及
し
た
い
。
こ
の
願
名
に
は
、
第
十
七
願
の
願
名
の
一
つ
で
あ
る
「
往
相
回
向
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の
願
１
１
９
」
と
の
対
応
が
あ
る
１
２
０
。
行
信
の
関
係
が
明
ら
か
に
あ
る
こ
の
願
名
を
、
一
連
の
願
名
の
な
か
、
唯
一
の
己
証
の
第
十
八
願
名
と
し
て
示
す
こ
と
か
ら
、
親
鸞
は
「
信
巻
」
に
お
い
て
「
称
名
信
楽
の
悲
願
成
就
の
文
」（
第
十
七
・
第
十
八
願
成
就
）
に
立
っ
て
、
第
十
八
願
を
信
の
願
と
し
て
探
究
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
親
鸞
自
身
が
そ
う
記
す
よ
う
に
、
た
し
か
に
法
然
の
「
お
ほ
せ
」
と
の
出
遇
い
に
よ
っ
て
発
起
し
た
信
の
根
拠
で
あ
る
本
願
は
、「
念
仏
往
生
の
願
」
と
い
う
願
名
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
。
し
か
し
、
そ
の
信
が
発
起
し
て
み
れ
ば
、
そ
の
本
願
を
信
の
願
と
し
て
確
か
め
な
お
す
必
要
が
親
鸞
に
は
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 
 
こ
の
よ
う
な
法
然
と
親
鸞
の
第
十
八
願
の
了
解
の
相
承
は
、「
王
本
願
を
信
の
願
と
し
て
」
と
言
っ
て
も
い
い
し
、「
念
仏
往
生
の
願
を
往
相
信
心
の
願
と
し
て
」
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
法
然
の
第
十
八
願
の
了
解
は
、『
往
生
礼
讃
』
の
〈
本
願
加
減
の
文
〉
そ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
法
然
が
『
選
択
集
』
に
お
い
て
第
十
八
願
文
に
唯
除
の
文
を
記
さ
な
い
の
は
、
こ
の
「
王
本
願
を
信
の
願
と
し
て
」
と
い
う
相
承
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
最
も
自
然
な
了
解
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
王
本
願
・
念
仏
往
生
の
願
と
し
て
第
十
八
願
を
見
れ
ば
、「
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
」（
と
至
心
信
楽
欲
生
）
の
経
言
は
積
極
的
に
省
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
承
け
て
信
心
発
起
（
本
願
成
就
）
の
視
座
か
ら
見
れ
ば
、
唯
除
の
文
（
と
至
心
信
楽
欲
生
）
は
積
極
的
に
読
み
解
く
べ
き
本
願
文
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
私
た
ち
は
、
両
者
の
唯
除
の
文
へ
の
着
目
の
差
異
を
、
断
絶
し
た
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
相
承
と
し
て
了
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、『
選
択
集
』
と
『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
唯
除
の
文
へ
の
着
目
の
差
異
は
、
あ
く
ま
で
法
然
と
親
鸞
の
背
負
っ
た
課
題
の
差
異
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
  
第
二
項 
法
然
と
親
鸞
の
本
願
成
就
に
関
す
る
表
現
の
差
異 
 
こ
の
法
然
と
親
鸞
の
課
題
の
差
異
を
論
ず
る
に
あ
た
っ
て
、
両
者
の
本
願
成
就
に
関
す
る
表
現
の
差
異
に
注
目
し
て
み
た
い
。
既
出
の
「
本
願
章
」
の
記
述
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
法
然
は
本
願
成
就
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
。
ま
た
『
往
生
礼
讃
』
の
〈
本
願
加
減
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の
文
〉
に
は
成
就
を
示
す
文
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
親
鸞
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
法
然
こ
そ
成
就
を
説
く
存
在
な
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
親
鸞
に
は
、
法
然
が
あ
ま
り
着
目
し
な
か
っ
た
成
就
文
に
、
自
身
が
新
た
に
着
目
す
る
と
い
う
感
覚
は
皆
無
で
あ
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
１
２
１
。
親
鸞
は
法
然
の
指
し
示
す
『
大
経
』
下
巻
の
経
言
に
深
く
尋
ね
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
み
ず
か
ら
の
「
念
仏
ま
ふ
さ
ん
と
お
も
ひ
た
つ
こ
ゝ
ろ
」
の
発
起
の
体
験
の
意
味
を
、
本
願
の
成
就
と
感
得
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
両
者
の
本
願
成
就
に
関
す
る
表
現
に
は
異
な
り
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 
親
鸞
の
場
合
、
法
然
の
「
お
ほ
せ
」
と
の
出
遇
い
が
本
願
の
成
就
と
い
う
意
味
を
も
つ
の
で
あ
る
か
ら
、
親
鸞
の
思
索
は
本
願
の
成
就
に
立
脚
し
て
因
願
を
探
る
と
い
う
、
果
か
ら
因
へ
と
い
う
方
向
性
（
従
果
向
因
）
を
も
つ
。
対
し
て
、
法
然
の
表
現
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。 
 
 
法
蔵
菩
薩
 
ノ
四
十
八
願
 
ハ
已
 
ニ
為
 
ム
二
成
就
 
ス
ト
ヤ
一
、
将
 
ハ
タ
為
 
ム
二
未
成
就
 
ト
ヤ
一
也
。
１
２
２ 
法
然
は
「
本
願
章
」
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
に
法
蔵
菩
薩
の
四
十
八
願
が
成
就
し
て
い
る
か
否
か
と
い
う
問
い
を
立
て
て
、 
答
 
ヘ
テ
曰
 
ク
、
法
蔵
 
ノ
誓
願
、
一
々
 
ニ
成-
就
 
ス
。
何
者
 
ト
ナ
ラ
バ
、
極
楽
界
 
ノ
中
 
ニ
、
既
 
ニ
無
 
シ
二
三
悪
趣
一
。
当
 
ニ
レ
知
 
ル
、
是
即
 
チ
成
二-
就
 
ス
ル
無
三
悪
趣
之
願
 
ヲ
一
也
。
何
 
ヲ
以
 
テ
カ
得
 
ル
レ
知
 
ル
コ
ト
ヲ
。
即
 
チ
願
成
就
 
ノ
文
 
ニ
云
 
フ
三
「
亦
無
 
シ
ト
二
地
獄･
餓
鬼･
畜
生
、
諸-
難
之
趣
一
」
是
也
。
１
２
３ 
と
第
一
に
、
第
一
願
「
無
三
悪
趣
の
願
」
の
成
就
を
『
大
経
』
下
巻
の
成
就
文
に
よ
っ
て
示
し
、
以
下
順
々
に
第
四
願
「
無
有
好
醜
の
願
」
ま
で
の
成
就
を
同
じ
く
成
就
文
を
挙
げ
て
確
か
め
て
い
る
。
そ
し
て
、 
 
 
一
一
 
ノ
誓
願
皆
以
 
テ
成
就
 
ス
。
第
十
八
 
ノ
念
仏
往
生
 
ノ
願
、
豈
 
ニ
孤
 
リ
以
 
テ
不
 
ラ
ム
二
成
就
 
セ
一
乎
。
１
２
４ 
と
ほ
か
の
願
は
こ
の
よ
う
に
皆
成
就
し
て
い
る
の
に
、
念
仏
往
生
の
願
だ
け
が
な
ぜ
成
就
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
と
強
い
語
調
で
述
べ
て
、
念
仏
の
人
は
皆
往
生
す
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
後
に
、
既
出
の
「
念
仏
往
生
の
願
成
就
の
文
」
が
掲
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
法
然
の
成
就
に
関
す
る
記
述
を
読
む
と
、
因
願
に
立
脚
地
を
置
き
、
念
仏
往
生
の
願
は
成
就
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
念
仏
を
す
す
め
る
と
い
う
、
因
か
ら
果
へ
と
い
う
よ
う
な
、
、
、
、
、
（
従
因
向
果
の
よ
う
な
、
、
、
、
１
２
５
）
感
が
拭
え
な
い
。
こ
こ
に
両
者
の
表
現
の
差
異
が
あ
る
の
だ
が
、
法
然
の
こ
の
表
現
は
時
代
が
要
請
し
た
課
題
に
よ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
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る
と
思
わ
れ
る
。
法
然
は
浄
土
を
宗
と
す
る
仏
道
を
あ
ゆ
む
も
の
が
い
な
い
時
代
に
生
ま
れ
、
五
百
年
以
上
の
時
を
遡
る
善
導
に
依
っ
て
浄
土
宗
を
独
立
さ
せ
た
の
で
あ
る
１
２
６
。 
法
然
は
、『
往
生
礼
讃
』
の
〈
本
願
加
減
の
文
〉
に
依
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、
自
身
は
成
就
の
事
実
に
立
ち
な
が
ら
も
、
そ
の
よ
う
な
課
題
の
も
と
、
因
か
ら
果
へ
と
い
う
よ
う
な
表
現
を
残
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
両
者
の
成
就
に
関
す
る
表
現
の
異
な
り
は
時
代
の
要
請
に
基
づ
く
の
で
あ
る
。
親
鸞
も
そ
の
こ
と
を
十
分
に
承
知
し
て
い
て
、
吉
水
時
代
の
修
学
の
な
か
で
成
就
に
立
っ
て
因
願
を
探
る
と
い
う
、
果
か
ら
因
を
探
究
す
る
仏
道
を
法
然
か
ら
教
え
ら
れ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
１
２
７
。 
第
十
八
願
名
の
相
承
や
成
就
に
関
す
る
表
現
の
差
異
か
ら
窺
わ
れ
た
よ
う
に
、
両
者
の
背
負
っ
た
課
題
は
異
な
っ
て
い
た
。
法
然
は
み
ず
か
ら
の
生
き
る
時
代
社
会
に
お
い
て
、
自
身
は
成
就
の
事
実
に
立
ち
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
直
接
説
く
と
混
乱
を
き
た
す
ば
か
り
で
、
民
衆
に
仏
道
を
開
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
法
然
は
念
仏
往
生
を
説
き
、
そ
の
教
化
に
よ
っ
て
こ
そ
、
親
鸞
は
成
就
に
立
ち
得
た
の
で
あ
る
１
２
８
。 
し
か
し
な
が
ら
、
親
鸞
に
お
い
て
成
就
に
立
つ
こ
と
は
仏
道
の
終
着
点
で
は
な
い
。
親
鸞
に
と
っ
て
成
就
は
仏
道
の
終
点
で
は
な
く
、
始
点
で
あ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
も
し
親
鸞
の
視
点
か
ら
こ
の
こ
と
を
考
え
ず
、
法
然
と
親
鸞
を
俯
瞰
的
、
あ
る
い
は
第
三
者
的
に
考
察
す
る
な
ら
ば
、
親
鸞
は
法
然
の
「
お
ほ
せ
」
に
出
遇
い
成
就
に
立
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
も
は
や
因
願
を
探
る
こ
と
は
不
要
で
あ
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
親
鸞
に
は
法
然
の
「
お
ほ
せ
」
に
出
遇
っ
て
成
就
に
立
ち
、
か
え
っ
て
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
問
題
、
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
親
鸞
が
本
願
成
就
に
立
脚
す
る
こ
と
で
直
面
し
た
自
他
の
信
仰
に
お
け
る
問
題
（
課
題
）
を
背
負
っ
て
、
念
仏
往
生
の
願
を
信
の
願
と
受
け
と
め
な
お
し
て
、「
信
巻
」
で
至
心
信
楽
欲
生
と
唯
除
の
文
を
積
極
的
に
読
み
解
く
の
で
あ
る
１
２
９
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
真
影
の
銘
は
「
信
巻
」
開
説
の
源
泉
と
い
う
意
味
を
も
ち
、
親
鸞
は
真
影
の
図
画
を
〈
後
序
〉
に
高
ら
か
に
「
由
来
の
縁
」
で
あ
る
と
宣
言
す
る
の
で
あ
ろ
う
。 
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第
二
章 
信
の
願
と
捉
え
な
お
す
課
題
―
信
仰
に
お
け
る
機
の
問
題
― 
   
第
一
節 
〈
後
序
〉
に
お
け
る
改
名
の
記
述
―
そ
の
位
置
と
時
期
― 
 
近
年
、〈
後
序
〉
に
、 
又
依
 
テ
二
夢
 
ノ
告
 
ニ
一
改
 
メ
テ
二
綽
空
 
ノ
字
 
ヲ
一
同
 
シ
キ
日
以
 
テ
二
御
筆
 
ヲ
一
令
 
メ
タ
マ
ヒ
三
書
二
名
之
字
 
ヲ
一
畢
 
ヌ 
と
記
さ
れ
る
親
鸞
の
改
名
に
つ
い
て
、
そ
の
改
名
後
の
名
を
示
す
「
名
の
字
」
が
、「
善
信
」
を
意
味
す
る
の
か
、「
親
鸞
」
を
意
味
す
る
の
か
に
つ
い
て
議
論
が
巻
き
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
議
論
は
、
覚
如
（
一
二
七
一
―
一
三
五
一
）
以
来
、
こ
の
改
名
に
よ
っ
て
、
親
鸞
は
「
善
信
」
と
号
し
た
と
言
わ
れ
て
き
た
こ
と
（
以
下
、
善
信
説
と
称
す
）
に
対
し
１
３
０
、
幾
人
か
の
先
学
が
、
こ
の
記
述
は
「
親
鸞
」
へ
の
改
名
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
見
解
（
以
下
、
親
鸞
説
と
称
す
）
を
示
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
１
３
１
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
こ
の
見
解
に
対
し
、
従
来
の
善
信
説
を
と
る
先
学
が
い
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
１
３
２
。
今
こ
こ
で
こ
の
議
論
を
整
理
し
、
詳
し
く
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
私
は
近
年
の
親
鸞
説
を
提
唱
す
る
先
学
に
よ
っ
て
、
親
鸞
説
を
と
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
お
き
た
い
１
３
３
。 
 
本
節
で
注
目
し
た
い
点
は
、
そ
の
改
名
の
記
述
の
〈
後
序
〉
に
お
け
る
位
置
と
そ
の
時
期
に
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、『
選
択
集
』
の
書
写
と
真
影
の
図
画
に
つ
い
て
の
記
述
は
〈
後
序
〉
に
二
度
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
間
に
、
こ
の
改
名
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
改
名
の
記
述
の
直
前
に
は
、
真
影
の
銘
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
親
鸞
」
の
名
告
り
と
法
然
の
本
願
観
で
あ
る
『
往
生
礼
讃
』
の
〈
本
願
加
減
の
文
〉
と
は
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
１
３
４
。 
 
そ
の
改
め
た
「
名
の
字
」（
本
論
で
は
親
鸞
説
に
基
づ
き
「
親
鸞
」
と
し
て
考
え
て
い
る
）
を
法
然
が
記
し
た
日
付
は
、
元
久
二
年
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（
一
二
〇
五
）
閏
七
月
二
十
九
日
で
あ
り
、
図
画
が
完
了
し
た
真
影
に
銘
文
を
書
き
入
れ
た
日
と
同
日
で
あ
る
。
遡
る
こ
と
数
ヶ
月
、
お
そ
ら
く
同
年
の
春
頃
、
親
鸞
は
法
然
に
『
選
択
集
』
の
見
写
を
許
さ
れ
（『
高
田
開
山
親
鸞
聖
人
正
統
伝
』〈
以
下
、『
正
統
伝
』
と
称
す
〉
に
依
れ
ば
、
三
月
十
二
日
に
付
属
１
３
５
）、
よ
ろ
こ
び
に
溢
れ
て
書
写
し
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
（『
正
統
伝
』
に
依
れ
ば
、
三
月
十
五
日
書
写
開
始
１
３
６
）。
そ
し
て
四
月
十
四
日
、
法
然
は
親
鸞
が
書
写
し
た
『
選
択
集
』
に
、
み
ず
か
ら
の
筆
で
内
題
と
標
宗
の
文
、
及
び
「
釈
の
綽
空
」
の
字
を
記
す
と
同
時
に
、
真
影
の
図
画
を
許
し
た
。
こ
の
図
画
は
絵
師
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
言
わ
れ
る
が
１
３
７
、『
選
択
集
』
の
書
写
が
完
了
し
て
か
ら
真
影
の
賛
銘
の
記
入
ま
で
、
百
三
十
三
日
が
経
過
し
て
い
る
１
３
８
。 
 
そ
の
間
の
法
然
と
親
鸞
の
様
子
を
、
親
鸞
説
を
と
る
寺
川
俊
昭
は
、
第
一
に
親
鸞
は
『
選
択
集
』
を
身
読
し
た
こ
と
、
第
二
に
法
然
と
親
鸞
の
質
疑
応
答
や
忌
憚
の
な
い
対
話
が
あ
っ
た
こ
と
、
第
三
に
そ
の
対
話
に
よ
っ
て
親
鸞
の
関
心
、
も
し
く
は
課
題
が
天
親
（
四
〇
〇
頃
―
四
八
〇
頃
１
３
９
）・
曇
鸞
（
四
七
六
？
―
五
五
四
？
１
４
０
）
の
教
え
を
指
標
と
す
べ
き
こ
と
を
法
然
が
察
知
し
た
こ
と
、
第
四
に
法
然
の
こ
の
洞
察
が
「
夢
」
の
な
か
で
の
感
得
に
よ
っ
て
決
定
的
と
な
り
、「
親
鸞
」
と
い
う
新
し
い
名
に
改
め
る
時
が
き
た
こ
と
を
推
察
し
て
い
る
１
４
１
。 
寺
川
の
こ
の
教
示
に
依
れ
ば
、『
選
択
集
』
の
書
写
を
終
え
た
親
鸞
と
法
然
の
対
話
の
な
か
で
、「
親
鸞
」
と
い
う
名
が
浮
上
し
た
こ
と
に
な
る
。
私
は
こ
の
見
解
を
傾
聴
す
べ
き
も
の
と
受
け
と
め
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
教
示
は
真
影
の
銘
で
あ
る
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
「
若
我
成
仏
十
方
衆
生 
称
我
名
号
下
至
十
声 
若
不
生
者
不
取
正
覚 
彼
仏
今
現
在
成
仏 
当
知
本
誓
重
願
不
虚 
衆
生
称
念
必
得
往
生
」
も
ま
た
師
資
相
承
の
対
話
の
な
か
で
、
法
然
に
よ
っ
て
選
び
出
さ
れ
た
賛
銘
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
法
然
は
自
身
の
本
願
の
了
解
を
端
的
に
示
す
『
往
生
礼
讃
』
の
〈
本
願
加
減
の
文
〉
―
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
念
仏
往
生
の
願
を
意
味
す
る
―
と
「
親
鸞
」
の
名
へ
改
め
る
許
し
を
同
時
に
、
、
、
親
鸞
に
与
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
同
日
の
付
与
か
ら
考
え
ら
れ
る
の
は
、
「
親
鸞
」
と
い
う
名
告
り
が
、
本
願
成
就
に
立
っ
て
因
願
を
信
の
願
と
し
て
捉
え
な
お
し
て
い
く
名
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
親
鸞
の
視
点
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
真
影
の
銘
を
「
親
鸞
」
の
名
の
も
と
に
―
『
大
経
』
に
相
応
し
た
論
書
を
著
し
た
天
親
（『
浄
土
論
』）
と
、
そ
の
真
意
を
凡
夫
に
実
現
す
る
無
上
仏
道
と
読
み
解
い
た
曇
鸞
（『
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
註
〈
以
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下
、『
論
註
』と
称
す
〉）の
教
え
を
指
標
と
し
て
―
読
み
解
く
と
い
う
課
題
を
、師
法
然
か
ら
与
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
１
４
２
。 
   
第
二
節 
外
的
要
因
―
信
行
両
座
の
分
判
と
信
心
同
一
の
諍
論
― 
 
第
一
項 
信
行
両
座
の
分
判 
 
ａ
．
信
行
両
座
の
分
判
の
時
期
と
概
要 
 
『
選
択
集
』
の
書
写
に
始
ま
る
師
資
相
承
が
、
親
鸞
に
と
っ
て
大
き
な
よ
ろ
こ
び
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
１
４
３
。
し
か
し
、
同
時
期
の
吉
水
教
団
は
危
機
に
晒
さ
れ
て
い
た
。
前
年
で
あ
る
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
の
冬
の
頃
に
、
延
暦
寺
の
僧
徒
が
山
門
大
講
堂
の
庭
に
三
塔
会
合
し
て
、
専
修
念
仏
停
止
を
天
台
座
主
の
真
性
（
一
一
六
七
―
一
二
三
〇
）
に
訴
え
た
こ
と
に
対
し
１
４
４
、
同
年
十
一
月
七
日
に
法
然
は
七
箇
条
か
ら
な
る
制
誡
を
示
し
て
、
親
鸞
も
翌
八
日
に
「
僧
綽
空
」
と
署
名
し
て
い
る
１
４
５
。
こ
の
危
機
は
九
条
兼
実
（
一
一
四
九
―
一
二
〇
七
）
の
著
し
た
書
状
の
助
け
も
あ
り
、
一
旦
の
収
ま
り
を
み
せ
た
も
の
の
１
４
６
、
そ
の
翌
年
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）
十
月
の
興
福
寺
の
奏
状
か
ら
考
え
て
、
吉
水
教
団
は
決
し
て
平
穏
な
状
況
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。 
 
常
識
的
に
考
え
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
直
面
し
た
と
き
、
教
団
内
部
は
、
よ
り
一
層
団
結
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
親
鸞
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
教
団
の
危
機
的
状
況
の
な
か
で
、「
信
行
両
座
の
分
判
１
４
７
」
と
言
わ
れ
る
出
来
事
を
執
り
行
っ
た
と
、『
本
願
寺
聖
人
伝
絵
』（
以
下
、『
親
鸞
伝
絵
』
と
称
す
）
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
１
４
８
。
長
文
で
は
あ
る
が
引
用
し
て
み
た
い
。 
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お
ほ
よ
す
源
空
聖
人
在
世
の
い
に
し
へ
、
他
力
往
生
の
む
ね
を
ひ
ろ
め
給
し
に
、
世
あ
ま
ね
く
こ
れ
に
こ
ぞ
り
人
こ
と
ぐ
く
こ
れ
に
帰
し
き
、紫
禁
青
宮
の
政
を
重
す
る
砌
に
も
、先
黄
金
樹
林
の
蕚
に
こ
ゝ
ろ
を
か
け
三
槐
九
棘
の
道
を
正
す
る
家
に
も
、
直
に
四
十
八
願
の
月
を
も
て
あ
そ
ぶ
、
し
か
の
み
な
ら
ず
、
戎
狄
の
輩
、
黎
民
の
類
、
こ
れ
を
あ
ふ
ぎ
、
こ
れ
を
た
ふ
と
び
ず
と
い
ふ
事
な
し
、
貴
践
轅
を
め
ぐ
ら
し
門
前
市
を
な
す
、
常
隨
昵
近
の
緇
徒
そ
の
か
ず
あ
り
、
都
て
三
百
八
十
餘
人
と
々云
し
か
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
親
そ
の
化
を
う
け
、
懃
に
そ
の
誨
を
守
る
族
、
は
な
は
だ
ま
れ
な
り
、
わ
づ
か
に
五
六
輩
に
だ
に
も
た
ら
ず
、
善
信
聖
人
或
時
申
た
ま
は
く
、
予
難
行
道
を
閣
て
易
行
道
に
移
り
、
聖
道
門
を
遁
て
、
浄
土
門
に
入
し
よ
り
以
来
、
芳
命
を
か
う
ふ
る
に
あ
ら
ず
よ
り
は
、
豈
出
離
解
脱
の
良
因
を
蓄
哉
、
喜
の
中
の
悦
、
何
事
か
如
之
、
し
か
あ
る
に
同
室
の
好
を
結
て
と
も
に
一
師
の
誨
を
あ
ふ
ぐ
と
も
が
ら
、
こ
れ
お
ほ
し
と
い
へ
ど
も
、
真
実
に
報
土
得
生
の
信
心
を
成
じ
た
ら
む
こ
と
、
自
他
お
な
じ
く
し
り
が
た
し
、
故
に
、
且
は
当
来
の
親
友
た
る
ほ
ど
を
も
し
り
、
且
は
浮
生
の
思
出
と
も
し
侍
ら
ん
が
た
め
に
、
御
弟
子
参
集
の
砌
に
し
て
、
出
言
つ
か
う
ま
つ
り
て
、
面
々
の
意
趣
を
も
試
む
と
お
も
ふ
、
所
望
あ
り
と
云
々
、
大
師
聖
人
の
た
ま
は
く
此
条
尤
可
然
、
即
明
日
人
々
来
臨
の
と
き
、
お
ほ
せ
ら
れ
い
た
す
べ
し
と
、
し
か
る
に
翌
日
集
会
の
と
こ
ろ
に
、
聖
人
鸞親
の
た
ま
は
く
、
今
日
は
、
信
不
退
・
行
不
退
の
御
座
を
、
両
方
に
わ
か
た
る
べ
き
な
り
、
い
づ
れ
の
座
に
つ
き
た
ま
ふ
べ
し
と
も
、
を
の
く
示
給
へ
と
、
そ
の
と
き
三
百
余
人
の
門
侶
、
み
な
其
意
を
得
ざ
る
気
あ
り
、
于
時
、
法
印
大
和
尚
位
聖
覚
并
釈
信
空
上法
人蓮
、
信
不
退
の
御
座
に
可
着
と
云
々
。
つ
ぎ
に
沙
弥
法
力
実熊
入谷
道直
遅
参
し
て
申
云
、
善
信
御
房
御
執
筆
何
事
ぞ
や
と
、
善
信
聖
人
の
た
ま
は
く
、
信
不
退
・
行
不
退
の
座
を
わ
け
ら
る
ゝ
也
と
、
法
力
坊
申
云
、
然
者
法
力
も
る
べ
か
ら
ず
、
信
不
退
の
座
に
ま
い
る
べ
し
と
々云
仍
こ
れ
を
か
き
の
せ
た
ま
ふ
、
こ
ゝ
に
数
百
人
の
門
徒
群
居
す
と
い
へ
ど
も
、
さ
ら
に
一
言
を
の
ぶ
る
人
な
し
、
是
恐
ら
く
は
、
自
力
の
迷
心
に
拘
て
、
金
剛
の
真
信
に
昬
が
い
た
す
と
こ
ろ
か
、
人
ミ
な
無
音
の
あ
ひ
だ
、
執
筆
聖
人
自
名
を
の
せ
た
ま
ふ
、
や
ゝ
し
ば
ら
く
あ
り
て
、
大
師
聖
人
被
仰
云
、
源
空
も
信
不
退
の
座
に
つ
ら
な
り
侍
る
べ
し
と
、
こ
の
時
、
門
葉
或
は
屈
敬
の
気
を
あ
ら
は
し
、
或
は
欝
悔
の
色
を
ふ
く
め
り
１
４
９ 
 
こ
の
二
日
に
渡
る
出
来
事
に
は
、
具
体
的
な
時
期
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
『
正
統
伝
』
の
記
述
を
参
照
す
れ
ば
、
元
久
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二
年
（
一
二
〇
五
）
の
九
月
二
十
日
か
ら
二
十
一
日
に
か
け
て
の
出
来
事
で
あ
っ
た
と
窺
わ
れ
る
１
５
０
。
も
ち
ろ
ん
、『
正
統
伝
』
記
載
の
日
付
に
信
頼
を
置
く
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
１
５
１
。
し
か
し
、『
親
鸞
伝
絵
』
の
記
述
の
順
序
に
従
っ
て
も
、
信
行
両
座
の
分
判
は
『
選
択
集
』
の
書
写
・
真
影
の
図
画
・
改
名
の
後
の
出
来
事
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
信
心
同
一
の
諍
論
は
さ
ら
に
そ
の
後
と
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
か
ら
見
れ
ば
、『
正
統
伝
』
記
載
の
日
付
の
次
第
順
序
は
符
合
す
る
こ
と
で
あ
る
。 
 
さ
て
、
こ
の
次
第
順
序
に
基
づ
く
と
、
信
行
両
座
の
分
判
が
行
わ
れ
た
の
は
『
選
択
集
』
の
書
写
に
始
ま
る
師
資
相
承
の
後
で
あ
り
、
聖
道
門
の
権
威
の
圧
力
に
よ
っ
て
吉
水
教
団
が
危
機
的
状
況
に
直
面
し
て
い
た
頃
と
窺
わ
れ
る
（『
正
統
伝
』
に
依
れ
ば
、
真
影
の
銘
記
入
よ
り
二
ヶ
月
足
ら
ず
後
と
な
り
、
興
福
寺
の
解
脱
房
貞
慶
〈
一
一
五
五
―
一
二
一
三
〉
の
著
し
た
「
興
福
寺
奏
状
」
が
朝
廷
に
提
出
さ
れ
る
十
月
の
ま
さ
に
直
前
で
あ
る
。こ
れ
に
基
づ
く
と
、信
行
両
座
の
分
判
の
方
が
先
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
の
で
、
直
接
的
に
「
興
福
寺
奏
状
」
を
承
け
た
出
来
事
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
が
、
吉
水
教
団
の
危
機
的
状
況
を
鑑
み
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
聖
道
門
の
動
き
も
、
あ
る
程
度
は
伝
わ
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
）。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
吉
水
教
団
の
団
結
に
、
あ
る
意
味
で
逆
行
す
る
よ
う
な
分
判
を
親
鸞
は
執
り
行
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
事
柄
は
、
吉
水
教
団
を
分
裂
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、『
選
択
集
』
の
書
写
を
終
え
、
真
影
の
銘
を
賜
っ
た
親
鸞
が
、
法
然
の
教
え
を
明
確
に
す
る
必
要
性
を
こ
の
危
機
的
状
況
の
な
か
で
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
れ
に
よ
っ
て
、
親
鸞
が
聖
道
門
の
権
威
の
圧
力
に
よ
る
危
機
よ
り
も
、
信
仰
自
覚
が
明
確
に
な
ら
な
い
と
い
う
信
仰
の
危
機
の
方
を
重
大
な
問
題
と
考
え
て
い
た
こ
と
も
窺
わ
れ
る
。 
 
親
鸞
は
法
然
に
こ
の
分
判
を
執
り
行
う
許
可
を
得
て
、
三
百
人
余
り
の
吉
水
門
下
の
前
で
、
信
不
退
か
行
不
退
の
い
ず
れ
か
の
座
に
つ
く
か
選
ぶ
よ
う
に
言
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
大
勢
の
な
か
で
、
聖
覚
（
一
一
六
七
―
一
二
三
五
）、
信
空
（
一
一
四
六
―
一
二
二
八
）、
熊
谷
直
実
（
一
一
四
一
―
一
二
〇
七
）
だ
け
が
信
の
座
に
つ
き
、
そ
の
後
、
親
鸞
も
信
の
座
に
自
身
の
名
を
連
ね
、
法
然
も
ま
た
信
の
座
に
つ
く
こ
と
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
法
然
の
「
信
心
正
因
」
の
立
場
が
明
確
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
出
来
事
は
同
時
に
、
そ
の
真
意
が
大
多
数
の
門
下
に
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
物
語
っ
て
い
る
１
５
２
。
こ
れ
に
よ
っ
て
親
鸞
は
、「
信
心
正
因
」の
仏
道
を
、言
葉
を
尽
く
し
て
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
課
題
と
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 
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ｂ
．
信
心
正
因
が
対
す
る
も
の
―
証
空
の
諸
行
観
を
手
が
か
り
と
し
て
― 
  
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
信
心
正
因
」
に
対
応
す
る
も
の
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
「
行
不
退
」
と
い
う
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、「
行
」
に
よ
っ
て
往
生
し
よ
う
と
す
る
信
仰
の
在
り
方
で
あ
ろ
う
。吉
水
教
団
に
お
い
て
行
と
い
え
ば
、第
一
義
的
に
称
名
念
仏
で
あ
る
が
、
門
弟
の
な
か
に
は
諸
行
に
積
極
的
に
励
む
者
も
存
在
し
た
。
こ
こ
を
も
っ
て
想
起
さ
れ
る
の
は
、
善
恵
房
証
空
（
一
一
七
七
―
一
二
四
七
）
で
あ
る
。
証
空
は
、 
 
 
名
号
ニ
並
ビ
テ
諸
ノ
行
ヲ
修
ス
ト
云
フ
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。一
切
ノ
行
業
ハ
、観
門
ノ
故
ニ
、皆
弘
願
ノ
念
仏
ニ
帰
シ
テ
往
生
ス
、１
５
３ 
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
法
然
の
教
え
に
よ
っ
て
、
た
し
か
に
念
仏
を
仏
道
の
根
本
に
据
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
証
空
は
そ
の
実
際
に
お
い
て
、
法
然
が
雑
行
と
し
て
廃
し
た
造
寺
造
塔
等
の
活
動
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
の
二
つ
の
文
に
は
、
念
仏
と
諸
行
に
つ
い
て
の
証
空
の
了
解
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。 
但
、
弘
願
ニ
帰
シ
ヌ
ル
上
ハ
、
立
チ
還
リ
テ
、
定
散
ノ
行
、
分
ア
ル
ベ
キ
故
ニ
、
悉
ク
三
福
ヲ
行
ジ
、
定
善
ヲ
修
ス
ル
心
ア
ル
ベ
シ
。
此
ノ
謂
ヲ
九
品
差
別
ト
ハ
云
フ
ベ
シ
。
是
ハ
、
悟
ハ
九
品
ニ
通
ジ
テ
、
行
ハ
各
異
ナ
ル
事
ヲ
顕
ス
ナ
リ
。
１
５
４ 
 
 
釈
迦
の
自
開
し
玉
ふ
三
心
を
領
解
し
つ
れ
ば
、
や
が
て
弥
陀
の
体
に
入
り
て
三
業
悉
く
名
号
南
無
阿
弥
陀
仏
に
落
居
す
れ
ば
、
所
作
の
善
体
皆
南
無
阿
弥
陀
仏
と
云
は
る
る
所
を
取
り
て
、
和
尚
は
破
壊
し
た
る
伽
藍
を
修
造
し
、
浄
土
の
変
相
を
書
き
玉
ふ
と
云
ふ
も
、
是
悉
く
南
無
阿
弥
陀
仏
と
思
召
す
故
な
り
。
此
の
位
に
入
り
ぬ
れ
ば
、
善
き
心
を
お
こ
せ
と
も
云
は
ず
、
心
を
閑
め
よ
と
も
云
ふ
べ
か
ら
ず
。
所
作
悉
く
南
無
阿
弥
陀
仏
の
外
に
立
せ
ざ
る
な
り
。
是
即
ち
依
正
二
報
の
体
第
三
の
機
の
上
に
於
て
成
ず
る
所
の
体
な
れ
ば
、
塔
を
立
て
仏
を
つ
く
り
（
経
を
）
書
く
も
皆
南
無
阿
弥
陀
仏
な
り
。
１
５
５ 
こ
の
文
に
あ
ら
わ
れ
る
了
解
の
も
と
に
、
証
空
は
種
々
の
宗
教
的
、
及
び
社
会
的
実
践
、
す
な
わ
ち
定
散
二
善
と
言
わ
れ
る
諸
行
を
、
む
し
ろ
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
在
り
方
は
、
実
際
に
は
法
然
の
「
た
だ
念
仏
」
と
い
う
選
び
―
あ
れ
か
、
こ
れ
か
―
の
仏
道
と
は
異
な
っ
て
い
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。「
弘
願
に
帰
」
す
と
言
っ
て
も
、
あ
る
意
味
に
お
い
て
聖
道
門
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的
な
信
仰
の
在
り
方
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
１
５
６
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
諸
行
観
を
示
す
文
を
も
っ
て
、
た
だ
ち
に
聖
道
門
へ
の
回
帰
と
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
証
空
が
そ
の
諸
行
観
に
よ
っ
て
旧
仏
教
教
団
か
ら
の
強
訴
に
よ
る
流
罪
を
赦
免
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
法
然
・
親
鸞
の
在
り
方
と
は
異
な
り
、
選
び
な
き
―
あ
れ
も
、
こ
れ
も
―
仏
教
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
１
５
７
。 
 
こ
の
よ
う
な
証
空
と
、
法
然
・
親
鸞
が
登
場
す
る
出
来
事
に
、「
体
失
・
不
体
失
の
往
生
の
事
」
と
題
す
る
『
口
伝
鈔
』
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
も
長
文
で
あ
る
が
、
煩
を
厭
わ
ず
引
用
し
た
い
。 
一
。
体
失
た
い
し
ち
・
不ふ
体
失
た
い
し
ち
の
往わう
生じや
う
の
事こと 
上しや
う
人にん
親
巒
し
む
ら
ん
の
た
ま
は
く
、
先せん
師し
聖
し
や
う
人にん
源
空
ぐ
ゑ
ん
く
の
御
と
き
、
は
か
り
な
き
法
文
ほ
ふ
も
ん
諍
じ
や
う
論ろん
の
こ
と
あ
り
き
。
善ぜむ
信しむ
は
念
仏
往わう
生じや
う
の
機き
は
体
失
た
い
し
ち
せ
ず
し
て
往わう
生じや
う
を
と
ぐ
と
い
ふ
。
小こ
坂さか
の
善ぜん
恵ゑ
房ばう
証
空
し
よ
う
く
は
体
失
た
い
し
ち
し
て
こ
そ
往わう
生じや
う
は
と
ぐ
れ
と
云
々
う
む
う
む
。
こ
の
相
論
さ
う
ろ
ん
な
り
。
こ
こ
に
同
朋
ど
う
ぼ
う
の
な
か
に
勝
劣
せ
う
れ
ち
を
分ふん
別べち
せ
む
が
た
め
に
、
あ
ま
た
大だい
師し
聖
し
や
う
人にん
源
空
ぐ
ゑ
ん
く
の
御ご
前ぜん
に
参さむ
じ
て
申
さ
れ
て
い
は
く
、
善ぜん
信
し
む
の
御
房
お
む
ば
う
と
善ぜん
恵ゑの
御
房
お
む
ぼ
う
と
法
門
ほ
ふ
も
ん
諍じや
う
論ろん
の
こ
と
は
む
べ
り
と
て
、
か
み
く
だ
む
の
お
も
む
き
を
一
一
ゐ
ち
ゐ
ち
に
の
べ
申
さ
る
ゝ
と
こ
ろ
に
、
大
師
だ
い
し
聖
人
し
や
う
に
ん
空源
の
お
ほ
せ
に
の
た
ま
は
く
、
善ぜむ
信
房
し
ん
ば
う
の
体
失
た
い
し
ち
せ
ず
し
て
往
生
す
と
た
て
ら
る
ゝ
条でう
は
や
が
て
さ
ぞ
と
御ご
証
し
や
う
判はん
あ
り
。
善ぜん
恵え
房ばう
の
体
失
た
い
し
ち
し
て
こ
そ
往わう
生じや
う
は
と
ぐ
れ
と
た
て
ら
る
ゝ
も
、
ま
た
や
が
て
さ
ぞ
と
お
ほ
せ
あ
り
。
こ
れ
に
よ
り
て
両
り
や
う
方はう
の
是
非
ぜ
ひ
わ
き
ま
へ
が
た
き
あ
ひ
だ
、
そ
の
む
ね
を
衆
中
し
ゆ
ち
う
よ
り
か
さ
ね
て
た
づ
ね
申
と
こ
ろ
に
、
お
ほ
せ
に
の
た
ま
は
く
、
善ぜん
恵ゑ
房ばう
の
体
失
た
い
し
ち
し
て
往わう
生じや
う
す
る
よ
し
の
ぶ
る
は
諸しよ
行
ぎ
や
う
往わう
生じや
う
の
機き
な
れ
ば
也なり
。
善ぜん
信
房
し
ん
ば
う
の
体
失
た
い
し
ち
せ
ず
し
て
往わう
生じや
う
す
る
よ
し
申
さ
る
ゝ
は
、
念
仏
ね
ん
ぶ
ち
往わう
生じや
う
の
機き
な
れ
ば
也なり
。
如
来
に
よ
ら
い
教
法
け
う
ぼ
ふ
元
ぐ
わ
ん
無
二
む
に
な
れ
ど
も
、
正
為
し
や
う
ゐ
衆しゆ
生じや
う
機き
不ふ
同どう
な
れ
ば
、
わ
が
根こん
機き
に
ま
か
せ
て
領
り
や
う
解げ
す
る
条でう
、
宿しふ
善ぜん
の
厚
薄
か
う
は
く
に
よ
る
な
り
。
念
仏
ね
ん
ぶ
ち
往わう
生じや
う
は
仏ぶち
の
本
願
ほ
ん
ぐ
わ
む
な
り
。
諸
行
し
よ
ぎ
や
う
往わう
生じや
う
は
本
願
ほ
ん
ぐ
わ
ん
に
あ
ら
ず
。
念
仏
ね
ん
ぶ
ち
往わう
生じや
う
に
は
臨
終
り
む
じ
ゆ
の
善
悪
ぜ
ん
ま
く
を
沙
汰
さ
た
せ
ず
、
至し
心しん
信
楽
し
む
げ
う
の
帰くゐ
命
み
や
う
の
一
心
ゐ
ち
し
む
他た
力りき
よ
り
さ
だ
ま
る
と
き
、
即そく
得とく
往わう
生じや
う
住ぢゆ
不ふ
退
転
た
い
て
ん
の
道だう
理り
を
、
善ぜん
知ぢ
識しき
に
あ
ふ
て
聞もん
持ぢ
す
る
平
生
へ
い
ぜ
い
の
き
ざ
み
に
治ぢ
定ぢや
う
す
る
あ
ひ
だ
、
こ
の
穢ゑ
体たい
亡
失
ま
う
し
ち
せ
ず
と
い
へ
ど
も
業ごふ
事じ
成
じ
や
う
弁べん
す
れ
ば
体
失
た
い
し
ち
せ
ず
し
て
往わう
生じや
う
す
と
い
は
る
ゝ
欤か
。
本
願
ほ
ん
ぐ
わ
ん
の
文もむ
あ
き
ら
か
な
り
、
か
れ
を
み
る
べ
し
。
つ
ぎ
に
諸
行
し
よ
ぎ
や
う
往わう
生じや
う
の
機き
は
臨
終
り
む
じ
ゆ
を
期ご
し
、
来
迎
ら
い
か
う
を
ま
ち
え
44 
 
ず
し
て
は
胎
生
た
い
し
や
う
辺へん
地ぢ
ま
で
も
む
ま
る
べ
か
ら
ず
。
こ
の
ゆ
へ
に
、
こ
の
穢ゑ
体たい
亡まう
失しち
す
る
と
き
な
ら
で
は
そ
の
期ご
す
る
と
こ
ろ
な
き
に
よ
り
て
そ
の
む
ね
を
の
ぶ
る
欤か
。
第
十
だ
い
じ
ふ
九く
の
願
ぐ
わ
ん
に
み
え
た
り
。
勝
劣
せ
う
れ
ち
の
一
段
ゐ
ん
だ
む
に
を
き
て
は
、
往わう
生じや
う
念
仏
ね
ん
ぶ
ち
は
本
願
ほ
ん
ぐ
わ
む
な
る
に
つ
い
て
あ
ま
ね
く
十
方
じ
ふ
ば
う
衆しゆ
生じや
う
に
わ
た
る
。
諸
行
し
よ
ぎ
や
う
往わう
生じや
う
は
非ひ
本
願
ほ
ん
ぐ
わ
む
な
る
に
よ
り
て
定
ぢ
や
う
散さむ
の
機き
に
か
ぎ
る
。
本
願
ほ
ん
ぐ
わ
む
念
仏
ね
ん
ぶ
ち
の
機き
の
不ふ
体
失
た
い
し
ち
往
生
わ
う
じ
や
う
と
、
非ひ
本
願
ほ
ん
ぐ
わ
む
諸
行
し
よ
ぎ
や
う
往わう
生じや
う
の
機き
の
体
失
た
い
し
ち
往
生
わ
う
じ
や
う
と
、
殿でん
最
懸
隔
さ
い
け
ん
か
く
に
あ
ら
ず
や
。
い
づ
れ
も
文
釈
も
ん
し
や
く
こ
と
ば
に
さ
き
だ
ち
て
歴
然
れ
き
ぜ
ん
な
り
。
１
５
８ 
『
口
伝
鈔
』
は
、
親
鸞
が
吉
水
時
代
に
大
き
な
諍
論
が
あ
っ
た
と
後
に
述
べ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
１
５
９
。
そ
し
て
述
べ
ら
れ
た
内
容
は
、
親
鸞
が
念
仏
し
て
浄
土
に
生
ま
れ
る
者
は
体
を
失
わ
な
い
で
往
生
を
遂
げ
る
と
言
い
、
証
空
が
体
を
失
っ
て
こ
そ
往
生
を
遂
げ
る
と
言
っ
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
諍
論
で
あ
る
。
こ
の
両
者
の
異
な
る
往
生
観
に
対
し
て
、
ほ
か
の
門
弟
た
ち
は
こ
の
勝
劣
を
決
着
さ
せ
よ
う
と
法
然
に
そ
の
是
非
を
求
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
法
然
は
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
両
者
に
対
し
て
、
「
さ
ぞ
」
と
言
い
、
肯
定
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
集
ま
っ
た
者
が
そ
の
理
由
を
重
ね
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
法
然
の
本
意
が
明
か
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
に
お
い
て
法
然
は
、
証
空
が
体
失
し
て
往
生
す
る
と
言
う
の
は
諸
行
往
生
の
機
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
親
鸞
が
体
失
せ
ず
し
て
往
生
す
る
と
言
う
の
は
念
仏
往
生
の
機
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
教
示
す
る
の
で
あ
る
。 
そ
し
て
念
仏
往
生
（
不
体
失
往
生
）
は
「
仏
の
本
願
」
で
あ
り
、
諸
行
往
生
（
体
失
往
生
）
は
「
非
本
願
」、
あ
る
い
は
「
定
散
の
機
に
か
ぎ
る
」「
第
十
九
の
願
に
み
え
た
り
」
と
い
う
言
葉
が
端
的
に
伝
え
る
よ
う
に
、
法
然
の
教
え
に
遇
い
な
が
ら
、
そ
の
実
、
諸
行
に
よ
っ
て
（
諸
行
往
生
の
願
）、
諸
の
功
徳
を
修
め
て
（
修
諸
功
徳
の
願
）、
臨
終
に
来
迎
を
期
す
る
（
臨
終
現
前
の
願
）
と
い
う
信
仰
の
在
り
方
が
、
法
然
門
下
の
な
か
に
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
口
伝
鈔
』
の
こ
の
記
述
が
ど
こ
ま
で
史
実
に
忠
実
な
の
か
、
詳
し
く
そ
れ
を
確
か
め
る
術
は
な
い
１
６
０
。
証
空
の
念
仏
を
中
心
と
す
る
と
い
う
先
の
引
文
を
鑑
み
れ
ば
、『
口
伝
鈔
』
に
あ
ら
わ
れ
る
証
空
の
了
解
に
飛
躍
が
あ
る
感
も
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
信
行
両
座
の
分
判
の
内
容
を
併
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
法
然
の
教
え
に
遇
い
な
が
ら
も
、
そ
の
よ
う
な
第
十
九
願
的
信
仰
に
立
つ
者
も
決
し
て
少
な
く
な
か
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
１
６
１
。
親
鸞
は
聖
道
門
の
圧
力
に
よ
る
教
団
の
危
機
的
状
況
に
直
面
し
て
、
む
し
ろ
、
教
団
内
部
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の
信
仰
の
在
り
方
（
聖
道
門
的
信
仰
）
を
問
題
と
し
、
こ
の
分
判
を
執
り
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
分
判
を
師
資
相
承
と
の
関
連
で
見
れ
ば
、
親
鸞
が
念
仏
往
生
の
願
を
信
の
願
と
し
て
受
け
と
め
、
再
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
し
た
背
景
の
ひ
と
つ
に
は
、
こ
の
よ
う
な
諸
行
を
中
心
と
す
る
信
仰
の
在
り
方
を
問
題
と
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 
  
第
二
項 
信
心
同
一
の
諍
論 
 
ａ
．
信
心
同
一
の
諍
論
の
時
期
と
概
要 
 
次
に
「
信
心
同
一
の
諍
論
１
６
２
」
と
言
わ
れ
る
出
来
事
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
の
出
来
事
は
、『
親
鸞
伝
絵
』
に
信
行
両
座
の
分
判
に
続
い
て
記
載
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
『
歎
異
抄
』
に
も
同
様
の
内
容
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
信
行
両
座
の
分
判
と
同
じ
く
、
『
親
鸞
伝
絵
』
に
は
そ
の
具
体
的
な
時
期
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、『
歎
異
抄
』
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
先
述
の
と
お
り
『
親
鸞
伝
絵
』
の
記
述
順
序
に
依
れ
ば
、
こ
の
出
来
事
は
信
行
両
座
の
分
判
の
後
と
考
え
ら
れ
る
（『
正
統
伝
』
の
記
載
を
参
照
す
れ
ば
、
建
永
元
年
〈
一
二
〇
六
〉
八
月
十
六
日
で
あ
る
。
こ
れ
は
信
行
両
座
の
分
判
の
約
十
一
ヶ
月
後
で
あ
る
）。
ま
た
、
思
想
的
に
考
え
て
も
、
信
行
両
座
の
分
判
に
よ
っ
て
信
心
正
因
が
明
ら
か
と
な
っ
た
う
え
で
、
そ
の
信
心
の
性
質
を
問
題
と
す
る
と
い
う
次
第
順
序
の
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。 
こ
の
次
第
順
序
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
こ
の
出
来
事
は
、
建
永
二
年
（
一
二
〇
七
）
の
専
修
念
仏
弾
圧
に
向
か
っ
て
、
聖
道
門
か
ら
の
専
修
念
仏
停
止
へ
の
圧
力
が
ま
す
ま
す
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
最
中
に
起
こ
っ
た
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。そ
し
て
、
教
団
の
危
機
的
状
況
の
な
か
で
、
親
鸞
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
と
い
う
点
で
も
先
の
出
来
事
と
一
致
し
て
い
る
。
さ
て
そ
れ
で
は
、
信
心
同
一
の
諍
論
の
内
容
を
窺
っ
て
み
た
い
。『
歎
異
抄
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
信
心
同
一
の
諍
論
に
は
、
次
の
よ
う
に
、『
歎
異
抄
』
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の
編
纂
者
（
唯
円
）
が
直
接
親
鸞
か
ら
聞
い
た
言
葉
が
生
き
生
き
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 
故
聖
人
の
御
も
の
が
た
り
に
、
法
然
聖
人
の
御
と
き
、
御
弟
子
そ
の
か
ず
お
は
し
け
る
な
か
に
、
お
な
じ
く
御
信
心
の
ひ
と
も
す
く
な
く
お
は
し
け
る
に
こ
そ
、
親
巒
御
同
朋
の
御
な
か
に
し
て
御
相
論
の
こ
と
さ
ふ
ら
ひ
け
り
。
そ
の
ゆ
へ
は
、
善
信
が
信
心
も
聖
人
の
御
信
心
も
ひ
と
つ
な
り
、
と
お
ほ
せ
の
さ
ふ
ら
ひ
け
れ
ば
、
誓
観
房
・
念
仏
房
な
ん
ど
ま
ふ
す
御
同
朋
達
、
も
て
の
ほ
か
に
あ
ら
そ
ひ
た
ま
ひ
て
、
い
か
で
か
聖
人
の
御
信
心
に
善
信
房
の
信
心
ひ
と
つ
に
は
あ
る
べ
き
ぞ
、
と
さ
ふ
ら
ひ
け
れ
ば
、
聖
人
の
御
智
慧
才
覚
ひ
ろ
く
お
は
し
ま
す
に
一
ひ
と
つ
な
ら
ん
と
も
ふ
さ
ば
こ
そ
ひ
が
ご
と
な
ら
め
、
往
生
の
信
心
に
お
い
て
は
、
ま
た
く
こ
と
な
る
こ
と
な
し
、
た
ゞ
ひ
と
つ
な
り
と
御
返
答
あ
り
け
れ
ど
も
、
な
を
い
か
で
か
そ
の
義
あ
ら
ん
と
い
ふ
疑
難
あ
り
け
れ
ば
、
詮せん
ず
る
と
こ
ろ
、
聖
人
の
御
ま
へ
に
て
、
自
他
の
是
非
を
さ
だ
む
べ
き
に
て
、
こ
の
子
細
を
ま
ふ
し
あ
げ
け
れ
ば
、
法
然
聖
人
の
お
ほ
せ
に
は
、
源
空
が
信
心
も
如
来
よ
り
た
ま
は
り
た
る
信
心
な
り
、
善
信
房
の
信
心
も
如
来
よ
り
た
ま
は
ら
せ
た
ま
ひ
た
る
信
心
な
り
、
さ
れ
ば
た
ゞ
ひ
と
つ
な
り
、
別
の
信
心
に
て
お
は
し
ま
さ
ん
ひ
と
は
、
源
空
が
ま
ひ
ら
ん
ず
る
浄
土
へ
は
、
よ
も
ま
ひ
ら
せ
た
ま
ひ
さ
ふ
ら
は
じ
と
、
お
ほ
せ
さ
ふ
ら
ひ
し
か
ば
、
当
時
の
一
向
専
修
の
ひ
と
ぐ
の
な
か
に
も
、
親
鸞
の
御
信
心
に
ひ
と
つ
な
ら
ぬ
御
こ
と
も
さ
ふ
ら
う
ら
ん
と
お
ぼ
へ
さ
ふ
ら
ふ
。
１
６
３ 
さ
ら
な
る
教
団
の
危
機
的
状
況
の
な
か
、
親
鸞
は
、
自
身
に
発
起
し
た
信
心
と
師
法
然
の
信
心
と
が
同
一
で
あ
る
と
の
了
解
を
表
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
勢
観
房
源
智
（
一
一
八
三
―
一
二
三
九
）
１
６
４
、
念
仏
房
念
阿
（
生
没
年
不
詳
）
な
ど
（『
親
鸞
伝
絵
』
に
は
「
聖
信
房
」
湛
空
〈
一
一
七
六
―
一
二
五
三
〉
の
名
も
記
さ
れ
て
い
る
１
６
５
）
の
「
御
同
朋
達
」
は
、「
も
て
の
ほ
か
」
で
あ
る
と
厳
し
く
非
難
す
る
。
そ
の
非
難
に
対
し
て
親
鸞
は
、
法
然
と
「
智
慧
才
覚
」
が
同
一
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
「
ひ
が
ご
と
」
に
違
い
な
い
が
、
信
心
に
お
い
て
は
全
く
異
な
る
こ
と
が
な
く
、
た
だ
同
一
で
あ
る
と
返
答
す
る
。
こ
こ
で
一
同
は
、
法
然
に
そ
の
是
非
を
問
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
法
然
は
自
己
に
発
起
し
た
信
心
を
「
如
来
よ
り
た
ま
は
り
た
る
信
心
」
で
あ
る
と
述
べ
、
ま
た
親
鸞
に
発
起
し
た
信
心
も
同
様
で
あ
る
か
ら
同
一
で
あ
る
と
告
げ
る
の
で
あ
る
。 
 
す
で
に
信
行
両
座
の
分
判
で
、「
信
心
正
因
」
と
い
う
法
然
の
教
え
が
確
か
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
出
来
事
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
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た
法
然
の
端
的
な
言
葉
に
よ
っ
て
、
そ
の
信
心
の
淵
源
は
如
来
で
あ
り
、
そ
の
如
来
の
回
向
に
よ
っ
て
衆
生
に
信
心
が
成
就
す
る
こ
と
が
見
事
に
教
示
さ
れ
て
い
る
。
信
心
の
発
起
が
如
来
の
力
用
で
あ
る
と
明
確
に
し
た
こ
の
師
教
は
、
そ
の
後
、『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
さ
ら
に
論
及
さ
れ
る
。『
教
行
信
証
』
全
体
の
思
索
に
関
わ
る
こ
の
如
来
の
力
用
を
示
し
た
法
然
の
言
葉
に
、
あ
る
い
は
『
選
択
集
』
以
上
に
、
親
鸞
は
示
唆
を
受
け
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
１
６
６
。 
 
  
ｂ
．
如
来
回
向
の
信
心
が
対
す
る
も
の 
  
と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
親
鸞
は
吉
水
に
お
い
て
、
自
身
に
発
起
し
た
信
心
と
法
然
の
信
心
と
の
同
一
を
主
張
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
す
で
に
信
行
両
座
の
分
判
に
お
い
て
、
信
心
正
因
―
す
な
わ
ち
「
念
仏
ま
ふ
さ
ん
と
お
も
ひ
た
つ
こ
ゝ
ろ
」
が
正
因
で
あ
る
こ
と
―
は
法
然
に
よ
り
明
説
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
「
こ
ゝ
ろ
」
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
は
未
だ
不
明
確
で
あ
り
、
各
別
の
信
心
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
各
別
の
信
心
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
お
の
ず
か
ら
優
劣
や
浅
深
が
生
ま
れ
、
師
法
然
と
入
門
か
ら
数
年
の
親
鸞
の
信
心
が
同
一
の
は
ず
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
１
６
７
。
こ
の
よ
う
な
考
え
に
よ
っ
て
、
数
人
の
弟
子
た
ち
は
親
鸞
の
主
張
を
非
難
し
た
の
で
あ
る
１
６
８
。 
 
こ
こ
に
お
い
て
、
法
然
の
「
如
来
よ
り
た
ま
は
り
た
る
信
心
」
と
い
う
教
示
が
な
さ
れ
、
信
心
同
一
が
如
来
回
向
と
い
う
点
で
証
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
信
心
の
淵
源
が
如
来
で
あ
る
と
い
う
こ
の
教
示
は
、『
教
行
信
証
』
全
体
の
思
索
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
も
「
信
巻
」
に
お
い
て
、
信
心
発
起
を
弥
陀
・
釈
迦
二
尊
の
大
悲
に
よ
る
（「
自
る
」「
従
る
」）
も
の
と
い
う
了
解
（「
別
序
」１
６
９
）、
信
心
の
内
景
と
し
て
如
来
の
願
心
を
見
出
し
て
い
く
了
解
（
三
心
一
心
問
答
〈
特
に
第
二
問
答
〉１
７
０
）
の
始
点
と
し
て
、
こ
の
法
然
の
言
説
が
親
鸞
に
よ
っ
て
聞
き
取
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。 
 
さ
て
、
信
心
同
一
が
明
説
さ
れ
た
後
、
法
然
が
「
別
の
信
心
」
の
人
は
「
源
空
が
ま
ひ
ら
ん
ず
る
浄
土
へ
は
、
よ
も
ま
ひ
ら
せ
た
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ま
ひ
さ
ふ
ら
は
じ
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
、
こ
こ
で
注
目
し
て
み
た
い
。
信
仰
の
異
な
り
に
よ
っ
て
同
じ
浄
土
へ
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
の
言
葉
は
、
先
の
「
体
失
・
不
体
失
の
往
生
の
事
」
に
示
さ
れ
る
「
諸
行
往
生
」
に
つ
い
て
の
教
示
と
並
ん
で
、
非
常
に
示
唆
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
信
仰
の
在
り
方
と
往
生
と
の
関
係
は
、
ゆ
く
ゆ
く
は
、
い
わ
ゆ
る
「
三
願
転
入
」
や
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
に
示
さ
れ
る
三
願
に
よ
る
三
往
生
の
了
解
と
し
て
結
実
し
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
 
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
親
鸞
が
こ
の
出
来
事
を
ど
の
よ
う
な
意
味
で
後
に
述
べ
た
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。
引
用
し
た
『
歎
異
抄
』
所
収
の
信
心
同
一
の
諍
論
に
は
、
そ
の
帰
結
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、「
当
時
の
一
向
専
修
の
ひ
と
ぐ
の
な
か
に
も
、
親
鸞
の
御
信
心
に
ひ
と
つ
な
ら
ぬ
御
こ
と
も
さ
ふ
ら
う
ら
ん
と
お
ぼ
へ
さ
ふ
ら
ふ
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
体
失
不
体
失
の
往
生
の
事
」
で
は
、
諸
行
を
修
す
る
信
仰
の
在
り
方
は
、
法
然
に
よ
っ
て
「
諸
行
往
生
」
と
言
わ
れ
、「
念
仏
往
生
」
と
は
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
信
心
同
一
の
諍
論
を
伝
え
る
『
歎
異
抄
』
で
は
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
、
諸
行
と
決
別
し
た
「
一
向
専
修
の
ひ
と
ぐ
」
で
あ
っ
て
も
「
親
鸞
の
御
信
心
と
ひ
と
つ
な
ら
ぬ
」
と
い
う
問
題
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
『
教
行
信
証
』
に
尋
ね
入
れ
ば
、 
 
 
真
 
ニ
知
 
ヌ
専
修
 
ニ
而シテ
雑
心
 
ナ
ル
者
 
ノ
ハ
不ス
三
獲エ
二
大
慶
喜
心
 
ヲ
一
１
７
１ 
と
「
化
身
土
巻
」
に
教
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
親
鸞
が
如
来
回
向
の
信
心
を
明
確
に
し
よ
う
と
す
る
背
景
に
は
、
念
仏
一
つ
に
帰
依
し
な
が
ら
も
、
念
仏
者
が
な
お
回
向
し
て
浄
土
に
生
ま
れ
よ
う
と
す
る
信
仰
の
在
り
方
の
問
題
―
す
な
わ
ち
第
二
十
願
の
機
の
問
題
―
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
こ
の
こ
と
は
、『
歎
異
抄
』
に
示
さ
れ
る
こ
の
出
来
事
の
受
け
取
り
か
ら
窺
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
受
け
取
り
の
言
葉
は
、
た
だ
他
者
の
信
心
の
異
な
り
を
歎
い
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。『
歎
異
抄
』
の
第
十
一
章
か
ら
第
十
八
章
ま
で
は
、
編
纂
者
（
唯
円
）
が
当
時
の
異
義
を
た
し
か
に
歎
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
た
だ
他
者
の
異
な
り
を
歎
く
と
い
う
よ
り
も
、
み
ず
か
ら
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
歎
く
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
１
７
２
。
そ
し
て
、
吉
水
時
代
の
親
鸞
に
と
っ
て
の
二
つ
の
出
来
事
の
意
味
も
同
様
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
節
で
論
じ
た
い
。 
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以
上
、
信
行
両
座
の
分
判
と
信
心
同
一
の
諍
論
に
よ
っ
て
、
吉
水
教
団
の
信
仰
に
お
け
る
機
の
問
題
を
考
察
し
て
き
た
。
こ
れ
を
通
し
て
思
わ
れ
る
の
は
、
親
鸞
は
念
仏
往
生
の
願
に
よ
っ
て
信
心
発
起
し
、
そ
の
う
え
で
信
仰
に
お
け
る
機
の
問
題
を
凝
視
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
教
え
は
、
法
然
が
説
く
も
の
で
あ
る
か
ら
同
一
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
了
解
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
た
。
諸
行
を
修
す
る
信
仰
の
在
り
方
と
、
信
心
を
各
別
の
も
の
と
し
て
そ
の
浅
深
を
競
う
如
来
回
向
な
き
信
仰
の
在
り
方
は
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
信
仰
に
お
け
る
機
の
問
題
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
親
鸞
が
念
仏
往
生
の
願
に
よ
る
信
心
発
起
か
ら
、
第
十
八
願
を
信
の
願
と
受
け
と
め
な
お
し
、
信
心
発
起
を
仏
道
の
終
点
と
せ
ず
、
始
点
と
し
て
因
願
を
探
っ
て
い
く
親
鸞
の
課
題
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 
   
第
三
節 
内
的
要
因
―
〈
三
願
転
入
〉
― 
 
第
一
項 
〈
三
願
転
入
〉
の
呼
称
に
つ
い
て 
  
親
鸞
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
吉
水
教
団
は
信
仰
の
危
機
に
立
た
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
法
然
に
よ
っ
て
、
第
十
八
願
的
信
仰
と
異
な
る
在
り
方
（
非
本
願
・
定
散
の
機
・
別
の
信
心
・
一
向
専
修
に
し
て
親
鸞
の
信
心
に
ひ
と
つ
な
ら
ぬ
在
り
方
な
ど
）
は
、
別
の
往
生
浄
土
が
示
唆
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
親
鸞
は
こ
の
よ
う
な
在
り
方
を
自
己
と
無
関
係
な
こ
と
、
あ
る
い
は
真
実
義
に
立
っ
た
自
己
が
た
だ
破
邪
す
べ
き
他
者
と
し
て
傍
観
し
て
い
た
の
で
は
な
い
こ
と
に
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
「
化
身
土
巻
」
の
次
の
箇
所
、
い
わ
ゆ
る
「
三
願
転
入
」
に
窺
っ
て
み
た
い
。 
是
 
ヲ
以
 
テ･
愚
禿
釈
 
ノ
鸞
仰
 
キ
二
論
主
 
ノ
解
義
 
ヲ
一
依
 
テ
二
宗
師
 
ノ
勧
化
 
ニ
一
久
 
シ
ク
出
 
テ
二
万
行
諸
善
之
仮
門
 
ヲ
一
永
 
ク
離
 
ナ
ル
二
双
樹
林
下
之
往
生
 
ヲ
一
回
二
入
 
シ
テ
善
本
徳
本
 
ノ
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真
門
 
ニ
一
偏
 
ヘ
ニ
発
 
シ
キ
二
難
思
往
生
之
心
 
ヲ
一
然
 
ル
ニ
今
 
マ
特マコ
ト
ニ 
出テヽ
二
方
便
 
ノ
真
門
 
ヲ
一
転
二
入
 
セ
リ
選
択
 
ノ
願
海
 
ニ
一
速
 
カ
ニ
離
 
レ
テ
二
難
思
往
生
 
ノ
心
 
ヲ
一
欲オモ
フ
三
遂トケ
ン
ト
二
難
思
議
往
生
 
ヲ
一
果
遂
之
誓
良
 
ニ
有
 
ル
二
由
 
ユ
ヘ
一
哉カナ 
爰コヽ
ニ
久
 
シ
ク･
入
 
テ
二
願
海
 
ニ
一
深
 
ク･
知
 
レ
リ
二
仏
恩
 
ヲ
一
為
 
ニ
三
報
二
謝シヤ
ノ
至
徳
 
ヲ
一
摭
ヒ
ロ
フ
テ
二
真
宗
 
ノ
簡カン
要
 
ヲ
一
恒
常
 
ニ
称
二
念
 
ス
不
可
思
議
 
ノ
徳
海
 
ヲ
一
弥
イ
ヨ
ヽ
ヽ
喜
二
愛
 
シ
斯
 
ヲ
一
特コト
ニ
頂イタ
ヽ
キ
二
戴タイ
ス
ル
斯
 
ヲ
一
也
、
１
７
３ 
 
伝
統
的
に
「
三
願
転
入
」
と
言
わ
れ
る
こ
の
呼
称
は
、『
六
要
鈔
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
開
華
院
法
住
の
『
教
行
信
証
金
剛
録
』
を
嚆
矢
と
し
て
１
７
４
、
以
来
、
多
く
の
先
学
が
倣
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
呼
称
は
人
口
に
膾
炙
さ
れ
る
が
、
近
年
、
数
人
の
先
学
が
こ
の
呼
称
に
問
題
を
提
起
し
て
、
親
鸞
の
思
索
を
よ
り
正
確
に
反
映
し
た
新
し
い
呼
称
を
提
示
し
て
い
る
。
幾
つ
か
の
管
見
し
た
呼
称
と
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
整
理
し
、
年
代
順
に
挙
げ
て
み
た
い
１
７
５
。 
 
ｉ
．
三
願
回
転
入
（
藤
場
俊
基
の
説
）
―
一
九
九
七
年
講
演
・
一
九
九
九
年
出
版
１
７
６ 
該
当
箇
所
に
示
さ
れ
る
入
り
方
が
、「
回
入
」
と
「
転
入
」
と
い
う
違
い
と
、
入
る
の
が
「
真
門
」
と
「
願
海
」
と
い
う
違
い
に
注
目
し
て
１
７
７
、「
三
願
転
入
」
と
い
う
呼
称
で
は
、
仮
門
か
ら
真
門
へ
、
真
門
か
ら
弘
願
へ
と
、
あ
た
か
も
信
心
が
徐
々
に
本
物
に
な
っ
て
い
く
よ
う
な
形
に
な
り
、
同
一
線
上
の
三
段
跳
び
的
発
想
に
な
る
こ
と
を
懸
念
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
真
門
回
入
」 
「
回
入
真
門
」「
願
海
転
入
（
転
入
願
海
）」
の
質
的
違
い
を
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
総
称
と
し
て
「
三
願
回
転
入
」
を
提
示
す
る
。 
 
 ｉｉ  
．
三
往
生
転
入
（
寺
川
俊
昭
の
説
）
―
二
〇
〇
二
年
出
版
１
７
８ 
該
当
箇
所
に
示
さ
れ
る
の
は
、
三
願
で
は
な
く
三
往
生
（「
双
樹
林
下
往
生
」「
難
思
往
生
」「
難
思
議
往
生
」）
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
、
三
願
の
転
入
と
い
う
よ
り
も
、
三
往
生
の
転
入
を
主
題
と
す
る
も
の
と
主
張
し
、「
三
往
生
転
入
」
の
呼
称
を
提
示
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
特
に
「
証
巻
」
や
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
の
論
述
に
尋
ね
入
る
こ
と
を
通
し
て
、
難
思
議
往
生
こ
そ
が
親
鸞
が
自
覚
的
に
立
っ
た
往
生
で
あ
る
こ
と
を
教
示
し
て
い
る
。 
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 ⅲ
．
三
往
生
回
転
入
（
池
田
勇
諦
の
説
）
―
二
〇
〇
六
年
出
版
１
７
９ 
該
当
箇
所
は
、
親
鸞
が
『
愚
禿
鈔
』『
観
無
量
寿
経
・
阿
弥
陀
経
集
註
』（
以
下
、『
観
経
・
阿
弥
陀
経
集
註
』
と
称
す
）
以
来
、
一
貫
し
て
問
題
と
し
て
き
た
三
往
生
を
挙
げ
て
三
経
の
宗
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
親
鸞
の
三
往
生
の
自
覚
的
告
白
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
内
容
を
鑑
み
て
「
三
往
生
回
転
入
」
と
い
う
呼
称
を
提
示
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
三
願
転
入
と
い
う
呼
称
は
、
三
往
生
の
回
転
入
を
根
源
化
し
た
呼
称
で
あ
り
、「
三
願
、
、
の
恩
徳
に
依
る
三
往
生
回
転
入
、
、
」
と
了
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
三
往
生
回
転
入
の
呼
称
は
、
右
の
藤
場
や
寺
川
の
思
索
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 
 
ｖｉ
．
入
願
海
の
文
（
加
来
雄
之
の
説
）
―
二
〇
一
一
年
発
表
・
二
〇
一
二
年
出
版
１
８
０ 
近
年
の
「
三
願
転
入
」
と
い
う
呼
称
に
対
す
る
問
題
提
起
で
あ
る
、
該
当
箇
所
に
三
願
が
示
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
指
摘
と
「
転
入
」
だ
け
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
う
指
摘
を
承
け
、「
転
入、
選
択
願
海
、
、
」「
爰
久
入
願
海
、
、
、
」
と
い
う
表
現
に
注
目
し
て 
「
入
願
海
の
文
」
と
い
う
呼
称
を
提
示
す
る
。
該
当
箇
所
以
外
に
あ
る
『
教
行
信
証
』
の
「
入
願
海
」
と
い
う
表
現
は
、「
行
巻
」
に
「
能
 
ク
流
二
入セシ
ム
願
海
 
ニ
一
１
８
１
」
と
あ
る
一
箇
所
の
み
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
と
の
関
連
を
示
し
、
こ
れ
ま
で
の
三
段
階
（
三
往
生
）
の
プ
ロ
セ
ス
で
解
釈
さ
れ
て
き
た
理
解
を
問
い
直
し
、「
難
思
往
生
の
心
」
の
光
景
を
表
現
し
て
い
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 
  
こ
こ
に
列
挙
し
た
よ
う
に
「
三
願
転
入
」
と
い
う
呼
称
に
は
問
題
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
該
当
箇
所
に
、
親
鸞
の
信
仰
が
第
十
九
願
に
基
づ
く
往
生
→
第
二
十
願
に
基
づ
く
往
生
→
第
十
八
願
に
基
づ
く
往
生
と
い
う
直
線
的
な
道
筋
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
右
記
の
見
解
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
三
願
転
入
」
が
あ
ま
り
に
伝
統
的
呼
称
で
あ
る
と
い
う
点
と
、
池
田
が
言
う
よ
う
に
「
三
願
、
、
の
恩
徳
に
依
る
三
往
生
回
転
入
、
、
」
と
い
う
意
味
で
そ
の
呼
称
を
用
い
る
こ
と
は
可
能
か
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
、〈
後
序
〉
や
〈
本
願
加
減
の
文
〉
の
表
記
と
同
様
に
、〈
三
願
転
入
〉
と
表
記
す
る
こ
と
と
す
る
。 
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第
二
項 
親
鸞
の
三
願
に
よ
る
往
生
観
―
良
源
と
隆
寛
の
了
解
を
手
が
か
り
と
し
て
― 
 
ａ
．
良
源
の
三
願
に
よ
る
往
生
の
了
解
を
手
が
か
り
と
し
て 
  
〈
三
願
転
入
〉
の
呼
称
に
関
す
る
前
項
に
示
し
た
見
解
は
、
傾
聴
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
す
べ
て
親
鸞
の
思
想
（『
教
行
信
証
』
や
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
な
ど
）
の
な
か
で
考
察
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
今
、
親
鸞
以
外
の
思
想
家
が
こ
の
『
大
経
』
に
説
か
れ
る
第
十
八
・
第
十
九
・
第
二
十
願
の
三
願
に
よ
る
往
生
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
き
た
の
か
を
手
が
か
り
と
し
て
、
親
鸞
の
独
自
性
を
探
っ
て
み
た
い
。 
 
ま
ず
、
親
鸞
以
前
の
三
願
・
三
往
生
観
を
探
る
た
め
に
、
試
み
に
良
源
（
九
一
二
―
九
八
五
）
の
『
極
楽
浄
土
九
品
往
生
義
』
に
示
さ
れ
る
三
願
に
よ
る
往
生
の
了
解
を
一
瞥
し
て
み
よ
う
。 
此
 
ノ
上
 
ノ
三
願
 
ニ
有
二
何
差
 
別
 
カ
一
釈
曰
除
 
テ
下
造
二
五
逆
 
ヲ
一
誹
二
謗
正
法
 
ヲ
一
者
 
ヲ
上
自
余
 
ノ
凡
夫
 
ノ
若
有
レ
願
者
必
 
ス
令
レ
得
レ
生コト
ヲ
是
第
十
八
 
ナ
リ
彼
人
 
ノ
善
根
 
ハ 
非
二
深
妙
 
ニ
一
故
不
 
ス
レ
説
 
カ
二
現
前
與
衆
迎
摂
 
ヲ
一
第
十
九
 
ノ
願
 
ハ
者
彼
発
 
シ
二
菩
提
心
 
ヲ
一
修
二
諸
 
ノ
功
德
 
ヲ
一
故
 
ニ
與
 
ニ
二
大
衆
 
ノ
一
囲
繞
現
 
セ
ラ
レ
二
其
 
ノ
人
 
ノ
前
 
ニ
一
摂
 
ス
是
 
ヲ
為
二
二
願
之
差
別
 
ト
一
也
若
 
シ
於
 
テ
二
娑
婆
一
有
二
決
定
業
一
者
雖
レ
念
 
ス
ト
二
彼
 
ノ
国
 
ヲ
一
如
何
忽
往
生
 
セ
ン
為
 
ノ
レ
釈
 
カ
二
此
疑
 
ヲ
一
故
有
二
第
二
十
 
ノ
願
一
由
 
ル
カ
レ
此
 
ニ
故
 
ニ
云
 
ヘ
リ
下
欲
レ
生
二
我
国
 
ニ
一
不ハ
二
果
遂
 
セ
一
者
不
上
レ 
取
二
正
覚
 
ヲ
一
此
 
ノ
意
 
ヲ
顕
 
シ
テ
云
 
ク
若
於
二
此
界
 
ニ
一
有
 
ラ
ハ
下
決
定
業
 
ノ
不
 
ル
レ
可
レ
転
 
ス
者
上
雖
レ
無
三
順
次
 
ニ
生
 
コ
ト
二
我
 
カ
国
土
 
ニ
一
而
令
 
メ
ン
二
順
後
業
 
ヲ
シ
テ
定
得
一レ 
生
 
コ
ト
ヲ
矣
然
 
ニ
双
巻
経
興
師
 
ノ
疏
 
ニ
云
 
ク
初
 
ハ
摂
二
中
品
 
ヲ
一
後
 
ハ
摂
二
下
品
 
ヲ
一
有
 
ル
説
 
ニ
ハ
初
 
ハ
下
品
次
 
ハ
上
品
後
 
ハ
中
品
 
ト
ハ
非
也
非
三
唯
乱
 
ノ
ミ
ニ
二
次
第
 
ヲ
一
亦
違
二
観
経
 
ニ
一
不
レ
除
二
五
逆
 
ヲ
一
故
 
ニ
此
 
ノ
師
之
判
恐
未
二
必
 
シ
モ
然
 
ラ
一
於
レ
文
多
 
シ
レ
疑
繁
 
カ
故
不
レ
述
１
８
２ 
良
源
は
、
第
十
八
願
に
よ
っ
て
往
生
す
る
者
に
つ
い
て
、「
彼
の
人
の
善
根
は
深
妙
に
非
ず
」
と
述
べ
て
、
第
十
九
願
の
そ
れ
よ
り
劣
っ
て
い
る
と
示
し
、
そ
の
証
拠
と
し
て
、
第
十
八
願
に
は
仏
が
聖
衆
と
と
も
に
現
前
し
来
迎
す
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
な
い
こ
と 
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を
提
示
し
て
い
る
。
第
十
九
願
に
よ
っ
て
往
生
す
る
者
に
つ
い
て
は
、「
菩
提
心
を
発
し
諸
の
功
徳
を
修
」
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
第
十
九
願
に
は
来
迎
が
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
第
十
八
願
と
第
十
九
願
の
「
二
願
の
差
別
」
を
示
し
て
い
る
。 
 
ま
た
良
源
は
、
第
二
十
願
は
、
娑
婆
に
お
い
て
「
決
定
業
」
を
行
じ
な
が
ら
も
疑
い
が
あ
る
者
の
た
め
に
誓
わ
れ
た
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
「
我
が
国
に
生
ま
れ
ん
と
欲
し
て
、
果
遂
せ
ず
ば
正
覚
を
取
ら
じ
」
と
説
か
れ
て
い
る
と
し
て
、
第
二
十
願
の
願
文
を
そ
の
証
拠
と
し
て
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
良
源
は
、
こ
の
第
二
十
願
の
意
を
汲
ん
で
、
決
定
業
を
転
じ
な
い
者
は
、
順
次
生
に
往
生
で
き
な
く
て
も
、
さ
ら
に
そ
の
次
の
生
に
お
い
て
は
往
生
を
得
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
願
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。 
 
良
源
の
示
す
第
十
八
願
と
第
十
九
願
と
の
関
係
は
明
白
で
あ
る
が
、
こ
の
二
願
（
第
十
八
願
・
第
十
九
願
）
と
第
二
十
願
と
の
関
係
を
良
源
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
や
や
読
み
取
り
難
い
。
こ
の
議
論
は
煩
雑
に
な
る
の
で
こ
こ
で
は
省
略
す
る
が
、
石
田
瑞
麿
に
依
れ
ば
、
良
源
は
第
十
九
願
を
上
品
、
第
十
八
願
を
中
品
、
第
二
十
願
を
下
品
と
当
て
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
１
８
３
。 
 
良
源
の
往
生
の
了
解
は
、
三
願
に
よ
る
三
種
の
往
生
（
三
願
三
往
生
）
で
あ
り
、
来
迎
を
誓
う
第
十
九
願
を
至
上
と
し
な
が
ら
、
機
を
三
種
類
（
上
品
・
中
品
・
下
品
の
三
機
）
に
分
類
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
往
生
観
は
、
聖
道
門
の
立
場
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
の
往
生
観
は
、
発
願
し
努
力
し
た
者
が
最
後
に
報
わ
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
現
代
の
常
識
的
発
想
と
符
合
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
往
生
観
を
比
し
て
み
れ
ば
、
親
鸞
の
〈
三
願
転
入
〉
は
全
く
異
質
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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ｂ
．
隆
寛
の
三
願
に
よ
る
往
生
の
了
解
を
手
が
か
り
と
し
て 
  
次
に
比
較
し
て
み
た
い
の
は
、
親
鸞
の
兄
弟
子
で
あ
る
隆
寛
（
一
一
四
八
―
一
二
二
七
）
の
了
解
で
あ
る
。
隆
寛
の
思
想
は
、
近
年
、
親
鸞
の
そ
れ
と
の
類
似
性
や
、
お
互
い
に
与
え
た
影
響
が
考
察
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
１
８
４
。
こ
こ
で
は
、
隆
寛
が
七
十
三
歳
に
し
て
著
し
た
『
極
楽
浄
土
宗
義
』
の
中
巻
に
示
さ
れ
る
三
願
に
よ
る
往
生
に
つ
い
て
の
言
葉
を
確
か
め
て
み
た
い
。 
問
念
仏
往
生
 
ノ
機
 
有
二
幾
 
ノ
差
別
一
乎
答
案
二
大
経
 
ノ
心
一
有
二
三
種
 
ノ
別
一
所
謂
十
八
十
九
廿
願
是
其
 
ノ
証
也
問
至
誠
心
 
ノ
相
如
何
答
至
者
真
也
誠
者
実
也 
是
即
指
 
シ
テ
二
弥
陀
 
ノ
本
願
 
ヲ
一
名
 
テ
為
 
ス
二
真
実
一
帰
真
実
願
 
ニ
一
之
心
 
ナ
ル
カ
故
 
ニ
隨
 
テ
二
所
帰
 
ノ
願
 
ニ
一
以
二
能
帰
 
ノ
心
 
ヲ
一
為
 
ス
ル
二
真
実
心
一
也
問
深
心
 
ノ
相
如
何
答
深
 
ク
信
 
シ
テ
二
真
実
 
ノ
願
 
ヲ
一
永
 
ク
不
三
生
二
疑
心
一
名
 
テ
之
 
ヲ
一
為
□深
心
一
也
問
回
向
発
願
心
 
ノ
相
如
何
答
信
 
シ
テ
二
真
実
 
ノ
願
 
ヲ
一
疑
心
不
 
カ
生
一
之
故
 
ニ
待
 
チ
二
聖
衆
 
ノ
来
迎
 
ヲ
一
期
 
ス
二
順
次
 
ノ
往
生
 
ヲ
一
此
其
 
ノ
第
三
 
ノ
心
也
第
十
八
願
 
ノ
機
 
ニ
必
 
ス
具
二
此
 
ノ
三
心
 
ヲ
一
耳
十
九
願
 
ノ
機
者
発
菩
提
心
□修
諸
功
徳
 
ノ
人
遇
 
テ
二 
縁
 
ニ
一
発
 
テ
二
三
心
一
蒙
二
来
迎
一
得
 
ル
往
生
 
ト
ヲ
一
是
也
此
 
ノ
□機
中
ノ 
 
ニ
有
二
三
輩
一
其
 
ノ
相
大
経
并
 
ニ
鸞
師
 
ノ
略
論
□等
可
三
見
二
之
一
矣
二
十
 
ノ
願
 
ノ
機
者
 
ハ
念
仏
與
二
余
行
一
兼
カ
ネ 
修
 
シ
テ
信-
心
不
 
ル
決
定
一
人
忽
 
ニ
遇
 
テ
□レ
縁
 
ニ
発
 
テ
三
心
一
依
 
カ
二
他
力
 
ニ
一
故
 
ニ
果
 
テ
以
 
テ
遂
 
ル
往
生
 
ヲ
一
是
也
１
８
５ 
（
□
で
囲
っ
た
文
字
は
底
本
に
は
欠
失
し
て
い
て
、
典
拠
が
加
え
た
も
の
で
あ
る
。） 
〈
問
う
。
念
仏
往
生
の
機
幾
つ
か
の
差
別
有
る
乎
。
答
う
。
大
経
の
心
を
案
ず
る
に
三
種
の
別
有
り
。
所
謂
十
八
・
十
九
・
二
十
願
是
其
の
証
也
。
問
う
。
至
誠
心
の
相
如
何
。
答
う
。
至
は
真
也
、
誠
は
実
也
。
是
れ
即
ち
弥
陀
の
本
願
を
指
し
て
名
づ
け
て
真
実
と
為
す
。
真
実
願
に
帰
す
る
の
心
な
る
が
故
に
、
所
帰
の
願
に
随
い
て
、
能
機
の
心
を
以
て
、
真
実
心
と
為
す
る
也
。
問
う
。
深
心
の
相
如
何
。
答
う
。
深
く
真
実
の
願
を
信
じ
て
永
く
疑
心
を
生
ぜ
ず
。
之
を
名
づ
け
て
深
心
と
為
す
也
。
問
う
。
回
向
発
願
心
の
相
如
何
。
答
う
。
真
実
の
願
を
信
じ
て
疑
心
を
生
ぜ
ざ
る
が
故
に
聖
衆
の
来
迎
を
待
ち
、
順
次
の
往
生
を
期
す
。
此
れ
其
の
第
三
の
心
也
。
第
十
八
願
の
機
に
必
ず
此
の
三
心
を
具
す
の
み
。
十
九
願
の
機
は
発
菩
提
心
、
修
諸
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功
徳
の
人
、
縁
に
遇
い
て
三
心
を
発
し
て
、
来
迎
を
蒙
り
、
往
生
す
る
こ
と
を
得
る
是
れ
也
。
此
の
機
の
中
に
三
輩
有
り
。
其
の
相
、
大
経
并
び
に
鸞
師
の
略
論
等
に
之
を
見
る
べ
し
。
二
十
の
願
の
機
は
念
仏
・
余
行
と
兼
修
し
て
、
信
心
決
定
せ
ざ
る
人
、
忽
ち
に
縁
に
遇
い
て
、
三
心
を
発
し
て
、
他
力
に
依
る
が
故
に
果
し
て
以
て
往
生
遂
ぐ
る
是
也
。〉 
こ
こ
で
隆
寛
は
、
念
仏
往
生
の
機
に
つ
い
て
、
三
願
（
第
十
八
・
第
十
九
・
第
二
十
願
）
を
そ
の
証
拠
と
し
て
、
三
種
の
別
（
差
別
）
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
問
答
に
よ
っ
て
『
観
経
』
三
心
の
相
が
説
か
れ
、
第
十
八
願
の
機
は
必
ず
こ
の
三
心
を
具
す
こ
と
を
ま
ず
示
し
て
い
る
。
次
に
第
十
九
願
の
機
に
つ
い
て
は
、「
発
菩
提
心
、
修
諸
功
徳
の
人
」
と
述
べ
て
、
縁
に
遇
っ
て
三
心
を
発
す
な
ら
ば
、
往
生
を
得
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
最
後
に
第
二
十
願
の
機
に
つ
い
て
は
、「
念
仏
・
余
行
と
兼
修
し
て
、
信
心
決
定
せ
ざ
る
人
」
と
述
べ
て
、
こ
の
機
も
ま
た
縁
に
遇
っ
て
三
心
を
発
す
の
で
あ
れ
ば
、
他
力
に
依
っ
て
往
生
を
得
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 
第
二
十
願
の
機
を
述
べ
る
箇
所
で
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
第
十
八
・
第
十
九
願
の
機
の
往
生
が
「
来
迎
」
と
言
わ
れ
る
点
で
、
親
鸞
の
述
べ
る
難
思
議
往
生
と
は
異
な
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
親
鸞
は
〈
三
願
転
入
〉
や
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
に
て
、
三
種
の
往
生
の
在
り
方
を
示
し
て
い
る
が
、
隆
寛
は
、
こ
こ
で
第
十
九
・
第
二
十
願
の
機
に
つ
い
て
、
と
も
に
縁
に
遇
っ
て
三
心
を
発
す
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
往
生
（
来
迎
往
生
）
を
得
る
者
と
述
べ
る
。
隆
寛
が
示
す
往
生
が
一
種
だ
け
と
い
う
点
も
親
鸞
の
了
解
と
や
や
異
な
っ
て
い
る
１
８
６
。 
し
か
し
な
が
ら
、
隆
寛
の
了
解
は
良
源
の
見
解
と
は
大
き
く
異
な
り
、
第
十
八
願
を
中
心
と
し
て
、
他
力
の
信
心
だ
け
が
―
隆
寛
に
お
い
て
は『
観
経
』三
心
を
意
味
す
る
―
往
生
の
理
由
で
あ
る
と
了
解
し
て
い
る
点
で
親
鸞
の
了
解
と
通
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
隆
寛
が
第
十
八
願
を
「
三
心
を
具
す
の
み
」、
第
十
九
願
の
機
を
「
発
菩
提
心
、
修
諸
功
徳
の
人
」、
第
二
十
願
の
機
を
「
余
仏
・
余
行
と
兼
修
し
て
、
信
心
決
定
せ
ざ
る
人
」
と
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
親
鸞
が
そ
れ
ぞ
れ
を
「
選
択
の
願
海
」「
万
行
諸
善
の
仮
門
」「
善
本
徳
本
の
真
門
」
と
述
べ
る
こ
と
、
ま
た
、
三
願
を
根
拠
と
し
て
誕
生
す
る
機
を
、
正
定
聚
・
邪
定
聚
・
不
定
聚
と
見
定
め
た
こ
と
に
通
底
し
て
い
る
。 
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親
鸞
が
こ
の
『
極
楽
浄
土
宗
義
』
を
披
見
し
得
た
決
定
的
な
証
拠
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に
思
索
し
て
い
る
隆
寛
と
の
思
想
的
交
渉
は
、〈
三
願
転
入
〉
に
あ
ら
わ
れ
る
親
鸞
の
思
索
に
（
あ
る
い
は
、
親
鸞
か
ら
隆
寛
も
ま
た
）、
影
響
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
自
然
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。 
 
た
だ
し
、
こ
の
『
極
楽
浄
土
宗
義
』
の
記
述
と
〈
三
願
転
入
〉
と
に
は
、
も
う
一
つ
重
要
な
異
な
り
が
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
隆
寛
は
三
願
を
証
拠
と
し
て
念
仏
往
生
の
機
に
「
三
種
の
別
あ
り
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
三
種
類
の
機
（
三
機
）
に
分
類
し
て
い
る
の
に
対
し
、
親
鸞
は
「
愚
禿
釈
の
鸞
」
と
自
己
を
名
告
り
、「
永
く
双
樹
林
下
の
往
生
を
離
（
な
）
る
」「
偏
へ
に
難
思
往
生
の
心
を
発
し
き
」「
速
か
に
難
思
往
生
の
心
を
離
れ
て
難
思
議
往
生
を
遂
げ
ん
と
欲
ふ
」
と
自
覚
的
に
述
べ
て
い
る
と
い
う
異
な
り
で
あ
る
。
親
鸞
に
お
い
て
基
本
的
に
三
願
に
基
づ
く
往
生
と
は
、
三
種
の
機
を
指
す
の
で
も
、
一
人
で
あ
っ
て
も
他
者
の
段
階
を
指
す
の
で
も
な
く
、
自
覚
の
う
え
に
感
得
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
特
に
隆
寛
の
記
述
と
の
比
較
の
な
か
で
窺
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。 
  
第
三
項 
〈
三
願
転
入
〉
に
記
さ
れ
る
信
仰
の
あ
ゆ
み
に
お
け
る
「
今
」 
 
〈
三
願
転
入
〉
に
あ
ら
わ
れ
る
親
鸞
の
三
願
に
よ
る
三
往
生
の
記
述
は
、
自
己
の
自
覚
の
う
え
に
表
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
〈
三
願
転
入
〉
に
託
さ
れ
た
親
鸞
の
自
覚
に
深
く
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
自
覚
と
は
常
に
「
今
」
と
い
う
時
間
に
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
本
項
で
は
〈
三
願
転
入
〉
の
「
今
」
に
注
目
し
て
、
三
願
に
よ
る
三
往
生
を
述
べ
る
親
鸞
の
課
題
の
中
心
を
確
か
め
た
い
。 
親
鸞
は
初
め
に
第
十
九
願
に
基
づ
く
往
生
、
す
な
わ
ち
双
樹
林
下
の
往
生
に
つ
い
て
「
永
く
」「
離
（
な
）
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
窺
わ
れ
る
の
は
、「
万
行
諸
善
の
仮
門
」
は
、
も
う
「
久
し
く
」
出
て
い
て
、「
今
」
に
お
い
て
も
離
れ
て
い
る
と
い
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う
自
覚
で
あ
る
１
８
７
。
こ
の
転
換
に
つ
い
て
親
鸞
は
、「
回
入
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
が
、
そ
れ
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、「
万
行
諸
善
」
を
根
拠
と
す
る
仏
道
か
ら
、「
善
本
徳
本
」（
念
仏
）
を
根
拠
と
す
る
仏
道
へ
の
転
換
で
あ
ろ
う
。
そ
の
転
換
は
、 
 
 
い
づ
れ
の
行
も
お
よ
び
が
た
き
身
な
れ
ば
、
と
て
も
地
獄
は
一
定
す
み
か
ぞ
か
し
。
１
８
８ 
と
『
歎
異
抄
』
第
二
章
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
い
ず
れ
の
行
」（
万
行
諸
善
）
も
「
お
よ
び
が
た
き
身
」
で
あ
る
と
い
う
目
覚
め
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
体
験
は
、「
た
ゞ
ひ
と
た
び
１
８
９
」
の
こ
と
で
あ
る
１
９
０
。 
 
そ
れ
に
対
し
て
、
続
い
て
記
さ
れ
て
い
る
第
二
十
願
に
基
づ
く
往
生
、
す
な
わ
ち
難
思
往
生
は
こ
の
「
回
入
」（
諸
行
か
ら
念
仏
を
根
拠
と
す
る
仏
道
へ
の
転
換
）
に
お
い
て
初
め
て
自
覚
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
自
覚
は
、〈
三
願
転
入
〉
の
文
言
と
と
も
に
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
、 
 
 
凡
 
ソ
大
小
聖
人･
一
切
善
人･
以
 
テ
二
本
願
 
ノ
嘉
号
カ
ウ
ヲ
一
為スル
カ
二
己オノ
レ
カ
善
根
 
ト
一
故
 
ニ･
不ス
四
能
 
ハ
三
生
 
コ
ト
二
信
 
ヲ
一
不ス
三
了
 
ラ
二
仏
智
 
ヲ
一
不
五
能
 
ハ
四
了
三
知
 
ス
ル
コ
ト 
建
二
立
 
セ
ル
コ
ト
ヲ
彼
 
ノ
因
 
ヲ
一
故
 
ニ･
無
 
キ
三
入
 
コ
ト
二
報
土
 
ニ
一
也
、
１
９
１ 
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、「
い
づ
れ
の
行
も
お
よ
び
が
た
き
身
」
に
目
覚
め
、
仏
を
根
拠
と
す
る
「
本
願
の
嘉
号
」（
善
本
徳
本
・
念
仏
）
を
聞
き
得
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
の
念
仏
を
み
ず
か
ら
の
「
善
根
」
と
す
る
「
大
小
聖
人
・
一
切
善
人
」
と
い
う
自
力
執
心
の
自
己
の
発
見
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
自
覚
す
る
「
今
」
に
お
い
て
の
み
、「
速
か
に
難
思
往
生
の
心
を
離
れ
て
難
思
議
往
生
を
遂
げ
ん
と
欲
ふ
」
と
い
う
自
覚
が
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。 
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
自
覚
に
よ
っ
て
自
力
執
心
が
消
え
て
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
自
力
執
心
を
「
果
遂
の
誓
」
に
よ
っ
て
自
覚
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
時
間
こ
そ
が
「
今
」
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
今
」
と
い
う
時
間
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
特
定
の
時
間
を
指
す
も
の
で
は
な
い
１
９
２
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、「
回
入
」
と
表
現
さ
れ
た
体
験
は
「
た
ゞ
ひ
と
た
び
」
の
こ
と
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
転
入
」
と
表
現
さ
れ
る
自
覚
は
、
終
わ
る
こ
と
な
く
繰
り
返
し
持
続
す
る
時
間
を
あ
ら
わ
す
の
で
あ
る
１
９
３
。 
 
隆
寛
の
教
説
と
の
比
較
で
窺
わ
れ
た
こ
と
は
、
親
鸞
の
三
願
に
よ
る
三
往
生
の
表
白
は
、
三
機
の
類
別
で
は
な
く
、
自
覚
的
に
述
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べ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
、〈
三
願
転
入
〉
は
過
去
の
体
験
を
思
い
出
と
し
て
語
る
も
の
で
も
、
未
来
へ
の
展
望
を
語
る
も
の
で
も
な
い
。「
果
遂
の
誓
」
で
あ
る
第
二
十
願
に
基
づ
く
「
今
」
の
信
仰
の
在
り
方
の
告
白
と
し
て
、
三
願
に
よ
る
三
往
生
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
 
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
親
鸞
に
と
っ
て
、
も
は
や
第
十
九
願
が
用
済
み
の
願
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。「
永
く
」「
離
（
な
）
る
」
と
い
う
時
制
は
、
現
在
の
時
制
を
あ
ら
わ
す
終
止
形
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
１
９
４
、
仮
門
を
離
れ
た
と
い
う
過
去
の
一
事
実
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
今
」
に
お
い
て
も
離
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 
 
し
か
し
な
が
ら
、
先
の
確
認
か
ら
、
や
は
り
三
願
に
よ
る
三
往
生
を
述
べ
る
と
き
に
あ
る
機
の
問
題
の
中
心
は
、
第
二
十
願
に
基
づ
く
信
仰
の
在
り
方
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
１
９
５
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
親
鸞
が
第
十
八
願
を
信
の
願
と
し
て
捉
え
な
お
す
機
の
問
題
の
中
心
が
、
第
二
十
願
に
基
づ
く
信
仰
の
在
り
方
、
す
な
わ
ち
自
力
を
一
切
入
れ
な
い
本
願
の
仏
道
と
の
出
遇
い
に
お
い
て
、
か
え
っ
て
問
題
と
な
る
自
力
執
心
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
１
９
６
。 
前
節
で
確
か
め
て
き
た
よ
う
に
、
親
鸞
は
異
な
る
信
仰
の
在
り
方
と
相
対
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、〈
三
願
転
入
〉
の
記
述
よ
り
見
れ
ば
、
親
鸞
は
そ
の
よ
う
な
在
り
方
―
な
か
で
も
第
二
十
願
に
基
づ
く
信
仰
の
在
り
方
―
を
自
己
の
問
題
と
し
て
、
そ
し
て
そ
れ
を
課
題
と
し
て
、
念
仏
往
生
の
願
を
信
の
願
と
し
て
捉
え
な
お
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
自
己
の
信
仰
の
在
り
方
を
問
題
と
す
る
と
こ
ろ
に
こ
そ
、
唯
除
の
文
の
探
究
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。 
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小
結 
  
法
然
は
『
選
択
集
』
で
引
用
せ
ず
、
親
鸞
は
「
信
巻
」
で
紙
幅
を
費
や
し
て
尋
ね
入
る
唯
除
の
文
で
あ
る
が
、
第
一
部
で
は
、
親
鸞
が
唯
除
の
文
に
着
目
す
る
所
以
を
、
法
然
の
『
選
択
集
』
か
ら
親
鸞
の
『
教
行
信
証
』
へ
と
い
う
師
資
相
承
の
な
か
で
考
察
し
た
。
そ
の
た
め
、
や
や
遠
回
り
と
も
思
わ
れ
る
が
、
第
一
章
で
は
、〈
後
序
〉
の
真
影
の
図
画
の
記
述
に
注
目
し
て
、『
教
行
信
証
』
の
執
筆
の
「
由
来
の
縁
」
を
確
か
め
、
本
願
成
就
に
立
脚
し
て
念
仏
往
生
の
願
を
信
の
願
と
し
て
捉
え
な
お
す
と
い
う
展
開
の
な
か
に
、
親
鸞
の
唯
除
の
文
へ
の
着
目
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
こ
と
で
あ
る
。 
『
選
択
集
』
の
書
写
と
い
う
決
定
的
な
『
教
行
信
証
』
の
執
筆
の
由
来
に
隠
れ
て
、
従
来
、
真
影
の
図
画
は
『
教
行
信
証
』
の
執
筆
と
の
関
係
の
な
か
で
、
そ
れ
ほ
ど
主
題
的
に
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
親
鸞
の
記
述
に
尋
ね
入
れ
ば
、『
教
行
信
証
』
の
執
筆
に
関
し
て
、『
選
択
集
』
の
書
写
と
真
影
の
図
画
の
も
つ
意
味
は
同
基
準
レ
ヴ
ェ
ル
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
論
で
は
、
真
影
の
図
画
が
「
由
来
の
縁
」
で
あ
る
中
心
的
理
由
を
、
親
鸞
が
「
真
文
」
と
述
べ
る
『
往
生
礼
讃
』
の
〈
本
願
加
減
の
文
〉
に
見
定
め
て
、
そ
こ
に
法
然
の
本
願
観
が
凝
集
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
。
法
然
は
、
浄
土
宗
独
立
と
い
う
課
題
に
お
い
て
、
『
往
生
礼
讃
』
の
〈
本
願
加
減
の
文
〉
を
示
し
て
、
第
十
八
願
を
王
本
願
と
位
置
づ
け
、「
念
仏
往
生
の
願
」
の
名
で
呼
ぶ
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
親
鸞
は
信
心
を
獲
得
す
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
『
往
生
礼
讃
』
の
〈
本
願
加
減
の
文
〉
は
、
親
鸞
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
自
身
に
発
起
し
た
信
心
の
源
で
あ
る
願
心
を
も
っ
と
も
端
的
に
言
い
あ
て
た
文
で
あ
る
と
言
い
得
る
の
で
あ
る
。 
 
し
か
し
親
鸞
は
、
そ
の
信
心
発
起
（
本
願
成
就
）
を
仏
道
の
終
点
と
せ
ず
、
む
し
ろ
始
点
と
す
る
。
信
心
発
起
（
本
願
成
就
）
に
立
っ
て
み
れ
ば
、
第
十
八
願
は
親
鸞
に
信
の
願
と
見
定
め
ら
れ
た
。
従
来
、
法
然
と
親
鸞
の
唯
除
の
文
へ
の
着
目
の
異
な
り
は
、「
差
異
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
が
、
親
鸞
は
法
然
の
説
く
教
え
を
聞
き
、
信
心
発
起
（
本
願
成
就
）
に
立
脚
し
、
因
願
を
探
る
と
い
う
な
か
で
、「
親
鸞
」
の
名
の
も
と
に
、
法
然
が
積
極
的
に
省
い
た
「
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
」（
と
至
心
信
楽
欲
生
）
を
「
信
巻
」
で
読
み
解
い
て
い
く
の
で
あ
る
。 
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こ
の
よ
う
に
親
鸞
は
、
従
果
向
因
の
仏
道
に
お
い
て
、
念
仏
往
生
の
願
を
信
の
願
と
し
て
捉
え
な
お
し
、「
信
巻
」
を
開
説
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
自
他
の
現
実
的
課
題
（
信
仰
の
危
機
）
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
第
二
章
で
は
、
そ
れ
を
特
に
「
信
行
両
座
の
分
判
」
と
「
信
心
同
一
の
諍
論
」
を
手
が
か
り
と
し
て
論
じ
た
の
で
あ
る
が
、〈
三
願
転
入
〉
の
記
述
を
読
め
ば
、
そ
れ
は
単
な
る
他
者
の
信
仰
の
危
機
で
は
な
く
、
自
己
の
信
仰
の
危
機
で
あ
る
。
信
の
願
と
し
て
第
十
八
願
を
捉
え
な
お
し
て
い
く
と
い
う
課
題
の
背
景
を
、
も
し
一
言
で
表
現
す
る
な
ら
ば
、「
信
仰
に
お
け
る
機
の
問
題
」
と
言
い
得
る
だ
ろ
う
。
親
鸞
は
こ
の
機
の
問
題
―
な
か
で
も
第
二
十
願
に
基
づ
く
信
仰
の
在
り
方
―
を
凝
視
し
、
そ
れ
を
背
負
っ
て
、
念
仏
往
生
の
願
を
信
の
願
と
し
て
「
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
」（
と
至
心
信
楽
欲
生
）
を
読
み
解
い
て
い
く
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。 
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【
補
記
】
真
影
の
銘
の
「
世
」
の
一
字
の
欠
落
に
つ
い
て 
 
第
一
部
に
お
い
て
、
私
は
〈
後
序
〉
に
記
さ
れ
る
『
往
生
礼
讃
』
の
〈
本
願
加
減
の
文
〉
を
賛
銘
に
も
つ
真
影
に
つ
い
て
論
及
し
て
き
た
が
、『
往
生
礼
讃
』
の
原
文
に
本
来
あ
る
は
ず
の
「
世
」
の
一
字
が
真
影
の
銘
に
欠
落
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
少
し
記
し
て
お
き
た
い
。 
 
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
と
き
の
真
影
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
法
然
の
絵
像
が
、
愛
知
県
岡
崎
市
大
和
町
沓
市
場
の
真
宗
高
田
派
妙
源
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
１
９
７
。
そ
し
て
そ
の
真
影
の
銘
は
、
中
澤
見
明
に
よ
っ
て
『
選
択
集
』
廬
山
寺
本
の
法
然
の
筆
の
箇
所
な
ど
と
そ
の
筆
致
が
対
照
さ
れ
、
法
然
の
直
筆
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
１
９
８
。
さ
て
、
そ
れ
で
は
そ
の
賛
銘
を
見
て
み
よ
う
。 
 
 
南
無
阿
弥
陀
仏 
 
 
若
我
成
仏
十
方
衆
生
称
我 
 
 
称
我
名
号
下
至
十
声
若 
 
 
不
生
者
不
取
正
覚
彼
仏 
 
 
今
現
在
成
仏
当
知
本
誓 
重
願
不
虚
衆
生
称
念
必 
得
往
生 
文
１
９
９ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
□
で
囲
っ
た
箇
所
は
、〈
後
序
〉
に
記
さ
れ
る
真
影
の
銘
の
記
述
に
は
な
い
） 
 
こ
こ
で
注
目
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
、「
称
我
」
の
二
字
が
重
複
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、『
往
生
礼
讃
』
で
は
「
今
現
在
世
成
仏
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
「
今
現
在
成
仏
」
と
な
っ
て
お
り
、「
世
」
の
一
字
が
抜
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
中
澤
は
、 
 
 
「
称
我
」
の
二
字
が
第
一
行
の
末
尾
と
第
二
行
の
始
め
と
に
重
複
し
て
ゐ
る
。
こ
の
重
複
は
「
称
我
名
号
」
の
四
字
一
句
中
、
前 
「
称
我
」
の
二
字
は
既
に
第
一
行
末
尾
に
書
い
た
の
で
あ
る
が
、
行
を
改
め
て
第
二
行
を
書
く
に
至
り
、
日
来
誦
み
な
れ
た
連
続
の
語
句
と
し
て
、
誤
つ
て
再
び
「
称
我
名
号
」
と
書
き
く
だ
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
既
に
斯
や
う
な
重
複
の
誤
記
も
あ
る
か
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ら
、
従
つ
て
第
四
行
の
「
在
成
仏
」
の
語
も
、
誤
つ
て
「
世
」
の
一
字
を
脱
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
２
０
０ 
と
述
べ
て
、
二
箇
所
の
異
な
り
を
「
誤
記
」
と
断
じ
て
い
る
。
こ
れ
を
承
け
て
小
山
正
文
は
、
特
に
「
世
」
の
一
字
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、 
 
 
「
称
我
」
の
二
字
が
重
複
し
て
い
る
の
と
同
様
、「
世
」
の
字
は
偶
然
飛
ば
し
て
し
ま
っ
た
と
解
釈
し
た
ほ
う
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
へ
ん
あ
ま
り
神
経
質
で
な
い
法
然
の
大
ら
か
さ
が
う
か
が
え
興
味
深
い
と
こ
ろ
と
い
え
よ
う
。
２
０
１ 
と
述
べ
、「
偶
然
」
及
び
「
神
経
質
で
な
い
法
然
の
大
ら
か
さ
」
を
そ
の
理
由
と
し
て
い
る
。
ま
た
小
山
は
、
こ
の
見
解
を
敷
衍
し
て
、
「
親
鸞
は
法
然
に
書
き
与
え
ら
れ
た
と
お
り
、
晩
年
に
至
る
ま
で
忠
実
に
師
の
脱
字
を
守
り
通
し
た
２
０
２
」
と
言
う
の
で
あ
る
。 
 
し
か
し
な
が
ら
、
親
鸞
が
法
然
の
「
誤
記
」「
脱
字
」
を
忠
実
に
守
り
通
し
た
と
考
え
る
こ
と
に
は
問
題
が
残
る
。
な
ぜ
な
ら
、
親
鸞
は
「
世
」
の
一
字
の
欠
落
を
受
容
し
て
、『
教
行
信
証
』『
観
経
・
阿
弥
陀
経
集
註
』『
西
方
指
南
抄
』
に
引
か
れ
る
計
六
箇
所
に
お
い
て
省
い
て
い
る
も
の
の
、「
称
我
」
の
二
字
の
重
複
に
つ
い
て
は
反
映
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
少
な
く
と
も
親
鸞
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、「
世
」
の
一
字
は
正
確
に
法
然
の
第
十
八
願
観
を
あ
ら
わ
す
う
え
で
、
欠
落
し
て
然
る
べ
き
で
あ
る
と
受
け
と
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 
ま
た
、
法
然
の
諸
著
作
に
お
い
て
は
、「
世
」
の
一
字
を
入
れ
て
、
本
来
の
表
記
（「
称
我
」
の
二
字
の
重
複
が
な
く
、「
世
」
の
一
字
は
あ
る
も
の
）
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
さ
ら
に
、
法
然
が
そ
の
本
来
の
表
記
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。 
善
導
和
尚
の
往
生
礼
讃
に
、
本
願
を
ひ
き
て
い
は
（
云
）
く
、
若
我
成
仏
、
十
方
衆
生
、
称
我
名
号
、
下
至
十
声
、
若
不
生
者
、
不
取
正
覚
。
彼
仏
今
現
在
世
成
仏
、
当
知
、
本
誓
重
願
不
虚
、
衆
生
称
念
必
得
往
生
。
文 
こ
の
（
此
）
文
を
つ
ね
（
常
）
に
、
く
ち
（
口
）
に
も
と
な
（
唱
）
へ
、
心
に
も
う
か
へ
、
眼
に
も
あ
て
ゝ
、
弥
陀
の
本
願
を
決
定
成
就
し
て
、
極
楽
世
界
を
荘
厳
し
た
て
ゝ
、
御
目
を
見
ま
は
し
て
、
わ
か
（
我
）
名
を
と
な
ふ
（
唱
）
る
人
あ
（
有
）
る
と
御
ら
ん
（
覧
）
し
、
御
み
ゝ
（
耳
）
を
か
た
ふ
（
傾
）
け
て
、
わ
か
（
我
）
名
を
称
す
る
物
あ
（
有
）
る
と
、
よ
る
（
夜
）
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ひ
る
（
昼
）
き
こ
し
め
さ
る
ゝ
也
。
さ
れ
は
一
称
も
一
念
も
阿
弥
陀
に
し
（
知
）
ら
れ
ま
い
ら
せ
す
と
い
ふ
（
云
）
事
な
し
。
さ
れ
は
摂
取
の
光
明
は
わ
か
（
我
）
身
を
す
て
（
捨
）
給
ふ
事
な
く
、
臨
終
の
来
迎
は
む
な
し
き
（
虚
）
事
な
（
無
）
き
也
。
こ
の
（
此
）
文
は
四
十
八
願
の
ま
な
（
眼
）
こ
也
、
肝
な
り
（
也
）、
神
也
。
四
十
八
字
に
む
す
（
結
）
ひ
た
る
事
は
、
こ
の
ゆ
へ
（
是
故
）
也
。
２
０
３ 
法
然
は
こ
こ
で
、
こ
の
『
往
生
礼
讃
』
の
〈
本
願
加
減
の
文
〉
を
四
十
八
願
の
「
ま
な
こ
」「
肝
」「
神
」
で
あ
る
と
述
べ
て
、
四
十
八
の
願
数
に
準
え
て
、
四
十
八
字
か
ら
成
る
こ
の
文
の
大
切
さ
を
説
い
て
い
る
。「
世
」
の
一
字
を
省
く
と
四
十
八
と
い
う
数
を
維
持
で
き
な
く
な
る
点
、
ま
た
親
鸞
が
「
世
」
の
一
字
を
省
い
て
表
記
し
て
い
る
点
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
法
然
と
親
鸞
の
「
世
」
の
一
字
の
欠
落
に
つ
い
て
、
何
の
意
味
も
見
出
そ
う
と
せ
ず
、「
誤
記
」
と
断
ず
る
こ
と
は
安
易
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
 
さ
ら
に
、
こ
こ
で
福
岡
県
久
留
米
市
善
導
寺
町
飯
田
の
浄
土
宗
大
本
山
善
導
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
法
然
像
２
０
４
と
、『
法
然
上
人
絵
大
鑑
』
所
収
の
法
然
像
２
０
５
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。
こ
の
二
つ
の
法
然
像
に
は
、
妙
源
寺
蔵
法
然
像
と
同
様
に
、『
往
生
礼
讃
』
の
〈
本
願
加
減
の
文
〉が
記
さ
れ
て
い
る（
善
導
寺
蔵
法
然
像
は
画
絹
の
損
傷
が
甚
だ
し
い
が
、僅
か
に
残
る
文
字
か
ら
同
様
と
窺
わ
れ
る
）。
そ
し
て
、
法
然
が
意
図
的
に
「
世
」
の
字
を
欠
落
さ
せ
た
こ
と
に
否
定
的
な
小
山
が
、 
 
 
注
意
を
喚
起
し
た
い
の
は
、
善
導
・
妙
源
両
寺
本
の
賛
銘
の
筆
致
が
、
こ
れ
ま
た
同
一
で
な
い
か
と
思
わ
し
め
る
ほ
ど
酷
似
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
と
に
よ
る
と
両
本
の
賛
銘
は
、
と
も
に
法
然
そ
の
人
が
筆
を
下
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
２
０
６ 
と
述
べ
た
う
え
で
、
残
さ
れ
た
僅
か
な
文
字
か
ら
、
善
導
寺
蔵
法
然
像
の
賛
銘
に
も
「
世
」
の
一
字
の
欠
落
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
筆
跡
に
関
す
る
研
究
を
踏
ま
え
て
み
て
も
、
法
然
は
、
意
図
的
に
「
世
」
の
一
字
を
記
し
て
い
な
い
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、『
法
然
上
人
絵
大
鑑
』
所
収
の
法
然
像
の
賛
銘
は
、
筆
致
に
つ
い
て
は
「
善
導
寺
本
や
妙
源
寺
本
に
通
ず
る
趣
が
認
め
ら
れ
る
２
０
７
」
と
言
わ
れ
る
に
と
ど
ま
る
が
、
こ
の
賛
銘
に
も
、「
世
」
の
一
字
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。 
 
さ
て
、
法
然
と
親
鸞
の
「
世
」
の
一
字
の
欠
落
に
つ
い
て
、
お
そ
ら
く
初
め
て
注
目
し
た
の
は
覚
如
で
あ
ろ
う
。
覚
如
は
『
口
伝
鈔
』
の
「
一
。
十
八
の
願
に
つ
き
た
る
御
釈
の
事
２
０
８
」
と
題
す
る
一
段
で
、「
世
」
の
一
字
の
欠
落
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
主
題
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的
に
論
じ
て
い
る
。 
 
 
「
彼ひ
仏ぶち
今こむ
現
在
げ
ん
ざ
い
成
仏
じ
や
う
ぶ
ち
」
等とう
。
こ
の
御
釈
お
ん
し
や
く
に
世せ
流
布
る
ふ
の
本ほん
に
は
「
在
世
ざ
い
せ
」
と
あ
り
、
し
か
る
に
黒
谷
く
ろ
だ
に
・
本
願
寺
ほ
ん
ぐ
わ
む
じ
両
師
り
や
う
し
と
も
に
、
こ
の
世せ
の
字じ
を
略
り
や
く
し
て
ひ
か
れ
、
ひ
か
れ
た
り
。
わ
た
く
し
に
そ
の
ゆ
へ
を
案あん
ず
る
に
、
略
り
や
く
せ
ら
る
ゝ
条でう
も
と
も
そ
の
ゆ
へ
あ
る
歟か
。
２
０
９ 
覚
如
は
「
世
」
の
一
字
の
欠
落
（
略
）
に
つ
い
て
、「
そ
の
ゆ
へ
あ
る
歟
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
理
由
（
そ
の
ゆ
え
）
に
つ
い
て
、
覚
如
は
ま
ず
『
大
乗
同
性
経
』
に
説
か
れ
る
「
浄
土
の
中
で
成
仏
し
て
い
る
の
は
悉
く
報
身
で
、
穢
土
の
中
で
成
仏
し
て
い
る
の
は
悉
く
化
身
で
あ
る
」
と
い
う
意
の
経
文
に
依
っ
て
こ
れ
を
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、「
世
」
の
一
字
が
あ
る
ま
ま
で
は
阿
弥
陀
仏
が
こ
の
「
世
」（
穢
土
）
で
成
仏
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、「
報
身
」
で
は
な
く
、「
化
身
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
意
味
（
義
理
）
が
通
ら
な
い
こ
と
を
こ
の
字
を
省
い
た
理
由
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
次
に
覚
如
は
、「
世
」
の
字
は
諸
宗
に
お
い
て
、
多
く
は
「
浅
近
の
と
き
」
に
使
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
世
親
の
著
し
た
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
の
、
特
に
「
器
世
間
」
の
一
節
を
そ
の
証
拠
と
し
て
示
し
て
い
る
。 
 
さ
ら
に
覚
如
は
、
真
宗
に
お
い
て
は
、
善
導
に
依
っ
て
、
す
で
に
阿
弥
陀
仏
の
報
身
報
土
を
自
説
と
立
て
て
他
説
を
廃
す
る
こ
と
を
手
本
（
規
模
）
と
す
る
こ
と
を
示
す
。
そ
し
て
『
浄
土
論
』
の
教
説
に
依
っ
て
、
報
土
に
お
い
て
正
覚
を
成
ず
る
阿
弥
陀
仏
の
こ
と
を
言
う
と
き
、「
世
間
」「
浅
近
」
の
こ
と
に
用
い
る
「
世
」
の
一
字
を
も
っ
て
、
そ
の
意
味
を
成
り
立
た
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
、「
世
」
の
一
字
の
不
要
な
る
こ
と
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
自
説
に
つ
い
て
覚
如
は
、
自
身
が
三
論
宗
に
つ
い
て
学
ん
だ
八
宗
兼
学
の
自
性
房
了
然
（
一
二
二
〇
年
頃
―
一
三
一
〇
年
頃
２
１
０
）
と
話
し
合
い
、
こ
の
考
え
に
了
然
が
同
意
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
論
で
覚
如
は
、
法
然
と
親
鸞
に
よ
る
「
世
」
の
一
字
の
欠
落
は
「
誤
記
」「
脱
字
」
で
は
な
く
、
意
義
あ
る
も
の
と
し
て
受
け
と
め
て
い
る
の
で
あ
る
。 
 
し
か
し
な
が
ら
、
覚
如
の
子
で
あ
る
存
覚
（
一
二
九
〇
―
一
三
七
三
）
は
こ
の
見
解
を
全
く
承
け
て
い
な
い
。『
六
要
鈔
』
に
記
さ
れ
る
存
覚
の
見
解
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 
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「
彼
仏
 
ト
」
等
者
、
問
。
此
 
ノ
所
引
 
ノ
文
、
言
 
テ
二
「
今
現
在
 
ト
一
」
無
 
シ
二
世
 
ノ
之
字
一
、
其
 
ノ
義
如
何
。
答
。
所
 
ノ
レ
被
レ
伝
 
ヘ
之
大
祖
 
ノ
御
筆
無
 
シ
二
此
 
ノ
一 
字
一
、
仍
 
テ
任
 
テ
二
彼
 
ノ
本
 
ニ
一
被
レ
除
レ
之
 
ヲ
歟
。
是
則
経
論･
章
疏
以
下
如
 
ノ
レ
此
 
ノ
文
字
増
減
参
差
多
 
ク
有
 
リ
二
異
本
一
、
隨
而
大
祖
所
覧
 
ノ
之
本
無
二
此
 
ノ
字
一
歟
、
故
如
 
ク
二
其
 
ノ
文
 
ノ
一
被
 
ル
三
書
二
与
 
ヘ
之
 
ヲ
一
、
有ラン
二
何
 
ノ
不
審
 
カ
一
、
今
就
 
テ
二
相
伝
 
ニ
一
守
 
ガ
二
其
 
ノ
本
 
ヲ
一
故
 
ニ
被
レ
略
レ
之
也
 
ヲ
。
此
 
ノ
「
世
 
ノ
」
一
字
、
於
 
テ
二
其
 
ノ
有
無
 
ニ
一
非
 
ズ
レ
搆
 
ル
ニ
二
一
義
 
ヲ
一
非
 
ズ
レ
謂
 
ニ
二
善
悪
 
ヲ
一
、
只
存スル
二
於
レ
本
 
ニ
有
 
ル
レ
異
旨
 
ヲ
一
也
。
２
１
１ 
存
覚
は
経
論
章
疏
に
は
異
本
が
多
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
文
字
が
多
少
増
減
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
、
法
然
所
見
の
本
に
は
「
世
」
の
一
字
が
な
か
っ
た
と
推
定
し
、
こ
の
一
字
の
欠
落
の
理
由
と
し
て
い
る
。
存
覚
は
こ
の
見
解
に
基
づ
い
て
、「
世
」
の
一
字
の
有
無
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
に
否
定
的
で
あ
る
。 
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
存
覚
の
見
解
を
、
小
山
は
「
父
よ
り
は
る
か
に
合
理
的
な
見
解
２
１
２
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
私
は
、
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
俯
瞰
的
、
あ
る
い
は
第
三
者
的
な
も
の
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、「
世
」
の
一
字
が
記
さ
れ
て
い
な
い
異
本
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
法
然
は
こ
の
一
字
が
あ
る
『
往
生
礼
讃
』
の
文
を
、『
選
択
集
』
を
含
め
た
他
所
で
引
用
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
然
は
、
四
十
八
字
の
字
数
に
捕
ら
わ
れ
な
い
で
、「
世
」
の
一
字
の
欠
落
し
た
文
を
敢
え
て
選
ん
で
（
も
し
く
は
欠
落
さ
せ
て
）、
親
鸞
に
付
与
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
親
鸞
の
視
点
か
ら
見
て
も
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
の
一
字
が
欠
落
し
た
文
を
〈
後
序
〉
で
記
し
、
ま
た
「
行
巻
」
等
に
お
い
て
も
同
様
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
２
１
３
。 
 
そ
れ
で
は
、「
世
」
の
一
字
が
欠
落
し
た
『
往
生
礼
讃
』
の
〈
本
願
加
減
の
文
〉
を
も
っ
て
、
師
資
相
承
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
い
か
な
る
意
味
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
私
は
覚
如
の
指
南
に
啓
発
を
受
け
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
う
え
で
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。 
 
ま
ず
、「
世
」
の
一
字
の
有
無
に
よ
る
意
味
の
異
な
り
を
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
を
書
き
下
し
て
確
か
め
て
み
よ
う
。 
 
・
世
の
一
字
が
あ
る
場
合 
 
 
〈
彼
の
仏
、
今
現
に
世
に
在
し
て
成
仏
し
た
ま
え
り
〉 
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・
世
の
一
字
が
無
い
場
合 
 
 
〈
彼
の
仏
、
今
現
に
在
し
て
成
仏
し
た
ま
え
り
〉 
一
読
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
世
」
の
一
字
が
あ
る
場
合
は
、「
こ
の
世
（
穢
土
）
に
お
い
て
阿
弥
陀
仏
が
存
在
す
る
」
と
い
う
意
味
に
な
り
、
如
来
の
存
す
る
場
所
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
対
し
て
、「
世
」
の
一
字
が
な
い
場
合
は
、
場
所
に
つ
い
て
全
く
述
べ
ら
れ
ず
、「
今
現
に
」
と
い
う
時
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
場
所
を
示
す
「
世
」
の
一
字
が
あ
る
場
合
は
、
阿
弥
陀
仏
の
存
在
が
や
や
実
体
的
な
仏
で
あ
る
か
の
よ
う
な
意
味
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
こ
の
文
は
、
法
然
と
親
鸞
に
と
っ
て
、
選
択
本
願
の
願
心
の
成
就
を
意
味
す
る
教
説
で
あ
る
。
特
に
親
鸞
に
お
い
て
、
本
願
の
成
就
は
、
自
身
の
信
心
発
起
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
願
の
成
就
に
よ
る
阿
弥
陀
の
成
仏
と
は
全
く
も
っ
て
実
体
的
で
は
な
く
、
自
覚
的
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。 
 
ま
た
、
法
然
と
親
鸞
の
在
世
時
、
実
体
的
な
仏
を
想
定
す
る
思
想
を
代
表
す
る
の
は
、
来
迎
思
想
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
法
然
は
場
合
に
応
じ
て
、
来
迎
思
想
を
説
く
こ
と
が
ま
ま
あ
る
が
、
親
鸞
に
と
っ
て
来
迎
仏
は
、
真
実
信
に
お
い
て
期
待
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、「
世
」
の
一
字
が
欠
落
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
自
覚
と
無
関
係
に
仏
が
実
体
的
に
こ
の
世
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う
意
味
を
、
文
言
の
う
え
で
も
全
く
も
た
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
特
に
三
心
一
心
問
答
で
論
じ
ら
れ
る
よ
う
な
、
自
身
に
発
起
し
た
信
心
の
内
景
に
願
心
を
探
っ
て
い
く
自
覚
的
な
本
願
の
仏
道
に
お
い
て
は
、「
世
」
の
一
字
は
、
積
極
的
に
省
か
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
自
覚
的
な
本
願
の
仏
道
の
開
顕
を
託
し
て
、
法
然
は
敢
え
て
「
世
」
の
一
字
が
欠
落
し
た
『
往
生
礼
讃
』
の
〈
本
願
加
減
の
文
〉
を
書
き
与
え
た
、
と
親
鸞
は
受
け
と
め
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
 
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
「
世
」
の
一
字
の
欠
落
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
議
論
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
補
記
で
は
、
む
し
ろ
「
誤
記
」「
脱
字
」
と
断
じ
て
議
論
の
不
必
要
性
を
い
う
こ
と
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
親
鸞
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
欠
落
に
何
ら
か
の
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
こ
と
を
主
題
と
し
て
論
じ
た
。そ
の
う
え
で
、蛇
足
で
は
あ
る
が
私
見
を
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
。 
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註 
 
１ 
こ
こ
で
浅
井
成
海
が
、
法
然
か
ら
親
鸞
へ
の
本
願
観
の
「
継
承
と
展
開
」
の
一
つ
に
一
願
建
立
か
ら
五
願
建
立
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
曽
我
量
深
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
 
 
  
 
従
来
は
、
法
然
上
人
は
一
願
建
立
で
あ
る
、
わ
が
浄
土
真
宗
、『
教
行
信
証
』
の
浄
土
真
宗
は
五
願
建
立
で
あ
る
、
と
。
こ
う
い
う
よ
う
に
、
従
来
の
講
者
方
は
述
べ
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
わ
た
く
し
は
、
も
う
一
つ
そ
れ
を
詮
じ
つ
め
て
い
き
ま
す
な
ら
ば
、
法
然
上
人
の
浄
土
宗
は
一
願
建
立
で
あ
る
の
に
た
い
し
て
、
わ
が
ご
開
山
聖
人
の
浄
土
真
宗
は
、
十
七
願
・
十
八
願
、
大
行
の
願
・
大
信
の
願 
 
。
選
択
本
願
を
、
行
信
・
機
法
と
い
う
位
を
明
ら
か
に
し
て
、
そ
う
し
て
、
ま
さ
し
く
法
然
上
人
の
一
願
建
立
に
た
い
し
て
、
二
願
建
立
と
い
う
こ
と
を
な
さ
れ
た
の
が
『
教
行
信
証
』
の
ほ
ん
と
う
の
お
ぼ
し
め
し
で
な
か
ろ
う
か
と
、
こ
う
わ
た
く
し
は
領
解
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
五
願
建
立
と
申
し
ま
す
れ
ば
、『
教
行
信
証
』
全
体
か
ら
見
れ
ば
、
そ
れ
は
五
願
建
立
に
違
い
ご
ざ
い
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
し
か
し
な
が
ら
『
教
行
信
証
』
の
一
番
中
心
と
な
る
も
の
は
、「
大
行
の
巻
」
と
「
大
信
の
巻
」
の
二
巻
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
故
に
、
わ
た
く
し
は
、
浄
土
真
宗
は
五
願
建
立
だ
と
い
う
よ
う
に
、
は
じ
め
か
ら
五
願
を
開
顕
な
さ
れ
た
と
い
う
の
で
な
く
し
て
、
ま
ず
も
っ
て
一
願
を
開
い
て
、
二
願
を
建
立
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
、
聖
人
の
浄
土
真
宗
ご
開
闢
の
お
ぼ
し
め
し
で
な
か
ろ
う
か
。  
 
 
 
                   
（『
正
信
念
仏
偈
聴
記
』『
曽
我
量
深
選
集
』
九
・
二
二
頁
） 
曽
我
は
こ
こ
で
、「
正
信
念
仏
偈
」
の
偈
前
の
文
（『
定
親
全
』
一
・
八
四
―
八
五
頁
〔『
聖
典
』
二
〇
三
頁
〕）
の
言
葉
を
聞
き
、
親
鸞
の
視
点
よ
り
見
て
、
親
鸞
は
初
め
か
ら
五
願
を
開
顕
し
た
の
で
は
な
く
、
ま
ず
も
っ
て
一
願
を
二
願
に
開
い
た
と
喝
破
し
て
い
る
。
私
は
本
論
で
こ
の
指
南
を
承
け
て
論
じ
て
い
る
。 
２ 
浅
井
成
海
「
法
然
教
義
よ
り
親
鸞
教
義
へ
の
継
承
と
展
開
」『
法
然
と
親
鸞
―
そ
の
教
義
の
継
承
と
展
開
―
』
参
照
。 
３ 
た
だ
し
、
法
然
は
『
選
択
集
』
以
外
の
著
作
に
お
い
て
、
第
十
八
願
以
外
に
も
言
及
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
『
選
択
集
』
は
、
法
然
の
思
想
を
浄
土
宗
独
立
を
果
た
す
た
め
に
先
鋭
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
（
延
塚
知
道
『
教
行
信
証
―
そ
の
構
造
と
核
心
―
』
一
八
〇
頁
参
照
）。
し
か
し
な
が
ら
本
論
文
で
は
、
親
鸞
が
『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
、
唯
一
言
及
す
る
法
然
の
著
作
で
あ
る
『
選
択
集
』
と
『
教
行
信
証
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。 
４ 
た
だ
し
、「
教
巻
」
に
は
特
定
の
願
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、『
教
行
信
証
』
高
田
専
修
寺
本
の｢
総
序｣
に
は
、 
 
 
 
大
無
量
寿
経 
浄真
土実
真之
宗教 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（『
定
親
全
』
一
・
七
頁
欄
外
註
〔『
聖
典
』
一
五
〇
頁
〕） 
  
と
『
大
経
』
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
し
、「
教
巻
」
に
は
、 
 
 
夫
 
レ
顕
 
サ
二
真
実
 
ノ
教
 
ヲ
一
者ハ
則
 
チ
『
大
無
量
寿
経
』
是
也 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（『
定
親
全
』
一
・
九
頁
〔『
聖
典
』
一
五
二
頁
〕） 
（
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
親
鸞
真
蹟
の
『
教
行
信
証
』
で
あ
る
坂
東
本
は
、｢
総
序｣
と
「
教
巻
」
の
前
半
の
損
傷
が
激
し
く
参
照
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
『
定
本
親
鸞
聖
人
全
集
』
第
一
巻
に
対
照
さ
れ
て
い
る
西
本
願
寺
本
を
引
用
し
た
。
以
下
、
一
々
指
摘
し
な
い
こ
と
と
す
る
） 
 
と
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
教
巻
」
は
『
大
経
』
全
体
に
包
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
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５ 
安
冨
信
哉
『
真
実
信
の
開
顕
―
『
教
行
信
証
』「
信
巻
」
講
究
―
』
一
三
二
―
一
三
三
頁
参
照
。 
６ 
藤
本
淨
彦
「
法
然
と
親
鸞
―
三
つ
の
視
座
か
ら
の
私
考
―
」『
仏
教
的
伝
統
と
人
間
の
生
―
親
鸞
思
想
研
究
へ
の
視
座
―
』
一
七
六
―
一
七
七
頁 
７ 
『
往
生
大
要
鈔
』『
法
然
全
』
六
一
頁 
８ 
『
浄
土
宗
大
意
』『
法
然
全
』
四
七
二
頁 
９ 
周
知
の
と
お
り
、『
教
行
信
証
』
の
後
述
は
親
鸞
に
よ
っ
て
「
序
」
と
い
う
位
置
付
け
が
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
後
述
を
「
後
序
」
と
呼
称
す
る
こ
と
で
、｢
総
序｣
「
別
序
」
と
同
様
の
位
置
付
け
と
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
伝
統
的
に
「
後
序
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
て
、
以
下
、〈
後
序
〉
と
表
記
し
た
い
。
た
と
え
ば
、
加
来
雄
之
は
『
教
行
信
証
』
の
後
述
を
〈
後
序
〉
と
表
記
し
て
、｢
総
序｣
と
「
別
序
」
と
は
異
な
る
位
置
付
け
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（「「
釈
親
鸞
」
の
遺
産
相
続
―
「
鏡
御
影
」
を
手
が
か
り
に
―
」
上
『
親
鸞
教
学
』
九
十
六
・
六
頁
・
七
頁
等
）。 
 
な
お
、〈
後
序
〉
の
表
記
の
よ
う
に
、〈 
〉
を
使
用
す
る
の
は
、
本
論
文
で
は
次
の
場
合
で
あ
る
。 
①
〈
後
序
〉
の
よ
う
に
、
伝
統
的
な
呼
称
で
あ
る
が
、
親
鸞
の
視
点
か
ら
見
た
と
き
、
相
応
し
く
な
い
場
合 
 
②
〈
無
量
寿
経
〉
の
よ
う
に
、
よ
く
総
称
を
意
味
す
る
と
き
に
使
用
さ
れ
る
場
合 
 
③
（ 
〈 
〉 
）
と
い
う
よ
う
に
、
括
弧
内
に
さ
ら
に
括
弧
を
用
い
る
場
合 
 
④
典
拠
で
は
訓
点
が
十
分
に
附
さ
れ
て
い
な
い
漢
文
を
引
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
書
き
下
し
を
併
記
す
る
場
合 
１
０ 
『
定
親
全
』
一
・
三
八
一
頁
〔『
聖
典
』
三
九
九
頁
〕 
１
１ 
延
塚
知
道
は
、
こ
の
文
章
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
 
  
 
 
引
文
を
よ
く
読
む
と
、
法
然
と
の
出
遇
い
と
『
選
択
集
』
の
書
写
と
が
「
悲
喜
の
涙
を
抑
え
て
由
来
の
縁
を
註
す
」
と
、
一
連
に
つ
づ
ら
れ
て
い
る
こ
の
文
章
の
勢
い
か
ら
、
二
十
九
歳
の
法
然
と
の
出
遇
い
と
三
十
三
歳
の
『
選
択
集
』
の
書
写
と
が
違
っ
た
年
の
出
来
事
で
あ
っ
て
も
、
親
鸞
に
と
っ
て
は
、「
決
定
往
生
の
徴
」
と
し
て
一
貫
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（『
教
行
信
証
―
そ
の
構
造
と
核
心
―
』
六
八
頁
） 
私
も
こ
の
読
み
取
り
を
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
論
文
で
は
こ
れ
を
承
け
た
う
え
で
、『
選
択
集
』
の
書
写
に
並
ん
で
記
さ
れ
て
い
る
真
影
の
図
画
に
注
目
し
た
い
。 
１
２ 
『
定
親
全
』
一
・
三
八
一
―
三
八
三
頁
〔『
聖
典
』
三
九
九
―
四
〇
〇
頁
〕 
割
り
注
に
示
さ
れ
る
「
兼
実
」
に
「
ケ
ン
シ
チ
」
の
右
訓
、「
カ
ネ
サ
ネ
」
の
左
訓
あ
り
。 
１
３ 
親
鸞
が
書
写
し
た
『
選
択
集
』
に
法
然
が
書
い
た
名
は
「
釈
綽
空
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
本
論
で
は
〈
後
序
〉
の
記
述
に
依
っ
て
「
釈
の
綽
空
」
と
「
の
」
の
字
を
入
れ
て
示
し
て
い
る
。 
１
４
〈
後
序
〉
の
記
述
で
は
、
こ
の
名
が
ど
こ
に
記
さ
れ
た
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
覚
如
の
『
拾
遺
古
徳
伝
絵
詞
』
第
六
巻
第
四
段
に
は
、〈
後
序
〉
の
記
述
に
基
づ
い
て
親
鸞
の
『
選
択
集
』
の
書
写
の
事
実
が
示
さ
れ
る
な
か
に
、
こ
の
「
釈
の
綽 
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空
」
の
名
が
法
然
に
よ
っ
て
「
外
題
の
し
た
」
に
記
さ
れ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
（『
真
聖
全
』
三
・
七
三
一
頁
参
照
）。 
小
山
正
文
は
、
こ
の
記
述
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
推
測
し
て
い
る
。 
親
鸞
没
後
八
年
目
に
し
て
生
ま
れ
た
覚
如
が
、
曽
祖
父
親
鸞
見
写
の
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
を
実
見
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
の
で
、
右
の
「
外
題
下
」
と
い
う
記
載
は
無
視
し
が
た
い
だ
ろ
う
。 
（『
真
宗
重
宝
聚
英
』
六
・
二
五
七
頁
） 
た
だ
し
、
親
鸞
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
記
載
の
位
置
は
、『
教
行
信
証
』
の
執
筆
の
「
由
来
の
縁
」
に
関
わ
ら
な
い
か
ら
、
敢
え
て
示
す
必
要
が
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
た
し
か
に
親
鸞
は
、
当
時
「
綽
空
」
の
名
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
前
年
に
自
身
を
「
僧
綽
空
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
法
然
に
よ
っ
て
、「
釈
」
を
冠
せ
ら
れ
た
こ
と
が
こ
こ
で
は
重
要
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
（
第
一
部
註
１
３
３
参
照
）。 
１
５ 
皆
往
院
鳳
嶺
『
広
文
類
聞
書
』
十
五
『
真
宗
大
系
』
十
七
・
二
七
三
頁 
１
６ 
安
冨
信
哉
は
、｢
総
序｣
に
「
真
」
の
字
が
多
い
こ
と
に
着
目
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
 
  
 
 
「
真
」
の
一
字
が
こ
と
さ
ら
強
調
さ
れ
て
い
る
の
に
気
付
く
。
こ
れ
は
「
た
だ
念
仏
の
み
ぞ
ま
こ
と
」
と
い
う
深
い
頷
き
と
、
同
じ
意
趣
の
表
現
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。（
中
略
）
ま
さ
に
衆
生
の
身
に
な
り
き
っ
て
は
た
ら
く
と
こ
ろ
に
、
真
実
と
い
う
も
の
の
「
真
に
し
て
実
な
る
」
意
義
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
仏
教
に
お
い
て
、
真
理
の
概
念
は
広
い
。
し
か
し
真
如
と
い
い
、
法
性
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
で
は
抽
象
的
真
理
概
念
で
あ
っ
て
、
具
体
的
真
理
概
念
に
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
親
鸞
の
見
出
し
た
真
理
は
、
一
般
的
真
理
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
衆
生
（
も
の
）
の
身
に
な
っ
た
能
力
的
真
理
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
真
実
で
あ
っ
た
。 
（『『
教
行
信
証
』
へ
の
序
論
―
総
序
を
読
む
―
』
一
三
〇
頁 
中
略
引
用
者
） 
１
７ 
親
鸞
は
、『
選
択
集
』
の
書
写
と
真
影
の
図
画
に
つ
い
て
、
改
名
の
言
及
等
の
前
後
の
両
方
に
記
し
て
い
る
。
本
論
で
述
べ
た
「
一
度
目
」
と
は
、
こ
の
改
名
の
言
及
の
前
の
記
述
を
指
す
。 
１
８ 
『
定
親
全
』
一
・
三
八
二
頁
欄
外
註
参
照
。 
１
９ 
こ
こ
で
「
右
訓
」
と
し
た
仮
名
は
、
送
り
仮
名
で
あ
る
が
、
本
文
の
右
に
記
さ
れ
た
仮
名
と
い
う
意
味
で
「
右
訓
」
と
し
た
。
な
お
、
左
訓
に
つ
い
て
も
、
訓
読
の
範
疇
を
超
え
て
本
文
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
仮
名
で
記
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
が
、
本
論
文
で
は
、
本
文
の
左
に
記
さ
れ
た
仮
名
を
総
称
と
し
て
「
左
訓
」
と
言
う
こ
と
と
す
る
。 
２
０ 
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
―
翻
刻
篇
―
』
六
六
八
頁
欄
外
参
照
。 
２
１ 
『
定
親
全
』
一
・
一
四
四
頁
〔『
聖
典
』
二
四
五
頁
〕 
２
２ 
『
定
親
全
』
二
・
漢
文
篇
・
一
一
頁
〔『
聖
典
』
四
二
九
頁
〕 
２
３ 
『
定
親
全
』
二
・
漢
文
篇
・
一
四
頁
〔『
聖
典
』
四
三
一
頁
〕 
２
４ 
『
定
親
全
』
二
・
和
讃
篇
・
一
九
頁
〔『
聖
典
』
四
八
一
頁
〕 
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２
５ 
こ
こ
で
親
鸞
が
「
真
」
と
い
う
字
を
使
う
の
は
、
真
文
で
あ
る
『
往
生
礼
讃
』
の
い
わ
ゆ
る
本
願
加
減
の
文
が
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
本
論
で
も
言
及
す
る
が
、
そ
の
な
か
に
本
願
の
成
就
を
示
す
「
彼
仏
今
現
在
成
仏 
当
知
本
誓
重
願
不
虚 
衆
生
称
念
必
得
往
生
」
と
い
う
文
が
あ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
先
述
の
『
愚
禿
鈔
』
二
機
対
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
実
虚
対
」
や
、
『
唯
信
鈔
文
意
』
の
、 
 
  
 
虚こ
は
む
な
し
く
し
て
、
実じち
な
ら
ぬ
な
り
、
仮け
は
か
り
に
し
て
真しん
な
ら
ぬ
な
り
。 
（『
定
親
全
』
三
・
和
文
編
・
一
七
九
頁
〔『
聖
典
』
五
五
七
頁
〕） 
と
い
う
確
か
め
を
鑑
み
れ
ば
、「
不
虚
」
と
い
う
言
説
を
有
す
る
『
往
生
礼
讃
』
の
い
わ
ゆ
る
本
願
加
減
の
文
を
「
真
文
」
と
言
う
と
き
、「
実
」
の
意
味
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。 
２
６ 
引
文
指
示
語
、
訓
点
、
御
自
釈
と
言
わ
れ
る
箇
所
に
あ
る
引
用
と
思
わ
れ
る
言
葉
が
多
々
あ
る
『
教
行
信
証
』
を
、
厳
密
に
御
自
釈
と
引
文
に
分
け
て
、
割
合
を
算
出
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
引
文
の
割
合
を
「
八
割
強
」
と
し
た
の
は
河
田
光
夫
に
依
っ
た
（「
親
鸞
の
思
想
形
成
に
お
け
る
漢
文
作
品
の
位
置
」『
親
鸞
の
思
想
形
成
』〈
河
田
光
夫
著
作
集
』
三
〉
一
三
五
頁
参
照
）。 
２
７ 
『
定
親
全
』
一
・
六
七
頁
〔『
聖
典
』
一
八
九
頁
〕 
割
り
注
の
「
業
」
に
「
ハ
」、「
仏
」
に
「
ヲ
」、「
為
」
に
「
ス
ト
」、「
本
」
に
「
ト
」
の
右
訓
あ
り
。 
２
８ 
た
と
え
ば
本
多
弘
之
は
、『
教
行
信
証
』
に
引
か
れ
る
『
選
択
集
』
の
分
量
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
分
量
か
ら
見
る
と
、
な
ぜ
こ
れ
だ
け
な
の
か
、
と
い
う
疑
問
も
起
こ
る
こ
と
で
あ
る
。 
（『
根
本
言
と
し
て
の
名
号
』
一
六
五
頁
） 
２
９ 
香
月
院
深
励
『
教
行
信
証
講
義
』『
教
行
信
証
講
義
集
成
』
三
・
二
九
五
頁 
３
０ 
こ
の
見
解
は
江
戸
期
の
講
録
だ
け
で
は
な
く
、
近
代
に
お
い
て
も
金
子
大
栄
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。 
親
鸞
が
こ
の
標
挙
と
帰
結
と
の
文
を
引
け
る
は
、
以
て
『
選
択
集
』
全
部
を
代
表
せ
し
め
た
る
も
の
で
あ
る
。 
（『
教
行
信
証
講
読
』
教
行
の
巻
〈『
金
子
大
栄
著
作
集
六
』〉
二
九
七
頁
） 
３
１ 
こ
の
見
解
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 
こ
の
引
文
の
短
さ
は
、
親
鸞
と
源
空
と
の
課
題
の
共
通
性
と
問
題
意
識
の
合
致
と
を
示
し
て
い
て
、
鮮
烈
に
本
師
源
空
の
明
ら
か
に
し
た
「
仏
教
」、「
本
師
源
空
明
仏
教
」（「
正
信
偈
」）
の
意
味
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。 
（
本
多
弘
之
『
根
本
言
と
し
て
の
名
号
』
一
六
五
―
一
六
六
頁
） 
３
２ 
延
塚
知
道
『
教
行
信
証
―
そ
の
構
造
と
核
心
―
』
八
四
頁 
３
３ 
延
塚
知
道
『
教
行
信
証
―
そ
の
構
造
と
核
心
―
』
八
一
―
八
二
頁
参
照
。 
３
４ 
『
定
親
全
』
一
・
九
一
頁
〔『
聖
典
』
二
〇
七
頁
〕 
３
５ 
『
浄
真
全
』
一
・
一
二
九
八
頁 
３
６ 
こ
の
問
題
を
鋭
く
考
察
し
て
い
る
先
学
に
加
来
雄
之
が
い
る
（「「
釈
親
鸞
」
の
遺
産
相
続
―
「
鏡
御
影
」
を
手
が
か
り
に
―
」
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上
・
下
『
親
鸞
教
学
』
九
十
六
・
九
十
七
参
照
）。
加
来
は
「
三
心
章
」
の
文
と
「
正
信
念
仏
偈
」
源
空
章
の
文
を
比
較
し
、
そ
の
差
異
に
つ
い
て
、 
こ
の
微
妙
な
差
異
に
こ
そ
、
師
源
空
の
教
え
を
受
け
止
め
た
弟
子
親
鸞
が
「
釈
親
鸞
」
の
名
の
り
を
も
っ
て
応
答
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
独
自
の
教
学
的
課
題
が
際
立
っ
て
く
る
。 
（「「
釈
親
鸞
」
の
資
産
相
続
―
「
鏡
御
影
」
を
手
が
か
り
に
―
」
下
『
親
鸞
教
学
』
九
十
七
・
二
一
頁
） 
と
述
べ
て
、
親
鸞
が
「
当
知
」
か
ら
引
用
す
る
点
、「
還
来
」
の
二
字
を
加
え
た
点
、「
能
入
」
を
「
速
入
」
に
変
更
し
た
点
、
「
疑
」
を
「
疑
情
」
に
、「
信
」
を
「
信
心
」
に
変
更
し
た
点
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
論
じ
て
い
る
。
今
こ
こ
で
、
こ
の
研
究
の
成
果
を
す
べ
て
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
研
究
を
承
け
て
思
わ
れ
る
こ
と
を
少
し
く
記
し
た
い
。 
法
然
は
「
生
死
の
家
」
に
止
ま
る
か
、「
涅
槃
の
城
」
に
入
る
か
を
決
定
す
る
の
は
「
疑
」
と
「
信
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
疑
」
か
ら
「
信
」
へ
向
か
う
と
い
う
方
向
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
親
鸞
は
「
三
心
章
」
に
記
さ
れ
る
よ
う
な
法
然
の
師
教
に
よ
っ
て
、
た
し
か
に
信
に
お
い
て
無
上
涅
槃
の
は
た
ら
き
の
な
か
に
参
入
す
る
。
し
か
し
、
親
鸞
に
と
っ
て
そ
れ
は
仏
道
の
終
着
点
で
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
「
疑
」
か
ら
「
信
」
に
向
か
う
教
示
を
聞
い
た
親
鸞
が
、「
疑
情
」
の
問
題
を
見
出
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
法
然
が
「
疑
」
か
ら
「
信
」
の
順
序
で
「
三
心
章
」
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
『
高
僧
和
讃
』
源
空
讃
の
第
十
一
首
と
第
十
二
首
（
こ
の
二
首
だ
け
が
源
空
讃
の
な
か
で
教
学
に
基
づ
く
和
讃
で
あ
る
）
が
、 
〈
第
十
一
首
〉 
 
 
 
諸
仏
し
よ
ぶ
ち
方
便
は
う
べ
ん
と
き
い
た
り 
 
源
空
ぐ
ゑ
ん
く
ひ
じ
り
と
し
め
し
つ
ゝ 
 
 
 
無
上
の
信
心
お
し
え
て
ぞ 
 
涅
槃
ね
ち
は
ん
の
か
ど
お
ば
ひ
ら
き
け
る 
 
 
 
 
 
 
 
 
（『
定
親
全
』
二
・
和
讃
篇
・
一
三
二
頁
〔『
聖
典
』
四
九
九
頁
〕） 
〈
第
十
二
首
〉 
 
 
 
 
真しん
の
知
識しき
に
あ
ふ
こ
と
は 
 
 
 
 
か
た
き
が
な
か
に
な
ほ
か
た
し 
 
 
 
 
流る
転てん
輪りん
回ゑ
の
き
わ
な
き
は 
 
 
 
 
疑ぎ
情じや
う
の
さ
は
り
に
し
く
ぞ
な
き 
 
 
 
 
 
 
 
 
（『
定
親
全
』
二
・
和
讃
篇
・
一
三
二
頁
〔『
聖
典
』
四
九
九
頁
〕） 
と
い
う
よ
う
に
、「
無
上
の
信
心
」
か
ら
「
疑
情
の
さ
は
り
」（「
疑
情
」
の
左
訓
に
「
う
た
か
ふ
こ
ゝ
ろ
」
と
あ
る
）
へ
と
い
う
順
序
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、
親
鸞
は
法
然
の
教
説
を
聞
い
て
初
め
て
問
題
と
な
る
機
の
「
疑
情
の
さ
は
り
」
の
問
題
を
見
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
正
信
念
仏
偈
」
源
空
章
の
文
は
、
文
字
の
増
減
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は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、
そ
の
僅
か
な
差
異
に
お
い
て
、
法
然
が
、「
当
知
」
と
い
っ
て
述
べ
る
教
説
に
、
応
答
し
た
親
鸞
の
課
題
が
示
さ
れ
て
い
る
。 
３
７ 
『
定
親
全
』
一
・
八
五
頁
〔『
聖
典
』
二
〇
三
頁
〕 
「
釈
」
の
右
訓
「
ニ
」
の
さ
ら
に
右
に
「
ヲ
」
と
あ
る
。 
３
８ 
『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
・
一
〇
六
頁
〔『
聖
典
』
五
二
六
頁
〕 
３
９ 
同
じ
銘
文
に
つ
い
て
の
文
意
は
、
建
長
本
（
略
本
）
に
も
示
さ
れ
て
い
る
（『
定
親
全
』
三
・
五
九
―
六
二
頁
参
照
）。 
４
０ 
『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
・
一
〇
六
―
一
〇
七
頁
〔『
聖
典
』
五
二
六
―
五
二
七
頁
〕 
４
１ 
こ
こ
で
は
銘
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
正
嘉
本
（
広
本
）
に
基
づ
い
て
論
じ
て
い
る
が
、
建
長
本
（
略
本
）
に
お
い
て
も
同
箇
所
は
、「
又
曰、
」
と
「
曰
」
の
字
で
引
用
を
指
示
し
て
銘
文
を
記
し
て
い
る
（『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
・
六
〇
―
六
一
頁
参
照
）。 
 
４
２ 
名
畑
崇
『『
尊
号
真
像
銘
文
』
敬
信
記
』
六
四
頁 
４
３ 
飛
躍
が
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、『
尊
号
真
像
銘
文
』
で
も
、
経
に
対
し
て
は
必
ず
「
言
」
の
字
を
用
い
て
引
文
を
指
示
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
発
話
基
準
ス
ピ
ー
チ
・
レ
ヴ
ェ
ル
を
示
す
文
字
と
の
関
連
が
全
く
な
い
と
は
言
え
な
い
（『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
・
七
三
―
八
〇
頁
〔『
聖
典
』
五
一
二
―
五
一
五
頁
〕
参
照
）。 
４
４ 
延
塚
知
道
『
教
行
信
証
―
そ
の
構
造
と
核
心
―
』
八
四
頁 
４
５ 
延
塚
知
道
『
教
行
信
証
―
そ
の
構
造
と
核
心
―
』
八
四
頁 
４
６ 
延
塚
知
道
『
教
行
信
証
―
そ
の
構
造
と
核
心
―
』
八
四
頁 
４
７ 
『
歎
異
抄
』
第
二
章
『
定
親
全
』
四
・
言
行
篇
一
・
五
頁
〔『
聖
典
』
六
二
七
頁
〕 
４
８ 
こ
こ
で
の
引
用
は
『
愚
禿
鈔
』
上
巻
に
依
っ
た
（『
定
親
全
』
二
・
漢
文
篇
・
五
五
頁
〔『
聖
典
』
四
二
三
頁
〕
参
照
）。
な
お
、
『
愚
禿
鈔
』
下
巻
に
示
さ
れ
る
文
言
も
右
訓
の
表
記
に
若
干
の
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
漢
文
・
訓
読
は
一
致
し
て
い
る
（『
定
親
全
』
二
・
漢
文
篇
・
七
五
頁
参
照
〔『
聖
典
』
四
三
五
頁
〕）。 
４
９ 
安
冨
信
哉
は
、『
愚
禿
鈔
』
上
・
下
巻
の
劈
頭
に
記
さ
れ
る
「
賢
者
」
に
つ
い
て
、 
 
  
 
 
賢
者
と
は
、
智
慧
第
一
と
称
え
ら
れ
た
法
然
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 
（『『
教
行
信
証
』
へ
の
序
論
―
総
序
を
読
む
―
』
一
九
八
頁
） 
 
  
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
別
の
書
で
安
冨
は
、「
賢
者
の
信
」
に
つ
い
て
、 
 
 
 
 
賢
者
の
信
と
は
、
直
接
的
に
は
、「
よ
き
ひ
と
」
法
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
間
接
的
に
は
、
本
願
念
仏
を
教
示
し
た
諸
師
を
指
す
と
い
っ
て
も
よ
い
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（『
真
実
信
の
開
顕
―
『
教
行
信
証
』「
信
巻
」
講
究
―
』
一
四
〇
頁
） 
と
述
べ
て
い
る
。
本
論
文
で
は
、
特
に
親
鸞
の
直
接
的
な
視
点
と
い
う
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
た
め
、
法
然
と
し
て
確
か
め
た
。 
５
０ 
稲
葉
秀
賢
「『
教
行
信
証
』
と
『
選
択
集
』」『
親
鸞
教
学
』
二
十
一
・
三
四
頁 
５
１ 
稲
葉
秀
賢
「『
教
行
信
証
』
と
『
選
択
集
』」『
親
鸞
教
学
』
二
十
一
・
五
〇
頁 
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５
２ 
「
遺
産
相
続
」
と
い
う
概
念
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
哲
学
者
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
タ
（
一
九
三
〇
―
二
〇
〇
四
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
加
来
雄
之
は
こ
の
デ
リ
タ
の
手
法
、
す
な
わ
ち
遺
産
相
続
の
メ
タ
フ
ァ
ー
を
用
い
て
、
浄
土
真
宗
の
宗
教
的
伝
統
を
受
け
継
ぐ
と
い
う
問
題
を
考
察
し
て
い
る
（「「
釈
親
鸞
」
の
遺
産
相
続
―
「
鏡
御
影
」
を
手
が
か
り
に
―
」
上
・
下
『
親
鸞
教
学
』
九
十
六
・
九
十
七
参
照
）。 
５
３ 
加
来
雄
之
「「
釈
親
鸞
」
の
遺
産
相
続
―
「
鏡
御
影
」
を
手
が
か
り
に
―
」
上
『
親
鸞
教
学
』
九
十
六
・
一
頁 
５
４ 
加
来
雄
之
「「
釈
親
鸞
」
の
遺
産
相
続
―
「
鏡
御
影
」
を
手
が
か
り
に
―
」
上
『
親
鸞
教
学
』
九
十
六
・
三
―
四
頁 
５
５ 
『
定
親
全
』
一
・
九
五
頁
〔『
聖
典
』
二
一
〇
頁
〕 
５
６ 
こ
の
一
節
に
関
し
て
、
香
月
院
深
励
は
、 
 
  
 
 
こ
れ
が
他
の
謗
を
止
め
る
な
り
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（『
教
行
信
証
講
義
』『
教
行
信
証
講
義
集
成
』
五
・
五
九
頁
） 
 
と
示
し
て
い
る
。
ま
た
等
心
院
興
隆
は
、 
 
  
 
 
雖
加
取
捨
ト
ハ
。
卑
謙
ノ
之
辞
ナ
リ
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（『
教
行
信
証
徴
決
』『
教
行
信
証
講
義
集
成
』
五
・
六
〇
頁
） 
 
  
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
浄
信
院
道
隠
は
、 
 
 
  
 
加
取
捨
ト
ハ
者
。
有
レ
ハ
レ
縁
ス
ル
コ
ト
二
於
此
ノ
法
ヲ
一
則
チ
取
ル
。
無
ケ
ハ
レ
縁
ス
ル
コ
ト
二
於
此
ノ
法
ヲ
一
則
チ
捨
ス
焉
。
取
捨
ハ
由
ル
二
有
縁
無
縁
ニ
一
。
雖
モ
レ
有
リ
ト
二
不
同
一
。
而
モ
莫
レ
レ
生
ス
ル
二
毀
謗
ヲ
一
。 
 
（『
教
行
信
証
略
讃
』『
教
行
信
証
講
義
集
成
』
五
・
六
〇
頁
） 
 
  
と
述
べ
て
、「
加
取
捨
」
と
い
う
語
に
注
目
し
て
い
る
が
、
や
は
り
力
点
は
毀
謗
を
止
め
る
こ
と
に
あ
る
と
了
解
し
て
い
る
。 
近
・
現
代
で
も
道
隠
の
よ
う
な
見
解
が
一
般
的
か
と
思
わ
れ
る
が
、
金
子
大
栄
が
、 
 
 
  
 
取
捨
を
加
ふ
る
は
、
志
を
同
じ
う
す
る
も
の
で
あ
る
。
毀
謗
を
生
ず
る
は
、
立
場
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
取
捨
を
加
ふ
る
も
の
は
親
鸞
の
善
友
で
あ
る
。
併
し
毀
謗
を
生
ず
る
も
の
は
、
諸
仏
如
来
の
真
説
に
違
す
る
も
の
で
あ
る
。 
（『
教
行
信
証
講
読
』〈『
金
子
大
栄
著
作
集
』
七
〉
信
証
の
巻
・
三
三
頁
） 
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
を
要
す
る
。
金
子
は
、
取
捨
を
加
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、
志
を
同
じ
く
し
、
親
鸞
の
善
友
で
あ
る
と
積
極
的
な
意
味
を
読
み
取
っ
て
い
る
と
了
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 
 
５
７
『
真
聖
全
』
一
・
五
六
〇
頁 
５
８ 
等
心
院
興
隆
『
教
行
信
証
徴
決
』『
教
行
信
証
講
義
集
成
』
五
・
六
〇
頁 
５
９ 
金
子
大
栄
『
真
宗
学
序
説
』
二
九
頁 
６
０ 
『
定
親
全
』
一
・
七
頁
〔『
聖
典
』
一
五
〇
頁
〕 
６
１ 
安
冨
信
哉
『『
選
択
本
願
念
仏
集
』
私
記
』
一
二
三
―
一
二
四
頁 
中
略
引
用
者 
引
文
中
に
あ
る
「
同
意
義
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
、
右
記
著
書
中
に
は
「
同
異
義
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
文
脈
上
、
明
ら
か
に
誤
表
記
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
著
者
に
直
接
確
認
し
た
と
こ
ろ
、「
同
意
義
」
が
本
来
意
図
し
て
い
た
言
葉
で
あ
る
こ
と
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が
確
認
で
き
た
（
二
〇
一
四
年
七
月
三
日
、
於
真
宗
大
谷
派
教
学
研
究
所
）。
よ
っ
て
本
論
で
は
本
来
意
図
し
て
い
た
「
同
意
義
」
に
改
め
て
引
用
し
た
こ
と
で
あ
る
。 
６
２ 
〈
後
序
〉
の
記
述
に
は
、「
由
来
の
縁
を
註
す
」
と
あ
る
よ
う
に
「
註
」
の
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
論
で
は
現
代
的
表
記
に
し
た
が
っ
て
「
記
」
の
字
を
用
い
て
い
る
。 
６
３ 
信
楽
峻
麿
『
尊
号
真
像
銘
文
講
義
』
一
（『
信
楽
峻
麿
著
作
集
』
八
）
九
一
頁 
中
略
引
用
者 
６
４ 
安
冨
信
哉
『『
選
択
本
願
念
仏
集
』
私
記
』
一
二
三
頁 
中
略
引
用
者 
６
５ 
田
村
円
澄
『
法
然
上
人
伝
』（『
日
本
仏
教
史
』
別
巻
）
二
六
八
頁
参
照
。 
６
６ 
『
高
僧
和
讃
』
源
空
讃
『
定
親
全
』
二
・
和
讃
篇
・
一
二
七
頁
〔
聖
典
四
九
八
頁
〕 
６
７ 
安
冨
信
哉
は
、『
高
僧
和
讃
』
の
源
空
讃
二
十
首
の
う
ち
、「
本
師
源
空
」
と
い
う
呼
称
が
十
回
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、 
 
  
 
 
本
師
と
は
、
仏
格
を
あ
ら
わ
す
最
高
の
敬
称
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
親
鸞
に
と
っ
て
源
空
が
い
か
に
た
だ
な
ら
ぬ
存
在
で
あ
っ
た
か
を
物
語
る
。
源
空
は
、
い
わ
ば
生
け
る
釈
尊
で
あ
っ
た
。 
（『
新
訂
増
補
親
鸞
と
危
機
意
識
―
新
し
き
主
体
の
誕
生
―
』
一
三
九
頁
） 
と
述
べ
て
、
親
鸞
に
お
け
る
法
然
の
存
在
の
意
義
を
「
生
け
る
釈
尊
」
と
確
か
め
て
い
る
。 
６
８ 
『
高
僧
和
讃
』
源
空
讃
『
定
親
全
』
二
・
和
讃
篇
・
一
三
二
頁
〔
聖
典
四
九
九
頁
〕 
６
９ 
『
高
僧
和
讃
』
源
空
讃
『
定
親
全
』
二
・
和
讃
篇
・
一
二
八
頁
〔
聖
典
四
九
八
頁
〕 
７
０ 
寺
川
俊
昭
は
、
値
遇
の
難
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
値
遇
の
感
動
と
の
関
係
を
教
示
し
て
い
る
。 
単
純
に
困
難
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
容
易
で
は
な
か
っ
た
、
有
り
得
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
が
今
現
に
起
こ
っ
た
と
い
う
、
値
遇
の
感
動
の
大
き
さ
を
表
わ
す
言
葉
で
あ
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。 
（『
歎
異
抄
の
思
想
的
解
明
』『
寺
川
俊
昭
選
集
』
二
・
四
一
五
頁
） 
７
１ 
金
子
大
栄
『
尊
号
真
像
銘
文
講
話
』
上
・
一
二
頁 
７
２ 
法
然
は
選
択
本
願
の
教
え
を
実
際
に
生
き
た
仏
者
で
あ
っ
た
。
教
え
を
体
現
す
る
仏
者
と
し
て
、
親
鸞
は
法
然
の
絵
像
を
「
真
影
」
と
呼
ぶ
面
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
。
し
か
し
そ
の
教
え
と
は
、
や
は
り
「
真
文
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
本
願
の
教
え
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
は
真
文
を
中
心
的
理
由
と
し
て
絵
像
を
真
影
と
呼
称
す
る
と
い
う
本
論
の
考
察
と
矛
盾
し
な
い
と
思
わ
れ
る
。 
７
３ 
『
真
聖
全
』
一
・
六
八
三
頁 
７
４ 
『
浄
真
全
』
一
・
一
二
六
六
頁 
７
５ 
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、『
観
念
法
門
』
は
首
題
（『
観
念
阿
弥
陀
仏
相
海
三
昧
功
徳
法
門
』）
と
尾
題
（『
観
念
阿
弥
陀
仏
相
海
三
昧
功
徳
法
門
経
』）
が
異
な
っ
て
い
る
（『
真
聖
全
』
一
・
六
一
八
―
六
四
七
頁
参
照
）。
な
お
、
こ
こ
で
は
首
題
を
示
し
た
。 
７
６ 
『
浄
真
全
』
一
・
一
二
七
三
頁 
７
７ 
親
鸞
も
こ
の
師
教
を
承
け
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
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念ねむ
と
声
し
や
う
と
は
ひ
と
つ
こ
ゝ
ろ
な
り
と
し
る
べ
し
と
な
り
、
念ねむ
を
は
な
れ
た
る
声
し
や
う
な
し
、
声
し
や
う
を
は
な
れ
た
る
念ねむ
な
し
と
な
り
。                            
（『
唯
信
鈔
文
意
』『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
・
一
八
二
頁
〔『
聖
典
』
五
五
九
頁
〕） 
７
８ 
『
定
親
全
』
五
・
二
八
二
頁 
７
９ 
当
然
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
は
法
然
が
信
心
を
重
要
視
し
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
そ
の
意
味
で
『
選
択
集
』
に
「
三
心
章
」
が
開
説
さ
れ
て
い
る
意
義
は
重
要
で
あ
る
。 
８
０ 
『
浄
真
全
』
一
・
一
二
七
三
頁 
８
１ 
法
然
は
『
選
択
集
』
で
唯
除
の
文
を
一
度
も
引
用
せ
ず
、
ま
る
で
そ
の
文
が
存
在
し
な
い
か
の
よ
う
な
記
述
に
な
っ
て
い
る
が
、
『
三
部
経
大
意
』
で
は
次
の
よ
う
に
唯
除
の
文
を
含
め
て
示
し
て
い
る
。 
 
 
   
善
導
和
尚
ノ
彼
仏
今
現
在
世
成
仏
、
当
知
、
本
誓
重
願
不
虚
、
衆
生
称
念
必
得
往
生
ト
釈
シ
給
（
タ
マ
）
ヘ
ル
、
是
ナ
リ
。
諸
有
衆
生
、
聞
其
名
号
、
信
心
歓
喜
、
乃
至
一
念
、
至
心
回
向
、
願
生
彼
国
、
即
得
往
生
、
住
不
退
転
、
唯
除
五
逆
、
誹
謗
正
法
ト
云
ヘ
ル
、
是
ハ
第
十
八
ノ
願
成
就
ノ
文
也
。
願
ニ
ハ
乃
至
十
念
ト
説
ト
云
ヘ
ト
モ
、
正
ク
願
ノ
成
就
ス
ル
事
（
コ
ト
）
ハ
、
一
念
ニ
ア
リ
ト
明
セ
リ
。                                               
（『
法
然
全
』
二
九
頁
） 
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
「
念
仏
往
生
の
願
成
就
の
文
」
と
し
て
で
は
な
く
、
願
名
を
示
さ
な
い
「
第
十
八
の
願
成
就
の
文
」
と
し
て
述
べ
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
を
要
す
る
。 
８
２ 
『
浄
真
全
』
一
・
一
二
七
三
頁 
８
３ 
曽
我
量
深
『
正
信
念
仏
偈
聴
記
』『
曽
我
量
深
選
集
』
九
・
四
八
頁 
８
４ 
曽
我
量
深
『
正
信
念
仏
偈
聴
記
』『
曽
我
量
深
選
集
』
九
・
四
六
―
五
一
頁
参
照
。 
８
５ 
『
真
聖
全
』
一
・
六
八
三
頁 
８
６ 
『
真
聖
全
』
一
・
四
五
七
頁 
８
７ 
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
善
導
の
諸
著
作
の
な
か
に
「
念
仏
往
生
の
願
」
と
い
う
願
名
を
示
し
た
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、「
乃
至
十
念
」
を
「
下
至
十
声
」
と
領
解
し
た
善
導
に
よ
っ
て
、
法
然
は
第
十
八
願
文
を
「
唯
念
仏
を
以
て
往
生
の
本
願
と
為
た
ま
へ
る
の
文
」
と
領
解
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
法
然
は
、
善
導
こ
そ
第
十
八
願
を
「
念
仏
往
生
の
願
」
と
教
示
し
た
仏
者
で
あ
る
と
確
か
め
る
の
で
あ
ろ
う
。 
 
 
 
ま
た
、
善
導
が
「
念
仏
往
生
の
願
」
を
用
い
た
著
作
、
あ
る
い
は
そ
の
こ
と
を
示
す
著
作
が
、
法
然
や
親
鸞
の
在
世
時
に
は
存
在
し
た
と
い
う
可
能
性
を
否
定
し
得
る
も
の
と
し
て
、
隆
寛
が
『
弥
陀
本
願
義
』
に
お
い
て
、「
善
導
の
意
は
念
仏
往
生
の
願
と
名
づ
く
」（『
隆
寛
律
師
の
浄
土
教
附
遺
文
集
』
附
録
・
一
〇
三
頁
）
と
述
べ
て
、
善
導
が
名
付
け
た
と
示
す
の
で
は
な
く
、 
「
善
導
の
意、
」
に
よ
っ
て
名
付
け
た
願
名
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。 
８
８ 
寺
川
俊
昭
は
、『
往
生
礼
讃
』
の
〈
本
願
加
減
の
文
〉
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
自
ら
が
帰
し
た
念
仏
を
、
法
然
は
ま
さ
し
く
選
択
本
願
の
念
仏
と
自
証
し
か
つ
顕
開
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
選
択
本
願
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の
願
心
を
法
然
は
魏
訳
の
『
仏
説
無
量
寿
経
』
に
教
説
さ
れ
る
教
言
と
共
に
、
あ
る
意
味
で
は
そ
れ
以
上
に
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
善
導
の
こ
の
独
自
の
本
願
理
解
を
表
白
す
る
教
言
に
聞
き
取
っ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
法
然
は
王
本
願
す
な
わ
ち
根
本
本
願
と
し
て
第
十
八
願
を
あ
げ
、
こ
れ
を
念
仏
往
生
の
願
と
顕
揚
し
た
の
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
善
導
の
こ
の
表
白
に
依
る
な
ら
ば
、
こ
の
本
願
が
念
仏
往
生
の
願
と
し
て
了
解
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
、
い
か
に
も
自
然
で
あ
ろ
う
。 
（『
教
行
信
証
の
思
想
』『
寺
川
俊
昭
選
集
』
四
・
四
〇
三
―
四
〇
四
頁 
傍
点
引
用
者
） 
８
９ 
こ
の
文
は
善
導
の
言
説
で
あ
る
か
ら
、
法
然
の
引
文
に
匹
敵
す
る
言
説
と
い
う
こ
と
に
は
反
論
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
『
選
択
集
』
の
題
号
の
末
尾
に
「
集
」
と
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
少
し
く
考
え
て
み
た
い
。『
選
択
集
』
の
「
集
」
と
は
、
そ
の
書
の
結
勧
に
、 
 
      
今
不
 
ル
ニ
レ
図
 
ラ
蒙
 
ル
レ
仰
 
ヲ
。
辞-
謝
 
ス
ル
ニ
無
 
シ
レ
地
ト
コ
ロ
。
仍
 
リ
テ
今
憖ナマ
ジ
ヒ
ニ
集
 
メ
テ
二
念
仏
 
ノ
要
文
 
ヲ
一
、
剰アマ
ツ
サ
ヘ
述
 
ブ
二
念
仏
 
ノ
要
義
 
ヲ
一
。 
（『
浄
真
全
』
一
・
一
三
二
八
頁
） 
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
あ
つ
め
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
結
勧
の
文
か
ら
は
、『
選
択
集
』
が
法
然
自
身
の
「
述
ぶ
」
と
こ
ろ
で
は
な
く
、「
集
め
」
た
経
論
章
疏
の
要
文
を
中
心
と
す
る
書
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
親
鸞
は
、
『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
、『
選
択
集
』
に
つ
い
て
言
及
す
る
と
き
、「
行
巻
」
で
は
、 
 
 
   
『
選
択
本
願
念
仏
集
 
ニ
』
集源
 空
云
 
ク 
                        
（『
定
親
全
』
一
・
六
七
頁
〔『
聖
典
』
一
八
九
頁
〕） 
と
述
べ
て
、
題
号
と
と
も
に
、
源
空
が
集
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、〈
後
序
〉
で
は
、 
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
者ハ･
依
 
テ
二
禅
定
博
陸
法月
名輪
円殿
照兼
 実
之
教
命
カ
ウ
メ
イ
ニ
一
所
三
令
 
ル
選
集
 
 
セ
一
也 
 
（
割
り
注
に
示
さ
れ
る
訓
に
つ
い
て
は
、
第
一
部
註
１
２
参
照
） 
（『
定
親
全
』
一
・
三
八
二
頁
〔『
聖
典
』
四
〇
〇
頁
〕）  
と
述
べ
て
、『
選
択
本
願
念
仏
集
』
と
い
う
「
製
作
」
は
、（
撰
述
で
は
な
く
）「
撰
集
」
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。『
教
行
信
証
』
に
論
釈
を
引
用
す
る
と
き
、
親
鸞
は
基
本
的
に
書
名
か
人
名
の
い
ず
れ
か
の
み
を
示
す
の
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
、「
信
巻
」
と
「
化
身
土
巻
」
に
お
い
て
、 
 
 
『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
』
曰
造曇
也巒
 和
 尚 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
（『
定
親
全
』
一
・
一
〇
一
頁
〔『
聖
典
』
二
一
四
頁
〕） 
 
 
披ヒ
二
閲エチ
ス
ル
ニ
『
末
法
燈
明
記
 
ヲ
』
一
製最
作澄
曰
 
ク 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（「
澄
」
に
「
テ
ウ
」、「
製
」
に
「
セ
イ
」
の
右
訓
あ
り
） 
（『
定
親
全
』
一
・
三
一
四
頁
〔『
聖
典
』
三
六
〇
頁
〕） 
と
「
曇
巒
和
尚
造
」、「
最
澄
製
作
」
と
述
べ
る
こ
と
に
対
し
て
、『
選
択
集
』
に
関
し
て
の
み
、「
源
空
集、
」「
撰
集、
」
と
示
す
こ
と
は
意
図
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
て
、『
選
択
集
』
と
い
う
書
（
製
作
）
は
そ
の
要
文
に
一
部
の
中
心
が
あ
り
、
法
然
は
そ
の
要
文
の
意
味
を
解
明
し
た
仏
者
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
親
鸞
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の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、『
往
生
礼
讃
』
の
〈
本
願
加
減
の
文
〉
は
、
善
導
の
言
説
に
し
て
、
同
時
に
法
然
が
集
め
た
、
、
、
真
文
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
法
然
は
そ
の
真
文
に
含
蓄
す
る
教
え
を
生
き
た
人
と
い
う
こ
と
も
言
い
得
る
だ
ろ
う
。 
 
    
さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ
の
視
点
と
し
て
、
法
然
が
絵
像
に
記
し
た
『
往
生
礼
讃
』
の
〈
本
願
加
減
の
文
〉
に
は
、
本
来
、
原
文
に
あ
る
は
ず
の
「
世
」
の
一
字
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
を
提
示
し
た
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
第
一
部
末
尾
に
補
記
と
し
て
記
し
て
い
る
が
、
親
鸞
は
、「
行
巻
」
や
他
の
幾
つ
か
の
著
述
に
お
い
て
も
、
こ
の
文
を
引
用
す
る
と
き
、「
世
」
の
一
字
を
欠
落
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
一
字
を
敢
え
て
欠
落
さ
せ
る
親
鸞
の
視
点
か
ら
見
て
も
、
真
影
の
賛
銘
は
、
善
導
の
言
葉
で
あ
り
な
が
ら
、
法
然
か
ら
の
引
文
に
匹
敵
す
る
言
説
と
言
い
得
る
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。 
９
０ 
『
浄
真
全
』
一
・
一
二
八
三
―
一
二
八
四
頁 
９
１ 
『
浄
真
全
』
一
・
一
二
八
二
頁 
（ 
）
内
引
用
者 
９
２ 
『
定
親
全
』
一
・
九
五
頁
〔『
聖
典
』
二
一
〇
頁
〕 
９
３ 
『
定
親
全
』
一
・
九
六
頁
〔『
聖
典
』
二
一
一
頁
〕 
９
４ 
た
だ
し
、
親
鸞
が
『
教
行
信
証
』
の
各
巻
に
挙
げ
る
願
の
関
係
は
並
列
的
で
は
な
い
。
特
に
第
十
八
願
に
関
し
て
の
み
「
至
心
信
楽
の
本
願
の
文
」（『
定
親
全
』
一
・
九
七
頁
〔『
聖
典
』
二
一
二
頁
〕）
と
述
べ
「
本
」
の
一
字
が
入
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ほ
か
の
願
に
は
「
本
」
の
一
字
が
入
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、
親
鸞
に
お
い
て
第
十
八
願
は
信
の
願
に
し
て
、
根
本
の
願
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
（
安
冨
信
哉
『
真
実
信
の
開
顕
―
『
教
行
信
証
』「
信
巻
」
講
究
―
』
一
二
八
頁
参
照
）。 
９
５ 
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
二
部
第
一
章
に
て
詳
説
す
る
。 
９
６ 
『
定
親
全
』
四
・
言
行
篇
一
・
六
頁
〔『
聖
典
』
六
二
七
頁
〕 
９
７ 
『
定
親
全
』
四
・
言
行
篇
二
・
一
七
六
頁
〔『
聖
典
』
七
四
四
頁
〕 
９
８ 
こ
こ
で
は
蓮
如
の
『
嘆
徳
文
延
書
』（『
定
親
全
』
四
・
言
行
篇
二
・
一
八
六
頁
）
を
参
考
に
書
き
下
し
た
。 
９
９ 
『
定
親
全
』
四
・
言
行
篇
二
・
一
七
六
頁
〔『
聖
典
』
七
四
四
頁
〕 
１
０
０ 
こ
こ
で
は
蓮
如
の
『
嘆
徳
文
延
書
』（『
定
親
全
』
四
・
言
行
篇
二
・
一
八
六
頁
）
を
参
考
に
書
き
下
し
た
。 
１
０
１ 
『
歎
異
抄
』『
定
親
全
』
四
・
言
行
篇
一
・
五
頁
〔『
聖
典
』
六
二
七
頁
〕 
 
 
 
加
来
雄
之
は
、『
歎
異
抄
』
に
お
け
る
「
お
ほ
せ
」
と
い
う
概
念
を
、
単
な
る
「
言
う
」、「
言
葉
」
の
敬
語
表
現
で
は
な
い
こ
と
と
、
そ
の
語
源
に
「
オ
ハ
ス
」（
負
わ
す
）、「
オ
ハ
セ
ル
」（
背
負
わ
せ
る
）
と
い
う
言
葉
が
あ
る
こ
と
に
注
意
し
て
、「
お
ほ
せ
」
を
、「
私
が
背
負
っ
て
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
言
葉
」
で
あ
る
と
教
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
よ
き
ひ
と
の
お
ほ
せ
を
か
ぶ
り
て
」
と
は
、
善
知
識
の
言
葉
を
自
分
の
人
生
に
お
い
て
背
負
っ
て
、
あ
ゆ
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
覚
悟
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
と
教
え
て
い
る
（『
平
成
二
十
一
年
度
安
居
「
課
外
」
講
義
録 
仏
弟
子
論
と
し
て
の
歎
異
抄
―
親
鸞
聖
人
の
教
え
を
相
続
す
る
と
い
う
こ
と
―
』
三
二
―
三
五
頁
参
照
）。
こ
の
よ
う
に
、
法
然
の
教
説
を
背
負
っ
て
生
き
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
親
鸞
の
因
願
探
究
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。 
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１
０
２ 
『
定
親
全
』
四
・
言
行
篇
一
・
四
頁
〔『
聖
典
』
六
二
六
頁
〕 
１
０
３ 
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
は
親
鸞
の
真
蹟
本
が
二
本
現
存
し
、
一
般
に
建
長
七
年
（
一
二
五
五
）
本
を
「
略
本
」、
康
元
二
年
（
一
二
五
七
）
本
を
「
広
本
」
と
呼
ん
で
い
る
（『
浄
真
全
』
二
・
五
七
四
頁
参
照
）。『
尊
号
真
像
銘
文
』
も
同
様
に
、
二
種
の
真
蹟
本
が
あ
り
、
近
年
、
成
立
年
号
に
基
づ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
を
「
建
長
本
」「
正
嘉
本
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
い
さ
さ
か
統
一
感
の
な
い
呼
称
に
も
感
じ
る
が
、
こ
こ
で
は
近
年
刊
行
さ
れ
た
『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
に
倣
っ
て
、「
広
本
」
と
い
う
呼
称
を
用
い
た
。
ま
た
、
本
論
文
で
取
り
上
げ
る
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
は
、
以
下
す
べ
て
広
本
で
あ
る
。 
１
０
４ 
『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
・
二
二
頁
〔『
聖
典
』
四
六
八
頁
〕 
１
０
５ 
親
鸞
は
第
十
七
・
第
十
八
願
成
就
の
文
に
立
脚
し
た
う
え
で
、『
大
経
』
下
巻
に
そ
の
直
前
に
説
か
れ
て
い
る
第
十
一
願
の
成
就
文
に
着
目
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
親
鸞
の
着
目
と
そ
の
思
索
が
、
浄
土
真
宗
の
仏
道
を
大
般
涅
槃
道
と
言
う
べ
き
所
以
で
あ
る
。
親
鸞
は
「
証
巻
」
に
第
十
一
願
を
「
必
至
滅
度
の
願
」「
証
大
涅
槃
の
願
」（『
定
親
全
』
一
・
一
九
五
頁
〔『
聖
典
』
二
八
〇
頁
〕）
の
名
で
呼
び
、
涅
槃
（
滅
度
・
大
涅
槃
）
の
方
か
ら
は
た
ら
く
（
必
至
・
証
）
仏
道
を
誓
っ
た
も
の
と
了
解
し
て
い
る
。
親
鸞
の
立
脚
地
で
あ
る
第
十
七
・
第
十
八
願
成
就
文
に
先
立
っ
て
、
第
十
一
願
が
成
就
し
て
い
る
こ
と
が
釈
尊
か
ら
阿
難
に
説
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
涅
槃
（
一
如
）
の
方
か
ら
「
か
た
ち
を
あ
ら
わ
し
て
」（『
唯
信
鈔
文
意
』『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
・
一
七
一
頁
〔『
聖
典
』
五
五
四
頁
〕）、
衆
生
に
証
涅
槃
道
を
実
現
さ
せ
る
本
願
の
仏
道
が
教
示
さ
れ
て
い
る
。 
ま
た
親
鸞
は
、『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
に
お
い
て
、
第
十
七
・
第
十
八
願
成
就
文
（
称
名
信
楽
の
悲
願
成
就
の
文
）
の
後
に
、『
大
経
』
第
十
八
願
（
念
仏
往
生
の
悲
願
・
信
楽
の
悲
願
）、『
如
来
会
』
の
第
十
八
願
（
同
本
異
訳
の
『
無
量
寿
如
来
会
』）
を
引
き
、
続
い
て
『
大
経
』
第
十
一
願
（
必
至
滅
度
の
悲
願
・
証
果
の
悲
願
）、『
如
来
会
』
の
第
十
一
願
（
同
本
異
訳
の
『
無
量
寿
如
来
会
』）
を
示
し
、
さ
ら
に
『
如
来
会
』
の
第
十
八
願
成
就
文
（『
無
量
寿
如
来
会
』）
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
今
問
題
と
し
て
い
る
第
十
一
願
の
成
就
文
を
「
必
至
滅
度
・
証
大
涅
槃
の
願
成
就
の
文
」
の
名
で
示
し
、『
如
来
会
』
の
同
箇
所
を
併
引
し
て
、
一
連
の
引
文
を
一
旦
閉
じ
て
い
る
（『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
・
二
二
―
二
五
頁
〔『
聖
典
』
四
六
八
―
四
六
九
頁
〕
参
照
）。
こ
の
順
序
は
、『
大
経
』
下
巻
と
異
な
り
、
第
十
一
願
成
就
が
、
第
十
七
・
第
十
八
願
成
就
文
の
後
に
引
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
『
大
経
』
と
異
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
親
鸞
が
『
大
経
』
に
説
か
れ
る
本
願
の
は
た
ら
き
の
側
（
仏
）
か
ら
の
視
点
で
は
な
く
、
本
願
の
仏
道
を
あ
ゆ
ま
ん
と
す
る
自
身
（
衆
生
）
の
視
点
か
ら
確
か
め
た
順
序
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
つ
ま
り
、
第
十
七
・
第
十
八
願
成
就
文
の
経
説
が
己
証
さ
れ
る
（「
念
仏
ま
ふ
さ
ん
と
お
も
ひ
た
つ
こ
ゝ
ろ
」
の
発
起
）
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
成
就
し
て
い
る
涅
槃
か
ら
の
は
た
ら
き
が
、
観
念
と
し
て
で
は
な
く
感
得
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
視
点
は
『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
教
に
続
い
て
、
行
・
信
・
証
と
い
う
順
序
と
な
っ
て
い
る
。 
１
０
６ 
曽
我
量
深
は
、
こ
の
よ
う
な
親
鸞
の
思
索
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
親
鸞
聖
人
は
『
大
経
』
下
巻
の
、
い
わ
ゆ
る
本
願
成
就
の
文
を
通
し
て
、
十
七
・
十
八
の
因
位
本
願
を
ご
ら
ん
に
な
る
。
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そ
う
い
う
の
が
浄
土
真
宗
の
立
場
で
あ
る
。
直
接
願
文
と
い
う
も
の
を
み
な
い
で
、
願
成
就
の
立
場
に
た
っ
て
、
ひ
る
が
え
っ
て
本
願
を
う
か
が
う
と
い
う
の
が
、
わ
が
親
鸞
聖
人
の
『
教
行
信
証
』
の
思
召
し
で
あ
り
ま
す
。 
（『
教
行
信
証
「
信
の
巻
」
聴
記
』『
曽
我
量
深
選
集
』
八
・
四
二
九
―
四
三
〇
頁
） 
１
０
７ 
『
定
親
全
』
一
・
八
四
頁
〔『
聖
典
』
二
〇
三
頁
〕 
１
０
８ 
『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
・
二
二
頁
〔『
聖
典
』
四
六
八
頁
〕 
１
０
９ 
『
定
親
全
』
一
・
九
六
頁
〔『
聖
典
』
二
一
一
頁
〕 
１
１
０ 
皆
往
院
鳳
嶺
『
広
文
類
聞
書
』
四
・『
真
宗
大
系
』
十
六
・
一
二
二
頁 
１
１
１ 
皆
往
院
鳳
嶺
『
広
文
類
聞
書
』
四
・『
真
宗
大
系
』
十
六
・
一
二
二
頁 
１
１
２ 
香
月
院
深
励
は
、
大
信
釈
に
示
さ
れ
る
第
十
八
願
の
五
つ
の
願
名
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
 
 
 
 
 
五
名
の
中
の
初
め
二
名
は
元
祖
相
承
の
願
名
な
り
。
後
の
三
名
は
吾
祖
御
己
証
の
願
名
な
り
。 
（『
教
行
信
証
講
義
』『
教
行
信
証
講
義
集
成
』
五
・
九
五
頁
） 
１
１
３ 
曽
我
量
深
『
教
行
信
証
「
信
の
巻
」
聴
記
』『
曽
我
量
深
選
集
』
八
・
八
九
頁
参
照
。 
１
１
４ 
『
摧
邪
輪
』
上
『
鎌
倉
旧
仏
教
』（『
日
本
思
想
体
系
』
十
五
）
六
九
頁 
１
１
５ 
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
延
塚
知
道
が
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。
延
塚
は
、
親
鸞
が
第
十
八
願
を
「
至
心
信
楽
の
願
」
と
呼
ぶ
の
は
、
こ
の
明
恵
の
「
至
心
信
楽
の
文
」
を
承
け
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
同
時
に
、
法
然
も
『
三
部
経
釈
』
に
お
い
て
、 
至
心
信
楽
者
、
第
十
八
願
。                                                 
（『
法
然
全
』
一
六
三
頁
） 
 
 
 
 
〈
至
心
信
楽
は
、
第
十
八
願
な
り
〉 
 
 
と
述
べ
て
い
る
こ
と
や
、『
十
七
条
御
法
語
』
に
示
さ
れ
る
、 
観
経
ノ
三
心
、
小
経
ノ
一
心
不
乱
、
大
経
ノ
願
成
就
ノ
文
ノ
信
心
歓
喜
ト
、
同
流
通
ノ
歓
喜
踊
躍
ト
、
ミ
ナ
コ
レ
至
心
信
楽
之
心
ト
云
リ
。
コ
レ
ラ
ノ
心
ヲ
モ
テ
、
念
仏
ノ
三
心
ヲ
釈
シ
タ
マ
ヘ
ル
ト
也
云
云
。 
 
 
（『
法
然
全
』
四
六
九
頁
） 
と
の
言
葉
に
注
意
を
払
い
、
こ
の
願
名
の
根
拠
を
吉
水
で
の
修
学
に
見
定
め
る
可
能
性
も
示
唆
し
て
い
る
（『
教
行
信
証
―
そ
の
構
造
と
核
心
―
』
一
四
一
―
一
四
三
頁
参
照
）。
こ
の
よ
う
に
、「
至
心
信
楽
の
願
」
を
親
鸞
の
独
創
の
願
名
と
は
言
い
難
い
。 
１
１
６ 
皆
往
院
鳳
嶺
『
広
文
類
聞
書
』
四
・『
真
宗
大
系
』
十
六
・
一
二
一
―
一
二
二
頁 
１
１
７ 
皆
往
院
鳳
嶺
『
広
文
類
聞
書
』
四
・『
真
宗
大
系
』
十
六
・
一
二
二
頁 
１
１
８ 
安
冨
信
哉
『
真
実
信
の
開
顕
―
『
教
行
信
証
』「
信
巻
」
講
究
―
』
一
二
二
頁 
１
１
９ 
『
定
親
全
』
一
・
一
七
頁
〔『
聖
典
』
一
五
七
頁
〕 
１
２
０ 
曽
我
量
深
は
、「
往
相
回
向
の
願
」
と
「
往
相
信
心
の
願
」
と
の
対
応
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
 
 
   
 
大
行
の
と
こ
ろ
に
は
「
往
相
廻
向
の
願
と
名
づ
く
可
き
な
り
」
と
い
わ
れ
て
、「
往
相
廻
向
の
願
」
と
い
う
の
を
発
見
な
さ
れ
た
。
そ
れ
に
た
い
す
れ
ば
第
十
八
願
は
「
往
相
信
心
の
願
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。 
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（『
教
行
信
証
「
信
の
巻
」
聴
記
』『
曽
我
量
深
選
集
』
八
・
八
九
頁
） 
１
２
１ 
金
子
大
栄
は
、
親
鸞
の
こ
の
よ
う
な
学
仏
道
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
法
然
上
人
の
教
え
に
足
ら
ぬ
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
法
然
上
人
の
教
え
で
は
不
十
分
で
あ
っ
た
か
ら
、
さ
ら
に
一
歩
進
め
た
の
が
親
鸞
で
あ
る
、
親
鸞
の
教
え
に
よ
っ
て
法
然
上
人
の
教
え
と
い
う
の
が
大
成
し
た
の
で
あ
る
と
、
こ
う
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
曽
我
先
生
の
お
書
き
に
な
っ
た
も
の
に
も
そ
う
い
う
こ
と
を
言
う
て
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
間
違
い
の
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
法
然
上
人
の
教
え
を
さ
ら
に
一
歩
進
め
た
も
の
で
は
な
く
て
、
私
は
一
歩
退
い
た
も
の
で
あ
る
。
退
一
歩
と
い
う
こ
と
。（
中
略
）
一
歩
退
い
て
、
身
に
引
き
当
て
て
考
え
て
み
る
。
法
然
上
人
の
教
え
は
非
常
に
あ
り
が
た
い
が
、
本
当
に
あ
の
通
り
な
の
だ
ろ
う
か
。
本
当
に
親
鸞
、
お
前
も
心
か
ら
あ
の
通
り
に
思
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
と
。
こ
う
退
一
歩
し
て
、
そ
の
退
一
歩
と
い
う
こ
と
が
、
本
当
に
そ
れ
で
納
得
し
て
一
生
を
送
れ
る
か
、
そ
れ
で
身
に
付
く
か
と
い
う
そ
れ
が
退
一
歩
の
精
神
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
常
に
退
一
歩
。
退
一
歩
す
る
と
い
う
こ
と
が
結
果
か
ら
見
れ
ば
進
一
歩
な
の
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
し
て
法
然
上
人
の
説
は
親
鸞
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 
 
（「
退
一
歩
の
精
神
―
『
教
行
信
証
』
の
諸
問
題
（
十
一
）
―
」『
親
鸞
教
学
』
百
三
・
七
四
―
八
〇
頁 
中
略
引
用
者
） 
こ
こ
で
金
子
が
見
事
に
言
う
よ
う
に
、
親
鸞
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
法
然
が
解
せ
な
か
っ
た
こ
と
を
自
分
が
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
感
覚
は
一
切
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
然
の
教
え
の
核
心
（「
真
宗
の
簡
要
」〈『
定
親
全
』
一
・
三
八
二
頁
〔『
聖
典
』
四
〇
〇
頁
〕〉）
を
、
自
身
の
課
題
に
お
い
て
再
構
築
す
る
こ
と
が
、
親
鸞
の
諸
著
述
の
営
み
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。 
１
２
２ 
『
浄
真
全
』
一
・
一
二
七
二
頁 
１
２
３ 
『
浄
真
全
』
一
・
一
二
七
二
頁 
１
２
４ 
『
浄
真
全
』
一
・
一
二
七
三
頁 
１
２
５ 
「
従
因
向
果
の
よ
う
な
、
、
、
、
」
と
表
現
し
た
よ
う
に
、
法
然
の
説
く
仏
道
は
「
従
因
向
果
」
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
法
然
の
説
く
念
仏
の
行
が
「
能
行
の
よ
う
な
形
」
に
な
っ
て
い
る
と
言
う
曽
我
の
指
摘
と
通
底
し
て
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
一
部
註
１
２
９
で
言
及
し
て
い
る
。 
１
２
６ 
法
然
在
世
時
に
お
い
て
、
聖
道
門
の
立
場
か
ら
も
『
観
経
疏
』
は
読
ま
れ
て
い
た
。
法
然
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
於
二
善
導
所
立
 
ノ
往
生
浄
土
 
ノ
之
宗
 
ニ
一
、
雖
レ
有ト
二
経
論
一
鑚
仰
 
ス
ル
ニ
之
無シ
レ
人
、
雖
レ
有
 
ト
二
疏
書
一
習
学
 
ス
ル
ニ
之
無シ
レ
倫
。
是
以
疎ク
二
相
承
血
脈
 
ノ
法
 
ニ
一
、
乏シ
二
面
授
口
訣
 
ノ
義
 
ニ
一
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
（『
阿
弥
陀
経
釈
』『
法
然
全
』
一
四
六
頁
） 
こ
の
言
葉
か
ら
窺
わ
れ
る
と
お
り
、
当
時
の
仏
教
界
に
浄
土
を
宗
と
す
る
仏
道
を
あ
ゆ
む
者
が
い
な
い
な
か
で
、
法
然
は
浄
土
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宗
を
独
立
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
法
然
の
浄
土
宗
独
立
と
い
う
課
題
の
背
景
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 
１
２
７ 
本
願
成
就
文
に
よ
っ
て
本
願
文
を
了
解
す
る
べ
き
と
い
う
思
索
は
隆
寛
に
も
見
ら
れ
る
。
隆
寛
は
『
弥
陀
本
願
義
』
に
お
い
て
、
第
十
八
願
を
釈
す
る
な
か
で
、 
        
問
本
願
文
中
 
ニ
ハ
云
乃
至
十
念
 
ト
願
成
就
文
云
乃
至
一
念
 
ト
不
審
弥
陀
超
世
 
ノ
願
 
ノ
意
為
十
念
 
ト
ヤ
為
一
念
 
ト
ヤ 
答
諸
師
 
ハ
名
十
念
往
生
 
ノ
願
一
上
 
ミ
除
 
キ
一
形
一
下
除
 
ケ
リ
一
念
 
ヲ
一 
又
不
 
ス
顧
願
成
就
 
ノ
文
一
也 
善
導
 
ノ
意
 
ハ
名
念
仏
往
生
 
ノ
願
 
ト
一
上
 
ミ
摂
 
シ
一
形
一
下
摂
 
ス
一
念 
所
詮
者
信
 
ス
レ
ハ
者
称
名
 
ノ
功
力
若
 
ハ
多
若
 
ハ
少
必
得
往
生
一 
是
其
 
ノ
本
願
意
也  
（『
隆
寛
律
師
の
浄
土
教
附
遺
文
集
』
附
録
・
一
〇
二
―
一
〇
三
頁
） 
〈
問
う
。
本
願
文
の
中
に
は
乃
至
十
念
と
云
ひ
、
願
成
就
文
に
は
乃
至
一
念
と
云
う
。
審
ら
か
な
ら
ず
。
弥
陀
超
世
の
願
の
意
十
念
と
や
せ
む
、
一
念
と
や
せ
む
。
答
う
。
諸
師
は
十
念
往
生
の
願
と
名
く
。
上
一
形
を
除
き
、
下
一
念
を
除
け
り
。
又
願
成
就
の
文
を
顧
り
み
ず
也
。
善
導
の
意
は
念
仏
往
生
の
願
と
名
く
。
上
一
形
を
摂
し
、
下
一
念
を
摂
す
。
詮
す
る
所
は
信
す
れ
ば
称
名
の
功
力
、
若
し
は
多
、
若
し
は
少
、
必
ず
往
生
を
得
、
是
其
の
本
願
の
意
也
〉 
と
述
べ
て
、
諸
師
が
用
い
る
第
十
八
願
名
で
あ
る
「
十
念
往
生
の
願
」
は
、「
乃
至
」
の
経
言
を
無
視
す
る
解
釈
と
言
う
だ
け
で
は
な
く
、
本
願
成
就
の
文
を
顧
み
な
い
解
釈
で
あ
る
と
批
判
し
、
善
導
・
法
然
の
伝
統
に
連
な
る
第
十
八
願
名
で
あ
る
「
念
仏
往
生
の
願
」
は
、
本
願
成
就
に
立
脚
す
る
願
名
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
な
お
、
隆
寛
が
こ
こ
で
い
う
願
成
就
の
文
と
は
、
後
に
隆
寛
自
身
が
、 
是
以
経
 
ノ
下
 
ノ
願
成
就
 
ノ
文
云
「
諸
 
ノ
有
衆
生
聞
 
テ
其
 
ノ
名
号
一
信
心
 
ニ
一
歓
喜
 
シ
テ
乃
至
一
念
 
シ
テ
至
心
回
向
 
シ
テ
願
 
セ
ム
生
 
レ
ム
ト
彼
国
一
即
得
往
生
 
コ
ト
ヲ
住
不
退
転
 
ニ
」
已
上                                 
 
 
 
 
 
 
 
 
（『
隆
寛
律
師
の
浄
土
教
附
遺
文
集
』
附
録
・
一
〇
三
頁
） 
 
 
〈
是
を
以
て
経
の
下
の
願
成
就
の
文
に
云
く
。「
諸
の
衆
生
有
り
て
、
其
の
名
号
を
聞
き
て
、
心
に
信
じ
て
歓
喜
し
て
、
至
心
に
回
向
に
し
て
彼
の
国
に
生
れ
む
と
願
せ
む
は
、
即
ち
往
生
す
る
こ
と
を
得
、
不
退
転
に
住
せ
む
」
已
上
〉 
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、『
大
経
』
下
巻
の
十
八
願
成
就
文
で
あ
る
（
た
だ
し
、
訓
読
は
「
回
向
し
て
」
と
親
鸞
の
そ
れ
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
唯
除
の
文
も
記
さ
れ
て
い
な
い
）。
こ
の
よ
う
に
、
成
就
文
に
甚
深
の
注
意
を
払
う
隆
寛
は
、
因
願
文
の
「
乃
至
十
念
」
よ
り
も
成
就
文
の
「
乃
至
一
念
」
に
依
っ
て
、
第
十
八
願
を
「
一
念
往
生
の
願
」
と
言
い
、
あ
る
い
は
「
超
世
（
の
）
願
」
等
と
言
う
（『
隆
寛
律
師
の
浄
土
教
附
遺
文
集
』
附
録
・
一
〇
三
頁
参
照
）。 
隆
寛
が
、
諸
師
の
解
釈
を
本
願
成
就
文
を
顧
み
な
い
も
の
で
あ
る
と
批
判
し
、
本
願
成
就
文
に
基
づ
い
て
本
願
を
了
解
し
よ
う
と
す
る
こ
と
か
ら
も
、
親
鸞
は
全
く
独
自
に
従
果
向
因
の
仏
道
を
あ
ゆ
ん
だ
の
で
は
な
く
、
吉
水
時
代
に
育
ま
れ
た
仏
道
の
在
り
方
と
い
う
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。 
『
弥
陀
本
願
義
』
を
、
親
鸞
が
披
見
し
得
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
が
―
後
に
本
論
で
言
及
す
る
こ
と
で
あ
る
が
―
両
者
の
思
想
の
間
に
あ
る
近
似
性
か
ら
、
吉
水
時
代
、
両
者
の
思
想
的
交
流
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
木
越
康
に
よ
っ
て
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
（「
親
鸞
に
お
け
る
「
信
心
発
起
と
い
う
出
来
事
」
―
「
廻
向
発
願
心
」
解
釈
を
中
心
と
し
て
―
」『
大
谷
大
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学
研
究
年
報
』
六
十
六
・
四
四
頁
参
照
）。 
ま
た
親
鸞
が
、
隆
寛
を
本
願
成
就
に
立
っ
た
仏
者
で
あ
る
と
見
定
め
た
所
以
を
、『
一
念
多
念
分
別
事
』
に
第
十
八
願
成
就
文
が
引
か
れ
て
い
る
点
（『
定
親
全
』
六
・
写
伝
篇
二
・
七
七
頁
〔『
聖
典
』
九
三
八
頁
〕
参
照
）
に
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
親
鸞
は
そ
の
書
に
基
づ
い
て
、『
一
念
多
念
文
意
』
に
て
、
第
十
八
願
成
就
文
の
文
意
を
示
し
て
い
る
（『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
・
一
二
六
―
一
二
八
頁
〔『
聖
典
』
五
三
四
―
五
三
五
頁
〕
参
照
）。 
１
２
８ 
曽
我
量
深
は
、
法
然
の
教
化
に
よ
る
親
鸞
の
信
心
発
起
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
法
然
は
「
善
導
た
だ
一
師
」
と
言
わ
れ
る
。
釈
迦
・
善
導
・
法
然
と
こ
の
系
列
だ
け
が
法
然
の
自
覚
の
内
容
で
あ
る
。
善
導
の
著
述
を
拝
見
す
る
と
釈
尊
の
み
に
つ
い
て
書
い
て
あ
る
。
釈
尊
の
み
唯
一
の
師
匠
で
あ
る
。
法
然
は
善
導
の
著
述
に
よ
っ
て
の
み
自
覚
の
目
を
開
か
れ
た
。
お
師
匠
と
い
っ
て
も
そ
れ
は
自
分
の
目
の
前
に
あ
る
人
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
親
鸞
は
法
然
の
教
え
を
直
接
お
受
け
に
な
っ
た
。
法
然
に
遇
わ
な
か
っ
た
ら
な
ら
ば
信
心
を
獲
得
す
る
こ
と
は
絶
対
に
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
 
 
 
 
 
 
（『
真
人
』
七
十
九
『
法
然
と
親
鸞
』〈『
曽
我
量
深
講
義
集
』
八
〉
一
七
二
頁
） 
１
２
９ 
 
本
論
で
は
紙
幅
の
都
合
上
、
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
親
鸞
が
信
心
発
起
（
本
願
成
就
）
に
立
っ
て
自
他
の
信
仰
に
お
け
る
問
題
を
見
定
め
た
こ
と
と
、
親
鸞
が
法
然
の
教
え
る
「
称
名
」
念
仏
を
「
聞
名
」
と
し
て
受
け
止
め
て
い
る
こ
と
と
に
は
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 
法
然
出
現
の
意
義
は
、
親
鸞
に
よ
っ
て
、 
 
本
師
源
空
 
ハ
明
 
カ
ニ
シ
テ
二
仏
教
 
ニ
一 
 
憐レン
二-
愍
 
セ
シ
ム
善
悪
 
ノ
凡
夫
人
 
ヲ
□一 
 
 
真
宗
 
ノ
教
証
興
 
ス
二
片
州
 
ニ
一 
 
 
 
選
択
本
願
弘ヒロ
ム
二
悪
世
 
ニ
一              
（『
定
親
全
』
一
・
九
〇
―
九
一
頁
〔『
聖
典
』
二
〇
七
頁
〕）
と
「
正
信
念
仏
偈
」
源
空
章
に
詠
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
に
お
い
て
「
真
宗
の
教
証
」
を
興
し
、「
選
択
本
願
」
を
こ
の
悪
世
に
弘
め
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
法
然
の
説
く
称
名
念
仏
は
、
曽
我
量
深
に
よ
っ
て
、 
 
 
法
然
上
人
は
た
だ
行
を
選
び
だ
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
行
が
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
で
な
い
。
す
ぐ
に
そ
の
行
が
機
に
わ
た
る
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
我
ら
衆
生
が
称
え
る
行
と
な
る
。
法
然
上
人
の
教
え
で
は
行
が
所
行
で
な
く
能
行
の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
。
親
鸞
聖
人
で
は
法
蔵
菩
薩
が
選
択
摂
取
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
行
は
、
能
行
で
は
な
く
し
て
所
行
の
法
で
あ
る
。
我
々
が
称
え
た
と
い
っ
て
も
、
我
々
が
称
え
し
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
我
ら
が
称
え
た
と
い
う
な
ら
能
行
と
い
う
の
で
あ
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
称
え
し
め
る
も
の
は
仏
で
あ
る
。
つ
ま
り
行
と
い
う
の
は
如
来
の
本
願
で
あ
る
。
信
も
ま
た
如
来
の
本
願
で
あ
る
。
行
も
信
も
共
に
如
来
の
本
願
で
あ
る
が
、
信
は
ど
こ
ま
で
も
行
者
の
機
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
行
は
ど
こ
ま
で
も
諸
仏
の
法
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。 
 
（
こ
の
言
葉
は
、
第
一
部
註
１
で
示
し
た
法
然
の
一
願
建
立
に
対
し
、
親
鸞
の
二
願
建
立
と
い
う
教
示
に
続
く
文
脈
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
） 
（『
教
行
信
証
「
信
の
巻
」
聴
記
』『
曽
我
量
深
選
集
』
八
・
一
〇
三
―
一
〇
四
頁
） 
と
明
説
さ
れ
る
よ
う
に
、「
能
行
の
よ
う
な
形
」
に
な
っ
て
い
る
。
対
し
て
親
鸞
の
場
合
、
行
は
「
我
々
が
称
え
し
め
ら
れ
た
も
83 
 
 
の
」、
す
な
わ
ち
「
所
行
の
法
」
で
あ
る
と
曽
我
は
言
う
。『
一
念
多
念
文
意
』
で
親
鸞
は
、「
称
名
」
の
「
称
」
に
つ
い
て
、 
「
称しよ
は
」
は
御み
な
を
と
な
ふ
る
と
な
り
、
ま
た
称
し
よ
う
は
は
か
り
と
い
ふ
こ
ゝ
ろ
な
り
、
は
か
り
と
い
ふ
は
も
の
ほ
ど
を
さ
だ
む
る
こ
と
な
り
。
名
み
や
う
号がう
を
称
し
よ
う
す
る
こ
と
、
と
こ
ゑ
ひ
と
こ
ゑ
、
き
く
ひ
と
、
う
た
が
ふ
こ
ゝ
ろ
一
念
も
な
け
れ
ば
、
実
報
じ
ち
ぽ
う
土ど
へ
む
ま
る
と
ま
ふ
す
こ
ゝ
ろ
な
り
。 
 
 
 
 
 
 
（『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
・
一
五
一
頁
〔『
聖
典
』
五
四
五
頁
〕） 
と
述
べ
、
ま
ず
「
御
な
を
と
な
ふ
る
」
こ
と
と
確
か
め
た
後
に
、「
き
く
ひ
と
」
と
展
開
し
て
、
解
説
の
範
疇
を
超
え
て
そ
の
文
意
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
念
仏
は
自
身
が
行
ず
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。「
称
名
を
聞
名
と
し
て
」
と
言
い
得
る
こ
の
親
鸞
の
受
け
と
め
は
、
明
ら
か
に
第
十
七
願
成
就
文
、
あ
る
い
は
第
十
八
願
成
就
文
の
「
聞
其
名
号
」
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
敷
衍
す
れ
ば
、「
名
号
を
称
す
る
こ
と
、
と
こ
ゑ
ひ
と
こ
ゑ
」（「
称
我
名
号 
下
至
十
声
」）
を
、「
き
く
ひ
と
」、「
う
た
が
ふ
こ
ゝ
ろ
一
念
も
な
（
い
）」、「
実
報
土
へ
む
ま
る
」
と
展
開
す
る
こ
の
文
意
の
根
拠
に
、「
聞
其
名
号
」「
信
心
歓
喜
」「
願
生
彼
国 
即
得
往
生 
住
不
退
転
」
と
説
か
れ
る
第
十
八
願
成
就
文
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。 
た
だ
し
、
法
然
の
説
く
称
名
念
仏
を
、
た
だ
単
に
「
能
行
」
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
曽
我
は
、
法
然
の
教
え
る
行
を
「
能
行
の
よ
う
な
、
、
、
、
形
」
と
示
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、「
能
行
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
曽
我
は
、
法
然
の
説
く
称
名
念
仏
に
つ
い
て
、 
 
 
法
然
上
人
の
教
え
は
、
念
仏
は
何
の
た
め
に
念
仏
す
る
か
と
い
う
よ
う
に
、
念
仏
の
目
的
と
い
う
も
の
を
立
て
て
教
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
や
は
り
禅
の
方
で
も
そ
う
で
あ
る
。
禅
の
方
で
も
、
臨
済
禅
と
い
う
も
の
は
、
公
案
を
解
い
て
ゆ
く
。
座
禅
は
、
要
す
る
に
公
案
を
解
い
て
ゆ
く
、
公
案
を
解
い
て
さ
と
り
を
求
め
る
。
さ
と
り
を
目
的
と
し
て
公
案
を
解
い
て
ゆ
く
。
だ
か
ら
そ
こ
に
は
手
段
と
目
的
と
い
う
関
係
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
道
元
禅
師
は
そ
う
で
な
い
。
道
元
禅
師
は
、
座
禅
そ
の
も
の
が
目
的
で
あ
る
と
い
っ
て
お
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
法
然
上
人
と
親
鸞
聖
人
の
教
え
が
大
体
そ
う
な
っ
て
い
る
。
法
然
上
人
は
、
そ
う
い
う
よ
う
に
考
え
、
そ
う
い
う
よ
う
に
教
え
ら
れ
た
。
そ
う
し
な
い
と
い
う
と
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
そ
の
時
代
の
、
、
、
、
、
人
を
教
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
。
法
然
上
人
は
、
ち
ゃ
ん
と
わ
か
っ
て
い
て
教
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
教
え
を
受
け
る
人
か
ら
み
る
と
、
お
念
仏
を
往
生
浄
土
の
手
段
で
あ
る
と
考
え
る
。
お
念
仏
以
外
に
目
的
が
あ
る
、
そ
れ
が
即
ち
往
生
と
か
成
仏
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
う
い
う
の
は
、
親
鸞
聖
人
か
ら
み
れ
ば
二
十
の
願
で
し
ょ
う
。 
 
 
（『
真
宗
大
綱
』『
曽
我
量
深
選
集
』
九
・
三
三
二
―
三
三
三
頁 
傍
点
引
用
者
） 
と
述
べ
て
、
法
然
の
教
え
る
念
仏
が
「
能
行
の
よ
う
な
、
、
、
、
形
」
と
な
る
の
は
、「
そ
の
時
代
の
人
を
教
え
る
」
い
う
課
題
で
あ
る
と
示
し
、
ま
た
「
能
行
」
と
考
え
る
の
は
、「
教
え
を
受
け
る
人
」
が
「
お
念
仏
を
往
生
浄
土
の
手
段
で
あ
る
と
考
え
る
」
こ
と
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
。 
 
こ
の
教
示
を
承
け
て
、
改
め
て
『
選
択
集
』
を
見
る
と
、
法
然
は
「
二
行
章
」
に
、 
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縦タト-
令ヒ
別
 
ニ
不
 
レ
ド
モ
レ
用
 
ヰ
二
回-
向
 
ヲ
一
自-
然
 
ニ
成
 
ル
二
往
生
 
ノ
業
 
ト
一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（『
浄
真
全
』
一
・
一
二
六
三
頁
）
と
述
べ
て
い
る
し
、
称
名
念
仏
一
つ
を
選
び
取
る
の
は
、
総
結
三
選
の
文
で
、 
依
 
ル
ガ
二
仏
 
ノ
本
願
 
ニ
一
故
 
ナ
リ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（『
浄
真
全
』
一
・
一
三
二
四
頁
）
と
「
本
願
に
依
る
」（
本
願
力
）
か
ら
で
あ
る
と
端
的
に
示
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、『
選
択
集
』
の
記
述
に
依
っ
て
も
法
然
の
教
え
に
よ
る
行
を
「
能
行
」
と
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
法
然
は
、〈
本
願
加
減
の
文
〉
に
照
ら
さ
れ
て
、
第
十
八
願
一
つ
を
立
て
る
こ
と
で
、「
能
行
の
よ
う
な
、
、
、
、
形
」
で
念
仏
の
行
を
説
く
の
で
あ
る
。
一
方
、
親
鸞
は
『
大
経
』
下
巻
の
本
願
成
就
文
に
立
脚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
力
を
一
切
宿
さ
な
い
（
所
行
）
仏
道
を
開
顕
す
る
。
し
か
し
、
か
え
っ
て
そ
こ
に
見
定
め
ら
れ
た
の
は
、
教
え
に
遇
っ
て
な
お
存
す
る
自
力
の
問
題
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
論
で
は
、
こ
の
後
、『
親
鸞
伝
絵
』
に
伝
え
ら
れ
る
吉
水
時
代
の
親
鸞
の
事
跡
を
考
察
す
る
が
、
そ
れ
は
親
鸞
が
第
十
八
願
を
信
の
願
と
し
て
捉
え
な
お
す
背
景
と
な
る
具
体
的
な
自
力
の
問
題
と
言
い
得
る
だ
ろ
う
。 
１
３
０ 
『
拾
遺
古
徳
伝
絵
詞
』『
真
聖
全
』
三
・
七
三
一
頁
参
照
。
な
お
、
覚
如
の
息
子
で
あ
る
存
覚
も
同
様
に
、『
六
要
鈔
』
で
、「「
令
書
名
之
字
畢
」
と
言
ふ
は
、
善
信
是
也
」（『
真
聖
全
』
二
・
四
四
〇
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
両
者
が
こ
の
よ
う
に
言
う
根
拠
は
不
詳
で
あ
る
。
延
塚
知
道
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
、 
 
  
 
   
最
も
古
い
見
解
で
あ
り
両
師
が
親
鸞
の
血
筋
を
引
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、そ
の
権
威
と
身
内
に
し
か
わ
か
ら
な
い
事
情
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
の
も
と
で
、
ほ
と
ん
ど
無
反
省
に
、
以
後
こ
の
見
解
が
現
代
ま
で
継
承
さ
れ
て
き
た
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（『
教
行
信
証
―
そ
の
構
造
と
核
心
―
』
七
〇
頁
） 
と
述
べ
、
以
後
の
継
承
を
批
判
し
、
自
身
は
現
在
（
二
〇
一
三
年
）、
改
名
後
の
名
前
は
親
鸞
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 
１
３
１ 
こ
こ
で
、
幾
つ
か
の
親
鸞
説
を
提
示
す
る
先
学
を
列
挙
し
て
お
き
た
い
（
年
代
順
）。 
 
・
真
木
有
香
子
『
親
鸞
と
パ
ウ
ロ
―
異
質
の
信
―
』 
 
   
・
豅
弘
信
「「
善
信
」
と
「
親
鸞
」
―
元
久
二
年
の
改
名
に
つ
い
て
―
」
上
・
下
『
親
鸞
教
学
』
七
十
五
・
七
十
六 
 
   
・
本
多
弘
之
「
師
弟
の
信
頼
関
係
を
示
す
名
の
贈
与
―
「
親
鸞
」
の
名
に
ち
な
ん
で
―
」『
親
鸞
像
の
再
構
築
』 
 
   
・
寺
川
俊
昭
「
親
鸞
の
名
を
め
ぐ
っ
て
」『
真
宗
』
二
〇
一
〇
年
十
一
月
号
（『
寺
川
俊
昭
選
集
』
別
巻
） 
 
   
・
豅
弘
信
「「
善
信
」
実
名
説
を
問
う
」
上
・
下
『
親
鸞
教
学
』
九
十
五
・
九
十
六 
 
   
・
延
塚
知
道
『
教
行
信
証
―
そ
の
構
造
と
核
心
―
』 
１
３
２ 
こ
こ
で
、
幾
つ
か
の
近
年
の
善
信
説
を
提
示
す
る
先
学
を
列
挙
し
て
お
き
た
い
（
年
代
順
）。 
・
井
上
円
「「
名
の
字
」
考
」『
新
潟
親
鸞
学
会
紀
要
』
四 
・
鶴
見
晃
「
親
鸞
の
名
の
り
―
「
善
信
」
房
号
説
を
め
ぐ
っ
て
」『
教
化
研
究
』
百
四
十
四 
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・
広
瀬
惺
『「
顕
浄
土
真
実
行
文
類
」
講
讃
―
御
自
釈
―
』 
１
３
３ 
こ
の
改
名
に
つ
い
て
の
議
論
を
、
別
の
視
座
か
ら
論
じ
る
先
学
に
加
来
雄
之
が
い
る
。
加
来
は
、
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
十
一
月
八
日
に
、
親
鸞
が
七
箇
条
の
制
誡
に
署
し
た
名
が
「
僧
綽
空
」
で
あ
る
こ
と
と
、
そ
れ
か
ら
約
五
ヶ
月
後
に
、
親
鸞
の
書
写
し
た
『
選
択
集
』
に
、
法
然
が
記
し
た
名
が
「
釈
の
綽
空
」
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
 
 
 
あ
ま
り
注
目
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
源
空
が
「
僧
綽
空
」
と
書
か
ず
に
「
釈
綽
空
」
と
書
き
付
け
た
こ
と
は
、
親
鸞
に
と
っ
て
衝
撃
的
な
体
験
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。「
あ
な
た
は
律
令
僧
と
し
て
生
き
る
の
か
、
そ
れ
と
も
仏
弟
子
と
し
て
生
き
る
の
か
」
と
い
う
師
か
ら
の
無
言
の
問
い
を
感
じ
取
っ
た
に
相
違
な
い
。
そ
の
た
め
に
「
夢
の
告
げ
に
依
て
」
師
源
空
が
新
た
な
「
名
之
字
」
を
書
い
た
と
き
も
、「
綽
空
」
の
二
字
は
改
め
た
が
「
釈
」
の
一
字
は
そ
の
ま
ま
残
し
た
こ
と
を
明
記
・
強
調
す
る
文
脈
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
以
降
、
親
鸞
は
「
釈
」
と
い
う
一
字
に
付
属
・
相
続
と
い
う
使
命
感
を
託
し
て
署
し
て
き
た
に
違
い
な
い
。
昨
今
、「
名
之
字
」
が
善
信
で
あ
る
か
、
親
鸞
で
あ
る
か
、
と
い
う
議
論
が
大
谷
派
で
は
盛
ん
に
な
さ
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
に
も
決
定
的
な
物
証
は
な
い
。
む
し
ろ
こ
の
段
で
は
「
釈
」
の
一
字
こ
そ
が
主
題
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 
（「「
釈
親
鸞
」
の
遺
産
相
続
―
「
鏡
御
影
」
を
手
が
か
り
に
―
」
上
『
親
鸞
教
学
』
九
十
六
・
九
頁
） 
１
３
４ 
無
論
、
こ
れ
は
親
鸞
説
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。 
１
３
５ 
『
親
鸞
伝
叢
書
』
一
七
一
頁
参
照
。
た
だ
し
『
正
統
伝
』
記
載
の
日
付
は
信
頼
を
置
け
な
い
（
第
一
部
註
１
５
１
参
照
）。 
１
３
６ 
『
親
鸞
伝
叢
書
』
一
七
一
頁
参
照
。 
１
３
７ 
中
澤
見
明
『
真
宗
源
流
史
論
』
二
二
一
頁
参
照
。 
１
３
８ 
百
三
十
三
日
の
算
出
は
小
山
正
文
に
依
っ
た
（『
真
宗
重
宝
聚
英
』
六
・
二
五
七
頁
参
照
）。 
１
３
９ 
天
親
の
在
世
年
代
は
、
宇
井
伯
寿
に
依
れ
ば
、
三
二
〇
年
頃
か
ら
四
〇
〇
年
頃
と
言
わ
れ
る
（『
印
度
哲
学
史
』〈『
印
度
哲
学
史
及
印
度
哲
学
研
究
―
第
一
回
―
』〉
三
八
七
頁
参
照
）。
そ
れ
に
対
し
干
潟
龍
祥
は
、
四
〇
〇
年
頃
か
ら
四
八
〇
年
頃
と
い
う
説
を
提
示
し
て
い
る
（「
世
親
年
代
再
考
」『
宮
本
正
尊
教
授
還
暦
記
念
印
度
学
仏
教
学
論
集
』
三
二
一
頁
参
照
）。
こ
の
よ
う
に
、
大
別
し
て
二
つ
の
説
（
四
世
紀
頃
・
五
世
紀
頃
）
が
あ
る
が
、
現
在
は
後
者
の
説
が
有
力
で
あ
る
（『
浄
土
仏
教
の
思
想
―
龍
樹 
世
親 
チ
ベ
ッ
ト
の
浄
土
教 
慧
遠
―
』
三
・
一
〇
四
―
一
〇
五
頁
参
照
・『
浄
真
全
』
一
・
四
三
〇
頁
参
照
）。
よ
っ
て
本
論
で
は
、
干
潟
説
に
依
っ
て
示
し
た
。 
１
４
０ 
曇
鸞
の
生
存
年
代
は
、
四
七
六
年
か
ら
五
四
二
年
で
あ
る
と
『
続
高
僧
伝
』
巻
六
の
記
述
か
ら
算
出
で
き
る
（『
大
正
蔵
』
五
十
・
四
七
〇
頁
ｃ
参
照
）。
し
か
し
な
が
ら
、『
続
高
僧
伝
』
巻
二
十
に
は
、
少
な
く
と
も
五
五
〇
年
に
曇
鸞
が
生
存
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
記
述
も
あ
り
、
巻
六
の
記
述
と
矛
盾
す
る
（『
大
正
蔵
』
五
十
・
五
九
三
頁
ｃ
参
照
）。
ま
た
、
五
五
四
年
二
月
に
太
子
像
が
造
ら
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
銘
（「
敬
像
太
子
像
銘
」）
に
、「
比
丘
僧
曇
鸞
蔵
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
五
五
四
年
時
点
の
曇
鸞
の
生
存
が
確
認
で
き
、
こ
れ
も
『
高
僧
伝
』
巻
六
の
記
述
と
矛
盾
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
延
塚
知
道
は
、
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こ
れ
ら
の
史
料
に
よ
っ
て
、
曇
鸞
の
生
存
年
代
を
四
七
六
年
か
ら
五
五
四
年
と
推
定
し
て
い
る
（『『
浄
土
論
註
』
の
思
想
究
明
―
親
鸞
の
視
点
か
ら
―
』
一
九
―
二
一
頁
参
照
）。
本
論
で
は
、
こ
の
説
に
基
づ
い
て
曇
鸞
の
生
没
年
を
示
し
た
が
、
延
塚
自
身
が
そ
う
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
四
七
六
年
と
い
う
曇
鸞
の
誕
生
年
は
、
五
四
二
年
に
没
し
た
と
い
う
『
続
高
僧
伝
』
巻
六
か
ら
の
逆
算
で
あ
り
、
十
分
に
確
か
な
年
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
論
で
は
「
？
」
を
附
し
て
表
記
し
た
。 
１
４
１ 
寺
川
俊
昭
「
親
鸞
の
名
を
め
ぐ
っ
て
」『
寺
川
俊
昭
選
集
』
別
巻
・
一
三
五
―
一
三
六
頁
参
照
。 
１
４
２ 
周
知
の
よ
う
に
、『
大
経
』『
観
経
』『
阿
弥
陀
経
』
と
と
も
に
『
浄
土
論
』
の
重
要
性
を
示
す
の
は
法
然
で
あ
る
。 
初
 
ニ
正
 
シ
ク
明
 
ス
二
往
生
浄
土
 
ヲ
一
之
教
 
ト
イ
フ
者
、
謂
 
ク
三
経
一
論
是
也
。
三
経
 
ト
者
、
一
 
ニ
ハ
『
無
量
寿
経
』、
二
 
ニ
ハ
『
観
無
量
寿
経
』、
三
 
ニ
ハ
『
阿
弥
陀
経
』
也
。
一
論
 
ト
者
、
天
親
 
ノ
『
往
生
論
』
是
也
。
或
 
イ
ハ
指
 
シ
テ
此
 
ノ
三
経
 
ヲ
号
 
ス
二
浄
土
 
ノ
三
部
経
 
ト
一
也
。 
（『
浄
真
全
』
一
・
一
二
五
五
頁
） 
た
だ
し
法
然
は
、『
選
択
集
』
に
て
、
右
記
の
よ
う
に
「
三
経
一
論
」
を
示
し
た
後
、「
浄
土
の
三
部
経
」
に
つ
い
て
詳
し
く
尋
ね
る
の
に
対
し
て
、「
一
論
」
と
示
し
た
『
浄
土
論
』
に
関
し
て
は
、
そ
の
後
全
く
言
及
し
て
い
な
い
。
し
か
し
注
目
す
べ
き
は
、
法
然
が
、『
浄
土
論
』
を
「
正
し
く
往
生
浄
土
を
明
か
す
の
教
」
と
い
う
点
に
お
い
て
、
仏
説
で
あ
る
三
経
と
同
格
に
扱
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 
ま
た
延
塚
知
道
は
、
親
鸞
が
『
論
註
』
を
読
む
に
至
っ
た
背
景
に
つ
い
て
、
比
叡
山
の
僧
（
良
源
・
源
信
な
ど
）
に
『
論
註
』
の
正
引
が
な
い
こ
と
（
子
引
〈
孫
引
き
〉
は
あ
る
）、
東
大
寺
三
論
宗
の
僧
（
永
観
・
珍
海
な
ど
）
が
引
用
し
て
い
る
こ
と
、
法
然
の
門
下
（
親
鸞
・
隆
寛
・
長
西
）
が
引
用
し
て
い
る
こ
と
、
法
然
が
『
論
註
』
を
伝
え
て
き
た
系
譜
で
あ
る
東
大
寺
と
の
関
係
が
深
い
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
て
、
法
然
は
東
大
寺
系
の
学
僧
か
ら
『
論
註
』
を
入
手
し
、
親
鸞
を
含
む
吉
水
門
下
に
そ
の
書
を
読
む
こ
と
を
勧
め
て
い
た
と
推
測
し
て
い
る
（『
教
行
信
証
―
そ
の
構
造
と
核
心
―
』
一
〇
六
―
一
一
三
頁
参
照
）。 
こ
の
よ
う
に
法
然
は
、
仏
説
で
あ
る
「
三
経
」
と
天
親
の
『
浄
土
論
』
を
同
格
と
し
て
い
る
し
、『
論
註
』
を
親
鸞
に
勧
め
て
い
た
こ
と
が
近
年
推
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
て
、
親
鸞
が
『
大
経
』
に
相
応
し
た
天
親
の
『
浄
土
論
』
と
、
そ
の
真
意
を
凡
夫
に
実
現
す
る
無
上
仏
道
と
し
て
読
み
解
い
て
い
る
曇
鸞
の
『
論
註
』
の
教
え
を
指
標
と
し
て
、〈
本
願
加
減
の
文
〉を
読
み
解
く
と
い
う
課
題
も
っ
た
契
機
に
は
法
然
が
い
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。ま
た
法
然
の
視
点
か
ら
見
て
も
、
そ
の
課
題
を
親
鸞
に
与
え
た
と
い
う
こ
と
は
自
然
な
見
方
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 
１
４
３ 
こ
こ
で
は
、
法
然
か
ら
親
鸞
へ
の
師
資
相
承
は
『
選
択
集
』
の
書
写
に
始
ま
る
と
い
う
理
解
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
法
然
が
親
鸞
を
「
後
世
を
託
す
べ
き
人
物
」
と
し
て
見
定
め
た
こ
と
は
、
法
然
が
親
鸞
に
「
綽
空
」
と
い
う
―
『
選
択
集
』
冒
頭
に
引
か
れ
、
浄
土
宗
の
立
教
開
宗
の
基
盤
と
な
る
「
道
綽
」
と
、
法
然
自
身
の
名
で
あ
る
「
源
空
」
か
ら
一
字
ず
つ
と
っ
た
―
名
を
入
門
に
際
し
て
与
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
親
鸞
入
門
当
時
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
（
広
瀬
惺
『「
顕
浄
土
真
実
行
文
類
」
講
讃
―
御
自
釈
―
』
一
九
―
二
〇
頁
参
照
）。
こ
れ
を
推
し
て
言
え
ば
、
師
資
相
承
は
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
に
始
ま
っ
た
と
言
う
こ
と
も
由
無
き
こ
と
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
本
論
で
は
、
先
の
寺
川
の
論
考
に
依
っ
て
、
著
作
（『
選
択
集
』）
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の
書
写
伝
授
を
師
資
相
承
の
形
と
し
て
受
け
取
っ
て
い
る
（「
親
鸞
の
名
を
め
ぐ
っ
て
」『
寺
川
俊
昭
選
集
』
別
巻
・
一
三
五
―
一
三
六
頁
参
照
）。 
１
４
４ 
『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
三
十
一
『
法
然
伝
全
』
二
〇
一
―
二
〇
二
頁
参
照
。 
１
４
５ 
『
七
箇
条
起
請
文
』『
法
然
全
』
七
八
七
―
七
九
三
頁
参
照
。 
な
お
、
親
鸞
は
同
文
を
『
西
方
指
南
抄
』
中
末
に
載
せ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
、「
僧
綽
空
」
で
は
な
く
、「
善
信
」
と
記
し
て
い
る
（『
定
親
全
』
五
・
輯
録
篇
一
・
一
七
一
頁
参
照
）。 
１
４
６ 
『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
三
十
一
『
法
然
伝
全
』
二
〇
五
―
二
〇
七
頁
参
照
。 
１
４
７ 
歴
史
学
の
分
野
で
は
、
こ
の
出
来
事
を
「
信
行
両
座
」
と
呼
称
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
出
来
事
は
「
信
不
退
行
不
退
の
諍
論
（
相
論
）」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
な
お
、
本
論
文
で
「
信
行
両
座
の
決
判
、
、
」
と
せ
ず
「
信
行
両
座
の
分
判
、
、
」
と
い
う
名
称
を
用
い
た
こ
と
は
、「
決
判
」
を
し
た
の
は
、
あ
く
ま
で
法
然
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
基
づ
い
て
い
る
。 
１
４
８ 
赤
松
俊
秀
は
、
信
心
同
一
の
諍
論
に
つ
い
て
、『
歎
異
抄
』
に
同
様
の
事
跡
が
収
録
さ
れ
、
ま
た
「
聖
光
房
に
示
さ
れ
け
る
御
詞
」
其
六
（『
法
然
全
』
七
四
四
―
七
四
五
頁
）
に
は
、
同
質
の
事
跡
が
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
実
と
し
て
相
違
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
信
行
両
座
の
分
判
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
裏
書
き
（
証
明
）
す
る
確
か
な
史
料
が
な
い
こ
と
か
ら
、
一
念
多
念
の
対
立
を
反
映
し
て
い
る
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、
事
実
と
言
う
こ
と
に
少
し
疑
念
を
も
つ
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
（『
親
鸞
』
八
九
―
九
四
頁
参
照
）。 
 
    
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
平
松
令
三
は
、
親
鸞
在
世
中
に
初
期
真
宗
教
団
が
依
用
し
た
光
明
本
尊
（
た
と
え
ば
、
愛
知
県
岡
崎
市
妙
源
寺
蔵
の
光
明
本
尊
〈『
真
宗
重
宝
聚
英
』
二
・
四
―
一
三
頁
参
照
〉
は
、
そ
の
札
銘
が
真
仏
〈
一
二
〇
九
―
一
二
五
八
〉
の
筆
と
言
わ
れ
て
お
り
、
真
仏
は
親
鸞
よ
り
先
に
没
し
て
い
る
た
め
、
親
鸞
在
世
中
の
製
作
が
認
め
ら
れ
て
い
る
）
の
法
然
・
親
鸞
の
周
り
に
、
信
空
・
聖
覚
が
描
か
れ
て
い
る
事
例
を
指
摘
し
て
、
信
行
両
座
の
分
判
の
裏
書
き
（
証
明
）
と
な
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
（『
真
宗
重
宝
聚
英
』
二
・
一
八
〇
―
一
八
五
頁
参
照
・『
真
宗
史
論
攷
』
一
七
四
―
一
七
九
頁
参
照
）。 
１
４
９ 
『
定
親
全
』
四
・
言
行
篇
二
・
一
五
―
二
〇
頁
〔『
聖
典
』
七
二
七
―
七
二
九
頁
〕 
 
 
 
な
お
、
典
拠
の
改
行
は
反
映
し
て
い
な
い
。 
１
５
０ 
『
正
統
伝
』
に
は
、「
時
に
元
久
二
年
乙
丑
九
月
二
十
一
日
也
」（『
親
鸞
伝
叢
書
』
一
七
三
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
二
日
に
渡
る
出
来
事
と
の
記
載
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、『
親
鸞
伝
絵
』
の
記
述
が
二
日
に
渡
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
論
で
は
九
月
二
十
日
か
ら
二
十
一
日
と
い
う
日
付
を
『
正
統
伝
』
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
示
し
た
。 
１
５
１ 
五
天
良
空
に
よ
っ
て
、
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
正
統
伝
』
は
、
良
空
の
「
自
序
」
と
「
凡
例
」（『
親
鸞
伝
叢
書
』
一
一
二
―
一
一
五
頁
参
照
）
に
依
れ
ば
、
親
鸞
の
写
瓶
相
承
の
弟
子
で
あ
る
真
仏
・
顕
智
・
専
空
の
記
し
た
親
鸞
の
実
伝
（
親
鸞
降
誕
か
ら
六
十
歳
ま
で
が
真
仏
、
六
十
歳
か
ら
往
生
ま
で
が
顕
智
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
た
「
高
田
本
伝
」、
存
覚
が
専
空
か
ら
聞
き
書
き
し
た
「
四
巻
伝
」、
二
十
四
輩
の
一
、
鹿
島
順
信
の
「
下
野
伝
」
等
）
が
高
田
宝
庫
に
遺
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
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を
も
と
に
し
て
良
空
が
年
代
順
に
並
べ
直
し
、良
空
の
私
注
を
附
加
し
た
も
の
で
あ
る
。し
か
し
な
が
ら
後
の
研
究
に
よ
っ
て
、
も
と
と
な
っ
た
秘
本
は
実
存
せ
ず
、『
正
統
伝
』
は
刊
本
を
中
心
に
先
行
す
る
真
宗
諸
本
を
切
り
貼
り
し
、
良
空
独
特
の
文
章
で
全
体
を
厚
く
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
塩
谷
菊
美
「
親
鸞
に
お
け
る
「
東
国
」
の
発
見
」
『
親
鸞
像
の
再
構
築
』
一
四
九
―
一
五
三
頁
参
照
）。 
こ
の
よ
う
な
成
立
背
景
を
も
つ
た
め
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、『
正
統
伝
』
に
の
み
（
無
論
『
正
統
伝
』
に
依
っ
て
作
成
さ
れ
た
そ
れ
以
後
の
伝
記
も
含
む
）
記
さ
れ
て
い
る
日
付
、
及
び
事
跡
を
史
実
と
し
て
信
頼
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
本
論
で
は
、『
親
鸞
伝
絵
』
の
記
述
の
順
序
と
符
合
す
る
点
を
鑑
み
て
、『
正
統
伝
』
記
載
の
日
付
を
括
弧
に
収
め
て
記
し
た
。 
１
５
２ 
「
信
行
両
座
の
分
判
」
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
多
く
の
門
弟
は
そ
の
意
味
が
分
か
ら
ず
、
立
場
を
明
確
に
し
て
い
な
い
。 
１
５
３ 
『
観
経
疏
自
筆
御
鈔
』『
西
山
叢
書
』
二
・
一
九
六
頁 
１
５
４ 
『
観
経
疏
自
筆
御
鈔
』『
西
山
叢
書
』
一
・
二
二
四
頁 
１
５
５ 
『
三
縁
事
』『
西
山
上
人
短
篇
鈔
物
集
』
一
一
八
―
一
一
九
頁 
１
５
６ 
親
鸞
の
視
点
か
ら
見
た
と
き
、
吉
水
教
団
内
に
聖
道
門
的
と
言
い
得
る
信
仰
の
在
り
方
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
に
次
の
消
息
が
あ
る
。 
 
  
 
法ほふ
然ねん
上
し
や
う
人にん
の
御おん
弟で
子し
の
な
か
に
も
、
わ
れ
は
ゆ
ゝ
し
き
学がく
生
し
や
う
な
ど
ゝ
お
も
ひ
あ
ひ
た
る
ひ
と
ぐ
も
、
こ
の
世よ
に
は
、
み
な
や
う
く
に
法
文
ほ
ふ
も
ん
を
い
ひ
か
へ
て
、
身み
も
ま
ど
ひ
、
ひ
と
を
も
ま
ど
は
し
て
、
わ
づ
ら
ひ
あ
ふ
て
さ
ふ
ら
ふ
め
り
。 
（『
末
燈
鈔
』『
定
親
全
』
三
・
書
簡
篇
・
一
一
四
頁
〔『
聖
典
』
五
六
〇
頁
〕） 
 
  
こ
の
消
息
に
あ
ら
わ
れ
る
「
ゆ
ゝ
し
き
学
生
」
と
い
う
言
葉
は
、『
歎
異
抄
』
第
二
章
の
次
の
言
葉
と
し
て
も
よ
く
知
ら
れ
る
。 
念
仏
よ
り
ほ
か
に
往
生
の
み
ち
を
も
存
知
し
、
ま
た
法
文
等
を
も
し
り
た
る
ら
ん
と
、
こ
ゝ
ろ
に
く
ゝ
お
ぼ
し
め
し
て
お
は
し
ま
し
て
は
ん
べ
ら
ん
は
、
お
ほ
き
な
る
あ
や
ま
り
な
り
。
も
し
し
か
ら
ば
、
南
都
・
北
嶺
に
も
ゆ
ゝ
し
き
学
生
た
ち
、
お
ほ
く
座
せ
ら
れ
て
さ
ふ
ら
う
な
れ
ば
、か
の
ひ
と
に
も
あ
ひ
た
て
ま
つ
り
て
、
往
生
の
要
よ
く
く
き
か
る
べ
き
な
り
。 
（『
定
親
全
』
四
・
言
行
篇
一
・
四
―
五
頁
〔『
聖
典
』
六
二
六
―
六
二
七
頁
〕） 
こ
の
『
歎
異
抄
』
に
あ
ら
わ
れ
る
「
ゆ
ゝ
し
き
学
生
」
は
、「
南
都
・
北
嶺
」
と
い
う
語
が
示
す
よ
う
に
、
聖
道
門
の
学
生
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
親
鸞
は
そ
れ
と
同
じ
言
葉
を
用
い
て
、「
わ
れ
は
ゆ
ゝ
し
き
学
生
な
ど
ゝ
お
も
ひ
あ
ひ
た
る
ひ
と
ぐ
」
が
「
法
然
上
人
の
御
弟
子
の
な
か
に
も
」
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
親
鸞
の
言
葉
か
ら
も
、
法
然
の
教
え
を
聞
き
得
て
も
、
そ
の
信
仰
が
聖
道
門
と
同
質
（
聖
道
門
的
な
信
仰
の
在
り
方
）
で
あ
る
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
親
鸞
は
こ
の
問
題
を
凝
視
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。 
１
５
７ 
中
澤
見
明
は
、
嘉
禄
三
年
（
一
二
二
七
）
の
専
修
念
仏
弾
圧
に
際
し
た
証
空
の
流
罪
赦
免
の
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述 
べ
て
い
る
。 
善
恵
が
そ
の
慈
円
の
帰
依
を
得
て
ゐ
た
こ
と
、
或
は
貴
顕
に
も
接
近
し
、
又
は
摂
家
、
公
卿
の
信
徒
が
多
か
つ
た
こ
と
な
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ど
は
、
勿
論
彼
の
人
格
と
学
識
に
於
て
勝
れ
た
と
こ
ろ
が
あ
つ
た
か
ら
で
も
あ
ら
う
が
、
彼
は
公
卿
の
子
息
と
し
て
、
一
面
に
於
て
は
余
程
妥
協
的
、
融
通
性
に
富
ん
だ
念
仏
者
で
あ
つ
た
か
ら
だ
と
思
は
れ
る
。
彼
は
学
解
の
上
に
於
て
は
正
雑
二
行
の
廃
立
を
説
き
、
諸
行
往
生
を
認
め
ず
と
雖
も
、
そ
の
教
化
に
於
て
、
頗
る
融
通
の
き
く
と
こ
ろ
が
あ
つ
た
に
相
違
な
い
。
さ
れ
ば
こ
そ
当
時
善
恵
に
限
り
聖
道
家
の
徒
に
帰
依
す
る
も
の
が
あ
り
、
或
は
山
門
の
訴
訟
に
も
特
別
の
諒
恕
を
得
た
の
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。                                             
（『
真
宗
源
流
史
論
』
一
三
〇
頁
） 
近
年
に
お
い
て
も
こ
の
見
解
は
踏
襲
さ
れ
、
証
空
を
総
合
的
に
研
究
し
た
中
西
随
功
も
同
様
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。 
『
明
月
記
』（
安
貞
元
年
〈
一
二
二
七
〉
七
月
六
日
条
）
に
よ
る
と
、
専
修
念
仏
衆
団
に
対
し
て
山
門
側
か
ら
強
訴
に
及
ん
だ
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
後
に
證
空
は
宇
都
宮
頼
綱
の
隨
逐
の
師
で
あ
る
の
で
、
宇
都
宮
家
と
親
交
の
深
い
藤
原
定
家
は
殊
に
周
章
の
あ
ま
り
誓
状
を
公
家
に
進
言
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
妙
香
院
良
快
か
ら
も
陳
情
が
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
は
證
空
が
慈
円
臨
終
の
善
知
識
に
連
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
証
と
し
て
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
證
空
は
流
罪
を
免
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
当
時
に
お
け
る
證
空
の
社
会
的
立
場
が
、
摂
関
家
公
卿
を
中
心
と
す
る
世
界
に
大
き
な
比
重
を
占
め
る
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
る
。
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
證
空
の
諸
行
観
で
あ
る
。（
中
略
）
證
空
は
諸
行
に
念
仏
信
仰
の
精
髄
を
附
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
真
価
の
開
顕
と
仏
道
の
拡
張
を
も
た
ら
す
ゆ
え
、
そ
の
教
化
活
動
に
お
い
て
も
、
融
通
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
お
の
ず
か
ら
、
帰
依
層
の
拡
が
り
が
も
た
ら
さ
れ
る
し
、
あ
る
い
は
山
門
側
の
強
訴
に
対
し
て
も
、
帰
依
層
か
ら
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
り
特
別
の
諒
恕
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 
（『
證
空
浄
土
教
の
研
究
』
四
八
頁 
中
略
引
用
者
） 
中
西
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
、
証
空
の
流
罪
赦
免
の
理
由
が
、
そ
の
「
諸
行
観
」
に
あ
っ
た
と
見
定
め
て
い
る
。 
１
５
８ 
『
定
親
全
』
四
・
言
行
篇
一
・
九
八
―
一
〇
〇
頁
〔『
聖
典
』
六
六
五
―
六
六
六
頁
〕 
 
 
割
り
注
の
「
源
空
」
に
「
ぐ
ゑ
ん
く
」
の
右
訓
あ
り
。 
１
５
９ 
『
口
伝
鈔
』
に
は
「
は
か
り
な
き
法
文
諍
論
」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
は
か
り
な
き
」
に
つ
い
て
、
石
田
瑞
麿
と
義
盛
幸
規
は
、
「（
私
た
ち
に
は
）
決
着
で
き
な
い
」
と
い
う
意
味
で
訳
し
て
い
る
（
石
田
訳
『
歎
異
抄
・
執
持
鈔
』
一
三
八
―
一
三
九
頁
参
照
・
義
盛
訳
『
も
う
一
つ
の
親
鸞
像
『
口
伝
鈔
』
講
義
』
一
八
八
―
一
八
九
頁
参
照
）。
こ
れ
と
異
な
る
訳
と
し
て
、
梯
実
円
は
、「
は
か
ら
ず
も
」
と
い
う
意
味
で
訳
し
て
い
る
（『
聖
典
セ
ミ
ナ
ー
口
伝
鈔
』
二
一
七
頁
参
照
）。
私
は
―
基
本
的
に
は
前
者
に
近
い
了
解
で
あ
る
と
思
う
が
―
「（
私
た
ち
に
は
）
決
着
で
き
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
、
決
着
で
き
る
か
否
か
に
力
点
が
あ
る
の
で
は
な
く
、「
は
か
る
こ
と
の
で
き
な
い
ほ
ど
大
き
な
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
受
け
と
め
た
い
。
そ
う
受
け
と
め
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
法
文
諍
論
は
、
吉
水
時
代
の
思
い
出
と
し
て
語
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
本
願
を
根
拠
と
す
る
仏
道
を
あ
ゆ
ま
ん
と
す
る
者
に
と
っ
て
重
要
な
（
大
き
な
）
意
味
を
も
つ
出
来
事
と
し
て
、
親
鸞
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 
１
６
０ 
『
親
鸞
伝
絵
』
に
伝
え
ら
れ
る
信
行
両
座
の
分
判
や
信
心
同
一
の
諍
論
に
比
べ
て
、
こ
の
「
体
失
不
体
失
の
往
生
の
事
」
に
言
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及
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
中
澤
見
明
は
、『
口
伝
鈔
』
の
内
容
を
史
実
と
し
て
認
め
て
い
な
い
。
ま
た
中
澤
は
、
『
親
鸞
伝
絵
』
を
批
判
的
に
論
じ
、
信
行
両
座
の
分
判
や
信
心
同
一
の
諍
論
に
つ
い
て
も
、
史
実
で
は
な
く
、
覚
如
が
親
鸞
の
教
義
を
、西
山
派
等
の
信
仰
と
異
な
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
創
作
し
た
と
述
べ
て
い
る（『
史
上
の
親
鸞
』九
一
―
九
九
頁
参
照
）。
し
か
し
な
が
ら
、
第
一
部
註
１
４
８
で
示
し
た
よ
う
に
、
二
つ
の
出
来
事
の
う
ち
、
特
に
信
心
同
一
の
諍
論
に
つ
い
て
は
、
現
在
史
実
と
し
て
ほ
ぼ
認
め
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
北
西
弘
は
、
右
に
示
し
た
よ
う
な
中
澤
の
見
解
に
つ
い
て
、 
伝
絵
に
記
さ
れ
る
四
句
の
偈
文
や
、
信
行
両
座
の
段
、
信
心
諍
論
の
段
な
ど
、
す
べ
て
覚
如
の
創
作
で
、
史
料
的
根
拠
は
な
い
と
否
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
親
鸞
伝
の
研
究
が
深
め
ら
れ
る
に
し
た
が
っ
て
、
伝
絵
製
作
に
あ
た
っ
て
覚
如
が
用
い
た
史
料
や
、
伝
聞
の
内
容
が
、
く
わ
し
く
検
討
さ
れ
、
覚
如
の
創
作
と
し
て
捨
て
き
れ
な
い
点
の
あ
る
こ
と
が
、
次
第
に
明
白
に
な
っ
て
き
た
。（
中
略
）
史
伝
と
安
心
を
別
視
す
る
中
沢
氏
の
態
度
に
は
、
研
究
方
法
の
う
え
で
も
問
題
が
あ
り
、
そ
の
後
、
史
学
研
究
の
発
展
に
と
も
な
い
、
中
沢
説
は
力
を
失
っ
た
。 
（『
真
宗
重
宝
聚
英
』
五
・
二
二
三
―
二
二
五
頁
） 
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、『
口
伝
鈔
』
に
伝
わ
る
こ
の
事
跡
を
直
ち
に
覚
如
の
創
作
と
断
ず
る
こ
と
は
早
計
に
過
ぎ
る
と
思
わ
れ
る
。 
１
６
１ 
こ
の
よ
う
な
問
題
は
隆
寛
も
着
目
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
隆
寛
は
『
極
楽
浄
土
宗
義
』
中
巻
に
お
い
て
、 
就
 
テ
二
十
九
 
ノ
願
 
ニ
一
□有 
□二
二
種
 
ノ
義
□一
一
者
帰
二
他
力
一
捨
余
行
 
ヲ
一
方
 
ニ
以
二
此
人
一
同
 
ス
二
十
八
願
 
ノ
機
 
ニ
一
二
者
発
 
テ
二
三
心
 
ヲ
一
□後
猶
ニ 
 
 
論
 
ス
二
余 
善
 
ヲ
一
既
発
 
カ
二
三
心
 
ヲ
一
故
雖
三
論
二
余
行
一
異
 
ナ
リ
辺
地
機
 
ニ
一
応
二
見
一
選
□択
集
 
ヲ
矣 
（
□
で
囲
っ
た
文
字
は
欠
失
し
て
い
て
、
典
拠
が
補
っ
た
も
の
で
あ
る
） 
 
（『
隆
寛
律
師
全
集
』
一
・
八
四
―
八
五
頁
） 
 
 
〈
十
九
の
願
に
就
い
て
、
二
種
の
義
有
り
。
一
は
他
力
に
帰
し
、
余
行
を
捨
て
る
。
方
に
此
の
人
、
十
八
願
の
機
に
同
じ
く
す
。
二
は
三
心
を
発
し
て
後
に
、
猶
お
、
余
善
を
論
ず
。
既
に
三
心
を
発
す
が
故
に
余
行
を
論
ず
と
雖
も
、
辺
地
の
機
に
異
な
り
。
応
に
見
る
べ
し
、
選
択
集
を
。〉 
と
第
十
九
願
に
二
種
の
義
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
、
前
者
を
他
力
に
帰
し
て
、
第
十
八
願
の
機
と
同
様
に
な
る
者
と
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
三
心
を
発
し
て
も
、
諸
行
（
余
善
）
を
修
し
よ
う
と
す
る
者
で
あ
る
と
示
し
、
法
然
の
教
え
に
遇
っ
て
も
、
第
十
九
願
的
信
仰
に
立
ち
続
け
る
と
い
う
問
題
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
隆
寛
は
こ
こ
で
、
後
者
で
あ
っ
て
も
「
辺
地
の
機
」
と
は
異
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
隆
寛
は
、
第
二
十
願
の
機
の
在
り
方
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
隆
寛
は
、
二
十
願
の
機
を
「
念
仏
・
余
行
と
兼
修
し
て
信
心
決
定
せ
ざ
る
人
」（『
極
楽
浄
土
宗
義
』
中
『
隆
寛
律
師
全
集
』
一
・
八
〇
頁
）
と
示
し
て
い
る
。 
１
６
２ 
歴
史
学
の
分
野
で
は
、
こ
の
出
来
事
を
「
信
心
諍
論
」
と
言
う
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、「
信
心
一
異
の
諍
論
（
相 
論
）」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
た
し
か
に
こ
の
出
来
事
は
、
信
心
が
同
一
か
、
あ
る
い
は
異
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
諍
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論
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
呼
称
は
適
確
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
た
だ
し
、
親
鸞
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
信
心
の
同
一
性
を
主
張
し
た
こ
と
に
よ
り
諍
論
に
発
展
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
論
で
は
「
信
心
同
一
の
諍
論
」
の
呼
称
を
用
い
た
。 
１
６
３ 
『
定
親
全
』
四
・
言
行
篇
一
・
三
四
―
三
六
頁
〔『
聖
典
』
六
三
九
頁
〕 
１
６
４ 
『
歎
異
抄
』
に
は
「
誓
観
房
」
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
源
智
の
房
号
は
「
勢
観
房
」
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
引
文
内
以
外
で
は
「
勢
観
房
」
に
改
め
て
表
記
し
た
。
な
お
『
親
鸞
伝
絵
』
で
は
、「
勢
観
房
」（『
定
親
全
』
四
・
言
行
篇
二
・
二
一
頁
〔『
聖
典
』
七
二
九
頁
〕）
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。 
１
６
５ 
『
定
親
全
』
四
・
言
行
篇
二
・
二
一
頁
〔『
聖
典
』
七
二
九
頁
〕
参
照
。 
１
６
６ 
『
選
択
集
』
に
お
い
て
、
如
来
の
力
用
を
示
す
重
要
な
教
言
は
、
第
一
部
第
一
章
第
二
節
で
示
し
た
『
教
行
信
証
』
唯
一
の
直
接
的
引
文
で
あ
る
総
結
三
選
の
文
（『
選
択
集
』『
浄
真
全
』
一
・
一
三
二
四
頁
・『
教
行
信
証
』『
定
親
全
』
一
・
六
七
頁
〔『
聖
典
』
一
八
九
頁
〕）
で
あ
ろ
う
。 
１
６
７ 
安
冨
信
哉
は
、
親
鸞
が
信
心
同
一
を
主
張
す
る
背
景
・
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
 
  
 
吉
水
の
教
団
に
は
、
信
心
の
優
劣
あ
る
い
は
浅
深
を
競
う
よ
う
な
風
潮
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
吉
水
に
は
、
僧
俗
・
男
女
が
入
り
混
じ
っ
て
い
た
。
念
仏
聖
な
ど
の
持
戒
者
の
な
か
に
は
、
自
ら
の
信
心
を
深
い
も
の
と
し
、
一
文
不
知
の
在
家
者
の
信
心
は
浅
い
と
い
う
よ
う
な
驕
慢
な
言
辞
を
吐
く
者
も
い
た
と
思
わ
れ
る
。 
（『
新
訂
増
補
親
鸞
と
危
機
意
識
―
新
し
き
主
体
の
誕
生
―
』
一
五
九
頁
） 
１
６
８ 
安
冨
信
哉
は
、
源
智
や
念
阿
が
親
鸞
を
非
難
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
 
 
 
 
こ
の
親
鸞
の
主
張
は
、
源
空
の
上
足
と
自
認
し
て
い
る
者
に
は
、
傲
岸
不
遜
な
も
の
に
み
え
た
。
は
た
し
て
勢
観
房
源
智
や
念
仏
房
念
阿
は
、
親
鸞
の
主
張
を
語
気
荒
げ
て
咎
め
る
こ
と
に
な
る
。「
智
慧
第
一
」
と
讃
え
ら
れ
て
い
る
御
上
人
の
信
心
を
汝
ご
と
き
新
参
者
の
信
心
と
同
一
視
す
る
と
は
何
事
か
、
と
。 
（『
新
訂
増
補
親
鸞
と
危
機
意
識
―
新
し
き
主
体
の
誕
生
―
』
一
五
九
頁
） 
１
６
９ 
『
定
親
全
』
一
・
九
五
頁
〔『
聖
典
』
二
一
〇
頁
〕
参
照
。 
１
７
０ 
『
定
親
全
』
一
・
一
一
六
―
一
四
〇
頁
〔『
聖
典
』
二
二
三
―
二
四
二
頁
〕
参
照
。 
１
７
１ 
『
定
親
全
』
一
・
三
〇
八
頁
〔『
聖
典
』
三
五
五
頁
〕 
１
７
２ 
松
原
祐
善
は
、『
歎
異
抄
』
の
異
義
篇
（
第
十
一
章
か
ら
第
十
八
章
）
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
第
十
一
章
か
ら
第
十
八
章
は
当
時
の
異
義
を
批
判
さ
れ
て
い
ま
す
。
親
鸞
聖
人
の
言
葉
に
、
あ
る
い
は
安
心
に
異
な
る
も
の
が
出
て
い
る
と
い
っ
て
、
そ
の
異
義
を
悲
歎
な
さ
れ
る
の
で
す
。
そ
れ
は
、
自
他
と
も
に
懺
悔
し
て
、
聖
人
の
正
し
い
み
教
え
に
立
ち
返
ら
せ
て
も
ら
お
う
と
い
う
の
で
す
。
異
な
る
を
歎
ず
る
と
は
、
親
鸞
聖
人
の
信
心
と
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
り
、
他
を
批
判
す
る
と
い
う
よ
り
も
み
ず
か
ら
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
反
省
し
て
い
る
の
で
す
。 
（「
曽
我
量
深
先
生
の
導
か
れ
て
」『
他
力
信
心
の
確
立
』
二
六
一
頁
） 
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こ
こ
で
松
原
は
、『
歎
異
抄
』
の
異
義
篇
に
あ
ら
わ
れ
る
当
時
の
異
義
へ
の
批
判
を
、
親
鸞
の
言
葉
・
安
心
に
自
他
が
、
、
、
異
な
る
こ
と
を
悲
歎
し
て
い
る
こ
と
と
読
み
取
り
、
単
に
他
者
を
破
邪
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
他
を
批
判
す
る
よ
り
、
み
ず
か
ら
の
異
な
り
を
悲
歎
し
て
い
る
こ
と
が
主
題
で
あ
る
こ
と
を
教
示
し
て
い
る
。
こ
の
教
示
を
推
し
て
言
え
ば
、
自
他
の
悲
歎
と
は
、
自
身
に
ま
で
届
い
た
本
願
の
仏
道
の
伝
灯
に
参
入
し
よ
う
と
す
る
な
か
で
、
自
身
の
信
仰
の
異
な
り
が
問
題
と
な
り
、
そ
の
見
定
め
ら
れ
た
問
題
は
、
個
人
性
に
と
ど
ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、「
自
他
と
も
に
」
と
い
う
展
開
が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
自
他
の
悲
歎
と
は
、「
自
分
も
他
人
も
」
と
並
列
的
な
関
係
で
悲
歎
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
本
願
の
伝
灯
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
自
身
へ
の
悲
歎
が
、
他
に
展
開
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 
１
７
３ 
『
定
親
全
』
一
・
三
〇
九
頁
〔『
聖
典
』
三
五
六
―
三
五
七
頁
〕 
１
７
４ 
開
華
院
法
住
『
教
行
信
証
金
剛
録
』『
続
真
宗
大
系
』
八
・
二
四
頁 
１
７
５ 
安
冨
信
哉
は
〈
三
願
転
入
〉
の
研
究
に
つ
い
て
整
理
し
、
諸
説
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、〈
後
序
〉
の
記
述
に
基
づ
い
て
、
法
然
と
の
値
遇
が
第
十
八
願
転
入
の
と
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
重
要
な
点
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
特
に
第
二
十
願
か
ら
第
十
八
願
へ
の
転
入
の
問
題
は
、
段
階
的
に
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
教
示
し
て
い
る
（『
新
訂
増
補
親
鸞
と
危
機
意
識
―
新
し
き
主
体
の
誕
生
―
』
九
〇
―
九
五
頁
参
照
）。 
１
７
６ 
藤
場
俊
基
『
親
鸞
の
教
行
信
証
を
読
み
解
く
』
四
（
化
身
土
巻
（
前
） 
似
て
非
な
る
「
仏
教
」
―
願
わ
れ
て
在
る
逸
脱
―
）
三
〇
八
―
三
一
一
頁
参
照
。 
１
７
７ 
こ
の
「
回
入
」
と
「
転
入
」、「
真
門
」
と
「
願
海
」
の
違
い
に
注
目
し
た
第
一
人
者
は
古
田
武
彦
で
あ
る
。
し
か
し
古
田
は
、
新
し
い
呼
称
を
提
示
し
て
は
い
な
い
（『
親
鸞
思
想
―
そ
の
史
料
批
判
―
』
八
六
―
一
四
二
頁
参
照
）。 
１
７
８ 
寺
川
俊
昭
「
願
生
浄
土
」『
同
朋
仏
教
』
三
十
八
・
一
八
―
二
四
頁
参
照
。 
１
７
９ 
池
田
勇
諦
『
真
実
證
の
回
向
成
就
―
『
顕
浄
土
真
実
證
文
類
』
述
要
―
』
八
二
―
八
三
頁
参
照
。 
１
８
０ 
加
来
雄
之
「
入
願
海
―
方
便
化
身
化
土
を
開
顕
す
る
意
義
―
」『
真
宗
研
究
』
五
十
六
・
四
一
―
六
一
頁
参
照
。 
１
８
１ 
『
定
親
全
』
一
・
八
四
頁
〔『
聖
典
』
二
〇
二
頁
〕 
１
８
２ 
『
浄
土
宗
全
書
』
十
五
・
一
八
頁 
１
８
３ 
『
浄
土
仏
教
の
思
想
―
新
羅
の
浄
土
教 
空
也 
良
源 
源
信 
良
忍
―
』
六
・
一
七
九
―
一
八
一
頁
参
照
。 
１
８
４ 
近
年
こ
の
問
題
を
主
題
的
に
論
じ
て
い
る
先
学
に
木
越
康
が
い
る
（「
信
心
発
起
と
い
う
出
来
事
―
法
然
・
隆
寛
と
の
思
想
的
交
流
を
通
し
て
―
」『『
教
行
信
証
』
の
思
想
』
参
照
・「
親
鸞
に
お
け
る
「
信
心
発
起
と
い
う
出
来
事
」
―
「
廻
向
発
願
心
」
解
釈
を
中
心
と
し
て
―
」『
大
谷
大
学
研
究
年
報
』
六
十
六
参
照
）。
ま
た
、
国
文
的
な
観
点
を
含
め
て
隆
寛
と
親
鸞
の
思
想
交
流
を
論
じ
て
い
る
先
学
に
は
、
河
田
光
夫
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
（「
親
鸞
の
思
想
形
成
に
お
け
る
漢
文
作
品
の
位
置
」『
親
鸞
の
思
想
形
成
』〈
河
田
光
夫
著
作
集
』
三
〉
参
照
）。 
 
 
１
８
５ 
『
隆
寛
律
師
全
集
』
一
・
七
九
―
八
〇
頁 
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最
終
文
の
「
依
」
の
右
訓
「
カ
」、「
果
」
の
右
訓
「
テ
」
は
、
原
文
に
は
な
く
、
典
拠
が
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。 
１
８
６ 
こ
の
隆
寛
の
了
解
は
、『
弥
陀
本
願
義
』
の
次
の
文
に
示
さ
れ
て
い
る
（
文
中
の
「
三
種
の
往
生
の
願
」
は
、
文
脈
上
、
第
十
八
・
第
十
九
・
第
二
十
願
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
）。 
 
 
 
 
凡
三
種
往
生
願
約
機
約
行
雖
有
不
同
正
遂
往
生
正
蒙
来
迎
之
時
皆
是
専
念
弥
陀
仏
名
人
也 
（『
隆
寛
律
師
の
浄
土
教
附
遺
文
集
』
附
録
・
一
〇
六
頁
） 
 
 
 
 
〈
凡
そ
三
種
の
往
生
の
願
、
機
に
約
し
、
行
に
約
し
、
不
同
有
り
と
雖
も
、
正
に
遂
に
往
生
し
、
正
に
来
迎
を
蒙
る
の
時
、
皆
是
れ
弥
陀
仏
の
名
を
専
念
す
る
人
也
〉 
 
 
 
 
     
１
８
７ 
加
来
雄
之
「
入
願
海
―
方
便
化
身
化
土
を
開
顕
す
る
意
義
―
」『
真
宗
研
究
』
五
十
六
・
五
五
頁
参
照
。 
１
８
８ 
『
定
親
全
』
四
・
言
行
篇
一
・
六
頁
〔『
聖
典
』
六
二
七
頁
〕 
１
８
９ 
『
定
親
全
』
四
・
言
行
篇
一
・
三
〇
頁
〔『
聖
典
』
六
三
七
頁
〕 
１
９
０ 
加
来
雄
之
「
入
願
海
―
方
便
化
身
化
土
を
開
顕
す
る
意
義
―
」『
真
宗
研
究
』
五
十
六
・
五
六
頁
参
照
。 
１
９
１ 
『
定
親
全
』
一
・
三
〇
九
頁
〔『
聖
典
』
三
五
六
頁
〕 
１
９
２ 
延
塚
知
道
『
教
行
信
証
―
そ
の
構
造
と
核
心
―
』
二
二
三
頁
参
照
。 
１
９
３ 
加
来
雄
之
「
入
願
海
―
方
便
化
身
化
土
を
開
顕
す
る
意
義
―
」『
真
宗
研
究
』
五
十
六
・
五
六
頁
参
照
。 
１
９
４ 
加
来
雄
之
「
入
願
海
―
方
便
化
身
化
土
を
開
顕
す
る
意
義
―
」『
真
宗
研
究
』
五
十
六
・
五
五
頁
参
照
。 
１
９
５ 
加
来
雄
之
は
、〈
三
願
転
入
〉
に
つ
い
て
、 
 
 
   
（『
教
行
信
証
』
に
）
あ
え
て
第
二
十
願
の
果
遂
の
願
の
実
現
態
を
求
め
る
な
ら
ば
、
次
の
い
わ
ゆ
る
「
三
願
転
入
の
文
」
を
想
定
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。 
（「
入
願
海
―
方
便
化
身
化
土
を
開
顕
す
る
意
義
―
」『
真
宗
研
究
』
五
十
六
・
五
三
頁 
（ 
）
内
引
用
者
） 
と
述
べ
て
い
る
（
こ
こ
で
加
来
が
示
す
「
三
願
転
入
の
文
」
と
は
、「
悲
し
き
哉
垢
障
の
凡
愚
」
か
ら
「
特
に
斯
を
頂
戴
す
る
也
、」
ま
で
〈『
定
親
全
』
一
・
三
〇
八
―
三
〇
九
頁
〔『
聖
典
』
三
五
六
―
三
五
七
頁
〕〉
の
範
囲
で
あ
る
）。 
１
９
６ 
一
楽
真
は
、
自
力
が
問
題
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
 
 
 
 
他
力
の
教
え
を
聞
き
な
が
ら
も
、
自
分
の
自
力
の
は
か
ら
い
が
雑
じ
っ
て
く
る
。
こ
れ
は
教
え
を
聞
い
て
も
残
る
問
題
と
も
言
え
る
が
、
聞
い
た
か
ら
こ
そ
起
こ
っ
て
く
る
問
題
で
あ
る
。
他
力
の
教
え
に
触
れ
な
い
時
に
は
、
自
力
と
い
う
こ
と
は
問
題
に
す
ら
な
ら
な
い
。
他
力
に
触
れ
て
初
め
て
自
力
が
問
題
に
な
る
の
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
自
力
が
い
か
に
離
れ
難
い
か
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（『『
入
出
二
門
偈
頌
文
』
聞
記
』
一
七
―
一
八
頁
） 
１
９
７ 
『
真
宗
重
宝
聚
英
』
六
・
一
五
八
―
一
六
一
頁
参
照
。 
１
９
８ 
中
澤
見
明
『
真
宗
源
流
史
論
』
二
二
四
頁
参
照
。 
 
 
な
お
、
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
法
然
の
真
蹟
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
少
な
い
。
佐
藤
哲
英
に
依
る
と
、『
選
択
集
』
廬
山
寺
本
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冒
頭
の
題
字
以
下
「
南
無
阿
弥
陀
仏
往
生
之
業
念
仏
為
先
」
ま
で
の
二
十
一
字
、
二
尊
院
蔵
『
七
箇
条
起
請
文
』
の
花
押
、
奈
良
興
善
寺
蔵
の
法
然
消
息
な
ど
が
あ
る
だ
け
で
あ
り
、
清
凉
寺
蔵
「
熊
谷
入
道
宛
書
翰
」、
金
戒
光
明
寺
・
粟
生
光
明
寺
蔵
の
『
一
枚
起
請
文
』
は
真
偽
未
詳
で
あ
る
（『
叡
山
浄
土
教
の
研
究
』
研
究
編
・
五
二
〇
頁
参
照
）。 
１
９
９ 
『
真
宗
重
宝
聚
英
』
六
・
一
六
〇
頁
・
二
五
八
頁 
２
０
０ 
中
澤
見
明
『
真
宗
源
流
史
論
』
二
二
三
―
二
二
四
頁 
２
０
１ 
『
真
宗
重
宝
聚
英
』
六
・
二
六
二
頁 
２
０
２ 
『
真
宗
重
宝
聚
英
』
六
・
二
六
二
―
二
六
三
頁 
２
０
３ 
「
示
或
人
詞
」『
法
然
全
』
五
八
八
頁 
２
０
４ 
『
筑
後
大
本
山
善
導
寺
』（『
九
州
の
寺
社
シ
リ
ー
ズ
』
五
）
一
六
頁
参
照
・『
真
宗
重
宝
聚
英
』
六
・
二
六
一
頁
参
照
。 
 
 
 
こ
こ
で
右
記
『
筑
後
大
本
山
善
導
寺
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
善
導
寺
蔵
の
法
然
像
の
解
説
を
引
用
し
て
お
き
た
い
。 
 
 
 
 
 
法
然
上
人
の
画
像
は
足
曳
御
影
（
二
尊
院
）、
鏡
御
影
（
金
戒
光
明
寺
）、
隆
信
御
影
（
知
恩
院
）
な
ど
上
人
在
世
中
の
挿
話
に
関
連
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
も
の
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
善
導
寺
本
も
左
を
向
い
て
念
珠
を
爪
繰
る
姿
で
あ
る
が
、
図
様
は
愛
知
・
妙
源
寺
本
の
系
譜
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
上
部
に
賛
文
が
あ
り
「
南
無
阿
弥
陀
仏
念往
仏生
為之
本業
」
の
墨
書
を
二
重
の
墨
線
で
囲
み
、「
若
我
成
仏
…
（
中
略
）
…
必
得
往
生
」
の
真
文
を
六
行
に
わ
た
っ
て
書
し
て
い
る
。
画
幅
右
下
、
法
然
上
人
の
視
線
の
あ
た
り
の
絵
絹
裏
に
「
元
久
二
年
二
月
十
三
日
」
の
墨
書
が
逆
字
で
み
え
る
。 
（『
筑
後
大
本
山
善
導
寺
』〈『
九
州
の
寺
社
シ
リ
ー
ズ
』
五
〉
一
六
頁
） 
２
０
５ 
『
法
然
上
人
絵
大
鑑
』
一
七
枚
目
（
中
表
紙
含
む
）
参
照
・『
真
宗
重
宝
聚
英
』
六
・
二
六
一
頁
参
照
。 
な
お
、『
法
然
上
人
絵
大
鑑
』
は
、
残
念
な
が
ら
解
説
篇
が
未
刊
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
該
像
の
所
蔵
寺
院
名
や
年
代
、
大
き
さ
等
は
不
詳
で
あ
る
（『
真
宗
重
宝
聚
英
』
六
・
二
六
〇
頁
参
照
）。 
２
０
６ 
『
真
宗
重
宝
聚
英
』
六
・
二
五
九
頁 
２
０
７ 
『
真
宗
重
宝
聚
英
』
六
・
二
六
〇
頁 
２
０
８ 
『
定
親
全
』
四
・
言
行
篇
一
・
九
〇
頁
〔『
聖
典
』
六
六
一
頁
〕 
２
０
９ 
『
定
親
全
』
四
・
言
行
篇
一
・
九
〇
頁
〔『
聖
典
』
六
六
一
―
六
六
二
頁
〕 
２
１
０ 
自
性
房
了
然
の
生
没
年
は
不
詳
で
あ
る
が
、
徳
治
年
間
（
一
三
〇
六
―
一
三
〇
八
）
に
八
十
余
歳
で
世
辞
の
頌
を
作
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
、
在
世
年
代
を
一
二
二
〇
年
頃
か
ら
一
三
一
〇
年
頃
と
推
定
し
た
。 
２
１
１ 
『
真
聖
全
』
二
・
四
四
〇
頁 
２
１
２ 
『
真
宗
重
宝
聚
英
』
六
・
二
六
二
頁 
２
１
３ 
『
定
親
全
』
一
・
四
五
頁
〔『
聖
典
』
一
七
五
頁
〕 
          
第
二
部 
因
願
の
「
唯
除
の
文
」
探
究
―
本
願
の
仏
道
の
あ
ゆ
み
の
内
実
― 
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緒
言 
  
第
二
部
で
は
、
唯
除
の
文
が
親
鸞
に
よ
っ
て
主
題
的
に
探
究
さ
れ
て
い
る
箇
所
、
す
な
わ
ち
「
信
巻
」
の
後
半
に
、 
夫
 
レ
拠ヨル
ニ
二
諸
大
乗
 
ニ
一
説
 
ケ
リ
二
難
化
 
ノ
機
 
ヲ
一
今
『
大
経
 
ニ
ハ
』
言
 
ヒ
二
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
 
ト
一
或
 
ハ
言ノタ
マ
ヘ
リ
二
唯
除
造
無
間
悪
業
誹
謗
正
法
及
諸
聖
人
 
ト
一
『
観
経
 
ニ
ハ
』
明
 
シ
テ
二
五
逆
 
ノ
往
生
 
ヲ
一
不ス
三
説
二
謗
法
 
ヲ
一
『
涅
槃
経
 
ニ
ハ
』
説
 
ケ
リ
三
難
治
 
ノ
機
 
ト
與トヲ
二
病
一
斯
 
レ
等ラノ
真
教
云イカ
何ンカ
思
量
邪
 
セ
ム
ヤ
１ 
と
示
さ
れ
る
問
い
よ
り
始
ま
る
親
鸞
の
思
索
を
尋
ね
て
い
き
た
い
。
こ
の
問
い
の
後
に
は
、
曇
鸞
の
『
論
註
』
上
巻
巻
末
の
八
番
問
答
、
善
導
の
『
観
経
疏
』「
散
善
義
」
の
文
と
『
転
経
行
道
願
往
生
浄
土
法
事
讃
２
』（
以
下
、『
法
事
讃
』
と
称
す
）
上
巻
の
文
、
さ
ら
に
永
観
（
一
〇
三
三
―
一
一
一
一
）
の
『
往
生
拾
因
』「
第
二
因
」
に
基
づ
く
五
逆
に
つ
い
て
の
文
が
記
さ
れ
て
お
り
、
先
の
問
い
に
対
し
て
親
鸞
の
自
釈
は
、「
信
巻
」
に
お
い
て
終
に
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、『
教
行
信
証
』
は
「
文
類
」
と
い
う
そ
の
書
の
性
格
上
、
親
鸞
は
こ
れ
ら
の
文
に
み
ず
か
ら
の
自
覚
を
託
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
部
で
は
、
そ
の
親
鸞
の
思
索
を
聞
い
て
い
き
た
い
。 
「
信
巻
」
の
伝
統
的
解
釈
で
は
、
山
辺
習
学
・
赤
沼
智
善
が
そ
う
科
文
す
る
よ
う
に
、
横
超
断
四
流
釈
以
降
を
「
重
釈
要
義
」
と
位
置
付
け
て
い
る
３
。「
重
釈
要
義
」
と
科
文
す
る
意
味
は
、
三
心
一
心
問
答
の
考
察
を
終
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、
両
者
が
述
べ
る
次
の
文
に
明
確
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 
 
 
以
上
の
処
で
、「
信
巻
」
は
正
し
く
終
り
を
告
げ
た
。（
中
略
）
こ
れ
で
「
信
巻
」
一
部
の
大
綱
は
正
し
く
終
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
下
は
、
翻
え
つ
て
「
信
巻
」
の
要
義
を
重
ね
て
解
釈
せ
ら
る
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
横
超
断
四
流
釈
と
真
仏
弟
子
と
抑
止
文
釈
で
あ
る
。
４ 
こ
こ
で
両
者
は
、
本
論
文
第
二
部
で
主
題
と
す
る
問
い
を
含
む
こ
れ
ら
の
箇
所
を
、「
信
巻
」
の
要
義
を
も
う
一
度
（
重
ね
て
）
解
釈
す
る
も
の
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
見
解
に
基
づ
く
『
真
宗
聖
典
』
の
科
文
で
は
、「
信
巻
」
が
三
章
（
第
一
章
「
真
実
信
」、
第
二
章
「
三
心
一
心
問
答
」、
第
三
章
「
重
釈
要
義
」）
に
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
５
。 
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こ
の
よ
う
に
「
重
釈
要
義
」
と
し
て
そ
の
箇
所
を
読
む
と
き
、
真
仏
弟
子
釈
に
続
く
唯
除
の
文
に
関
す
る
問
い
は
補
説
中
の
補
説
と
な
り
、
巻
末
の
『
往
生
拾
因
』
に
基
づ
く
文
は
、
そ
の
な
か
に
し
て
、
さ
ら
に
補
説
と
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
香
月
院
深
励
は
、
親
鸞
の
唯
除
の
文
の
問
い
に
つ
い
て
、 
 
こ
こ
は
大
経
の
唯
除
五
逆
を
釈
す
る
処
な
り
。
こ
れ
は
初
め
か
ら
釈
す
べ
き
要
論
な
れ
ど
も
。
此
巻
は
信
心
を
釈
す
る
が
重
な
り
。
そ
の
釈
終
り
た
故
に
こ
の
唯
除
の
文
を
釈
す
る
な
り
。
６ 
と
述
べ
て
、
こ
れ
ま
で
の
箇
所
で
は
信
心
が
主
題
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
と
は
別
の
事
項
、
す
な
わ
ち
「
信
巻
」
の
主
題
か
ら
外
れ
た
も
の
と
し
て
唯
除
の
文
に
つ
い
て
の
問
い
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 
 
し
か
し
な
が
ら
、
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
近
年
、
幾
人
も
の
先
学
が
こ
の
「
重
釈
要
義
」
と
い
う
呼
称
に
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。
安
冨
信
哉
は
、 
 
 
「
重
釈
要
義
」
と
さ
れ
る
三
章
は
、
一
節
で
は
、
正
定
聚
機
と
し
て
、
願
心
に
よ
っ
て
誕
生
す
る
仏
弟
子
を
、
二
節
で
は
、
抑
止
文
釈
と
し
て
、
願
文
で
唯
除
さ
れ
る
難
冶
の
機
を
主
題
的
に
扱
う
。
し
た
が
っ
て
「
横
超
断
四
流
」
以
下
、「
信
巻
」
末
巻
ま
で
の
文
章
の
流
れ
は
、
そ
れ
ま
で
の
論
述
を
追
釈
・
再
展
開
す
る
と
い
う
軽
い
も
の
で
は
な
く
、
信
心
に
よ
っ
て
誕
生
す
る
機
、
新
し
い
主
体
に
つ
い
て
主
題
的
に
論
ず
る
文
段
で
あ
る
。
重
釈
要
義
と
い
う
章
節
名
は
必
ず
し
も
適
切
と
は
い
え
な
い
。
７ 
と
述
べ
て
、「
重
釈
要
義
」
と
し
て
「
信
巻
」
の
該
当
箇
所
を
位
置
付
け
る
こ
と
で
、「
信
心
に
よ
っ
て
誕
生
す
る
機
」「
新
し
い
主
体
」
と
い
う
こ
の
箇
所
の
主
題
を
見
落
と
し
て
し
ま
う
危
険
性
を
説
示
し
て
い
る
。 
ま
た
延
塚
知
道
は
、 
「
信
巻
」
の
標
挙
で
あ
る
「
至
心
信
楽
の
願 
正
定
聚
の
機
」
に
よ
っ
て
考
え
れ
ば
、「
信
巻
」
の
前
半
が
、
本
願
成
就
の
信
の
内
面
に
感
得
さ
れ
て
い
る
「
至
心
・
信
楽
・
欲
生
」
の
本
願
の
三
心
の
道
理
（
三
一
問
答
）
の
推
究
で
あ
り
、
後
半
は
そ
の
道
理
を
生
き
る
衆
生
の
具
体
性
が
、
真
仏
弟
子
と
表
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が
「
正
定
聚
の
機
」
と
し
て
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
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か
ろ
う
か
。（
中
略
）「
行
巻
」
も
「
信
巻
」
も
、
ど
ち
ら
も
前
半
が
本
願
の
道
理
の
推
究
で
あ
り
、
後
半
が
そ
れ
を
生
き
る
衆
生
の
具
体
性
と
考
え
る
方
が
妥
当
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
重
釈
要
義
と
い
う
伝
統
さ
れ
た
名
に
、
少
し
の
違
和
感
を
覚
え
る
の
で
あ
る
。
８ 
と
述
べ
て
、「
行
巻
」
と
「
信
巻
」
の
対
応
を
教
示
し
て
、
そ
の
視
点
か
ら
「
重
釈
要
義
」
と
い
う
科
文
に
違
和
感
を
呈
し
て
い
る
。 
両
師
の
指
南
に
導
か
れ
て
「
信
巻
」
を
見
れ
ば
、「
重
釈
要
義
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
箇
所
の
主
題
は
、
親
鸞
が
三
心
一
心
問
答
で
「
念
仏
ま
ふ
さ
ん
と
お
も
ひ
た
つ
こ
ゝ
ろ
」
の
内
に
尋
ね
た
本
願
の
道
理
を
生
き
る
機
、
す
な
わ
ち
本
願
の
仏
道
を
あ
ゆ
む
機
の
具
体
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
の
な
か
に
お
い
て
親
鸞
の
唯
除
の
文
の
探
究
は
、
本
願
の
仏
道
を
あ
ゆ
む
生
に
お
い
て
問
う
問
い
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
以
上
を
踏
ま
え
て
、
冒
頭
に
記
し
た
問
い
の
性
質
を
第
一
章
で
確
か
め
、
第
二
章
以
降
で
は
、
そ
の
問
い
に
「
報
へ
て
噵
９
」
う
も
の
と
し
て
、
親
鸞
に
よ
っ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
八
番
問
答
以
下
の
文
を
読
ん
で
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
、
基
本
的
に
「
信
巻
」
の
文
脈
に
沿
っ
て
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
す
る
。 
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第
一
章 
 
問
い
の
性
質 
   
第
一
節 
因
願
の
「
唯
除
の
文
」 
 
 
親
鸞
は
、「
信
巻
」
の
後
半
に
『
涅
槃
経
』
の
経
説
を
大
部
に
渡
っ
て
引
用
し
、
そ
れ
を
総
括
し
た
う
え
で
、
第
二
部
緒
言
の
冒
頭
に
記
し
た
問
い
を
起
こ
し
て
い
る
。
親
鸞
の
真
蹟
で
あ
る
坂
東
本
を
確
認
す
る
と
、
こ
の
問
い
の
直
前
に
は
改
行
が
あ
り
１
０
、『
涅
槃
経
』
の
引
文
を
「
夫
」
と
い
う
字
で
承
け
つ
つ
も
、
そ
こ
に
新
た
に
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
、
こ
の
問
い
が
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。 
 
と
こ
ろ
で
、「
信
巻
」
に
は
各
所
（『
真
宗
聖
典
』
の
科
文
に
依
る
な
ら
ば
「
各
章
」）
に
第
十
八
願
成
就
文
が
配
置
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
配
置
に
つ
い
て
、
特
に
注
意
を
払
う
先
学
に
藤
場
俊
基
が
い
る
。
藤
場
は
、「
信
巻
」
を
読
み
解
く
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
各
所
に
配
置
さ
れ
て
い
る
第
十
八
願
成
就
文
を
挙
げ
、「
信
巻
」
を
「
本
願
成
就
論
の
巻
１
１
」
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。そ
れ
で
は
藤
場
の
指
摘
に
し
た
が
っ
て
、「
信
巻
」所
引
の
第
十
八
願
成
就
文
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
ま
ず
は
、
大
信
釈
の
第
十
八
願
「
至
心
信
楽
の
本
願
の
文
１
２
」
に
連
引
さ
れ
る
、
次
の
「
本
願
成
就
の
文
」
で
あ
る
１
３
。 
本
願
成
就
 
ノ
文
『
経
 
ニ
』
言
 
ク
諸アラ-
有ユル
衆
生
聞
 
テ
二
其
 
ノ
名
号
 
ヲ
一
信
心
歓
喜
 
セ
ム
コ
ト
乃
至
一
念
 
セ
ム
至
心
 
ニ
回
向セシ
メ
タ
マ
ヘ
リ
願
 
セ
ハ
三
生
 
ト
二
彼
国
 
ニ
一
即
得エ
二
往
生
 
ヲ
一
住
 
セ
ム
二
不
退
転
 
ニ
一
唯
除
 
ク
ト
二
五
逆
 
ト
誹
謗
正
法
 
ト
オ
ハ
一
上已
１
４ 
次
に
引
か
れ
る
の
は
、
三
心
一
心
問
答
の
第
二
問
答
に
二
分
し
て
引
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。 
本
願
信
心
 
ノ
願
成
就
 
ノ
文
『
経
 
ニ
』
言ノタ
マ
ハ
ク
諸
有
 
ノ
衆
生
聞
 
テ
二
其
 
ノ
名
号
 
ヲ
一
信
心
歓
喜
 
セ
ム
コ
ト
乃
至
一
念
 
セ
ム
ト
上已
１
５ 
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本
願
 
ノ
欲
生
心
成
就
 
ノ
文
『
経ニ
』
言
 
マ
ハ
ク
至
心
回
向
 
シ
タ
マ
ヘ
リ
願
 
ハ
三
生
 
ト
二
彼
 
ノ
国
 
ニ
一
即
得エ
二
往
生
 
ヲ
□一
住
 
セ
ム
ト
二
不
退
転
 
ニ
一
唯
除
 
ク
ト
二
五
逆
 
ト
誹
謗
正
法
 
ト
ヲ
一
上已
１
６ 
 
こ
の
次
に
引
か
れ
る
第
十
八
願
成
就
文
は
、
信
一
念
釈
に
示
さ
れ
て
い
る
。 
『
大
経
 
ニ
』
言ノタ
マ
ハ
ク
諸
有
ア
ラ
ユ
ル
衆
生
聞
 
テ
二
其
 
ノ
名
号
 
ヲ
一
信
心
歓
喜セム
コ
ト
乃
至
一
念
 
セ
ム
至
心
回
向
 
シ
タ
マ
ヘ
リ
願
 
ス
レ
ハ
三
生
 
ト
二
彼
 
ノ
国
 
ニ
一
即
得エ
二
往
生
 
ヲ
一
住
 
セ
ム
ト
二
不
退 
転
 
ニ
一
１
７ 
そ
し
て
最
後
に
引
用
さ
れ
る
の
が
、
こ
の
問
い
の
箇
所
で
示
さ
れ
る
唯
除
の
文
で
あ
る
と
藤
場
は
言
う
。
ま
た
藤
場
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
「
本
願
成
就
文
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
内
容
１
８
」
の
も
の
と
「
引
文
の
中
に
孫
引
き
さ
れ
て
い
る
本
願
成
就
文
１
９
」
で
あ
る
次
の
二
箇
所
に
も
注
意
を
払
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
、『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
』
に
記
さ
れ
る
曇
鸞
の
言
葉
で
あ
る
。 
 
 
『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
』
曰
造曇
也巒
 和
 尚
諸アラ
ユ
ル
モ
ノ
聞
 
テ
二
阿
弥
陀
 
ノ
徳
号
 
ヲ
一
信
心
歓
喜
 
シ
テ
慶ヨロ
コ
ハ
ム
コ
ト
三
所
 
ヲ
二
聞
 
ク
一
乃
 
シ
曁オヨ
フ
マ
テ
セ
ム
二
一
念
 
ニ
一
至
心
 
ノ
者ヒト
回
向
 
シ
タ
マ
ヘ
リ
願
 
ス
レ
ハ
二
生
 
ト
一
皆
得
 
シ
ム
二
往
 
ヲ
一
唯
除
 
ク
二
五
逆
 
ト
謗
正
法トオ
ハ
一
故
 
ニ
我
 
レ
頂
礼
 
シ
テ
願
 
ス
ト
二
往
生
 
ヲ
一
上已
２
０ 
そ
し
て
次
は
、
王
日
休
の
文
中
に
引
か
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
孫
引
き
の
本
願
成
就
文
で
あ
る
。 
 
 
王
日
休キウ
云
 
ク
我
 
レ
聞
 
ニ
二
『
無
量
寿
経
 
ヲ
』
一
衆
生
聞
 
テ
二
是
 
ノ
仏
名
 
ヲ
一
信
心
歓
喜
 
セ
ム
コ
ト
乃
至
一
念
 
セ
ム
モ
ノ
願
 
ス
レ
ハ
三
生
 
ト
二
彼
 
ノ
国
 
ニ
一
即
 
チ
得エ
二
往
生
 
ヲ
一
住
 
ス
ト
二
不
退 
転
 
ニ
一
２
１ 
以
上
、
藤
場
の
指
摘
に
依
り
な
が
ら
、「
信
巻
」
に
お
け
る
本
願
成
就
文
の
配
置
を
確
認
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
体
系
的
な
配
置
に
よ
っ
て
、
藤
場
は
「
信
巻
」
を
「
本
願
成
就
論
の
巻
」
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
。 
ま
た
、
親
鸞
の
本
願
成
就
文
の
引
用
の
方
法
は
独
特
で
あ
り
、
大
信
釈
に
お
い
て
成
就
文
全
文
を
引
く
こ
と
に
対
し
、
三
心
一
心
問
答
の
第
二
問
答
に
お
い
て
は
、「
乃
至
一
念
」
を
も
っ
て
二
分
し
て
お
り
、
信
一
念
釈
と
本
論
第
二
部
の
主
題
と
な
る
問
い
で
あ
る
「
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
」
に
お
い
て
は
、「
住
不
退
転
」
を
も
っ
て
二
分
し
て
い
る
。
安
冨
信
哉
は
こ
の
藤
場
の
指
摘
と
同
様
の
見
解
を
示
し
、
図
表
化
し
て
い
る
。
参
照
し
て
提
示
し
て
み
た
い
。 
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《「
信
巻
」
に
お
け
る
本
願
成
就
文
の
引
用
配
置
図
》 
 
（
但
し
、
１
「
乃
至
一
念
」
ま
で
を
前
半
と
し
、「
住
不
退
転
」
ま
で
を
後
半
と
す
る
。
２
、
相
当
箇
所
の
章
名
は
『
真
宗
聖
典
』
に
拠
る
。）
２
２  
右
図
表
の
最
終
の
唯
除
の
文
に
つ
い
て
江
戸
期
の
講
録
を
参
照
し
て
み
る
と
、
香
月
院
深
励
が
、 
今
大
経
言
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
。
因
願
成
就
の
文
也
。
２
３ 
〈
今
大
経
に
言
た
ま
は
く
、
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
と
。
因
願
・
成
就
の
文
也
〉 
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
因
願
と
成
就
の
両
文
を
示
し
た
も
の
と
言
わ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
全
く
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
り
す
る
が
２
４
、
こ
の
よ
う
に
近
年
で
は
、
藤
場
の
見
解
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
問
い
に
記
さ
れ
る
「
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
」
は
、
第
十
八
願
成
就
文
の
唯
除
の
文
で
あ
る
と
い
う
見
通
し
の
う
え
、
考
察
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 
し
か
し
な
が
ら
、
私
は
こ
の
問
い
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
む
し
ろ
因
願
の
唯
除
の
文
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
親
鸞
が
そ
の
直
後
に
引
い
て
い
る
『
如
来
会
』
の
文
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
親
鸞
は
『
大
経
』
の
「
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
」
を
示
し
た
後
、『
如
来
会
』
の
「
唯
除
造
無
間
悪
業
誹
謗
正
法
及
諸
聖
人
」
の
経
言
を
併
引
し
て
い
る
。
従
来
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
『
如
来
会
』
の
第
十
八
願
の
因
願
の
文
言
な
の
で
あ
る
２
５
。 
成
就
文
前
半
　
同
　
後
半
「
唯
除
」
の
文
備      
考
一
章
　
真
実
信[
経
文
証
］
○
○
○
「
本
願
成
就
の
文
」
　
　
　
同
　 
［
釈
文
証
］
○
○
○
[
『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
』
引
文]
二
章  
三
一
問
答[
信
楽
釈
］
○
｜
｜
「
本
願
信
心
願
成
就
文
」
　
　  
同
　
　
　[
欲
生
釈
］
｜
○
○
「
本
願
欲
生
心
願
成
就
文
」
      
同      [
信
一
念
釈]
○
○
｜
信
楽
の
一
念
三
章  
重
釈
要
義[
釈
文
証
］
○
○
｜
[
『
龍
序
浄
土
文
』
引
文]
　
　  
同    
　[
自
釈
］
｜
｜
○
難
化
の
機
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親
鸞
は
『
教
行
信
証
』
全
体
に
お
い
て
、
た
び
た
び
正
依
の
『
大
経
』
の
経
言
に
引
き
続
い
て
、
異
訳
の
漢
訳
〈
無
量
寿
経
〉
を
参
照
し
、
併
引
し
て
い
る
。
漢
訳
の
〈
無
量
寿
経
〉
は
、
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
最
初
期
の
二
十
四
願
経
で
あ
る
『
仏
説
阿
弥
陀
三
耶
三
仏
薩
樓
仏
檀
過
度
人
道
経
』（
以
下
、『
大
阿
弥
陀
経
』
と
称
す
）『
仏
説
無
量
清
浄
平
等
覚
経
』（
以
下
、『
平
等
覚
経
』
と
称
す
）、
次
に
四
十
八
願
経
で
あ
る
『
大
経
』『
如
来
会
』、
そ
し
て
三
十
六
願
経
で
あ
る
『
仏
説
大
乗
無
量
寿
荘
厳
経
』（
以
下
、『
荘
厳
経
』
と
称
す
）
が
現
存
し
て
い
る
２
６
。『
教
行
信
証
』
に
は
『
大
阿
弥
陀
経
』
が
四
回
、『
平
等
覚
経
』
が
六
回
、
ま
た
『
荘
厳
経
』
は
一
度
も
引
用
さ
れ
て
い
な
い
の
に
対
し
、『
如
来
会
』
は
二
十
五
回
と
群
を
抜
い
て
多
く
引
か
れ
て
い
る
２
７
。
親
鸞
は
『
大
経
』
に
異
訳
の
〈
無
量
寿
経
〉
を
併
引
す
る
こ
と
で
、『
大
経
』
の
経
言
の
深
意
を
窺
っ
た
の
で
あ
ろ
う
２
８
。「
信
巻
」
を
見
渡
し
て
み
て
も
、
大
信
釈
に
お
け
る
第
十
八
願
、
及
び
第
十
八
願
成
就
文
の
そ
れ
ぞ
れ
は
、『
如
来
会
』
の
同
箇
所
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
、
三
心
一
心
問
答
の
第
二
問
答
に
お
い
て
二
分
さ
れ
た
第
十
八
願
成
就
文
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
箇
所
に
お
い
て
『
如
来
会
』
の
該
当
箇
所
が
併
引
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
信
一
念
釈
の
唯
除
の
文
を
除
く
成
就
文
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。 
こ
の
親
鸞
の
方
法
に
基
づ
い
て
考
え
る
と
、
も
し
こ
の
問
い
に
示
さ
れ
る
「
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
」
が
成
就
文
の
唯
除
の
文
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、『
如
来
会
』
の
第
十
八
願
成
就
文
で
あ
る
「
除
五
無
間
誹
謗
正
法
及
謗
聖
者
２
９
」
が
併
引
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
に
『
如
来
会
』
の
因
願
の
唯
除
の
文
が
併
引
さ
れ
て
い
る
以
上
、
こ
の
問
い
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
因
願
の
唯
除
の
文
と
し
て
読
む
方
が
自
然
で
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
問
い
を
起
こ
す
親
鸞
の
念
頭
に
は
、『
大
経
』
第
十
八
願
文
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、『
如
来
会
』
の
因
願
文
を
併
引
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 
そ
れ
で
は
、
因
願
の
探
究
と
は
、
親
鸞
に
お
い
て
い
か
な
る
背
景
を
も
つ
事
柄
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
部
で
確
か
め
た
よ
う
に
、
親
鸞
は
本
願
成
就
に
立
っ
て
、
法
然
が
念
仏
往
生
の
願
・
王
本
願
と
し
た
第
十
八
願
を
、
信
仰
に
お
け
る
機
の
問
題
を
見
定
め
て
、
信
の
願
と
し
て
捉
え
な
お
し
た
。
そ
し
て
、
法
然
が
積
極
的
に
省
い
た
「
至
心
信
楽
欲
生
」
と
「
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
」
を
、
親
鸞
は
「
信
巻
」
で
積
極
的
に
読
み
解
い
て
い
く
の
で
あ
る
。「
至
心
信
楽
欲
生
」
に
つ
い
て
は
、
本
願
成
就
文
に
立
脚
す
る
三
心
一
心
問
答
に
お
い
て
主
題
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
今
こ
の
問
い
で
「
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
」
が
主
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
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り
こ
の
問
い
は
、
本
願
成
就
に
立
つ
親
鸞
が
信
の
願
と
し
て
第
十
八
願
を
捉
え
な
お
す
と
い
う
、『
選
択
集
』
か
ら
『
教
行
信
証
』
へ
と
い
う
師
資
相
承
を
背
景
と
し
て
起
こ
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 
こ
の
よ
う
に
了
解
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、「
信
巻
」
全
体
は
「
本
願
成
就
論
の
巻
」
と
言
う
よ
り
、
本
願
成
就
（
信
心
発
起
）
に
立
っ
て
、
第
十
八
願
を
信
の
願
と
し
て
論
ず
る
（
推
究
・
探
究
す
る
）
と
い
う
「
本
願
論
の
巻
」
と
言
う
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
３
０
。「
信
巻
」
開
説
の
中
心
的
意
義
を
担
う
「
三
心
一
心
問
答
」
３
１
も
、
立
脚
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
第
十
八
願
成
就
文
で
あ
る
が
、
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
自
身
に
発
起
し
た
信
心
の
内
に
展
開
す
る
、
第
十
八
願
文
（
因
願
文
）
の
「
至
心
」「
信
楽
」「
欲
生
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
は
自
然
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 
   
第
二
節 
思
量
と
報
噵 
 
今
問
題
と
し
て
い
る
問
い
は
第
二
部
緒
言
に
引
用
し
た
が
、
そ
こ
に
示
さ
れ
る
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。『
大
経
』
に
は
五
逆
と
誹
謗
正
法
が
唯
除
く
と
説
か
れ
、『
観
経
』
に
は
五
逆
の
往
生
が
明
か
さ
れ
て
、
謗
法
に
つ
い
て
は
説
か
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
『
涅
槃
経
』
に
は
「
難
冶
の
機
と
病
」
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
確
か
め
た
う
え
で
、
親
鸞
は
「
斯
れ
等
の
真
教
云
何
思
量
せ
む
や
」
と
問
う
て
い
る
の
で
あ
る
。 
 
親
鸞
は
「
諸
大
乗
」
と
示
し
た
『
大
経
』『
観
経
』『
涅
槃
経
』
の
教
説
を
、
問
い
の
な
か
で
「
真
教
」
と
確
か
め
て
い
る
３
２
。
こ
の
確
か
め
に
親
鸞
の
こ
れ
ら
の
三
経
に
対
す
る
態
度
が
窺
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
親
鸞
は
三
経
の
矛
盾
を
問
う
て
い
る
の
で
は
な
く
、
「
諸
大
乗
」
に
説
か
れ
る
「
難
化
の
機
」
を
「
真
教
」
と
確
か
め
、
そ
の
「
真
教
」
に
自
己
を
見
出
し
、
そ
の
自
己
自
身
を
対
機
と
し
た
三
経
に
よ
っ
て
、
自
身
の
何
が
明
ら
か
と
な
る
の
か
を
聞
思
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 
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ま
た
、
こ
の
問
い
は
『
涅
槃
経
』
の
引
文
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
『
涅
槃
経
』
の
引
文
は
「
悲
歎
述
懐
」
と
言
わ
れ
る
次
の
表
白
か
ら
展
開
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 
誠
知
悲
哉
愚
禿
鸞
沈
三
没
 
シ
於
 
ニ
二
愛
欲
 
ノ
広
海
一
迷
三
惑
 
シ
テ
於ニ
二
名
利
 
 
ノ
太
山
一
不ス
三
□四
喜
 
ヨ
ロ
コ
ハ
二
□三
入
 
コ
ト
ヲ
二
定
聚
之
数
 
ニ
一
不
 
サ
ル
コ
ト
ヲ
四
快タノ
シ
マ
三
近クコ
ト
ヲ
二
真
証
之
証
 
ニ
一
可
 
シ
二
恥ハツ
一
可
 
シ
ト
二
傷イタ
ム
一
矣
３
３ 
こ
こ
で
親
鸞
は
、
自
己
を
「
愚
禿
鸞
」
と
述
べ
て
、「
釈
」
の
字
を
記
し
て
い
な
い
。
仏
弟
子
で
あ
る
こ
と
を
表
明
す
る
と
き
に
「
釈
」
の
一
字
を
名
に
冠
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
襄
陽
の
道
安
（
三
一
四
―
三
八
五
）
よ
り
始
ま
る
と
言
わ
れ
る
が
３
４
、
親
鸞
に
と
っ
て
は
、
み
ず
か
ら
が
書
写
し
た
『
選
択
集
』
に
、「
釈
の
綽
空
」
を
法
然
に
書
き
記
さ
れ
た
こ
と
が
、「
釈
」
の
名
告
り
の
契
機
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
親
鸞
に
と
っ
て
「
釈
」
を
名
告
る
こ
と
は
、
律
令
僧
と
し
て
で
は
な
く
、
仏
弟
子
と
し
て
の
自
覚
的
な
表
明
な
の
で
あ
る
３
５
。
そ
の
意
味
で
、
親
鸞
は
『
尊
号
真
像
銘
文
』
に
、 
 
 
釈しや
く
と
い
ふ
は
釈
尊
し
や
く
そ
ん
の
御
弟
子
み
で
し
と
あ
ら
は
す
こ
と
ば
也
、
３
６ 
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。 
 
こ
こ
で
親
鸞
が
「
釈
」
の
字
を
も
っ
て
み
ず
か
ら
を
名
告
っ
て
い
な
い
の
は
、「
正
定
聚
不
退
の
位
に
就
く
こ
と
を
許
さ
れ
た
身
と
な
り
な
が
ら
、
そ
の
身
を
賜
わ
っ
た
こ
と
に
悦
服
で
き
ず
に
い
る
自
己
の
罪
障
そ
の
も
の
３
７
」
を
表
白
す
る
親
鸞
の
悲
歎
と
深
く
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
「
恥
」
と
「
傷
」
に
お
い
て
、
親
鸞
は
た
し
か
に
「
定
聚
の
数
に
入
る
こ
と
」「
真
証
の
証
に
近
づ
く
こ
と
」
を
感
得
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 
そ
し
て
『
涅
槃
経
』
の
文
は
、 
夫
 
レ
仏
説
 
テ
二
難
治
 
ノ
機
 
ヲ
一
『
涅
槃
経
 
ニ
』
言ノタ
マ
ハ
ク
３
８ 
と
引
用
が
指
示
さ
れ
、
悲
歎
述
懐
を
「
夫
」
と
承
け
て
い
る
。「
夫
」
と
い
う
助
字
は
、『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
は
、
以
前
に
述
べ
た
こ
と
を
承
け
て
い
る
場
合
に
用
い
ら
れ
、
単
に
文
の
変
わ
り
目
を
示
す
だ
け
で
は
な
く
、
以
前
の
事
柄
を
統
括
し
た
う
え
で
、
さ
ら
に
必
然
的
に
問
題
の
論
点
が
次
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
示
す
文
字
で
あ
る
３
９
。
つ
ま
り
、
親
鸞
の
悲
歎
を
承
け
て
『
涅
槃
経
』
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の
経
説
が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
悲
歎
は
、
信
心
発
起
（
本
願
成
就
）
に
よ
っ
て
自
己
の
在
り
方
を
「
恥
」
「
傷
」
と
感
得
し
た
悲
歎
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
、
世
間
を
生
き
る
な
か
で
培
っ
て
き
た
自
身
の
善
悪
の
基
準
を
中
心
に
据
え
、
自
身
の
あ
る
一
部
分
の
善
し
悪
し
を
判
別
し
て
い
く
「
反
省
」
と
言
わ
れ
る
感
情
と
は
全
く
異
質
な
も
の
で
あ
る
。
親
鸞
は
そ
の
よ
う
な
反
省
と
は
異
な
る
本
願
成
就
に
立
脚
し
た
悲
歎
を
承
け
て
、
阿
闍
世
と
い
う
具
体
的
な
罪
悪
者
の
相
を
説
く
『
涅
槃
経
』
の
経
説
を
引
い
て
い
る
の
で
あ
る
。 
今
、
そ
の
『
涅
槃
経
』
の
経
説
の
詳
細
を
確
か
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
親
鸞
は
そ
の
引
文
を
、 
是
 
ヲ
以
 
テ
今
拠
ヨ
ル
ニ
二
大
聖
 
ノ
真
説
 
ニ
一
難
化
 
ノ
三
機
難
治
 
ノ
三
病
者ハ
憑
 
タ
ノ
ミ
二
大
悲
 
ノ
弘
誓
 
ヲ
一
帰
 
ス
レ
ハ
二
利
他
 
ノ
信
海
 
ニ
一
矜
二
哀
 
シ
テ
斯
 
ヲ
一
治
 
ス
憐レン
二
憫
 
ヒ
ン
シ
テ
斯
 
ヲ
一
療
 
シ
ハ
マ
フ
喩
 
ヘ
ハ
如
 
シ
三
醍
醐
 
 
 
ノ
妙
薬
 
ノ
療
 
ス
ル
カ
二
一
切
 
 
ノ
病
 
ヲ
一
濁
世
 
ノ
庶シヨ
類
穢
悪
 
ノ
群
生
応
 
シ
三
求
二
念
 
ス
金
剛
不
壊
 
ノ
真
心
 
ヲ
一
可ヘキ
三
執
二
持
 
ス
本
願
醍
醐
 
ノ
妙
薬
 
ヲ
一
也ト
応
 
シ
□二
知
 
ル
一
４
０ 
 
と
総
括
し
て
い
る
。
こ
こ
で
親
鸞
は
、
阿
闍
世
を
「
難
治
の
三
病
」
を
具
す
「
難
化
の
三
機
」
の
代
表
者
と
見
定
め
、「
大
悲
の
弘
誓
を
憑
み
、
利
他
の
信
海
に
帰
す
」
こ
と
で
、
そ
の
「
病
」
が
「
治
」
さ
れ
、「
療
」
さ
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
治
」
「
療
」
を
実
現
す
る
根
源
的
な
は
た
ら
き
を
「
醍
醐
の
妙
薬
」
に
喩
え
、
本
願
の
力
用
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 
 
以
上
の
よ
う
に
親
鸞
は
、
阿
闍
世
の
救
い
が
本
願
力
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
、『
大
経
』
の
文
脈
で
了
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
承
け
て
起
こ
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
―
従
来
、
こ
の
問
い
か
ら
始
ま
る
一
連
の
記
述
は
、「
逆
謗
摂
不
、
、
、
、
の
問 
答
４
１
」
と
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
―
こ
の
問
い
は
、
五
逆
と
誹
謗
正
法
が
救
わ
れ
る
の
か
否
か
と
い
う
こ
と
を
究
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。 
 
こ
の
こ
と
を
通
し
て
、
親
鸞
が
「
云
何
思
量
、
、
せ
む
や
」
と
問
う
問
い
の
内
実
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
親
鸞
は
、
三
心
一
心
問
答
の
第
二
問
答
に
お
い
て
、「
云
何
思
念
、
、
せ
む
や
４
２
」
と
問
う
て
、「
仏
意
４
３
」
を
推
究
し
た
。
親
鸞
の
「
惻
り
難
し
４
４
」
と
い
う
言
葉
か
ら
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
本
来
、
有
限
な
る
衆
生
が
無
限
な
る
如
来
（
仏
意
）
を
は
か
る
、
、
、
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
４
５
。
し
か
し
な
が
ら
、
自
身
に
発
起
し
た
本
願
力
回
向
の
信
心
で
あ
る
「
斯
の
心
４
６
」
と
い
う
一
契
機
に
お
い
て
の
み
、
仏
意
（
願
の
世
界
）
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 
106 
 
こ
の
よ
う
に
仏
意
を
は
か
る
こ
と
に
甚
深
の
注
意
を
払
う
親
鸞
が
、
こ
こ
で
は
「
念
」
と
は
異
な
る
「
量
」
の
字
を
用
い
て
問
う
て
い
る
４
７
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、「
思
い
量
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
親
鸞
は
『
浄
土
和
讃
』
に
お
い
て
、 
 
 
仏
光
ぶ
ち
く
わ
う
惻
量
し
き
り
よ
う
な
き
ゆ
へ
に 
 
 
難なん
思じ
光くわ
う
仏ぶち
と
な
づ
け
た
り 
 
 
諸
仏
は
往
生
嘆たん
じ
つ
ゝ 
 
 
弥
陀
の
功く
徳どく
を
称しよ
う
せ
し
む
４
８ 
と
仏
光
に
「
惻
量
」
が
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
二
字
に
は
、 
 
 
は
か
り
反 
は
か
る
に
き
わ
な
し 
し
き
は
は
か
ら
ひ
の
き
わ
な
き
を
い
ふ 
り
や
う
は
か
す
を
し
る
を
い
ふ
な
り
４
９ 
と
の
左
訓
が
あ
り
、「
惻
」
は
「
は
か
ら
ひ
」（
は
か
ら
い
）
と
、「
量
」
は
「
か
す
を
し
る
」（
数
を
知
る
）
と
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。
和
讃
の
文
言
や
こ
の
左
訓
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
無
限
・
無
量
な
る
仏
意
を
量
り
き
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
も
し
衆
生
が
仏
意
を
量
り
き
っ
た
と
思
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
経
の
矛
盾
を
言
葉
の
う
え
で
解
決
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
自
身
と
の
関
わ
り
が
な
い
経
文
の
文
献
的
解
釈
に
陥
っ
て
い
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
 
そ
れ
で
は
、
親
鸞
は
ど
の
よ
う
な
意
味
で
「
思
量
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
問
う
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
円
乗
院
宣
明
は
、
こ
の
問
い
の
後
に
御
自
釈
が
な
い
こ
と
に
着
目
し
て
、 
是
は
私
を
以
て
量
す
る
に
あ
ら
ず
。
５
０ 
と
親
鸞
は
曇
鸞
・
善
導
の
教
説
に
依
っ
て
思
量
す
る
の
で
あ
り
、親
鸞
自
身
が
思
量
し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
指
摘
は
尤
も
で
あ
る
と
も
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
な
ら
ば
果
た
し
て
曇
鸞
・
善
導
は
い
か
に
し
て
仏
意
を
量
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
を
も
っ
て
問
題
と
な
る
の
は
、「
思
量
」
と
い
う
問
い
の
在
り
方
で
あ
る
。 
『
教
行
信
証
』
で
「
思
量
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
箇
所
は
幾
つ
か
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
「
化
身
土
巻
」
の
三
経
一
異
の
問
答
の
要
門
釈
に
示
さ
れ
る
次
の
記
述
に
注
目
し
て
み
よ
う
５
１
。 
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良マコ
ト
ニ
知
 
ヌ
此
 
レ
乃
 
シ
此
 
ノ
『
経
 
ニ
』
有
 
ル
コ
ト
ヲ
二
顕
彰
隠
蜜
之
義
一
二
経
 
ノ
三
心
将
 
ニ
三
談タン
セ
ム
ト
二
一
異
 
ヲ
一
応
 
キ
二
善
 
ク
思
量
 
ス
一
也
、『
大
経
』『
観
経
』
依
 
レ
ハ
二
顕
 
ノ
義
 
ニ
一
異
 
ナ
リ
依
 
レ
ハ
二
彰
 
ノ
義
 
ニ
一
一
也
、
可
 
シ
□二
知
 
ル
一
５
２ 
親
鸞
は
こ
こ
で
『
観
経
』
に
は
「
顕
彰
隠
蜜
の
義
」
が
あ
り
、『
大
経
』『
観
経
』
の
二
経
は
顕
の
義
に
依
れ
ば
異
な
っ
て
い
て
、
彰
の
義
に
依
れ
ば
一
つ
で
あ
る
と
い
う
仏
説
を
「
思
量
」
す
べ
き
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
親
鸞
は
、
こ
の
問
答
の
直
前
に
、 
 
 
爾
者
夫
 
レ
案
 
ス
ル
ニ
二
楞リヨ
ウ
厳
 
ノ
和
尚
 
ノ
解
義
 
ヲ
一
念
仏
証
拠コ
門
 
ノ
中
 
ニ
第
十
八
 
ノ
願
者ハ
顕
二
開
 
シ
タ
マ
ヘ
リ
別
願
 
ノ
中
之
別
願
 
ナ
リ
ト
一
『
観
経
 
ノ
』
定
散
諸
機
者ハ
勧
二
励レイ
シ
タ
マ
ヘ
ル
極
重
悪
人
唯
称
弥
陀
 
ト
一
也
、
濁
世
 
ノ
道
俗
善
 
ク
自ミツ
カ
ラ
思
二
量
 
セ
ヨ
ト
己
 
レ
カ
能
 
ヲ
一
也
、
応
 
シ
□二
知
一
５
３ 
と
示
し
て
、「
濁
世
の
道
俗
、
善
く
自
ら
己
が
能
を
思
量
せ
よ
」
と
い
う
こ
と
を
知
る
べ
き
こ
と
と
し
て
明
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
親
鸞
は
、
た
だ
『
大
経
』『
観
経
』
の
「
顕
彰
隠
蜜
の
義
」
を
「
思
量
」
す
べ
き
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
義
を
も
っ
て
教
え
が
説
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
す
な
わ
ち
機
の
在
り
方
を
「
思
量
」
し
て
い
る
の
で
あ
る
５
４
。 
こ
の
よ
う
に
、
親
鸞
が
述
べ
る
「
思
量
」
と
は
、
経
に
向
か
う
こ
と
で
照
ら
し
出
さ
れ
る
自
己
自
身
の
在
り
方
を
思
い
量
る
こ
と
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
、
親
鸞
は
唯
除
の
文
に
関
す
る
こ
の
問
い
に
お
い
て
、
三
経
の
差
異
を
問
題
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
真
教
を
「
思
量
」
す
る
と
は
、
自
覚
的
に
言
え
ば
、
真
教
に
よ
っ
て
初
め
て
明
ら
か
と
な
る
我
が
身
を
「
思
量
」
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。 
 
そ
し
て
親
鸞
は
、「
思
量
」
と
い
う
問
い
の
言
葉
に
対
し
て
、「
報
へ
て
噵
は
く
」
と
や
や
特
異
な
言
葉
で
応
じ
て
い
る
。
こ
の
応
じ
方
に
つ
い
て
ま
ず
指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
、
問
い
に
対
し
て
、
三
心
一
心
問
答
や
三
経
一
異
の
問
答
の
よ
う
に
「
答
」
と
い
う
字
を
用
い
て
い
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
親
鸞
は
、「
云
何
思
量
せ
む
や
」
と
問
う
て
い
る
も
の
の
、
上
記
の
両
問
答
の
よ
う
に
「
問
」
と
も
示
し
て
お
ら
ず
、
問
答
の
形
式
を
と
っ
て
い
な
い
こ
と
に
も
注
意
を
要
す
る
。
こ
の
点
か
ら
見
て
も
、「
逆
謗
摂
不
の
問
答
、
、
」
と
呼
称
す
る
こ
と
は
、
親
鸞
の
意
図
に
反
し
て
い
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
「
報
噵
」
の
二
字
は
、
香
月
院
深
励
や
等
心
院
興
隆
に
よ
っ
て
、「
行
巻
」
所
引
の
法
照
（
生
没
年
不
詳
・
唐
の
代
宗
〈
七
六
二
―
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七
七
九
〉
の
頃
）
の
『
浄
土
五
会
念
仏
略
法
事
儀
讃
』（
以
下
、『
五
会
法
事
讃
』
と
称
す
）
に
引
か
れ
る
、
慈
愍
三
蔵
（
六
八
〇
―
七
四
八
）
が
『
般
舟
三
昧
経
』
に
依
っ
て
作
っ
た
『
般
舟
三
昧
讃
』
に
記
さ
れ
る
讃
偈
５
５
に
基
づ
く
と
言
わ
れ
て
い
る
５
６
。
し
か
し
な
が
ら
、
親
鸞
は
な
ぜ
「
答
」
と
い
う
字
を
選
ば
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
唯
除
の
文
の
探
究
が
「
答
」
と
い
う
表
現
に
な
じ
ま
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
唯
除
の
文
の
探
究
は
、
明
快
な
結
論
を
出
す
も
の
で
は
な
く
、
問
い
続
け
る
、
あ
る
い
は
聞
思
し
続
け
る
と
い
う
性
質
の
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 
ま
た
、
親
鸞
が
「
答
」
と
い
う
字
を
選
ば
な
い
背
景
に
、
私
は
諸
師
の
『
大
経
』
と
『
観
経
』
の
二
経
の
差
異
に
関
す
る
考
察
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
こ
の
差
異
に
つ
い
て
は
「
百
家
５
７
」
と
も
言
わ
れ
る
諸
師
が
取
り
組
ん
だ
課
題
で
あ
っ
た
が
、
曇
鸞
と
善
導
の
問
答
は
、
二
経
の
矛
盾
と
思
わ
れ
る
経
説
を
会
通
し
、「
答
」
を
出
す
営
み
を
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
真
教
を
聞
思
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
が
明
ら
か
に
な
る
と
い
う
方
向
性
を
も
つ
「
思
量
」
の
在
り
方
で
あ
る
と
親
鸞
に
受
け
と
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
５
８
。 
   
第
三
節 
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
に
示
さ
れ
る
二
経
の
会
通 
  
前
節
で
言
及
し
た
よ
う
に
、『
大
経
』『
観
経
』
の
二
経
の
差
異
、
す
な
わ
ち
『
大
経
』
に
は
唯
除
の
文
に
よ
っ
て
五
逆
と
誹
謗
正
法
が
唯
除
く
と
説
か
れ
、『
観
経
』
に
は
五
逆
は
摂
取
す
る
が
、
誹
謗
正
法
に
つ
い
て
は
説
か
れ
て
い
な
い
経
説
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
と
い
う
問
題
は
、
古
来
諸
師
が
論
じ
て
き
た
問
題
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
憬
興
（
生
没
年
不
詳
・
七
世
紀
頃
）
の
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』（
以
下
、『
述
文
賛
』
と
称
す
）
で
は
、
百
家
の
説
か
ら
十
三
説
が
示
さ
れ
５
９
、
善
導
の
弟
子
で
あ
る
懷 
感
（
生
没
年
不
詳
・
七
世
紀
頃
）
の
『
釈
浄
土
群
疑
論
』（
以
下
、『
群
疑
論
』
と
称
す
）
で
は
、
十
五
説
が
示
さ
れ
て
い
る
６
０
。 
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本
節
で
は
、『
群
疑
論
』
に
示
さ
れ
る
諸
師
の
説
を
見
て
み
た
い
６
１
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
説
の
典
拠
を
挙
げ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
説
の
提
唱
者
を
示
し
検
証
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
顕
真
学
苑
の
同
人
に
よ
る
優
れ
た
論
考 
で
あ
る
「
群
疑
論
に
現
れ
た
る
逆
謗
説
の
検
討
」
が
あ
る
６
２
。
本
節
で
は
、
次
章
以
降
に
考
察
す
る
親
鸞
の
視
点
か
ら
見
た
曇
鸞
・
善
導
の
問
答
の
思
索
内
容
を
よ
り
正
確
に
読
む
た
め
に
、
懐
感
自
身
の
見
解
を
含
む
十
五
の
説
を
一
瞥
す
る
こ
と
に
と
ど
め
た
い
。 
 
さ
て
、
そ
れ
で
は
懐
感
の
問
い
を
見
て
み
よ
う
６
３
。 
問
曰
如
 
キ
二
無
量
寿
経
 
ノ
四
十
八
 
ノ
弘
誓
 
ニ
言
 
カ
一
設
 
シ
我
得
 
ン
ニ
レ
仏
 
ヲ
十
方
 
ノ
衆
生
至
心
 
ニ
信
楽
 
シ
テ
欲
 
シ
テ
レ
生
 
セ
ン
ト
二
我
国
 
ニ
一
乃
至
十
念
 
セ
ン
ニ
若
不
 
ン
ハ
レ
生
 
セ
者 
不
レ
取
 
ラ
二
正
覚
 
ヲ
一
唯
除
 
ト
三
五
逆
 
ト
誹
二
謗
 
ト
ヲ
正
法
 
ヲ
一
観
経
 
ニ
言
 
ク
下
品
下
生
 
ト
ハ
者
或
有
 
テ
二
衆
生
一
造
 
リ
二
五
逆
十
悪
 
ヲ
一
無
 
シ
二
悪
 
ト
シ
テ
不
 
ト
云
コ
ト
一レ  
造
経
二
歴
 
シ
テ
地
獄
 
ヲ
一
受
 
ル
コ
ト
レ
苦
 
ヲ
無
 
ラ
ン
ニ
レ
窮
臨
 
テ
二
命
終
 
ノ
時
 
ニ
一
逢
 
テ
二
善
知
識
 
ノ
教
 
テ
令
 
ル
ニ
一レ 
称
 
セ
レ
仏
 
ヲ
如
 
ク
レ
是
 
ノ
至
心
 
ニ
令
二
声
 
ヲ
シ
テ
不
 
ラ
一レ  
絶
具
二
足
 
ス
レ
ハ
十
念
 
ヲ
一
得
 
ト
レ
生
 
ス
ル
コ
ト
ヲ
二
西
方
 
ニ
一
何
 
ニ
意
 
ソ
二
経
倶
 
ニ
造
 
リ
二
五
逆
 
ヲ
一
並
 
ニ
有
 
テ
二
十
念
 
ス
ル
コ
ト
一
得
 
ル
ニ
レ
生
 
ス
ル
コ
ト
ヲ
二
浄
土
 
ニ
一
有
 
リ
レ
取
有
 
テ
レ
除
両
文
不
同
 
ナ
ル
有
 
ル
ヤ
二
何
 
ノ
義
 
カ
一
也
釈
 
シ
テ
曰
古
今
 
ノ
大
徳
釈
 
ス
ル
ニ
二
此
両
経
 
ヲ
一
有
 
テ
二
十
五
家
一
共
 
ニ
解
 
セ
リ
二
此
教
 
ヲ
一
６
４ 
懐
感
は
、
す
で
に
示
し
た
二
経
の
差
異
を
意
味
す
る
「
両
文
不
同
」
に
何
の
義
が
あ
る
の
か
を
問
い
、
す
ぐ
さ
ま
、
こ
れ
に
つ
い
て
「
十
五
家
」
の
「
古
今
の
大
徳
」
が
こ
の
不
同
に
つ
い
て
解
釈
し
て
い
る
と
述
べ
、
順
次
そ
れ
ら
を
纏
め
て
十
五
説
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
以
下
、『
群
疑
論
』
に
示
さ
れ
る
十
五
の
説
を
引
用
し
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
併
記
し
た
い
。 
一
 
ニ
ハ
観
経
 
ニ
取
 
ル
ハ
者
是
 
レ
懺
悔
 
ノ
人
 
ナ
リ
寿
経
 
ニ
除
 
ハ
者
是
不
 
ル
二
懺
悔
 
セ
一
人
 
ナ
リ
６
５ 
・『
観
経
』
に
摂
取
と
説
か
れ
る
の
は
懺
悔
す
る
人
に
つ
い
て
い
う
の
で
あ
り
、『
大
経
』
に
除
く
と
説
か
れ
る
の
は
懺
悔
し
て
い
な
い
人
に
つ
い
て
い
う
の
で
あ
る
と
い
う
説 
二
 
ニ
ハ
観
経
 
ニ
取
 
ハ
者
是
 
レ
軽
心
 
ニ
造
 
ル
レ
逆
 
ヲ
人
 
ナ
リ
寿
経
 
ニ
除
 
ハ
者
是
 
レ
重
心
 
ニ
造
 
ル
レ
逆
 
ヲ
人
 
ナ
リ 
・『
観
経
』
に
摂
取
と
説
か
れ
る
の
は
軽
心
に
五
逆
を
造
る
人
に
つ
い
て
い
う
の
で
あ
り
、『
大
経
』
に
除
く
と
説
か
れ
る
の
は
重
心
に
五
逆
を
造
る
人
に
つ
い
て
い
う
の
で
あ
る
と
い
う
説
（
こ
の
軽
重
二
心
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
五
逆
の
内
容
の
軽
重
と
も
理
解
さ
れ
て
い
る
） 
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三
 
ニ
ハ
観
経
 
ニ
取
 
ハ
者
唯
是
 
レ
造
 
ル
二
五
逆
 
ヲ
一
人
 
ナ
リ
寿
経
 
ニ
除
 
ハ
者
是
 
レ
造
 
ル
二
五
逆
 
ト
及
謗
法
 
ト
ヲ
一
人
 
ナ
リ 
・『
観
経
』
に
摂
取
と
説
か
れ
る
の
は
唯
五
逆
だ
け
を
造
る
人
に
つ
い
て
い
う
の
で
あ
り
、『
大
経
』
に
除
く
と
説
か
れ
る
の
は
五
逆
と
誹
謗
正
法
の
両
罪
を
造
る
人
に
つ
い
て
い
う
の
で
あ
る
と
い
う
説
（
こ
れ
は
一
見
、
八
番
問
答
に
あ
ら
わ
れ
る
説
の
よ
う
で
あ
る
が
、
親
鸞
は
そ
の
よ
う
な
説
と
し
て
は
引
用
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
改
め
て
後
に
言
及
し
た
い
） 
四
 
ニ
ハ
観
経
 
ニ
取
 
ハ
者
是
 
レ
造
 
ル
二
逆
類
 
ヲ
一
人
 
ナ
リ
寿
経
 
ニ
除
 
ハ
者
正
五
逆
 
ノ
人
 
ナ
リ 
・『
観
経
』
に
摂
取
と
説
か
れ
る
の
は
（
五
逆
で
は
な
く
）
五
逆
の
同
類
と
言
わ
れ
る
罪
を
造
る
人
に
つ
い
て
い
う
の
で
あ
り
、 
『
大
経
』
に
除
く
と
説
か
れ
る
の
は
五
逆
を
造
る
人
に
つ
い
て
い
う
の
で
あ
る
と
い
う
説 
五
 
ニ
ハ
観
経
 
ニ
取
 
ハ
者
是
 
レ
発
 
セ
ル
二
菩
提
心
 
ヲ
一
人
 
ナ
リ
寿
経
 
ニ
除
 
ハ
者
是
 
レ
不
レ
発
二
菩
提
心
 
ヲ
一
人
 
ナ
リ 
・『
観
経
』
に
摂
取
と
説
か
れ
る
の
は
菩
提
心
を
発
し
た
人
に
つ
い
て
い
う
の
で
あ
り
、『
大
経
』
に
除
く
と
説
か
れ
る
の
は
菩
提
心
を
発
し
て
い
な
い
人
に
つ
い
て
い
う
の
で
あ
る
と
い
う
説 
六
 
ニ
ハ
観
経
 
ニ
取
 
ハ
者
是
 
レ
至
誠
 
ニ
念
 
ス
ル
二
阿
弥
陀
仏
 
ヲ
一
人
 
ナ
リ
寿
経
 
ニ
除
 
ハ
者
是
 
レ
不
至
誠
 
ニ
念
 
ス
ル
二
阿
弥
陀
仏
 
ヲ
一
人
 
ナ
リ 
・『
観
経
』
に
摂
取
と
説
か
れ
る
の
は
至
誠
心
を
も
っ
て
阿
弥
陀
仏
を
念
ず
る
人
に
つ
い
て
い
う
の
で
あ
り
、『
大
経
』
に
除
く
と
説
か
れ
る
の
は
至
誠
な
ら
ざ
る
心
を
も
っ
て
阿
弥
陀
仏
を
念
ず
る
人
に
つ
い
て
い
う
の
で
あ
る
と
い
う
説 
七
 
ニ
ハ
観
経
 
ニ
取
 
ハ
者
是
 
レ
十
信
 
ノ
菩
薩
人
 
ナ
リ
寿
経
 
ニ
除
 
ハ
者
非
 
ル
二
十
信
 
ノ
菩
薩
 
ニ
一
人
 
ナ
リ 
・『
観
経
』
に
摂
取
と
説
か
れ
る
の
は
十
信
に
至
っ
た
菩
薩
に
つ
い
て
い
う
の
で
あ
り
、『
大
経
』
に
除
く
と
説
か
れ
る
の
は
十
信
の
菩
薩
に
至
ら
な
い
人
に
つ
い
て
い
う
の
で
あ
る
と
い
う
説 
八
 
ニ
ハ
観
経
 
ニ
取
 
ハ
者
非
 
ル
二
闡
提
 
ニ
一
人
 
ナ
リ
寿
経
 
ニ
除
 
ハ
者
是
 
レ
闡
提
 
ノ
人
 
ナ
リ 
・『
観
経
』
に
摂
取
と
説
か
れ
る
の
は
一
闡
提
で
は
な
い
人
に
つ
い
て
い
う
の
で
あ
り
、『
大
経
』
に
除
く
と
説
か
れ
る
の
は
一
闡
提
の
人
に
つ
い
て
い
う
の
で
あ
る
と
い
う
説 
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九
 
ニ
ハ
観
経
 
ニ
取
 
ハ
者
是
 
レ
対
 
ス
二
已
 
ニ
造
 
レ
ル
レ
逆
 
ヲ
人
 
ニ
一
寿
経
 
ニ
除
 
ハ
者
是
 
レ
対
 
ス
二
未
レ
造
 
ラ
レ
逆
 
ヲ
人
 
ニ
一 
・『
観
経
』
に
摂
取
と
説
か
れ
る
の
は
已
に
五
逆
を
造
っ
た
人
に
対
す
る
か
ら
で
あ
り
、『
大
経
』
に
除
く
と
説
か
れ
る
の
は
未
だ
逆
を
造
っ
て
い
な
い
人
に
対
す
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
説
（
こ
れ
は
一
見
、「
散
善
義
」
に
あ
ら
わ
れ
る
説
の
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
親
鸞
の
「
散
善
義
」
の
了
解
を
示
し
た
も
の
と
は
言
い
難
い
。
改
め
て
後
に
言
及
し
た
い
） 
十
 
ニ
ハ
観
経
 
ニ
取
 
ハ
者
是
 
レ
開
門
 
ナ
リ
寿
経
 
ニ
除
 
ハ
者
是
 
レ
遮
門
 
ナ
リ 
・『
観
経
』
に
摂
取
と
説
か
れ
る
の
は
開
門
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、『
大
経
』
に
除
く
と
説
か
れ
る
の
は
遮
門
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
説 
十
一
 
ニ
ハ
観
経
 
ニ
取
 
ハ
者
説
 
ク
二
五
逆
業
 
ノ
是
 
レ
不
定
業
 
ニ
シ
テ
為コレ
可
 
キ
レ
転
時
 
ヲ
一
寿
経
 
ニ
除
 
ハ
者
説
 
ク
下
五
逆
業
 
ノ
是
 
レ
定
業
 
ニ
シ
テ
不
レ
可
レ
転
 
ス
時
 
ヲ
上 
・『
観
経
』
に
摂
取
と
説
か
れ
る
の
は
二
倶
定
を
除
く
三
つ
の
業
（
異
熟
定
・
時
分
定
・
二
倶
不
定
）
に
属
す
る
五
逆
を
造
っ
た
場
合
に
つ
い
て
い
う
の
で
あ
り
、『
大
経
』
に
除
く
と
説
か
れ
る
の
は
二
倶
定
に
属
す
る
五
逆
を
造
っ
た
場
合
に
つ
い
て
い
う
の
で
あ
る
と
い
う
説 
十
二
 
ニ
ハ
観
経
 
ニ
取
 
ハ
者
燸
頂
位
 
ノ
人
 
ナ
リ
寿
経
 
ニ
除
 
ハ
者
非
 
ル
二
燸
頂
位
 
ニ
一
人
 
ナ
リ 
・『
観
経
』
に
摂
取
と
説
か
れ
る
の
は
燸
頂
の
位
の
人
に
つ
い
て
い
う
の
で
あ
り
、『
大
経
』
に
除
く
と
説
か
れ
る
の
は
燸
頂
の
位
に
至
ら
な
い
人
に
つ
い
て
い
う
の
で
あ
る
と
い
う
説 
十
三
 
ニ
観
経
 
ニ
取
 
ハ
者
種
 
タ
ル
二
解
脱
分
 
ノ
善
根
 
ヲ
一
人
 
ナ
リ
寿
経
 
ニ
除
 
ハ
者
是
 
レ
不
 
ル
レ
種
二
解
脱
分
 
ノ
善
根
 
ヲ
一
人
 
ヲ 
・『
観
経
』
に
摂
取
と
説
か
れ
る
の
は
解
脱
す
る
た
め
に
必
要
な
善
根
を
種う
え
た
人
に
つ
い
て
い
う
の
で
あ
り
、『
大
経
』
に
除
く
と
説
か
れ
る
の
は
解
脱
す
る
た
め
に
必
要
な
善
根
を
種う
え
な
い
人
に
つ
い
て
い
う
の
で
あ
る
と
い
う
説 
十
四
 
ニ
ハ
観
経
 
ニ
取
 
ハ
者
是
 
レ
第
二
階
 
ノ
人
 
ナ
リ
寿
経
 
ニ
除
 
ハ
者
是
 
レ
第
三
階
 
ノ
人
 
ナ
リ 
・『
観
経
』
に
摂
取
と
説
か
れ
る
の
は
第
二
階
の
人
に
つ
い
て
い
う
の
で
あ
り
、『
大
経
』
に
除
く
と
説
か
れ
る
の
は
第
三
階
の
人
に
つ
い
て
い
う
の
で
あ
る
と
い
う
説 
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十
五
 
ニ
ハ
観
経
 
ニ
取
 
ハ
者
是
 
レ
唯
具
二
足
 
ス
ル
十
念
 
ヲ
一
人
 
ナ
リ
寿
経
 
ニ
除
 
ハ
者
是
 
レ
通
 
ス
下
具
二
足
 
シ
十
念
 
ヲ
一
及
不
レ
具
二
足
 
セ
十
念
 
ヲ
一
人
 
ニ
上 
 
 
・『
観
経
』
に
摂
取
と
説
か
れ
る
の
は
十
念
を
具
足
す
る
人
に
つ
い
て
い
う
の
で
あ
り
、『
大
経
』
に
除
く
と
説
か
れ
る
の
は
十
念
を
具
足
し
な
い
人
も
含
め
て
い
る
と
い
う
説
（
こ
れ
は
懐
感
自
身
が
先
に
挙
げ
た
十
四
説
を
「
諸
説
等
一
一
に
徴
詰
す
る
に
未
だ
是
れ
全
く
経
意
を
得
ず
６
６
」
と
否
定
し
た
う
え
で
述
べ
る
自
説
で
あ
る
） 
こ
こ
に
十
五
の
説
を
示
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
説
は
懐
感
に
お
い
て
も
（
た
だ
し
懐
感
自
身
の
説
は
除
く
）、
ま
た
先
に
紹
介
し
た
顕
真
学
苑
の
同
人
に
よ
る
論
考
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
問
題
点
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
各
説
の
問
題
点
は
、
今
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
の
で
割
愛
す
る
が
、
懐
感
の
自
説
で
あ
る
第
十
五
説
を
先
の
論
考
で
担
当
し
た
橘
感
月
が
、
そ
の
説
の
問
題
点
（
難
）
を
幾
つ
か
論
証
し
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
論
を
帰
結
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。 
 
 
こ
れ
ら
の
難
は
願
文
に
お
け
る
唯
除
の
意
味
が
こ
の
懐
感
の
説
を
も
つ
て
は
充
分
に
尽
く
さ
れ
て
ゐ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
説
は
な
る
ほ
ど
適
切
な
会
釈
で
あ
る
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
や
は
り
両
経
の
比
較
研
究
に
止
ま
つ
て
ゐ
て
願
文
に
除
と
説
き
た
ま
ふ
説
相
及
説
意
の
妙
趣
に
味
到
し
て
居
な
い
憾
み
が
あ
る
。
６
７ 
こ
の
橘
の
指
摘
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
懐
感
の
説
は
（
懐
感
が
釈
し
た
十
四
の
説
も
ま
た
）、「
両
経
の
比
較
研
究
」、
す
な
わ
ち
「
私
」
が
経
意
を
探
り
（
量
り
き
り
）、「
答
」
を
出
す
会
通
と
い
う
営
み
を
脱
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 
以
上
、
極
め
て
簡
単
に
で
は
あ
る
が
、
十
五
の
説
を
一
瞥
し
た
。
こ
の
説
の
な
か
に
は
、
八
番
問
答
の
内
容
と
思
わ
れ
る
説
（
第
三
説
）、
及
び
「
散
善
義
」
の
内
容
と
思
わ
れ
る
説
（
第
九
説
）
も
見
受
け
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
親
鸞
は
、
懐
感
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
第
三
説
、
第
九
説
と
は
異
な
る
意
味
を
託
し
て
、
曇
鸞
・
善
導
両
師
の
教
説
を
引
用
し
て
い
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。
次
章
以
降
で
は
、
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
論
を
進
め
て
い
き
た
い
。 
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第
四
節 
『
涅
槃
経
』
の
経
説
を
問
い
に
加
え
る
意
義
に
つ
い
て 
 
 
 次
章
以
降
、
八
番
問
答
以
下
に
展
開
す
る
「
信
巻
」
の
引
文
に
託
さ
れ
た
親
鸞
の
自
覚
内
容
を
尋
ね
て
い
く
前
に
、
こ
の
問
い
の
性
質
に
関
し
て
非
常
に
重
要
な
点
を
考
え
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
親
鸞
が
こ
の
問
い
に
『
涅
槃
経
』
の
経
説
を
加
え
る
意
義
に
つ
い
て
で
あ
る
。 
親
鸞
は
こ
の
問
い
を
『
涅
槃
経
』
の
引
文
を
承
け
て
起
こ
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
大
部
に
渡
る
そ
の
引
用
の
意
図
を
見
定
め
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
、
前
々
節
に
示
し
た
『
涅
槃
経
』
の
引
文
直
後
の
親
鸞
の
自
釈
で
、
阿
闍
世
が
具
体
的
な
「
難
治
の
三
病
」
を
具
す
「
難
化
の
三
機
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
ま
た
、
本
願
力
に
よ
る
治
療
が
具
体
性
を
も
っ
て
説
か
れ
て
い
る
と
了
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
親
鸞
が
『
涅
槃
経
』
を
引
用
す
る
意
義
の
一
つ
に
、「
具
体
」
と
い
う
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。「
阿
闍
世
」
と
い
う
人
物
に
し
て
も
、「
病
」「
治
」「
療
」
に
し
て
も
、
非
常
に
具
体
性
を
も
っ
た
経
説
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
お
い
て
、
こ
の
『
涅
槃
経
』
の
引
用
に
関
す
る
安
田
理
深
の
見
解
を
聞
い
て
み
た
い
。 
『
涅
槃
経
』
を
あ
れ
だ
け
長
く
引
か
れ
た
の
は
ど
う
い
う
わ
け
で
あ
ろ
う
か
。
な
ぜ
『
涅
槃
経
』
の
文
を
重
要
に
み
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
第
十
八
願
の
文
だ
け
で
は
「
五
逆
謗
法
」
と
あ
っ
て
も
、
悪
人
と
か
重
罪
と
か
い
う
こ
と
が
訓
戒
の
言
葉
と
し
て
、
つ
ま
り
法
文
と
し
て
で
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
教
理
と
い
う
よ
う
な
形
で
し
か
な
い
。
た
と
え
ば
法
律
の
条
文
と
い
う
よ
う
な
形
で
で
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
そ
の
条
文
に
該
当
す
る
よ
う
な
事
件
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
『
涅
槃
経
』
で
み
る
と
、
阿
闍
世
と
い
う
一
人
の
人
間
に
お
い
て
五
逆
謗
法
が
具
体
化
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
人
間
が
で
て
い
る
。
い
わ
ば
法
律
の
条
文
に
該
当
す
る
事
件
が
現
実
に
起
こ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
６
８ 
こ
こ
で
安
田
が
教
示
す
る
の
は
、
親
鸞
は
『
涅
槃
経
』
の
経
説
を
通
し
て
、
唯
除
の
文
に
説
か
れ
る
事
柄
を
現
実
的
な
問
題
と
し
て
受
け
と
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
６
９
。
ま
た
、
こ
の
引
用
が
悲
歎
述
懐
を
承
け
て
い
る
と
い
う
点
を
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
具
体
相
は
他
者
の
出
来
事
と
し
て
で
は
な
く
、
親
鸞
が
自
己
自
身
を
仏
説
（
真
教
）
の
な
か
に
見
出
し
た
も
の
と
い
う
意
味
を
も
つ
。
親
鸞
は
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『
涅
槃
経
』
の
経
説
を
問
い
に
加
え
る
こ
と
で
、
唯
除
の
文
を
自
己
に
関
わ
る
具
体
的
な
経
言
と
し
て
受
け
と
め
た
。
ま
た
、
こ
の
観
点
か
ら
ひ
る
が
え
っ
て
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
諸
師
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
懐
感
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
た
会
通
と
言
わ
れ
る
『
大
経
』
『
観
経
』
の
経
文
解
釈
は
、
安
田
の
言
葉
で
言
え
ば
「
条
文
」
の
解
釈
で
あ
り
、
親
鸞
の
こ
の
問
い
と
は
根
本
的
に
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 
さ
て
、
こ
の
問
い
に
『
涅
槃
経
』
の
経
説
を
加
え
る
意
義
を
、
問
い
の
な
か
に
示
さ
れ
る
言
葉
で
あ
る
「
難
冶
の
機
と
病
」
に
注
目
し
て
、
さ
ら
に
考
え
た
い
。
こ
こ
で
「
難
冶
の
機
と
病
」
と
言
わ
れ
る
の
は
、
こ
の
問
い
の
前
段
で
「
難
化
の
三
機
・
難
冶
の
三
病
」
と
述
べ
ら
れ
、
ま
た
、「
信
巻
」
後
半
の
『
涅
槃
経
』
引
文
群
の
劈
頭
で
あ
る
「
現
病
品
」
に
、 
『
涅
槃
経
 
ニ
』
言ノタ
マ
ハ
ク
迦
葉
世
 
ニ
有
二
三
人
一
其
 
ノ
病
難カタ
シ
二
冶
 
シ
一
一
 
ニ
ハ
謗
大
乗
二
 
ニ
ハ
五
逆
罪
三
 
ニ
ハ
一
闡
提
 
ナ
リ
如
 
ノ
二
是
 
ノ
一
三
病
世
 
ノ
中
 
ニ
極
重
 
ナ
リ
７
０ 
と
示
さ
れ
る
よ
う
に
「
謗
大
乗
」「
五
逆
罪
」「
一
闡
提
」
の
こ
と
で
あ
る
。
唯
除
の
文
に
示
さ
れ
る
五
逆
と
誹
謗
正
法
に
加
え
て
、
一
闡
提
を
含
め
て
問
う
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
問
い
の
特
徴
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。 
 
そ
れ
で
は
、
親
鸞
は
一
闡
提
を
い
か
な
る
存
在
と
し
て
見
定
め
た
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
考
え
る
手
が
か
り
と
し
て
、
親
鸞
の
書
写
し
た
『
涅
槃
経
』
の
抜
文
を
二
文
引
用
し
て
み
た
い
。 
 
 
善
男
子
、
世
間
 
ノ
瘡サウ
疣エキ
ニ
凡
有
二
二
種
一
、
一
者ハ
可
冶
二
者
不
可
冶
 
ナ
リ
。
凡
 
ソ
可
冶
者ハ
医
則
能
 
ク
治
 
ス
、
不
可
冶
者ハ
則
不
 
ズ
ト
三
能
レ
治スル
ニ
。
至乃
閻
浮
提
 
ノ
因
縁
生
 
ニ
有
レ
二
、
一
者
有
信
二
者
無
信
 
ナ
リ
。
有
信
之
人
 
ハ
則
名
 
ク
二
可
冶
 
ト
一
。
何
 
ヲ
以
 
ノ
故
 
ニ
。
定
 
デ
得エム
二
涅
槃
 
ヲ
一
、
無
 
キ
ガ
二
瘡
疣
一
故
 
ニ
。
是
 
ノ
故
 
ニ
我
説
 
テ 
治
 
シ
二
閻
浮
提
 
ノ
諸
 
ノ
衆
生
 
ヲ
一
已
 
ヌ
。
無
信
之
人
 
ハ
名
 
ク
二
一
闡
提
 
ト
一
、
一
闡
提
者ハ
名
 
ク
二
不
可
冶
 
ト
一
。
除
 
キ
二
一
闡
提
 
ヲ
一
余
 
ハ
悉
 
ク
治
 
シ
已
 
ヌ
。
是
 
ノ
故
 
ニ
、
涅
槃
名
二
無
瘡
疣
 
ト
一
。
７
１ 
善
男
子
、
一
闡
 
ハ
名
 
ク
レ
信
 
ニ
、
提
 
ハ
名
 
ク
二
不
具
 
ニ
一
。
不
具
信
 
ノ
故
 
ニ
名
 
ク
二
一
闡
提
 
ト
一
。
至乃 
一
闡
 
ハ
名
 
ク
レ
定
 
ニ
、
提
 
ハ
名
 
ク
二
不
具
 
ニ
一
。
定
不
具
 
ノ
故
 
ニ
名
 
ク
二
一
闡 
提
 
ト
一
。
７
２ 
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前
者
は
、
一
闡
提
を
「
無
信
」「
無
信
の
人
」「
不
可
冶
」
と
確
か
め
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
、「
信
不
具
」「
定
不
具
」
と
確
か
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
親
鸞
に
よ
る
経
文
の
確
か
め
か
ら
窺
わ
れ
る
の
は
、
親
鸞
は
一
闡
提
を
「
無
信
」
の
問
題
と
し
て
捉
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
７
３
。 
ま
た
、
親
鸞
の
一
闡
提
観
を
考
え
る
う
え
で
、
次
の
和
讃
は
重
要
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。 
 
 
本
願
毀くゐ
滅めち
の
と
も
が
ら
は 
 
 
生
盲まう
闡せん
提だい
と
な
づ
け
た
り 
 
 
大
地
微み
塵ぢん
劫ごふ
を
へ
て 
 
 
な
が
く
三
塗づ
に
し
づ
む
な
り
７
４ 
こ
こ
で
親
鸞
が
一
闡
提
を
「
生
盲
闡
提
」
と
熟
語
し
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
を
要
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
生
盲
闡
提
」
に
は
次
の
左
訓
が
附
さ
れ
て
い
る
。 
 
 
し
や
う
ま
う
は
む
ま
る
ゝ
よ
り
め
し
ゐ
た
る
を
い
ふ 
ふ
ち
ほ
ふ
に
す
へ
て
し
ん
な
き
を
せ
ん
た
い
と
い
ふ
な
り
７
５ 
こ
の
左
訓
に
は
、「
生
盲
」
が
「
む
ま
る
ゝ
よ
り
め
し
ゐ
た
る
」（
生
ま
る
る
よ
り
め
し
い
た
る
）
こ
と
を
意
味
し
、「
闡
提
」
が
「
ふ
ち
ほ
ふ
に
す
へ
て
し
ん
な
き
」（
仏
法
に
す
べ
て
信
な
き
）
こ
と
を
意
味
す
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。
一
闡
提
に
関
し
て
は
、
先
の
親
鸞
書
写
の
『
涅
槃
経
』
の
抜
文
か
ら
も
同
様
に
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、「
無
信
」
の
こ
と
と
了
解
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
「
無
信
」
の
機
が
和
讃
に
お
い
て
「
生
盲
闡
提
」
と
熟
語
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
親
鸞
の
視
点
か
ら
見
た
一
闡
提
と
は
、
あ
る
時
点
に
お
い
て
有
信
で
あ
っ
た
り
無
信
で
あ
っ
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
生
涯
を
通
じ
て
無
信
の
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
一
闡
提
が
「
無
信
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、「
性
し
ょ
う
７
６
」
と
し
て
の
無
信
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
了
解
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
「
む
ま
る
ゝ
よ
り
、
、
、
、
、
、
め
し
ゐ
た
る
」「
ふ
ち
ほ
ふ
に
す
へ
、
、
て、
し
ん
な
き
、
、
」
と
の
左
訓
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。 
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こ
こ
で
改
め
て
親
鸞
が
書
写
し
た
『
涅
槃
経
』
の
抜
文
を
見
て
み
る
と
、「
無
信
」
の
問
題
が
、
単
に
現
在
に
お
い
て
信
が
な
い
と
説
か
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
「
無
信
（
の
人
）」
あ
る
い
は
「
信
不
具
」
が
、「
不
可
、
、
冶
」
あ
る
い
は
「
定、
不
具
」
と
も
説
か
れ
る
よ
う
に
、
決
定
的
に
定、
ん
で
「
無
信
」
で
あ
り
、
有
信
に
な
る
こ
と
が
不
可
、
、
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
和
讃
に
示
さ
れ
る
「
生
盲
闡
提
」
の
熟
語
と
そ
の
左
訓
は
、
明
ら
か
に
『
涅
槃
経
』
の
抜
文
に
通
じ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
７
７
。 
 
こ
の
点
か
ら
考
え
て
、『
涅
槃
経
』
の
引
文
中
に
説
か
れ
る
「
無
根
の
信
７
８
」
と
は
、「
信
」
に
よ
っ
て
「
一
闡
提
」
で
は
な
く
な
る
の
で
は
な
く
、
仏
説
（
真
教
）
に
よ
っ
て
「
性
」
と
し
て
「
無
信
」
と
い
う
自
身
の
事
実
を
信
知
す
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
親
鸞
に
お
い
て
一
闡
提
と
は
、
他
者
の
在
り
方
を
規
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
信
心
発
起
（
本
願
成
就
）
に
よ
っ
て
知
ら
さ
れ
る
「
性
」
と
し
て
「
無
信
」「
無
根
」
と
い
う
自
覚
的
な
事
実
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
親
鸞
は
、
一
闡
提
の
問
題
を
併
せ
て
問
う
こ
と
で
、
人
間
の
罪
悪
の
問
題
を
行
為
（
業
）
と
し
て
の
次
元
に
と
ど
め
ず
、「
性
」（
存
在
）
の
次
元
に
ま
で
深
め
て
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 
 
こ
こ
で
思
わ
れ
る
の
は
、
こ
の
親
鸞
の
問
い
に
「
報
へ
て
噵
」
う
文
と
し
て
引
用
さ
れ
る
曇
鸞
と
善
導
の
問
答
に
は
一
闡
提
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
あ
く
ま
で
『
大
経
』『
観
経
』
の
経
言
に
よ
っ
て
、
五
逆
と
誹
謗
正
法
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
両
師
が
述
べ
る
「
誹
謗
正
法
」
と
は
、
客
観
的
に
判
別
さ
れ
る
よ
う
な
「
仏
法
を
謗
る
」
行
為
で
は
な
く
（
親
鸞
は
そ
れ
を
「
大
乗
の
五
逆
」
と
し
て
、
誹
謗
正
法
で
は
な
く
五
逆
に
収
め
て
い
る
）、
そ
の
行
為
の
根
拠
と
な
る
、
人
間
が
直
接
問
う
こ
と
が
で
き
な
い
「
性
」
の
次
元
の
問
題
と
し
て
の
「
誹
謗
正
法
」
で
あ
る
と
親
鸞
に
受
け
と
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
親
鸞
は
、
曇
鸞
・
善
導
両
師
の
問
答
を
、『
涅
槃
経
』
の
経
説
を
含
め
た
三
経
に
よ
る
問
い
に
「
報
へ
て
噵
」
う
文
と
し
て
引
用
す
る
の
で
あ
ろ
う
。 
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第
五
節 
曇
鸞
・
善
導
の
文
の
選
出
の
背
景
―
隆
寛
の
思
索
― 
 
前
節
ま
で
で
、「
信
巻
」
の
巻
末
近
く
に
示
さ
れ
る
親
鸞
の
問
い
の
性
質
を
確
か
め
て
き
た
。
こ
の
問
い
に
続
い
て
、
曇
鸞
・
善
導
の
文
、
そ
し
て
五
逆
に
関
す
る
永
観
の
『
往
生
拾
因
』
に
基
づ
く
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
親
鸞
が
こ
れ
ら
の
文
を
自
身
の
問
い
に
「
報
へ
て
噵
」
う
も
の
と
し
て
見
定
め
る
に
至
っ
た
の
は
、
あ
る
点
に
お
い
て
は
親
鸞
独
自
の
読
み
取
り
に
基
づ
く
と
言
い
得
る
の
で
あ
る
が
、
一
方
で
そ
の
背
景
に
隆
寛
の
存
在
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
７
９
。
本
節
で
は
、
親
鸞
が
自
身
の
問
い
に
「
報
へ
て
噵
」
う
も
の
と
し
て
、
そ
の
後
に
引
用
す
る
文
類
を
選
出
し
た
背
景
に
あ
る
隆
寛
の
思
索
に
つ
い
て
少
し
く
記
し
て
お
き
た
い
。 
 
隆
寛
は
、
今
日
知
ら
れ
て
い
る
最
初
の
著
作
で
あ
る
、
承
元
二
年
（
一
二
〇
八
）
に
撰
述
し
た
『
弥
陀
本
願
義
』
８
０
に
お
い
て
、
唯
除
の
文
に
つ
い
て
の
問
答
を
記
し
て
い
る
。『
弥
陀
本
願
義
』（
全
四
巻
）
は
、
第
一
巻
か
ら
第
三
巻
に
お
い
て
四
十
八
の
一
々
の
願
文
を
釈
し
、
第
四
巻
で
は
四
十
八
願
の
正
機
と
西
方
浄
土
宗
義
の
二
問
題
を
扱
う
と
い
う
構
成
で
あ
り
、
隆
寛
の
本
願
観
を
四
十
八
願
に
沿
っ
て
端
的
に
あ
ら
わ
し
た
書
で
あ
る
。 
隆
寛
は
、『
弥
陀
本
願
義
』
劈
頭
近
く
に
お
い
て
８
１
、
第
一
願
を
釈
す
る
前
に
、
第
十
八
願
に
つ
い
て
特
別
に
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
で
隆
寛
は
、「
本
願
（
の
）
義
８
２
」
を
解
す
る
に
、「
一
往
（
の
）
義
」
と
「
再
往
（
の
）
義
」
を
示
し
、
前
者
に
お
い
て
は
四
十
八
願
す
べ
て
を
本
願
と
言
い
、
後
者
に
お
い
て
は
第
十
八
願
の
み
が
本
願
で
あ
る
と
言
う
。
後
者
を
第
十
八
願
一
つ
を
立
て
る
も
の
と
見
れ
ば
、
法
然
の
本
願
の
了
解
を
継
承
し
た
も
の
と
言
え
る
が
、
そ
の
了
解
が
、 
 
 
対
末
 
ニ
一
論
本
一
所
謂
第
十
八
願
 
ハ
是
能
摂
是
本 
余
 
ノ
四
十
七
願
 
ハ
是
所
摂
是
末
也
８
３ 
 
 
〈
末
に
対
し
て
本
を
論
ず
る
に
、
謂
う
と
こ
ろ
の
第
十
八
願
は
、
是
れ
能
摂
、
是
れ
本
な
り
。
余
の
四
十
七
願
は
是
れ
所
摂
、
是
れ
末
な
り
〉 
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
第
十
八
願
を
「
能
摂
」
と
し
、
他
の
四
十
七
願
を
「
所
摂
」
と
す
る
了
解
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
隆
寛
の
本
願
の
了
解
は
、
む
し
ろ
親
鸞
の
そ
れ
に
近
い
と
言
え
よ
う
８
４
。
ま
た
隆
寛
は
、
善
導
・
法
然
の
伝
統
に
連
な
る
「
念
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仏
往
生
の
願
」
と
い
う
願
名
が
、
第
十
八
願
成
就
文
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
た
う
え
で
、
自
身
も
第
十
八
願
成
就
文
を
踏
ま
え
た
願
名
（「
一
念
往
生
の
願
」「
超
世
の
願
」）
で
第
十
八
願
を
呼
称
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
も
、
親
鸞
の
第
十
八
願
を
見
る
視
座
に
近
い
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
８
５
。 
 
そ
の
隆
寛
は
『
弥
陀
本
願
義
』
第
二
巻
に
お
い
て
、
第
十
八
願
を
釈
す
る
な
か
で
唯
除
の
文
に
つ
い
て
言
及
し
、
次
の
よ
う
に
、
諸
師
と
同
質
の
問
い
を
立
て
て
い
る
。 
 
 
問
二
経
倶
 
ニ
挙
 
テ
十
念
一
何
故
観
経
 
ハ
五
逆
 
ノ
罪
人
得
 
エ
生
一
此
 
ノ
経
 
ハ
除
 
ク
ヤ
五
逆
謗
法
一
如
何
８
６ 
 
  
〈
問
う
。
二
経
倶
に
十
念
を
挙
げ
て
、
何
故
観
経
は
五
逆
の
罪
人
、
生
を
得
、
此
の
経
は
五
逆
謗
法
を
除
く
や
如
何
〉 
そ
し
て
、
ま
ず
こ
の
問
い
に
対
し
、 
答
懐
感
禅
師
挙
 
タ
リ
十
五
家ケ
義
 
ヲ
一
邪シヤ
正
叵
知
一
８
７ 
〈
答
う
。
懐
感
禅
師
、
十
五
家
の
義
を
挙
げ
た
り
。
邪
正
知
り
叵
し
〉 
と
前
々
節
に
一
瞥
し
た
懐
感
の
十
五
の
説
に
つ
い
て
言
及
し
、
そ
れ
ら
の
説
の
「
邪
正
」
が
「
知
り
叵
」
い
こ
と
を
述
べ
た
う
え
で
、 
但
今
依
善
導
 
ノ
意
一
者
観
経
 
ノ
疏
 
ニ
云
８
８ 
〈
但
今
善
導
の
意
に
依
れ
ば
、
観
経
の
疏
に
云
く
〉 
と
善
導
の
意
に
依
る
こ
と
を
示
し
て
、
以
下
に
「
散
善
義
」
の
文
を
次
の
よ
う
に
引
用
し
て
い
る
。 
「
問
四
十
八
願
 
ノ
中
 
ニ
ハ
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
一 
観
経
下
品
下
生
 
ニ
ハ
簡
 
テ
謗
法
一
摂
 
ス
ル
ハ
五
逆
有
何
意
也 
答 
此
義
仰
就
抑
止
門
中
解 
如
四
十
八
願
中
除
謗
法
五
逆
者
然
此
之
二
業
其
障
極
重 
若
造
直
入
阿
鼻 
歴
劫
周
章
無
由
可
出 
但
如
来
恐
造
斯
二
過
方
便
止
言
不
得
往
生 
亦
不
是
不
摂
也 
又
下
品
下
生
中
取
五
逆
除
謗
法
者
其
五
逆
已
作 
不
可
捨
令
流
転 
還
発
大
悲
摂
取
往
生 
然
謗
法
之
罪
未
為 
又
止
言
若
起
謗
法
即
不
得
生
此
就
未
造
業
而
解
也 
若
造
還
摂
得
生
」
已
上
８
９ 
〈「
問
う
。
四
十
八
願
の
中
に
は
唯
五
逆
と
誹
謗
正
法
と
を
除
き
て
、
観
経
下
品
下
生
に
は
謗
法
を
簡
て
、
五
逆
を
摂
す
る
は
何
の
意
有
る
也
。
答
う
。
此
の
義
仰
い
で
抑
止
門
の
中
に
就
い
て
解
す
。
四
十
八
願
の
中
に
謗
法
と
五
逆
と
を
除
け
る
が
如
き
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は
、
然
る
に
此
の
二
業
、
其
の
障
り
極
め
て
重
し
。
若
し
造
ら
ば
直
ち
に
阿
鼻
に
入
る
。
歴
劫
周
章
し
て
出
ず
べ
き
に
由
無
し
。
但
如
来
、
斯
の
二
の
過
を
造
ら
ん
こ
と
を
恐
れ
て
、
方
便
し
て
止
め
て
往
生
を
得
ず
と
言
た
ま
言
え
り
。
亦
是
れ
摂
せ
ざ
る
に
は
あ
ら
ざ
る
也
。
又
下
品
下
生
の
中
に
五
逆
を
取
り
て
謗
法
を
除
く
は
、
其
の
五
逆
は
已
に
作
れ
り
。
捨
て
て
流
転
せ
し
む
べ
か
ら
ず
。
還
り
て
大
悲
を
発
し
て
摂
取
し
て
往
生
せ
し
む
。
然
る
に
謗
法
の
罪
未
だ
為
さ
ず
。
又
止
め
て
若
し
謗
法
を
起
こ
さ
ば
、
即
ち
生
ま
る
る
こ
と
を
得
ず
と
言
え
り
。
此
れ
未
造
業
に
就
い
て
解
す
也
。
若
し
造
ら
ば
還
り
て
摂
し
て
生
を
得
し
む
」
已
上
〉 
 
こ
の
よ
う
に
、
隆
寛
は
「
散
善
義
」
を
右
記
の
範
囲
で
示
し
、
親
鸞
が
「
信
巻
」
に
お
い
て
記
す
、
続
く
三
種
の
障
り
の
教
説
は
引
用
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
私
釈
を
も
っ
て
、 
 
 
私
云
不
取
正
覚
句
此
結
本
願
之
誓
言
也 
誰
知
翻
経
三
蔵
就
抑
止
門
加
此
二
句
誡
未
造
悪
也
９
０ 
〈
私
に
云
く
。
不
取
正
覚
の
句
、
此
れ
本
願
を
結
す
る
の
誓
言
也
。
誰
か
翻
経
三
蔵
、
抑
止
門
に
就
い
て
、
此
の
二
句
を
加
え
、
未
造
悪
を
誡
す
る
こ
と
を
知
ら
む
也
〉 
と
述
べ
て
、「
不
取
正
覚
」
の
句
は
本
願
の
帰
結
の
言
葉
で
あ
る
か
ら
、
翻
訳
者
が
「
唯
除
五
逆
」
と
「
誹
謗
正
法
」
の
二
句
を
加
え
た
の
で
は
な
い
か
と
示
唆
し
、
そ
の
理
由
を
、 
 
 
問
以
何
爾
得
心
耶 
答 
法
蔵
比
丘
自
本
除
此
二
罪
者
不
取
正
覚
之
前
可
置
此
二
句
也 
例
如
第
十
五
并
二
十
二
願
矣
９
１ 
〈
問
う
。
何
を
以
て
爾
、
心
得
る
耶
。
答
う
。
法
蔵
比
丘
、
本
自
り
此
の
二
罪
を
除
く
は
、
不
取
正
覚
の
前
に
此
の
二
句
を
置
く
可
き
也
。
例
え
ば
第
十
五
、
并
び
に
二
十
二
願
の
如
く
矣
〉 
と
述
べ
て
、
も
し
二
罪
を
除
く
こ
と
が
本
願
の
本
意
で
あ
れ
ば
、「
唯
除
五
逆
」
と
「
誹
謗
正
法
」
の
二
句
は
「
不
取
正
覚
」
の
前
に
あ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
と
示
す
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
根
拠
を
「
除
９
２
」
の
語
を
「
不
取
正
覚
」
の
前
に
有
す
る
第
十
五
願
と
第
二
十
二
願
の
経
言
に
求
め
て
い
る
。 
「
散
善
義
」
の
問
答
に
続
く
私
釈
か
ら
窺
わ
れ
た
よ
う
に
、
隆
寛
は
唯
除
の
文
を
本
願
文
と
し
て
で
は
な
く
、
訳
者
に
よ
っ
て
附
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加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、 
又
善
導
云
「
五
逆
之
與
十
悪
罪
滅
得
生 
謗
法
闡
提
回
心
皆
往
」
已
上
９
３ 
〈
又
善
導
云
く
「
五
逆
と
十
悪
と
の
罪
滅
し
生
を
得
し
む
。
謗
法
（
と
）
闡
提
、
回
心
す
れ
ば
皆
往
く
」
已
上 
と
『
法
事
讃
』
の
教
説
を
引
き
、
ま
た
、 
 
 
嫌
造
悪
抑
止
門
心
也 
摂
回
向
本
願
力
也 
所
除
者
唯
五
逆
唯
誹
謗
正
法
者
念
仏
教
門
是
其
正
法
而
已
９
４ 
〈
造
悪
を
嫌
う
抑
止
門
の
心
也
。
回
向
し
て
摂
す
る
本
願
力
也
。
除
か
る
る
は
、
唯
五
逆
、
唯
誹
謗
正
法
の
者
な
り
。
念
仏
の
教
門
、
是
其
の
正
法
（
な
ら
く
）
の
み
９
５
〉 
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
隆
寛
が
唯
除
の
文
に
つ
い
て
言
及
す
る
の
は
、
単
に
訳
者
に
よ
っ
て
附
加
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
た
め
で
は
な
く
、「
下
根
（
の
）
類
９
６
」
を
も
隔
て
な
い
「
回
向
し
て
摂
す
る
本
願
力
」
を
示
す
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
そ
し
て
、
こ
の
唯
除
の
文
に
つ
い
て
の
問
答
の
後
に
は
、
次
の
問
答
が
展
開
し
て
い
る
。 
 
 
問 
三
字
名
号
其
体
是
何 
答 
曇
鸞
云
「
此
十
念
者
依
善
知
識
安
慰
聞
実
相
法
生
」 
又
云
「
十
念
者
依
無
上
信
心 
依
真
実
清
浄
無
量
功
徳
名
号
生
」
已
上 
明
知
三
字
名
号
其
体
是
実
相
也
９
７ 
 
〈
問
う
。
三
字
の
名
号
、
そ
の
体
是
れ
何
。
答
う
。
曇
鸞
云
く
。「
此
の
十
念
は
善
知
識
に
依
て
安
慰
し
て
実
相
の
法
を
聞
き
て
生
ず
」
又
云
く
「
十
念
は
無
上
の
信
心
に
依
て
、
真
実
清
浄
無
量
功
徳
の
名
号
に
依
て
生
ず
」
已
上 
明
ら
か
に
知
り
ぬ
。
三
字
の
名
号
、
そ
の
体
、
是
れ
実
相
也
。〉 
こ
こ
で
隆
寛
は
、
称
名
念
仏
を
往
生
の
行
と
し
て
示
す
の
で
は
な
く
、
そ
の
称
す
る
名
号
自
体
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
そ
し
て
『
論
註
』
の
八
番
問
答
の
第
六
問
答
の
在
心
釈
と
在
縁
釈
か
ら
抜
粋
し
て
、
名
号
の
体
が
実
相
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 
 
隆
寛
は
こ
の
後
、
同
様
の
了
解
が
「
天
台
（
の
）
観
経
疏
９
８
」（
智
顗
〈
五
三
八
―
五
九
七
〉
の
『
仏
説
観
無
量
寿
経
疏
』）
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、『
論
註
』
の
浄
摩
尼
珠
の
譬
喩
と
氷
上
燃
火
の
譬
喩
を
引
い
て
、
名
号
の
は
た
ら
き
と
は
他
力
で
あ
る
こ
と
、
さ
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ら
に
『
論
註
』
の
三
不
信
の
教
説
を
引
い
て
、
称
名
念
仏
に
は
三
心
が
具
足
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
第
十
八
願
の
釈
の
な
か
で
論
じ
て
い
る
９
９
。 
こ
れ
ら
に
つ
い
て
今
深
く
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
隆
寛
が
本
願
の
成
就
へ
の
論
及
と
他
力
や
信
心
に
つ
い
て
の
問
答
と
の
間
と
い
う
重
要
な
位
置
で
唯
除
の
文
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
点
、
ま
た
「
散
善
義
」
の
問
答
と
『
法
事
讃
』
の
文
と
い
う
親
鸞
が
唯
除
の
文
を
探
究
す
る
と
き
に
引
用
し
て
い
る
の
と
同
じ
文
を
も
っ
て
問
答
を
示
し
て
い
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。
ま
た
、
続
く
問
答
に
、
八
番
問
答
の
第
六
問
答
を
要
点
的
に
引
用
し
て
い
る
こ
と
も
看
過
で
き
な
い
。 
無
論
、
こ
の
隆
寛
の
思
索
内
容
は
、
引
用
し
て
い
る
文
の
範
囲
の
僅
か
な
差
異
や
私
釈
か
ら
、
親
鸞
の
も
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
僅
か
な
差
異
に
こ
そ
、
親
鸞
の
唯
除
の
文
の
探
究
の
思
索
の
特
徴
が
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
隆
寛
の
唯
除
の
文
に
つ
い
て
の
問
答
を
見
る
と
、
親
鸞
は
唯
除
の
文
へ
の
着
目
の
所
以
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
文
の
意
義
を
探
究
す
る
と
き
に
引
用
す
る
文
類
を
選
出
す
る
背
景
も
、
吉
水
時
代
の
修
学
の
な
か
に
す
で
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。『
弥
陀
本
願
義
』
の
成
立
年
代
は
親
鸞
の
流
罪
後
で
あ
る
か
ら
、
親
鸞
が
吉
水
時
代
に
読
ん
だ
と
は
当
然
考
え
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
親
鸞
と
隆
寛
は
、
両
者
と
も
に
『
選
択
集
』
の
書
写
を
許
さ
れ
た
後
、
唯
除
の
文
に
つ
い
て
の
議
論
も
交
わ
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
自
然
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 
 
以
上
、
問
い
の
性
質
を
論
じ
る
と
い
う
第
一
章
の
論
旨
に
や
や
外
れ
た
感
は
あ
っ
た
が
、
吉
水
時
代
の
親
鸞
と
隆
寛
と
の
思
想
交
流
の
な
か
で
、
唯
除
の
文
の
意
義
を
探
究
す
る
う
え
で
聞
思
す
べ
き
文
類
を
、
す
で
に
し
て
見
定
め
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
考
察
し
た
。
次
章
以
降
、
い
よ
い
よ
親
鸞
の
引
用
す
る
文
類
に
沿
っ
て
考
え
て
い
く
こ
と
と
す
る
。 
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第
二
章 
八
番
問
答 
   
第
一
節 
根
源
的
罪
と
し
て
の
「
誹
謗
正
法
」
―
「
す
る(
t
o
 
d
o
)
」
罪
の
根
源
に
あ
る
「
あ
る(
t
o
 
b
e
)
」
罪
― 
 
第
一
項 
第
二
問
答
・
第
三
問
答 
  
親
鸞
は
、
唯
除
の
文
に
つ
い
て
問
う
問
い
に
対
し
て
、 
 
報コタ
ヘ
テ
噵
 
イ
ハ
ク
『
論
 
ノ
註
 
ニ
』
曰
 
ク
１
０
０ 
と
述
べ
、
続
い
て
『
論
註
』
の
八
番
問
答
の
第
二
問
答
か
ら
第
八
問
答
ま
で
を
引
用
す
る
。
親
鸞
は
自
釈
す
る
の
で
は
な
く
、
八
番
問
答
等
を
引
用
す
る
と
い
う
方
法
で
唯
除
の
文
の
深
義
を
尋
ね
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
親
鸞
は
、
第
一
問
答
を
引
用
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
八
番
問
答
全
体
を
通
し
て
考
え
た
い
の
で
、
後
節
に
譲
り
た
い
。 
 
そ
れ
で
は
ま
ず
、
第
二
問
答
の
問
い
を
見
て
み
よ
う
。 
 
問
曰
『
無
量
寿
経
 
ニ
』
言
 
ク
願
 
セ
ム
二
往
生
 
ヲ
一
者
 
ノ
皆
得エシ
ム
二
往
生
 
ヲ
一
唯
除
 
ク
ト
二
五
逆
 
ト
誹
謗
正
法
 
ト
ヲ
一
『
観
無
量
寿
経
 
ニ
』
言
 
ヘ
リ
下
五
逆
十
悪
具
 
セ
ル
モ
ノ
二
諸
 
ノ
不 
善
 
ヲ
一
亦
得
 
ト
中
往
生
 
ヲ
上
此
 
ノ
二
経
云
何
 
ン
カ
会
 
セ
ム
ヤ
１
０
１ 
こ
の
問
い
は
、
諸
師
が
論
じ
て
い
る
も
の
と
同
様
に
、『
大
経
』
の
第
十
八
願
の
「
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
」
と
『
観
経
』
の
五
逆
摂
取
の
経
説
と
の
矛
盾
を
会
通
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
問
い
に
対
し
、 
答
曰
一
経
 
ニ
ハ
以
 
テ
ナ
リ
三
具
 
ス
ル
ヲ
二
二
種
 
 
ノ
重
罪
 
ヲ
一
一
者
五
逆
二
者
誹
謗
正
法
 
ナ
リ･
以
 
ノ
二
此
 
ノ
二
種
 
ノ
罪
 
ヲ
一
故
 
ニ
所
以
コ
ノ
ユ
ヘ
ニ
不ス 
三
得エ 
二
往
生
 
ヲ
一
一
経
 
ハ
但
言
 
フ
テ
三
作
 
ト
二
十
悪
五
逆
等
 
ノ
罪
 
ヲ
一
不ス 
四
言
 
ハ
三
誹
二
謗
 
 
ス
ト
正
法
 
ヲ
一
以
 
ノ
四
不
 
ル
ヲ
三
謗
 
セ
二
正
法
 
ヲ
一
故
 
ニ
是
 
ノ
故
 
ニ
得エシ
ム
ト
二
生
 
ヲ
一
１
０
２ 
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と
『
大
経
』
で
は
「
五
逆
」
と
「
誹
謗
正
法
」
の
二
種
の
重
罪
（
複
罪
）
を
具
す
る
か
ら
「
往
生
を
得
ず
」
と
説
か
れ
、『
観
経
』
で
は
「
正
法
を
謗
」
じ
な
い
「
五
逆
」
の
罪
だ
け
（
単
罪
）
を
具
す
る
の
で
あ
る
か
ら
「
生
を
得
し
む
」
と
説
か
れ
て
い
る
と
答
え
て
い
る
。
こ
の
問
答
に
あ
ら
わ
れ
る
見
解
は
、『
群
疑
論
』
に
示
さ
れ
る
十
五
の
説
の
な
か
、
第
三
に
示
さ
れ
る
も
の
と
一
致
し
て
お
り
、
会
通
の
域
を
出
ず
、「
私
」
か
ら
経
意
を
量
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
解
釈
が
八
番
問
答
の
中
心
的
意
義
を
示
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
以
下
に
続
く
問
答
よ
り
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
次
の
第
三
問
答
の
問
い
に
お
い
て
も
未
だ
こ
の
問
い
の
性
質
は
続
い
て
い
る
。 
問
曰
仮
使
 
 
ヒ･
一
人
 
ハ
具
 
シ
二
五
逆
罪
一
而
 
シ
テ
不
 
レ
ハ
三
誹
二-
謗
 
セ
正
法
 
ヲ
一
経
 
ニ
許ユル
ス
二
得
生
 
ヲ
一
復
有
 
テ
二
一
人
一
但･
誹
二
謗
正
法
 
ヲ
一
而シテ
無
 
キ
モ
ノ
二
五
逆
諸
 
ノ
罪
一 
願
 
セ
二
往
生
 
 
 
ヲ
一
者
 
ハ
得
 
ヤ
二
生
 
ヲ
一
以
不
 
イ
ナ
ヤ
１
０
３ 
 
第
三
問
答
の
問
い
は
、
第
二
問
答
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
た
五
逆
罪
を
犯
し
て
も
正
法
を
謗
じ
な
け
れ
ば
往
生
を
得
る
こ
と
を
、
改
め
て
確
認
し
た
う
え
で
、
第
二
問
答
で
は
論
点
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
、
誹
謗
正
法
の
罪
だ
け
を
具
し
て
五
逆
を
犯
し
て
い
な
い
場
合
に
つ
い
て
問
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
問
い
も
第
二
問
答
と
同
じ
く
、
二
経
の
経
説
を
矛
盾
な
く
了
解
し
よ
う
と
す
る
た
め
の
問
い
で
あ
り
、
第
二
問
答
を
承
け
て
会
通
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
当
然
起
こ
さ
れ
る
問
い
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
場
合
の
得
生
の
是
非
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
各
罪
を
具
し
た
場
合
（
五
逆
罪
の
み
・
両
方
の
罪
・
誹
謗
正
法
の
罪
の
み
）
の
往
生
の
是
非
が
決
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
二
経
の
経
説
を
明
確
に
会
通
し
よ
う
と
す
る
問
い
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 
こ
の
問
い
に
対
し
、 
答
曰
但
令
 
メ
テ
三
誹
二
謗
 
セ
正
法
 
ヲ
一
雖
三
更
 
ニ
無
 
シ
ト
二
余
 
ノ
罪
一
必
不シ
三
得
二
生
 
ヲ
一
１
０
４ 
と
答
え
、
誹
謗
正
法
の
罪
だ
け
を
具
す
る
場
合
は
、「
生
を
得
じ
」
と
決
し
て
い
る
。
そ
れ
に
引
き
続
き
、 
何
 
ヲ
以
 
テ
言
 
ハ
二
之
 
ヲ
一
経
 
ニ
言
 
ク
五
逆
 
ノ
罪
人
墮
 
シ
テ
二
阿
鼻
大
地
獄
 
ノ
中
 
ニ
一
具
 
サ
ニ
受ク
二
一
劫
重
罪
 
ヲ
一
誹
謗
正
法
 
ノ
人
 
ハ
墮
 
シ
テ
二
阿
鼻
大
地
獄
 
ノ
中ニ
一
此
 
ノ
劫
若
 
シ
尽
 
レ
ハ
復
転
 
シ
テ
至
 
ル
二
他
方
 
ノ
阿
鼻
大
地
獄
 
ノ
中
 
ニ
一
如
 
ク
□二
是
 
ノ
一
展
転
 
シ
テ
径フ
二
百
千
 
ノ
阿
鼻
大
地
獄
 
ヲ
一
仏
不
 
ス
五
記
 
シ
タ
マ
ハ
四
得
 
ル
二
出
 
コ
ト
ヲ
一
時
節
 
ヲ
三
以
 
ノ
二
誹
謗
正
法
 
ノ
罪
極
重
 
ナ
ル
ヲ
一
故
 
ヘ
ナ
リ
１
０
５ 
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と
『
大
智
度
論
』
に
お
い
て
取
意
さ
れ
た
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』（『
大
品
般
若
経
』）
の
文
、
す
な
わ
ち
経
文
に
依
っ
て
、
一
劫
の
、
、
、
重
罪
で
あ
る
五
逆
罪
と
比
べ
て
、
百
千
の
阿
鼻
大
地
獄
を
一
劫
ず
つ
展
転
し
て
な
お
、
出
ず
る
こ
と
が
で
き
る
時
節
が
、
、
、
記
さ
れ
て
い
、
、
、
、
、
な
い
、
、
誹
謗
正
法
の
罪
が
よ
り
重
い
こ
と
を
示
し
て
、「
生
を
得
じ
」
と
決
す
る
根
拠
を
示
し
て
い
る
。 
以
上
の
問
答
で
、
二
経
の
矛
盾
と
思
わ
れ
る
経
説
は
、
誹
謗
正
法
の
一
点
を
も
っ
て
得
生
の
可
否
が
決
せ
ら
れ
る
と
い
う
結
論
に
よ
り
解
決
さ
れ
た
。
第
二
問
答
に
お
け
る
複
罪
と
い
う
不
摂
の
理
由
か
ら
、
第
三
問
答
に
お
け
る
誹
謗
正
法
の
罪
障
性
が
よ
り
重
い
と
い
う
理
由
へ
の
変
化
は
、
罪
を
量
で
は
な
く
、
質
の
観
点
か
ら
見
定
め
る
べ
き
こ
と
が
、
答
え
の
側
か
ら
示
さ
れ
る
展
開
で
あ
る
。
し
か
し
、問
い
の
側
か
ら
こ
れ
を
見
れ
ば
、二
経
の
矛
盾
を
切
に
知
り
た
い
と
思
っ
た
が
故
の
順
序
と
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
逆
謗
の
摂
不
が
問
題
と
な
る
の
は
、
一
切
衆
生
の
救
い
を
考
え
る
う
え
で
当
然
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
『
大
経
』
と
『
観
経
』
の
経
説
を
聞
く
な
ら
ば
、
必
然
的
に
両
経
の
経
言
の
矛
盾
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
両
経
の
矛
盾
点
を
会
通
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
初
め
に
第
二
問
答
の
答
え
が
示
さ
れ
た
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
、
あ
ら
ゆ
る
状
況
を
考
慮
し
て
会
通
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
誹
謗
正
法
だ
け
を
具
す
る
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
、謗
法
の
摂
不
を
問
う
第
三
問
答
が
起
こ
っ
て
く
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
う
え
で
、
そ
の
答
え
を
経
文
に
求
め
た
と
き
、
そ
こ
に
誹
謗
正
法
の
罪
が
五
逆
罪
と
は
質
の
異
な
る
さ
ら
に
重
い
罪
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 
こ
れ
ま
で
の
問
答
で
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
も
し
八
番
問
答
が
逆
謗
の
摂
不
を
論
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
で
問
答
は
完
結
し
て
然
る
べ
き
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
親
鸞
の
問
い
が
そ
の
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
引
用
は
こ
こ
で
終
わ
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
三
問
答
の
答
え
は
こ
こ
で
終
わ
ら
ず
、
親
鸞
の
引
用
も
終
わ
っ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
後
に
展
開
す
る
問
答
に
こ
そ
、
八
番
問
答
の
中
心
的
意
義
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
親
鸞
は
そ
の
よ
う
に
考
え
て
、
次
の
文
を
引
く
の
で
あ
る
。 
又
正
法
者ハ
即･
是
仏
法
 
ナ
リ
此
 
ノ
愚
癡
 
ノ
人
既ニ
生ス
二
誹
謗
 
ヲ
一
安イツ
ク
ン
ソ
有
 
ラ
ム
ヤ
四
願
二
生
 
ス
ル
仏
土
 
ニ
一
之
理
 
ワ
リ
三
仮-
使
但
貪トム
三
彼
 
ノ
生
 
コ
ト
ヲ
二
安
楽
 
ニ
一
而シテ
願
 
セ
ム
二
生
 
ヲ
一
者ハ
亦
如
 
シ
下
求
 
メ
ム
カ
中
非
 
ル
二
水
 
ニ
一
之
氷
コ
ホ
リ
無
 
キ
二
烟ケム
リ
一
之
火ヲ
上
豈
 
ニ
有ラム
ヤ
二
得
 
ル
理
 
ハ
リ
一
１
０
６ 
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逆
謗
の
摂
不
に
関
し
て
一
旦
の
結
論
が
出
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
第
三
問
答
の
答
え
の
後
半
に
至
っ
て
、
往
生
を
願
う
と
い
う
こ
と
が
謗
法
の
人
に
は
成
り
立
た
な
い
と
い
う
道
理
が
、
問
い
の
範
疇
を
超
え
て
示
さ
れ
て
い
る
。
も
し
往
生
を
「
安
楽
」
を
貪
る
た
め
の
も
の
、
す
な
わ
ち
人
間
の
欲
望
の
延
長
線
上
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
も
は
や
仏
道
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
突
如
と
し
て
明
か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
私
は
こ
こ
に
、
前
章
で
考
察
し
た
よ
う
な
問
い
の
性
質
・
学
仏
道
の
在
り
方
の
転
換
が
あ
る
と
考
え
る
。
第
三
問
答
の
答
え
の
前
半
ま
で
で
明
ら
か
と
な
っ
た
事
柄
は
、
二
経
の
矛
盾
と
思
わ
れ
る
仏
説
を
、
経
文
に
依
り
な
が
ら
も
、「
私
」
が
解
決
し
て
い
く
と
い
う
営
み
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、「
私
」
が
経
文
を
知
っ
て
い
く
と
い
う
方
向
性
を
も
つ
営
み
で
あ
る
。
そ
の
方
向
性
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
者
が
救
わ
れ
、
ま
た
救
わ
れ
な
い
の
か
と
い
う
関
心
を
出
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
第
三
問
答
の
答
え
の
後
半
に
は
、
仏
道
を
自
身
の
要
求
の
延
長
に
見
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
往
生
を
願
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
は
安
楽
の
貪
り
を
願
っ
て
い
る
だ
け
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の
問
答
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
逆
謗
の
摂
不
を
問
う
立
場
自
体
に
問
題
が
あ
る
こ
と
が
、
答
え
の
側
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、「
安
く
ん
ぞ
仏
土
に
願
生
す
る
理
有
ら
む
や
」「
豈
に
理
有
ら
む
や
」
と
、
答
え
る
側
が
問
う
側
に
問
い
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
い
の
性
質
の
転
換
に
よ
っ
て
、
出
世
間
の
側
か
ら
自
己
の
存
在
を
明
ら
か
に
す
る
思
索
が
始
ま
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
い
よ
い
よ
問
題
と
な
っ
て
く
る
の
は
、
問
う
者
の
謗
法
性
で
あ
る
。 
  
第
二
項 
第
四
問
答 
 
そ
の
謗
法
の
相
と
は
何
か
と
い
う
問
い
か
ら
始
ま
る
の
が
次
の
第
四
問
答
で
あ
る
。 
問
曰
何
等
 
ラ
ノ
相
 
カ
是
誹
謗
正
法
 
ナ
ル
ヤ
１
０
７ 
こ
の
問
い
に
対
し
て
、 
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答
曰
若
言
 
ハ
ム
下
無
仏
無
仏
法
無
菩
薩
無
菩
薩
法
 
ト
上
如
 
キ
二
是
一
等
 
ラ
ノ
見
 
ヲ
モ
テ
若
 
ハ
心
 
ニ
自ミツ
カ
ラ
解
 
リ
若
 
ハ
従
 
シ 
ヒ
テ
二
他
 
ニ
一
受
  
ケ
テ
二
其
 
ノ
心
 
ヲ
一
決
定
  
ス
ル
ヲ
皆
名
 
ク
ト
二
誹
謗
正 
法
 
ト
一
１
０
８ 
と
第
三
問
答
で
極
重
の
罪
と
示
さ
れ
た
誹
謗
正
法
の
相
が
答
え
ら
れ
て
い
く
。
つ
ま
り
、
第
三
問
答
で
知
ら
さ
れ
た
欲
望
の
先
に
救
い
を
求
め
る
よ
う
な
在
り
方
、
往
生
を
願
っ
て
い
て
も
内
実
は
安
楽
を
貪
る
こ
と
を
願
う
よ
う
な
在
り
方
は
、
自
分
で
は
真
面
目
に
仏
道
を
あ
ゆ
ん
で
い
る
つ
も
り
で
も
、
そ
の
内
実
は
「
無
仏
・
無
仏
法
・
無
菩
薩
・
無
菩
薩
法
」
と
す
る
「
見
」
で
あ
る
と
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
 
と
こ
ろ
で
、
こ
の
誹
謗
正
法
の
罪
を
回
心
と
相
反
す
る
概
念
と
見
定
め
、
五
逆
罪
の
よ
う
に
経
験
と
し
て
残
る
罪
、
す
な
わ
ち
過
去
に
遡
っ
て
犯
し
た
こ
と
が
現
在
に
ま
で
問
わ
れ
る
質
の
罪
で
は
な
く
、
今
の
一
点
を
問
題
と
し
て
、
回
心
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
る
罪
と
了
解
す
る
先
学
も
い
る
１
０
９
。
し
か
し
な
が
ら
、
八
番
問
答
を
引
用
す
る
親
鸞
の
視
点
か
ら
見
た
と
き
、
誹
謗
正
法
が
今
の
一
点
だ
け
の
問
題
で
あ
り
、
回
心
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
る
罪
で
あ
る
な
ら
ば
、
す
で
に
法
然
の
「
お
ほ
せ
」
と
出
遇
い
、
回
心
し
た
親
鸞
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
の
問
答
が
ま
だ
回
心
を
し
て
い
な
い
者
の
た
め
の
も
の
と
い
う
位
置
付
け
に
な
っ
て
し
ま
い
、
自
身
の
あ
ゆ
む
仏
道
の
問
題
と
は
な
ら
な
い
。
第
四
問
答
で
示
さ
れ
る
と
お
り
、「
無
仏
・
無
仏
法
・
無
菩
薩
・
無
菩
薩
法
」
と
す
る
「
見
」
と
は
、
ど
こ
ま
で
も
自
我
に
執
着
し
た
「
見
」
で
あ
る
。
こ
の
「
見
」
を
も
っ
て
「
決
定
」
す
る
相
を
、
曇
鸞
の
別
の
言
葉
で
言
え
ば
、「
邪
見
語
１
１
０
」
と
し
て
の
我
の
相
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
人
間
と
し
て
生
き
て
い
る
以
上
、
誹
謗
正
法
の
罪
は
免
れ
得
な
い
。 
そ
し
て
そ
の
相
と
は
、「
無
仏
・
無
仏
法
・
無
菩
薩
・
無
菩
薩
法
と
言
は
む
」「
見
」
に
よ
っ
て
「
決
定
」
し
て
い
る
相
で
あ
る
と
い
う
厳
し
い
言
葉
を
、
親
鸞
は
曇
鸞
の
問
答
か
ら
知
ら
さ
れ
て
い
く
。
こ
こ
に
誹
謗
正
法
の
罪
は
「
業
」
と
し
て
の
罪
で
は
な
く
、
存
在
す
る
こ
と
に
お
い
て
免
れ
得
な
い
「
性
」
と
し
て
の
罪
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
罪
の
性
質
を
、
よ
り
現
代
的
な
表
現
を
用
い
て
言
え
ば
、
何
か
を
「
す
る
（t
o
 
d
o
）」
罪
で
は
な
く
、
経
言
に
よ
っ
て
の
み
知
ら
さ
れ
る
「
あ
る
（t
o
 
b
e
）」
罪
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
八
番
問
答
に
お
い
て
説
示
さ
れ
る
誹
謗
正
法
が
行
為
と
し
て
の
罪
で
は
な
く
、「
あ
る(
t
o
 
b
e
)
」
こ
と
に
お
い
て
免
れ
得
な
い
罪
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
親
鸞
は
『
涅
槃
経
』
や
一
闡
提
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
八
番
問
答
を
、
自
身
の
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問
い
に
「
報
へ
て
噵
」
う
も
の
と
し
て
引
用
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
  
第
三
項 
第
五
問
答 
 
す
で
に
五
逆
と
誹
謗
正
法
の
罪
の
差
異
は
、
重
罪
性
（
第
三
問
答
）
と
、
行
為
と
し
て
の
「
す
る(
t
o
 
d
o
)
」
罪
と
「
性
」
な
る
「
あ
る(
t
o
 b
e
)
」
罪
（
第
四
問
答
）
と
い
う
点
に
お
い
て
確
か
め
た
。
五
逆
罪
は
、
た
と
え
ば
阿
闍
世
の
殺
父
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
罪
と
す
ぐ
に
分
か
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
倫
理
・
道
徳
と
い
う
世
間
の
観
点
か
ら
も
罪
と
理
解
で
き
る
も
の
で
あ
る
１
１
１
。
対
し
て
、
誹
謗
正
法
は
五
逆
罪
よ
り
重
い
罪
で
あ
り
、
ま
た
、
回
心
を
通
し
て
初
め
て
信
知
す
る
罪
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
罪
は
倫
理
・
道
徳
の
観
点
か
ら
は
理
解
し
難
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
次
の
第
五
問
答
の
問
い
が
起
こ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。 
問
曰
如
 
キ
二
是
一
等
 
 
ラ
ノ
計
 
ケ
ハ
但
是
己
 
ノ
レ
カ
事
 
ナ
リ
於
 
テ
二
衆
生ニ
一
有
 
レ
ハ
カ
二
何
 
ノ
苦
悩
一
踰コヘ
ム
三
於
 
ニ
二
五
逆
重
罪
一
邪ヤ
１
１
２ 
こ
こ
で
、
一
個
人
に
の
み
関
わ
る
問
題
で
あ
る
誹
謗
正
法
に
対
し
て
、
五
逆
罪
は
他
者
を
害
す
る
重
罪
で
あ
る
の
に
、
な
ぜ
謗
法
罪
が
五
逆
罪
よ
り
も
重
い
の
か
と
い
う
問
い
が
起
こ
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
罪
の
重
さ
を
他
者
へ
与
え
た
被
害
の
大
き
さ
に
比
し
て
量
ろ
う
と
す
る
立
場
か
ら
問
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
現
代
人
の
感
覚
か
ら
も
同
調
さ
れ
る
質
の
問
い
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 
そ
の
答
え
と
し
て
、
ま
ず
、 
答
曰
若
 
シ
無マシ
マ
サ
ス
ハ
下
諸
仏
菩
薩
説
 
テ
二
世
間
出
世
間
 
ノ
善
道
 
ヲ
一
教
二
化
 
ス
ル
衆
生
 
ヲ
一
者ヒト
上
豈
 
ニ
知
 
ラ
ム
三
有
 
コ
ト
ヲ
二
仁
義
礼
智
信
一
邪ヤ
如キ
二
是
一
世
間
 
ノ
一
切
善
法
皆
断
 
シ
出
世
間
 
ノ
一
切
賢
聖
皆
滅
 
シ
ナ
ム
１
１
３ 
と
も
し
仏
法
を
説
く
者
が
い
な
け
れ
ば
、「
仁
義
礼
智
信
」
と
言
わ
れ
る
道
徳
規
範
、
す
な
わ
ち
世
間
の
法
の
存
在
も
な
い
と
言
う
。
つ
ま
り
誹
謗
正
法
の
罪
は
、
他
者
へ
の
被
害
と
い
う
点
で
見
て
も
甚
大
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
の
で
あ
る
。 
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し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
答
え
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
の
は
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
誹
謗
正
法
の
罪
が
他
者
へ
の
被
害
と
い
う
点
に
お
い
て
も
五
逆
罪
よ
り
重
い
と
答
え
る
根
拠
に
は
、
人
間
の
道
徳
規
範
の
根
本
に
は
仏
法
が
あ
る
と
い
う
教
説
が
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
答
え
は
、
誹
謗
正
法
が
五
逆
の
根
源
に
あ
る
罪
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
る
の
で
あ
る
１
１
４
。
第
三
問
答
と
第
四
問
答
で
は
、
誹
謗
正
法
の
罪
の
重
さ
を
主
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
第
五
問
答
に
よ
っ
て
、
そ
の
重
罪
性
が
根
源
的
で
あ
る
こ
と
が
決
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
謗
法
罪
が
五
逆
罪
よ
り
重
罪
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
あ
れ
ば
、
罪
の
重
さ
に
い
く
ら
差
異
が
あ
っ
て
も
、
相
対
的
な
違
い
で
し
か
な
い
。
し
か
し
、
第
五
問
答
に
お
い
て
謗
法
罪
が
根
源
的
な
罪
で
あ
る
と
答
え
ら
れ
た
こ
と
で
、
そ
の
重
罪
性
が
絶
対
的
な
も
の
と
し
て
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
存
在
に
お
い
て
免
れ
得
な
い
「
性
」
の
罪
（「
あ
る(
t
o
 
b
e
)
」
罪
）
は
、
罪
の
質
の
問
題
と
し
て
根
源
的
な
罪
で
あ
る
こ
と
が
明
説
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 
さ
ら
に
続
く
第
五
問
答
の
答
え
は
、 
汝
但
知
 
テ
三
五
逆
罪
 
ノ
為タル
コ
ト
ヲ
二
重
一
而
不ス 
下
知
 
ラ
中
五
逆
罪
 
ノ
従ヨリ
三
無
 
キ
二
正
法
一
生
 
コ
ト
ヲ
上
是
 
ノ
故
 
ニ
謗
正
法
 
ノ
人
 
ハ
其
 
ノ
罪
最スク
ル
重
 
ナ
リ
ト
１
１
５ 
と
八
番
問
答
の
な
か
で
、
初
め
て
問
う
側
を
「
汝
」
と
呼
び
か
け
る
。
こ
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
、
問
う
側
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
「
汝
」
を
自
己
と
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
答
え
る
側
に
「
汝
」
と
呼
び
覚
ま
さ
れ
、
誹
謗
正
法
な
る
自
己
を
決
定
さ
れ
た
親
鸞
の
自
覚
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
１
１
６
。
ま
た
、
あ
く
ま
で
第
五
問
答
の
問
い
は
、
な
ぜ
一
個
人
に
と
ど
ま
る
誹
謗
正
法
の
罪
が
五
逆
の
重
罪
よ
り
も
さ
ら
に
重
い
の
か
と
い
う
意
味
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
「
汝
」
と
の
呼
び
か
け
は
、
誹
謗
正
法
の
罪
が
根
源
的
な
罪
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
と
言
う
こ
と
を
も
っ
て
、
問
う
者
に
問
い
の
範
疇
を
超
え
て
、
根
源
的
な
罪
を
自
覚
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。 
以
上
尋
ね
て
き
た
よ
う
に
、
二
経
の
表
面
上
の
矛
盾
点
を
問
題
と
す
る
問
い
か
ら
始
ま
っ
た
問
答
（
第
二
問
答
）
で
あ
る
が
、
第
三
問
答
の
答
え
の
後
半
よ
り
問
い
の
方
向
性
が
転
換
し
、
第
五
問
答
に
至
っ
て
、
本
願
の
方
か
ら
問
う
者
の
根
源
的
な
罪
が
す
で
に
見
定
め
ら
れ
て
い
た
と
親
鸞
に
聞
き
取
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
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第
二
節 
依
止
の
転
換
に
よ
る
根
源
的
罪
の
信
知 
 
第
一
項 
第
六
問
答 
 
前
節
ま
で
の
問
答
を
承
け
て
始
ま
る
の
が
次
の
第
六
問
答
で
あ
る
。 
問
曰
『
業
道
経
 
ニ
』
言
 
ク
業
道
 
ハ
如
 
シ
二
称ハカ
リ
ノ
一
重
 
キ
者
 
モ
ノ
先
 
マ
ツ
牽ヒク
ト
如
 
シ
二
『
観
無
量
寿
経
 
ニ
』
言
 
カ
一
有
 
テ
□二
人
一
造ツク
リ
二
五
逆
十
悪
 
ヲ
一
具
 
セ
ラ
ム
二
諸
 
ノ
不
善
 
ヲ
一
応
 
シ
下 
墮
 
シ
テ
二
悪
道
 
ニ
一
径
二
歴
 
シ
テ
多
劫
 
ヲ
一
受
 
ク
中
無
量
 
ノ
苦
 
ヲ
上
臨
 
テ
二
命
終
 
ノ
時
 
ニ
一
遇
 
ハ
ム
三
善
知
識
教オシ
ヘ
テ
称
 
セ
シ
ム
ル
ニ
二
南
無
無
量
寿
仏
 
ヲ
一
如
 
キ
二
是
一
至
 
シ
テ
二
心
 
ヲ
一
令
 
メ
テ
三
声
 
ヲ
シ
テ
不
 
ラ
二
絶
 
ヘ
一
具
二
足
 
ス
レ
ハ
十
念
 
ヲ
一
便
得エテ
三
往
二
生
 
ヲ
安
楽
浄
土
 
ニ
一
即
入
 
テ
二
大
乗
正
定
之
聚
 
ニ
一
畢
竟
 
シ
テ
不
退
 
ナ
ラ
ム
與
二
三
塗
 
ノ
諸
 
ノ
苦
一
永
 
ク
隔ヘタ
ツ
先
牽
マ
ツ
ヒ
ク
之
義
於
 
テ
二
理
 
ニ
一
如イ -
何
 
ソ
又
曠
劫
 
ヨ
リ
已
来
 
タ
備ツフ
サ
ニ
造
 
レ
ル
二
諸
行
 
ノ 
ヲ
一
有
漏
之
法
 
ハ
繫
二
属
 
セ
リ
三
界
 
ニ
一
但
以
 
テ
二
十
念
 
ヲ
一
念
 
シ
テ
二
阿
弥
陀
仏
 
ヲ
一
便
出
 
テ
ハ
二
三
界
 
ヲ
一
繫
業
之
義
復
欲セム
ト
ス
ル
ヤ
二
云
何
 
カ
一
１
１
７ 
こ
の
問
答
以
下
に
は
「
誹
謗
正
法
」
の
語
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
問
い
の
主
題
が
第
五
問
答
ま
で
の
問
答
と
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
第
二
問
答
か
ら
第
五
問
答
ま
で
に
お
い
て
は
、
誹
謗
正
法
の
重
罪
性
が
人
間
の
業
の
罪
（「
す
る(
t
o
 d
o
)
」
罪
）
の
根
源
に
あ
る
、
人
間
の
「
性
」
の
罪
（「
あ
る(
t
o
 b
e
)
」
罪
）
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
深
め
ら
れ
た
。
そ
れ
を
承
け
て
こ
の
第
六
問
答
の
問
い
で
は
、
五
逆
罪
と
い
う
重
罪
が
十
念
念
仏
で
ど
う
し
て
救
わ
れ
る
の
か
と
、
問
い
の
主
題
が
五
逆
の
救
い
の
理
由
に
変
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
１
１
８
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
先
の
第
五
問
答
に
お
い
て
、
五
逆
罪
は
誹
謗
正
法
の
罪
を
根
源
と
し
て
起
こ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
う
え
で
、
五
逆
罪
を
摂
取
す
る
『
観
経
』
の
下
品
下
生
の
経
説
と
本
願
成
就
文
の
意
を
取
り
、
ひ
と
続
き
に
し
た
文
を
通
し
て
、
人
間
の
罪
業
と
念
仏
の
力
の
軽
重
を
問
題
と
し
て
い
る
の
が
第
六
問
答
の
問
い
で
あ
る
。 
そ
の
際
、「
業
道
経
１
１
９
」
と
『
観
経
』
と
を
比
べ
て
問
い
が
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
問
い
の
視
座
は
「
業
道
経
」
に
主
軸
を
置
き
、
『
観
経
』
に
説
か
れ
る
十
念
念
仏
に
よ
る
得
生
を
否
定
的
に
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
十
念
念
仏
を
量
的
に
軽
い
と
見
て
い
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る
こ
と
に
基
づ
く
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
そ
の
下
品
下
生
の
衆
生
は
、
曠
劫
以
来
、
諸
々
の
悪
業
を
造
っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
身
心
は
三
界
に
繋
ぎ
止
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
よ
う
な
衆
生
が
十
念
念
仏
で
救
わ
れ
る
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
問
う
て
い
る
。
こ
れ
も
『
観
経
』
に
説
か
れ
る
十
念
念
仏
に
よ
る
往
生
を
、
道
理
に
合
わ
な
い
と
否
定
的
に
見
て
い
る
問
い
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
こ
の
問
い
は
、
念
仏
自
体
を
人
間
が
修
す
る
行
（
能
行
）
と
い
う
前
提
で
起
こ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
た
し
か
に
人
間
の
行
為
は
こ
の
問
い
に
言
わ
れ
る
と
お
り
、
諸
々
の
悪
業
で
あ
り
、
三
界
に
繋
が
れ
て
い
る
。
人
間
存
在
に
つ
い
て
は
親
鸞
も
、
た
と
え
ば
三
心
一
心
問
答
第
二
問
答
の
至
心
釈
で
、 
 
 
一
切
 
ノ
群
生
海･
自
 
ヨ
リ
二
従
無
始
一
已
来
 
タ
乃
至
今
日
至
 
マ
テ
二
今
時
 
ニ
一
穢ヱ
悪
汚ワ反
ア
セ
染
 
ニ
シ
テ
無
 
シ
二
清
浄
 
ノ
心
一
虚
仮
諂テン
偽
 
ニ
シ
テ
無
 
シ
二
真
実
 
 
ノ
心
一
１
２
０ 
と
述
べ
、
ま
た
信
楽
釈
で
、 
然
 
ニ
従
二
無
始
一
已
来
 
タ･
一
切
群
生
海
流
二
転
 
シ
無
明
海
 
ニ
一
沈
二
迷
 
シ
諸
有
輪
 
ニ
一
繋
二
縛セラ
レ
テ
衆
苦
輪
 
ニ
一
無
 
シ
二
清
浄
 
ノ
信
楽
一
法
爾
 
ト
シ
テ
無
 
 
シ
二
真
実
  
ノ
信 
楽
一
１
２
１ 
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
本
質
的
に
「
穢
悪
汚
染
」
で
あ
り
、「
衆
苦
輪
に
繋
縛
」
さ
れ
て
い
る
存
在
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
。
人
間
の
行
為
の
す
べ
て
は
悪
業
で
あ
り
、「
清
浄
」
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
親
鸞
に
お
い
て
信
知
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
親
鸞
に
お
い
て
念
仏
は
大
行
で
あ
り
、
ど
こ
ま
で
も
人
間
を
超
越
す
る
法
で
あ
る
１
２
２
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
人
間
に
で
は
な
く
、
本
願
（
第
十
七
願
）
に
根
拠
が
あ
る
行
（
所
行
）
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
問
い
に
言
わ
れ
る
よ
う
な
、
念
仏
を
衆
生
の
行
（
能
行
）
と
し
て
、
そ
の
行
の
重
さ
で
悪
業
を
贖
あ
が
な
っ
て
い
く
こ
と
と
は
根
本
的
に
違
う
の
で
あ
る
１
２
３
。 
そ
の
問
い
に
対
し
、
答
え
る
側
は
、 
答
曰
汝
謂
 
イ
ハ
下
下
五
逆
十
悪
繫
業
等
 
ヲ
為
 
シ
二
重
 
ト
一
以
 
テ
二
下
下
品
 
ノ
人
 
ノ
十
念
 
ヲ
一
為
 
シ
テ
二
軽
 
ト
一
応
 
ト
下
為
 
ニ
二
罪
 
ノ
一
所レテ
二
牽ヒカ
一
先
墮
マ
ツ 
シ
テ
二
地
獄
 
ニ
一
繫
中
在
 
ス
三
界
 
ニ
上
者ハ 
今
當
 
ニ
下
以
 
 
テ
二
義
 
 
ヲ
一
校
中
量
 
ス
軽
重
之
義
 
ヲ
上
在
 
リ
二
心
 
ニ
一
在
 
リ
□二
縁
 
ニ
一
在
 
リ
二
決
定
 
ニ
一
不ア 
ル
三
在
 
ル
ニ
ハ
二
時
節
 
 
ノ
久
近
多
少
 
ニ
一
也
、
１
２
４ 
と
問
う
側
を
再
び
「
汝
」
と
呼
び
か
け
、
五
逆
十
悪
の
三
界
に
繋
が
れ
て
い
る
罪
を
重
く
、
下
品
下
生
の
衆
生
の
念
仏
は
軽
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
罪
と
念
仏
を
時
間
の
長
短
に
お
い
て
比
較
し
て
い
る
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
す
る
の
で
あ
る
。 
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こ
の
答
え
は
罪
と
念
仏
と
を
比
較
す
る
と
き
、「
心
に
在
る
」「
縁
に
在
る
」「
決
定
に
在
る
」
と
「
三
在
釈
」
を
も
っ
て
見
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
、
罪
悪
と
念
仏
に
お
い
て
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
あ
く
ま
で
質
に
あ
る
こ
と
を
告
げ
て
い
る
。
そ
し
て
以
下
、
三
在
釈
に
よ
っ
て
人
間
の
五
逆
十
悪
の
罪
悪
が
起
こ
る
の
は
、
根
源
的
に
は
依
止
の
問
題
で
あ
る
と
し
て
、
む
し
ろ
そ
ち
ら
を
問
題
に
し
て
い
く
の
で
あ
る
。 
そ
の
三
在
釈
で
第
一
に
述
べ
ら
れ
る
の
は
、「
在
心
」
で
あ
る
。 
云-
何
 
カ
在
 
ル
ト
□二
心
 
ニ
一
彼
 
ノ
造
 
ル
□二
罪
 
ヲ
一
人
 
ハ
自ミツ
カ
ラ
カ
依
二
止
 
シ
テ
虚
妄
顛
倒
 
ノ
見
 
ニ
一
生
 
ス
此
 
ノ
十
念
者ハ
依テ
三
善
知
識
方
便
安
慰
 
シ
テ
聞キカ
シ
ム
ル
ニ
二
実
相
 
ノ
法
 
ヲ
一
生ス
・
一
 
ハ
・
実
一
 
ハ
虚
 
ナ
リ
豈
 
ニ
得
 
ム
ヤ
二
相
此コト
ヲ
一
１
２
５ 
こ
こ
で
「
五
逆
十
悪
」
と
言
わ
れ
る
罪
悪
は
、「
自
ら
が
虚
妄
顛
倒
」
な
る
「
見
」
に
依
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
「
見
」
と
は
、「
自
ら
」
を
正
し
い
も
の
と
す
る
「
見
」、
す
な
わ
ち
自
我
の
「
見
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
す
で
に
第
四
問
答
で
決
せ
ら
れ
た
誹
謗
正
法
の
相
の
こ
と
で
あ
る
。
対
し
て
十
念
念
仏
は
、「
善
知
識
」
が
「
方
便
安
慰
」
す
る
こ
と
で
聞
く
こ
と
が
で
き
る
「
実
相
の
法
」
に
「
依
て
」
生
ず
る
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
前
者
が
「
虚
」
で
あ
り
、
後
者
は
「
実
」
で
あ
る
。
こ
の
答
え
は
、
十
念
念
仏
の
「
実
」（
疑
蓋
無
雑
）
な
る
理
由
を
「
実
相
の
法
」
に
「
依
て
」
い
る
か
ら
で
あ
る
と
教
え
て
い
る
が
、
同
時
に
自
己
を
「
実
」
と
す
る
「
見
」
は
「
虚
妄
顛
倒
」
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
る
。 
 
再
三
述
べ
た
よ
う
に
、
親
鸞
の
唯
除
の
文
の
探
究
は
自
己
悲
歎
を
承
け
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
虚
妄
顛
倒
な
る
自
己
の
「
見
」
が
十
念
念
仏
に
よ
っ
て
清
浄
な
る
「
見
」
に
変
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、「
実
」
な
る
「
実
相
の
法
を
聞
」
く
こ
と
で
、
む
し
ろ
自
己
の
「
虚
」
な
る
「
見
」（
無
明
）
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
言
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
親
鸞
の
体
験
に
即
し
て
言
う
の
な
ら
ば
、
法
然
の
「
お
ほ
せ
」
と
の
邂
逅
に
よ
っ
て
、
初
め
て
虚
妄
顛
倒
の
自
己
の
無
明
な
る
事
実
が
明
ら
か
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
自
覚
を
も
た
ら
す
師
の
教
言
の
は
た
ら
き
が
、
次
の
千
歳
の
闇
室
の
譬
喩
で
示
さ
れ
て
い
る
。 
譬
 
ハ
如
 
 
シ
二
千
歳
 
ノ
闇
室
 
ニ
光
若
 
シ 
蹔シハ
ラ
ク
至
 
レ
ハ･
即
便
明
朗
 
ナ
ル
カ
一
闇
豈
 
ニ
得
 
ム
下
言
 
コ
ト
ヲ
下
在
 
コ
ト
二
室ニ
一
千
歳
 
ニ
而シテ
不シト
中
去
 
ラ
上
邪ヤ
是
 
ヲ
名
 
ク
二
在
心ト
一
１
２
６ 
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こ
こ
で
、
千
年
も
の
間
閉
ざ
さ
れ
た
闇
室
で
あ
っ
て
も
、
ひ
と
た
び
光
が
入
れ
ば
暗
闇
が
破
ら
れ
、
一
瞬
の
う
ち
に
明
る
く
な
る
と
い
う
譬
喩
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
譬
喩
に
お
い
て
、
自
覚
の
発
起
の
一
瞬
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
時
に
、
闇
が
闇
で
あ
る
こ
と
は
、
光
が
射
す
こ
と
に
お
い
て
の
み
自
覚
と
し
て
感
得
さ
れ
、
闇
に
お
い
て
の
み
光
が
光
と
し
て
は
た
ら
く
こ
と
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
真
に
し
て
実
な
る
如
来
の
は
た
ら
き
に
、
師
の
教
言
を
通
し
て
出
遇
っ
た
感
動
が
、
こ
の
譬
喩
の
眼
目
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
自
己
の
「
見
」
が
清
浄
な
る
「
見
」
に
な
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
譬
喩
に
則
し
て
言
う
な
ら
ば
、
そ
の
無
明
な
る
自
己
が
無
明
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
こ
と
が
、「
明
朗
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
真
宗
の
教
え
と
し
て
言
わ
れ
る
「
そ
の
ま
ま
で
よ
い
」
と
は
、
無
明
な
る
自
己
を
知
ら
さ
れ
る
こ
と
に
お
い
て
表
白
さ
れ
る
自
覚
の
言
葉
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。 
第
二
に
述
べ
ら
れ
る
の
は
、「
在
縁
」
で
あ
る
。 
云
何
 
カ
在
 
ル
ト
二
縁ニ
一
彼
 
ノ
造
 
ル
二
罪
一
人
 
ハ
自
 
ラ
カ
依
二
止
 
シ
妄
想
 
ノ
心ニ
一
依テ
二
煩
悩
虚
妄
 
ノ
果
報
 
ノ
衆
生
 
ニ
一
生
 
ス
此
 
ノ
十
念
者ハ 
依
二
止
 
シ
無
上
 
ノ
信
心
 
ニ
一
依
 
テ
二
阿
弥
陀
如
来
 
ノ
方
便
荘
厳
真
実
清
浄
無
量
功
徳
 
ノ
名
号
 
ニ
一
生
 
ス
１
２
７ 
こ
こ
で
は
五
逆
十
悪
の
罪
は
、「
自
ら
が
妄
想
の
心
に
依
止
し
」
て
い
る
こ
と
が
根
本
的
な
原
因
と
し
て
起
こ
る
と
示
さ
れ
、「
煩
悩
虚
妄
の
果
報
の
衆
生
」
を
縁
と
し
て
生
じ
る
と
教
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
、
縁
に
よ
っ
て
ど
う
に
で
も
変
化
す
る
業
縁
存
在
で
あ
る
自
身
の
事
実
が
知
ら
さ
れ
る
。
対
し
て
十
念
念
仏
は
、「
無
上
の
信
心
に
依
止
し
」
て
い
る
こ
と
か
ら
起
こ
る
と
示
さ
れ
、
清
浄
な
る
阿
弥
陀
の
名
号
を
縁
と
し
て
十
念
念
仏
が
生
じ
る
と
教
え
ら
れ
る
。「
妄
想
の
心
」
に
は
「
無
上
の
信
心
」
を
対
し
、「
煩
悩
虚
妄
の
果
報
の
衆
生
」
に
は
「
阿
弥
陀
如
来
の
方
便
荘
厳
真
実
清
浄
無
量
功
徳
の
名
号
」
を
対
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。 
こ
こ
に
「
信
巻
」
所
引
の
八
番
問
答
の
な
か
で
、
初
め
て
「
信
心
」
と
い
う
言
葉
が
示
さ
れ
て
い
る
１
２
８
。
在
心
釈
で
は
「
善
知
識
方
便
安
慰
し
て
実
相
の
法
を
聞
か
し
む
る
に
依
て
」
と
示
さ
れ
て
い
て
、
未
だ
十
念
の
依
る
と
こ
ろ
は
外
在
的
で
あ
り
、「
実
」
な
る
「
依
止
」
が
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
（
あ
く
ま
で
「
善
知
識
方
便
安
慰
し
て
実
相
の
法
を
聞
か
し
む
る
に
依
て
、
、
」
と
示
さ
れ
て
い
る
）。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
在
縁
釈
に
至
っ
て
、
そ
の
十
念
の
依
止
す
る
と
こ
ろ
が
自
己
に
発
起
し
た
信
心
で
あ
る
と
内
在
的
に
教
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説
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
ま
た
、「
煩
悩
虚
妄
果
報
の
衆
生
」
と
「
阿
弥
陀
如
来
の
方
便
荘
厳
真
実
清
浄
無
量
功
徳
の
名
号
」
と
の
対
句
に
注
意
し
て
み
よ
う
。
前
者
は
、
仏
と
の
関
係
を
も
た
な
い
と
い
う
点
で
「
実
」
な
る
も
の
に
背
い
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
に
対
し
後
者
は
、
阿
弥
陀
の
名
号
で
あ
る
か
ら
「
実
」
な
る
も
の
と
の
関
係
が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
自
己
が
「
実
」
な
る
も
の
に
背
い
て
い
る
と
い
う
目
覚
め
は
、「
実
」
な
る
名
号
と
の
関
係
に
お
い
て
初
め
て
信
知
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。 
こ
の
名
号
の
は
た
ら
き
が
、
続
く
『
首
楞
厳
三
昧
経
』
に
説
か
れ
る
譬
喩
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。 
譬
 
ハ
如
 
シ
下
有
 
テ
二
人
一
被カフ
リ
テ
二
毒
 
ノ
箭
 
ヲ
一
所
 
ロ
二
中
ア
タ
ル
一
截キリ
二
筋
ス
チ
ヲ
一
破
 
フ
ル
ニ
二
骨
 
ヲ
一
聞
 
ケ
ハ
二
滅
除
薬
 
ノ
鼓
 
ヲ
一
即
箭ヤ
出ヌケ
毒
除コル
カ
上
〔『
首
楞
リ
ヨ
ウ
厳
経
 
ニ
』
言
 
ク
譬
 
ハ
如
 
シ
下
有
 
リ
二 
薬
一
名
 
テ
曰
□二
滅
除
 
ト
一
若
 
シ
闘
戦
 
ト
ウ 
セ
ン
ノ
時ニ
用-
以
 
テ
塗
 
ヌ
ル
ニ
二
鼓
 
ニ
一
聞
二
鼓
 
ノ
声
 
ヲ
一
者
 
ノ
箭
出ヌケ
毒
除
 
ル
カ
上
菩
薩
摩
訶
薩
 
モ
亦
復
如
 
シ
二
是
 
ノ
一
住
 
シ
テ
二
首
楞
厳
三
昧
 
ニ
一 
聞
二
其
 
ノ
名ヲ
一
者
 
ノ
三
毒
之
箭
自
然
拔
出
 
ス
ト
〕
豈
 
ニ
可
 
ケ
ム
四
得ウ 
三
言コト
ヲ
二
彼
 
ノ
箭
深
 
ク
毒
厲ハケ
シ
カ
ラ
ム
聞
 
ト
モ
二
鼓
 
ノ
音
声
 
ヲ
一
不
 
シ
ト
下
能
下
拔
 
キ
二
箭
 
ヲ
一
去
 
コ
ト
中
毒
上
邪ヤ 
是
 
ヲ
名ク
二
在
縁
 
ト
一
１
２
９ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（〔 
〕
内 
原
割
注
） 
こ
の
譬
喩
は
名
号
の
は
た
ら
き
を
、
戦
場
で
滅
除
薬
を
塗
っ
た
鼓
を
聞
け
ば
、
毒
矢
を
受
け
て
筋
が
切
れ
骨
が
破
れ
て
も
、
矢
は
自
然
に
抜
け
、
毒
も
除
か
れ
る
と
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
こ
の
譬
喩
は
、
千
歳
の
闇
室
の
譬
喩
と
は
異
な
り
、
現
実
的
で
は
な
く
、
譬
喩
の
焦
点
も
や
や
分
か
り
に
く
い
。
し
か
し
、
名
号
を
薬
に
喩
え
、
そ
の
名
号
は
鼓
を
打
つ
こ
と
（
称
名
念
仏
〈
あ
る
い
は
、『
観
経
』
下
品
下
生
の
経
説
の
「
称
仏
名
１
３
０
」〉
に
通
ず
る
）
で
は
な
く
、
鼓
を
聞
く
こ
と
（
聞
名
〈
あ
る
い
は
、
第
十
八
願
願
成
就
文
の
「
聞
其
名
号
１
３
１
」〉
に
通
ず
る
）
で
衆
生
に
は
た
ら
く
と
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
親
鸞
に
お
い
て
「
聞
名
」
は
、『
尊
号
真
像
銘
文
』
や
『
一
念
多
念
文
意
』
に
、 
「
聞もん
名
み
や
う
欲よく
往わう
生
じ
や
う
」
と
い
ふ
は
、
聞もん
と
い
ふ
は
如
来
に
よ
ら
い
の
ち
か
ひ
の
御み
な
を
信しん
ず
と
ま
ふ
す
也
。
１
３
２ 
「
聞もん
其ご
名
み
や
う
号がう
」
と
い
ふ
は
、
本ほん
願
ぐ
わ
ん
の
名
み
や
う
号がう
を
き
く
と
の
た
ま
へ
る
な
り
。
き
く
と
い
ふ
は
、
本ほん
願
ぐ
わ
ん
を
き
ゝ
て
う
た
が
ふ
こ
ゝ
ろ
な
き
を
、
聞もん
と
い
ふ
な
り
。
ま
た
き
く
と
い
ふ
は
、
信
心
し
ん
じ
む
を
あ
ら
わ
す
御み
の
り
な
り
。
１
３
３ 
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
名
を
信
ず
る
（
第
十
八
願
成
就
文
の
「
信
心
歓
喜
」
に
通
ず
る
）
と
い
う
こ
と
と
離
れ
な
い
か
ら
、「
無
上
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の
信
心
」
に
依
止
す
る
と
い
う
転
換
に
、
名
号
の
は
た
ら
き
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
「
聞
く
」
と
は
、
衆
生
の
能
動
的
行
為
（「
能
行
の
よ
う
な
形
１
３
４
」）
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
受
動
的
行
為
（
所
行
）
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
名
号
の
は
た
ら
き
は
自
己
の
行
為
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
十
念
念
仏
を
行
ず
る
と
言
っ
て
も
、
あ
く
ま
で
衆
生
は
は
た
ら
き
を
受
け
る
立
場
で
あ
る
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
薬
は
現
実
に
は
存
在
し
な
い
と
い
う
点
か
ら
は
、
名
号
は
「
三
界
」
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
譬
喩
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
 
こ
の
信
心
発
起
（
無
上
の
信
心
に
依
止
す
る
こ
と
）
の
淵
源
に
阿
弥
陀
如
来
の
名
号
の
力
用
を
感
得
す
る
と
い
う
こ
と
は
、『
歎
異
抄
』
の
言
葉
で
言
え
ば
、「
念
仏
ま
ふ
さ
ん
と
お
も
ひ
た
つ
こ
ゝ
ろ
」
の
発
起
で
あ
る
し
、『
大
経
』
の
教
説
で
言
え
ば
、
曇
鸞
が
第
一
問
答
で
連
引
し
て
い
る
第
十
七
・
第
十
八
願
の
成
就
文
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
第
十
八
願
成
就
文
だ
け
に
約
し
て
言
え
ば
、
「
聞
其
名
号
信
心
歓
喜
」
で
あ
り
、
十
念
念
仏
と
は
「
乃
至
一
念
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
考
え
て
、
曇
鸞
の
在
心
釈
・
在
縁
釈
に
お
け
る
思
索
は
、
親
鸞
の
「
本
願
信
心
の
願
成
就
の
文
」
に
裏
打
ち
さ
れ
た
三
心
一
心
問
答
第
二
問
答
の
至
心
釈
・
信
楽
釈
の
思
索
と
同
質
の
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
さ
て
、
続
い
て
第
三
に
述
べ
ら
れ
る
「
在
決
定
」
を
見
て
み
よ
う
。 
云
何
在
 
ル
ト
二
決
定
 
ニ
一
彼
造
 
ノ 
ル
二
罪
 
ヲ
一
人
 
ハ
依
二
止
 
シ
テ
有
後
心
有
間
心
 
ニ
一
生
 
ス
此
 
ノ
十
念
者ハ
依
二
止
 
シ
テ
無
後
心
無
間
心
 
ニ
一
生ス･
是
 
ヲ
名ク
二
決
定
 
ト
一
１
３
５ 
こ
こ
で
は
五
逆
十
悪
の
罪
を
造
る
人
に
は
、「
有
後
心
有
間
心
」
へ
の
依
止
が
あ
り
、
十
念
念
仏
に
は
「
無
後
心
無
間
心
」
へ
の
依
止
が
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
無
後
心
無
間
心
」
と
は
、
後
も
間
も
な
い
と
い
う
自
力
無
効
の
心
で
あ
り
、
当
然
、「
有
後
心
有
間
心
」
と
言
わ
れ
る
余
裕
の
あ
る
心
に
相
対
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
を
も
っ
て
想
起
さ
れ
る
の
は
、
二
河
白
道
の
譬
喩
に
、 
自ミツ
カ
ラ
思
念
 
ス
ラ
ク
我
 
レ
今
回カヘ
ラ
ハ
亦
死
 
セ
ム
住トト
マ
ラ
ハ
亦
死
 
セ
ム
去
 
ユ
カ
ハ
亦
死
 
セ
ム
一
種
 
ト
シ
テ
不
 
レ
三
勉メン
二
死
 
ヲ
一
者ハ
我
 
レ
寧ヤス
ク
尋
 
タ
ツ
ネ
テ
二
此
 
ノ
道
 
ヲ
一
向
 
フ
□二
前
 
キ
ニ
一
而
 
テ
去ユカ
ム･
既
 
テ
ニ
有
 
リ
二
此
 
ノ
道
一
必
応
 
ヘ
シ
ト
二
可
度
 
ス
一
１
３
６ 
と
示
さ
れ
て
い
る
三
定
死
の
自
覚
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
三
定
死
の
自
覚
の
言
葉
は
、
弥
陀
の
招
喚
・
釈
迦
の
発
遣
と
一
如
で
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あ
る
。
こ
の
点
か
ら
考
え
て
、
名
号
に
依
る
「
無
上
の
信
心
」
へ
の
依
止
の
根
源
に
弥
陀
・
釈
迦
二
尊
の
大
悲
が
感
得
さ
れ
、
阿
弥
陀
如
来
に
約
し
て
言
え
ば
、
そ
こ
に
本
願
招
喚
の
勅
命
が
感
得
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
親
鸞
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
第
十
八
願
成
就
文
の
後
半
で
あ
る
「
至
心
回
向
」
か
ら
は
じ
ま
る
「
本
願
の
欲
生
心
成
就
の
文
」
に
裏
打
ち
さ
れ
た
自
覚
の
言
葉
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
曇
鸞
の
在
決
定
釈
の
思
索
は
親
鸞
の
欲
生
心
釈
と
同
質
の
思
索
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。 
 
以
上
、
三
在
釈
に
よ
っ
て
、 
校
二
量
 
ス
ル
ニ
三
 
ノ
義
 
ヲ
一
十
念
者ハ
重
 
ナ
リ
重キ
者ノ
先ツ
牽ヒキ
テ
能
 
ク
出
 
ツ
二
三
有
 
ヲ
一
両
経
一
義
 
ナ
ル
耳ナラ
ク
ノ
ミ
ト
１
３
７ 
と
十
念
念
仏
が
五
逆
十
悪
の
繋
業
と
全
く
異
質
で
あ
り
、
十
念
念
仏
の
質
が
重
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、「
業
道
経
」
に
「
重
き
者
先
づ
牽
く
」
と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、『
観
経
』
に
五
逆
十
悪
の
罪
を
作
る
衆
生
が
十
念
念
仏
に
よ
っ
て
摂
取
さ
れ
る
と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
と
相
違
し
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
そ
れ
は
第
六
問
答
の
五
逆
罪
と
十
念
念
仏
の
力
を
相
対
的
に
比
べ
る
と
い
う
問
い
に
答
え
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
答
え
は
、
二
経
の
相
違
と
思
わ
れ
る
点
を
解
消
す
る
こ
と
よ
り
も
、
そ
の
依
止
す
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
に
力
点
が
あ
る
。
つ
ま
り
、「
虚
妄
顛
倒
の
見
」「
妄
想
心
」「
有
後
心
有
間
心
」
に
依
止
す
る
と
言
わ
れ
る
誹
謗
正
法
な
る
自
己
は
、
そ
れ
が
人
間
に
お
い
て
「
性
」
の
罪
（「
あ
る(
t
o
 
b
e
)
」
罪
）
と
い
う
性
質
上
、
い
か
に
し
て
も
免
れ
得
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
「
虚
」
な
る
自
己
の
事
実
に
善
知
識
の
慇
懃
な
る
教
言
に
依
っ
て
目
覚
め
、「
実
」
な
る
「
無
上
の
信
心
」「
無
後
心
無
間
心
」
に
依
止
す
る
者
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
虚
」
の
自
覚
に
お
い
て
、「
実
」
が
「
実
」
と
し
て
は
た
ら
く
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
誹
謗
正
法
な
る
自
己
は
、
回
心
に
始
ま
る
仏
道
に
お
い
て
の
み
自
覚
さ
れ
、
そ
の
自
覚
に
お
い
て
本
願
の
仏
道
を
一
念
一
念
に
あ
ゆ
ん
で
い
け
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
唯
除
の
文
は
、
誹
謗
正
法
な
る
自
己
を
出
世
間
の
側
か
ら
見
定
め
、
自
覚
せ
し
め
、
さ
ら
に
そ
の
自
覚
し
た
自
己
を
あ
ゆ
ま
し
め
る
大
悲
の
教
言
で
あ
る
と
了
解
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
唯
除
の
文
は
決
し
て
本
願
に
お
け
る
救
済
対
象
の
例
外
規
定
で
は
な
い
し
、
誹
謗
正
法
と
い
う
文
言
は
、
仏
道
を
意
識
的
に
、
ま
た
は
行
為
と
し
て
謗
る
者
と
い
う
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
唯
除
の
文
に
よ
っ
て
の
み
誹
謗
正
法
な
る
自
己
が
知
ら
さ
れ
、
そ
の
覚
知
が
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そ
の
ま
ま
、
本
願
に
乗
托
し
て
生
き
る
自
己
の
あ
ゆ
み
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。 
 
三
在
釈
の
思
索
を
考
察
す
る
な
か
で
、
在
心
釈
・
在
縁
釈
を
三
心
一
心
問
答
第
二
問
答
に
示
さ
れ
る
「
本
願
信
心
の
願
成
就
の
文
」
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
思
索
と
見
て
、
在
決
定
釈
を
「
本
願
の
欲
生
心
成
就
の
文
」
に
裏
打
ち
さ
れ
た
思
索
と
見
た
こ
と
に
は
、
今
後
さ
ら
な
る
検
証
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
ひ
と
つ
に
は
十
念
念
仏
が
「
依
止
」
す
る
と
こ
ろ
は
在
心
釈
に
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
在
縁
釈
の
「
無
上
の
信
心
」
と
在
決
定
釈
の
「
無
後
心
無
間
心
」
だ
け
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
根
拠
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
か
ら
推
し
て
言
え
ば
、
親
鸞
が
三
心
一
心
問
答
第
二
問
答
で
、
二
分
し
た
第
十
八
願
成
就
文
を
、
そ
れ
ぞ
れ
信
楽
と
欲
生
に
配
置
し
た
こ
と
の
背
景
に
は
、
曇
鸞
の
三
在
釈
の
思
索
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 
ま
た
も
う
ひ
と
つ
に
は
、
延
塚
知
道
が
三
在
釈
の
思
索
を
読
み
解
く
な
か
で
、 
 
 
曇
鸞
が
本
願
成
就
の
自
覚
を
在
心
・
在
縁
・
在
決
定
と
三
つ
に
分
け
て
言
う
の
は
、
単
な
る
曇
鸞
の
思
い
つ
き
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
願
成
就
の
一
心
は
、
至
心
・
信
楽
・
欲
生
の
三
つ
の
本
願
の
働
き
を
内
に
感
得
し
て
い
る
。
そ
こ
に
自
証
さ
れ
て
い
る
三
つ
の
自
覚
的
な
働
き
を
在
心
・
在
縁
・
在
決
定
と
表
現
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
、
親
鸞
は
そ
の
よ
う
に
了
解
し
た
か
ら
こ
そ
三
一
問
答
を
展
開
で
き
た
と
愚
測
す
る
の
で
あ
る
。
１
３
８ 
と
明
説
し
て
い
る
こ
と
に
教
示
を
得
た
こ
と
で
あ
る
。 
  
第
二
項 
第
七
問
答
・
第
八
問
答 
 
第
七
問
答
と
第
八
問
答
は
、
十
念
念
仏
の
実
践
に
お
け
る
問
答
と
読
め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
緒
言
に
記
し
た
親
鸞
の
問
い
と
の
関
連
は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
に
も
受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
親
鸞
は
両
問
答
を
続
け
て
引
用
し
て
い
る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。
つ
ま
り
親
鸞
は
、
次
の
第
七
問
答
と
第
八
問
答
も
、
そ
れ
ま
で
の
問
答
と
同
様
に
、
親
鸞
の
問
い
に
「
報
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へ
て
噵
」
う
文
と
し
て
了
解
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 
問
曰
幾イク
ハ
ク
ノ
時
 
オ
カ
名
 
テ
為
 
ル
ヤ
二
一
念
 
ト
一
答
曰
百
一
 
ノ
生
滅
 
ヲ
名
 
ク
二
一
刹
那
 
ト
一
六
十
 
ノ
刹
那ヲ
名テ
為
□二
一
念
 
ト
一
此
 
ノ
中
 
ニ
云
 
フ
二
念
 
ト
一
者ハ 
不
 
ル
三
取
 
ラ
二
此
 
ノ
時
節
 
ヲ
一
也
、
但
言
 
フ
ナ
リ
下
憶
二
念
 
 
シ
テ
阿
弥
陀
仏
 
ヲ
一
若ハ
捴ソウ
相
若ハ
別
相
隨テ
二
所
観
 
ノ
縁
 
ニ
一
心
 
ニ
無
 
ク
シ
テ
二
他
想
一
十
念
相
続
 
ス
ル
ヲ
名
 
 
テ
為
 
ス
ト
中
十
念
 
ト
上
但
 
シ
称
 
コ
ト
モ
二
名
号
 
ヲ
一
亦
復 
如
 
シ
□二
是ノ
一
１
３
９ 
問
曰
心
若
 
シ
他
縁
 
セ
ハ
摂
 
シ
テ
二
之
 
ヲ
一
令
 
メ
テ
二
還
 
ヘ
ラ
一
可
 
シ
三
知
 
ル
二
念
之
多
少
 
ヲ
一
但
知
 
 
ハ
二
多
少
 
ヲ
一
復
非
 
ス
三
無
 
キ
ニ
二
間
 
マ
一
若
 
シ
凝コラ
シ
二
心
 
ヲ
一
注トト
メ
ハ
二
想
 
ヲ
一
復
依
 
テ
カ
二
何
 
ニ
一
可
 
キ
ヤ
四
得ウ
三
記
 
コ
ト
ヲ
二
念
之
多
少
 
ヲ
一
答
曰
経
 
ニ
言
二
十
念
 
ト
一
者ハ 
明ス
二
業
事
成
弁ヲ
一
耳ナラ
ク
ノ
ミ
ト 
不
ル 
 
四
必
須
 
ク
三
知シル 
二
頭
数
 
ヲ
一
也
、
如シ
下
言フカ
中
蟪ケイ
蛄コ
不ス
三
識シラ 
二
春
秋
 
ヲ
一
伊
虫
豈
ア
ニ 
知
 
ラ
ム
二
朱シユ
陽
之
節
 
ヲ
一
乎ヤト
上
知
シ
ル 
者
 
ノ
言イフ
二
之ヲ
一
耳ナラ
ク
ノ
ミ
ト 
十
念
業
成
 
ト
者ハ 
是
亦
通
 
ス
ル
二
神
 
ニ
一
者
 
ノ
言
二
之ヲ
一
耳ナラ
ク
ノ
ミ
ト
但
積
 
ミ
二
念ヲ
一
相
続
 
シ
テ
不
 
レ
ハ
三
縁セ
二
他
事
 
ヲ
一
便
罷ヤミ
ヌ
復
何ソ
仮
 
リ
ニ
須モチ
ヰ
ム
三
知
 
 
コ
ト
ヲ
二
念
之
頭
数
 
ヲ
一
也ヤ 
、
若
 
シ
必
須モチ
ヰ
ハ
二
知
 
コ
ト
ヲ
一
亦
有リ
二
方
便
一
必
須モチ
ヰ
ヨ
二
口
授シユ
ヲ
一
不
  
レ
ト
四
得エ
三
題
 
コ
ト
ヲ
二
之
筆
點テン
ニ
一
上已
１
４
０ 
こ
れ
ら
の
問
答
を
素
直
に
読
め
ば
、
ま
ず
第
七
問
答
で
、「
念
」
と
い
う
の
は
ど
れ
ほ
ど
の
時
間
の
量
を
指
す
の
か
が
問
わ
れ
、「
念
」
と
は
一
定
の
時
間
を
あ
ら
わ
す
単
位
で
は
な
く
、「
阿
弥
陀
仏
」
を
「
憶
念、
」
す
る
「
念
」
で
あ
る
と
答
え
ら
れ
る
。
次
に
第
八
問
答
で
、「
十
念
」
の
「
多
少
」
を
ど
の
よ
う
に
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
が
問
わ
れ
、「
十
念
」
と
は
往
生
の
業
が
成
就
し
た
こ
と
（
業
事
成
弁
）
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
言
わ
れ
た
の
で
、
如
来
の
側
に
お
い
て
「
十
念
」
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
人
間
に
お
い
て
は
知
る
必
要
も
な
く
、
ま
た
知
る
術
も
な
い
と
答
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
夏
に
生
ま
れ
、
そ
の
夏
に
死
ぬ
「
蟪けい
蛄こ
」
と
い
う
虫
に
喩
え
ら
れ
、「
蟪
蛄
」
は
「
春
秋
」
と
い
う
夏
以
外
の
季
節
を
知
ら
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
夏
を
知
る
術
も
な
い
と
し
て
、
ほ
か
の
季
節
を
知
っ
て
い
る
者
だ
け
が
、「
蟪
蛄
」
は
夏
に
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。 
こ
こ
に
示
さ
れ
た
二
つ
の
問
い
は
、
こ
の
よ
う
に
十
念
念
仏
を
実
際
に
行
ず
る
な
か
で
出
て
く
る
問
い
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
あ
れ
ば
、
前
問
答
ま
で
と
は
主
題
が
異
な
る
問
答
と
し
て
読
む
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
第
七
問
答
と
第
八
問
答
も
、
親
鸞
は
自
身
の
問
い
に
「
報
へ
て
噵
」
う
も
の
と
し
て
引
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
私
は
、
親
鸞
が
八
番
問
答
の
第
一
問
答
を
引
用
し
な
い
意
図
に
注
目
し
て
み
た
い
。 
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そ
も
そ
も
第
一
問
答
の
問
い
は
、 
問
曰
。
天
親
菩
薩
回
向
 
ノ
章
 
ノ
中
 
ニ
言ノタ
マ
ヘ
ル
ハ
二
「
普
共
諸
衆
生
往
生
安
楽
国
 
ト
」
一
、
此
 
ハ
指
 
タ
マ
フ
レ
共
 
ト
二
何
等
 
ラ
ノ
衆
生
 
ヲ
一
耶ヤ 
１
４
１ 
で
あ
り
、
天
親
が
「
共
」
と
述
べ
る
の
は
一
体
ど
の
よ
う
な
「
衆
生
」
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
問
う
、
親
鸞
に
お
い
て
も
当
然
重
要
な
問
い
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
答
え
も
、『
大
経
』
の
第
十
七
・
第
十
八
願
成
就
文
と
、『
観
経
』
の
下
品
下
生
の
経
文
を
引
き
、
そ
の
衆
生
が
「
一
切
の
外
道
、
凡
夫
人
」「
下
品
の
凡
夫
」
で
あ
る
こ
と
を
教
示
す
る
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
親
鸞
が
こ
の
第
一
問
答
を
引
用
し
て
い
な
い
こ
と
に
関
し
て
あ
る
先
学
は
、
天
親
が
述
べ
る
「
衆
生
」
が
「
一
切
の
外
道
、
凡
夫
人
」「
下
品
の
凡
夫
」
で
あ
る
こ
と
は
親
鸞
に
と
っ
て
明
白
で
あ
る
た
め
、
引
く
必
要
が
な
か
っ
た
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
１
４
２
。
そ
の
指
摘
は
重
要
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
引
用
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
積
極
的
な
意
義
を
見
出
す
な
ら
ば
、
親
鸞
は
第
一
問
答
を
敢
え
て
引
か
な
い
こ
と
に
よ
り
、
八
番
問
答
を
一
貫
す
る
根
本
問
題
を
、
第
一
問
答
か
ら
第
二
問
答
へ
と
変
え
、
問
答
全
体
の
主
題
を
「
誹
謗
正
法
」
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
１
４
３
。 
 
こ
の
よ
う
に
了
解
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
、第
七
問
答
と
第
八
問
答
も
誹
謗
正
法
を
主
題
と
し
て
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
誹
謗
正
法
を
根
本
問
題
と
す
る
問
答
で
あ
る
と
読
ん
だ
と
き
、
両
問
答
は
、
第
四
問
答
で
示
さ
れ
た
自
我
の
「
見
」
と
い
う
問
題
と
の
関
連
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
仏
法
に
値
遇
す
る
こ
と
で
発
起
し
た
「
念
仏
ま
ふ
さ
ん
と
お
も
ひ
た
つ
こ
ゝ
ろ
」
ま
で
も
、
自
我
の
「
見
」
に
よ
っ
て
了
解
し
よ
う
と
す
る
人
間
の
誹
謗
正
法
の
相
が
示
さ
れ
て
い
る
と
読
め
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
第
七
問
答
は
、「
一
念
」
が
ど
の
く
ら
い
の
時
間
の
量
か
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
「
見
」
で
あ
り
、
第
八
問
答
は
、「
十
念
」
の
「
十
」
と
い
う
数
に
執
着
す
る
「
見
」
で
あ
る
と
了
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
問
答
か
ら
も
、
本
願
の
仏
道
を
あ
ゆ
む
主
体
と
は
、
決
し
て
誹
謗
正
法
か
ら
脱
却
し
た
者
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
む
し
ろ
、
そ
の
よ
う
な
自
己
の
誹
謗
正
法
な
る
事
実
を
徹
底
的
に
知
ら
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
、あ
ゆ
み
の
内
実
が
あ
る
の
で
あ
る
。こ
の
よ
う
に
し
て
、
親
鸞
に
よ
る
八
番
問
答
引
用
は
、
問
答
全
体
を
通
し
て
誹
謗
正
法
が
根
本
問
題
に
な
っ
て
い
る
と
了
解
で
き
、
第
一
問
答
を
引
用
せ
ず
、
第
七
問
答
・
第
八
問
答
ま
で
引
用
す
る
と
こ
ろ
に
、
問
題
を
一
貫
さ
せ
た
親
鸞
の
視
点
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 
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第
三
章 
「
散
善
義
」
の
文 
   
第
一
節 
問
答 
 
八
番
問
答
に
続
い
て
引
か
れ
る
の
が
「
散
善
義
」
の
文
で
あ
る
。
こ
の
文
も
八
番
問
答
と
同
じ
く
問
答
で
あ
り
、
次
の
問
い
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。 
光
明
寺
 
ノ
和
尚
云
問
曰
如
 
キ
ハ
二
四
十
八
願
 
ノ
中
 
ノ
一
唯
除
 
テ
二
五
逆
 
ト
誹
謗
正
法
 
ト
ヲ
一
不ス
三
得エシ
メ
二
往
生
 
ヲ
一
今
此
 
ノ『
観
経
 
ノ
』下
品
下
生
 
ノ
中ニハ
簡キラ
イ
テ
二
誹
謗ヲ
一
摂
 
セ
ル
五
逆ヲ
一
者ハ
有
 
ル
二
何
意
 
カ
一
也ヤ
１
４
４ 
こ
こ
で
、
古
来
議
論
の
的
と
な
っ
て
い
る
、『
大
経
』
の
唯
除
の
文
に
は
五
逆
と
誹
謗
正
法
が
除
か
れ
る
と
説
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
『
観
経
』
の
下
品
下
生
は
謗
法
を
簡きら
っ
て
五
逆
を
摂
す
る
と
説
か
れ
て
い
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
れ
は
、
八
番
問
答
の
第
二
問
答
や
『
群
疑
論
』
に
示
さ
れ
た
問
い
と
同
質
の
問
い
で
あ
る
。 
こ
の
問
い
の
な
か
に
あ
る
「
簡
」
の
字
を
、
親
鸞
は
『
観
経
疏
』
加
点
本
で
は
「
エ
ラ
ム
テ
１
４
５
」
と
訓
読
し
て
い
る
が
、「
信
巻
」
で
は
「
キ
ラ
イ
テ
」
と
訓
読
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
み
た
い
。「
信
巻
」
に
お
け
る
こ
の
訓
読
は
、
親
鸞
が
『
尊
号
真
像
銘
文
』
に
お
い
て
、『
大
経
』
の
「
唯
除
」
を
「
た
ゞ
の
ぞ
く
」「
き
ら
い
、
、
、
」「
し
ら
せ
む
」
と
釈
し
て
い
る
こ
と
と
同
じ
確
か
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
１
４
６
。
こ
の
点
か
ら
窺
わ
れ
る
の
は
、「
散
善
義
」
の
問
答
は
、『
観
経
』
の
下
品
下
生
の
経
説
を
『
大
経
』
に
説
か
れ
る
本
願
に
基
づ
い
て
尋
ね
て
い
る
問
答
で
あ
る
と
親
鸞
に
見
定
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 
こ
の
問
い
に
対
し
、 
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答
曰
此
 
ノ
義
仰
 
イ
テ
就
 
イ
テ
二
抑オク
止
門
 
ノ
中
 
ニ
一
解
 
ス
如
 
キ
二
四
十
八
願
 
ノ
中
 
ノ
一
除
 
ク
コ
ト
二
謗
法
五
逆
 
ヲ
一
者ハ
然
 
ル
ニ
此
之
二
業
其
 
ノ
障
 
リ
極
重
 
ナ
リ
衆
生
若
 
シ
造
 
レ
ハ
直
 
ニ
入
 
テ
二
阿
鼻
 
ニ
一
歴
劫
周
章シヤ
ウ
シ
テ 
無
 
シ
四
由ヨシ
三
可
 
キ
ニ
二
出
 
ツ
一
但
如
来
恐オソ
レ
テ
三
其
 
レ
造
 
ラ
ム
ヲ
二
斯
 
ノ
二
 
ノ
過
 
ヲ
一
方
便
 
シ
テ
止
 
テ
言ノタ
マ
ヘ
リ
四
不
 
ス
ト
三
得エ
二
往
生
 
ヲ
一
亦 
不
 
ル
三
是
不
 
ル
ニ
ハ
二
摂
 
セ
一 
也
、
１
４
７ 
と
こ
の
義
は
「
抑
止
門
の
中
」
で
解
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
ま
ず
答
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
『
大
経
』
に
つ
い
て
、
謗
法
と
五
逆
を
除
く
と
い
う
こ
と
は
こ
の
二
つ
の
罪
の
障
り
が
極
重
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
知
ら
せ
る
た
め
に
方
便
し
て
止
め
て
「
往
生
を
得
ず
」
と
説
か
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
摂
取
し
な
い
と
い
う
意
で
は
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 
続
く
『
観
経
』
の
経
説
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
了
解
が
善
導
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。 
又
下
品
下
生
 
ノ
中
 
ニ
取
 
テ
二
五
逆
 
ヲ
一
除
 
ク
コ
ト
二
謗
法
 
ヲ
一
者ハ
其
 
レ
五
逆
 
ハ
已
 
ニ
作
 
レ
リ･
不ス
四
可
 
ラ
三
捨
 
テ
ヽ
令
 
ム
二
流
転
 
セ
一
還
 
テ
発
 
シ
テ
二
大
悲
 
ヲ
一
摂
取
 
シ
テ
往
生セシ
ム
然
 
ニ
謗
法
之
罪
 
ハ 
未
 
タ
□二
為ツク
ラ
一
又
止
 
テ
言ノタ
マ
フ
四
若
 
シ
起
 
サ
ハ
二
謗
法
 
ヲ
一
即
不シト
三
得エ
二
生コト
ヲ
一
此
 
ハ
就
 
テ
二
未
造
業
 
ニ
一
而
解
 
ス
ル
也
、
若
造
 
ラ
ハ
還
 
テ
摂
 
シ
テ
得エシ
メ
ム
二
生
 
ヲ
一
１
４
８ 
『
観
経
』
の
下
品
下
生
の
経
説
に
、
五
逆
を
摂
取
し
て
謗
法
を
除
く
と
説
く
意
は
、
五
逆
は
已
に
造
っ
た
罪
、
す
な
わ
ち
已
造
業
で
あ
る
た
め
、
如
来
は
罪
を
作
っ
た
衆
生
を
見
捨
て
る
こ
と
な
く
、
大
悲
を
発
し
て
摂
取
し
て
往
生
せ
し
め
る
が
、
謗
法
の
罪
は
衆
生
が
未
だ
為つく
っ
て
い
な
い
の
で
、
止
め
て
「
生
ま
る
る
こ
と
を
得
じ
」
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
と
示
さ
れ
る
。 
先
に
引
用
し
た
箇
所
に
、
こ
の
二
つ
の
罪
が
「
二
業
」
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
文
面
に
焦
点
を
当
て
れ
ば
、
五
逆
・
謗
法
の
両
罪
は
行
為
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
と
も
読
め
る
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
散
善
義
」
の
こ
の
箇
所
に
あ
ら
わ
れ
る
了
解
は
、『
群
疑
論
』
に
示
さ
れ
る
十
五
説
の
な
か
、
第
九
に
示
さ
れ
る
も
の
と
一
致
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
親
鸞
が
一
闡
提
を
問
い
に
含
め
て
い
る
意
義
や
、「
信
巻
」
に
お
け
る
こ
の
「
散
善
義
」
の
教
説
が
八
番
問
答
を
承
け
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
親
鸞
が
「
散
善
義
」
に
示
さ
れ
る
謗
法
の
罪
を
、
単
に
「
法
を
謗
る
行
為
」
と
し
て
受
け
取
っ
て
い
た
と
は
考
え
難
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
お
い
て
、
未
造
業
と
已
造
業
に
関
す
る
延
塚
知
道
の
読
解
を
聞
い
て
み
た
い
。 
『
大
経
』
の
唯
除
の
文
で
は
、
五
逆
と
誹
謗
正
法
の
罪
が
重
罪
で
あ
る
た
め
如
来
の
抑
止
が
説
か
れ
、
一
方
『
観
経
』
下
々
品
の
文
で
は
、
如
来
が
「
已
造
業
」
で
あ
る
五
逆
罪
を
摂
し
、「
未
造
業
」
で
あ
る
謗
法
罪
を
抑
止
す
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
と
141 
 
答
え
る
。
善
導
も
未
造
業
と
し
て
の
誹
謗
正
法
を
五
逆
よ
り
も
根
源
的
な
罪
と
捉
え
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
未
造
業
と
は
、
た
だ
単
に
ま
だ
造
っ
て
い
な
い
罪
を
指
す
の
で
は
な
く
、「
さ
る
べ
き
強
縁
の
も
よ
お
せ
ば
、
い
か
な
る
ふ
る
ま
い
も
す
べ
し
」
と
い
う
人
間
存
在
の
深
み
に
潜
む
、
人
間
の
意
識
を
超
え
た
罪
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
未
造
業
は
、
本
願
の
智
慧
に
え
ぐ
り
出
さ
れ
る
以
外
に
人
知
で
は
い
か
ん
と
も
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
出
世
間
の
罪
で
あ
る
。（
中
略
）
八
番
問
答
で
曇
鸞
が
、
誹
謗
正
法
の
徹
底
し
た
不
摂
を
説
く
こ
と
と
、
善
導
が
誹
謗
正
法
を
未
造
業
と
捉
え
る
こ
と
は
、
ど
ち
ら
も
人
間
存
在
の
底
な
し
の
罪
に
ま
で
通
底
し
た
本
願
の
智
慧
を
賜
っ
て
い
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
１
４
９ 
延
塚
は
、
未
造
業
を
宿
業
の
身
で
あ
る
「
人
間
存
在
の
深
み
に
潜
む
、
人
間
の
意
識
を
超
え
た
罪
」
で
あ
る
と
読
み
取
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
善
導
の
未
造
業
の
教
説
を
、
八
番
問
答
を
通
す
こ
と
で
、
誹
謗
正
法
の
不
摂
の
教
示
と
同
質
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
依
れ
ば
、「
信
巻
」
に
お
け
る
こ
の
未
造
業
と
い
う
教
説
は
単
に
行
為
で
は
な
く
、「
性
」
と
し
て
の
罪
を
知
ら
せ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 
こ
の
了
解
よ
り
見
れ
ば
、
善
導
が
こ
の
問
い
に
答
え
る
た
め
に
抑
止
門
と
し
て
解
す
べ
き
で
あ
る
と
答
え
る
こ
と
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
罪
を
造
ら
な
い
間
は
止
め
て
、
造
っ
た
な
ら
ば
摂
取
す
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
抑
止
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
本
願
の
智
慧
の
側
か
ら
人
知
で
は
い
か
ん
と
も
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
性
」
と
し
て
の
罪
を
知
ら
せ
、
知
ら
せ
る
こ
と
に
お
い
て
、
如
来
は
衆
生
を
摂
取
す
る
の
で
あ
る
と
１
５
０
。 
以
上
の
考
察
を
も
と
に
、『
尊
号
真
像
銘
文
』
に
記
さ
れ
る
、
次
の
親
鸞
の
唯
除
の
文
の
領
解
を
考
え
て
み
た
い
。 
「
唯
除
ゆ
い
ぢ
よ
五ご
逆
ぐ
ゐ
や
く
誹ひ
謗はう
正
し
や
う
法ぼふ
」
と
い
ふ
は
、
唯
除
ゆ
い
ぢ
よ
と
い
ふ
は
た
ゞ
の
ぞ
く
と
い
ふ
こ
と
ば
也
、
五ご
逆
ぐ
ゐ
や
く
の
つ
み
び
と
を
き
ら
い
、
誹ひ
謗はう
の
お
も
き
と
が
を
し
ら
せ
む
と
也
。
こ
の
ふ
た
つ
の
つ
み
の
お
も
き
こ
と
を
し
め
し
て
、
十
方ぱう
一
切さい
の
衆しゆ
生
じ
や
う
み
な
も
れ
ず
往わう
生じや
う
す
べ
し
と
し
ら
せ
む
と
な
り
。
１
５
１ 
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
踏
ま
え
て
こ
の
領
解
を
読
め
ば
、
唯
除
の
文
は
、「
五
逆
の
つ
み
び
と
を
き
ら
い
、
誹
謗
の
お
も
き
と
が
」
と
い
う
こ
と
と
、「
十
方
一
切
の
衆
生
み
な
も
れ
ず
往
生
す
べ
し
」
と
い
う
こ
と
の
二
つ
の
事
柄
を
個
別
的
、
ま
た
は
段
階
的
に
「
し
ら
せ
」
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る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、「
五
逆
の
つ
み
び
と
を
き
ら
い
、
誹
謗
の
お
も
き
と
が
を
し
ら
せ
む
」
と
い
う
こ
と
は
、「
五
逆
」
を
執
す
る
「
誹
謗
正
法
」
な
る
自
身
の
「
性
」
の
事
実
を
「
し
ら
せ
」
る
こ
と
で
あ
り
、
「
し
ら
」
さ
れ
た
自
覚
が
そ
の
ま
ま
で
、
、
、
、
、
「
十
方
一
切
の
衆
生
み
な
も
れ
ず
往
生
す
べ
し
」
と
い
う
本
願
の
は
た
ら
き
の
な
か
に
あ
る
と
い
う
自
覚
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
願
に
唯
除
く
と
言
わ
れ
る
自
己
の
自
覚
と
、
本
願
に
乗
托
す
る
自
覚
が
一
如
不
二
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
一
つ
の
直
結
す
る
文
と
了
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 
  
 
第
二
節 
問
答
に
展
開
す
る
三
種
の
障
り
の
教
説 
  
未
造
業
と
已
造
業
の
教
説
に
よ
っ
て
、
先
の
問
い
に
対
す
る
結
論
と
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
答
え
が
提
出
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
問
い
に
「
此
の
義
仰
い
で
抑
止
門
の
中
に
就
い
て
解
す
」
と
答
え
る
「
散
善
義
」
の
文
脈
と
、
親
鸞
の
引
用
は
未
だ
終
わ
っ
て
お
ら
ず
、
ま
だ
続
い
て
い
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
ろ
う
。
第
二
部
第
一
章
で
確
か
め
た
よ
う
に
、
隆
寛
が
『
弥
陀
本
願
義
』
に
引
く
の
は
未
造
業
と
已
造
業
の
教
説
ま
で
で
あ
り
、
続
く
文
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
善
導
の
直
接
の
弟
子
で
あ
る
懐
感
が
著
し
た
『
群
疑
論
』
に
示
さ
れ
る
第
九
の
説
に
も
そ
の
文
の
教
説
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
親
鸞
は
唯
除
の
文
の
意
義
を
探
究
す
る
な
か
で
、
未
造
業
と
已
造
業
の
経
説
に
続
く
次
の
文
か
ら
重
要
な
教
え
を
聞
き
取
っ
て
い
た
と
窺
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 
雖
 
モ
四 
得
 
ト
三
生
 
ヲ
二
彼
 
コ
ニ
一
華
合
 
シ
テ
径
 
ヘ
ム
二
於
多
劫
 
ヲ
一
此
 
レ
等ラノ
罪
人
在ル
二
華
内
 
ノ 
ニ
一
時･
有
 
リ
二
三
種
 
ノ
障
一
一
 
ニ
者
不シ
四
得エ
三
見
 
ヲ
二
仏
及
諸
 
ノ
聖
衆
 
ヲ
一
二
者
不
 
シ
四 
得エ
三
聴
二
聞
 
ヲ
正
法
 
ヲ
一
三
者
不シト
三
得エ
二
歴
事
供
養
 
ヲ
一
除
 
テ
二
此
 
ヲ
一
已
外
 
ハ
更
 
ニ
無
 
ケ
ム
二
諸
 
ノ
苦
一
経
 
ニ
云
 
ク
猶ナホ
如
 
キ
三
比
丘
 
ノ
入
 
ル
カ
二
三
禅
之
楽
 
ニ
一
也
 
ト
応
 
シ
二
知
 
ル
一
雖
 
モ
下 
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在
 
テ
二
華
 
ノ
中
 
ニ
一
多
劫
不
 
ス
ト
中
開
上
可ヘケ
ム
下
不
 
ル
下
勝レ
下
阿
鼻
地
獄
之
中
 
ニ
シ
テ
長
時
永
劫
 
ニ
受
 
ケ
ム
ニ
中
諸
 
ノ
苦
痛
 
ヲ
上
也
 
ヤ
此
 
ノ
義
就
 
テ
二
抑オク
止
門
 
ニ
一
解シ
竟
 
リ
ヌ
ト
上已
１
５
２ 
問
い
に
対
す
る
一
旦
の
答
え
が
す
で
に
出
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、突
如
と
し
て
、浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
得
る
と
い
っ
て
も
、
華
は
合
し
て
開
か
ず
、
多
劫
の
間
「
三
種
の
障
り
」
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
第
一
に
「
仏
及
び
諸
の
聖
衆
を
見
る
こ
と
を
得
」
な
い
障
り
、
第
二
に
「
正
法
を
聴
聞
す
る
こ
と
を
得
」
な
い
障
り
、
第
三
に
「
歴
事
供
養
を
得
」
な
い
障
り
と
い
う
三
種
で
あ
る
。
こ
の
華
が
開
か
ず
多
劫
を
経
る
こ
と
に
関
し
て
は
、『
観
経
』
の
下
品
下
生
の
経
説
に
、 
 
於
 
シ
テ
二
蓮
華
 
ノ
中
一
、
満
 
テ
ヽ
二
十
二
大
劫
 
ヲ
一
、
蓮
華
方
 
ニ
開
 
ケ
ン
。
１
５
３ 
と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
善
導
が
述
べ
る
三
種
の
障
り
に
つ
い
て
は
、
従
来
、『
大
経
』
下
巻
の
経
説
に
基
づ
い
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
観
経
』
に
は
説
か
れ
て
い
な
い
内
容
で
あ
る
。
こ
の
善
導
の
思
索
が
『
大
経
』
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
親
鸞
は
読
み
取
っ
た
か
ら
こ
そ
、
先
に
示
し
た
「
簡
」
の
一
字
を
「
キ
ラ
イ
テ
」
と
訓
読
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。 
さ
て
、
こ
の
箇
所
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
抑
止
門
と
し
て
解
す
べ
き
事
柄
が
、
未
造
業
と
已
造
業
に
続
く
こ
の
文
を
説
示
し
た
う
え
で
、「
此
の
義
抑
止
門
に
就
て
解
し
竟
り
ぬ
」
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
三
種
の
障
り
の
教
説
に
重
要
な
意
義
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
親
鸞
が
引
用
し
て
い
る
か
ら
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
文
の
構
造
か
ら
も
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
１
５
４
。 
 
こ
の
箇
所
が
『
大
経
』
下
巻
に
基
づ
い
て
い
る
教
説
で
あ
る
こ
と
を
先
に
指
摘
し
た
が
、
そ
れ
は
開
顕
智
慧
段
の
胎
生
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
１
５
５
。
そ
の
経
説
を
親
鸞
は
、『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
に
「
植
諸
徳
本
の
願
１
５
６
」（
第
二
十
願
）
の
成
就
文
の
第
一
と
し
て
、 
 
 
願ぐわ
ん
成じや
う
就じゆ
文
の
も
ん
。『
経
 
に
』
言
 
は
く
。「
其それ
胎たい
生
 
の
者もの
の
、
所とこ
ろ
の
二
処しよ
す
る
一
宮く
殿でむ
或ある
い
は
百
由ゆ
旬じゆ
ん
、
或ある
い
は
五
百
由ゆ
旬じゆ
ん
な
り
、
各おの
お
の
於して
二
其その
中なか
に
一
受うく
る
こ
と
二
諸もろ
も
ろ
の
快くゑ
楽らく
を
一
如ごと
し
二
忉たう
利り
天てん
上じや
う
の
一
、
亦また
皆みな
自じ
然ねん
な
り
。
爾その
時とき
慈じ
氏し
菩ぼ
薩さち
白
ま
ふ
し
て
二
仏
 
に
一
言
ま
ふ
さ
く
、
世せ
尊そん
何なん
の
因いん
何なん
の
縁えん
に
か
彼かの
国くに
の
人にん
民みん
胎たい
生
化くみ
生
 
な
る
と
。
仏
告つげ
た
ま
は
く
二
慈じ
氏
 
し
に
一
、
若もし
有あて
二
衆しゆ
生じや
う
一
、
以もて
二
疑ぎ
惑わく
の
心しむ
を
一
修
し
ゆ
し
二
諸もろ
も
ろ
の
功く
徳どく
を
一
願ぐわ
ん
じ
て
三
生むま
れ
む
と
二
彼かの
国
 
に
一
、
不ずし
て
下
了さと
ら
中
仏ぶつ
智ち
・
不ふ
思し
議ぎ
智ち
・
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不ふ
可か
称しよ
う
智ち
・
大
乗じや
う
広くわ
う
智ち
・
無む
等とう
無む
倫りん
最さい
上
勝
し
や
う
智
 
ち
を
上
、
於おい
て
二
此この
諸しよ
智ちに
一
疑ぎ
惑わく
し
て
不ず
二
信しん
ぜ
一
、
然しか
る
に
猶なほ
信しん
じ
て
二
罪ざい
福ふく
を
一
修しゆ
二
習じふ
し
て
善ぜん 
本ぼん
を
一
願
 
ぜ
む
三
生
 
と
二
其
 
の
国くに
に
一
、
此この
諸もろ
も
ろ
の
衆しゆ
生じや
う
、
生むま
れ
て
二
彼かの
宮く
殿でむ
に
一
寿いの
ち
五
百
歳さい
な
ら
む
、
常つね
に
不ず
三
見みた
て
ま
つ
ら
二
仏
 
を
一
、
不ず
三
聞きか
二
経きや
う
法ぼふ
を
一
、
不ず
三 
見み
二
菩ぼ
薩さち
声しや
う
聞もん
聖しや
う
衆じゆ
を
一
、
是この
故ゆへ
に
彼かの
国こく
土ど
謂いふ
二
之これ
を
胎たい
生しや
う
と
一
。
至乃
１
５
７ 
と
引
用
し
て
い
る
。
こ
の
経
言
の
内
容
と
善
導
の
教
説
と
を
併
せ
読
む
と
分
か
る
よ
う
に
、
三
種
の
障
り
と
い
っ
て
も
、
人
間
が
直
接
的
、
身
体
的
に
苦
し
む
も
の
で
は
な
い
。
加
え
て
善
導
は
、「
此
を
除
て
已
外
は
更
に
諸
苦
無
け
む
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
唯
除
の
文
に
つ
い
て
の
問
答
に
展
開
す
る
三
種
の
障
り
は
、
人
間
の
予
測
す
る
楽
や
救
い
の
内
容
を
信
仰
に
求
め
て
い
く
在
り
方
で
あ
り
、
華
が
合
す
る
と
譬
喩
さ
れ
る
よ
う
に
閉
塞
的
な
も
の
で
あ
る
。
ひ
と
た
び
無
限
な
る
真
実
に
出
遇
い
、
み
ず
か
ら
の
有
限
性
を
信
知
し
て
も
、
そ
の
有
限
の
範
疇
で
無
限
を
捉
え
な
お
し
て
し
ま
う
機
の
問
題
と
も
言
え
よ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
三
種
の
障
り
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
人
間
か
ら
は
問
題
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
ど
こ
ま
で
も
続
く
自
力
執
心
を
教
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
二
十
願
成
就
文
の
言
葉
で
言
え
ば
、「
猶
ほ
罪
福
を
信
じ
て
、
善
本
を
修
習
」（「
善
本
」
の
左
訓
に
〈
み
だ
の
め
や
う
ご
う
〉
と
あ
る
）
す
る
問
題
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
唯
除
の
経
言
は
、
障
り
が
障
り
だ
と
分
か
ら
な
い
人
間
に
そ
の
事
実
を
知
ら
せ
続
け
る
大
悲
の
言
葉
な
の
で
あ
る
。 
 
三
種
の
障
り
の
教
説
が
基
づ
く
『
大
経
』
下
巻
の
経
言
を
、
第
二
十
願
成
就
文
と
読
み
取
る
親
鸞
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、『
尊
号
真
像
銘
文
』
の
唯
除
の
文
の
文
意
に
、「
し
ら
せ
む
」
と
示
さ
れ
る
は
た
ら
き
は
、
回
心
さ
せ
る
は
た
ら
き
と
い
う
よ
り
も
、
信
仰
の
あ
ゆ
み
の
な
か
で
顔
を
出
す
自
力
執
心
を
「
し
ら
せ
」
続
け
る
は
た
ら
き
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
胎
生
に
関
す
る
『
大
経
』
下
巻
の
経
説
は
、「
疑
惑
の
心
を
以
て
諸
の
功
徳
を
修
し
彼
の
国
に
生
ま
れ
む
と
願
じ
て
」
と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
第
十
九
願
に
基
づ
く
信
仰
の
在
り
方
を
包
ん
で
い
る
た
め
、
唯
除
の
文
は
衆
生
を
回
心
せ
し
め
る
は
た
ら
き
を
も
つ
経
言
と
も
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
で
の
親
鸞
の
思
索
を
鑑
み
れ
ば
、
信
仰
に
お
い
て
消
え
る
こ
と
の
な
い
在
り
方
、
す
な
わ
ち
第
二
十
願
に
基
づ
く
信
仰
の
在
り
方
に
対
す
る
は
た
ら
き
を
、
唯
除
の
文
の
中
心
的
意
義
と
親
鸞
が
読
み
取
っ
て
い
た
こ
と
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は
明
ら
か
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
唯
除
の
文
に
よ
っ
て
一
念
一
念
に
本
願
の
仏
道
を
あ
ゆ
ん
で
い
け
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
唯
除
の
文
は
念
々
に
新
し
く
、「
今
」
と
い
う
自
覚
の
時
間
に
聞
い
て
い
く
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
の
点
よ
り
見
れ
ば
、
親
鸞
が
問
い
に
お
い
て
「
今、
大
経
に
は
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
と
言
ひ
、
或
は
唯
除
造
無
間
悪
業
誹
謗
正
法
及
諸
聖
人
と
言
へ
り
」
と
述
べ
る
「
今
」
と
い
う
時
間
は
、
こ
の
自
覚
的
な
「
今
」
で
あ
り
、
唯
除
の
経
言
を
我
が
身
に
聞
く
「
今
」
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
「
今
」
と
は
、〈
三
願
転
入
〉
に
お
い
て
、「
然
る
に
今、
特
に
方
便
の
真
門
を
出
で
て
選
択
の
願
海
に
転
入
せ
り
」
と
言
わ
れ
る
「
今
」
の
自
覚
と
別
の
こ
と
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
１
５
８
。 
 
こ
こ
ま
で
き
て
、
こ
の
自
覚
は
、『
歎
異
抄
』
に
伝
え
ら
れ
る
次
の
親
鸞
の
「
つ
ね
の
お
ほ
せ
１
５
９
」
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。 
 
 
弥
陀
の
五
劫
思
惟
の
願
を
よ
く
く
案
ず
れ
ば
、
ひ
と
へ
に
親
鸞
一
人
が
た
め
な
り
け
り
。
１
６
０ 
親
鸞
は
止
む
こ
と
の
な
い
本
願
の
は
た
ら
き
を
つ
ね
に
述
べ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。 
そ
し
て
こ
の
「
つ
ね
の
お
ほ
せ
」
は
、 
 
 
さ
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
の
業
を
も
ち
け
る
身
に
て
あ
り
け
る
を
、
た
す
け
ん
と
お
ぼ
し
め
し
た
ち
け
る
本
願
の
か
た
じ
け
な
さ 
よ
、
１
６
１ 
と
続
い
て
い
る
が
、
私
は
こ
の
言
葉
に
示
さ
れ
る
自
覚
内
容
は
、「
信
巻
」
巻
末
の
『
往
生
拾
因
』
に
基
づ
く
文
に
託
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
で
続
く
引
用
で
あ
る
『
法
事
讃
』
の
文
を
考
察
す
べ
き
で
あ
る
が
、
次
章
で
確
か
め
る
よ
う
に
、『
法
事
讃
』
の
文
は
「
信
巻
」
の
結
論
と
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
時
と
し
て
あ
り
、
巻
末
の
五
逆
に
つ
い
て
の
文
が
看
過
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
次
章
で
は
「
信
巻
」
の
最
終
箇
所
で
あ
る
『
往
生
拾
因
』
に
基
づ
く
文
を
中
心
に
論
じ
て
、
そ
の
な
か
で
『
法
事
讃
』
の
文
と
の
関
係
性
を
考
え
た
い
。 
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第
四
章 
「
信
巻
」
巻
末
の
「
五
逆
の
文
」
―
『
法
事
讃
』
の
文
と
の
関
わ
り
に
注
目
し
て
― 
   
第
一
節 
「
信
巻
」
巻
末
の
『
往
生
拾
因
』
に
基
づ
く
文
の
呼
称
に
つ
い
て 
  
本
章
で
は
、「
信
巻
」
の
巻
末
に
あ
る
『
往
生
拾
因
』
に
基
づ
く
文
の
意
義
を
、
親
鸞
の
唯
除
の
文
に
つ
い
て
の
問
い
に
「
報
へ
て
噵
」
う
も
の
と
し
て
考
え
た
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
文
は
従
来
、
曇
鸞
・
善
導
の
文
の
助
顕
と
位
置
付
け
ら
れ
て
読
ま
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
文
は
「
五
逆
と
は
何
か
」
と
い
う
こ
と
を
、
仏
教
の
通
説
に
し
た
が
っ
て
示
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
明
ら
か
に
通
説
の
範
疇
を
超
え
る
五
逆
が
記
さ
れ
て
お
り
、
特
徴
的
で
あ
る
と
言
え
る
１
６
２
。
こ
こ
に
、
親
鸞
が
こ
の
文
を
記
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
は
、
曇
鸞
・
善
導
の
助
顕
と
し
て
の
意
義
を
超
え
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
箇
所
を
「
五
逆
追
釈
、
、
１
６
３
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
適
確
と
は
言
え
な
い
。
親
鸞
は
、
曇
鸞
の
八
番
問
答
と
善
導
の
教
説
を
、
み
ず
か
ら
の
問
い
に
「
報
へ
て
噵
」
う
も
の
で
あ
る
と
見
定
め
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
「
信
巻
」
巻
末
の
文
も
、
両
師
の
教
説
と
同
様
に
、
自
身
の
問
い
に
「
報
へ
て
噵
」
う
重
要
な
文
と
見
定
め
て
い
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。 
ま
た
こ
の
文
は
、
永
観
の
著
で
あ
る
『
往
生
拾
因
』
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
親
鸞
は
永
観
の
名
も
『
往
生
拾
因
』
と
い
う
著
名
も
示
す
こ
と
な
く
、
引
文
の
始
ま
り
を
指
示
す
る
語
（
引
文
導
入
語
）
も
置
い
て
い
な
い
１
６
４
。
そ
の
意
味
で
唐
突
に
、 
言
二
五
逆
 
ト
一
者
若
 
シ
依
 
ニ
二
淄シ
州シウ
ニ
一
五
逆
 
ニ
有
 
リ
二
二
一
一
者
三
乗
 
ノ
五
逆
 
ナ
リ
（
中
略
）
二
 
ニ
者ハ
大
乗
 
ノ
五
逆
 
ナ
リ
１
６
５ 
と
五
逆
の
内
実
を
述
べ
始
め
る
文
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
文
を
「
永、
観、
の、
文
」、
あ
る
い
は
「『
往、
生
拾
因
、
、
、
』
の、
文
」
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等
と
呼
称
す
る
こ
と
も
親
鸞
の
意
図
に
反
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
文
中
に
名
が
出
る
の
は
「
淄
州
」（
こ
れ
は
生
ま
れ
た
場
所
で
あ
る
が
、
慧
沼
を
指
す
言
葉
）
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
永
観
の
著
述
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
し
、
こ
の
文
中
の
慧
沼
の
文
は
一
部
分
に
過
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
文
を
「
淄
州
の
、
、
、
文
」
等
と
淄
州
大
師
慧
沼
（
六
四
八
―
七
一
四
）
の
名
に
寄
せ
て
呼
称
す
る
こ
と
も
ま
た
不
適
当
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
論
文
で
は
、
す
で
に
こ
の
文
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
安
藤
文
雄
に
倣
い
、「
五
逆
の
文
」
と
称
す
る
こ
と
と
す
る
１
６
６
。 
 
 
 
第
二
節 
「
信
巻
」
巻
末
の
「
五
逆
の
文
」
に
関
す
る
先
行
研
究
に
つ
い
て 
  
「
信
巻
」
で
は
、
親
鸞
の
問
い
に
「
報
へ
て
噵
」
う
も
の
と
し
て
曇
鸞
・
善
導
の
文
に
続
い
て
、「
五
逆
の
文
」
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
文
の
意
義
は
従
来
、
種
々
に
論
義
さ
れ
て
き
た
。
各
説
に
つ
い
て
管
見
し
た
と
こ
ろ
を
整
理
す
れ
ば
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。 
 
ｉ
．
曇
鸞
・
善
導
の
文
を
引
く
な
か
で
、
曇
鸞
の
文
に
依
っ
て
誹
謗
正
法
の
相
は
明
か
さ
れ
た
が
、
五
逆
の
相
は
未
だ
明
か
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
文
に
依
っ
て
そ
れ
を
示
す
と
い
う
説
１
６
７ 
 ｉｉ  
．
ほ
と
ん
ど
の
人
は
三
乗
の
五
逆
を
犯
さ
な
い
が
、
大
乗
の
五
逆
に
数
え
ら
れ
る
十
悪
は
犯
す
の
で
、
そ
の
こ
と
を
知
ら
せ
、
慚
愧
の
心
を
生
じ
さ
せ
、
仏
恩
を
報
じ
さ
せ
る
た
め
の
文
と
い
う
説
１
６
８ 
ⅲ
．『
法
事
讃
』
で
「
五
逆
之
與
十
悪
罪
滅
得
生
」
と
言
え
る
こ
と
は
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、「
謗
法
闡
提
回
心
皆
往
」
と
言
う
こ
と
の
で
き
る
証
文
と
し
て
、
大
乗
の
五
逆
の
第
二
逆
が
謗
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
五
逆
が
往
生
す
る
と
い
う
な
か
に
謗
法
の
往
生
も
含
ま
れ
る
こ
と
を
、
こ
の
文
に
依
っ
て
示
す
と
い
う
説
１
６
９ 
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ｉｖ
．『
大
経
』『
観
経
』『
涅
槃
経
』
所
説
の
五
逆
の
内
実
に
違
い
が
あ
る
と
し
て
、『
大
経
』『
観
経
』
は
三
乗
の
五
逆
に
基
づ
い
て
説
か
れ
、『
涅
槃
経
』
は
大
乗
の
五
逆
に
基
づ
い
て
説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
い
う
説
１
７
０ 
ｖ
．『
論
註
』『
観
経
疏
』
所
説
の
五
逆
の
内
実
は
三
乗
の
五
逆
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
大
乗
の
五
逆
に
通
じ
て
い
る
こ
と
を
示
す
と
い
う
説
１
７
１ 
 
 
以
上
は
、
伝
統
的
に
言
わ
れ
て
き
た
説
を
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
就
中
 ｉｉ  
と
ｉｉｉ
の
説
は
、「
五
逆
の
文
」
が
記
さ
れ
る
理
由
と
言
う
よ
り
も
、「
大
乗
の
五
逆
」
を
「
三
乗
の
五
逆
」
に
加
え
て
述
べ
る
理
由
と
し
て
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
説
は
、「
五
逆
の
文
」
を
曇
鸞
・
善
導
の
文
を
助
顕
す
る
た
め
も
の
と
位
置
付
け
て
い
る
と
い
う
点
で
一
致
し
て
い
る
。 
言
う
ま
で
も
な
く
、
曇
鸞
・
善
導
の
引
文
と
切
り
離
し
て
「
五
逆
の
文
」
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
文
を
曇
鸞
・
善
導
の
文
の
助
顕
の
た
め
の
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
の
直
前
の
『
法
事
讃
』
の
文
で
あ
る
、 
又
云
永
 
ク
絶
 
チ
二
譏
嫌ヲ
一
等ヒト
シ
ク
シ
テ
無
 
シ
二
憂
悩
一
人
天
善
悪
皆
得ウ
二
往
 
ヲ
一
到
 
テ
二
彼
 
コ
ニ
一
無
 
シ
二
殊コト
ナ
ル
コ
ト
一
斉
同
不
退
 
ナ
リ
何
 
ニ
意
 
カ
然
者
 
カ
ル
ト
ナ
ラ
ハ
乃
 
シ
由
 
ナ
リ
下
弥
陀
 
ノ
因
地
 
ニ
シ
テ
世
饒
王
仏
 
ノ
所ミモ
ト
ニ
シ
テ
捨
 
テ
ヽ
二
位
 
ヲ
一
出
 
ツ
二
家
 
ヲ
一
即
起
 
シ
テ
二
悲
智
之
心
 
ヲ
一
広
 
ク
弘
 
メ
シ
メ
タ
マ
フ
シ
ニ
中
四
十
八
願ヲ
上
以テ
二
仏
願
力ヲ
一
五
逆ト
之
與ト
二
十
悪
一
罪
滅
 
シ
得エシ
ム
二
生
 
ヲ
一
謗
法
闡
提
回
心
 
ス
レ
ハ
皆
往
 
ク
ト 
出抄
１
７
２ 
を
親
鸞
の
唯
除
の
文
の
意
義
の
探
究
の
結
論
と
し
て
読
む
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
仏
願
力
に
よ
っ
て
五
逆
・
十
悪
の
罪
が
滅
し
往
生
を
得
、
謗
法
闡
提
は
回
心
を
契
機
と
し
て
往
生
を
得
る
と
い
う
こ
と
を
も
っ
て
、
唯
除
の
文
の
探
究
が
終
わ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
解
を
示
す
先
学
に
山
辺
習
学
・
赤
沼
智
善
が
い
る
。
両
者
は
ｉ
か
ら
ｉｉｉ
の
説
を
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、『
法
事
讃
』
の
文
の
意
義
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
 
 
こ
の
最
後
の
『
法
事
讃
』
の
文
に
よ
り
て
、
折
り
返
し
て
釘
を
打
つ
よ
う
に
、
上
の
最
初
の
問
題
を
解
決
せ
ら
れ
た
の
で
あ 
る
。
１
７
３ 
 
あ
る
い
は
、
こ
の
よ
う
な
『
法
事
讃
』
の
文
を
親
鸞
の
問
い
に
対
す
る
解
決
の
文
、
ま
た
は
結
論
と
す
る
理
解
へ
の
問
題
提
起
も
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あ
っ
て
か
、
近
年
、
曇
鸞
・
善
導
の
文
の
助
顕
と
い
う
位
置
付
け
を
脱
し
、「
五
逆
の
文
」
自
体
に
親
鸞
が
託
し
た
自
覚
内
容
を
問
う
論
考
が
幾
つ
か
発
表
さ
れ
て
い
る
。
私
に
要
点
を
纏
め
る
と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。 
 
ｖｉ
．
信
心
が
獲
得
さ
れ
る
べ
き
場
所
と
し
て
の
人
間
存
在
の
現
実
を
浮
き
彫
り
に
し
、
仏
教
が
人
間
の
現
世
要
求
の
手
段
と
し
て
頽
落
し
て
い
く
こ
と
へ
の
自
他
相
互
に
対
す
る
批
判
の
原
点
、
す
な
わ
ち
一
切
衆
生
に
平
等
の
真
実
を
開
く
た
め
に
置
か
れ
た
文
で
で
あ
る
と
す
る
説
１
７
４ 
・
こ
の
説
に
は
、「
五
逆
の
文
」
に
お
い
て
、
極
め
て
逆
説
的
に
ま
さ
に
仏
教
が
開
示
さ
れ
る
べ
き
現
実
が
見
定
め
ら
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。 
ｖｉｉ
．
特
に
「
散
善
義
」
の
文
と
関
連
し
て
、
五
逆
と
謗
法
と
は
行
為
の
見
か
け
で
区
別
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
説
１
７
５ 
・
こ
の
説
に
よ
る
と
、
謗
法
の
罪
は
何
を
し
た
か
と
い
う
こ
と
か
ら
規
定
さ
れ
る
罪
で
は
な
く
、
自
分
の
行
為
を
ど
の
よ
う
に
意
識
、
あ
る
い
は
自
覚
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
か
ら
規
定
さ
れ
る
と
言
わ
れ
る
。
行
為
者
に
お
い
て
未
だ
罪
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
な
い
罪
が
謗
法
で
、
自
覚
し
た
と
き
に
已
造
業
と
し
て
五
逆
と
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
説
は
「
大
乗
の
五
逆
」を
述
べ
る
箇
所
に
、謗
法
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
事
柄
が
五
逆
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
察
さ
れ
て
い
る
。 
ｖｉｉｉ
．〈
後
序
〉
の
専
修
念
仏
弾
圧
の
記
述
と
対
応
し
、
法
然
の
専
修
念
仏
集
団
を
襲
っ
た
「
背
法
違
義
」
を
予
告
し
た
も
の
と
親
鸞
は
看
做
し
て
こ
の
文
を
置
い
た
と
す
る
説
１
７
６ 
・
こ
の
説
に
よ
る
と
、
親
鸞
は
自
身
が
経
験
し
た
専
修
念
仏
弾
圧
、
つ
ま
り
「
倒
見
破
和
合
僧
」
が
、
阿
弥
陀
仏
の
一
大
救
済
の
一
環
に
当
た
っ
て
い
る
こ
と
を
信
じ
た
と
言
わ
れ
る
。 
 
以
上
、
従
来
の
説
に
対
し
て
、
近
年
の
も
の
を
確
認
し
て
き
た
。
ま
さ
に
千
差
万
別
で
、
相
互
に
関
係
す
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
対
立
す
る
説
も
あ
る
。
次
節
以
降
で
は
こ
れ
ら
の
説
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
副
論
文
で
考
察
し
た
「
五
逆
の
文
」
の
特
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徴
や
、『
法
事
讃
』
の
文
と
の
関
わ
り
等
か
ら
「
五
逆
の
文
」
の
意
義
を
尋
ね
て
い
き
た
い
。
な
お
副
論
文
に
も
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
副
論
文
の
後
（
二
二
二
―
二
二
三
頁
）
に
資
料
と
し
て
、「
五
逆
の
文
」
と
『
往
生
拾
因
』
の
文
、
そ
し
て
『
往
生
拾
因
』
が
基
づ
く
慧
沼
等
の
文
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
典
拠
と
な
る
文
を
図
表
に
し
て
い
る
（
そ
の
た
め
、
他
章
の
よ
う
に
「
信
巻
」
本
文
を
多
く
引
用
し
な
い
）。 
   
第
三
節 
「
信
巻
」
に
お
け
る
「
五
逆
の
文
」
の
意
義 
 
 
 
本
章
第
一
節
で
言
及
し
た
よ
う
に
、「
五
逆
の
文
」
に
記
さ
れ
る
五
逆
は
特
徴
的
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
『
往
生
拾
因
』
の
示
す
五
逆
の
特
徴
の
多
く
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
。
副
論
文
で
考
察
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
『
往
生
拾
因
』
に
記
さ
れ
る
五
逆
の
特
徴
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
「
信
巻
」
巻
末
の
「
五
逆
の
文
」
の
特
徴
を
改
め
て
確
認
し
て
み
た
い
。 
 
第
一
の
特
徴･･･
「
三
乗
の
五
逆
」
と
「
大
乗
の
五
逆
」
を
対
等
な
も
の
と
し
て
、
五
逆
を
二
種
示
し
て
い
る
点 
 
 
 
 
 
（
本
来
、「
三
乗
の
五
逆
」
は
仏
教
通
説
の
五
逆
で
あ
り
、
別
し
て
「
大
乗
の
五
逆
」
が
あ
る
） 
第
二
の
特
徴･･･  
五
逆
を
単
に
行
為
と
し
て
示
す
の
で
は
な
く
、
行
為
の
根
拠
で
あ
る
自
己
存
在
の
思
い
に
関
わ
る
事
柄
と
し
て
示
し
て
い
る
点 
（
本
来
、
五
逆
は
殺
父
、
殺
母
、
殺
阿
羅
漢
、
出
仏
身
血
、
破
和
合
僧
と
い
う
行
為
で
あ
る
） 
第
三
の
特
徴･･･
「
五
無
間
の
同
類
の
業
１
７
７
」
を
記
し
て
、
多
く
の
「
五
逆
」
の
在
り
方
を
示
し
て
い
る
点 
 
 
 
 
 
 
 
（
本
来
、
五
逆
は
右
に
示
し
た
限
定
的
な
行
為
で
あ
り
、
多
く
の
行
為
で
は
な
い
） 
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ま
た
、『
往
生
拾
因
』
の
文
脈
に
お
い
て
は
、
称
名
念
仏
を
行
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
三
昧
発
得
を
中
心
と
し
た
一
心
に
よ
っ
て
滅
す
る
こ
と
の
で
き
る
罪
と
し
て
五
逆
が
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
副
論
文
に
よ
っ
て
窺
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。 
し
か
し
な
が
ら
、
親
鸞
は
滅
す
る
こ
と
の
で
き
る
罪
を
示
す
た
め
に
「
五
逆
の
文
」
を
記
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
『
往
生
拾
因
』
の
該
当
箇
所
の
直
後
の
文
に
、 
設
 
ヒ
有
 
ト
モ
二
此
 
レ
等
 
ノ
重
罪
悪
業
一
至
 
シ
テ
レ
心
 
ヲ
信
楽
 
シ
称
二
念
 
ス
レ
ハ
南
無
阿
弥
陀
仏
南
無
阿
弥
陀
仏
 
ト
一
於
 
テ
二
念
念
 
ノ
中
 
ニ
一
皆
得
二
消
滅
 
ス
ル
コ
ト
ヲ
一 
何
 
ニ
况
 
ヤ
余 
罪
 
ヲ
ヤ
１
７
８ 
と
示
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
親
鸞
は
そ
れ
を
「
五
逆
の
文
」
に
続
い
て
記
さ
な
い
こ
と
か
ら
も
指
摘
で
き
よ
う
。 
た
だ
し
、
親
鸞
は
「
五
逆
の
文
」
を
置
く
直
前
に
、
善
導
の
『
法
事
讃
』
の
文
を
引
い
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
五
逆
・
十
悪
の
滅
罪
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
親
鸞
に
お
い
て
も
「
罪
が
滅
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
は
親
鸞
に
お
い
て
、
本
願
力
を
も
っ
て
罪
が
滅
す
る
と
は
い
か
な
る
事
態
を
意
味
す
る
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
親
鸞
が
「
信
巻
」
所
引
の
『
法
事
讃
』
の
文
を
七
つ
に
区
切
ら
れ
る
文
に
な
る
よ
う
に
訓
点
を
施
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
考
え
た
い
。
区
切
り
ご
と
に
番
号
を
附
し
て
引
用
し
て
み
よ
う
。 
①
（
又
云
）
永
 
ク
絶
 
チ
二
譏
嫌ヲ
一
等ヒト
シ
ク
シ
テ
無
 
シ
二
憂
悩
一 
② 
人
天
善
悪
皆
得ウ
二
往
 
ヲ
一 
③ 
到
 
テ
二
彼
 
コ
ニ
一
無
 
シ
二
殊コト
ナ
ル
コ
ト
一 
④ 
斉
同
不
退
 
ナ
リ 
⑤ 
何
 
ニ
意
 
カ
然
者
 
カ
ル
ト
ナ
ラ
ハ
乃
 
シ
由
 
ナ
リ
下
弥
陀
 
ノ
因
地
 
ニ
シ
テ
世
饒
王
仏
 
ノ
所ミモ
ト
ニ
シ
テ
捨
 
テ
ヽ
二
位
 
ヲ
一
出
 
ツ
二
家
 
ヲ
一
即
起
 
シ
テ
二
悲
智
之
心
 
ヲ
一
広
 
ク
弘
 
メ
シ
メ
タ
マ
フ
シ
ニ
中
四
十
八
願ヲ
上 
⑥ 
以テ
二
仏
願
力ヲ
一
五
逆ト
之
與ト
二
十
悪
一
罪
滅
 
シ
得エシ
ム
二
生
 
ヲ
一 
⑦ 
謗
法
闡
提
回
心
 
ス
レ
ハ
皆
往
 
ク
ト 
出抄
１
７
９ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
改
行
、
及
び
①
～
⑦
番
号
引
用
者
） 
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七
文
の
構
成
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
①
に
お
い
て
、
娑
婆
と
は
断
絶
さ
れ
た
浄
土
の
相
を
述
べ
た
う
え
で
、
②
に
お
い
て
、
人
天
善
悪
が
往
生
を
得
る
と
言
う
。
③
に
お
い
て
、
浄
土
に
到
っ
て
は
殊こと
な
る
こ
と
が
な
く
、
④
に
お
い
て
、
斉
し
く
同
じ
く
退
転
す
る
こ
と
が
な
い
と
言
う
。
そ
し
て
⑤
に
お
い
て
、「
何
の
意
か
然
る
と
な
ら
ば
」
と
述
べ
、
②
か
ら
④
ま
で
の
内
容
を
、
弥
陀
が
因
位
の
時
に
慈
悲
と
智
慧
の
心
を
起
こ
し
て
本
願
を
弘
め
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
事
態
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
⑥
お
い
て
、
仏
願
力
を
も
っ
て
五
逆
と
十
悪
の
罪
は
滅
し
て
往
生
を
得
る
と
言
い
、
⑦
に
お
い
て
、
「
謗
法
闡
提
回
心
す
れ
は
皆
往
く
」
と
言
う
の
で
あ
る
。 
そ
れ
で
は
、
こ
の
「
信
巻
」
の
訓
読
の
特
徴
を
探
る
た
め
に
、
文
法
的
に
よ
り
標
準
的
な
訓
読
と
対
比
し
て
み
た
い
。
次
善
の
策
と
し
て
、『
浄
土
宗
全
書
』
に
示
さ
れ
る
訓
読
を
確
認
し
て
み
よ
う
。 
１ 
永
 
ク
絶
 
チ
二
譏
嫌
 
ヲ
一
等
 
シ
テ
無
 
シ
二
憂
悩
一 
２ 
人
天
善
悪
皆
得
二
往
生
一 
３ 
到
 
レ
ハ
レ
彼
 
ニ
無
 
シ
レ
殊 
４ 
斉
同
 
ニ
不
退
 
ナ
リ 
５ 
何
意
 
ソ
然
者
 
ル
ト
ナ
ラ
ハ
乃
 
チ
由
 
ル
下
弥
陀
 
ノ
因
地
 
ニ
世
饒
王
仏
 
ノ
所
 
ニ
シ
テ
捨
 
テ
レ
位
 
ヲ
出
 
テ
ヽ
レ
家
 
ヲ
即
起
 
玉
フ
二
非
智
 
ノ
之
心
広
弘
四
十
八
願
 
ヲ
一
以
 
テ
二
仏
願
力
 
ヲ
一
五
逆
 
ト
之
與
二
十
悪
一
罪
滅
 
シ
テ
得
レ
生
 
ス
ル
コ
ト
ヲ
謗
法
 
ト
闡
提
 
ト
回
心
 
シ
テ
皆
往
 
ク
ニ
上
１
８
０ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
（
改
行
及
び
１
～
５
番
号
引
用
者
） 
『
浄
土
宗
全
書
』
の
訓
読
で
も
、
１
で
は
娑
婆
と
断
絶
さ
れ
た
浄
土
の
相
が
示
さ
れ
、
２
か
ら
４
も
「
信
巻
」
と
同
意
で
あ
る
。
し
か
し
、
⑤
か
ら
⑦
に
分
け
ら
れ
た
「
信
巻
」
と
は
異
な
り
、
５
に
示
し
た
よ
う
に
一
つ
の
文
と
し
て
訓
点
を
施
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
４
に
「
斉
同
不
退
」
と
言
わ
れ
る
理
由
は
、
皆
往
生
を
得
る
と
い
う
点
に
お
い
て
言
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
の
文
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
親
鸞
の
加
点
本
に
お
い
て
も
、
こ
の
『
浄
土
宗
全
書
』
と
同
意
に
な
る
よ
う
に
訓
読
さ
れ
て
お
り
、
親
鸞
が
「
信
巻
」
を
記
す
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
と
は
異
な
る
訓
点
を
施
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
１
８
１
。 
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こ
の
対
比
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
る
こ
と
は
、「
信
巻
」
に
お
け
る
「
斉
同
不
退
」
と
は
、
本
願
力
に
お
い
て
実
現
す
る
と
い
う
こ
と
が
よ
り
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
人
天
善
悪
が
往
生
を
得
」
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
間
の
努
力
の
延
長
線
上
に
は
実
現
し
得
な
い
事
態
で
あ
り
、
仏
願
力
に
よ
っ
て
の
み
成
立
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
人
天
善
悪
が
向
上
し
て
往
生
を
得
る
こ
と
の
で
き
る
者
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。 
こ
の
本
願
の
は
た
ら
き
は
、
罪
が
消
滅
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
五
逆
・
十
悪
が
往
生
の
障
り
と
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
罪
が
滅
す
る
と
い
う
表
現
で
し
か
言
い
あ
ら
わ
せ
な
い
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
親
鸞
は
、『
唯
信
鈔
文
意
』
に
お
い
て
、 
「
具ぐ
足そく
十じふ
念ねむ
称
し
よ
う
南な
無も
無む
量
り
や
う
寿じゆ
仏ぶち
、
称
し
よ
う
仏ぶち
名
み
や
う
故こ
於お
念ねむ
念ねむ
中ちう
、
除ぢよ
八
十
億
劫
は
ち
じ
ふ
お
く
こ
ふ
生
し
や
う
死じ
之し
罪ざい
」
と
い
ふ
は
、
五ご
逆
ぐ
ゐ
や
く
の
罪
人
ざ
い
に
ん
は
そ
の
み
に
つ
み
を
も
て
る
こ
と
、
と
八
十
億
劫
お
く
こ
ふ
の
つ
み
を
も
て
る
ゆ
へ
に
、
十
念ねむ
南
無
な
む
阿わあ
弥
陀
み
だ
仏ぶち
と
と
な
ふ
べ
し
と
す
ゝ
め
た
ま
へ
る
御
の
り
な
り
。
一
念ねむ
に
と
八
十
億
劫
お
く
こ
ふ
の
つ
み
を
け
す
ま
じ
き
に
は
あ
ら
ね
ど
も
、
五
逆
ぐ
ゐ
や
く
の
つ
み
の
お
も
き
ほ
ど
を
し
ら
せ
む
が
た
め
な
り
。
１
８
２ 
と
十
念
念
仏
に
よ
っ
て
罪
が
消
滅
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
五
逆
の
つ
み
の
お
も
き
ほ
ど
を
し
ら
」
さ
れ
る
の
で
あ
る
と
端
的
に
述
べ
て
い
る
。『
法
事
讃
』
の
文
に
続
く
「
五
逆
の
文
」
は
、
こ
の
よ
う
な
自
覚
を
承
け
て
い
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
親
鸞
は
、
本
願
力
に
よ
っ
て
、「
そ
れ
ほ
ど
の
業
を
も
ち
け
る
身
」
を
自
覚
し
、
そ
の
宿
業
の
身
に
お
い
て
、
い
よ
い
よ
「
た
す
け
ん
と
お
ぼ
し
め
し
た
ち
け
る
本
願
」
を
「
か
た
じ
け
な
」
い
と
感
得
し
て
い
る
こ
と
が
こ
の
文
に
託
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 
た
だ
し
、
親
鸞
が
仏
教
の
通
説
で
五
逆
と
さ
れ
る
行
為
を
実
際
に
犯
し
た
と
は
考
え
難
い
だ
ろ
う
１
８
３
。
こ
こ
に
お
い
て
、
親
鸞
の
五
逆
観
と
誹
謗
正
法
観
を
も
う
一
度
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
部
第
二
章
で
確
か
め
た
よ
う
に
、
親
鸞
は
八
番
問
答
の
第
四
問
答
に
よ
っ
て
誹
謗
正
法
の
相
を
「
無
仏
・
無
仏
法
・
無
菩
薩
・
無
菩
薩
法
」
と
す
る
「
見
」
と
受
け
取
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ 
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の
よ
う
な
「
見
」
は
、「
性
」
と
し
て
の
罪
、
ま
た
は
「
あ
る
（t
o
 
b
e
）
罪
」
で
あ
る
と
論
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
第
五
問
答
の
答
え
の
後
半
に
は
、
五
逆
罪
は
誹
謗
正
法
に
よ
っ
て
生
ず
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
親
鸞
に
と
っ
て
五
逆
と
は
、
謗
法
の
「
見
」
に
基
づ
い
て
行
う
事
柄
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 
そ
し
て
、
こ
の
「
謗
法
の
見
に
基
づ
く
」
と
い
う
こ
と
と
、「
五
逆
の
文
」
の
第
二
の
特
徴
で
あ
る
、
五
逆
を
単
に
行
為
と
し
て
示
す
の
で
は
な
く
、「
故
思
」「
倒
見
」「
悪
心
」
と
そ
の
行
為
の
前
に
行
為
に
至
る
根
拠
を
示
し
、
自
己
存
在
の
思
い
に
関
わ
る
行
為
と
し
て
示
し
て
い
る
こ
と
に
は
対
応
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
五
逆
の
文
」
に
示
さ
れ
る
「
故
思
」「
倒
見
」「
悪
心
」
と
は
、「
虚
妄
顛
倒
の
見
」（
誹
謗
正
法
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
親
鸞
に
と
っ
て
五
逆
と
は
、
こ
の
「
見
」（
誹
謗
正
法
）
に
基
づ
く
行
為
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
親
鸞
は
、
こ
の
よ
う
な
第
二
の
特
徴
を
も
つ
「
五
逆
の
文
」
を
置
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
親
鸞
に
お
い
て
五
逆
と
は
、「
五
逆
の
文
」
に
示
さ
れ
る
内
容
だ
け
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
に
第
一
の
特
徴
で
あ
る
「
三
乗
の
五
逆
」
と
「
大
乗
の
五
逆
」
を
対
等
な
も
の
と
し
て
二
種
示
し
て
い
る
こ
と
と
、
第
三
の
特
徴
で
あ
る
「
五
無
間
の
同
類
業
」
を
記
し
て
多
く
の
五
逆
の
在
り
方
を
示
し
て
い
る
点
と
の
関
連
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
通
説
の
五
逆
理
解
で
あ
れ
ば
、
殺
父
・
殺
母
な
ど
の
五
つ
の
行
為
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
親
鸞
に
と
っ
て
五
逆
と
は
、
そ
の
よ
う
な
限
定
的
な
行
為
を
指
す
も
の
で
は
な
い
の
で
、
通
仏
教
的
に
は
五
逆
と
は
さ
れ
て
い
な
い
「
大
乗
の
五
逆
」
や
「
五
無
間
の
同
類
業
」
を
示
し
た
の
だ
ろ
う
。 
ま
た
こ
の
点
か
ら
見
れ
ば
、
親
鸞
が
永
観
の
記
述
の
一
部
を
略
し
た
こ
と
に
も
頷
け
る
。
親
鸞
は
こ
こ
で
誹
謗
正
法
に
基
づ
い
た
行
為
と
し
て
の
五
逆
を
問
題
と
し
て
い
る
の
で
、『
往
生
拾
因
』
に
記
さ
れ
て
い
た
「
近
無
間
の
業
１
８
４
」
と
言
わ
れ
る
五
逆
に
近
い
罪
と
い
う
こ
と
は
問
題
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
親
鸞
が
十
悪
と
近
無
間
の
箇
所
を
略
し
た
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
親
鸞
の
五
逆
観
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
１
８
５
。 
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以
上
の
こ
と
か
ら
、「
五
逆
の
文
」
は
曇
鸞
・
善
導
の
文
を
助
顕
す
る
た
め
の
も
の
で
も
、
親
鸞
が
五
逆
の
意
味
を
文
献
学
的
に
解
説
、
あ
る
い
は
規
定
し
た
も
の
で
も
な
く
、
曇
鸞
・
善
導
の
教
説
を
親
鸞
が
我
が
身
に
引
き
当
て
て
導
き
出
さ
れ
た
信
知
の
内
容
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
ま
た
、「
信
心
が
獲
得
さ
れ
る
べ
き
場
所
と
し
て
の
人
間
存
在
」
と
言
う
よ
り
も
、
信
心
の
獲
得
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
、
宿
業
の
身
を
生
き
る
ほ
か
な
い
自
己
存
在
が
、
親
鸞
に
よ
っ
て
吐
露
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、
親
鸞
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
親
鸞
と
い
う
一
個
人
を
通
し
て
見
定
め
ら
れ
た
普
遍
的
な
人
間
の
相
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
で
あ
れ
ば
、「
自
他
相
互
に
対
す
る
批
判
の
原
点
」
と
言
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
し
、「
一
切
衆
生
に
平
等
の
真
実
を
開
く
た
め
に
置
か
れ
た
文
」
と
い
う
意
味
を
も
つ
と
も
言
い
得
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
親
鸞
自
身
の
問
い
に
「
報
へ
て
噵
」
う
も
の
と
い
う
点
で
見
る
な
ら
ば
、「
五
逆
の
文
」
は
「
本
願
力
に
よ
っ
て
仏
道
を
あ
ゆ
む
者
が
唯
除
の
経
言
に
よ
っ
て
自
覚
す
る
誹
謗
正
法
に
基
づ
く
自
己
の
宿
業
の
生
」
と
い
う
意
味
を
も
つ
親
鸞
の
自
覚
の
言
葉
と
し
て
領
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
   
第
四
節 
『
法
事
讃
』
の
文
再
考 
 
本
章
で
は
こ
こ
ま
で
、「
五
逆
の
文
」
の
意
義
を
考
察
し
て
き
た
が
、
本
節
で
は
『
法
事
讃
』
に
記
さ
れ
る
文
の
意
義
を
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。
前
節
で
「
信
巻
」
所
引
の
『
法
事
讃
』
の
文
は
引
用
し
て
い
る
の
で
、
本
文
は
こ
こ
に
は
記
さ
な
い
が
、
前
節
の
七
文
に
分
け
た
番
号
に
基
づ
い
て
言
う
と
、
⑤
に
示
さ
れ
た
本
願
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
、
⑥
に
は
五
逆
・
十
悪
の
罪
は
滅
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
⑦
に
は
「
謗
法
闡
提
回
心
す
れ
は
皆
往
く
」
と
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
⑥
に
示
さ
れ
る
滅
罪
に
つ
い
て
は
、
本
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願
力
に
よ
っ
て
罪
が
消
え
て
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
五
逆
・
十
悪
が
往
生
の
障
り
に
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
た
こ
と
で
あ
る
。 
 
こ
こ
に
お
い
て
、「
謗
法
闡
提
回
心
皆
往
」
と
い
う
こ
と
を
本
願
の
仏
道
を
あ
ゆ
む
者
の
自
覚
と
し
て
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
確
か
め
た
い
こ
と
は
、
こ
の
文
（
⑦
）
に
は
、
⑥
の
よ
う
に
「
本
願
力
」
の
語
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
⑤
に
示
さ
れ
た
本
願
の
は
た
ら
き
（
四
十
八
願
）
に
よ
っ
て
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
謗
法
闡
提
が
本
願
力
に
よ
っ
て
回
心
す
る
な
ら
ば
、
皆
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
で
受
け
と
め
る
見
解
も
あ
る
１
８
６
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
親
鸞
の
問
い
と
八
番
問
答
、
そ
し
て
「
散
善
義
」
の
文
を
承
け
て
、
こ
の
文
を
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
後
に
記
さ
れ
る
「
五
逆
の
文
」
を
無
視
し
て
、
こ
の
文
を
「
信
巻
」
の
結
論
と
位
置
付
け
て
し
ま
っ
て
も
い
け
な
い
だ
ろ
う
。 
前
章
ま
で
の
考
察
で
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
は
、
謗
法
闡
提
と
は
人
間
の
努
力
や
心
の
た
も
ち
よ
う
に
よ
っ
て
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、「
性
」
の
次
元
の
罪
で
あ
り
、
ま
た
人
間
の
側
か
ら
問
題
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。『
浄
土
宗
全
書
』
や
親
鸞
の
加
点
本
を
確
認
す
る
と
、「
謗
法
と
闡
提
」
と
い
う
よ
う
に
二
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、「
信
巻
」
所
引
の
『
法
事
讃
』
の
文
で
は
、「
謗
法
闡
提
」
と
一
つ
の
熟
語
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
「
性
」
と
し
て
の
罪
と
い
う
こ
と
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
て
考
え
る
な
ら
ば
、
仏
法
と
の
値
遇
な
し
に
誹
謗
正
法
、
あ
る
い
は
一
闡
提
と
自
覚
す
る
者
が
い
て
、
本
願
力
に
よ
っ
て
回
心
し
て
、
謗
法
で
も
闡
提
で
も
な
く
な
り
、
往
生
が
可
能
な
者
に
な
る
と
読
む
こ
と
は
誤
り
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
ひ
と
つ
に
は
、
仏
法
を
聞
か
ず
し
て
自
己
の
存
在
性
を
問
題
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
無
論
、
謗
法
闡
提
で
あ
る
こ
と
は
自
覚
の
有
無
に
拘
わ
ら
ず
、「
性
」
と
し
て
の
罪
で
あ
る
と
言
う
こ
と
は
で
き
る
し
、
名
号
と
の
値
遇
で
あ
る
回
心
と
い
う
契
機
を
も
っ
て
の
み
、本
願
の
仏
道
を
あ
ゆ
む
者
に
転
成
す
る
と
言
う
こ
と
は
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
自
覚
的
に
言
え
ば
、
そ
の
本
願
の
仏
道
を
あ
ゆ
む
な
か
で
、
謗
法
闡
提
と
い
う
こ
と
が
出
世
間
の
側
か
ら
知
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
自
覚
と
無
関
係
に
「
あ
る(
t
o
 
b
e
)
」
罪
が
あ
る
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
は
観
念
論
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 
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ま
た
も
う
ひ
と
つ
に
は
、「
性
」
と
し
て
の
罪
を
知
ら
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
謗
法
闡
提
が
解
消
さ
れ
る
の
で
は
な
い
点
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。
む
し
ろ
、
そ
れ
を
出
世
間
の
側
か
ら
知
ら
さ
れ
る
こ
と
に
お
い
て
、
人
間
の
側
か
ら
は
問
題
と
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
性
」
の
問
題
を
、
一
念
一
念
に
自
覚
す
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
唯
除
の
文
の
は
た
ら
き
は
決
し
て
回
心
を
契
機
に
不
必
要
な
も
の
と
な
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
真
面
目
は
終
わ
る
こ
と
の
な
く
私
一
人
の
う
え
に
は
た
ら
き
続
け
る
の
で
あ
る
。 
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小
結 
 
第
二
部
で
考
察
し
た
箇
所
は
、
伝
統
的
解
釈
に
お
い
て
、「
重
釈
要
義
」
と
言
わ
れ
る
箇
所
に
属
し
、
そ
の
科
文
に
依
れ
ば
、
そ
の
な
か
で
も
さ
ら
に
補
説
と
い
う
位
置
付
け
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
第
二
部
で
は
、「
信
巻
」
の
主
題
で
あ
る
本
願
成
就
に
立
脚
し
た
因
願
の
探
究
の
問
い
と
し
て
読
み
進
め
て
き
た
。 
第
一
章
で
は
、
親
鸞
の
問
い
の
性
質
と
し
て
、
第
一
部
と
の
関
連
か
ら
、
こ
の
問
い
は
信
心
発
起
（
本
願
成
就
）
に
立
っ
て
第
十
八
願
を
信
心
の
願
と
捉
え
な
お
し
た
と
き
に
、
い
よ
い
よ
問
題
と
な
る
因
願
の
唯
除
の
文
に
関
す
る
問
い
で
あ
る
こ
と
や
、
仏
説
に
照
ら
し
出
さ
れ
る
自
身
を
思
量
す
る
こ
と
と
別
で
は
な
い
と
い
う
問
い
の
在
り
方
、『
涅
槃
経
』
の
経
説
を
問
い
に
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
親
鸞
は
具
体
的
な
教
言
と
し
て
唯
除
の
文
を
受
け
取
っ
た
こ
と
な
ど
を
中
心
に
考
察
し
た
。
ま
た
、
隆
寛
の
唯
除
の
文
に
つ
い
て
の
問
答
を
鑑
み
る
と
、
親
鸞
の
唯
除
の
文
の
探
究
の
視
点
（
始
点
）
は
吉
水
時
代
に
す
で
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
推
察
さ
れ
た
。 
 
第
二
章
で
は
、
問
い
に
「
報
へ
て
噵
」
う
第
一
の
問
答
と
し
て
、
八
番
問
答
を
考
察
し
た
。
八
番
問
答
は
、
ま
さ
に
親
鸞
の
こ
の
問
い
に
「
報
へ
て
噵
」
う
引
文
群
の
主
軸
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
問
答
を
通
し
て
、
答
え
の
側
か
ら
転
換
さ
れ
る
問
答
の
方
向
性
や
、
罪
の
質
の
異
な
り
、
ま
た
、
依
止
の
転
換
な
ど
が
示
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
六
問
答
の
三
在
釈
に
示
さ
れ
る
依
止
の
転
換
に
つ
い
て
の
教
説
に
関
し
て
は
、
特
に
実
な
る
依
止
に
注
目
し
て
、「
本
願
信
心
の
願
成
就
の
文
」
と
「
本
願
の
欲
生
心
成
就
の
文
」
に
裏
付
け
ら
れ
た
三
心
一
心
問
答
の
第
二
問
答
の
思
索
に
通
じ
る
曇
鸞
の
思
索
を
指
摘
し
た
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
検
証
し
て
い
き
た
い
点
で
も
あ
る
。 
 
第
三
章
で
は
、「
散
善
義
」
の
文
を
考
察
し
、
特
に
八
番
問
答
に
通
ず
る
未
造
業
と
し
て
の
謗
法
の
意
味
や
、
そ
の
問
い
か
ら
展
開
す
る
『
大
経
』
下
巻
の
経
説
に
基
づ
い
た
三
種
の
障
り
の
教
説
に
よ
っ
て
、
第
二
十
願
と
唯
除
の
文
と
の
関
連
性
を
指
摘
し
た
こ
と
で
あ
る
。 
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第
四
章
に
お
い
て
は
、
従
来
、
曇
鸞
・
善
導
の
文
の
助
顕
と
位
置
付
け
て
読
ま
れ
て
き
た
箇
所
で
あ
る
「
五
逆
の
文
」
を
、
親
鸞
の
問
い
に
「
報
へ
て
噵
」
う
文
と
し
て
見
定
め
、「
五
逆
の
文
」
自
体
の
意
義
を
考
察
し
て
き
た
。「
五
逆
の
文
」
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
親
鸞
が
述
べ
る
「
罪
が
滅
す
る
」
と
い
う
事
態
は
、
罪
が
消
滅
し
て
往
生
を
得
る
者
に
な
る
こ
と
で
は
な
く
、
罪
の
重
さ
を
知
ら
さ
れ
自
覚
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
本
願
の
仏
道
に
お
い
て
は
、
そ
の
罪
が
往
生
の
障
り
に
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
と
考
察
し
た
。
す
な
わ
ち
親
鸞
の
あ
ゆ
む
仏
道
は
、
唯
除
の
機
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
仏
道
の
あ
ゆ
み
を
感
得
し
て
い
く
不
退
転
の
仏
道
な
の
で
あ
る
。 
 
第
二
部
で
は
、
問
い
の
性
質
を
確
か
め
て
、
そ
の
問
い
に
「
報
へ
て
噵
」
う
も
の
と
し
て
八
番
問
答
以
下
の
記
述
を
読
ん
で
き
た
。
改
め
て
今
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
親
鸞
に
は
経
文
を
文
献
学
的
、
あ
る
い
は
客
観
的
に
解
釈
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
微
塵
も
感
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
親
鸞
は
、
第
十
八
願
文
に
「
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
」
と
示
さ
れ
る
出
世
間
の
経
言
に
よ
っ
て
、
人
間
の
側
か
ら
問
題
と
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
性
」
と
「
業
」
の
問
題
を
一
念
一
念
に
自
覚
す
る
の
で
あ
る
。
唯
除
の
文
の
は
た
ら
き
は
、
回
心
を
契
機
に
不
必
要
と
な
る
の
で
は
な
い
。
念
仏
に
出
遇
い
な
が
ら
も
私
が
背
く
と
い
う
悲
歎
す
べ
き
事
実
が
終
わ
ら
な
い
こ
と
と
同
じ
に
、
唯
除
の
文
の
真
面
目
は
終
わ
る
こ
と
な
く
私
一
人
の
う
え
に
は
た
ら
き
続
け
る
の
で
あ
る
。 
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【
補
記
】「
信
巻
」
巻
頭
銘
文
と
「
信
巻
」
巻
末
の
「
五
逆
の
文
」 
 
 
第
二
部
の
な
か
で
「
信
巻
」
後
半
に
お
け
る
「
信
巻
」
巻
末
の
「
五
逆
の
文
」
の
意
義
を
考
察
し
た
。
こ
こ
で
若
干
視
点
を
変
え
て
、「
信
巻
」
全
体
の
な
か
で
の
「
五
逆
の
文
」
の
意
義
に
つ
い
て
、
特
に
こ
の
文
に
典
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
し
つ
つ
、
少
し
く
言
及
し
た
い
。 
「
五
逆
の
文
」
の
内
容
の
特
徴
は
副
論
文
で
論
じ
、
ま
た
第
二
部
第
四
章
で
も
示
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、『
教
行
信
証
』
全
体
か
ら
こ
の
文
を
見
た
と
き
、「
五
逆
の
文
」
の
最
大
の
特
徴
は
典
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
点
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
教
行
信
証
』
は
そ
の
具
名
を
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』
と
称
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
経
論
釈
の
「
文
類
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
御
自
釈
は
、
親
鸞
が
そ
れ
ら
の
文
類
に
ど
の
よ
う
な
自
覚
を
託
し
て
い
る
の
か
を
考
え
る
手
が
か
り
と
な
る
重
要
な
文
で
は
あ
る
が
、
そ
の
題
号
や
「
愚
禿
釈
親
鸞
集、
」
と
い
う
撰
号
、
あ
る
い
は
分
量
の
点
を
考
え
て
も
、
親
鸞
に
と
っ
て
文
類
が
そ
の
書
の
中
心
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。
そ
し
て
、
親
鸞
は
そ
れ
ら
の
文
類
を
『
教
行
信
証
』
に
書
き
記
す
と
き
、
そ
の
経
論
釈
の
名
や
著
者
名
の
い
ず
れ
か
、
時
と
し
て
そ
の
両
方
を
示
し
て
か
ら
引
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
五
逆
の
文
」
に
は
そ
の
両
方
が
な
く
、
突
如
と
し
て
「
五
逆
と
言
う
は
」
と
述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 
こ
の
点
に
つ
い
て
藤
場
俊
基
は
、
善
導
の
引
文
群
か
ら
続
い
て
い
る
と
見
る
べ
き
説
と
、
御
自
釈
と
同
じ
役
割
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
二
説
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
藤
場
は
、
特
に
ど
ち
ら
か
の
説
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
１
８
７
。
前
者
の
よ
う
に
、「
五
逆
の
文
」
が
善
導
の
引
文
を
承
け
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
論
で
確
か
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
教
行
信
証
』
で
は
経
論
釈
を
そ
の
著
名
や
著
者
名
を
示
し
て
引
用
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
も
そ
も
そ
れ
ら
の
引
文
の
繋
が
り
に
よ
っ
て
『
教
行
信
証
』
が
展
開
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
も
っ
て
「
五
逆
の
文
」
の
典
拠
が
省
か
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
善
導
の
文
か
ら
続
い
て
い
る
説
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
「
又
云
わ
く
」
と
い
う
引
文
導
入
語
が
あ
る
ほ
う
が
自
然
で
あ
ろ
う
。 
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次
に
後
者
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
た
し
か
に
古
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、『
教
行
信
証
』
は
文
類
で
あ
る
か
ら
、
御
自
釈
と
言
わ
れ
る
箇
所
ま
で
も
が
全
て
何
ら
か
の
著
述
に
依
っ
て
い
る
１
８
８
。
し
か
し
、「
五
逆
の
文
」
は
ほ
ぼ
全
文
が
『
往
生
拾
因
』
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
れ
を
御
自
釈
と
同
じ
と
言
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
こ
の
よ
う
に
御
自
釈
と
も
言
い
難
く
、
典
拠
が
示
さ
れ
な
い
箇
所
は
、『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
異
例
で
あ
る
。
し
か
し
「
信
巻
」
を
見
渡
す
と
、
こ
の
ほ
か
に
一
箇
所
、
同
様
の
特
徴
を
も
つ
箇
所
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
親
鸞
の
真
蹟
で
あ
る
坂
東
本
の
「
信
巻
」
の
中
表
紙
裏
に
『
涅
槃
経
』
に
基
づ
い
た
文
が
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。 
 
復
有
一
臣
名
悉
知
義 
 
昔
者
有
王
名
曰
羅
摩
害
其
父
得
紹
王
位 
跋
提
大
王 
毗
楼
真
王 
那
睺
沙
王 
迦
帝
迦
王 
毗
舎
佉
王 
月
光
明
王 
日
光
明
王 
愛
王 
持
多
人
王 
如
是
等
王
皆
害
其
父
得
紹
王
位
然
無 
一
王
入
地
獄
者
於
今
現
在
毗
瑠
璃
王 
優
陀
ウ
タ
邪ヤ
王 
悪
性
王 
鼠
王 
蓮
華
王 
如
是
等
王
皆 
害
其
父
悉
無
一
王
生
愁
悩
者 
文
１
８
９ 
こ
の
文
が
西
本
願
寺
本
や
専
修
寺
本
に
は
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
近
年
に
お
い
て
も
『
教
行
信
証
』
の
一
部
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
１
９
０
。
し
か
し
な
が
ら
古
田
武
彦
は
、
書
誌
学
的
な
研
究
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
文
末
に
置
か
れ
た
「
文
」
と
い
う
字
に
着
目
し
、『
尊
号
真
像
銘
文
』
の
引
用
方
法
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
思
想
的
に
も
こ
の
文
を
「
信
巻
」
全
体
に
対
す
る
「
巻
頭
銘
文
」
と
位
置
付
け
て
い
る
１
９
１
。
古
田
が
そ
う
位
置
付
け
る
に
至
る
考
察
を
こ
こ
で
詳
し
く
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
指
摘
を
聞
く
と
、
反
論
す
る
余
地
は
全
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
何
人
か
の
先
学
は
賛
同
し
て
い
る
１
９
２
。
私
も
こ
の
文
を
「
巻
頭
銘
文
」
と
し
て
、「
信
巻
」
全
体
に
関
わ
る
文
と
考
え
た
い
。 
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こ
の
巻
頭
銘
文
に
は
幾
つ
か
の
特
徴
が
あ
る
。
第
一
は
、
典
拠
、
及
び
引
文
導
入
語
が
示
さ
れ
な
い
点
で
あ
る
。
第
二
は
、
阿
闍
世
の
慚
愧
の
言
葉
が
省
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
（「
乃
至
」
も
置
か
れ
て
い
な
い
）。
第
三
は
、
悉
知
義
の
慰
撫
の
言
葉
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
部
文
が
省
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
（「
乃
至
」
も
置
か
れ
て
い
な
い
）。
第
四
は
、
こ
の
言
葉
は
悉
知
義
が
帰
依
し
て
い
た
阿
耆
多
翅
舎
欽
婆
羅
の
説
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
当
時
一
般
に
流
布
し
て
い
た
伝
聞
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
点
で
あ
る
。
第
五
は
、
王
の
名
前
を
一
字
分
ず
つ
空
け
て
、
一
人
一
人
の
王
を
印
象
づ
け
る
形
で
引
用
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
第
六
は
、
返
り
点
や
訓
点
を
附
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
言
の
意
義
を
掘
り
起
こ
し
て
い
く
と
い
う
性
格
を
も
つ
『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
、
そ
の
両
方
を
と
も
に
附
し
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
以
上
の
点
か
ら
、
巻
頭
銘
文
は
「
信
巻
」
後
半
に
引
用
さ
れ
る
『
涅
槃
経
』
と
は
、
別
の
位
置
付
け
で
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
１
９
３
。 
 
巻
頭
銘
文
の
『
涅
槃
経
』、
ま
た
は
「
信
巻
」
後
半
に
引
か
れ
る
そ
の
内
容
は
、
悉
知
義
と
い
う
―
こ
と
ご
と
く
義
を
知
る
と
い
う
意
味
の
―
名
を
も
つ
一
人
の
大
臣
が
、
殺
父
と
い
う
行
為
に
苦
悩
す
る
阿
闍
世
王
に
対
し
て
、
古
来
数
々
の
王
達
が
、
同
じ
く
父
を
殺
し
て
王
位
を
継
承
し
た
事
例
が
あ
る
が
、
誰
一
人
と
し
て
地
獄
に
入
っ
た
者
は
お
ら
ず
、
ま
た
今
現
在
も
他
国
に
は
父
を
殺
し
て
王
位
を
継
承
し
た
王
達
が
数
人
存
在
す
る
が
、
一
人
と
し
て
愁
悩
す
る
者
は
い
な
い
と
言
っ
て
慰
撫
す
る
箇
所
で
あ
る
。
し
か
し
巻
頭
銘
文
に
は
、
そ
の
特
徴
と
し
て
述
べ
た
よ
う
に
、
阿
闍
世
の
名
も
悉
知
義
の
慰
撫
の
言
葉
も
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
一
人
の
悉
知
義
と
い
う
大
臣
が
存
在
し
、
過
去
に
父
を
殺
し
王
位
を
継
承
し
た
王
達
の
名
の
羅
列
と
、
そ
の
王
達
が
地
獄
に
入
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
、
ま
た
父
を
殺
し
て
王
位
を
継
承
し
た
今
現
在
の
王
達
の
名
と
、
そ
の
王
達
が
愁
悩
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
第
六
の
特
徴
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
親
鸞
の
無
言
の
聞
思
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 
こ
の
巻
頭
銘
文
を
親
鸞
は
な
ぜ
記
し
た
の
か
。
そ
の
核
心
は
未
だ
審
ら
か
で
は
な
い
が
、
私
が
強
く
印
象
を
受
け
る
の
は
、「
王
」
と
い
う
字
の
多
さ
で
あ
る
。
百
十
四
文
字
１
９
４
か
ら
な
る
巻
頭
銘
文
の
内
、
二
十
一
文
字
に
「
王
」
と
い
う
字
が
使
わ
れ
、
十
五
人
の
具
体
的
な
王
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
え
、
こ
れ
ら
の
王
は
「
如
是
等、
王
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
限
定
的
で
は
な
い
。
そ
こ
に
私
は
、
人
間
の
「
王
意
識
」
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
の
で
あ
る
。
人
間
の
も
つ
欲
求
を
全
て
満
た
し
て
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い
こ
う
と
す
れ
ば
、
王
と
い
う
存
在
を
志
向
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
こ
の
王
達
は
、
自
己
否
定
性
や
慚
愧
が
欠
如
し
た
者
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
仏
教
の
通
説
の
五
逆
の
一
つ
で
あ
る
殺
父
を
犯
し
た
者
を
問
題
に
し
て
い
る
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
一
見
、
「
五
逆
の
文
」
と
同
じ
意
味
も
つ
文
の
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
自
己
否
定
性
と
慚
愧
の
欠
如
と
い
う
点
を
鑑
み
れ
ば
、
ま
さ
に
こ
の
二
つ
の
文
は
、
自
覚
と
い
う
点
で
は
正
反
対
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
巻
頭
銘
文
は
、
仏
道
が
開
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
自
己
否
定
性
と
慚
愧
の
欠
如
し
た
人
間
存
在
を
示
し
、「
五
逆
の
文
」
は
、
仏
道
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
自
己
存
在
の
自
覚
を
示
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
二
つ
の
文
は
「
信
巻
」
の
巻
頭
と
巻
末
に
位
置
し
て
、
本
願
力
と
そ
の
本
願
力
回
向
の
信
心
に
よ
っ
て
誕
生
す
る
人
間
を
主
題
と
す
る
「
信
巻
」
に
見
事
に
相
応
し
て
、
特
別
な
位
置
付
け
を
も
っ
た
文
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
親
鸞
が
「
五
逆
の
文
」
に
典
拠
を
示
さ
な
い
理
由
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
           
164 
 
註 
 
１ 
『
定
親
全
』
一
・
一
八
四
頁
〔『
聖
典
』
二
七
二
頁
〕 
２ 
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、『
法
事
讃
』
は
上
巻
首
題
（『
転
経
行
道
願
往
生
浄
土
法
事
讃
』）、
上
巻
尾
題
（『
西
方
浄
土
法
事
讃
』）、
下
巻
首
題
及
び
尾
題
（『
安
楽
行
道
転
経
願
生
浄
土
法
事
讃
』）
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
（『
真
聖
全
』
五
六
一
―
六
一
七
頁
参
照
）。
な
お
、
こ
こ
で
は
上
巻
首
題
を
示
し
た
。 
３ 
山
辺
習
学
・
赤
沼
智
善
『
教
行
信
証
講
義
』
信
証
の
巻
・
八
一
四
頁 
こ
の
「
重
釈
要
義
」
と
い
う
科
文
は
、
江
戸
期
の
講
録
の
成
果
を
受
け
た
伝
統
的
な
了
解
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
円
乗
院
宣
明
は
「
略
釈
要
義
」（『
教
行
信
証
講
義
』『
教
行
信
証
講
義
集
成
』
六
・
五
一
八
頁
）、
皆
往
院
法
嶺
は
「
追
二
釈
要
義
一
」（『
広
文
類
聞
書
』
五
『
真
宗
大
系
』
十
六
・
一
八
三
頁
）
と
位
置
付
け
て
い
る
。
た
だ
し
、
第
二
部
の
主
題
に
関
わ
る
、 
其
 
レ
仏
説
 
テ
二
難
冶
 
ノ
機
 
ヲ
一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（『
定
親
全
』
一
・
一
五
三
頁
〔『
聖
典
』
二
五
一
頁
〕） 
以
降
に
つ
い
て
は
、
宣
明
は
「
釈
難
」（『
教
行
信
証
講
義
』『
教
行
信
証
講
義
集
成
』
七
・
一
頁
）、
法
嶺
は
「
結
二
弘
願
摂
益
一
」
（『
広
文
類
聞
書
』
五
『
真
宗
大
系
』
十
六
・
二
〇
〇
頁
）
と
科
文
を
改
め
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
山
辺
習
学
・
赤
沼
智
善
は
こ
の
箇
所
も
「
重
釈
要
義
」
に
収
め
て
い
る
。 
４ 
山
辺
習
学
・
赤
沼
智
善
『
教
行
信
証
講
義
』
信
証
の
巻
・
八
一
四
頁 
中
略
引
用
者 
５ 
『
聖
典
』
九
九
三
―
一
〇
〇
〇
頁
参
照
。 
６ 
香
月
院
深
励
『
教
行
信
証
講
義
』『
教
行
信
証
講
義
集
成
』
七
・
一
六
一
頁 
７ 
安
冨
信
哉
『
真
実
信
の
開
顕
―
『
教
行
信
証
』「
信
巻
」
講
究
―
』
六
四
頁 
８ 
延
塚
知
道
『
教
行
信
証
―
そ
の
構
造
と
核
心
―
』
四
三
頁 
中
略
引
用
者 
９ 
『
定
親
全
』
一
・
一
八
四
頁
〔『
聖
典
』
二
七
二
頁
〕 
１
０ 
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
―
翻
刻
篇
―
』
三
〇
七
頁
参
照
・『
坂
東
本
教
行
信
証
カ
ラ
ー
影
印
本
』
参
照
。 
『
教
行
信
証
』
に
改
行
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
の
点
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
改
行
の
有
す
る
区
切
り
の
意
味
は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
空
白
や
改
行
に
注
意
し
て
『
教
行
信
証
』
を
読
む
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
の
は
、
藤
場
俊
基
で
あ
る
。
た
だ
し
「
信
巻
」
に
関
し
て
藤
場
は
、
空
白
や
改
行
だ
け
で
は
な
く
、
本
願
成
就
文
の
配
置
、
さ
ら
に
「
一
心
」
と
「
菩
提
心
」
と
い
う
語
が
随
所
に
出
て
く
る
点
に
着
目
し
て
、
こ
れ
ら
を
「
信
巻
」
を
読
む
「
視
点
と
キ
ー
ワ
ー
ド
」
と
し
て
見
定
め
て
い
る
（『
親
鸞
の
教
行
信
証
を
読
み
解
く
』
二
〈
信
巻
―
浄
土
教
の
信
仰
に
お
け
る
問
―
〉
一
〇
―
二
二
頁
参
照
）。 
空
白
や
改
行
を
主
題
の
区
切
り
と
す
る
視
点
は
、『
教
行
信
証
』
研
究
の
歴
史
の
な
か
で
比
較
的
近
年
の
も
の
で
あ
り
、
安
冨
信
哉
は
、
当
然
改
行
す
べ
き
箇
所
に
改
行
が
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
例
が
少
な
く
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（『
真
実
信
の
開
顕
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―
『
教
行
信
証
』「
信
巻
」
講
究
―
』
五
九
―
六
五
頁
参
照
）。
も
ち
ろ
ん
、
空
白
や
改
行
の
箇
所
だ
け
を
区
切
り
と
し
て
読
む
こ
と
に
は
問
題
が
残
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
空
白
と
改
行
が
あ
る
箇
所
に
大
き
な
区
切
り
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
で
あ
ろ
う
。 
１
１ 
藤
場
俊
基
『
親
鸞
の
教
行
信
証
を
読
み
解
く
』
二
（
信
巻
―
浄
土
教
の
信
仰
に
お
け
る
問
―
）
一
四
頁 
１
２ 
『
定
親
全
』
一
・
九
七
頁
〔『
聖
典
』
二
一
二
頁
〕 
１
３ 
た
だ
し
、
こ
の
「
至
心
信
楽
の
本
願
の
文
」
と
「
本
願
成
就
の
文
」
と
の
間
に
は
、『
如
来
会
』
の
第
十
八
願
文
が
置
か
れ
て
い
る
（『
定
親
全
』
一
・
九
七
頁
〔『
聖
典
』
二
一
二
頁
〕
参
照
）。 
１
４ 
『
定
親
全
』
一
・
九
七
―
九
八
頁
〔『
聖
典
』
二
一
二
頁
〕 
１
５ 
『
定
親
全
』
一
・
一
二
一
頁
〔『
聖
典
』
二
二
八
頁
〕 
１
６ 
『
定
親
全
』
一
・
一
二
八
頁
〔『
聖
典
』
二
三
三
頁
〕 
１
７ 
『
定
親
全
』
一
・
一
三
七
頁
〔『
聖
典
』
二
三
九
頁
〕 
１
８ 
藤
場
俊
基
『
親
鸞
の
教
行
信
証
を
読
み
解
く
』
二
（
信
巻
―
浄
土
教
の
信
仰
に
お
け
る
問
―
）
一
八
頁 
１
９ 
藤
場
俊
基
『
親
鸞
の
教
行
信
証
を
読
み
解
く
』
二
（
信
巻
―
浄
土
教
の
信
仰
に
お
け
る
問
―
）
一
九
頁 
２
０ 
『
定
親
全
』
一
・
一
〇
一
頁
〔『
聖
典
』
二
一
四
頁
〕 
２
１ 
『
定
親
全
』
一
・
一
五
〇
頁
〔『
聖
典
』
二
四
九
頁
〕 
２
２ 
安
冨
信
哉
『
真
実
信
の
開
顕
―
『
教
行
信
証
』「
信
巻
」
講
究
―
』
一
三
二
頁
参
照
。
参
照
し
た
図
に
示
さ
れ
て
い
た
『
真
宗
聖
典
』
の
頁
数
は
省
略
し
た
。 
２
３ 
香
月
院
深
励
『
教
行
信
証
講
義
』『
教
行
信
証
講
義
集
成
』
七
・
一
六
一
頁 
２
４ 
江
戸
期
の
見
解
を
幾
つ
か
挙
げ
て
み
た
い
。 
等
心
院
興
隆
は
、
深
励
と
同
様
の
見
解
を
示
し
て
い
る
（『
教
行
信
証
徴
決
』『
教
行
信
証
講
義
集
成
』
七
・
一
六
二
頁
参
照
）。 
円
乗
院
宣
明
、
浄
信
院
道
隠
は
言
及
し
て
い
な
い
（『
教
行
信
証
講
義
』・『
教
行
信
証
略
讃
』『
教
行
信
証
講
義
集
成
』
七
・
一
六
一
―
一
六
二
頁
参
照
）。 
２
５ 
『
真
聖
全
』
一
・
一
九
〇
頁 
 
 
 
な
お
、
親
鸞
が
『
如
来
会
』
の
第
十
八
願
因
願
文
の
唯
除
の
文
を
引
く
と
き
は
、
他
の
箇
所
に
お
い
て
も
こ
の
文
言
で
あ
る
（「
信
巻
」『
定
親
全
』
一
・
九
七
頁
〔『
聖
典
』
二
一
二
頁
〕
参
照
・『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
・
二
三
頁
〔『
聖
典
』
四
六
九
頁
〕
参
照
）。 
２
６ 
周
知
の
通
り
、
漢
訳
〈
無
量
寿
経
〉
は
五
存
七
欠
と
言
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
凝
然
（
一
二
四
〇
―
一
三
二
一
）
が
『
浄
土
法
門
源
流
章
』
に
示
し
て
い
る
こ
と
を
嚆
矢
と
す
る
（『
大
正
蔵
』
八
十
四
・
一
九
二
ｃ
―
一
九
三
頁
ａ
参
照
）。
し
か
し
な
が
ら
、
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七
欠
と
言
わ
れ
る
も
の
の
な
か
に
は
、
実
在
し
た
の
か
が
疑
わ
し
い
も
の
も
あ
る
（
香
川
孝
雄
『
無
量
寿
経
の
諸
本
対
照
研
究
』
七
―
三
八
頁
参
照
）。 
２
７ 
そ
れ
ぞ
れ
の
引
用
数
は
藤
田
宏
達
の
算
出
に
依
っ
た
（『
浄
土
三
部
経
の
研
究
』
六
一
二
頁
参
照
）。
な
お
、
藤
田
に
依
れ
ば
、
正
依
の
〈
無
量
寿
経
〉
で
あ
る
『
大
経
』
の
引
用
数
は
、
正
引
四
十
一
回
、
子
引
（
い
わ
ゆ
る
孫
引
き
）
十
三
回
で
あ
る
（『
浄
土
三
部
経
の
研
究
』
六
一
〇
頁
参
照
）。 
２
８ 
安
冨
信
哉
『
真
実
信
の
開
顕
―
『
教
行
信
証
』「
信
巻
」
講
究
―
』
一
二
八
頁
参
照
。 
２
９ 
『
真
聖
全
』
一
・
二
〇
三
頁 
な
お
、
親
鸞
が
『
如
来
会
』
の
第
十
八
願
成
就
文
の
唯
除
の
文
を
引
用
す
る
と
き
は
、
こ
の
文
言
で
あ
る
（「
信
巻
」『
定
親
全
』
一
・
九
八
頁
・
一
二
八
頁
〔『
聖
典
』
二
一
二
頁
・
二
三
三
頁
〕
参
照
・『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
・
二
四
頁
〔『
聖
典
』
四
六
九
頁
〕
参
照
）。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
親
鸞
が
参
照
し
た
『
如
来
会
』
に
お
い
て
も
、
第
十
八
願
成
就
文
は
こ
の
文
言
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。 
３
０ 
無
論
、
こ
の
こ
と
は
他
の
巻
が
、「
本
願
論
の
巻
」
で
は
な
い
こ
と
を
意
味
し
な
い
。 
 
３
１ 
三
心
一
心
問
答
を
「
信
巻
」
の
中
心
と
見
定
め
る
こ
と
は
、
多
く
の
先
学
の
見
解
に
共
通
す
る
が
、
本
論
で
の
表
現
は
安
冨
信
哉
に
依
っ
た
。
安
冨
は
『
教
行
信
証
』
坂
東
本
の
三
心
一
心
問
答
直
前
に
あ
る
一
行
分
の
空
白
に
着
目
し
て
、
三
心
一
心
問
答
を
「「
信
巻
」
の
中
心
部
」、「「
信
巻
」
開
説
の
中
心
的
意
義
を
担
う
「
三
心
一
心
問
答
」」
と
位
置
付
け
て
い
る
（『
真
実
信
の
開
顕
―
『
教
行
信
証
』「
信
巻
」
講
究
―
』
一
七
九
―
一
八
一
頁
参
照
）。 
３
２ 
親
鸞
の
「
真
」
の
文
字
の
綿
密
な
確
か
め
に
つ
い
て
は
、
第
一
部
第
一
章
に
て
言
及
し
た
が
、
こ
こ
で
親
鸞
が
こ
の
問
い
を
除
く
『
教
行
信
証
』
の
御
自
釈
に
お
い
て
、「
真
教
」
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
を
列
挙
し
て
確
認
し
て
み
た
い
。 
 
 
 
 
 
爾
者ハ
凡
生
易
 
キ
二
修
 
シ
一
真
教
愚
鈍
易
 
キ
二
往
 
キ
一
捷
径
セ
チ
ケ
イ
ナ
リ 
 
 
 
 
 
 
 
 
（｢
総
序｣
『
定
親
全
』
一
・
五
頁
〔『
聖
典
』
一
四
九
頁
〕） 
 
 
 
 
 
爾
者
則
此
 
ノ
顕
真
実
教
 
ノ
明
証
也
誠
 
ニ
是
 
レ
如
来
興
世
之
正
説
（
中
略
）
時
機
純
熟
之
真
教
也 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（「
教
巻
」『
定
親
全
』
一
・
一
五
頁
〔『
聖
典
』
一
五
四
―
一
五
五
頁
〕
中
略
引
用
者
） 
 
 
 
 
 
 
 
 
横
超
者ハ
即･
願
成
就
一
実
円
満
之
真
教
真
宗
是
 
レ
也
、 
 
 
（「
信
巻
」『
定
親
全
』
一
・
一
四
一
頁
〔『
聖
典
』
二
四
三
頁
〕） 
こ
の
よ
う
に
親
鸞
が
「
真
教
」
と
述
べ
る
の
は
、『
大
経
』
に
つ
い
て
言
う
と
き
、
あ
る
い
は
横
超
の
仏
道
に
つ
い
て
言
う
と
き
で
あ
り
、
親
鸞
は
「
真
教
」
を
論
じ
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
真
教
」
の
は
た
ら
き
を
感
得
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。 
 
な
お
、
御
自
釈
で
は
あ
る
が
、「
然
 
ニ
拠ヨテ
二
正
真
 
ノ
教
意
 
ニ
一
」（「
化
身
土
巻
」『
定
親
全
』
一
・
三
一
一
頁
〔『
聖
典
』
三
五
八
頁
〕）
と
い
う
箇
所
は
、
訓
読
に
よ
っ
て
「
正
真
の
教
意
」
と
な
る
た
め
、
右
に
示
さ
な
か
っ
た
。
ま
た
御
自
釈
以
外
で
は
「
化
身
土
巻
」
に
次
の
一
節
が
あ
る
。 
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捨
 
テ
ヽ
二
老
子
邪
風
 
ヲ
一
入
二
流
 
セ
ヨ
ト
ナ
リ
法
之
真
教
 
ニ
一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（『
定
親
全
』
一
・
三
七
七
頁
〔『
聖
典
』
三
九
六
頁
〕） 
３
３ 
『
定
親
全
』
一
・
一
五
三
頁
〔『
聖
典
』
二
五
一
頁
〕 
３
４ 
『
高
僧
伝
』
五
・『
大
正
蔵
』
五
十
・
三
五
二
―
三
五
三
頁
参
照
。
な
お
、
こ
の
道
安
の
「
釈
」
の
提
唱
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
安
冨
信
哉
が
詳
説
し
て
い
る
（『
新
訂
増
補
親
鸞
と
危
機
意
識
―
新
し
き
主
体
の
誕
生
』
一
七
五
―
一
七
六
頁
参
照
）。 
３
５ 
第
一
部
註
１
３
３
参
照
。 
３
６ 
『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
・
九
一
頁
〔『
聖
典
』
五
二
〇
頁
〕 
３
７ 
安
冨
信
哉
『
新
訂
増
補
親
鸞
と
危
機
意
識
―
新
し
き
主
体
の
誕
生
―
』
二
九
二
頁 
３
８ 
『
定
親
全
』
一
・
一
五
三
頁
〔『
聖
典
』
二
五
一
頁
〕 
３
９ 
安
冨
信
哉
は
、『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
「
夫
」
と
い
う
助
字
の
意
味
に
つ
い
て
、 
『
教
行
信
証
』
で
「
夫
れ
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
る
の
は
、
一
般
に
、
以
前
に
述
べ
た
こ
と
を
承
け
て
い
る
場
合
で
あ
る
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（『
真
実
信
の
開
顕
―
『
教
行
信
証
』「
信
巻
」
講
究
―
』
七
七
―
七
八
頁
） 
と
示
し
て
い
る
。
今
試
み
に
『
教
行
信
証
』
御
自
釈
に
お
い
て
、「
夫
」
が
使
わ
れ
て
い
る
箇
所
を
記
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 
夫
 
レ
顕
 
サ
二
真
実
 
ノ
教ヲ
一
者ハ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（「
教
巻
」『
定
親
全
』
一
・
九
頁
〔『
聖
典
』
一
五
二
頁
〕） 
 
 
 
 
 
 
夫
 
レ
以オモ
ン
ミ
レ
ハ
獲レハ
二
得
 
ス
ル
コ
ト
ハ
信
楽
 
ヲ
一  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（「
信
巻
」『
定
親
全
』
一
・
九
五
頁
〔『
聖
典
』
二
一
〇
頁
〕） 
 
 
 
 
 
夫
 
按スニ
ル
二
真
実
信
楽
 
ヲ
一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（「
信
巻
」『
定
親
全
』
一
・
一
三
六
頁
〔『
聖
典
』
二
三
九
頁
〕） 
 
 
 
 
 
夫
 
レ
仏
説
 
テ
二
難
治
 
ノ
機
 
ヲ
一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（「
信
巻
」『
定
親
全
』
一
・
一
五
三
頁
〔『
聖
典
』
二
五
一
頁
〕） 
 
 
 
 
 
夫
 
レ
拠
ヨ
ル
ニ
二
諸
大
乘
 
ニ
一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（「
信
巻
」『
定
親
全
』
一
・
一
八
四
頁
〔『
聖
典
』
二
七
二
頁
〕） 
 
 
 
 
 
夫
案
 
ス
レ
二
真
宗
 
ノ
教
行
信
証ヲ
一
者ハ  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（「
証
巻
」『
定
親
全
』
一
・
二
〇
一
頁
〔『
聖
典
』
二
八
四
頁
〕） 
 
 
 
 
 
夫
 
レ
按
 
 
ス
レ
二
報
 
ヲ
一
者ハ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（「
真
仏
土
巻
」『
定
親
全
』
一
・
二
六
五
頁
〔『
聖
典
』
三
二
三
頁
〕） 
 
 
 
 
 
夫
 
レ
按スル
ニ
二
楞
リ
ヨ
ウ
厳
 
ノ
和
尚
 
ノ
解
義
 
ヲ
一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（「
化
身
土
巻
」『
定
親
全
』
一
・
二
七
五
頁
〔『
聖
典
』
三
三
〇
頁
〕） 
 
 
 
 
 
夫
 
レ
雑
行
雑
修
其
 
ノ
言
 
ハ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（「
化
身
土
巻
」『
定
親
全
』
一
・
二
九
〇
頁
〔『
聖
典
』
三
四
二
頁
〕） 
 
 
 
 
 
夫
 
レ
濁
世
 
ノ
道
俗 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（「
化
身
土
巻
」『
定
親
全
』
一
・
二
九
四
頁
〔『
聖
典
』
三
四
六
頁
〕） 
 
 
 
 
 
夫
拠
 
テ
二
諸
 
ノ
修
多
羅
 
ニ
一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（「
化
身
土
巻
」『
定
親
全
』
一
・
三
二
七
頁
〔『
聖
典
』
三
六
八
頁
〕） 
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一
見
し
た
だ
け
で
も
、「
機
の
巻
」
と
も
言
わ
れ
る
「
信
巻
」「
化
身
土
巻
」
に
お
い
て
、「
夫
」
と
い
う
助
字
に
よ
る
展
開
が
多
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。 
４
０ 
『
定
親
全
』
一
・
一
八
三
―
一
八
四
頁
〔『
聖
典
』
二
七
一
―
二
七
二
頁
〕 
４
１ 
山
辺
習
学
・
赤
沼
智
善
は
、
こ
の
問
い
よ
り
始
ま
る
記
述
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
 
 
 
 
 
こ
れ
よ
り
以
下
、
正
し
く
諸
経
典
の
文
面
に
就
い
て
細
か
に
逆
謗
の
摂
不
を
示
す
。 
（『
教
行
信
証
講
義
』信
証
の
巻
・
九
五
〇
頁
） 
 
 
な
お
、
こ
の
見
解
に
基
づ
く
『
真
宗
聖
典
』
収
録
の
科
文
は
、
こ
の
問
い
以
下
を
「
逆
謗
摂
不
の
問
答
」（『
聖
典
』
九
九
九
頁
）
と
示
し
て
い
る
。 
４
２ 
『
定
親
全
』
一
・
一
一
六
頁
〔『
聖
典
』
二
二
四
頁
〕 
４
３ 
『
定
親
全
』
一
・
一
一
六
頁
〔『
聖
典
』
二
二
五
頁
〕 
４
４ 
『
定
親
全
』
一
・
一
一
六
頁
〔『
聖
典
』
二
二
五
頁
〕 
４
５ 
安
冨
信
哉
は
、
親
鸞
が
三
心
一
心
問
答
第
二
問
答
に
お
い
て
「
惻
り
難
し
」
と
述
べ
る
と
き
、「
測
」
で
は
な
く
、「
惻
」
と
い
う
字
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
こ
の
「
惻
」
の
字
は
、
坂
東
本
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
字
義
は
、「
い
た
む
・
い
つ
も
心
に
つ
い
て
離
れ
な
い
・
ひ
し
ひ
し
と
心
に
迫
る
」（『
学
研
漢
和
大
字
典
』）
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
い
ま
「
仏
意
を
惻
る
」
そ
の
心
は
、
測
と
ほ
ぼ
同
義
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
あ
え
て
こ
の
字
を
用
い
た
背
景
に
は
、
惻
の
字
に
託
し
た
何
ら
か
の
想
い
が
動
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
想
い
を
も
っ
て
、
親
鸞
は
「
然
り
と
雖
も
竊
に
斯
の
心
を
推
す
る
に
」
と
思
念
す
る
の
で
あ
る
。 
（『
真
実
信
の
開
顕
―
『
教
行
信
証
』「
信
巻
」
講
究
―
』
二
〇
六
―
二
〇
七
頁
） 
 
 
こ
の
よ
う
に
、
親
鸞
が
敢
え
て
「
惻
」
の
字
を
選
ぶ
こ
と
か
ら
も
、
親
鸞
が
仏
意
を
は
か
る
、
、
、
こ
と
に
甚
深
の
注
意
を
払
っ
て
い
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
４
６ 
『
定
親
全
』
一
・
一
一
六
頁
〔『
聖
典
』
二
二
五
頁
〕 
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
「
斯
の
心
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、
伝
統
的
解
釈
と
近
代
教
学
に
お
け
る
解
釈
に
は
異
な
り
が
あ
る
。
円
乗
院
宣
明
は
、 
斯
心
と
は
三
心
な
り
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（『
教
行
信
証
講
義
』『
教
行
信
証
講
義
集
成
』
六
・
八
〇
頁
） 
と
述
べ
、
香
月
院
深
励
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
 
 
 
 
 
斯
の
心
と
は
三
信
を
都
て
指
す
か
。
至
心
計
り
を
別
し
て
指
す
か
と
云
ふ
に
。
此
は
上
の
問
答
を
承
け
て
三
信
を
惣
じ
て
仰
せ
ら
る
る
所
故
に
。
三
信
へ
通
ず
る
と
云
ひ
度
所
な
れ
ど
も
。
是
は
惣
じ
て
三
信
を
指
し
、
別
し
て
は
至
心
を
指
す
と
見
る
が
善
い
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（『
教
行
信
証
講
義
』『
教
行
信
証
講
義
集
成
』
六
・
八
二
―
八
三
頁
） 
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こ
の
よ
う
な
解
釈
に
対
し
て
、
曽
我
量
深
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
長
文
で
は
あ
る
が
真
宗
学
の
学
の
在
り
方
に
関
わ
る
重
要
な
教
示
で
あ
る
の
で
、
煩
を
厭
わ
ず
引
用
し
た
い
。 
 
 
 
「
斯
ノ
心
」
と
い
ふ
の
は
何
で
あ
る
か
。
昔
の
講
録
に
は
三
信
全
体
を
「
斯
ノ
心
」
と
い
ふ
の
で
あ
る
と
か
、
或
は
三
心
中
の
初
め
の
至
心
と
い
ふ
や
う
な
も
の
を
指
し
て
「
斯
ノ
心
」
と
い
ふ
の
で
あ
る
と
か
、
或
は
総
じ
て
は
先
づ
三
心
を
挙
げ
た
の
で
あ
る
が
併
し
別
し
て
は
先
づ
至
心
を
挙
げ
た
の
で
あ
る
と
か
、
斯
う
い
ふ
具
合
に
昔
の
学
者
は
云
つ
て
居
る
。
ま
あ
そ
れ
で
も
よ
い
。
そ
れ
で
も
よ
い
か
も
知
れ
ん
け
ど
も
、
こ
ゝ
は
三
心
だ
の
一
心
だ
の
、
総
じ
て
は
三
心
別
し
て
は
至
心
、
そ
ん
な
こ
と
を
云
つ
て
居
る
の
で
は
無
い
。
こ
ゝ
は
明
か
に
「
斯
ノ
心
」
と
い
ふ
、「
斯
ノ
心
」
と
い
ふ
の
は
何
か
、
之
を
し
つ
か
り
自
分
に
抑
へ
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。「
斯
ノ
心
」
と
い
ふ
の
は
何
を
抑
へ
て
居
る
か
、「
斯
ノ
心
」
と
い
ふ
の
は
其
の
信
心
自
体
を
指
す
の
で
、
詰
り
こ
ゝ
で
い
ふ
な
ら
ば
宗
教
的
自
覚
の
体
相
を
抑
へ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
斯
の
心
と
い
ふ
の
は
や
は
り
信
楽
の
一
信
心
を
抑
へ
て
居
る
。
詰
り
涅
槃
の
真
因
は
唯
信
心
を
以
て
す
、
と
は
つ
き
り
抑
へ
て
行
く
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
し
て
、
三
心
を
此
の
具
体
的
信
仰
経
験
の
中
に
求
め
て
一
心
と
い
ふ
、
即
ち
吾
等
の
具
体
的
宗
教
経
験
の
一
心
一
行
で
あ
る
。
所
謂
行
の
一
念
、
信
の
一
念
で
あ
る
。
信
の
一
念
、
そ
れ
は
や
が
て
行
の
一
念
で
あ
る
。
だ
か
ら
し
て
斯
の
心
と
い
ふ
の
は
、
此
の
行
の
一
念
を
必
然
に
具
す
る
所
の
信
の
一
念
即
ち
信
楽
の
一
念
、
信
楽
の
一
心
、
信
心
一
つ
、
此
の
具
体
的
信
心
一
つ
を
抑
へ
て
「
斯
ノ
心
ヲ
推
ス
ニ
」
と
し
つ
か
り
抑
へ
て
居
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
し
て
、
三
心
全
体
を
い
ふ
の
で
あ
る
と
か
、
い
や
こ
ゝ
は
至
心
の
事
を
講
釈
し
て
居
る
の
だ
か
ら
至
心
で
あ
る
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
は
無
い
。
経
文
の
三
心
の
文
字
の
講
釈
な
ん
か
そ
ん
な
間
接
の
仕
事
を
親
鸞
は
し
て
居
ら
ん
の
で
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
本
当
に
親
鸞
聖
人
が
講
釈
し
て
居
ら
れ
る
の
は
経
文
に
あ
る
文
字
の
講
釈
で
は
な
く
て
、
具
体
的
な
る
斯
の
心
の
さ
な
が
ら
の
論
理
的
展
開
で
あ
る
。
斯
の
心
を
推
し
極
め
、
斯
の
自
覚
の
一
心
、
所
謂
形
式
的
分
析
の
論
理
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
此
の
体
験
の
一
心
、
体
験
の
論
理
的
道
程
を
推
し
て
行
つ
て
斯
の
心
と
云
つ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
涅
槃
の
真
因
は
唯
信
心
を
以
て
す
、
と
い
ふ
現
存
の
自
覚
の
一
心
、
自
覚
の
信
心
其
の
も
の
を
抑
へ
て
「
斯
ノ
心
ヲ
推
ス
」
と
い
ふ
。
斯
の
心
を
推
し
推
し
、
推
し
極
め
て
行
つ
て
遂
に
法
蔵
の
因
位
本
願
の
三
心
、
至
心
信
楽
欲
生
の
三
心
と
い
ふ
も
の
ゝ
論
理
を
明
ら
か
に
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
推
す
、
、
と
い
ふ
所
に
三
心
の
論
理
と
い
ふ
も
の
が
出
て
来
る
の
で
あ
る
。
斯
の
心
を
推
す
、
と
云
つ
て
別
に
横
車
を
押
す
の
で
な
い
。
推
さ
れ
る
も
の
も
斯
の
心
な
ら
、
推
す
も
の
も
斯
の
心
の
外
に
別
に
推
す
も
の
は
無
い
。
此
の
心
は
唯
一
心
で
あ
る
。
一
心
自
ら
推
し
極
め
て
行
く
の
で
あ
る
。
実
は
こ
ゝ
に
三
心
が
出
て
来
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
斯
の
心
と
い
ふ
の
は
単
に
経
文
の
文
字
と
し
て
の
至
心
で
も
な
い
し
、
又
反
省
的
に
復
成
せ
ら
れ
た
る
所
謂
三
心
全
体
で
も
な
い
。
明
か
に
斯
の
心
と
お
さ
へ
た
も
の
は
必
具
名
号
の
信
心
で
あ
る
。
か
う
い
ふ
工
合
に
定
め
な
け
れ
ば
「
斯
ノ
心
ヲ
推
ス
」
と
云
つ
て
推
し
て
見
よ
う
が
な
い
。 
 
 
 
 
（『
如
来
表
現
の
範
疇
と
し
て
の
三
心
観
』『
曽
我
量
深
選
集
』
五
・
一
七
一
―
一
七
三
頁
） 
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曽
我
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
、
三
心
一
心
問
答
第
二
問
答
で
問
わ
れ
る
「
斯
の
心
」
の
意
味
を
、
親
鸞
自
身
に
発
起
し
た
信
心
、
す
な
わ
ち
、
本
願
成
就
の
信
心
と
し
て
受
け
と
め
て
い
る
。
私
は
本
論
で
「
斯
の
心
」
と
い
う
一
契
機
に
お
い
て
の
み
、
仏
意
（
願
の
世
界
）
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
曽
我
の
論
考
に
基
づ
い
て
い
る
。 
４
７ 
従
来
、
こ
の
「
思
量
」
と
「
思
念
」
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
注
意
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
等
心
院
興
隆
は
、
こ
の
「
云
何
思
量
、
、
せ
ん
や
」
と
い
う
問
い
に
つ
い
て
、 
 
 
 
 
 
仏
意
ハ
云
何
ン
カ
思
念
セ
ン
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（『
教
行
信
証
徴
決
』『
教
行
信
証
講
義
集
成
』
七
・
一
六
二
頁
） 
と
述
べ
て
、「
思
念
」
と
「
思
量
」
と
を
同
一
視
し
て
い
る
。 
４
８ 
『
定
親
全
』
二
・
和
讃
篇
・
一
三
頁
〔『
聖
典
』
四
八
〇
頁
〕 
４
９ 
『
定
親
全
』
二
・
和
讃
篇
・
一
三
頁
〔『
聖
典
』
四
八
〇
頁
〕 
５
０ 
円
乗
院
宣
明
『
教
行
信
証
講
義
』『
教
行
信
証
講
義
集
成
』
七
・
一
六
四
頁 
５
１ 
本
論
で
示
し
た
箇
所
の
ほ
か
に
『
教
行
信
証
』
御
自
釈
で
「
思
量
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
次
の
箇
所
で
あ
る
。 
 
 
 
 
爾
者ハ
穢
悪
濁
世
 
ノ
群
生
不
三
知
二
末
代
 
ノ
旨
際
 
ヲ
一
毀ソシ
ル
二
僧
尼
 
ノ
威
儀
 
ヲ
一
今
 
ノ
時
 
ノ
道
俗
思
二
量
 
セ
ヨ
己
 
レ
カ
分
 
ヲ
一 
（「
化
身
土
巻
」『
定
親
全
』
一
・
三
一
三
頁
〔『
聖
典
』
三
五
九
―
三
六
〇
頁
〕） 
 
 
ま
た
御
自
釈
以
外
で
は
、
以
下
の
箇
所
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。 
 
 
 
 
得
 
ル
コ
ト
ハ
三
免
 
ル
コ
ト
ヲ
二
娑
婆
長
劫
 
ノ
難
 
ヲ
一
特コト
ニ
蒙
 
レ
リ
二
知
識
釈
迦
 
ノ
恩
 
ヲ
一
種
種
 
ノ
思
量
巧
方
便ヲモ
テ
選
 
テ
得エシ
メ
玉
ヘ
リ
二
弥
陀
弘
誓
 
ノ
門
 
ヲ
一 
 
（「
行
巻
」『
定
親
全
』
一
・
四
八
頁
〔『
聖
典
』
一
七
七
頁
〕） 
 
 
 
 
仰
願
 
ハ
一
切
往
生
人
等
善
 
ク
自ミツ
ラ
カ
思
二
量
 
セ
ヨ
己
 
ノ
レ
カ
能
 
ヲ
一 
 
 
 
 
（「
信
巻
」『
定
親
全
』
一
・
一
四
三
頁
〔『
聖
典
』
二
四
四
頁
〕） 
 
 
 
 
或
 
ハ
教
 
フ
二
禅
念
 
シ
テ
座
 
シ
テ
思
量セヨ
ト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（「
化
身
土
巻
」『
定
親
全
』
一
・
二
八
五
頁
〔『
聖
典
』
三
三
七
頁
〕） 
 
 
こ
の
よ
う
に
、
御
自
釈
に
お
い
て
「
思
量
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
る
と
き
、
思
量
さ
れ
る
客
体
は
仏
で
は
な
く
自
身
で
あ
る
。
ま
た
引
文
に
お
い
て
も
、
思
量
さ
れ
る
客
体
が
自
身
で
あ
る
場
合
、
も
し
く
は
思
量
す
る
主
体
が
仏
で
あ
る
場
合
に
用
い
ら
れ
、
仏
が
「
私
」
に
よ
っ
て
思
量
さ
れ
る
対
象
と
な
る
こ
と
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。 
５
２ 
『
定
親
全
』
一
・
二
七
七
―
二
七
八
頁
〔『
聖
典
』
三
三
二
―
三
三
三
頁
〕 
５
３ 
『
定
親
全
』
一
・
二
七
五
―
二
七
六
頁
〔『
聖
典
』
三
三
〇
―
三
三
一
頁
〕 
５
４ 
こ
れ
を
推
し
て
言
っ
て
も
、
親
鸞
は
第
十
九
願
、
あ
る
い
は
第
二
十
願
を
自
己
に
と
っ
て
不
必
要
な
願
と
し
て
見
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
が
窺
え
る
。
む
し
ろ
親
鸞
は
、
な
ぜ
そ
れ
ら
の
願
が
誓
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
と
機
の
在
り
方
を
凝
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 
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５
５ 
『
定
親
全
』
一
・
五
二
―
五
四
頁
〔『
聖
典
』
一
八
〇
―
一
八
一
頁
〕
参
照
。 
５
６ 
香
月
院
深
励
『
教
行
信
証
講
義
』・
等
心
院
興
隆
『
教
行
信
証
徴
決
』『
教
行
信
証
講
義
集
成
』
七
・
一
六
四
―
一
六
五
頁
参
照
。 
５
７ 
憬
興
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』『
浄
土
宗
全
書
』
五
・
一
三
一
頁 
５
８ 
本
論
で
述
べ
た
よ
う
に
、
香
月
院
深
励
や
等
心
院
興
隆
に
よ
っ
て
、「
報
噵
」
は
「
行
巻
」
所
引
『
五
会
法
事
讃
』
の
『
般
舟
三
昧
讃
』
に
記
さ
れ
て
い
る
讃
偈
に
基
づ
く
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
両
者
は
関
係
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
り
、
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。「
行
巻
」
所
引
の
こ
の
讃
偈
の
一
部
を
示
し
て
み
る
と
、 
借
問
 
ト
フ
相
 
ヒ
二
尋
タ
ツ
ネ
テ
何
 
カ
ノ
処
 
ヲ 
一
去ユカ
ム
ト 
 
 
報
コ
タ
ヘ
テ
噵
 
イ
ハ
ク
弥
陀
浄
土
 
ノ
中ウチ
ヘ 
借
問
 
ト
フ
何
 
ニ
縁
 
テ
カ
得エム
三
生
 
ヲ
二
彼
 
コ
ニ
一 
 
 
 
 
 
 
報
コ
タ
ヘ
テ
噵イワ
ク
念
仏
自
オ
ノ
ツ
カ
ラ
成
 
ス
二
功
 
ヲ
一 
借
問
 
ト
フ
今
生
 
ノ
多
 
シ
二
罪
障
一 
 
 
 
 
如
何
イ
カ
ン
ソ
浄
土
 
ニ
肯コウ
相
 
ヒ
容イラ
ム
ヤ 
報
 
テ
噵
 
ク
称
 
ス
レ
ハ
□二
名
 
ヲ
一
罪
 
ミ
消
滅
 
ス 
 
 
喩
 
ヘ
ハ
若コト
シ
三
明
灯
 
ト
ウ
ノ
入
 
カ
二
闇
中
 
ニ
一 
借
問
 
ト
フ
凡
夫
得ウヤ
二
生
 
ヲ
一
否
イ
ナ
ヤ 
 
 
 
 
如
何
イ
カ
ン
ソ
一
念
 
ニ
闇
中
明アキ
ラ
カ
ナ
ラ
ム
ヤ 
報
 
テ
噵
 
ク
除
 
テ
□二
疑
 
ヲ
一
多
 
ク
念
仏
 
ス
レ
ハ 
 
 
 
弥
陀
決
定
 
シ
テ
自オノ
ツ
カ
ラ
親
近
シ
ン
コ
ン
シ
タ
マ
フ
ト
要鈔 
 
 
 
 
 
（「
肯
」
の
右
訓
「
コ
ウ
」
の
さ
ら
に
右
に
「
ア
ヘ
テ
」
と
あ
る
） 
（『
定
親
全
』
一
・
五
四
頁
〔『
聖
典
』
一
八
一
頁
〕） 
と
問
答
の
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、「
借
問
」「
報
噵
」
と
い
う
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
（
な
お
『
浄
土
宗
全
書
』
と
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
を
確
認
す
る
と
、『
五
会
法
事
讃
』
と
『
般
舟
三
昧
讃
』
の
原
文
で
は
、「
噵
」
の
一
字
は
「
道
」
と
な
っ
て
い
る
〈『
浄
土
宗
全
書
』
六
・
六
八
六
頁
・『
大
正
蔵
』
八
十
五
・
一
二
四
六
頁
ｃ
参
照
・『
大
正
蔵
』
四
十
七
・
四
八
二
頁
ａ
参
照
〉）。
こ
こ
で
第
一
に
、
何
処
を
尋
ね
て
い
く
の
か
と
問
い
、「
報
噵
」
の
二
字
を
も
っ
て
「
弥
陀
浄
土
の
中
へ
」
と
応
じ
、
そ
し
て
第
二
に
、
念
仏
に
よ
る
往
生
が
示
さ
れ
る
。
第
三
に
、「
罪
障
」
の
多
い
凡
夫
に
な
ぜ
往
生
浄
土
が
実
現
す
る
の
か
と
問
い
、「
明
灯
の
闇
中
に
入
れ
る
が
若
し
」
と
い
う
『
論
註
』
の
八
番
問
答
の
第
六
問
答
の
在
心
釈
（『
真
聖
全
』
一
・
三
一
〇
頁
）
を
彷
彿
さ
せ
る
譬
喩
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
第
四
に
、
凡
夫
が
浄
土
に
往
生
で
き
る
の
か
否
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
し
て
一
念
に
闇
中
が
明
ら
か
に
な
る
の
か
を
問
い
、「
疑
い
」
を
除
き
多
く
念
仏
す
れ
ば
、
弥
陀
の
方
か
ら
近
づ
い
て
き
て
く
だ
さ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。 
八
番
問
答
の
第
六
問
答
を
通
し
て
み
れ
ば
、
第
三
の
記
述
に
述
べ
ら
れ
る
「
闇
」
が
晴
れ
る
こ
と
の
意
味
は
、
闇
が
闇
で
な
く
な
る
こ
と
で
は
な
く
、
徹
底
的
に
闇
を
闇
と
知
ら
せ
る
は
た
ら
き
が
「
明
灯
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
そ
の
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
第
四
の
問
い
の
「
疑
い
」
を
除
く
と
い
う
こ
と
も
、
む
し
ろ
徹
底
的
に
疑
い
の
身
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
の
問
い
に
対
し
て
、（「
私
」
の
方
か
ら
弥
陀
へ
と
い
う
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方
向
性
で
は
な
く
）
弥
陀
の
方
か
ら
「
私
」
に
親
近
し
て
く
だ
さ
る
と
い
う
教
示
は
、「
私
」
が
如
来
に
近
づ
こ
う
と
し
て
経
典
を
会
通
す
る
の
で
は
な
く
、
出
世
間
の
教
え
の
方
か
ら
自
己
の
在
り
方
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
と
い
う
方
向
性
が
窺
え
る
。 
以
上
、
深
励
と
興
隆
の
示
唆
を
承
け
て
、
こ
の
讃
偈
と
本
論
第
二
部
の
主
題
で
あ
る
唯
除
の
文
に
関
す
る
問
い
と
の
関
連
性
を
模
索
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
こ
の
ほ
か
に
、
こ
の
「
報
噵
」
と
い
う
応
じ
方
の
背
景
と
な
る
教
言
と
し
て
、
次
の
「
信
巻
」
所
引
の
『
依
観
経
等
明
般
舟
三
昧
行
道
往
生
讃
』（『
般
舟
讃
』）
の
文
を
提
示
し
て
み
た
い
。 
光
明
師
云
唯タヽ
恨ウラ
ム
ラ
ク
ハ
衆
生
 
ノ
疑ウタ
カ
フ
コ
ト
ヲ
三
不マシ
キ
ヲ
二
疑フ
一
浄
土
対
面
 
シ
テ
不ス
二
相アヒ
忤タカ
ハ
一
莫ナカ
レ
三
論
 
コ
ト
二
弥
陀
 
ノ
摂
 
ト
不
摂
 
ヲ
一
意
在アリ
三
専
心
 
ニ
シ
テ
回
 
ス
ル
ト
不
 
ル
ト
ニ
二
回
 
セ
一
至乃
或
 
ハ
噵イハ
ク
従
二
今ケフ
一
至
 
マ
テ
二
仏
果
 
ニ
一
長
劫
 
ニ
讃
 
テ
二
仏
 
ヲ
一
報
 
セ
ム
ト
二
慈
恩
 
ヲ
一
不スハ
三
蒙
 
フ
二
弥
陀
 
ノ
弘
誓
 
ノ
力
 
ヲ
一
何
時
ツ
レ
ノ
何
劫
ツ
レ
ノ 
ニ
カ
出
 
テ
ム
ト
二
娑
婆
 
ヲ
一
至乃
何イカ
ン
カ
期
 
セ
ム
三
今
日
至
 
コ
ト
ヲ
二
宝
国
 
ニ
一
実
 
ニ
是
 
レ
娑
婆
本
師
 
ノ
力
 
ナ
リ
若
 
シ
非
 
ス
ハ
二
本
師
知
識
 
ノ
勧スヽ
メ
ニ
一
弥
陀
 
ノ
浄
土
云
何
イ
カ
ン
シ
テ
カ
入
 
ラ
ム
ト 
 
（『
定
親
全
』
一
・
一
四
七
―
一
四
八
頁
〔『
聖
典
』
二
四
七
頁
〕） 
第
二
部
で
主
題
と
し
て
い
る
問
い
は
、
本
論
で
述
べ
た
よ
う
に
、
逆
謗
の
摂
不
を
論
ず
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
自
己
の
在
り
方
を
真
教
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
親
鸞
が
引
用
す
る
こ
の
善
導
の
言
葉
は
、
ま
さ
に
そ
れ
を
端
的
に
示
し
た
後
に
、「
或
は
噵
は
く
、
、
、
、
今
従
り
仏
果
に
至
る
ま
で
長
劫
に
仏
を
讃
じ
て
慈
恩
を
報
ぜ
む
、
、
、
と
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
仏
の
恩
に
報
ず
る
営
み
と
し
て
、
親
鸞
は
「
報
噵
」
と
先
の
問
い
に
応
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
（
な
お
、『
法
事
讃
』
原
文
で
も
「
噵
」
の
字
は
「
道
」
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
〈『
真
聖
全
』
一
・
六
九
五
―
七
〇
一
頁
参
照
〉）。
し
か
も
、
そ
れ
は
仏
を
対
象
と
し
て
感
謝
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
ど
こ
ま
で
も
自
身
を
真
教
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
営
み
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 
ま
た
同
文
が
、「
化
身
土
巻
」
真
門
釈
（『
定
親
全
』
一
・
三
〇
七
頁
〔『
聖
典
』
三
五
五
頁
〕）
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
（
た
だ
し
、「
化
身
土
巻
」
所
引
の
も
の
に
は
「
乃
至
」
の
語
が
示
さ
れ
て
い
な
い
点
、「
浄
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
得
て
慈
恩
を
報
せ
よ
と
」
と
い
う
文
が
附
加
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
の
差
異
も
見
ら
れ
る
）。
こ
の
点
か
ら
考
え
て
も
、
信
仰
に
お
け
る
唯
除
の
文
の
意
義
と
第
二
十
願
の
課
題
は
通
底
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
問
い
に
「
報
噵
」
と
応
じ
る
親
鸞
の
意
図
に
つ
い
て
は
未
だ
審
ら
か
で
は
な
い
。
今
は
問
題
提
起
に
と
ど
め
、
註
に
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。 
５
９ 
『
浄
土
宗
全
書
』
五
・
一
三
一
―
一
三
二
頁
参
照
。 
６
０ 
『
浄
土
宗
全
書
』
六
・
三
四
頁
参
照
。 
６
１ 
本
論
で
は
、『
述
文
賛
』
に
つ
い
て
は
詳
説
し
て
い
な
い
が
、『
群
疑
論
』
に
示
さ
れ
る
説
に
相
当
す
る
説
は
、『
述
文
賛
』
に
も
多
く
現
れ
て
い
る
。
試
み
に
対
応
し
て
い
る
説
を
示
し
て
み
る
と
、『
群
疑
論
』
に
示
さ
れ
る
第
一
・
第
二
・
第
四
・
第
五
・
第
七
・
第
九
・
第
十
・
第
十
一
・
第
十
四
説
は
、『
述
文
賛
』
に
示
さ
れ
る
第
二
・
第
五
・
第
三
・
第
八
・
第
十
・
第
三
・
第
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七
・
第
九
・
第
六
に
通
じ
て
い
る
。 
６
２ 
「
群
疑
論
に
現
れ
た
る
逆
謗
説
の
検
討
」
上
・
下
（
続
）『
顕
真
学
報
』
二
十
二
・
二
十
四
参
照
。 
 
 
 
な
お
、
こ
の
論
文
の
「
下
」
は
「
続
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
以
下
、「
下
」
の
表
記
で
統
一
す
る
。 
 
 
 
ま
た
、
こ
の
論
文
は
学
苑
同
人
に
よ
る
も
の
で
、
十
五
の
説
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
著
者
が
い
る
。
こ
こ
で
著
者
を
列
挙
し
た
い
。 
 
 
 
 
 
第
一
説 
藤
原
凌
雪 
 
第
二
説 
木
下
靖
夫 
 
第
三
説 
荻
生
隆
三 
 
第
四
説 
木
下
靖
夫 
 
 
第
五
説 
藤
谷
法
叡 
 
第
六
説 
山
下
義
信 
 
第
七
説 
湯
浅
和
好 
 
第
八
説 
本
多
隆
三 
 
 
第
九
説 
船
倉
知
秀 
 
第
十
説 
木
下
靖
夫 
 
第
十
一
説 
辻
本
鐵
夫 
第
十
二
説 
湯
浅
和
好 
 
第
十
三
説 
藤
谷
法
叡 
第
十
四
説 
藤
原
凌
雪 
第
十
五
説 
橘
感
月 
６
３ 
懐
感
に
つ
い
て
想
起
さ
れ
る
の
は
『
選
択
集
』
の
以
下
の
言
説
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
法
然
は
『
選
択
集
』
第
一
章
に
あ
た
る
「
教
相
章
」
に
お
い
て
、
道
綽
・
善
導
の
一
家
に
よ
る
師
資
相
承
の
血
脈
（
法
脈
）
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
二
つ
説
を
挙
げ
、 
 
 
 
 
今
且
 
ク
依
 
リ
テ
二
道
綽･
善
導
之
一
家
 
ニ
一
、
論
 
ゼ
バ
二
師
資
相
承
 
ノ
血
脈
 
ヲ
一
者
、
此
 
ニ
亦
有
 
リ
二
両
説
一
。
一
 
ニ
者
菩
提
流
支
三
蔵･
慧-
寵-
法-
師･
 
道-
場-
法-
師･
曇-
鸞-
法-
師･
大
海
禅
師･
法
上
法
師
。〔
已
上
出
 
デ
タ
リ
二
『
安
楽
集
 
ニ
』
一
〕
二
者
菩
提
流
支
三
蔵･
曇
鸞
法
師･
道
綽
法
師･
善
導
禅
師･
懐
感
法
師･
小
康
法
師
。〔
已
上
出
 
デ
タ
リ
二
唐
宋
両
伝
 
ニ
一
〕 
（『
浄
真
全
』
一
・
一
二
五
八
頁 
〔 
〕
内
原
割
り
注
） 
と
懐
感
を
第
二
の
系
譜
の
う
え
に
確
か
め
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
終
章
に
あ
た
る
「
名
号
付
属
章
」
に
至
っ
て
、
法
然
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
 
 
 
 
 
問
 
ヒ
テ
曰
 
ク
、
若
 
シ
依
 
ラ
バ
二
三
昧
発
得
 
ニ
一
者
懐-
感
禅
師
 
ハ
亦
是
三
昧
発
得
之
人
也
。
何
 
ゾ
不
 
ル
レ
用
 
ヰ
レ
之
 
ヲ
。
答
 
ヘ
テ
曰
 
ク
、
善
導
 
ハ
是
師
也
。
懐
感
 
ハ
是
弟
子
也
。
故
 
ニ
依
 
リ
テ
レ
師
 
ニ
不
 
ル
レ
依
 
ラ
二
弟
子
 
ニ
一
也
。
况
 
ヤ
師
資
之
釈
、
其
 
ノ
相
違
甚
 
ダ
多
 
シ
。
故
 
ニ
不
レ
用
 
ヰ
レ
之
 
ヲ
。（『
浄
真
全
』
一
・
一
三
二
五
頁
） 
こ
こ
で
法
然
は
、
自
身
が
「
偏
依
善
導
一
師
」
と
い
う
立
場
に
立
つ
理
由
を
、
善
導
が
三
昧
発
得
の
人
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
示
し
た
う
え
で
、
三
昧
発
得
の
人
で
あ
る
懐
感
に
依
ら
な
い
理
由
を
、（
善
導
が
師
で
あ
る
の
に
対
し
て
）
弟
子
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
ほ
か
に
、
善
導
と
懐
感
と
の
教
説
に
「
相
違
甚
だ
多
し
」
と
い
う
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
無
論
、
こ
の
一
文
を
も
っ
て
善
導
と
懐
感
の
師
資
相
承
が
成
り
立
っ
て
い
な
い
と
言
い
切
る
の
は
早
計
に
過
ぎ
る
と
思
わ
れ
る
が
、『
群
疑
論
』
に
示
さ
れ
る
懐
感
の
説
、
否
、
そ
の
問
い
方
そ
の
も
の
は
、
法
然
に
よ
っ
て
善
導
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
る
と
見
定
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
善
導
と
懐
感
の
教
説
に
つ
い
て
、
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
に
著
さ
れ
た
『
群
疑
論
』
の
釈
で
あ
る
大
玄
の
『
釈
浄
土
群
疑
論
玄
譚
』
の
了
解
を
見
る
と
、
両
者
の
教
説
に
つ
い
て
の
十
五
同
十
三
異
が
次
の
よ
う
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
就
中
、「
逆
謗
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摂
取
」
に
関
し
て
は
十
三
異
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 
 
 
 
 
・
十
五
同 
 
 
 
 
 
一
、
凡
入
報
土 
 
二
、
念
仏
本
願 
 
三
、
他
力
往
生 
 
四
、
唯
勧
西
方 
 
五
、
偏
勧
弥
陀 
 
六
、
多
勧
念
仏 
 
 
 
 
 
七
、
専
雑
二
修 
 
八
、
当
根
所
修 
 
九
、
唯
願
別
時 
 
十
、
二
乗
不
生 
 
十
一
、
去
此
不
遠 
 
 
十
二
、
是
心
作
仏 
十
三
、
諸
行
念
仏
皆
得
往
生 
十
四
、
光
明
摂
取 
十
五
、
口
称
念
仏 
 
 
 
 
・
十
三
異 
 
 
 
 
一
、
身
土
報
化 
 
二
、
浄
土
漏
無
漏 
三
、
界
摂
不
摂 
 
四
、
十
六
観
行 
 
五
、
上
輩
理
観 
 
 
六
、
九
品
位
行 
 
七
、
逆
謗
摂
取 
 
八
、
五
姓
格
別 
 
九
、
中
下
来
不 
 
十
、
浄
土
衆
生
有
漏
無
漏 
 
 
十
一
、
浄
土
有
苦
無
苦 
 
十
二
、
極
楽
時
効 
十
三
、
九
品
道
心 
６
４ 
『
浄
土
宗
全
書
』
六
・
三
四
頁 
６
５ 
『
浄
土
宗
全
書
』
六
・
三
四
頁 
以
下
の
説
の
文
言
も
同
じ
く
同
書
同
頁
を
典
拠
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
の
説
で
は
一
々
典
拠
を
示
し
て
い
な
い
。 
６
６ 
『
浄
土
宗
全
書
』
六
・
三
四
頁 
６
７ 
「
群
疑
論
に
現
れ
た
る
逆
謗
説
の
検
討
」
下
『
顕
真
学
報
』
二
十
四
・
八
一
頁 
６
８ 
安
田
理
深
「
帰
依
三
宝
」『
親
鸞
の
宗
教
改
革
―
共
同
体
―
』（『
安
田
理
深
講
義
集
』
五
）
一
五
三
―
一
五
四
頁 
６
９ 
安
田
理
深
は
、
先
に
引
文
し
た
箇
所
の
前
段
で
、「
化
身
土
巻
」
に
つ
い
て
、 
 
 
 
 
 
「
化
身
土
巻
」
は
非
常
に
長
い
。
な
ぜ
長
く
な
っ
た
か
と
い
う
と
末
巻
の
た
め
で
あ
る
。
そ
の
「
化
身
土
巻
」
の
末
巻
に
は
、
外
道
へ
の
批
判
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
外
道
批
判
の
教
証
と
し
て
の
『
大
集
日
蔵
経
・
月
蔵
経
』、
ま
た
中
国
の
道
教
の
批
判
の
書
で
あ
る
『
弁
正
論
』
な
ど
が
出
て
く
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
末
巻
は
ほ
と
ん
ど
引
文
の
た
め
に
つ
く
さ
れ
て
い
る
。
親
鸞
は
、
我
々
か
ら
み
る
と
た
い
し
て
お
も
し
ろ
く
も
な
い
も
の
を
倦
む
と
こ
ろ
な
く
引
い
て
い
る
。
そ
れ
は
、
親
鸞
に
現
実
へ
の
深
い
関
心
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 
（「
帰
依
三
宝
」『
親
鸞
の
宗
教
改
革
―
共
同
体
―
』〈『
安
田
理
深
講
義
集
』
五
〉
一
五
二
頁
） 
 
 
 
と
述
べ
て
、「
化
身
土
巻
」
の
長
文
の
引
文
も
、
親
鸞
の
「
現
実
へ
の
深
い
関
心
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
言
う
。
こ
の
意
味
で
、
「
機
の
巻
」
と
言
わ
れ
る
「
信
巻
」「
化
身
土
巻
」
に
は
、
人
間
の
現
実
的
な
問
題
が
、
親
鸞
に
よ
っ
て
深
く
見
定
め
ら
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 
７
０ 
『
定
親
全
』
一
・
一
五
三
頁
〔『
聖
典
』
二
五
一
頁
〕 
７
１ 
親
鸞
書
写
『
涅
槃
経
』『
定
親
全
』
六
・
写
伝
篇
二
・
一
四
二
頁 
 
 
 
引
文
中
、「
凡
」
の
右
訓
に
「
シ
テ
」
の
略
号
が
典
拠
に
示
さ
れ
て
い
た
が
、
影
印
本
を
参
照
し
た
と
こ
ろ
正
し
く
は
「
ソ
」
で 
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あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
た
め
、
そ
の
よ
う
に
改
め
て
表
記
し
た
（『
増
補
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
九
・
一
二
二
頁
参
照
）。 
７
２ 
『
大
般
涅
槃
要
文
』『
定
親
全
』
六
・
写
伝
篇
二
・
一
六
五
頁 
７
３ 
安
藤
文
雄
は
、
こ
の
二
文
が
『
教
行
信
証
』
に
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
 
 
 
 
 
 
こ
の
こ
と
は
親
鸞
に
と
っ
て
一
闡
提
と
い
う
こ
と
が
、き
わ
め
て
慎
重
に
微
妙
な
こ
と
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。 
 
 
 
 
（「
阿
闍
世
の
獲
信
―
唯
除
と
見
仏
―
」『
大
谷
大
学
研
究
年
報
』
四
十
三
・
一
二
七
頁
） 
ま
た
安
藤
は
、
こ
の
文
に
続
け
て
一
闡
提
と
は
何
か
を
問
う
こ
と
に
お
け
る
重
要
な
問
題
を
示
し
て
い
る
。 
一
闡
提
の
有
性
・
無
性
、
闡
提
成
仏
の
可
・
不
可
と
い
う
こ
と
は
、
大
乗
仏
教
の
教
理
史
上
に
お
け
る
大
き
な
主
題
で
あ
り
、
そ
こ
に
「
一
闡
提
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
の
規
定
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
場
合
そ
の
よ
う
に
問
い
を
問
う
立
場
自
身
が
、
よ
り
大
き
な
問
題
な
の
で
あ
り
、
そ
の
教
理
に
お
け
る
領
解
と
修
道
の
実
際
と
の
矛
盾
が
解
決
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
の
、一
闡
提
の
定
義
に
つ
い
て
の
議
論
は
平
行
線
を
た
ど
り
不
毛
に
終
わ
る
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
親
鸞
に
と
っ
て
こ
の
こ
と
は
た
ん
な
る
教
理
的
齟
齬
の
問
題
で
は
な
か
っ
た
。 
（「
阿
闍
世
の
獲
信
―
唯
除
と
見
仏
―
」『
大
谷
大
学
研
究
年
報
』
四
十
三
・
一
二
七
―
一
二
八
頁
） 
こ
こ
で
安
藤
は
、
一
闡
提
を
問
う
そ
の
立
場
自
身
が
よ
り
大
き
な
問
題
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
。
親
鸞
は
、
一
闡
提
と
は
何
か
と
い
う
経
文
の
意
味
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
問
題
と
し
た
の
で
は
な
く
、「
一
闡
提
」
と
い
う
仏
言
に
よ
っ
て
自
身
の
在
り
方
を
問
題
と
し
た
の
で
あ
る
。 
７
４ 
『
定
親
全
』
二
・
和
讃
篇
・
一
一
九
頁
〔『
聖
典
』
四
九
七
頁
〕 
７
５ 
『
定
親
全
』
二
・
和
讃
篇
・
一
一
九
頁
〔『
聖
典
』
四
九
七
頁
〕 
７
６ 
こ
こ
で
「
性
」
と
し
た
の
は
、
不
変
な
る
本
性
の
こ
と
で
あ
る
（
中
村
元
『
仏
教
語
大
辞
典
』
参
照
）。
存
在
に
お
い
て
不
可
変
の
事
実
の
こ
と
と
も
言
い
得
る
だ
ろ
う
。 
７
７ 
「
生
盲
」
の
譬
喩
を
用
い
る
こ
と
は
仏
典
に
ま
ま
あ
る
が
、
親
鸞
が
こ
こ
で
「
生
盲
闡
提
」
と
熟
語
す
る
背
景
に
は
、『
涅
槃
経
』
の
経
説
の
ほ
か
に
、
善
導
の
教
説
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
善
導
は
『
法
事
讃
』
で
そ
の
語
を
用
い
（『
真
聖
全
』
一
・
六
〇
五
頁
参
照
）、
法
然
も
『
選
択
集
』「
名
号
付
属
章
」
等
に
そ
の
善
導
の
語
を
引
用
し
て
い
る
（『
浄
真
全
』
一
・
一
三
二
二
頁
参
照
）。
ま
た
、
こ
の
和
讃
が
『
高
僧
和
讃
』「
善
導
讃
」
の
一
首
（
第
二
十
三
首
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
親
鸞
が
そ
う
熟
語
す
る
背
景
に
、
善
導
の
教
説
が
あ
っ
た
こ
と
は
決
定
的
で
あ
る
。 
７
８ 
『
定
親
全
』
一
・
一
七
四
頁
〔『
聖
典
』
二
六
五
頁
〕 
７
９ 
隆
寛
が
本
願
成
就
文
を
重
要
視
し
て
い
る
思
索
に
つ
い
て
は
、
第
一
部
註
１
２
７
に
て
少
し
く
論
じ
た
。 
８
０ 
『
弥
陀
本
願
義
』
第
四
巻
に
附
さ
れ
た
奥
書
に
、
承
元
三
年
（
一
二
〇
九
）
に
権
中
納
言
の
隆
衡
卿
に
招
か
れ
て
十
日
の
間
、
四
十
八
願
に
つ
い
て
講
じ
た
こ
と
、
製
作
さ
れ
た
書
は
前
年
に
完
成
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
（『
隆
寛
律
師
の
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浄
土
教
附
遺
文
集
』
附
録
・
一
二
六
頁
参
照
）。
こ
の
書
が
『
弥
陀
本
願
義
』
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
撰
述
年
代
は
前
年
の
承
元
二
年
（
一
二
〇
八
）
と
窺
わ
れ
る
。 
８
１ 
『
弥
陀
本
願
義
』
の
冒
頭
部
分
は
欠
失
し
て
い
る
（『
隆
寛
律
師
の
浄
土
教
附
遺
文
集
』
附
録
・
九
三
頁
参
照
・『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
四
〈
浄
土
篇
一
〉
七
五
頁
参
照
）。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
は
四
十
八
願
の
一
々
を
釈
す
る
前
段
に
あ
た
り
、
内
容
も
「
序
」
と
言
い
得
る
も
の
で
あ
る
た
め
、「
劈
頭
近
く
」
と
理
解
し
た
。 
８
２ 
『
弥
陀
本
願
義
』
は
基
本
的
に
白
文
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
よ
り
以
下
、
書
き
下
し
た
場
合
に
当
然
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
仮
名
を
括
弧
に
収
め
て
記
し
て
い
る
（『
隆
寛
律
師
の
浄
土
教
附
遺
文
集
』
附
録
・
九
三
頁
参
照
）。 
８
３ 
『
隆
寛
律
師
の
浄
土
教
附
遺
文
集
』
附
録
・
九
三
頁 
８
４ 
第
一
部
第
二
章
で
論
じ
た
よ
う
に
、
隆
寛
は
第
十
八
・
第
十
九
・
第
二
十
願
を
生
因
願
と
し
て
了
解
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
親
鸞
の
了
解
と
通
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
親
鸞
も
『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
、
第
十
八
願
に
の
み
「
至
心
信
楽
の
本
願
」（『
定
親
全
』
一
・
九
七
頁
〔『
聖
典
』
二
一
二
頁
〕）
と
「
本
」
の
字
を
記
し
て
い
る
。 
８
５ 
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
第
一
部
註
１
２
７
で
言
及
し
て
い
る
。 
８
６ 
『
隆
寛
律
師
の
浄
土
教
附
遺
文
集
』
附
録
・
一
〇
三
頁 
８
７ 
『
隆
寛
律
師
の
浄
土
教
附
遺
文
集
』
附
録
・
一
〇
三
頁 
８
８ 
『
隆
寛
律
師
の
浄
土
教
附
遺
文
集
』
附
録
・
一
〇
三
頁 
８
９ 
『
隆
寛
律
師
の
浄
土
教
附
遺
文
集
』
附
録
・
一
〇
三
頁 
９
０ 
『
隆
寛
律
師
の
浄
土
教
附
遺
文
集
』
附
録
・
一
〇
三
頁 
９
１ 
『
隆
寛
律
師
の
浄
土
教
附
遺
文
集
』
附
録
・
一
〇
三
頁 
９
２ 
『
真
聖
全
』
一
・
九
頁
―
一
〇
頁
〔『
聖
典
』
一
七
―
一
九
頁
〕 
９
３ 
『
隆
寛
律
師
の
浄
土
教
附
遺
文
集
』
附
録
・
一
〇
三
頁 
９
４ 
『
隆
寛
律
師
の
浄
土
教
附
遺
文
集
』
附
録
・
一
〇
三
頁 
９
５ 
こ
こ
で
は
仮
に
書
き
下
し
た
が
、「
所
除
者
唯
五
逆
唯
誹
謗
正
法
者
念
仏
教
門
是
其
正
法
而
已
」
に
関
し
て
は
、
文
法
上
と
文
脈
上
の
両
面
か
ら
そ
の
意
味
が
読
み
取
り
難
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 
９
６ 
『
隆
寛
律
師
の
浄
土
教
附
遺
文
集
』
附
録
・
一
〇
二
頁 
９
７ 
『
隆
寛
律
師
の
浄
土
教
附
遺
文
集
』
附
録
・
一
〇
三
―
一
〇
四
頁 
９
８ 
『
隆
寛
律
師
の
浄
土
教
附
遺
文
集
』
附
録
・
一
〇
四
頁 
９
９ 
『
隆
寛
律
師
の
浄
土
教
附
遺
文
集
』
附
録
・
一
〇
四
頁
参
照
。 
１
０
０ 
『
定
親
全
』
一
・
一
八
四
頁
〔『
聖
典
』
二
七
二
頁
〕 
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１
０
１ 
『
定
親
全
』
一
・
一
八
四
頁
〔『
聖
典
』
二
七
二
頁
〕 
１
０
２ 
『
定
親
全
』
一
・
一
八
四
―
一
八
五
頁
〔『
聖
典
』
二
七
二
頁
〕 
１
０
３ 
『
定
親
全
』
一
・
一
八
五
頁
〔『
聖
典
』
二
七
二
―
二
七
三
頁
〕 
１
０
４ 
『
定
親
全
』
一
・
一
八
五
頁
〔『
聖
典
』
二
七
三
頁
〕 
１
０
５ 
『
定
親
全
』
一
・
一
八
五
頁
〔『
聖
典
』
二
七
三
頁
〕 
１
０
６ 
『
定
親
全
』
一
・
一
八
五
頁
〔『
聖
典
』
二
七
三
頁
〕 
１
０
７ 
『
定
親
全
』
一
・
一
八
五
頁
〔『
聖
典
』
二
七
三
頁
〕 
１
０
８ 
『
定
親
全
』
一
・
一
八
五
―
一
八
六
頁
〔『
聖
典
』
二
七
三
頁
〕 
１
０
９ 
普
賢
保
之
は
、
第
一
問
答
か
ら
第
四
問
答
と
、
第
五
問
答
と
の
整
合
性
を
問
う
な
か
で
、 
謗
法
と
い
う
罪
は
回
心
と
相
反
す
る
概
念
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
謗
法
罪
に
つ
い
て
は
過
去
に
遡
っ
て
云
々
さ
れ
る
概
念
で
は
な
く
、
今
の
一
点
を
問
題
に
さ
れ
る
概
念
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
五
逆
罪
は
経
験
で
あ
り
、
今
そ
の
罪
を
悔
い
て
も
そ
の
事
実
は
厳
然
と
し
て
残
る
の
で
あ
る
。殺
父
、殺
母
と
い
う
事
実
は
厳
然
と
し
て
残
る
の
で
あ
る
。
謗
法
罪
の
よ
う
に
回
心
と
い
う
概
念
と
対
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。 
（「
曇
鸞
に
お
け
る
八
番
問
答
の
意
義
」『
曇
鸞
の
世
界
―
往
生
論
註
の
基
礎
的
研
究
―
』
四
三
頁
） 
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
普
賢
は
、
こ
こ
で
五
逆
罪
を
殺
父
、
殺
母
な
ど
の
仏
教
通
説
の
五
逆
と
し
て
了
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
親
鸞
の
五
逆
の
了
解
は
、「
信
巻
」
の
最
終
箇
所
の
文
に
さ
ら
に
尋
ね
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 
１
１
０
『
真
聖
全
』
一
・
二
八
二
頁 
１
１
１ 
五
逆
は
、
た
し
か
に
倫
理
・
道
徳
の
世
間
的
な
観
点
か
ら
了
解
で
き
る
罪
（
特
に
殺
父
、
殺
母
な
ど
の
仏
教
の
通
説
の
五
逆
の
場
合
）
で
あ
る
が
、
本
願
の
言
説
で
あ
る
唯
除
の
文
に
五
逆
が
見
定
め
ら
れ
て
い
る
点
か
ら
も
、
五
逆
を
単
に
世
間
的
な
罪
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
五
逆
も
ま
た
仏
道
に
お
け
る
罪
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。 
１
１
２ 
『
定
親
全
』
一
・
一
八
六
頁
〔『
聖
典
』
二
七
三
頁
〕 
１
１
３ 
『
定
親
全
』
一
・
一
八
六
頁
〔『
聖
典
』
二
七
三
頁
〕 
１
１
４ 
こ
の
第
五
問
答
で
明
ら
か
に
な
っ
た
、
五
逆
罪
が
起
こ
る
根
源
に
誹
謗
正
法
の
罪
が
あ
る
と
い
う
答
え
は
、
第
二
問
答
で
『
観
経
』
を
五
逆
罪
の
み
（
単
罪
）
を
具
す
者
を
「
生
を
得
し
む
」
と
示
し
た
こ
と
と
矛
盾
す
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
五
逆
罪
が
起
こ
る
根
本
に
謗
法
罪
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
五
逆
罪
の
み
を
具
す
と
い
う
こ
と
は
成
り
立
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
再
三
述
べ
た
よ
う
に
、
曇
鸞
と
親
鸞
に
お
い
て
、
唯
除
の
文
の
探
究
の
意
義
は
、
逆
謗
の
摂
不
を
問
う
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
五
逆
罪
と
い
う
「
す
る(to
 d
o
)
」
罪
の
根
源
に
あ
る
人
間
存
在
の
「
誹
謗
正
法
」
の
事
実
（「
あ
る(to
 b
e
)
」
罪
）
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
こ
と
が
こ
の
問
答
の
重
要
な
意
義
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
矛
盾
 
178 
 
 
に
つ
い
て
、
問
答
の
後
半
に
至
っ
て
、
敢
え
て
述
べ
な
い
と
い
う
点
か
ら
も
、
八
番
問
答
の
中
心
的
意
義
が
第
二
問
答
や
第
三
問
答
の
前
半
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
以
降
に
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。 
１
１
５ 
『
定
親
全
』
一
・
一
八
六
頁
〔『
聖
典
』
二
七
三
頁
〕 
１
１
６ 
延
塚
知
道
は
、
こ
の
「
汝
」
と
い
う
呼
び
か
け
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
こ
こ
に
如
来
の
智
慧
に
よ
っ
て
「
汝
」
と
呼
び
出
さ
れ
、
謗
法
罪
を
自
覚
せ
し
め
ら
れ
て
、
如
来
如
実
言
を
聞
く
主
体
に
転
ぜ
ら
れ
た
曇
鸞
の
機
の
自
覚
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。 
（『『
浄
土
論
註
』
の
思
想
究
明
―
親
鸞
の
視
点
か
ら
―
』
一
〇
〇
―
一
〇
一
頁
） 
１
１
７ 
『
定
親
全
』
一
・
一
八
六
―
一
八
七
頁
〔『
聖
典
』
二
七
四
頁
〕 
１
１
８ 
柏
原
祐
義
は
、『
論
註
』
に
お
け
る
八
番
問
答
に
つ
い
て
、
第
一
問
答
と
第
二
問
答
以
下
を
分
け
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
初
め
に
は
救
済
に
漏
れ
る
重
罪
に
関
し
て
問
答
し
（
第
二
よ
り
第
五
問
答
ま
で
）、
次
に
は
こ
の
重
罪
の
う
ち
に
も
願
力
に
摂
取
せ
ら
る
ゝ
も
の
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
第
六
よ
り
第
八
ま
で
）。 
（『
浄
土
論
註
通
解
』『
真
宗
通
解
全
書
』
一
・
四
九
七
頁
） 
１
１
９
「
業
道
経
」
と
は
、
円
乗
院
宣
明
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
多
く
の
論
が
地
獄
の
経
説
を
引
用
す
る
と
き
、
特
定
の
経
典
で
は
な
い
も
の
を
「
地
獄
経
」
と
称
す
よ
う
に
、
業
に
つ
い
て
説
い
た
諸
経
か
ら
抜
き
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（『
教
行
信
証
講
義
』『
教
行
信
証
講
義
集
成
』
七
・
一
七
四
頁
参
照
）。
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
、
道
綽
は
「
大
乗
経
」
と
し
て
引
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
箇
所
が
「
業
道
経
」
と
い
う
一
つ
の
経
典
か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
（『
真
聖
全
』
一
・
四
〇
〇
頁
参
照
）。 
１
２
０ 
『
定
親
全
』
一
・
一
一
六
―
一
一
七
頁
〔『
聖
典
』
二
二
五
頁
〕 
 
 
 
文
中
の
「
穢
」
の
右
訓
「
ヱ
」
の
さ
ら
に
右
に
「
ク
ラ
シ
」
と
あ
り
。 
１
２
１ 
『
定
親
全
』
一
・
一
二
〇
頁
〔『
聖
典
』
二
二
七
―
二
二
八
頁
〕 
１
２
２ 
親
鸞
は
、
法
然
の
「
選
択
本
願
の
念
仏
」
の
教
え
を
受
け
て
、「
選
択
本
願
の
行
信
」
と
述
べ
て
い
る
。
親
鸞
は
真
実
行
を
成 
就
せ
し
め
る
願
を
、 
其
 
ノ
真
実
 
ノ
行
願
者
諸
仏
称
名
 
ノ
願
 
 
ナ
リ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（『
定
親
全
』
一
・
八
四
頁
〔『
聖
典
』
二
〇
三
頁
〕） 
と
第
十
七
願
（
真
実
の
行
願
）
に
見
出
し
、
真
実
信
を
成
就
せ
し
め
る
願
を
、 
其
 
ノ
真
実
 
ノ
信
願
者ハ
至
心
信
楽
 
ノ
願
 
 
ナ
リ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（『
定
親
全
』
一
・
八
四
頁
〔『
聖
典
』
二
〇
三
頁
〕） 
と
第
十
八
願
（
真
実
の
信
願
）
に
見
出
し
て
、
こ
の
二
願
に
基
づ
い
て
、
法
と
機
の
分
際
を
明
瞭
に
し
た
。
こ
こ
に
、
念
仏
は
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「
所
行
」
で
あ
り
、
信
心
は
「
能
信
」
と
い
う
関
係
が
明
ら
か
に
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
多
く
の
先
学
が
論
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
、
安
冨
信
哉
が
詳
説
し
て
い
る
（『
真
実
信
の
開
顕
―
『
教
行
信
証
』「
信
巻
」
講
究
―
』
一
〇
六
―
一
〇
八
頁
参
照
）。 
１
２
３ 
『
歎
異
抄
』
は
、 
 
 
 
 
 
い
づ
れ
の
行
も
お
よ
び
が
た
き
身
な
れ
ば
、
と
て
も
地
獄
は
一
定
す
み
か
ぞ
か
し
。 
（『
定
親
全
』
四
・
言
行
篇
一
・
六
頁
〔『
聖
典
』
六
二
七
頁
〕） 
と
い
う
親
鸞
の
言
葉
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
述
懐
す
る
親
鸞
に
は
、
念
仏
を
も
っ
て
罪
を
贖
っ
て
い
く
姿
勢
が
微
塵
も
感
じ
ら
れ
な
い
。 
 
１
２
４ 
『
定
親
全
』
一
・
一
八
七
頁
〔『
聖
典
』
二
七
四
頁
〕 
１
２
５ 
『
定
親
全
』
一
・
一
八
七
頁
〔『
聖
典
』
二
七
四
頁
〕 
 
 
 
文
中
の
末
尾
の
字
「
此
」
の
右
訓
「
ト
コ
ヲ
」
の
さ
ら
に
右
に
「
タ
ク
ラ
フ
ル
」
と
あ
り
。 
１
２
６ 
『
定
親
全
』
一
・
一
八
七
頁
〔『
聖
典
』
二
七
四
頁
〕 
１
２
７ 
『
定
親
全
』
一
・
一
八
七
―
一
八
八
頁
〔『
聖
典
』
二
七
四
頁
〕 
１
２
８ 
『
論
註
』
に
お
け
る
八
番
問
答
で
は
、
第
一
問
答
に
示
さ
れ
る
本
願
成
就
文
に
「
信
心
、
、
歓
喜
」
の
語
が
あ
る
（『
真
聖
全
』
一
・
三
〇
七
頁
参
照
）。 
１
２
９ 
『
定
親
全
』
一
・
一
八
八
頁
〔『
聖
典
』
二
七
四
―
二
七
五
頁
〕 
１
３
０ 
『
観
経
』『
真
聖
全
』
一
・
六
五
頁
〔『
聖
典
』
一
二
一
頁
〕 
１
３
１ 
『
大
経
』
下
『
真
聖
全
』
一
・
二
四
頁
〔『
聖
典
』
四
四
頁
〕 
１
３
２ 
『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
・
七
六
頁
〔『
聖
典
』
五
一
三
頁
〕 
１
３
３ 
『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
・
一
二
六
頁
〔『
聖
典
』
五
三
四
頁
〕 
１
３
４ 
曽
我
量
深
『
教
行
信
証
「
信
の
巻
」
聴
記
』
一
〇
四
頁 
 
な
お
、
第
一
部
註
１
２
９
に
お
い
て
、
こ
の
言
葉
に
つ
い
て
少
し
く
記
し
て
い
る
。 
１
３
５ 
『
定
親
全
』
一
・
一
八
八
頁
〔『
聖
典
』
二
七
五
頁
〕 
１
３
６ 
『
定
親
全
』
一
・
一
〇
九
―
一
一
〇
頁
〔『
聖
典
』
二
一
九
―
二
二
〇
頁
〕 
 
 
 
 
 
文
中
の
「
勉
」
の
右
訓
「
メ
ン
」
の
さ
ら
に
右
に
「
マ
ヌ
カ
レ
」
と
あ
り
。 
１
３
７ 
『
定
親
全
』
一
・
一
八
八
頁
〔『
聖
典
』
二
七
五
頁
〕 
１
３
８ 
延
塚
知
道
『『
浄
土
論
註
』
の
思
想
究
明
―
親
鸞
の
視
点
か
ら
―
』
一
〇
九
頁 
１
３
９ 
『
定
親
全
』
一
・
一
八
八
頁
〔『
聖
典
』
二
七
五
頁
〕 
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１
４
０ 
『
定
親
全
』
一
・
一
八
八
―
一
八
九
頁
〔『
聖
典
』
二
七
五
―
二
七
六
頁
〕 
１
４
１ 
『
真
聖
全
』
一
・
三
〇
七
頁 
１
４
２ 
た
と
え
ば
藤
場
俊
基
は
、
親
鸞
の
第
一
問
答
を
引
用
し
な
い
理
由
に
つ
い
て
、 
親
鸞
が
第
一
問
答
を
乃
至
し
た
の
は
、
衆
生
と
は
善
男
子
・
善
女
人
を
指
す
か
、
あ
る
い
は
仏
・
菩
薩
で
あ
る
か
と
い
う
確
認
は
必
要
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
も
し
そ
れ
を
引
け
ば
話
が
逆
戻
り
し
て
か
え
っ
て
混
乱
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
わ
け
で
す
。だ
か
ら
親
鸞
は
、焦
点
を
鮮
明
に
す
る
た
め
に
第
一
問
答
を
省
く
必
要
が
あ
っ
た
、
そ
れ
で
第
二
の
問
答
か
ら
引
か
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。 
（『
親
鸞
の
教
行
信
証
を
読
み
解
く
』
二
〈
信
巻
―
浄
土
教
の
信
仰
に
お
け
る
問
―
〉
二
九
六
―
二
九
七
頁
） 
と
述
べ
て
、
話
が
逆
戻
り
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
と
教
示
し
て
い
る
。 
１
４
３ 
安
田
理
深
は
、
八
番
問
答
の
中
心
に
な
る
問
答
に
つ
い
て
、 
 
 
 
 
 
そ
の
中
心
課
題
は
先
ず
第
一
の
問
答
で
、
こ
れ
が
八
番
問
答
を
一
貫
す
る
根
本
問
題
で
あ
ろ
う
。 
（『
自
己
に
背
く
も
の
』
二
頁
） 
と
明
説
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
安
田
は
、
第
二
問
答
を
釈
す
る
に
あ
た
っ
て
、 
大
体
論
註
は
法
と
い
う
も
の
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
浄
土
論
自
体
が
法
の
問
題
を
主
題
と
し
て
い
る
。
機
の
問
題
も
大
切
で
あ
る
が
、
法
の
真
実
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
論
註
の
立
場
で
あ
る
。
そ
の
法
の
問
題
が
機
と
い
う
も
の
に
よ
っ
て
端
緒
が
つ
け
ら
れ
た
。
歴
史
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
る
問
題
に
端
緒
が
つ
け
ら
れ
た
。
と
に
角
こ
こ
に
始
め
て
機
の
問
題
に
つ
い
て
の
端
緒
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
な
い
か
と
思
う
。
そ
れ
故
親
鸞
の
教
行
信
証
を
見
て
み
る
と
、
こ
れ
か
ら
以
後
全
部
の
文
を
引
用
し
て
お
ら
れ
る
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（『
自
己
に
背
く
も
の
』
二
五
―
二
六
頁
） 
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
考
察
か
ら
も
、
親
鸞
が
第
一
問
答
を
引
用
し
な
い
こ
と
に
よ
り
、
八
番
問
答
の
根
本
問
題
が
、
第
一
問
答
か
ら
第
二
問
答
へ
と
移
り
、
機
を
主
題
と
し
た
問
答
と
し
て
一
貫
さ
せ
た
親
鸞
の
意
図
が
窺
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
 
ま
た
延
塚
知
道
は
、『
論
註
』
に
お
い
て
『
浄
土
論
』
の
註
釈
か
ら
外
れ
た
部
分
で
あ
る
二
道
釈
と
八
番
問
答
に
つ
い
て
、 
 
 
二
道
釈
が
曇
鸞
そ
の
人
の
仏
道
観
を
表
す
と
す
れ
ば
、
八
番
問
答
は
曇
鸞
の
人
間
観
を
表
す
。 
（『『
浄
土
論
註
』
の
思
想
的
究
明
―
親
鸞
の
視
点
か
ら
―
』
九
二
頁
） 
と
述
べ
て
、
八
番
問
答
の
主
題
が
機
（
人
間
）
で
あ
る
こ
と
を
教
示
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
も
第
二
問
答
か
ら
第
八
問
答
が
、
機
の
問
題
で
あ
る
と
親
鸞
に
よ
っ
て
聞
き
取
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 
１
４
４ 
『
定
親
全
』
一
・
一
八
九
〔『
聖
典
』
二
七
六
頁
〕 
１
４
５ 
『
定
親
全
』
九
・
加
点
篇
三
・
二
一
〇
頁 
１
４
６ 
『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
・
七
五
頁
〔『
聖
典
』
五
一
三
頁
〕
参
照
。 
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１
４
７ 
『
定
親
全
』
一
・
一
八
九
―
一
九
〇
頁
〔『
聖
典
』
二
七
六
頁
〕 
１
４
８ 
『
定
親
全
』
一
・
一
九
〇
頁
〔『
聖
典
』
二
七
六
頁
〕 
１
４
９ 
延
塚
知
道
『『
浄
土
論
註
』
の
思
想
究
明
―
親
鸞
の
視
点
か
ら
―
』
九
六
―
九
七
頁 
中
略
引
用
者 
１
５
０ 
広
瀬
杲
は
、
善
導
の
教
示
す
る
「
抑
止
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
 
 
 
 
 
「
抑
止
」
は
押
し
止
め
る
わ
け
で
す
。「
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
押
し
止
め
る
「
抑
止
」
と
い
う
言
葉
で
善
導
は
こ
の
「
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
」
の
文
を
と
ら
え
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
非
常
に
大
事
な
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
わ 
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
抑
止
と
い
う
こ
と
の
問
題
は
、
先
ほ
ど
か
ら
お
話
を
し
て
い
る
こ
と
で
も
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、 
「
造
る
な
」
と
い
う
仏
言
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
は
造
ら
な
い
で
生
き
て
い
る
存
在
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
自
分
を
知
る
の
で
は
な
く
、
あ
る
い
は
「
造
る
な
」
と
言
わ
れ
る
か
ら
造
ら
な
い
よ
う
に
用
心
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
ふ
う
に
自
分
を
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
て
、「
造
る
な
」
と
い
う
仏
言
の
も
と
に
、
造
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
な
か
っ
た
自
己
と
い
う
も
の
が
洗
い
出
さ
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。 
（『
観
経
四
帖
疏
講
義
―
散
善
義
―
』
三
・
一
四
二
五
頁
） 
１
５
１ 
『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
・
七
五
―
七
六
頁
〔『
聖
典
』
五
一
三
頁
〕 
１
５
２ 
『
定
親
全
』
一
・
一
九
〇
頁
〔『
聖
典
』
二
七
六
頁
〕 
１
５
３ 
『
真
聖
全
』
一
・
六
五
頁
〔『
聖
典
』
一
二
一
頁
〕 
１
５
４ 
こ
の
抑
止
門
と
し
て
解
す
範
囲
に
重
要
な
意
義
を
見
出
し
て
い
る
の
は
、
広
瀬
杲
を
嚆
矢
と
す
る
だ
ろ
う
（『
観
経
四
帖
疏
講
義
―
散
善
義
―
』
三
・
一
四
二
九
―
一
四
四
〇
頁
参
照
）。 
１
５
５ 
『
真
聖
全
』
一
・
四
三
頁
〔『
聖
典
』
八
一
頁
〕
参
照
。 
広
瀬
杲
『
観
経
四
帖
疏
講
義
―
散
善
義
―
』
三
・
一
四
三
一
頁
参
照
。 
１
５
６ 
『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
・
三
五
頁
〔『
聖
典
』
四
七
四
頁
〕 
１
５
７ 
『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
・
三
五
―
三
六
頁
〔『
聖
典
』
四
七
四
頁
〕 
１
５
８ 
「
今
『
大
経
』
に
は
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
と
言
ひ
」
の
「
今
」
に
つ
い
て
、
香
月
院
深
励
は
、 
 
 
 
 
 
大
経
を
出
す
故
今
と
云
ふ
。
今
正
く
釈
す
る
処
の
大
経
に
は
唯
除
五
逆
等
と
云
ふ
事
也
。 
（『
教
行
信
証
講
義
』『
教
行
信
証
講
義
集
成
』
七
・
一
六
一
頁
） 
と
述
べ
て
、『
大
経
』
を
主
題
と
し
て
論
じ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
。
こ
の
説
は
傾
聴
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
本
論
で
は
、
親
鸞
の
信
仰
の
あ
ゆ
み
の
な
か
で
念
々
に
経
言
を
聞
い
て
い
く
自
覚
的
な
時
間
と
し
て
の
「
今
」
と
受
け
と
め
て
、〈
三
願
転
入
〉
に
示
さ
れ
る
「
今
」
と
の
同
質
性
に
言
及
し
た
。 
１
５
９ 
『
定
親
全
』
四
・
言
行
篇
一
・
三
七
頁
〔『
聖
典
』
六
四
〇
頁
〕 
１
６
０ 
『
定
親
全
』
四
・
言
行
篇
一
・
三
七
頁
〔『
聖
典
』
六
四
〇
頁
〕 
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１
６
１ 
『
定
親
全
』
四
・
言
行
篇
一
・
三
七
頁
〔『
聖
典
』
六
四
〇
頁
〕 
１
６
２ 
副
論
文
「『
往
生
拾
因
』
に
記
さ
れ
る
五
逆
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
参
照
。 
１
６
３ 
『
真
宗
聖
典
』
に
記
さ
れ
る
科
文
は
「
五
逆
追
釈
」
と
な
っ
て
い
る
（『
聖
典
』
一
〇
〇
〇
頁
参
照
）。 
１
６
４ 
た
だ
し
、『
往
生
拾
因
』
で
は
、 
 
 
 
 
次
 
ニ
五
逆
 
ト
者
若
 
シ
依
 
ラ
ハ
二
淄
州
 
ニ
一
五
逆
 
ニ
有
 
リ
レ
二 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（『
浄
土
宗
全
書
』
十
五
・
三
七
七
頁
） 
 
 
と
五
逆
に
つ
い
て
の
言
及
が
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
比
す
れ
ば
「
信
巻
」
巻
末
の
「
五
逆
の
文
」
に
は
、「
言
」
の
一
字
が
附
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
し
か
し
、
親
鸞
の
他
の
引
用
方
法
を
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
「
言
」
の
一
字
を
も
っ
て
引
用
を
指
示
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。 
１
６
５ 
『
定
親
全
』
一
・
一
九
一
―
一
九
二
頁
〔『
聖
典
』
二
七
七
頁
〕 
中
略
引
用
者 
１
６
６ 
安
藤
文
雄
「『
教
行
信
証
』
信
巻
・
巻
末
の
五
逆
の
文
に
つ
い
て
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
三
十
三
・
一
参
照
。 
１
６
７ 
こ
の
説
は
、
存
覚
、
香
月
院
深
励
、
円
乗
院
宣
明
、
等
心
院
興
隆
、
山
辺
習
学
・
赤
沼
智
善
、
星
野
元
豊
、
金
子
大
栄
等
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
（『
教
行
信
証
講
義
集
成
』
七
・
二
〇
八
―
二
一
八
頁
参
照
・『
教
行
信
証
講
義
』
信
証
の
巻
・
九
五
八
―
九
六
二
頁
参
照
・『
講
解
教
行
信
証
』
信
の
巻
・
一
〇
九
〇
―
一
一
〇
〇
頁
参
照
・『
教
行
信
証
講
読
』
信
証
の
巻
〈『
金
子
大
栄
著
作
集
』
七
〉
三
五
六
―
三
五
七
頁
参
照
）。 
１
６
８ 
こ
の
説
は
、
存
覚
、
山
辺
習
学
・
赤
沼
智
善
等
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
（『
教
行
信
証
講
義
集
成
』
七
・
二
〇
八
頁
参
照
『
教
行
信
証
講
義
』
信
証
の
巻
・
九
五
八
―
九
六
二
頁
参
照
）。 
１
６
９ 
こ
の
説
は
、
理
綱
院
慧
琳
、
香
月
院
深
励
、
円
乗
院
宣
明
、
浄
信
院
道
隠
、
等
心
院
興
隆
、
山
辺
宗
学
・
赤
沼
智
善
等
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
（『
教
行
信
証
講
義
集
成
』
七
・
二
〇
八
―
二
一
八
頁
参
照
・『
教
行
信
証
講
義
』
信
証
の
巻
・
九
五
八
―
九
六
二
頁
参
照
）。 
１
７
０ 
こ
の
説
は
、
浄
信
院
道
隠
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
（『
教
行
信
証
講
義
集
成
』
七
・
二
一
三
頁
参
照
）。 
１
７
１ 
こ
の
説
は
、
等
心
院
興
隆
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
（『
教
行
信
証
講
義
集
成
』
七
・
二
一
四
―
二
一
八
頁
参
照
）。 
１
７
２ 
『
定
親
全
』
一
・
一
九
〇
―
一
九
一
頁
〔『
聖
典
』
二
七
六
―
二
七
七
頁
〕 
１
７
３ 
山
辺
習
学
・
赤
沼
智
善
『
教
行
信
証
講
義
』
信
証
の
巻
・
九
五
八
頁 
１
７
４ 
こ
の
説
は
、
安
藤
文
雄
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
（「『
教
行
信
証
』
信
巻
・
巻
末
の
五
逆
の
文
に
つ
い
て
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
三
十
三
・
一
参
照
）。 
１
７
５ 
こ
の
説
は
、
藤
場
俊
基
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
（『
親
鸞
の
教
行
信
証
を
読
み
解
く
』
二
〈
信
巻
―
浄
土
教
の
信
仰
に
お
け
る
問
―
〉
三
二
七
―
三
三
一
頁
参
照
）。 
１
７
６ 
こ
の
説
は
、
古
田
武
彦
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
（「
教
行
信
証
の
本
質
」『
真
宗
研
究
』
五
十
六
参
照
）。 
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１
７
７ 
『
定
親
全
』
一
・
一
九
一
頁
〔『
聖
典
』
二
七
七
頁
〕 
 
１
７
８ 
『
浄
土
宗
全
書
』
十
五
・
三
七
八
頁 
１
７
９ 
『
定
親
全
』
一
・
一
九
〇
―
一
九
一
頁
〔『
聖
典
』
二
七
六
―
二
七
七
頁
〕 
１
８
０ 
『
浄
土
宗
全
書
』
四
・
四
頁 
１
８
１ 
『
定
親
全
』
九
・
加
点
篇
四
・
一
三
頁
参
照
。 
１
８
２ 
『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
・
一
八
一
―
一
八
二
頁
〔『
聖
典
』
五
五
八
―
五
五
九
頁
〕 
１
８
３ 
親
鸞
は
、『
往
生
拾
因
』
で
は
「
犯
 
ス
ル
二
此
 
ノ
逆
 
ヲ
一
者ハ
」（『
浄
土
宗
全
書
』
十
五
・
三
七
七
頁
）
と
な
っ
て
い
る
箇
所
を
、「
執
 
ス
ル
二
此
 
ノ
逆
 
ヲ
一
者
 
ノ
ハ
」（『
定
親
全
』
一
・
一
九
一
頁
〔『
聖
典
』
二
七
七
頁
〕）
と
記
し
て
お
り
、「
犯
」
の
字
を
「
執
」
の
字
へ
と
変
更
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
親
鸞
所
見
の
『
往
生
拾
因
』
が
「
執
」
の
字
で
あ
っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、
も
し
敢
え
て
親
鸞
が
「
執
」
の
字
を
選
ん
だ
、
あ
る
い
は
変
更
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
親
鸞
は
五
逆
を
「
犯
」
す
も
の
と
い
う
よ
り
、「
執
」
す
る
も
の
と
し
て
了
解
し
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 
１
８
４ 
『
浄
土
宗
全
書
』
十
五
・
三
七
八
頁 
１
８
５ 
副
論
文
「『
往
生
拾
因
』
に
記
さ
れ
る
五
逆
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
参
照
。 
１
８
６ 
山
辺
習
学
・
赤
沼
智
善
は
、
こ
の
文
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
 
 
 
 
正
法
を
誹
謗
す
る
恐
ろ
し
い
も
の
も
、
断
善
根
の
仕
方
の
な
い
も
の
も
、
み
な
廻
心
し
て
如
来
に
向
い
さ
え
す
れ
ば
、
往
生
が
出
来
る
の
で
あ
る
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（『
教
行
信
証
講
義
』
信
証
の
巻
・
九
五
七
頁
） 
１
８
７ 
藤
場
俊
基
『
親
鸞
の
教
行
信
証
を
読
み
解
く
』
二
（
信
巻
―
浄
土
教
の
信
仰
に
お
け
る
問
―
）
三
二
三
―
三
二
四
頁
参
照
。 
１
８
８ 
香
月
院
深
励
は
、 
 
 
 
 
 
 
 
広
文
類
一
部
は
文
類
也
。
故
に
御
自
釈
迄
が
一
言
半
句
拠
な
き
は
な
い
。 
（『
教
行
信
証
講
義
』『
教
行
信
証
講
義
集
成
』
七
・
二
一
〇
頁
） 
 
 
 
と
述
べ
て
、
御
自
釈
と
言
わ
れ
る
箇
所
で
あ
っ
て
も
全
て
何
ら
か
の
典
拠
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 
１
８
９ 
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
―
翻
刻
篇
―
』
一
四
八
頁
〔『
定
親
全
』
一
・
九
四
頁
・『
聖
典
』
二
〇
九
頁
〕 
 
 
こ
の
箇
所
は
改
行
の
位
置
も
含
め
て
引
用
し
て
い
る
為
、
右
記
の
翻
刻
本
に
依
っ
た
。 
１
９
０ 
近
年
で
も
、
た
と
え
ば
二
〇
一
一
年
に
出
版
さ
れ
た
『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
第
二
巻
（
宗
祖
篇
・
上
）
は
、『
教
行
信
証
』
の
底
本
を
「
真
宗
大
谷
派
蔵
親
鸞
聖
人
真
筆
本
」（
坂
東
本
）
と
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
当
該
箇
所
を
欄
外
の
註
に
示
す
に
と
ど
ま
り
、
本
文
と
し
て
扱
っ
て
い
な
い
（『
浄
真
全
』
二
・
六
五
頁
欄
外
註
参
照
）。 
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１
９
１ 
古
田
武
彦
『
親
鸞
思
想
―
そ
の
史
料
批
判
―
』
五
八
〇
―
五
九
三
頁
参
照
。 
１
９
２ 
管
見
し
た
と
こ
ろ
を
述
べ
る
と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（
年
代
順
）。 
 
 
 
 
・
安
藤
文
雄
「
真
蹟
本
『
教
行
信
証
』
信
巻
序
前
『
涅
槃
経
』
引
文
に
つ
い
て
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
三
十
二
・
二 
 
 
 
 
・
安
冨
信
哉
『
真
実
信
の
開
顕
―
『
教
行
信
証
』「
信
巻
」
講
究
―
』
六
五
―
六
八
頁 
 
 
 
 
 
・
斉
藤
研
「
坂
東
本
『
教
行
信
証
』「
信
巻
」「
序
前
の
文
」
試
論
」『
親
鸞
教
学
』
九
十
一 
１
９
３ 
安
藤
文
雄
「
真
蹟
本
『
教
行
信
証
』
信
巻
序
前
『
涅
槃
経
』
引
文
に
つ
い
て
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
三
十
二
・
二
参
照
。 
 
 
 
た
だ
し
、
第
六
の
特
徴
に
つ
い
て
は
私
に
附
し
た
。 
１
９
４ 
こ
れ
は
「
復
有
」
か
ら
「
文
」
ま
で
の
漢
字
総
数
で
あ
る
。
右
訓
で
あ
る
「
ウ
タ
ヤ
」
は
数
え
て
い
な
い
。 
跋 
185 
 
跋 
   
本
論
文
で
は
、
親
鸞
の
唯
除
の
文
の
着
目
の
所
以
と
そ
の
課
題
と
を
帰
本
願
の
体
験
に
始
ま
る
吉
水
時
代
に
お
け
る
親
鸞
の
修
学
を
中
心
に
第
一
部
で
論
じ
、
そ
の
探
究
を
「
信
巻
」
巻
末
近
く
で
問
わ
れ
た
問
い
か
ら
始
ま
る
引
文
群
を
中
心
に
第
二
部
で
論
じ
た
。 
 
従
来
、
親
鸞
の
唯
除
の
文
の
着
目
は
、
師
資
相
承
の
観
点
か
ら
主
題
的
に
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
親
鸞
が
〈
後
序
〉
に
記
す
真
影
の
図
画
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
法
然
に
教
え
ら
れ
た
本
願
の
仏
道
を
あ
ゆ
ま
ん
と
す
る
な
か
で
、
唯
除
の
文
が
探
究
さ
れ
る
べ
き
経
言
と
し
て
必
然
的
に
浮
上
し
て
き
た
こ
と
を
考
察
し
た
。
そ
し
て
親
鸞
は
、
自
他
の
信
仰
に
お
け
る
機
の
課
題
を
背
負
っ
て
、
特
に
自
身
の
第
二
十
願
に
基
づ
く
信
仰
の
在
り
方
を
問
題
と
し
て
、
唯
除
の
文
を
探
究
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
第
一
部
小
結
に
て
述
べ
て
い
る
の
で
再
言
し
な
い
が
、
改
め
て
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
法
然
と
親
鸞
の
二
人
の
仏
者
に
よ
っ
て
、
本
願
の
仏
道
が
私
に
教
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 
 
曽
我
量
深
は
、
法
然
と
親
鸞
と
の
値
遇
の
意
味
に
つ
い
て
、 
法
然
上
人
と
御
開
山
様
と
が
遇
わ
れ
た
因
縁
と
い
う
も
の
の
本
に
は
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
思
う
。
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
釈
迦
と
阿
難
、
法
然
上
人
と
御
開
山
様
、
こ
う
い
う
お
二
人
が
出
く
わ
し
た
。
こ
う
い
う
こ
と
が
『
大
経
』
を
頂
く
と
い
う
と
頂
く
こ
と
が
出
来
る
。
南
無
阿
弥
陀
仏
と
い
う
の
は
機
法
一
体
の
南
無
阿
弥
陀
仏
。
南
無
と
阿
弥
陀
仏
と
が
出
く
わ
し
た
。
阿
難
は
南
無
、
釈
迦
如
来
は
阿
弥
陀
仏
、
こ
う
い
う
よ
う
に
南
無
と
阿
弥
陀
仏
と
を
代
表
し
て
い
る
。
法
然
上
人
は
阿
弥
陀
仏
、
御
開
山
様
は
南
無
を
代
表
し
て
い
な
さ
る
。
そ
う
い
う
よ
う
に
印
度
で
は
お
釈
迦
様
と
阿
難
、
日
本
で
は
法
然
上
人
と
御
開
山
様
の
お
二
人
が
同
時
に
出
て
来
て
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
と
い
う
も
の
を
身
を
以
て
明
ら
か
に
な
さ
れ
た
。
そ
し
て
私
共
に
尊
い
教
を
教
え
下
さ
れ
た
。
そ
し
て
私
共
の
助
か
る
道
を
開
い
て
下
さ
れ
た
の
は
、
釈
迦
と
阿
難
、
法
然
上
人
と
御
開
山
様
の
お
二
人
が
か
り
で
道
を
開
い
て
下
さ
れ
た
。
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と
明
説
し
、
二
人
の
出
遇
い
の
根
本
に
は
本
願
が
あ
り
、
そ
こ
に
『
大
経
』
に
お
け
る
釈
迦
と
阿
難
と
の
値
遇
と
同
じ
意
味
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
ま
た
別
の
箇
所
で
、
曽
我
は
、 
仏
教
改
革
は
法
然
と
親
鸞
の
お
二
人
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
現
在
仏
教
を
真
宗
が
代
表
し
て
い
る
か
ら
親
鸞
一
人
が
改
革
者
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
り
、
言
っ
た
り
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
２ 
と
述
べ
、
あ
る
い
は
、 
親
鸞
と
法
然
は
二
人
に
し
て
一
人
、
一
人
に
し
て
二
人
。
こ
の
師
と
弟
子
と
が
仏
教
の
歴
史
の
方
向
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
３ 
と
述
べ
て
、
法
然
と
親
鸞
に
よ
っ
て
本
願
を
根
拠
と
す
る
仏
道
が
開
示
さ
れ
、
今
な
お
教
え
ら
れ
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
道
破
し
て
い
る
。 
 
ま
た
鈴
木
大
拙
は
、
同
じ
意
味
で
、 
日
本
的
霊
性
の
人
格
的
寄
顕
と
云
ふ
点
か
ら
見
る
と
、
法
然
上
人
と
親
鸞
聖
人
と
を
分
け
な
い
方
が
合
理
的
か
と
思
は
れ
る
。
両
者
各
別
に
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
場
合
も
固
よ
り
あ
る
が
、
霊
性
の
表
現
形
式
に
日
本
的
な
る
も
の
を
考
へ
て
見
る
と
、
両
者
を
一
つ
に
し
て
お
く
方
が
わ
か
り
易
く
は
な
か
ら
う
か
。
念
仏
称
名
の
本
当
の
意
義
は
両
者
に
よ
り
て
発
揚
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
何
れ
か
片
一
方
が
な
か
つ
た
ら
完
全
な
進
展
は
遂
げ
ら
れ
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
。
法
然
と
親
鸞
と
を
一
人
格
に
し
て
見
て
よ
い
。 
（
中
略
）
両
者
を
一
人
格
と
見
て
、
日
本
的
霊
性
は
彼
等
の
間
で
そ
の
性
格
を
現
出
せ
し
て
た
と
云
つ
た
方
が
よ
か
ら
う
。
４ 
と
述
べ
て
い
る
。 
 
親
鸞
が
唯
除
の
文
に
着
目
し
た
こ
と
も
、
こ
の
よ
う
に
法
然
と
親
鸞
を
「
二
人
に
し
て
一
人
」「
一
人
格
」
と
し
て
見
れ
ば
、
本
願
の
仏
道
の
開
顕
の
な
か
に
必
然
す
る
着
目
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
本
論
文
で
は
、
副
題
と
し
た
よ
う
に
「
親
鸞
の
視
点
か
ら
」
考
え
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
曽
我
が
言
う
よ
う
に
「
一
人
に
し
て
二
人
」
と
い
う
点
よ
り
見
れ
ば
、
本
願
の
仏
道
を
教
え
ら
れ
、
そ
の
仏
道
を
あ
ゆ
ま
ん
と
す
る
立
場
に
立
つ
も
の
に
と
っ
て
、
唯
除
の
文
の
意
義
は
特
に
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 
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そ
し
て
、
そ
の
唯
除
の
文
の
意
義
は
、
回
心
と
い
う
本
願
の
仏
道
に
お
け
る
根
本
体
験
に
よ
っ
て
消
失
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
回
心
に
は
じ
ま
る
仏
道
の
あ
ゆ
み
に
お
い
て
こ
そ
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
本
論
第
二
部
で
は
、
そ
の
思
索
を
「
信
巻
」
の
巻
末
近
く
に
展
開
す
る
記
述
に
沿
っ
て
考
察
を
進
め
て
き
た
。 
そ
の
な
か
で
、
こ
こ
で
改
め
て
『
法
事
讃
』
の
文
に
少
し
く
言
及
し
て
み
た
い
。
こ
の
文
は
、
読
み
方
に
よ
っ
て
は
「
信
巻
」
の
結
論
と
受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
も
し
回
心
と
い
う
体
験
を
も
っ
て
唯
除
の
文
が
不
要
と
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
親
鸞
が
探
究
す
る
唯
除
の
文
の
意
義
は
、
他
者
の
た
め
の
思
索
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
親
鸞
が
唯
除
の
文
に
着
目
す
る
所
以
を
こ
の
思
索
の
背
景
に
見
定
め
る
な
ら
ば
、
本
願
の
仏
道
を
あ
ゆ
ま
ん
と
す
る
機
を
場
と
し
て
、
は
た
ら
き
続
け
る
経
言
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
と
思
わ
れ
た
。 
そ
の
う
え
で
曇
鸞
・
善
導
の
問
答
を
見
る
と
、
八
番
問
答
の
特
に
第
三
問
答
の
答
え
の
後
半
以
降
に
示
さ
れ
る
問
答
や
、「
散
善
義
」
の
問
答
よ
り
展
開
す
る
三
種
の
障
り
の
教
説
は
、
信
仰
の
あ
ゆ
み
に
お
い
て
、
は
た
ら
き
続
け
る
唯
除
の
文
の
意
義
を
示
し
て
い
る
も
の
と
読
む
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。 
 
最
後
に
、
本
論
文
で
考
察
が
及
ば
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。
不
十
分
な
点
は
多
々
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
今
後
の
研
究
の
課
題
と
し
て
、
四
つ
に
絞
っ
て
記
し
て
お
く
。 
 
第
一
に
、「
信
巻
」
は
「
証
巻
」
へ
と
展
開
し
て
い
る
し
、
機
の
巻
と
し
て
「
化
身
土
巻
」
に
も
通
じ
て
い
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、
特
に
こ
れ
ら
の
巻
と
の
関
係
の
な
か
で
唯
除
の
文
の
意
義
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。 
第
二
に
、「
信
巻
」
に
配
置
さ
れ
る
第
十
八
願
文
、
及
び
第
十
八
願
成
就
文
に
記
さ
れ
る
（
あ
る
い
は
敢
え
て
記
さ
れ
な
い
）
唯
除
の
文
そ
れ
ぞ
れ
の
考
察
が
さ
れ
て
い
な
い
。
第
二
部
で
は
、『
如
来
会
』
が
併
引
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、「
信
巻
」
の
後
半
の
問
い
に
お
け
る
唯
除
の
文
を
因
願
と
見
定
め
た
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
か
え
っ
て
問
題
と
な
る
の
は
、
信
の
一
念
釈
に
示
さ
れ
る
第
十
八
願
成
就
文
に
唯
除
の
文
が
記
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。 
 
第
三
に
、
本
論
文
で
は
、
親
鸞
の
求
道
の
視
点
か
ら
唯
除
の
文
の
着
目
や
探
究
の
内
容
を
考
察
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
仏
教
界
188 
 
に
対
し
て
大
乗
の
仏
道
を
顕
ら
か
に
す
る
と
い
う
よ
う
な
大
き
な
視
点
か
ら
の
考
察
や
、『
教
行
信
証
』
を
構
造
的
に
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
「
信
巻
」
の
意
義
に
つ
い
て
詳
説
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
延
塚
知
道
は
、 
 
 
親
鸞
の
『
教
行
信
証
』
は
平
面
的
に
一
応
横
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
本
願
成
就
の
信
心
の
内
容
は
、
平
面
と
い
う
よ
り
も
立
体
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
横
に
理
解
し
て
い
く
だ
け
で
は
、
そ
の
意
味
が
充
分
に
読
み
取
れ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
で
は
な
く
て
衆
生
の
教
、
行
、
信
、
証
が
畢
竟
、
真
仏
土
に
ま
で
突
き
抜
け
て
い
く
よ
う
な
、
本
願
成
就
文
に
貫
か
れ
た
真
諦
の
縦
軸
を
持
っ
て
い
る
。（
中
略
）
そ
れ
に
対
し
て
、
本
願
成
就
の
行
信
に
開
か
れ
た
「
真
仏
土
巻
」
か
ら
、
新
た
に
展
開
さ
れ
る
方
便
化
身
土
文
類
は
、
俗
諦
と
し
て
の
横
軸
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。（
中
略
）
本
願
成
就
文
を
地
球
軸
と
し
て
、
真
諦
の
緯
度
線
と
俗
諦
の
経
度
線
に
よ
っ
て
、
親
鸞
の
『
教
行
信
証
』
は
立
体
的
な
球
体
を
な
し
て
い
る
。
５ 
と
述
べ
、『
教
行
信
証
』
を
構
造
的
、
立
体
的
に
読
む
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
続
け
て
延
塚
は
、 
 
 
よ
っ
て
、「
行
巻
」
と
「
信
巻
」
と
の
対
応
を
縦
軸
と
し
て
読
ま
な
け
れ
ば
、
充
分
に
読
め
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
信
巻
」
の
先
の
真
仏
弟
子
か
ら
唯
除
の
機
へ
と
い
う
展
開
は
、「
行
巻
」
で
言
え
ば
、
誓
願
一
仏
乗
の
大
行
の
法
が
、
転
成
と
不
宿
と
し
て
確
か
め
ら
れ
た
こ
と
と
対
応
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
転
成
が
真
仏
弟
子
と
対
応
し
、
不
宿
が
唯
除
の
機
と
対
応
す
る
。
そ
う
読
め
た
時
、
私
に
は
真
仏
弟
子
釈
か
ら
悲
歎
述
懐
へ
の
展
開
が
よ
く
理
解
で
き
る
と
同
時
に
、
行
信
と
い
う
一
事
実
を
解
明
し
た
両
巻
の
対
応
が
却
っ
て
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
６ 
と
就
中
、「
行
巻
」
と
「
信
巻
」
と
の
縦
の
対
応
を
『
教
行
信
証
』
を
読
む
視
点
（
縦
軸
）
に
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
教
示
し
て
、「
信
巻
」
に
お
け
る
唯
除
の
文
の
探
究
の
意
義
を
、「
行
巻
」
の
転
成
と
不
宿
７
の
教
説
の
な
か
、
不
宿
と
対
応
さ
せ
て
読
む
べ
き
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
本
論
文
で
は
「
行
巻
」
と
の
関
係
を
踏
ま
え
た
唯
除
の
文
の
意
義
を
ほ
と
ん
ど
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
こ
の
教
示
に
よ
れ
ば
、
本
願
成
就
文
に
立
脚
す
る
「
不
宿
」
と
い
う
自
力
を
全
く
入
れ
な
い
仏
道
を
開
顕
す
る
に
あ
た
っ
て
、
か
え
っ
て
自
力
執
心
が
問
題
と
な
り
、
唯
除
の
文
が
問
題
と
な
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
８
。 
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第
四
に
、
親
鸞
が
唯
除
の
文
に
つ
い
て
自
釈
を
も
っ
て
論
じ
て
い
る
箇
所
、
す
な
わ
ち
『
尊
号
真
像
銘
文
』
に
お
け
る
唯
除
の
文
の
文
意
に
つ
い
て
、
第
二
部
第
三
章
で
「
散
善
義
」
の
文
に
展
開
す
る
三
種
の
障
り
の
教
説
を
考
察
す
る
な
か
で
論
じ
た
が
、『
尊
号
真
像
銘
文
』
に
お
け
る
文
脈
、
す
な
わ
ち
第
十
八
願
の
唯
除
の
文
の
文
意
に
至
る
ま
で
の
記
述
と
、
唯
除
の
文
の
文
意
の
直
後
に
「
又
言
９
」
と
し
て
記
さ
れ
る
『
大
経
』
か
ら
選
び
出
さ
れ
た
「
其
仏
本
願
力
、
聞
名
欲
往
生
、
皆
悉
到
彼
国
、
自
致
不
退
転
１
０
」、
及
び
「
必
得
超
絶
去
往
生
安
養
国
、
横
截
五
悪
趣
悪
趣
自
然
閉
、
昇
道
無
窮
極
、
易
往
而
無
人
、
其
国
不
逆
違
自
然
之
所
牽
１
１
」
の
銘
文
と
、
そ
の
文
意
に
展
開
す
る
意
義
に
つ
い
て
も
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
す
べ
き
点
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、「
安
城
御
影
」
と
言
わ
れ
る
親
鸞
の
御
影
の
上
部
賛
銘
の
二
段
目
に
は
、『
大
経
』
か
ら
こ
の
三
つ
の
銘
文
が
一
連
の
段
に
記
さ
れ
て
い
る
１
２
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
尊
号
真
像
銘
文
』
冒
頭
に
示
さ
れ
る
『
大
経
』
か
ら
の
三
つ
の
銘
文
の
文
意
と
そ
の
展
開
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
唯
除
の
文
の
意
義
が
さ
ら
に
明
確
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
１
３
。 
 
以
上
、
四
点
の
課
題
を
記
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
、
稿
を
改
め
て
考
え
た
い
と
思
う
。 
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講
義
集
』
二
）
二
〇
七
頁 
４ 
鈴
木
大
拙
『
日
本
的
霊
性
』
一
四
一
頁 
中
略
引
用
者 
５ 
延
塚
知
道
『
教
行
信
証
―
そ
の
構
造
と
核
心
―
』
四
七
―
四
八
頁 
中
略
引
用
者 
６ 
延
塚
知
道
『
教
行
信
証
―
そ
の
構
造
と
核
心
―
』
四
八
頁 
７ 
『
定
親
全
』
一
・
七
八
―
七
九
頁
〔『
聖
典
』
一
九
八
頁
〕
参
照
。 
８ 
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
一
部
註
１
２
９
で
僅
か
に
言
及
し
た
法
然
の
説
く
「
称
名
」（「
能
行
の
よ
う
な
、
、
、
、
形
」）
を
親
鸞
が
「
聞
名
」
（
所
行
の
法
）
と
し
て
受
け
止
め
た
こ
と
と
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
。 
９ 
『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
・
七
六
頁
〔『
聖
典
』
五
一
三
頁
〕 
１
０ 
『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
・
七
六
頁
〔『
聖
典
』
五
一
三
頁
〕 
１
１ 
『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
・
七
七
頁
〔『
聖
典
』
五
一
四
頁
〕 
１
２ 
『
真
宗
重
宝
聚
英
』
四
・
六
―
九
頁
参
照
。 
 
 
な
お
、
安
城
御
影
は
、
専
海
に
対
し
て
『
教
行
信
証
』
書
写
と
同
時
に
図
画
を
許
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
が
、
加
来
雄
之
は
、
そ
の
と
き
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
 
 
 
 
お
そ
ら
く
親
鸞
の
手
元
に
は
書
写
し
た
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
と
図
画
し
た
「
選
択
付
属
御
影
」
が
置
か
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
親
鸞
の
「
安
城
御
影
」
は
そ
れ
を
意
識
し
て
製
作
さ
れ
た
、
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。 
（「「
釈
親
鸞
」
の
遺
産
相
続
―
「
鏡
御
影
」
を
手
が
か
り
に
―
」
上
『
親
鸞
教
学
』
九
十
六
・
六
頁
） 
１
３ 
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
安
冨
信
哉
師
の
教
示
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。 
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参
考
文
献 
  
テ
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ス
ト
・
資
料
（
著
名
五
十
音
順
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・『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
四
（
神
奈
川
県
金
沢
文
庫
・
一
九
八
〇
年
） 
・『
鎌
倉
旧
仏
教
』（『
日
本
思
想
体
系
』
十
五
）（
岩
波
書
店
・
一
九
七
一
年
） 
・『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
―
翻
刻
篇
―
』（
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
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二
〇
一
二
年
） 
・『
浄
土
宗
全
書
』（
浄
土
宗
開
宗
八
百
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記
念
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備
局
・
一
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〇
―
一
九
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二
年
復
刊
） 
・『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』（
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願
寺
出
版
社
・
二
〇
一
一
―
二
〇
一
四
年
） 
・『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』（
石
井
教
道
編
・
平
楽
寺
書
店
・
一
九
五
五
年
） 
・『
真
宗
重
宝
聚
英
』（
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朋
舎
・
二
〇
〇
六
年
） 
・『
真
宗
聖
教
全
書
』（
大
八
木
興
文
堂
・
一
九
四
一
年
） 
・『
真
宗
聖
典
』（
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
出
版
部
・
一
九
七
八
年
） 
・『
親
鸞
聖
人
行
実
』（
教
学
研
究
所
編
・
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
出
版
部
・
二
〇
〇
八
年
） 
・『
親
鸞
聖
人
御
絵
伝
』（
福
田
正
朗
編
・
法
蔵
館
・
二
〇
一
二
年
） 
・『
親
鸞
伝
叢
書
』（
佐
々
木
月
樵
編
・
無
我
山
房
・
一
八
七
一
年
・
一
九
一
〇
年
復
刊
〈
平
楽
寺
書
店
〉） 
・『
西
山
叢
書
』（
同
朋
舎
・
一
九
九
〇
―
一
九
九
五
年
） 
・『
西
山
上
人
短
篇
鈔
物
集
』（
森
英
純
編
・
文
栄
堂
・
一
九
八
〇
年
） 
・『
増
補
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』（
法
蔵
館
・
二
〇
〇
五
―
二
〇
〇
七
年
） 
・『
筑
後
大
本
山
善
導
寺
』（『
九
州
の
寺
社
シ
リ
ー
ズ
』
五
）（
九
州
歴
史
資
料
館
編
・
九
州
歴
史
資
料
館
普
及
会
・
一
九
八
一
年
） 
・『
定
本
親
鸞
聖
人
全
集
』（
法
蔵
館
・
一
九
六
九
年
） 
・『
法
然
上
人
絵
大
鑑
』（
井
川
定
慶
・
望
月
信
成
編
・
小
林
写
真
製
版
所
出
版
部
・
一
九
三
二
年
） 
・『
法
然
上
人
伝
全
集
』（
井
川
定
慶
集
・
法
然
上
人
伝
全
集
刊
行
会
・
一
九
五
二
年
・
一
九
六
七
年
増
補
再
版
） 
・『
隆
寛
律
師
全
集
』（
真
宗
典
籍
刊
行
会
・
一
九
三
九
―
一
九
四
〇
年
） 
・『
隆
寛
律
師
の
浄
土
教
附
遺
文
集
』（
平
井
正
戒
・
仏
教
専
門
学
校
金
沢
文
庫
浄
土
宗
典
研
究
会
・
一
九
四
一
年
） 
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江
戸
期
講
義
録
（
著
名
五
十
音
順
） 
・『
真
宗
大
系
』（
真
宗
典
籍
刊
行
会
・
一
九
一
七
―
一
九
二
五
年
） 
・『
続
真
宗
大
系
』（
真
宗
典
籍
刊
行
会
・
一
九
三
六
―
一
九
四
四
年
） 
・『
教
行
信
証
講
義
集
成
』（
法
蔵
館
・
一
九
七
五
―
一
九
七
六
年
） 
 
近
代
全
集
・
選
集
（
著
名
五
十
音
順
） 
・『
金
子
大
栄
選
集
』（
在
家
仏
教
協
会
・
一
九
五
六
―
一
九
六
一
年
） 
・『
河
田
光
夫
著
作
集
』（
明
石
書
店
・
一
九
九
五
年
） 
・『
信
楽
峻
麿
著
作
集
』（
法
蔵
館
・
二
〇
〇
七
―
二
〇
一
〇
年
） 
・『
曽
我
量
深
選
集
』（
弥
生
書
房
・
一
九
七
〇
―
一
九
七
二
年
） 
・『
曽
我
量
深
講
義
集
』（
弥
生
書
房
一
九
七
七
―
一
九
九
〇
年
） 
・『
寺
川
俊
昭
選
集
』（
文
栄
堂
・
二
〇
〇
八
―
二
〇
一
三
年
） 
・『
松
原
祐
善
講
義
集
』（
文
栄
堂
・
一
九
九
〇
―
一
九
九
一
年
） 
・『
安
田
理
深
選
集
』（
文
栄
堂
・
一
九
八
三
―
一
九
九
四
年
） 
・『
安
田
理
深
講
義
集
』（
弥
生
書
房
・
一
九
九
八
―
二
〇
〇
〇
年
） 
 
編
集
（
編
集
者
名
五
十
音
順
） 
・
浅
井
成
海
編
『
法
然
と
親
鸞
―
そ
の
教
義
の
継
承
と
展
開
―
』（
永
田
文
昌
堂
・
二
〇
〇
三
年
） 
・
大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
編
『『
教
行
信
証
』
の
思
想
』（
筑
摩
書
房
・
二
〇
一
一
年
） 
・
大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
編
『
親
鸞
像
の
再
構
築
』（
筑
摩
書
房
・
二
〇
一
一
年
） 
・
草
野
顕
之
編
『
信
の
念
仏
者 
親
鸞
』（『
日
本
の
名
僧
』
八
）（
吉
川
弘
文
館
・
二
〇
〇
四
年
） 
・
真
宗
大
谷
派
教
誨
師
会
編
『
真
宗
の
教
誨
』
編
集
委
員
会
編
『
真
宗
の
教
誨
』（
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
出
版
部
・
二
〇
一
一
年
） 
・
松
原
祐
善
講
話
集
刊
行
会
編
『
松
原
祐
善
講
話
集
―
他
力
信
心
の
確
立
―
』（
法
蔵
館
・
二
〇
〇
三
年
） 
・
箕
輪
秀
邦
編
『
解
読
浄
土
論
註
―
改
訂
版
―
』（
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
出
版
部
・
一
九
九
五
年
） 
・
安
冨
信
哉
博
士
古
稀
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
仏
教
的
伝
統
と
人
間
の
生
―
親
鸞
思
想
研
究
へ
の
視
座
―
』（
法
蔵
館
・
二
〇
一
四
年
） 
・
論
註
研
究
会
編
『
曇
鸞
の
世
界
―
往
生
論
註
の
基
礎
的
研
究
―
』（
永
田
文
昌
堂
・
一
九
九
六
年
） 
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共
著
（
著
者
名
五
十
音
順
） 
・
上
田
良
凖
・
大
橋
俊
雄
『
浄
土
仏
教
の
思
想
―
証
空 
一
遍
―
』
十
一
（
講
談
社
・
一
九
九
二
年
） 
・
大
谷
旭
雄
・
坂
上
雅
翁
・
吉
田
宏
晢
『
浄
土
仏
教
の
思
想
―
永
観 
珍
海 
覚
鍐
―
』
七
（
講
談
社
・
一
九
九
三
年
） 
・
梶
村 
昇
・
福
原
隆
善
『
浄
土
仏
教
の
思
想
―
―
弁
長 
隆
寛
―
』
十
（
講
談
社
・
一
九
九
二
年
） 
・
神
戸
和
麿
・
小
野
蓮
明
・
安
冨
信
哉
『
親
鸞
の
教
え
―
教
行
信
証
・
総
序
に
聞
く
―
』（
同
朋
舎
・
一
九
八
八
年
） 
・
末
木
文
美
士
・
梶
山
雄
一
『
浄
土
仏
教
の
思
想
―
観
無
量
寿
経 
般
舟
三
昧
経
―
』
二
（
講
談
社
・
一
九
九
二
年
） 
・
武
内
紹
晃
・
ツ
ル
テ
ィ
ム  
ケ
サ
ン
・
小
谷
信
千
代
・
桜
部 
建
『
浄
土
仏
教
の
思
想
―
龍
樹 
世
親 
チ
ベ
ッ
ト
の
浄
土
教 
慧
遠
―
』
三
（
講
談
社
・
一
九
九
三
年
） 
・
章
チ
ヤ
ン 
輝 フイ
玉
オ
ッ
ク
・
石
田
瑞
麿
『
浄
土
仏
教
の
思
想
―
新
羅
の
浄
土
教 
空
也 
良
源 
源
信 
良
忍
―
』
六
（
講
談
社
・
一
九
九
二
年
） 
・
板
東
性
純
・
伊
東
慧
明
・
幡
谷 
明
『
浄
土
仏
教
の
思
想
―
鈴
木
大
拙 
曽
我
量
深 
金
子
大
栄
―
』
十
五
（
講
談
社
・
一
九
九
三
年
） 
・
山
辺
習
学
・
赤
沼
智
善
『
教
行
信
証
講
義
』（
法
蔵
館
・
一
九
五
一
年
） 
 
単
著
（
著
者
名
五
十
音
順
） 
・
赤
松
俊
秀
『
親
鸞
』（
吉
川
弘
文
堂
・
一
九
六
一
年
・
新
訂
版
一
九
八
五
年
） 
・
五
十
嵐
大
策
『
尊
号
真
像
銘
文
講
讃
』（
永
田
文
昌
堂
・
二
〇
〇
〇
年
） 
・
池
田
勇
諦
『
真
実
證
の
回
向
成
就
―
『
顕
浄
土
真
実
證
文
類
』
述
要
―
』（
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
出
版
部
・
二
〇
〇
六
年
） 
・
石
井
教
道
『
選
択
集
全
講
』（
平
楽
寺
書
店
・
一
九
六
七
年
） 
・
石
田
瑞
麿
『
歎
異
抄
・
執
持
鈔
』（
東
洋
文
庫
・
一
九
六
四
年
） 
・
一
楽 
真
『
大
無
量
寿
経
講
義
―
尊
者
阿
難
、
座
よ
り
起
ち
―
』（
文
栄
堂
・
二
〇
〇
四
年
） 
・
一
楽 
真
『
四
十
八
願
概
説
』（
文
栄
堂
・
二
〇
〇
九
年
） 
・
一
楽 
真
『
親
鸞
の
教
化
―
和
語
聖
教
の
世
界
―
』（
筑
摩
書
房
・
二
〇
一
〇
年
） 
・
一
楽 
真
『『
入
出
二
門
偈
頌
』
聞
記
』（
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
出
版
部
・
二
〇
一
四
年
） 
・
稲
葉
秀
賢
『
往
生
拾
因
試
論
』（
安
居
事
務
所
・
一
九
五
三
年
） 
・
稲
葉
秀
賢
『
教
行
信
証
の
諸
問
題
―
増
補
版
―
』（
法
蔵
館
・
一
九
七
〇
年
） 
194 
 
 
・
今
井
雅
晴
『
如
信
上
人
』（
真
宗
大
谷
派
東
京
教
務
所
・
一
九
九
五
年
・
改
訂
一
九
九
八
年
） 
・
今
村
仁
司
『
親
鸞
と
学
的
精
神
』（
岩
波
書
店
・
二
〇
〇
九
年
） 
・
宇
井
伯
寿
『
印
度
哲
学
史
』（『
印
度
哲
学
史
及
印
度
哲
学
研
究
―
第
一
回
―
』）（
岩
波
書
店
・
一
九
六
五
年
） 
・
梅
原 
猛
『
浄
土
仏
教
の
思
想
―
法
然
―
』
八
（
講
談
社
・
二
〇
〇
〇
年
） 
・
小
野
蓮
明
『
願
と
信
―
親
鸞
の
主
体
性
論
―
』（
文
栄
堂
・
一
九
八
二
年
） 
・
小
野
蓮
明
『
本
願
の
行
信
道
―
親
鸞
の
信
仰
主
体
性
論
―
』（
文
栄
堂
・
二
〇
〇
〇
年
） 
・
小
野
蓮
明
『『
顕
浄
土
真
実
信
文
類
』
講
讃
―
証
大
涅
槃
の
真
因
―
』（
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
出
版
部
・
二
〇
〇
二
年
） 
・
尾
畑
文
正
『『
浄
土
論
註
』
に
学
ぶ
―
願
生
浄
土
の
仏
道
―
』（
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
出
版
部
・
二
〇
〇
七
年
） 
・
香
川
孝
雄
『
無
量
寿
経
の
諸
本
対
照
研
究
』（
永
田
文
昌
堂
・
一
九
八
四
年
） 
・
加
来
雄
之
『
平
成
二
十
一
年
度
安
居
「
課
外
」
講
義
録 
仏
弟
子
論
と
し
て
の
歎
異
抄
―
親
鸞
聖
人
の
教
え
を
相
続
す
る
と
い
う
こ
と
―
』 
（
真
宗
興
正
寺
派
宗
務
所
教
務
部
・
二
〇
一
二
年
） 
・
梯 
実
円
『
法
然
教
学
の
研
究
』（
永
田
文
昌
堂
・
一
九
八
六
年
） 
・
梯 
実
円
『
聖
典
セ
ミ
ナ
ー
「
口
伝
鈔
」』（
本
願
寺
出
版
社
・
二
〇
一
〇
年
） 
・
柏
原
祐
義
『
真
宗
通
解
全
書
』
一
（
無
我
山
房
・
一
九
一
五
年
） 
・
梶
村 
昇
『
法
然
の
法
語
を
よ
む
―
万
人
の
救
わ
れ
る
道
―
』
上
・
下
（
日
本
放
送
出
版
協
会
・
二
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道
―
」（『
大
谷
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
』
十
七
・
二
〇
〇
〇
年
） 
・
干
潟
龍
祥
「
世
親
年
代
再
考
」（『
宮
本
正
尊
教
授
還
暦
記
念
印
度
学
仏
教
学
論
集
』
一
九
五
四
年
） 
・
藤
元
雅
文
「
本
願
に
お
け
る
欲
生
心
と
唯
除
の
意
義
」（『
真
宗
研
究
』
四
十
九
・
二
〇
〇
五
年
） 
・
古
田
武
彦
「
教
行
信
証
の
本
質
」（『
真
宗
研
究
』
五
十
六
・
二
〇
一
二
年
） 
・
松
井
憲
一
「
本
願
に
お
け
る
唯
除
の
意
味
」（『
親
鸞
教
学
』
十
三
・
一
九
六
八
年
） 
・
三
木
彰
円
「
親
鸞
に
お
け
る
『
教
行
信
証
』
の
課
題
」（『
親
鸞
教
学
』
九
十
八
・
二
〇
一
二
年
） 
・
光
川
眞
翔
「「
選
択
本
願
」
開
示
の
意
義
」（『
大
谷
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
』
二
十
九
・
二
〇
一
二
年
） 
・
光
川
眞
翔
「
浄
土
宗
独
立
に
お
け
る
師
資
相
承
の
考
察
」（『
真
宗
教
学
研
究
』
三
十
四
・
二
〇
一
三
年
） 
・
三
明
智
彰
「
阿
闍
世
」（『
大
谷
大
学
研
究
年
報
』
四
十
四
・
一
九
九
三
年
） 
・
村
松
清
道
「『
弥
陀
本
願
義
』
の
奥
書
に
つ
い
て
―
「
伽
陀
婆
羅
摩
」
を
中
心
と
し
て
―
」（『
三
康
文
化
研
究
所
年
報
』
二
十
八
・
一
九
九
五
年
） 
・
宮
崎
円
遵
「
金
澤
称
名
寺
と
浄
土
教
」（『
龍
谷
学
報
』
三
百
九
・
一
九
三
四
年
） 
・
安
冨
信
哉
「
信
の
系
譜
―
―
聖
覚
と
隆
寛
を
中
心
に
―
」（『
大
谷
大
学
研
究
年
報
』
五
十
八
・
二
〇
〇
六
年
） 
・
山
高
秀
介
「
善
導
の
三
心
釈
―
三
心
一
心
問
答
の
思
想
的
背
景
と
し
て
―
」（『
真
宗
研
究
』
五
十
五
・
二
〇
一
一
年
） 
・
山
本
充
朗
「
第
十
八
願
に
お
け
る
唯
除
の
意
味
―
親
鸞
に
お
け
る
人
間
の
研
究
―
」（『
真
宗
研
究
』
十
九
・
一
九
七
四
年
） 
・
ロ
バ
ー
ト
・
Ｆ
・
ロ
ー
ズ
「
永
観
の
念
仏
観
―
法
身
同
体
の
思
想
を
中
心
と
し
て
―
」（『
大
谷
学
報
』
八
十
一
・
二
・
二
〇
〇
二
年
） 
 
共
著
論
文 
・
学
苑
同
人
「
群
疑
論
に
現
れ
た
る
逆
謗
説
の
検
討
」
上
・
続
（
下
）（『
顕
真
学
報
』
二
十
二
・
二
十
四
・
一
九
三
九
年
） 
 
 
   
 
〈
副
論
文
〉 
  
 
 
 
 
      
副
論
文 
『
往
生
拾
因
』
に
記
さ
れ
る
五
逆
に
つ
い
て
の
一
考
察 
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緒
言 
 
永
観
（
一
〇
三
三
―
一
一
一
一
）
が
『
往
生
拾
因
』「
第
二
因
」
に
記
す
五
逆
の
内
容
は
極
め
て
特
徴
的
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
永
観
が
五
逆
を
示
し
た
文
は
、
意
図
的
に
幾
つ
か
の
経
論
か
ら
構
成
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
仏
教
通
説
と
は
異
な
る
内
容
を
も
つ
。
ま
た
こ
れ
は
、『
教
行
信
証
』「
信
巻
」
巻
末
に
記
さ
れ
て
い
る
五
逆
に
つ
い
て
の
文
（
以
下
、「
五
逆
の
文
」
と
称
す
）
の
典
拠
と
な
る
文
で
あ
る
（
た
だ
し
、
親
鸞
は
永
観
の
名
も
『
往
生
拾
因
』
の
著
名
も
示
し
て
い
な
い
）。 
こ
の
副
論
文
で
は
、
第
一
節
で
、『
往
生
拾
因
』
に
記
さ
れ
る
五
逆
の
特
徴
を
考
察
し
た
い
。
そ
の
た
め
、
永
観
が
『
往
生
拾
因
』
「
第
二
因
」
に
て
五
逆
の
内
容
を
記
す
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
経
論
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
を
順
を
追
っ
て
確
か
め
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
文
の
構
造
は
や
や
複
雑
で
あ
る
の
で
、
考
察
は
煩
瑣
に
な
る
こ
と
を
免
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
、『
往
生
拾
因
』
が
基
づ
く
経
論
を
引
用
す
る
際
、
注
目
す
べ
き
文
に
傍
線
を
附
し
、
適
宜
改
行
し
た
。
ま
た
資
料
と
し
て
、「
五
逆
の
文
」
と
『
往
生
拾
因
』
の
文
、
そ
し
て
『
往
生
拾
因
』
が
基
づ
く
慧
沼
等
の
文
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
典
拠
と
な
る
文
を
図
表
と
し
て
示
し
た
も
の
を
小
論
の
後
（
二
二
二
―
二
二
三
頁
）
に
附
し
た
こ
と
で
あ
る
。 
第
二
節
で
は
、
学
位
請
求
論
文
第
二
部
第
四
章
で
考
察
す
る
「
信
巻
」
巻
末
の
「
五
逆
の
文
」
の
意
義
を
探
る
前
段
階
と
し
て
、
永
観
の
五
逆
の
了
解
を
、
永
観
が
念
仏
を
修
し
、『
往
生
拾
因
』
を
著
す
に
至
る
背
景
と
、『
往
生
拾
因
』
の
文
脈
か
ら
考
察
し
た
い
。 
 
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
考
察
を
通
し
て
、
最
後
に
「
信
巻
」
巻
末
の
「
五
逆
の
文
」
に
言
及
す
る
こ
と
で
結
論
に
代
え
た
い
。 
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第
一
節 
『
往
生
拾
因
』
に
記
さ
れ
る
五
逆
の
特
徴 
 
第
一
項 
第
一
の
特
徴 
 
緒
言
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
信
巻
」
巻
末
の
「
五
逆
の
文
」
に
は
永
観
の
名
も
、『
往
生
拾
因
』
と
い
う
著
名
も
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ほ
ぼ
全
文
が
そ
れ
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、『
往
生
拾
因
』
に
記
さ
れ
る
五
逆
の
特
徴
を
、
そ
の
典
拠
を
確
か
め
な
が
ら
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。 
永
観
は
『
往
生
拾
因
』「
第
二
因
」
に
お
い
て
、 
 
 
五
逆
 
ト
者
若
 
シ
依
 
ラ
ハ
二
淄
州
 
ニ
一
五
逆
 
ニ
有
 
リ
レ
二
１ 
と
述
べ
て
、
自
身
の
示
す
五
逆
が
淄
州
大
師
慧
沼
（
六
四
八
―
七
一
四
）
に
依
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
慧
沼
の
著
作
で
あ
る
『
金
光
明
最
勝
王
経
疏
』（
以
下
、『
最
勝
王
経
疏
』
と
称
す
）
を
直
接
の
典
拠
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、「
大
乗
の
五
逆
」
の
一
部
に
過
ぎ
ず
、
多
く
の
記
述
は
永
観
自
身
が
別
の
経
論
を
組
み
合
わ
せ
て
案
出
し
た
五
逆
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
往
生
拾
因
』
に
記
さ
れ
る
五
逆
と
は
、
部
分
的
に
は
慧
沼
に
依
っ
て
い
る
が
、
永
観
の
独
自
の
選
び
取
り
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
資
料
参
照
）。
そ
し
て
、
こ
の
文
を
親
鸞
が
ほ
ぼ
全
箇
所
そ
の
ま
ま
「
信
巻
」
に
記
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
仏
教
通
説
で
言
わ
れ
る
五
逆
で
は
な
く
、
こ
の
永
観
の
案
出
し
た
特
徴
的
な
五
逆
に
つ
い
て
の
文
に
基
づ
か
な
け
れ
ば
、「
信
巻
」
に
お
い
て
親
鸞
の
自
覚
内
容
を
託
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
永
観
の
記
し
た
五
逆
の
特
徴
を
考
察
す
る
こ
と
は
、「
五
逆
の
文
」の
意
義
の
一
端
を
考
え
る
こ
と
に
も
繋
が
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 
さ
て
、『
往
生
拾
因
』
に
記
さ
れ
る
五
逆
の
最
大
の
特
徴
は
、
そ
れ
が
二
種
挙
げ
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
永
観
が
五
逆
を
二
種
挙
げ
る
根
拠
は
、
永
観
自
身
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
慧
沼
に
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
二
つ
と
は
、「
三
乗
の
五
逆
」
と
「
大
乗
の
五
逆
」
で
あ
る
。
慧
沼
は
、『
最
勝
王
経
疏
』
の
第
三
巻
・
末
に
お
い
て
、 
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依
薩
遮
尼
乾
子
経
等
有
大
乗
五
逆 
経
①
悪
心
出
仏
身
血
②
誹
謗
正
法
破
和
合
僧
③
殺
阿
羅
漢
④
⑤
殺
害
父
母 
賛
曰
。
是
之
五
逆
三
乗
通
説
。 
総
大
乗
不
共
逆
中
当
第
四
逆
。
２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
番
号
①
～
⑤
引
用
者
） 
と
述
べ
、「
五
逆
三
乗
通
説
」
と
「
大
乗
五
逆
」
を
示
し
て
い
る
。
慧
沼
の
言
う
こ
の
二
つ
の
五
逆
の
関
係
は
、「
通
説
」
と
い
う
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
仏
教
（
一
乗
か
ら
三
乗
）
通
説
の
基
本
的
な
五
逆
が
あ
り
、『
大
薩
遮
尼
乾
子
所
説
経
』（
以
下
、『
薩
遮
尼
乾
子
経
』
と
称
す
）
等
に
説
か
れ
る
「
大
乗
五
逆
」
の
第
四
逆
に
、
基
本
的
な
五
逆
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
慧
沼
の
五
逆
理
解
は
、「
依
薩
遮
尼
乾
子
経
」
と
あ
る
よ
う
に
、『
薩
遮
尼
乾
子
経
』
第
四
巻
の
次
の
箇
所
に
依
っ
て
い
る
。 
 
 
王
言
。
大
師
。
何
者
根
本
罪
。
答
言
。
大
王
有
五
種
罪
。
名
為
根
本
。
何
等
為
五
。 
一
者
破
壊
塔
寺
焚
焼
経
像
。
或
取
仏
物
法
物
僧
物
。
若
教
人
作
見
作
助
喜
。
是
名
第
一
根
本
重
罪
。 
若
謗
声
聞
辟
支
仏
法
及
大
乗
法
。
毀
呰
留
難
隠
蔽
覆
蔵
。
是
名
第
二
根
本
重
罪
。 
若
有
沙
門
信
心
出
家
。
剃
除
鬚
髪
身
著
染
衣
。
或
有
持
戒
或
不
持
戒
。
繋
閉
獄
枷
鎖
打
縛
。
策
役
駆
使
責
諸
発
調
。
或
脱
袈
裟
逼
令
還
俗
。
或
断
其
命
。
是
名
第
三
根
本
重
罪
。 
於
五
逆
罪
若
作
一
業
。
是
名
第
四
根
本
重
罪
。 
謗
無
一
切
善
悪
業
報
。
長
夜
常
行
十
不
善
業
。
不
畏
後
世
。
自
作
教
人
堅
住
不
捨
。
是
名
第
五
根
本
重
罪
。 
大
王
当
知
。
若
犯
如
是
根
本
重
罪
而
不
自
悔
。
決
定
焼
滅
一
切
善
根
。
趣
大
地
獄
受
無
間
苦
。
３ 
慧
沼
と
永
観
に
よ
っ
て
「
大
乗
五
逆
」
と
言
わ
れ
る
こ
の
箇
所
は
、
典
拠
で
は
「
五
逆
」（
ま
た
は
五
逆
を
示
す
五
無
間
）
で
は
な
く
、「
根
本
重
罪
」
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
な
か
に
五
逆
を
示
し
、
そ
れ
は
第
四
根
本
重
罪
と
名
付
け
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
慧
沼
は
恣
意
的
に
「
根
本
重
罪
」
を
「
大
乗
五
逆
」
に
言
い
換
え
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
に
了
解
し
た
の
は
、
慧
沼
の
師
で
あ
る
慈
恩
大
師
基
（
六
三
二
―
六
八
二
）
で
あ
る
。
基
は
、「
業
障
」
の
内
実
を
示
す
な
か
で
、
先
に
引 
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用
し
た
『
薩
遮
尼
乾
子
経
』
の
文
に
依
っ
て
、
そ
も
そ
も
は
五
種
の
「
根
本
重
罪
」
で
あ
っ
た
も
の
を
、『
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』
第
三
巻
・
末
に
お
い
て
、 
 
 
業
障
者
依
薩
遮
尼
乾
子
経
一
有
二
五
種
逆
一
。 
一
破
レ
塔
壊
レ
寺
焚
焼
□二
経
像
一
。
竊
盗
及
用
二
三
宝
財
物
一
。 
二
謗
二
三
乗
法
一
言
レ
非
二
聖
法
一
。
障
礙
留
難
隠
蔽
弊
覆
蔵
。 
三
於
二
一
切
出
家
人
所
一
。
若
有
戒
無
戒
持
戒
破
戒
打
罵
訶
責
。
説
二
其
過
失
一
禁
二
閉
牢
獄
一
。
或
脱
二
袈
裟
一
逼
令
二
還
俗
一
。 
責
役
駈
使
債
レ
其
発
レ
調
断
二
其
命
根
一
故
。
大
集
経
言
説
二
一
破
戒
比
丘
過
失
一
。
過
レ
出
二
万
億
仏
身
血
一
。 
四
殺
レ
父
害
レ
母
殺
二
阿
羅
漢
一
出
二
仏
身
血
一
破
二
和
合
僧
一
。 
五
起
二
大
邪
見
一
謗
レ
無
二
因
果
一
。
長
夜
常
行
二
十
不
善
業
一
。 
此
之
五
種
唯
於
二
大
乗
一
名
二
五
逆
業
障
一
。
４ 
と
「
大
乗
に
於
て
五
逆
、
、
業
障
と
名
づ
く
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
薩
遮
尼
乾
子
経
』
に
示
さ
れ
る
通
説
の
五
逆
を
、
二
重
傍
線
部
箇
所
の
よ
う
に
具
体
的
な
行
為
の
内
容
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
、
基
は
「
根
本
重
罪
」
を
「
五
逆
業
障
」
と
し
て
自
然
な
形
で
示
し
て
い
る
（
も
し
置
き
換
え
て
い
な
け
れ
ば
、
五
逆
業
障
の
中
に
五
逆
罪
が
あ
る
こ
と
に
な
り
、
非
常
に
不
自
然
で
あ
る
）。
そ
し
て
慧
沼
は
、『
薩
遮
尼
乾
子
経
』
の
経
説
と
、
師
で
あ
る
基
の
こ
の
説
示
に
基
づ
い
て
、『
最
勝
王
経
疏
』
第
三
巻
・
末
に
、
次
の
よ
う
に
「
大
乗
経
所
説
五
逆
」
を
示
す
の
で
あ
る
。 
 
 
経
無
知
謗
正
法
不
孝
父
母
作
如
是
衆
罪
我
今
悉
懺
悔
。
賛
曰
。
第
十
一
懺
由
五
逆
所
造
悪
業
。 
依
大
乗
経
所
説
五
逆
。
非
三
乗
通
説
。 
言
五
逆
者
。
準
薩
遮
尼
乾
子
経
。 
一
不
得
破
塔
壊
寺
焚
焼
経
像
及
用
盗
三
宝
財
物
。 
二
謗
三
乗
法
言
非
聖
教
。
障
礙
留
難
隠
蔽
覆
蔵
。 
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三
於
一
切
出
家
人
所
若
有
戒
無
戒
持
戒
破
戒
打
罵
訶
嘖
。
説
過
禁
閉
還
俗
駆
使
責
調
断
命
。 
四
不
得
殺
父
害
母
出
仏
身
血
破
和
合
僧
殺
阿
羅
漢
。 
五
不
得
謗
無
因
果
長
夜
常
行
十
不
善
業
。 
今
此
謗
法
即
第
二
逆
。
不
孝
父
母
即
第
四
逆
。
５ 
こ
れ
を
承
け
て
永
観
は
、
さ
ら
に
右
記
に
二
重
線
を
附
し
た
「
通
説
」
と
い
う
二
文
字
を
取
り
除
き
、 
一
 
ニ
者
三
乗
 
ノ
五
逆
６ 
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
永
観
は
、
慧
沼
の
こ
の
「
三
乗
通
説
に
は
非
ず
」
に
代
表
さ
れ
る
教
示
に
基
づ
い
て
、「
三
乗
の
、
、
、
五
逆
」
の
意
味
を
、「
仏
教
通
説
の
、
、
、
、
、
五
逆
」（
一
乗
か
ら
三
乗
ま
で
）
か
ら
「
小
乗
の
、
、
、
五
逆
」（
三
乗
の
み
）
へ
と
変
え
、「
大
乗
の
五
逆
」
と
対
応
す
る
形
で
示
し
た
の
で
あ
る
７
。
以
上
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
て
、
永
観
は
二
種
の
五
逆
の
関
係
を
対
等
な
も
の
と
看
做
し
、
『
往
生
拾
因
』
に
示
す
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
『
往
生
拾
因
』
に
記
さ
れ
る
五
逆
の
第
一
の
特
徴
で
あ
る
。 
 
 
第
二
項 
第
二
の
特
徴 
 
次
に
注
目
し
た
い
の
は
、
永
観
の
挙
げ
る
三
乗
の
五
逆
が
特
徴
的
な
点
で
あ
る
。
永
観
は
慧
沼
の
『
最
勝
王
経
疏
』
に
依
っ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
に
言
わ
れ
る
「
三
乗
通
説
の
五
逆
」
の
内
容
（「
経
①
悪
心
出
仏
身
血
②
誹
謗
正
法
破
和
合
僧
③
殺
阿
羅
漢
④
⑤
殺
害
父
母
」）
は
当
然
知
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
往
生
拾
因
』
に
お
い
て
三
乗
の
五
逆
の
後
に
記
述
さ
れ
る
「（
三
乗
の
）
五
無
間
の
同
類
の
業
８
」
の
根
拠
と
な
る
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』（
以
下
、『
倶
舎
論
』
と
称
す
）
第
十
七
巻
に
も
、
五
逆
の
内
容
は
、 
 
 
言
二
無
間
業
一
者
。
謂
五
無
間
業
。
其
五
者
何
。
一
者
害
母
。
二
者
害
父
。
三
者
害
阿
羅
漢
。
四
者
破
和
合
僧
。
五
者
悪
心
出
二
仏
身
血
一
。
９ 
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と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
仏
教
通
説
と
し
て
の
五
逆
は
五
つ
の
行
為
と
し
て
説
示
さ
れ
、
そ
の
行
為
が
起
こ
っ
て
く
る
根
拠
に
は
言
及
さ
れ
な
い
。 
し
か
し
永
観
は
、
三
乗
の
五
逆
を
述
べ
る
際
、
そ
れ
ら
の
教
示
に
基
づ
く
の
で
は
な
く
、『
大
乗
大
集
地
蔵
十
輪
経
』（
以
下
、『
十
輪
経
』
と
称
す
）
第
三
巻
の
次
の
経
説
に
基
づ
い
て
五
逆
を
示
し
て
い
る
。 
 
 
 
有
二
五
無
間
大
罪
悪
業
一
。
何
等
為
レ
五
。
一
者
故
思
殺
レ
父
。
二
者
故
思
殺
レ
母
。
三
者
故
思
殺
二
阿
羅
漢
一
。
四
者
倒
見
破
二
声
聞
僧
一
。
五
者
悪
心
出
二
仏
身
血
一
。
如
レ
是
五
種
。
名
為
二
無
間
大
罪
悪
業
一
。
若
人
於
二
五
無
間
中
一
。
隨
造
二
一
種
一
不
レ
合
三
出
家
及
受
二
具
戒
一
。
１
０ 
こ
の
経
説
は
、「
五
無
間
大
罪
悪
業
」
と
い
う
、
も
し
一
つ
で
も
悪
業
を
造
っ
た
者
は
出
家
受
戒
を
許
さ
れ
ず
、
ま
た
そ
れ
を
破
っ
て
受
戒
さ
せ
た
師
は
罪
を
犯
し
た
こ
と
に
な
る
こ
と
を
明
か
す
と
い
う
文
脈
で
出
て
く
る
も
の
で
あ
る
１
１
。『
十
輪
経
』
に
説
か
れ
る
五
逆
の
特
徴
は
、
五
逆
の
す
べ
て
の
行
為
の
前
に
、「
故
思
」「
倒
見
」「
悪
心
」
と
い
う
言
葉
の
い
ず
れ
か
が
あ
り
、
行
為
と
と
も
に
、
そ
の
行
為
に
至
る
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。ほ
か
の
経
論
に
示
さ
れ
る
五
逆
が
行
為
だ
け
に
言
及
す
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
こ
れ
は
特
徴
的
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
箇
所
を
永
観
は
意
図
的
に
選
び
、「
三
乗
の
五
逆
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
 
 
一
 
ニ
者
三
乗
 
ノ
五
逆
謂
 
ク
一
 
ニ
者
故
思
 
ヲ
以
殺
 
シ
レ
父
 
ヲ
二
 
ニ
者
故
思
 
シ
テ
殺
 
シ
レ
母
 
ヲ
三
 
ニ
者
故
思
 
シ
テ
殺
 
ス
二
羅
漢
 
ヲ
一
四
 
ニ
者
倒
見
 
ヲ
以
破
 
ス
二
和
合
僧
 
ヲ
一
五
 
ニ
者
悪
心
 
ヲ
以
出
 
ス
二
仏
身
 
ヨ
リ
血
 
ヲ
一
１
２ 
そ
し
て
永
観
は
、
そ
れ
が
「
逆
」
と
な
る
理
由
を
、 
 
 
以
 
テ
背
 
キ
二
恩
田
 
ニ
一
違
 
フ
二
福
田
 
ニ
一
故
 
ニ
名
 
テ
レ
之
 
ヲ
為
 
ス
レ
逆
 
ト
一
１
３ 
と
述
べ
、「
恩
田
に
背
き
福
田
に
違
ふ
」
と
い
う
点
で
押
さ
え
て
い
る
。
こ
の
「
恩
田
」
と
は
父
母
の
こ
と
で
、「
福
田
」
と
は
仏
・
和
合
僧
を
意
味
す
る
１
４
。
こ
の
文
言
は
永
観
自
身
の
言
葉
で
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
次
の
『
倶
舎
論
』
の
教
説
に
依
り
な
が
ら
、
逆
が
逆
と
言
わ
れ
る
所
以
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。『
倶
舎
論
』
第
十
八
巻
に
は
、 
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謂
害
二
父
母
一
是
棄
二
恩
田
。
如
何
有
レ
恩
一
。
身
生
本
故
。
如
何
棄
レ
彼
。
謂
捨
二
彼
恩
一
。
徳
田
謂
余
阿
羅
漢
等
。
具
二
諸
勝
徳
一
及
能
生
故
。
壊
二
徳
所
依
一
故
成
二
逆
罪
一
。
１
５ 
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
父
母
を
害
す
る
こ
と
が
逆
と
な
る
理
由
に
つ
い
て
は
、「
身
生
本
故
」〈
身
を
生
ず
る
の
本
な
る
が
故
な
り
１
６
〉
と
言
わ
れ
、
余
の
阿
羅
漢
等
を
害
す
る
こ
と
が
逆
と
な
る
理
由
に
つ
い
て
は
、「
具
二
諸
勝
徳
一
及
能
生
故
」〈
諸
の
勝
徳
を
具
し
、
及
び
能
く
〔
他
の
勝
徳
を
〕
生
ず
る
が
故
な
り
１
７
〉
と
教
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
恩
田
に
背
き
、
福
田
に
違
ふ
」
と
い
う
こ
と
は
、
自
己
存
在
そ
の
も
の
に
背
き
、
違
う
こ
と
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
以
上
の
点
か
ら
『
往
生
拾
因
』
に
記
さ
れ
る
五
逆
の
第
二
の
特
徴
と
し
て
、
五
逆
を
単
に
行
為
と
し
て
示
す
の
で
は
な
く
、
行
為
の
も
と
で
あ
る
自
己
存
在
の
思
い
に
基
づ
い
て
起
こ
る
事
柄
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。 
 
 
第
三
項 
第
三
の
特
徴 
 
最
後
に
注
目
し
た
い
の
は
、「
五
無
間
の
同
類
の
業
」
と
「
近
無
間
の
業
」
の
存
在
で
あ
る
。
永
観
は
三
乗
の
五
逆
と
大
乗
の
五
逆
を
示
す
だ
け
で
は
な
く
、
三
乗
の
五
逆
の
後
に
「
五
無
間
の
同
類
の
業
」
を
『
倶
舎
論
』
に
基
づ
い
て
示
し
、
大
乗
の
五
逆
の
後
に
は
、
十
悪
に
言
及
し
て
、
前
の
四
つ
を
四
重
禁
で
あ
る
と
述
べ
た
う
え
で
、
そ
の
四
重
禁
が
「
近
無
間
の
業
」
に
な
る
場
合
を
『
十
輪
経
』
に
基
づ
い
て
示
し
て
い
る
。 
 
前
者
に
関
し
て
は
、『
倶
舎
論
』
第
十
八
巻
に
、 
唯
無
間
罪
定
生
二
地
獄
一
。
諸
無
間
同
類
亦
定
生
レ
彼
。
有
余
師
説
。
非
二
無
間
生
一
。
同
類
者
何
。 
頌
曰
。 
汚
二
母
無
学
尼
一 
 
殺
二
住
定
菩
薩 
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及
有
学
聖
者
一 
 
奪
二
和
合
僧
縁
一 
破
二-
壊
窣
堵
波
一 
是
無
間
同
類 
論
曰
。
如
是
五
種
隨
二
其
次
第
一
是
五
無
間
同
類
業
體
。
謂
有
下
於
二
母
阿
羅
漢
尼
一
行
中
極
汚
染
上
謂
非
梵
行
。
或
有
下
殺
二-
害 
 
住
定
菩
薩
一
。
或
殺
二
学
聖
者
一
。
或
奪
二
僧
合
縁
一
。
或
破
中
窣
堵
波
上
。
是
五
逆
同
類
。
１
８ 
と
言
わ
れ
る
「
五
逆
同
類
」
の
罪
を
、
永
観
は
通
説
の
五
逆
の
一
々
に
当
て
は
め
、「
五
無
間
の
同
類
の
業
」
を
提
示
し
て
い
る
（
資
料
参
照
）。 
 
後
者
に
関
し
て
は
、『
十
輪
経
』
原
文
で
は
、「
三
乗
の
五
逆
」
が
基
づ
い
て
い
た
箇
所
（『
十
輪
経
』
の
経
言
）
の
す
ぐ
後
に
、
五
逆
罪
を
犯
し
た
者
の
ほ
か
に
、
犯
し
た
な
ら
ば
受
戒
出
家
が
許
さ
れ
な
い
と
さ
れ
る
１
９
「
四
種
近
五
無
間
大
罪
悪
業
根
本
之
罪
２
０
」
〈
四
種
の
五
無
間
の
大
罪
悪
業
に
近
き
根
本
罪
２
１
〉
を
説
示
す
る
箇
所
で
あ
っ
た
。
永
観
は
、
十
悪
の
前
四
項
目
で
あ
る
「
殺
・
盗
・
婬
・
妄
語
」
を
「
四
重
禁
」
と
し
た
う
え
で
、『
十
輪
経
』
に
説
か
れ
る
四
種
の
根
本
罪
が
「
近
（
五
）
無
間
の
業
」
と
な
る
場
合
を
示
す
文
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
次
 
ニ
十
悪
 
ト
者 
身
三
口
四
意
三
常如 
十
 
カ
中
 
ニ
前
 
ノ
四
 
ヲ
名
 
ク
二
四
重
禁
 
ト
一 
謂
 
ク
殺
盗
婬
妄
語
也 
若
 
シ 
依
 
ラ
ハ
二
十
輪
経
 
ニ
一
於
 
テ
二
此
 
ノ
四
重
中
 
ニ
一
説
 
ク
二
近
無
間
 
ノ
業
 
ヲ
一 
故
 
ニ
彼
 
ノ 
経
 
ニ
云
一
 
 
ニ
ハ
起
 
シ
テ
二
不
善
 
ノ
心
 
ヲ
一
殺
二
害
 
ス
独
覚
 
ヲ
一 
是
 
レ
殺
生
 
 
二
 
 
ニ
ハ
婬
 
ス
二
羅
漢
尼
 
ヲ
一 
是
 
レ
欲
邪
行
 
ナ
リ 
三
 
ニ
ハ
侵
下
損
 
ス
所
 
ノ
レ
施
 
ス
二
三
宝
 
ニ
一
財
物
 
ヲ
上 
是
 
レ
不
與
取
 
ナ
リ
四
 
ニ
ハ
倒
見
 
ヲ
以
破
 
ス
二
和
合
僧
衆
 
ヲ
一 
是
 
レ
虚
誑
語
 
ナ
リ
鈔略
２
２ 
こ
れ
に
よ
っ
て
、「
大
乗
の
五
逆
」
の
内
実
を
提
示
し
た
後
、
十
悪
の
な
か
で
も
五
逆
に
近
い
罪
を
挙
げ
る
と
い
う
文
脈
に
『
往
生
拾
因
』
で
は
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
永
観
は
、「
三
乗
の
五
逆
」、
三
乗
の
「
五
無
間
の
同
類
の
業
」、「
大
乗
の
五
逆
」、「
十
悪
」
の
な
か
の
「
四
重
禁
」
が
「
近
無
間
の
業
」
と
な
る
場
合
を
挙
げ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
永
観
は
、
慧
沼
に
よ
っ
て
二
種
の
五
逆
が
あ
る
と
言
い
な
が
ら
、
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
多
く
の
「
逆
」
の
在
り
方
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、『
往
生
拾
因
』
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に
記
さ
れ
る
五
逆
の
第
三
の
特
徴
で
あ
る
。 
 
以
上
、『
往
生
拾
因
』
に
記
さ
れ
る
五
逆
の
特
徴
を
三
点
示
し
て
き
た
。
纏
め
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。 
 
第
一
の
特
徴･･･
「
三
乗
の
五
逆
」
と
「
大
乗
の
五
逆
」
を
対
等
な
も
の
と
し
て
、
五
逆
を
二
種
示
し
て
い
る
点 
第
二
の
特
徴･･･  
五
逆
を
単
に
行
為
と
し
て
示
す
の
で
は
な
く
、
行
為
の
根
拠
で
あ
る
自
己
存
在
の
思
い
に
関
わ
る
事
柄
と
し
て
示 
し
て
い
る
点 
第
三
の
特
徴･･･
「
三
乗
の
五
逆
」
と
「
大
乗
の
五
逆
」
を
示
す
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
五
無
間
の
同
類
の
業
」
及
び
「
近
無
間
の
業
」 
（「
十
悪
」
の
中
の
前
四
つ
で
あ
る
「
四
重
禁
」
が
「
近
無
間
の
業
」
と
な
る
場
合
）
を
示
し
て
多
く
の
「
逆
」
の 
在
り
方
を
示
し
て
い
る
点 
 
  
 第
二
節 
永
観
の
五
逆
の
了
解 
 
第
一
項 
永
観
の
無
常
観
と
危
機
意
識 
  
前
節
に
お
い
て
、『
往
生
拾
因
』
に
記
さ
れ
る
五
逆
の
特
徴
を
、
そ
の
典
拠
を
確
か
め
な
が
ら
考
察
し
て
き
た
。
本
節
で
は
、
永
観
の
五
逆
の
了
解
を
、
永
観
が
念
仏
を
修
し
、
そ
の
念
仏
が
往
生
の
因
と
な
る
こ
と
を
示
し
た
『
往
生
拾
因
』
を
著
す
に
至
っ
た
背
景
と
、『
往
生
拾
因
』
の
文
脈
に
お
い
て
、
い
か
な
る
罪
と
し
て
五
逆
が
示
さ
れ
て
い
る
の
か
を
踏
ま
え
て
考
察
し
た
い
。 
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永
観
は
三
論
宗
の
僧
で
あ
っ
た
２
３
。
三
論
教
学
を
中
心
に
学
ぶ
な
か
、
永
承
五
年
（
一
〇
五
〇
）、
永
観
の
年
齢
で
言
え
ば
十
八
歳
以
後
か
ら
は
学
問
研
究
の
合
間
に
念
仏
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
そ
の
数
は
毎
日
一
万
遍
に
及
ん
だ
と
言
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
永
観
が
三
論
教
学
と
同
時
に
念
仏
を
修
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
無
常
観
と
危
機
意
識
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
第
一
の
無
常
観
に
つ
い
て
は
、
末
法
の
到
来
を
深
刻
に
意
識
し
た
こ
と
と
、
師
深
観
（
一
〇
〇
〇
―
一
〇
五
〇
）
と
養
父
元
命
（
九
七
〇
―
一
〇
五
一
）
の
入
滅
が
影
響
し
て
い
る
。
当
時
、
末
法
到
来
第
一
年
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
永
承
七
年
（
一
〇
五
二
）
を
数
年
後
に
控
え
た
永
承
年
間
（
一
〇
四
六
―
一
〇
五
二
）
は
、
た
と
え
ば
永
承
元
年
（
一
〇
四
六
）
の
興
福
寺
焼
失
、
永
承
七
年
（
一
〇
五
二
）
の
長
谷
寺
の
焼
失
、
永
承
六
年
か
ら
七
年
（
一
〇
五
一
―
一
〇
五
二
）
の
疫
病
の
流
行
な
ど
が
あ
り
、
末
法
到
来
は
広
く
現
実
の
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
深
観
は
、
永
観
が
念
仏
を
始
め
た
年
で
あ
る
永
承
五
年
に
死
、
元
命
も
翌
年
に
没
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
永
観
が
三
十
歳
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
、
持
病
の
風
痒
ふ
う
よ
う
＝
風
阿
ふ
う
あ
（
高
血
圧
神
経
痛
）
に
冒
さ
れ
た
こ
と
も
無
常
観
を
深
め
た
一
因
と
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
病
気
が
引
き
金
と
な
り
、
永
観
は
光
明
寺
に
七
、
八
年
の
間
蟄
居
す
る
。
永
観
の
無
常
観
は
、『
往
生
拾
因
』
全
体
に
流
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
そ
の
序
に
、 
 
澄
 
シ
二
心
 
ヲ
於
小
水
 
ノ
魚
 
ニ
一
歎
 
キ
二
露
命
 
ノ
日
日
 
ニ
減
 
コ
ト
ヲ
一
係
 
テ
二
念
 
ヲ
於
屠
処
 
ノ
羊
 
ニ
一
悲
 
ム
二
無
常
 
ノ
之
歩
歩
 
ニ
近
 
 
ク
コ
ト
ヲ
一
況
 
ヤ
乎
世
間
 
ハ
春
来
 
ノ
夢
栄
華
何
 
ソ
実
 
ナ
ラ
ン
人
身
 
ハ
水
上
 
ノ
漚アワ
浮
生
誰
 
レ
カ
留
 
ラ
ン
陰
 
カ
ク
レ
シ
二
山
海
 
ニ
一
僊
 
モ
未
 
タ
レ
免
 
レ
二
無
常
 
ノ
之
悲
 
ヲ
一
籠
 
リ
シ
二
石
室
 
ニ
一
人
 
モ
終
 
ニ
遭
 
ヘ
リ
二
別
離
 
ノ
之
歎
 
キ
ニ
一
実
 
ニ
一
生
 
ハ
仮
 
ノ
棲
 
カ
豈
 
ニ
期
 
ン
ヤ
二
永
代
 
ヲ
一
乎
而
 
ル
ニ
今
倩
 
ツ
ラ
思
 
フ
ニ
受
 
ケ
二
何
 
ノ
病
 
ヲ
一
招
 
ン
ヤ
二
何
 
ノ
死
 
ヲ
一
哉
重
病
 
ト
悪
死
 
ト
一
何
 
ン
ソ
痛
 
ン
ヤ
哉
雪
山
不
死
 
ノ
薬
 
モ
験
 
ヲ
失
 
シ
耆
婆
医
王
 
ノ
方
 
モ
術
尽
 
キ
ヌ
無
常ノ
暴
風
 
ハ
不
 
ス
レ
論
 
セ
二
神
僊
 
ヲ
モ
一
奪
精
 
ノ
猛
鬼
 
ハ
不
レ
択
 
ハ
二
貴
賤
 
ヲ
一
生
死
必
然
 
ナ
リ
誰
 
ノ
人
 
カ
得
 
ン
レ
免
 
コ
ト
ヲ
２
４ 
と
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。                                                            
第
二
の
危
機
意
識
に
つ
い
て
は
、
無
常
観
の
理
由
に
挙
げ
た
末
法
到
来
の
意
識
、
及
び
深
観
と
元
命
の
死
も
無
関
係
で
は
な
い
と 
思
わ
れ
る
が
、
当
時
の
仏
教
界
へ
の
痛
烈
な
批
判
が
そ
の
根
底
を
な
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
特
に
『
往
生
拾
因
』
の
跋
文
に
、 
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真
言
止
観
 
ノ
之
行
 
ハ
道
幽
 
ニ
シ
テ
易
 
ク
レ
迷
 
ヒ
三
論
法
相
 
ノ
之
教
 
ハ
理
奥
 
シ
テ
難
 
シ
レ
悟
 
リ
不
 
ン
ハ
二
勇
猛
精
進
 
ニ
一
者
何
 
ソ
修
 
セ
ン
レ
之
 
ヲ
不
二
聡
明
利
智
 
ニ
一
者
誰
 
カ
学
 
ン
レ
之
 
ヲ
朝
家
 
カ
簡
定
 
シ
テ
賜
 
ヒ
二
其
 
ノ
賞
 
ヲ
一
学
徒
競
望
 
シ
テ
増
 
ス
二
其
 
ノ
欲
 
ヲ
一
暗
 
シ
テ
二
三
密
 
ノ
行
 
ニ
一
忝
 
ク
登
 
リ
二
偏
照
 
ノ
之
位
 
ニ
一
飾
 
テ
二
毀
戒
 
ノ
質
 
ヲ
一
誤
 
テ
居
 
ス
二
持
律
 
ノ
之
職
 
シ
キ
ニ
一
実
 
ニ
世
間
 
ノ
之
仮
名
 
ハ
智
者
 
ノ
所
 
ナ
リ
レ
厭
 
フ
也
２
５ 
と
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
永
観
は
真
言
止
観
の
行
は
迷
い
易
く
、
三
論
法
相
の
教
理
は
悟
り
難
く
、「
勇
猛
精
進
」「
聡
明
利
智
」
の
者
で
な
け
れ
ば
こ
れ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
と
言
う
。
し
か
し
現
実
に
は
、
僧
侶
た
ち
は
、
皇
室
や
公
家
か
ら
の
褒
賞
を
賜
う
こ
と
を
競
い
求
め
、
冥
利
の
虜
と
な
り
、
内
実
は
伴
わ
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
外
見
を
飾
り
、
高
位
高
官
に
頓
着
し
て
い
る
と
批
判
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
姿
は
世
間
の
仮
名
に
迷
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
智
者
の
厭
う
と
こ
ろ
で
あ
る
と
喝
破
す
る
の
で
あ
る
。先
の
無
常
観
と
こ
の
よ
う
な
危
機
意
識
に
よ
っ
て
、永
観
は
念
仏
を
修
す
る
者
と
な
り
、
ま
た
そ
れ
が
序
と
跋
文
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
無
常
観
と
危
機
意
識
は
『
往
生
拾
因
』
を
貫
く
も
の
と
言
え
よ
う
。 
永
観
は
『
往
生
拾
因
』
劈
頭
に
、
そ
の
題
号
と
撰
号
を
、 
 
往
生
拾
因 
 
念
仏
宗 
永
観 
集
２
６ 
と
記
し
、「
三
論
宗 
永
観
」
で
は
な
く
「
念
仏
宗 
永
観
」
と
名
告
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
他
宗
に
対
し
て
念
仏
宗
を
開
く
と
い
う
意
識
が
あ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
先
学
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
２
７
、
そ
れ
で
も
そ
こ
に
は
念
仏
を
宗
と
す
る
と
い
う
永
観
の
自
覚
が
窺
わ
れ
る
。 
そ
し
て
永
観
が
念
仏
と
述
べ
る
と
き
、
そ
れ
が
称
名
念
仏
で
あ
る
こ
と
が
『
往
生
拾
因
』
の
序
の
次
の
文
に
示
さ
れ
て
い
る
。 
 
依
 
テ
二
道
綽
 
ノ
之
遺
誡
 
ニ
一
火
急
 
ニ
称
名
 
シ
順
 
シ
テ
二
懐
感
 
ノ
旧
儀
 
ニ
一
励
声
 
ニ
念
仏
 
シ
有
 
ル
時
 
ハ
五
体
 
ヲ
投
 
テ
レ
地
 
ニ
称
念
 
シ
有
時
 
ハ
合
掌
 
ヲ
当
 
テ
ヽ
レ
額
 
ニ
専
念
 
セ
ヨ
凡
 
ソ
厥
 
レ
一
切
 
ノ
時
処
 
ニ
一
心
 
ニ
称
念
 
ス
ヘ
シ
依
 
テ
二
於
小
縁
 
ニ
一
不
 
レ
レ
退
 
セ
二
大
事
 
ヲ
一
難
 
ク
シ
テ
レ
値
 
ヒ
一
 
ヒ
遇
 
ヘ
リ
豈
 
ニ
惜
 
ン
ヤ
二
身
命
 
ヲ
一 
念
仏
 
ノ
一
行
 
ヲ
開
 
シ
テ
為
 
ス
二
十
因
 
ト
一
２
８ 
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
永
観
は
、
無
常
と
危
機
を
突
破
す
る
行
と
し
て
称
名
念
仏
を
掲
げ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
念
仏
が
往
生
の
因
に
な
る
理
由
を
十
因
に
開
く
の
で
あ
る
。 
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第
二
項 
念
仏
に
よ
る
滅
罪 
 
 
さ
て
、
永
観
が
五
逆
に
言
及
す
る
の
は
、『
往
生
拾
因
』
の
「
第
二
因
」
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
の
冒
頭
に
は
、 
第
二
一
心
 
ニ
称
二
念
 
上
レ
ハ
阿
弥
陀
仏
 
ノ
一
衆
罪
消
滅
 
ス
ル
カ
故
 
ニ
必
 
ス
得
二
往
生
 
ヲ
一
２
９ 
と
示
さ
れ
る
よ
う
に
、「
一
心
」
に
阿
弥
陀
仏
を
称
念
す
れ
ば
衆
罪
が
消
滅
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
往
生
を
得
る
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
教
証
と
し
て
永
観
は
、 
観
経
 
ニ
云
 
ク
但
 
タ
聞
 
ス
ラ
二
仏
名
二
菩
薩
 
ノ
名
 
ヲ
一
除
 
ク
二
無
量
劫
生
死
 
ノ
之
罪
 
ヲ
一
何
 
ニ
況
 
ヤ
憶
念
 
ヲ
ヤ
又
説
 
テ
二
下
品
 
ヲ
一
云
 
ク
或
 
ハ
有
 
テ
二
衆
生
一
毀
二
犯
 
セ
ン
五
戒
八
戒
及
 
ヒ
具
足
戒
 
ヲ
一
如
 
ノ
レ
是
 
ノ
愚
人
偸
 
ミ
二
僧
祇
物
 
ヲ
一
盗
二
現
前
 
ノ
僧
物
 
ヲ
一
不
浄
説
法
 
シ
乃
至
作
 
リ
二
五
逆
十
悪
 
ヲ
一
臨
 
テ
二
命
終
 
ノ
時
 
ニ
一
遇
 
テ
二
善
知
識
一
称
 
カ
二
仏
名
 
ヲ
一
故
 
ニ
於
二
念
念
 
ノ
中
 
ニ
一
除
 
キ
二
八
十
億
劫
 
ノ
生
死
 
ノ
之
罪
 
ヲ
一
命
終
 
ノ
之
後
即
得
二
往
生
 
ヲ
一
鈔略
３
０ 
と
『
観
経
』
流
通
分
の
文
と
、『
観
経
』
下
品
の
文
を
略
鈔
し
た
文
を
引
い
て
い
る
。
そ
し
て
永
観
は
、
こ
こ
で
言
わ
れ
る
「
僧
祇
物
」
と
「
現
前
僧
物
」
を
釈
し
た
後
に
、
五
逆
に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ
、
十
悪
に
も
言
い
及
ぶ
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
前
節
で
確
認
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
永
観
は
そ
の
後
、 
設
 
ヒ
有
 
ト
モ
二 
此
 
レ
等
 
ノ
重
罪
悪
業
一  
至
 
シ
テ
レ 
心
 
ヲ
信
楽
 
シ
称
二
念
 
ス
レ
ハ 
南
無
阿
弥
陀
仏
南
無
阿
弥
陀
仏
 
ト
一   
於
 
テ
二 
念
念
 
ノ
中
 
ニ
一
皆
得
二
消
滅
 
ス
ル
コ
ト
ヲ 
一  
何
 
ニ
况
 
ヤ 
余 
罪
 
ヲ
ヤ
３
１ 
と
た
と
え
こ
れ
ら
の
重
罪
が
あ
っ
て
も
、
称
名
念
仏
に
よ
っ
て
五
逆
・
十
悪
の
罪
が
消
滅
す
る
と
言
う
。
そ
し
て
、
五
逆
・
十
悪
と
呼
ば
れ
る
大
罪
が
滅
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
よ
り
軽
い
罪
が
滅
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
言
う
。
つ
ま
り
、『
往
生
拾
因
』
の
文
脈
で
、
五
逆
の
み
な
ら
ず
、
十
悪
に
つ
い
て
も
述
べ
る
の
は
、
称
名
念
仏
に
よ
っ
て
全
て
の
罪
が
滅
す
る
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
永
観
に
お
い
て
五
逆
、
あ
る
い
は
十
悪
と
は
、
念
仏
に
よ
っ
て
滅
す
る
こ
と
の
で
き
る
罪
な
の
で
あ
る
。
ま
た
永
観
は
、
自
身
の
滅
罪
観
を
、 
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如
 
キ
ハ
二
彼
 
ノ
大
荘
厳
仏
滅
後
 
ノ
四
悪
比
丘
 
ノ
一
十
万
億
歳
四
念
処
観
 
ヲ
動
修
精
進
 
ス
ル
コ
ト
如
 
シ
レ
救
 
フ
カ
二
頭
燃
 
ヲ
一
而
 
レ
ト
モ
小
乗
 
ノ
行
無
 
カ
二
滅
罪
一
故
 
ニ 
還マタ
堕
 
ス
二
無
間
 
ニ
一
由
 
テ
レ
此
 
ニ
応
 
ニ
レ
信
 
ス
二
大
乗
滅
罪
 
ノ
之
方
法
弥
陀
 
ノ
一
念
 
ノ
之
功
徳
 
ヲ
一
３
２ 
と
述
べ
、
小
乗
の
行
で
は
罪
を
滅
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
地
獄
に
堕
す
こ
と
に
対
し
て
、
称
名
念
仏
は
「
大
乗
滅
罪
の
方
法
」
で
あ
る
と
示
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
詰
ま
る
と
こ
ろ
、
罪
を
消
滅
し
な
け
れ
ば
往
生
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
往
生
観
で
あ
り
、
罪
滅
が
永
観
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。 
 
と
こ
ろ
で
、
永
観
は
念
仏
を
称
名
念
仏
と
す
る
も
の
の
、
た
だ
単
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
声
を
出
す
行
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
往
生
の
十
因
の
全
て
に
「
一
心
、
、
称
念
阿
弥
陀
仏
…
…
故
必
得
往
生
」
と
、「
称
念
阿
弥
陀
仏
」
の
前
に
「
一
心
」
を
附
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
念
仏
は
「
一
心
」
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
一
心
」
は
、『
往
生
拾
因
』
の
な
か
で
は
三
昧
を
意
味
す
る
。
こ
の
こ
と
は
「
第
八
因
」
を
中
心
に
、「
第
七
因
」
か
ら
「
第
九
因
」
に
渡
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
今
そ
れ
ら
の
内
容
を
詳
細
に
検
討
こ
と
は
で
き
な
い
が
、「
第
七
因
」
か
ら
「
第
九
因
」
ま
で
の
標
章
の
文
に
よ
っ
て
流
れ
を
追
っ
て
み
た
い
。 
第
七
一
心
 
ニ
称
二
念
 
シ
上
レ
ハ
阿
弥
陀
仏
 
ヲ
一
三
業
相
応
 
ノ
故
 
ニ
必
 
ス
得
二
往
生
 
ヲ
一
３
３ 
第
八
一
心
 
ニ
称
二
念
 
上
レ
ハ
阿
弥
陀
仏
 
ヲ
一
三
昧
発
得
 
ノ
故
 
ニ
必
得
二
往
生
 
コ
ト
ヲ
一
３
４ 
第
九
一
心
 
ニ
称
二
念
阿
弥
陀
仏
 
ヲ
一
法
身
同
体
 
ノ
故
 
ニ
必
 
ス
得
二
往
生
一
３
５ 
こ
こ
に
各
章
の
鍵
語
キ
ー
・
ワ
ー
ド
と
し
て
「
三
業
相
応
」「
三
昧
発
得
」「
法
身
同
体
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
第
七
因
」
に
お
い
て
、
永
観
は
『
往
生
拾
因
』
の
念
仏
が
称
名
の
念
仏
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ
る
が
、
称
名
の
念
仏
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
称
名
だ
け
が
三
業
（
身
・
口
・
意
）
相
応
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
三
業
相
応
に
よ
っ
て
余
念
が
交
じ
ら
ず
、
専
念
が
発
起
す
る
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
専
念
が
発
起
し
な
け
れ
ば
何
度
称
名
念
仏
を
行
じ
て
も
往
生
を
得
な
い
と
言
う
。 
「
第
八
因
」
に
お
い
て
は
、
一
心
専
念
の
念
仏
は
口
称
三
昧
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
阿
弥
陀
仏
を
称
す
る
こ
と
は
三
昧
を
得
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
永
観
の
了
解
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
永
観
は
「
第
八
因
」
を
閉
じ
る
に
際
し
て
、 
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十
因
之
興
意
在
 
リ
二
斯
 
ノ
因
 
ニ
一
不
 
シ
テ
レ
愛
 
セ
二
身
命
 
ヲ
一
但
惜
 
メ
二
三
昧
 
ヲ
一
若
 
シ
愛
 
セ
ハ
二
宝
地
 
ヲ
一
必
 
ス
生
 
ス
二
浄
土
 
ニ
一
思
 
テ
レ
之
 
ヲ
応
レ
知
３
６ 
と
特
別
に
言
う
よ
う
に
、
三
昧
発
得
が
十
因
の
中
で
中
心
の
因
で
あ
る
と
す
る
。 
そ
れ
で
は
な
ぜ
三
昧
発
得
が
重
要
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
「
第
九
因
」
の
主
題
で
あ
り
、
三
昧
発
得
に
よ
り
自
己
と
阿
弥
陀
仏
は
法
身
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
同
体
で
あ
る
こ
と
を
証
悟
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。 
「
第
七
因
」
か
ら
「
第
九
因
」
ま
で
の
内
容
か
ら
、
永
観
は
称
名
念
仏
を
勧
め
る
の
は
、
称
名
念
仏
に
よ
っ
て
「
一
心
」（
専
心
→
三
昧
発
得
→
法
身
同
体
の
証
悟
）
を
発
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
永
観
は
「
念
仏
宗
」
と
言
い
な
が
ら
、
三
論
宗
に
立
脚
し
、
そ
の
方
法
と
し
て
称
名
念
仏
を
修
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
了
解
で
き
る
の
で
あ
る
。 
 
し
た
が
っ
て
、
五
逆
と
十
悪
を
滅
す
る
と
い
っ
て
も
、
念
仏
の
力
用
に
よ
る
と
い
う
よ
り
、
三
昧
発
得
を
中
心
と
し
た
「
一
心
」
を
根
拠
と
し
て
滅
す
る
の
で
あ
る
。
永
観
に
と
っ
て
こ
の
「
一
心
」
と
は
、「
故
思
」「
倒
見
」「
悪
心
」
と
相
反
す
る
心
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
永
観
に
と
っ
て
は
、
こ
の
「
一
心
」
の
発
起
こ
そ
が
重
要
で
あ
っ
た
た
め
、
た
と
え
「
故
思
」
等
の
心
を
起
こ
し
て
も
、
後
に
称
名
念
仏
を
行
じ
、
ま
た
「
一
心
」
を
発
起
す
れ
ば
消
滅
す
る
と
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
、
永
観
が
わ
ざ
わ
ざ
『
十
輪
経
』
に
依
っ
て
「
三
乗
の
五
逆
」
を
示
す
理
由
も
窺
わ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 
 
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、「
第
十
因
」
に
記
さ
れ
る
、
唯
除
の
文
と
『
観
経
』
の
下
品
下
生
の
経
説
の
矛
盾
に
対
す
る
永
観
の
見
解
を
確
か
め
て
お
き
た
い
。
永
観
は
、 
 
 
釈
 
ニ
有
 
リ
二
十
五
家
一
互
 
ニ
為
 
コ
ト
ハ
二
是
非
 
ヲ
一
恐
 
テ
二
文
 
ノ
繁
雑
 
ヲ
一
略
 
シ
テ
而
不
レ
述
 
ヘ
今
 
マ
試
 
ニ
釈
 
シ
テ
云
彼
 
ノ
本
願
 
ノ
中
 
ニ
ハ
除
 
ク
下
十
念
 
ノ
後
造
 
レ
ル
二
五
逆
 
ヲ
一
者
 
ヲ
上
由
 
テ
二
一
念
 
ノ
悪
 
ニ
一 
滅
 
ル
カ
二
諸
善
 
ヲ
一
故
 
ニ
観
経
 
ハ
不
レ
爾
故
 
ニ
不
二
相
違
 
セ
一
３
７ 
と
『
群
疑
論
』
に
記
さ
れ
る
十
五
説
に
つ
い
て
は
文
が
繁
雑
に
な
る
の
を
恐
れ
て
論
じ
な
い
と
断
っ
た
う
え
で
、
自
身
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
永
観
は
、
本
願
に
五
逆
と
誹
謗
正
法
が
除
か
れ
る
の
は
、
十
念
の
後
の
五
逆
で
あ
る
か
ら
と
述
べ
、
ま
た
一
念
の
悪
に
よ
っ
て
諸
善
を
滅
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
五
逆
が
「
一
念
の
悪
」
と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
み
て
も
、
永
観
は
五
逆
と
言
う
と
き
、
単
に
行
為
を
指
す
の
で
は
な
く
、
そ
の
行
為
に
至
る
根
拠
と
な
る
心
を
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
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だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
永
観
の
説
に
基
づ
い
て
考
え
る
と
、
三
昧
発
得
を
中
心
と
し
た
「
一
心
」
が
発
起
し
て
も
、「
故
思
」
等
の
心
（
す
な
わ
ち
「
一
念
の
悪
」）
に
よ
っ
て
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
に
、
ど
こ
ま
で
も
「
一
心
」
の
保
持
を
重
要
視
し
た
永
観
の
往
生
観
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。 
 
以
上
の
と
お
り
、
永
観
に
お
い
て
は
「
一
心
」
の
発
起
が
重
要
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
五
逆
の
内
容
も
行
為
と
し
て
で
は
な
く
、
そ
の
行
為
に
至
る
根
拠
と
な
る
「
一
心
」
と
相
反
す
る
心
を
問
題
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
永
観
の
い
う
「
一
心
」
と
は
、
三
昧
発
得
を
中
心
と
す
る
心
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
自
力
の
心
で
あ
り
、
称
名
念
仏
は
そ
の
心
に
到
達
す
る
た
め
の
方
法
と
い
う
位
置
付
け
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
に
念
仏
宗
を
掲
げ
、
無
常
観
と
危
機
意
識
を
も
ち
な
が
ら
も
、
親
鸞
の
仏
道
観
と
は
そ
の
方
向
性
を
真
逆
に
す
る
永
観
の
仏
道
観
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。 
   
結
論
に
代
え
て
―
「
信
巻
」
巻
末
の
「
五
逆
の
文
」
の
考
察
へ
の
展
望
― 
  
小
論
で
は
、
第
一
節
に
て
永
観
の
『
往
生
拾
因
』
に
記
さ
れ
る
五
逆
の
特
徴
を
考
察
し
た
。
こ
こ
で
、
改
め
て
そ
の
特
徴
を
示
し
て
み
よ
う
。 
第
一
の
特
徴･･･
「
三
乗
の
五
逆
」
と
「
大
乗
の
五
逆
」
を
対
等
な
も
の
と
し
て
、
五
逆
を
二
種
示
し
て
い
る
点 
第
二
の
特
徴･･･  
五
逆
を
単
に
行
為
と
し
て
示
す
の
で
は
な
く
、
行
為
の
根
拠
で
あ
る
自
己
存
在
の
思
い
に
関
わ
る
事
柄
と
し
て
示 
し
て
い
る
点 
第
三
の
特
徴･･･
「
三
乗
の
五
逆
」
と
「
大
乗
の
五
逆
」
を
示
す
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
五
無
間
の
同
類
の
業
」
及
び
「
近
無
間
の
業
」 
（「
十
悪
」
の
中
の
前
四
つ
で
あ
る
「
四
重
禁
」
が
「
近
無
間
の
業
」
と
な
る
場
合
）
を
示
し
て
多
く
の
「
逆
」
の 
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在
り
方
を
示
し
て
い
る
点 
 
資
料
を
参
照
し
て
も
明
確
な
よ
う
に
、
こ
の
特
徴
的
な
永
観
の
取
捨
選
択
に
よ
る
五
逆
に
つ
い
て
の
文
を
、
親
鸞
は
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
用
い
て
「
信
巻
」
に
記
し
て
い
る
。
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
特
徴
は
、「
信
巻
」
の
文
脈
に
お
い
て
も
非
常
に
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
第
三
の
特
徴
の
中
で
示
し
た
次
の
文
の
網
掛
け
部
分
に
つ
い
て
は
、「
信
巻
」
巻
末
の
「
五
逆
の
文
」
に
お
い
て
は
省
か
れ
て
い
る
。 
次
 
ニ
十
悪
 
ト
者 
身
三
口
四
意
三
常如 
十
 
カ
中
 
ニ
前
 
ノ
四
 
ヲ
名
 
ク
二
四
重
禁
 
ト
一 
謂
 
ク
殺
盗
婬
妄
語
也 
若
 
シ 
依
 
ラ
ハ
二
十
輪
経
 
ニ
一
於
 
テ
二
此
 
ノ
四
重
中
 
ニ
一
説
 
ク
二
近
無
間
 
ノ
業
 
ヲ
一 
故
 
ニ
彼
 
ノ 
経
 
ニ
云
一
 
 
ニ
ハ
起
 
シ
テ
二
不
善
 
ノ
心
 
ヲ
一
殺
二
害
 
ス
独
覚
 
ヲ
一 
是
 
レ
殺
生
 
 
二
 
 
ニ
ハ
婬
 
ス
二
羅
漢
尼
 
ヲ
一 
是
 
レ
欲
邪
行
 
ナ
リ 
三
 
ニ
ハ
侵
下
損
 
ス
所
 
ノ
レ
施
 
ス
二
三
宝
 
ニ
一
財
物
 
ヲ
上 
是
 
レ
不
與
取
 
ナ
リ
四
 
ニ
ハ
倒
見
 
ヲ
以
破
 
ス
二
和
合
僧
衆
 
ヲ
一 
是
 
レ
虚
誑
語
 
ナ
リ
鈔略
３
８ 
 
 
 
 
 
    
 
 
（
網
掛
け
部
分
は
「
五
逆
の
文
」
で
省
か
れ
て
い
る
箇
所
） 
親
鸞
は
網
掛
け
部
分
を
引
用
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
網
掛
け
部
分
の
後
の
教
説
を
「
十
悪
」
の
罪
が
「
近
無
間
の
業
」
の
罪
と
な
る
場
合
を
示
し
た
文
と
し
て
で
は
な
く
、
大
乗
の
「
五
無
間
の
同
類
の
業
」
に
当
た
る
位
置
付
け
と
読
め
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
主
題
が
五
逆
か
ら
「
十
悪
」、
あ
る
い
は
「
四
重
禁
」
に
移
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
「
近
無
間
の
業
」
と
し
て
で
も
な
く
、
あ
く
ま
で
五
逆
の
内
実
と
し
て
の
文
言
と
し
て
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
省
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
「
彼
の
経
」
の
意
味
が
、『
十
輪
経
』
か
ら
、『
薩
遮
尼
乾
子
経
』
に
変
わ
る
点
も
指
摘
で
き
る
３
９
。 
こ
の
確
認
を
踏
ま
え
て
、（
永
観
の
五
逆
理
解
で
は
な
く
）「
信
巻
」
巻
末
の
「
五
逆
の
文
」
の
特
徴
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
第
一
・
第
二
の
特
徴
は
『
往
生
拾
因
』
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
り
、
第
三
の
特
徴
が
「
近
無
間
の
業
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
『
十
輪
経
』
に
基
づ
い
て
い
た
箇
所
を
「
近
無
間
の
業
」
と
し
て
で
は
な
く
、
大
乗
の
「
五
無
間
の
同
類
の
業
」
に
当
た
る
位
置
付
け
と
し
て
挙
げ
て
、
多
く
の
「
逆
」
の
在
り
方
を
示
し
て
い
る
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。 
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第
二
節
で
は
、
ま
ず
永
観
の
永
観
が
念
仏
を
修
し
、『
往
生
拾
因
』
を
著
す
に
至
っ
た
背
景
と
し
て
、
ま
ず
永
観
の
無
常
観
と
危
機
意
識
を
探
り
、
次
に
永
観
の
主
張
す
る
念
仏
に
よ
る
滅
罪
を
論
じ
た
。
考
察
に
よ
っ
て
窺
わ
れ
た
よ
う
に
、
永
観
が
称
名
念
仏
に
よ
る
滅
罪
を
言
う
の
は
、
称
名
念
仏
に
よ
っ
て
「
一
心
」
を
発
起
す
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
永
観
に
と
っ
て
、
五
逆
の
特
徴
の
第
一
に
挙
げ
た
行
為
の
根
拠
と
な
る
「
故
思
」
等
の
心
を
消
し
、「
一
心
」
を
発
起
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
小
論
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
永
観
の
言
う
「
一
心
」
と
は
三
昧
発
得
を
中
心
と
す
る
心
で
あ
り
、
念
仏
は
そ
の
心
に
到
達
す
る
た
め
の
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
小
論
で
は
、
永
観
は
念
仏
宗
を
掲
げ
、
さ
ら
に
無
常
観
と
危
機
意
識
を
も
ち
な
が
ら
も
、
親
鸞
と
は
そ
の
方
向
性
を
異
に
す
る
仏
道
観
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
た
。 
 
こ
こ
に
至
っ
て
、「
信
巻
」
巻
末
の
「
五
逆
の
文
」
は
、
な
ぜ
永
観
が
著
し
た
文
に
基
づ
く
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
展
望
を
述
べ
た
い
。
従
来
、
こ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
香
月
院
深
励
が
、 
 
 
日
本
で
空
也
永
観
は
横
川
（
源
信
）
の
前
後
に
て
念
仏
を
勧
め
た
る
師
な
り
。
そ
の
勧
む
る
念
仏
は
善
導
流
で
な
い
故
に
正
依
に
は
非
ざ
れ
ど
も
日
本
で
名
高
き
人
な
り
。
其
永
観
が
淄
州
に
よ
り
て
明
し
て
あ
る
故
に
。
是
は
従
ふ
べ
し
と
あ
る
思
召
で
依
り
給
ふ
な
り
。
４
０ 
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
永
観
が
日
本
に
お
い
て
法
然
に
先
立
っ
て
念
仏
を
勧
め
て
い
た
仏
者
で
あ
る
か
ら
と
い
う
見
解
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
小
論
で
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
親
鸞
と
永
観
と
の
仏
道
観
・
念
仏
観
は
そ
の
方
向
性
を
異
に
す
る
し
、
ま
た
、
親
鸞
は
敢
え
て
典
拠
を
記
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
鑑
み
て
、
親
鸞
が
「
五
逆
の
文
」
を
『
往
生
拾
因
』
に
基
づ
い
て
記
す
理
由
は
、
永
観
そ
の
人
に
理
由
が
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
第
一
節
で
考
察
し
た
『
往
生
拾
因
』
に
記
さ
れ
る
特
徴
的
な
五
逆
の
内
容
に
こ
そ
、
そ
の
理
由
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
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註 
 
１ 
『
浄
土
宗
全
書
』
十
五
・
三
七
七
頁 
２ 
『
大
正
蔵
』
三
十
九
・
二
四
三
頁
ｃ 
３ 
『
大
正
蔵
』
九
・
三
三
六
頁
ｂ 
４ 
『
大
正
蔵
』
三
十
四
・
七
〇
八
ｃ
―
七
〇
九
頁
ａ 
□
内
引
用
者 
５ 
『
大
正
蔵
』
三
十
九
・
二
三
七
頁
ａ 
６ 
『
浄
土
宗
全
書
』
十
五
・
三
七
七
頁 
７ 
香
月
院
深
励
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
永
観
の
間
違
い
で
あ
る
と
し
て
い
る
（『
教
行
信
証
講
義
』『
教
行
信
証
講
義
集
成
』
七
・
二
一
一
頁
参
照
）。
し
か
し
私
は
、
永
観
の
意
図
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
い
。 
８ 
五
無
間
と
は
、
五
逆
と
同
意
で
あ
る
。『
倶
舎
論
』
に
は
「
五
無
間
同
類
業
」
を
「
五
逆
同
類
」
と
し
て
示
し
て
い
る
（『
大
正
蔵
』
二
十
九
・
九
四
頁
ｂ
・
資
料
参
照
）。 
９ 
『
大
正
蔵
』
二
十
九
・
九
二
頁
ｂ 
１
０ 
『
大
正
蔵
』
十
三
・
七
三
七
頁
ａ 
１
１ 
「
受
戒
を
許
さ
な
い
者
」
は
こ
の
五
逆
罪
を
造
っ
た
者
に
限
る
の
で
は
な
く
、
永
観
が
「
四
重
の
中
」
の
「
近
無
間
の
業
」
と
し
て
示
す
箇
所
に
も
説
か
れ
て
い
る
（『
大
正
蔵
』
十
三
・
七
三
七
頁
ａ
―
ｂ
参
照
）。 
１
２ 
『
浄
土
宗
全
書
』
十
五
・
三
七
七
頁 
１
３ 
『
浄
土
宗
全
書
』
十
五
・
三
七
七
頁 
１
４ 
香
月
院
深
励
『
教
行
信
証
講
義
』『
教
行
信
証
講
義
集
成
』
七
・
二
一
一
頁
参
照
。 
１
５ 
『
大
正
蔵
』
二
十
九
・
九
三
頁
ｃ 
１
６ 
『
国
訳
一
切
経
』
毗
曇
部
・
二
十
六
下
・
四
一
頁 
１
７ 
『
国
訳
一
切
経
』
毗
曇
部
・
二
十
六
下
・
四
一
頁 
１
８ 
『
大
正
蔵
』
二
十
九
・
九
四
頁
ｂ 
１
９ 
「
三
乗
の
五
逆
」
の
内
実
と
し
て
『
十
輪
経
』
で
引
く
五
逆
と
同
じ
く
、
こ
の
四
重
禁
を
犯
し
た
者
は
、
出
家
受
戒
を
許
さ
ず
、
ま
た
も
し
受
戒
さ
せ
た
な
ら
ば
、
そ
の
師
も
罪
を
犯
し
た
こ
と
に
な
る
と
い
う
文
脈
で
あ
る
。 
２
０ 
『
大
正
蔵
』
十
三
・
七
三
七
頁
ａ 
２
１ 
『
新
国
訳
大
蔵
経
』
諸
経
部
・
二
・
地
蔵
十
輪
経
・
一
八
九
頁 
２
２ 
『
浄
土
宗
全
書
』
十
五
・
三
七
八
頁 
２
３ 
ロ
バ
ー
ト
・
Ｆ
・
ロ
ー
ズ
は
、
永
観
が
没
し
た
年
で
あ
る
一
一
一
一
年
に
成
立
し
た
三
善
為
康
の
記
し
た
『
拾
遺
往
生
伝
』（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
百
七
〈
永
観
に
つ
い
て
は
八
五
―
八
七
頁
参
照
〉）
に
依
っ
て
、
永
観
の
誕
生
に
つ
い
て
は
不
詳
と
し
た
う
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え
で
、
三
論
宗
の
僧
に
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
纏
め
て
い
る
。 
永
観
は
二
才
の
と
き
岩
清
水
八
幡
宮
別
当
の
元
命
（
九
七
〇
―
一
〇
五
一
）
の
養
子
に
な
り
、
こ
の
僧
に
育
て
ら
れ
た
。
十
一
才
の
と
き
真
言
宗
の
深
観
（
一
〇
〇
〇
―
一
〇
五
〇
）
の
弟
子
と
な
り
、
翌
年
に
は
東
大
寺
の
戒
檀
院
で
具
足
戒
を
受
け
、
そ
の
後
東
大
寺
の
東
南
院
に
入
り
、
有
慶
（
九
八
三
―
一
〇
七
〇
）
の
も
と
で
学
問
に
励
ん
だ
。
東
南
院
と
い
え
ば
、
真
言
宗
の
聖
宝
（
八
三
二
―
九
〇
九
）
に
よ
っ
て
東
大
寺
に
お
け
る
三
論
と
密
教
の
本
所
と
し
て
九
〇
五
年
に
設
け
ら
れ
た
場
所
で
あ
る
。
特
に
東
南
院
は
南
都
に
お
け
る
三
論
研
究
の
中
心
で
あ
り
、
所
属
の
僧
侶
は
皆
、
文
献
に
は
「
三
論
宗
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
永
観
も
同
様
で
あ
り
、
そ
の
た
め
『
浄
土
法
門
源
流
章
』
に
お
い
て
凝
然
は
永
観
の
念
仏
を
三
論
系
の
念
仏
と
規
定
し
て
い
る
（
大
蔵
経
八
四
、
一
九
六
ａ
）。 
（「
永
観
の
念
仏
観
―
法
身
同
体
の
思
想
を
中
心
と
し
て
―
」『
大
谷
学
報
』
八
十
一
・
二
・
二
頁
） 
２
４ 
『
浄
土
宗
全
書
』
十
五
・
三
七
一
頁 
２
５ 
『
浄
土
宗
全
書
』
十
五
・
三
九
四
頁 
２
６ 
『
浄
土
宗
全
書
』
十
五
・
三
七
一
頁 
２
７ 
大
谷
旭
雄
は
、『
往
生
拾
因
』
の
巻
末
に
、 
 
 
 
 
 
南
都
東
大
寺 
沙
門
永
観
艸 
 
 
 
 
 
 
願
共
結
縁
者 
往
生
安
楽
国 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（『
浄
土
宗
全
書
』
十
五
・
三
九
四
頁
） 
 
 
 
と
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
 
 
 
 
 
表
題
の
も
と
に
は
「
念
仏
宗 
永
観
集
」
と
記
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
は
東
大
寺
沙
門
た
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
矛
盾
は
永
観
が
念
仏
宗
と
称
し
な
が
ら
も
、
依
然
と
し
て
か
れ
の
立
場
は
東
大
寺
三
論
の
宗
籍
を
破
棄
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
、
永
観
が
東
大
寺
三
論
と
訣
別
し
て
新
宗
を
別
開
す
る
意
志
が
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。 
（『
浄
土
仏
教
の
思
想
―
永
観 
珍
海 
覚
鍐
―
』
七
・
一
二
五
頁
） 
 
 
 
こ
の
指
摘
は
傾
聴
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
親
鸞
は
『
尊
号
真
像
銘
文
』
で
法
然
の
真
像
に
つ
い
て
、 
 
 
 
 
 
比ひ
叡えい
山ざん
延えん
暦
り
や
く
寺じ
宝
幢
院
ほ
う
ど
う
ゐ
ん
黒
谷
く
ろ
だ
に
源
ぐ
ゑ
ん
空く
聖
し
や
う
人にん
真
像
の
し
ん
ざ
う 
 
 
（『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
・
一
〇
六
頁
〔『
聖
典
』
五
二
六
頁
〕） 
 
 
 
と
述
べ
て
い
る
し
、『
無
量
寿
経
釈
』『
観
無
量
寿
経
釈
』『
阿
弥
陀
経
釈
』
の
冒
頭
に
は
、 
 
 
 
 
天
台
黒
谷
沙
門
源
空
記 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（『
法
然
全
』
六
七
頁
・
九
七
頁
・
一
四
七
頁
） 
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
鑑
み
る
と
、
巻
末
の
文
言
だ
け
を
も
っ
て
「
新
宗
を
別
開
す
る
意
志
が
な
か
っ
た
」
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
永
観
の
生
涯
よ
り
窺
う
に
、
や
は
り
三
論
宗
に
立
脚
し
な
が
ら
念
仏
を
修
し
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
議
論
に
つ
い
て
は
、「
宗
」
と
は
何
か
と
い
う
根
本
的
な
考
察
が
本
来
必
要
で
あ
る
が
、
本
論
で
は
そ
れ
が
主
題
で
は
な
い
の
で
省
略
し
た
。 
副論文 『往生拾因』に記される五逆についての一考察 
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２
８ 
『
浄
土
宗
全
書
』
十
五
・
三
七
一
頁 
２
９ 
『
浄
土
宗
全
書
』
十
五
・
三
七
七
頁 
３
０ 
『
浄
土
宗
全
書
』
十
五
・
三
七
七
頁 
３
１ 
『
浄
土
宗
全
書
』
十
五
・
三
七
八
頁 
３
２ 
『
浄
土
宗
全
書
』
十
五
・
三
七
八
頁 
３
３ 
『
浄
土
宗
全
書
』
十
五
・
三
八
三
頁 
３
４ 
『
浄
土
宗
全
書
』
十
五
・
三
八
四
頁 
３
５ 
『
浄
土
宗
全
書
』
十
五
・
三
八
七
頁 
３
６ 
『
浄
土
宗
全
書
』
十
五
・
三
八
七
頁 
３
７ 
『
浄
土
宗
全
書
』
十
五
・
三
九
二
頁 
３
８ 
『
浄
土
宗
全
書
』
十
五
・
三
七
八
頁 
３
９ 
た
だ
し
、『
十
輪
経
』
が
『
薩
遮
尼
乾
子
経
』
に
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
る
『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
意
味
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
や
は
り
主
題
を
、
十
悪
や
近
無
間
の
業
で
は
な
く
、
五
逆
と
す
る
に
焦
点
が
あ
る
引
用
方
法
な
の
で
あ
ろ
う
か
。 
４
０ 
香
月
院
深
励
『
教
行
信
証
講
義
』『
教
行
信
証
講
義
集
成
』
七
・
二
一
〇
頁 
（ 
）
内
引
用
者 
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